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。 本書の 成立に 關 する 「あ， りの ま、」 を 記して 序に 換 へォ 

。 此の 小 著 は 前後の ニ講 から 成って 居る。 前講 『軍記物語 研究』 は、 大正 

十三 年の 秋から 稿 を 起こし、 約 一箇年 半に わたって、 早稻 田大學 出版部 

發 行の 『文學 講義』 に 載せた ものである。 後講 『平家物語の 新 硏究』 は リ 

正 九 年の 九月 初旬、 大急ぎに 書き上げて、 同じ 月に 出た 『早稻 田 文學』 の 

秋期 特別 號に 寄せた ものである。 前者に は 可な， りの 大增補 を 加へ、 後者 

に はほんの 小 增補を 加へ たが、 根幹の 大 趣意 は、 二つながら 殆んど 前と 

變ま vC? と - ぺり 力 し 

*s  t  な？^ i ろし、 

一。 『軍記物語 研究』 は、 著者の 頭の 中に 出来て ゐる 軍記の 幻影 を 追うて 

各 別な 豫定 の計畫 もな しに、 書き はじめ、 書きつ > ^け、 而 して 書き終へ 


たもので あった。 1 囘分を 大急ぎに 書きなぐって、 書きなぐ ると 物の 

一と 月も拋 つてお く。 そして 前後の っヾ きも、 すつ か， り 忘れた 時分に、 

矢の 催促 をされ て は、 K て、 筆 を 執， りくして 居る 中に、 いつしか 積も 

，りた まった の が れ で あ る。 言 は  被 催促の 餘儀 なさに 出來た 間歇 的の 

隨筆 軍記 講話と で もい ふべき もので、 口 幅た く吹聽 する やうな 事 は、 何 

もない。 唯 だ 試みに、 いさ、 か、 之れ を 草した 時の 心 構 を 述 ベ て 見る と 

私 は 第一に、 敎養 ある 多數の 男女の 同胞に 向って、 成るべく 專門 じみな 

いお 話 をしたい と考 へた。 たと へば、 學問 好きの 少年 靑年壯 年老 年の 同 

胞 達が、 それ <\ 'の 家業に いそしむ 間么 に、 鍬 を 取， り、 シャ ベ ルを 取， 9 

算盤 を 取. り、 帳簿 を 取り、 或 ひ は 編物の 針 を 取， りつ s、 十數人 數十人 

と、 ー圑を 成して 沐んで 居られる。 そこへ、 心 覺ぇを 書き留めた ホンの 

一冊の 手帳 位 を 持って、 ブラ リと 出かけて 行って、 

「どうです、 諸君。 私 は是れ から、 七 百年 前、 五 百年 前と いふ、 遠い昔 

の 吾々 の 先祖 達、 あの 武士道と いふ 特殊の 國民的 大道 德を 成， り 立た し 
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は ゆる 軍記の 物語に つい 

熟な お 話ながら、 不承し 
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唯 だ 將來に 

希望です。 

承け た 子孫 

おかねば な 


、 吾么の 今後に 關す 

あらせね ばなら ぬと 

した 意義の ある 生活 

爲 めの 參考 としても 

先達が 自分よ ぶの 奉仕す る 君 父、 國家、 道義の 

た 物語 は、 吾ぶ の 熱心に 知りたい と 思 ふと こ 

さ い。」 

ひ で す！ 一 


など 云って、 そ、 のかされる。 と ま あ、 かう いふ 氣 分で、 かう いふ 人達 

を 相手と し、 聽 衆に 向って は、 ー囘 ホンの 三 四 枚 位の 刷 物 を 上げて おい 

て、 そ れを 種に してお 話 を 進める とい ふ 心 持で や， りたい と考 へた。 語句 

の 解釋は 成るべく 簡單 に、 前 H の所說 など も、 同じ 事 は 繰 返さ 今して、 

E だ 4^ る ベ く 北ハ の 場 そ Z 場に， ひた， りと 當て 嵌まる 同義語で 說明 する やう 

に し、 ュ、 して 特別な 味 は ひの 語句に つい て は、 それが 何故に 其處に 落ち 

つく か、 其の 語句 を 用 ゐた爲 めに、 何故に 其の 描寫が 生、 きて 來 たか、 文 

章が 引 立って 來 たかと いふ 事を說 明したい と考 へた。 原文の ま で 其の 

妙味の 理解され にくい 所 は、 現代語に 飜譯 して 描寫說 明の 仕直し をした 

い、 と考 へた。 長い ー篇の 作の 中から、 代表的の 一章 乃至 數章を 選み 出 だ 

して、 段々 に讀み 進み 講じ 了へ る 中に、 「時」 と 「人」 と 「事」 とが、 いっとな 

く あ， りく と 浮かんで 來る やうに したいと 考 へた。 「語 釋」、 「現代語 譯」、 「修 

辭的說 明」 な ど を 加へ たの は 其の 爲 めで、 これが 爲め におの づ から 啓蒙 的 

色彩 を帶 びる やうに もな つたが、 著者の 本意 は、 あくまでも 專門 じみす 


に 藝術味 得の 第 一 義を 贏ち 得たい とい 

。 『平家物語の 新 研究』 は、， 本 間 久雄氏 

した ものであるが、 之れ を 草す るに 當 

造 批評の 一 體を 試みたい とい ふこと で 

る creative  criticism で、 ip- の レッシング 

テ 等の 名の 著しく 聯想され る もので あ 

作と 同じく 一  種の 獨 立した 藝術的 創造 

やうな 批評が、 どうして 實 現される も 

つた 事 は、 此の 物語の 意義 趣味の 核心 

それに 此の 小論の 含む あらゆる 要素 を 

おい まつ 

ける 鏡板の 老松が、 その 前で 演 せられ 

如くなら しめたい とい ふ 事であった。 

中に、 保元壽 永の 時代相、 當 時の 武人 

かに 目に 浮かぶ やうに あらしめ たいと 

序文  . 


ふところに あつたの である。 

の依賴 によって、 早急に 稿 を： 起 こ 

たって、 主として 考 へたの は、 創 

あ つ た。 「創 造 批 評」 は英の 謂 は ゆ 

等に 創められ、 カァ ライル、 ゲ 1 

る。 批評 その物が、 批評され る 創 

となる ものの 謂 ひで ある。 私 はか 

のか を 知らない。 唯 だ ひそかに 希 

ともい ふ べき 代表 思想 を捉 へ て、 

統べさせる 事、 譬 へば 能 舞 臺に於 

る 能の あらゆる 要素 を 支配す るが 

該の 根本の 大義 を摑ん で讀み 進む 

の 面魂、 戰場駆 引の 模樣 等が、 鮮 

いふ 事であった。 知識 本位の 分析 _ 


. ^斷 評價 を なしつ、 も、 其 の 言 葉に は 常に 情の 生命の 通 ふやう にあら 

しめたい とい ふ 事であった。 かくの 如くに して 『平家』 の 魂が、 どうぞ 此 

の 小論の 中に 憑 移って 来て くれる やうに！ 作者が 筆 を 執る 間に、 常に 

空想し、 妄想し、 希求 願望した 事 はこれ であった。 

0 無論 これ は 唯 だの 空想で、 實は前 講後講 の いづれ に 於いても、 片端 か 

ら 意に 滿 たぬ 事 だらけで ある。 意に 滿 たぬ といへば、 單 語の 解釋 からが 

それで、 殊に 有職 故實の 方面な どに ついては、 底 を 叩けば ーぷ 不明 未詳 

と 云っても よい。 況ん や、 大摑 みの 批評 論議な どに は、 嘸 かし 片 腹いた 

い 見損ね 考へ違 ひが あるで あらう。 私 は フランスの 大 批評家と 共に、 常 

にかう 信じて 居る。 平凡 作家の 凡作に 對 する 評 價は、 すぐに 片づ けられ 

る。 これに 就いては 永久に 苦情の 起こる 氣 遣がない。 けれども 大作 家の 

大作になる と、 それが 批評家の 前に 王立し 君臨して、 「お前 達に 自分の 本 

體が 解る か？」 と 言 つ て 居る や う な 趣が あ， り、 而し て 代々 の批 評 家 等 は、 

手 を變へ 品を替 へて は、 之れ を 硏究し 考査し つ、、 甲論乙駁 をつ  けて 


行く ので ある。 それ は譬 へば、 その 大作 を遶 つて、 不斷に 批評家の ト ー 

ルナ メント が 行 はれる やうな もので、 輕重褒 K 無數の 批評が 加 へられる 

中に、 いつの 間に か、 其の 作の 絕大價 値が 定まって、 確定 不動の ものと 

なる ので あると。 要するに、 私 は 『平家』 批評の • ト ー ルナ メント にあ づか 

る 小さい 一 員に 過ぎない ので あらう。 

。 本書 表紙 模様の 獅子 は、 平家 奉納 嚴嶋 神社 國寶經 の 中の 法 華經、 安樂 

行 品の 表紙 糟の 一部 を 取った ものである。 世界 を 空しう する 此の 獸 王の 

面魂が 氣に 入った 上に、 「遊 行 無 畏如師 子」 と いふ 散らし ま； I きの 贊の 文句が、 

い か にも 平家 當 時の 新興 武人の 意 氣 を 象徵 して ゐ る やうに 忍 はれた の で、 

此の 武人 文學 論、 第一 關の 標識と して 選び 取った のであった。 尙ほ 之れ 

について は、 本文の 三 四 六 頁、 「やがて 保 元の 亂が、 此の 恐ろしい 獅子の 

眠 ，り を 覺 ま した」 の邊， り を 參 照して いた ヾ きたい。 

。 見返し は 奥州 前 九 年 及び 後三年 役 繪卷の 一部 影寫 である。 卷 頭の 方 は 

前 九 年の 一部で、 將軍 賴義と 八幡 太郞義 家と、 父子 陣中 喫飯の 景 である。 
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卷 尾の 方 は 後三年の 一部で、 八幡 將 軍が 士卒 を勵 ます 爲 めに 勇 怯の 座 を 

分けた とい ふ、 人口 喰 炙の 景 である。 喻 

。 ロ綺 として は 平 治 物語 緒卷の 一部と 入道 姿の 淸 盛の 木像と を 取った。 

揷畫 はすべ て 九 葉。 その 中 『保 元』、 『平 治』、 『平家』、 『太平 記』 の 八 葉 は元祿 

を さ なみ 

版から、 『太平 記』 の 一葉 は 萬 治 版から 取って 影寫 した。 古拙な 稚 味の ゆ 

に 一 種の 生命の 漲って ゐ るの を 愛した ので ある。 

。 前述の 如く、 本書 はもと 餘儀 なさの 執筆で あり、 半ば 啓蒙 本位に と 志 

、 、 、 、 

した ものであるが、 其 處此處 に 多少の 創意 は 含んで 居る。 殊に 軍記 發生 

か is 路に關 する 部分 は、 大體 著者 一個の 管 見に 據っ たもので あるが、 從 

つて 誤， 0 も さぞ 多い ことで あらう。 愛讀者 諸君の 御 敎示を 辱う する こと 

が 出來れ ば、 難 有い 仕 合せで ある。 

大雪の 紀元節に 

昭和 六 年 二月 十 一 日.  著  者 


六波羅 行幸の 圖 (平 治 物語 綺卷 より) 

淸盛 木像 
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^講 軍記物語 研究  Till 

發端 音に 聞 こ ゆる 爲朝  j 

I。 『軍記』 と は 武人 本位、 戰爭 本位の 文 學の義 也。 其の 最も 主なる 代表作 は 『保 元 物語』、 『平 治 物 

語』、 『平家物語』、 『源平 盛衰 記』 及び 『太平 記』 也。 武家時代 初期の In,- 人、 鎭西 八郞爲 朝の 面影。 

『保 元 物語』 の 一 章、 「新院 御所 各 門々 固めの 事附軍 評定の 事」 全文。 

爲朝默 策の 圖 (揷 槍の 第 1 )  五 


一一。 語釋。 三。 此の 文の 特色。 第一 に、 文章の W 々しくして、 武人 を寫 すに 適した る 事。 『源氏 

物語』 との 比較。 俗語の 活川。 へろ く， 户、。 『通語』、 『大日 本 史』、 『日本 外史』 との 比較。 鎧 袖 一 

觸 の辨。 四。 第二に、 爲 朝の 描寫に 於け る 段 取の 妙。 他の 藝 術との 比較。 五。 時代 思想の 現 はれ 

たる 趣。 「爲 朝見ん とて こぞ.^ 給 ふ」 に 見えた る 天下の 形勢 ー變の 機微。 六。 實 戰描寫 記述の 妙。 

第一 軍記の 萠芽 及び 開展  

I いくさ    ちい ほ  よもつ. いくさ 

IC 軍記の 種子。 「軍」 とい ふ！^ の國 書に 見え 始め。 『古事記』 に 於け る 「千 五 百の 黃泉 軍」 の 章。 

， その 現代語 譯 及び 批評。 二。 『日本 紀』、 武內 宿彌、 忍 熊 王 を 欺き 破る。 一二。 『紀』 の 壬 申亂の 記。 

其の 批評。 『萬 葉鎮』 に 於け る柹 本人 麿が 壬 申の 亂の 歌。 其の 現代語 譯。 その 批評。 

第二  fs^s の先驅 『將門 記』 と 『今昔 物語』  

一。 紀、 記、 萬 葉に 於け る戰爭 記事 は斷片 的、 揷 人的， 依 他 的、 若しくは 外國 文の 摸倣 也。 戰爭 

記事の 獨立 待遇 は r 將門 記」 を 始めと す。 『將門 記』 は 獨立戰 記の 嚆 矢なる のみなら す、 我が 軍記 

に 特有なる 一 種の 氣分を 含蓄せ り。 『吾妻 鏡』 の先驅 をな し、 又 『今昔 物語』 を 通 ほして 『保 元』、 

『平 治 r 『：4 家』 に 影響せ り。 其の 例證。 『將門 記』 の 引用 數則。 『將門 記』 の 文と r 保 元』 『平家』 の 

文との 比較。 『^ 門 記』 と 『今昔』 との 上下 二 段對照 比較。 二。  r 今昔』 が r 將門 記』 に 施した る 加工 は 

第一 に、 耳 近くす るに あり。 此の 標準に よりて 漢文 を 和 化し、 俗化し、 虛 飾の 文句 を 除去せ り。 

其の 例說。 


第三 橋掛、 産婆 役と しての 『今昔 物語』  

一。 『今昔』 の 無類の 地位と 無類の 價 値。 その 主なる 一 は 文體の 方面に あり。 其の 功績の 一 は 時人 

の 言葉 調子 をそッ く" 書き留め たる 點 にあり C  二 は 漢文 を 和 化し、 和 奥 を帶 びた る 漢文 を 更に 和 

化し 俗化した る點 にあり。 三 は 王朝 式の 和文 を 漢文 化し、 時 様 化した る點 にあり。 一一。 右の 第三、 

王朝 純 和文の 時 様 化、 漢文 化の 例說。 『伊勢 物語』 と 『今昔 物語， 1 との 上： 卜 二 段 式 比較。 『今昔』 が、 

『伊勢』 に 施した る 加工の 耍點。 三。 『今昔』 に 於け る縑倉 軍記の 豫 想。 その 實證數 1:.。 

第 四 新 文 學の發 生 = 平 治 物語  

I。 時代の 中心思想 を 最もよ く 現 はした る ものが 時代の 中心 文擧 也。 鎌 ま 武家の 世と なりて、 本 

物の 軍記 文學發 生す。 二。 新時代の 三大 軍記 は 『保 元』 『平 治』 『平家』 也。 

第五 光賴 卿參內  

一。 『平 治 物語』 の 代表 二 章。 その 一 、 光賴 卿參內 C 本文。 

光 賴卿參 内の 圆 (挿搶 の 第二)  

一一。 語釋。 一一 r 此の 一 章の 見せた ろ 深き 意味の 第 一 は、 時代 推移の 轉機を 巧みに 自然に 喑 示した 

る 事。 第二 は 人物 描 寫の活 きくして 自然なる 事。 第三 は 「候」 の而 白き 使 ひ 分け。 四。 第 四 は 

面白き 文章 美。 主 松ぬ きなる 芝居 掛 りの 面白さ C 其の 例。 主なる 部分の 現代語 譯。 — , 


pet 

九 


第 六 待 賢 門の 軍  

I 此の 一 章の 面白味い ろ/ \。 本文」 二-」 語釋 C 三 C 此の 章の 興味の 第一 は、 個々 の 語が 武人 

的に 强く なり、 男らしく なり、 落着いて 來た 事。 第二 は 場面の 轉々 する 妙味、 事件の 推移す る 間 

に、 根本 思想の 前後に 通じて 貫流す る 趣。 第三 は 信賴義 朝の 自覺。 第 四 は 武士道の 精華の 賑 かな 

る 美しき 現 はれ、 四。 第五 は 作者の 公平なる 同情。 最後に 文章の 妙味 C 

第 七 祇 園精舍  

一 0 縑倉文 擧の隨 一 「一平 家 物語」。 その 卷 頭の 一 章。 本文。 語釋 C 卒家は 首尾 一 貫した る 名文に は 

あらす。 二。 卷頭 一 章の 美。 『平家， 16 首尾 相應。 一二。 首尾 相 應の點 より 見て、 『： 牛 家， i- と 『保 元』 

『平 治』 との 比較。 『保 元 J の 無造作。 『平 治』 の 道義 的。 f 平家』 は 『保 元』 『平 治』 に 比して 著る しく 

複雜 味、 深刻 味、 人情味 及び 有機的 統 一 味 を 加 へ たり C 

第 八 殿上の 閽討 (『保 元 JT 平 治』 と 『平家』 との 前後に ついて)  

一 C 平家 は忠 盛に 於いて、 始めて 社會的 存在 を 認められたり。 殿上 闇 討の 本文 C  二  C 語釋。 『吾 

妻 鏡』 との 對照。 三 C 此の 章の 興味 は 公卿の 世が 武家の 世と ならん とする 廻轉 期の 時代 感を 意味 

Ki- く喑 示した るに あり、》 r 保 元 物語』 『平 治 物語』 と 「平家物語」 との 成立 前後に 閼 する 問題 C 藤 岡 

作太郞 博士の 「保 元』 『平 治』 後出 說。 此の 章の 內容は 『保 元』 『K- 治』 の 前 出、 旣 出を樓 示せり C 
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第 九 明月に 鞭 を 揚げて  I き 

一。 『平家 J の 趣味の 一 は. 硬性 的、 軟性 的、 男性的、 女性的の 疆材の 交錯せ るに あり。 謂 は ゆる 

軟性 的、 女性的 挿話の 一 つ 小督 哀話。 本文。 語釋 C 一一。 その 文章 美。 謠曲 「小 督」 との 比較 C 

第 十 過分の 太 政 大臣  一 六 八 

一。 『平家」 一の 趣味の 一 は、 小榮枯 物語の 上に 大 平家の 大榮枯 物語 を 築き 上 ゆた るに あり。 榮枯急 

轉の 準備 挿話の  一 C 成 親俊寬 等の 謀叛 物語。 西 光 被 斬。 男性的 兩 雄の 正面衝突。 本文。 語釋。 

西 光 淸盛を 罵る 圆 (揷搶 の 第三)  -  一ち 

一 r 此の 章の 文章 美" 力と 力との 衝突 を 痛快に 描いた 面白さ C 

第 十 一 小 松敎訓  j 七 八 

一 0 淸盛對 重 盛 C 殘忍 にして 興味 ある 悲喜劇。 本文。 一 マ 語 釋，」 -0 擬聲 擬態の 妙。 避 板の 妙。 

最大 級 列舉の 妙。 

第 十二 足摺  1 九 三 

一 。 大 悲境に 於け る 俊寬。 本文。 

二。 足摺の 俊 寛 (揷搶 の 第 四)  一九 七 

目次  £ 


=-o 語釋。 四。 此の 章の 妙味い ろ.'、。 第 一 に、 の 運び 方の 自然。 第二に、 俊寬に 同情した る 

味の 表現 C 第三に、 四 人の 境遇 それぐ のおき 分け" 第 四に、 同事 反覆の 間に 於け る變 化. - 

第 十三 兩 馬の 纖燒  


渡邊競，か機轉武^5?の物語。 本文，」 


馬の 毛に 於いて 人の 心 を燒く  (掉へ J-C 第五)  

一一" 語釋： 三，^ 詩 味の 豐 かなる 叙事詩、 斷片觀 の 美 C 此の 章の 味の 第 一 は 興味 ある 場面の、 賑か 

に、 自然に、 意表に 出で つ、、 不思議に 統 一 されて つ > ける 事。 第二 は隱約 風化の 敎 訓、" 第三 は 

人情、 武士道の 根 本義の 面白き 現 はれ C 第 四 は 同類 糾合の 面白さ。 第五 は競爭 場面の 連續。 第 六 

は 文" 〈： 十の 面白味。 四 C 第 七 は 作者の 拔目 なき 藝術 的敏 咸-; IC 補助 挿話の 利用 活用 C ラスキンと メ ー 

1 氏との 說 C  _ 戰艦テ メ レ ー ル」 との 比較。 一一-源氏物語」 に 於け る 風俗 歌 引用との 對照 C 此の 一 章 

に 於け る文擧 的難點 二三 C  , 

第 十四 日本 一 の 剛の者  

- 0 白髪 を黑く 染めた る 錦の 直 垂の齋 藤 別當。 本文 C 一一。 語釋 0 一一つ 自然なる 筆の 運びの 間に 於 

けろ 人知れぬ 技巧の 4ti: 蓄 C 素地 準備の 巧み さ C 人 を寫す 技. 倆 C 四 C 謠： tr 實盛」 との 比較 C 謠曲は 

『平家』 の 現 を 夢に し、 現寫式 を囘顧 式に せり。 其の 例說" 「實 盛」 より。 「大原 御幸」 より C 
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第 十五 悶絕 S 地の あっち 死  

一。 入道 淸 盛の 逝去。 本文。 

水槽に 炎す る淸盛 (挿 檢の第 六)  

一- き i 釋 三。 國文學 に 於け る 空前 裙 t 刀 で、 「、 、 ，   

人間 心 扁。 壯雜 の.. ち 死につ； r;;  ;c  WFM,: と 力 r はぎえ し」。 纖か 

於け る足 利 I の 死 i せる 文。 本文。 吾" Lih^L  U 四。 ii 

H^^H  ii と Ii との i  i 

第 十六 分 段の 荒き 波   • 

一。 奢る 平家の 斷末 魔。 先帝 御 入水の 本文。 .  一 _ 

分 段の 荒き 波 玉體を 沈め 奉る (择 槍の 第 七)  

一一 語釋。 三。 cf, つまる. よかり 乃 ste^。  r  、  L、   一一 一 

III と、 hhtrl さ 明と， T しさと、 ！ めと、 I 

第 十七 『太平 記』 の 基 味と 時代  

r 太平 記』 は 非文學 的、 非情 味 的。 『太 Frc 三 -^fc>  一八 一 

る 所の 少な かりし 事。 hh  ？家』 に 比して、 王朝 豪よ I  く 

シ， 力" し 事 『ま £ の 特色 は 霧 的、 知識 的， 事件 本位、 文章 本 

目次  / 


第 十八 七生まで 唯 だ 同じ 人間に  二 九 一 

一 。 楠 正 成 討死の 一 章。 本文。  ，1^11^ 

兄弟 共に 刺し 違へ て (揷綺 の 第 rO  一一 九 一 一一 

二。 力の 文章。 微妙なる 心の 潤 ひの 味なし。 『平家， I の もてる 細み、 微 けみ、 寂. 1 味、 柔軟 味、 曲 

m 折^、 沈潜 味、 浸透 味なし。 『平家』 との 比較。 一二。 『太平 記』 の 命 は、 壯麗 なる 文. を 構へ て 偉大な 

る 魂 を 吹き込む ところに あり。 難 はくつ ろぐ ことなき 緊張に あり。 後醍醐 天皇の 崩御 を寫 したる 

本文。 積極的 活動 性、 たるみな き 緊張 性の 具現。 倒れても 止まざる 執着 性の 現 はれ。 曆々 累々 の 

花やかなる 文章。 作者と 世間と 時代と、 三者 相 助く  C 

第 十九 菊 水の 旗 影  •  -1011 

一 C 謀計 本位の 戰爭 記の 一 例。 赤 坂の 軍。 本文、. 一 その 評。 其の 先く と 興味 を繁ぐ 面白さ。 作者 

の 氣輕な 表而的 誇張の 癖。 例 二 則。 『平家』 との 比較。 

長き 杓に て 熱湯 を (挿 槍の 第 九)  一 一一 0 六 

第二 十 (太平 記) に 於け る 情味の 筆  Ill 二 

景色に 人情 を 絡んだ 筆。 俊 基 朝臣の 東下り。 本文。 勾 當內侍 を 御 盃に附 けて。 本文と 批評。 正 行 

亡き 父の 首に 泣く。 流布本と 神 田 本。 


I 


第二 十一 おさらば  一一 一一 IQ 

撮要。 「何物」、 「何故」、 「如何に 一の 說明。 『太平 記』 の 文舉的 及び 文擧 史的 意義。 『平家』 以前の 小 

- 軍記" 『陸 奧話記 tr 今昔 物語』 C 『太平 記」 以後の 軍記 は 部分的、 介在 的、 奇構 的、 第二義 的，" 

後講 平家物語の 新 研究  養— き 

一  11111^- 

r 平家 J は 成長した る 文學、 變 化した る文离 r 異本 七十 餘種 C 一種の 名文、 然れ ども 不純 雜駁で 磨 

きの 足らぬ 文章 C それが 何故に 愛誦され たか C 

一一  1ーー1 一一 一 

因由の 第一 は 徹底した る 悲哀の 現 はれた る 事。 成功 歡 喜の 絕 頂に 於け る衰 減の 哀. g の 味 は ひ 深き 

嗜示。 榮枯 盛衰の 早替 はりした 多くの 事實を 前置に して、 最後に 大厦 倒壞の 悲哀 を 大きく 耿っム i 

漸黡の 妙味。 妓王。 攝政基 房。 成 親 C 俊寬 C 比彀。 奈良 C 義仲。 義經， ii 平家， 一一の 組織 觀 二つ： 

寧ろ 其の 無 邪氣、 無 匠氣、 純樸、 思 無 邪 を賞翫 すべし。 

一一 一  0^^ 

「灌 頂の 卷」 の 研究。 別 卷說と 非 別卷說 C 結緣灌 頂說と 授職灌 頂說」 もとは 別卷 にあら. さりし なら 

0 次 
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ん、 又 授職灌 頂が 事實 なりし ならん。 され ど 在來は ともかく、 今後 は別卷 とすべし C 又 結 緣の意 

味に 取るべし。 『平家』 に 於け る 何とも 云 はれぬ 哀音、" 

0  

因由の 第二 は 時代の 姿の 美しく 現 はれた る 事。 三つの 時代相。 其の 一 、 武力 本位 C 保 元の 前後に 

於け る 人間の 位 附の變 化 C  ^代 相の 二。 公卿 文明の 摸倣に 减び たる 囘顚の 悲劇。 時代相の 三、 戰 

爭 主位。 戰爭が 始めて 獨 立した る 文攀、 第 一 位の 文擧 となれ り。 『保 元 物語』 に 於け る鎭西 八郞爲 

朝。 「左府 は 前後に 迷 ひて，/」 i 信賴卿 顔色 變 はりて 草葉の 如くに て」。 Ij 承久 記』 に 於け る 武士の 失 

望 C 當 時に 於け る將 軍政 治の 必然的 合理。 

£  

淸盛， か 武力 主義の 發揮 C 淸 盛の 陽性、 積極性、 對、 重 盛の 陰性、 消極性。 淸 盛が 苦悶の 憤死 は 平 

家 盛衰の 分水嶺。 

.K  :.  

平家 減 亡の 重大なる 原因 は、 彼等が 平安 王朝の 文化に 見惚れ、 武人の 本領 を 忘れて、 公卿の 生活 

を 摸倣した るに あり。 彼等が 公卿 化の 消息。 流行の 魁。 藝術的 風流 道。 「容儀 帶佩 綺に晝 くと も 

筆 も 及び難し」。 「露に 媚びた る 花の 御 姿」 e 「深山 木の 中の 楊 梅」。 軍 合戦の 間に 琵琶 朗詠 を 忘れ 

t 「平家 は 代々 歌人 才人 達に て 渡らせ 給 ひ 候. r 「義經 は 平家の 中の 撰 屑よりも 猶ほ 劣れり」。 齋 

藤實 盛が 源平 武人の 比較。 都 落の 哀れなる 種 々相。 前代の 亡 靈に乘 憑ら れ たば ッ かりに。 
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武人 描寫 と戰爭 描寫。 靜的 部分と 動的 部分。 「足 利が 其の 日の 装束」。 ニニ 刀 迄 こそ 突かれ けれ」。 

戰の 種々 相。 . 

<  

『平家』 の 文 段 組織。 年代順に よる 目 ぼしい 事 實のコ 口く 拉べ C 眞珠を 藁 切れで 繁ぐ C 事物 發達 

の 三 段 順序。 六國史 より 『源氏』 『大 鏡』 『榮 華』 一 今昔』 を經て 『平家』 の 出来る まで，^ 更に ，義 

經記』 御伽草子 を 經て近 松巢林 子の 出づ るまで。 『平家』 の 偉大なる は 組織 以外の 點 にあり C 

*^  

天草 版の 口 ー マ 字 r 平家物語』。 『平家』 は外國 人が 日本の 眞を 知り、 現代の 日本人が 過去の 日本の 

眞を 知るべき 屈竞の 材料。 『平家』 の 作者の 同情。 『平家』 の 作者 は穩 かなる 常識と、 素直な 心と、 

公平無私なる。 同時. に變化 自.； ^なる 同情と を 以て あらゆる 事 實に對 したる が 如し。 敬語の 事。 

木曾義 仲に 加 へられた る 敬語の 考察。 敬語の 加除、 態度の 變 化に 闢 する 文學 的、 心理的 考察。 『平 

家』 の 作者の 創作 心理。 


『平家』 の 作者、 成立の 年代、 異本に 闊 して C 成立の 年代に 闢 する 三つの 新しき 愚見。 「先帝」 の 

號 C 西 行 法師の 歌 C 一 一 方丈 記』 の六大 災厄 記に 於け る 同文より 見て。 成立 種々 說。 最も 狭く 限れば 

建 保より 承 久の亂 以前 迄の 數 年間。 


+  1   s 

『平家』 の 異本に 於け る 文章の 遠 ひ 方。 『枕の 草子』 にい ふ 「わろ きもの」 C 「ナ ネス」。 「定本 ノ マ 

マ JC 『平家』 は 首尾 整 ひたる 名文に あらす。 禿の 年齢と 數 C 成 親 配所の 景。 「島の 習 ひ、 後ろ は 

山」。 鬼界ケ 島に 於け る俊寬 の棲處 C  I 

±  一  i 

流布本の 先 出、 長 門 本： r 盛衰 記』 の 後出 を喑 示す る 異本の 異文。 「院內 分く かたなし JC 

+ー| 一  ：:  go 

「乳母 や 母な ど を 慕 ふやう に」。 靑 侍の 夢。 菅茶 山が 『筆の すさみ』 

+0  0 

瀬 尾 太 郞兼康 引返して、 子の 宗康 と共に 戦死す C 木 曾と 猫 齋藤 別當が 「くんで うすよ な うれ」 

+5  S  二 

男女 關 係の 描 寫 C 賴朝千 手へ 中 人。 重 衡と內 裏 女房。 扇の 的。 「あの 扇の 眞中 「 「蚊 目の 程」。 異 

本 及び 「通語』 『外史』 との 比較。 海豚の 食み 返り 食み 通り C 

i^.  sl^ 

『平家』 のうぶな 素直な 筆致に、 巧緻 を 極めた る 名文の 及ばぬ 趣 致 あり。 「臂 腕う ち 落され」。 「斷 

臂满 舟」 C 「舟 中 之 指 可 掬 也」 C 異本 及び 1 外史』 『左 傅』 との 比較。 流 4f 本 際立ちて すぐれたり。 

 S1 一四 


『平家』 の 異本の i 統一に ついての 意見。 『平家』 は 元来 偉い 本體 が、 fa, 

爲 めに、 光る だけ 光り 得なかった もの。 灣 統一の 法 ir 本 r  I 者の 手 胸の 不足なる 


マ. 4 


つ 化 I  (f ま 


發 
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音に 聞 こ ゆる 爲朝 

一軍 記」 とい ふの は、 武人 本位、 戰爭 本位の 文學 とい ふ 意味で、 『保 元 物語』、 『平 治 物語』、 『.L 家 物 

語』、 『源平 盛衰 記』 及び 『太平 記』 などが、 その 最もお もなる 代表作と 見られて 居， ります。 その 中で、 

『保 元 物語』 は、 此の 震の 文 學の魁を なし？ のと 云 はれて 居 I す" 私 は 此の 最初の i に 於い 

て、 最初に 描かれた 讓 時代 初期 霊 人、 警八駕 朝 £ 臺 人の 一章 I て、 此の 謹の 發端 にし 

たい A ひます。 これ は、 物語で は 、「i ぎ iiT ぉ献 めの 事つ r53 うの 事」，， いふ 見出の 下 

に收 めら れて 居る もので、 全文 は 左の 通， りで あ， ります。 

さい ゐん  き. こ ど の 

新^. は I の 御所より 北 殿へ ，せ 給 ふ。 き は 車に て 管 給 ふ。 0fl. 

河原より 東、 春 日の 末に ありければ、 應とぞ 申しけ る。 南のお きき  1：% てこ、 I 


るん  へい まの すけ  ふ し  た だの ぐらん ど だ いふ 上り のり 

に 門 二つ あい ノ。 東の 門 をば、 平 馬 助忠正 承って、 父子 五 人並び に 多 田 藏人大 夫 賴憲、 

都合 二百 餘騎 にて 固めたり。 西の 門 をば 六條 判官 爲義 承って、 父子 六 人して 固めた 

J い  まう ぜ 

り。 其の 勢百騎 ばかりに は 過ぎ ざり けり。 是れ こそ 猛勢 なるべき が 嫡子 義 朝に 附 

だい リ  ちんせいの はちら うため とる 

いて、 多分 は內 裏へ 參り けり。 爱に鎭 西 八 郞爲朝 は、 我れ は 親に も 連れ まじ、 兄に 

かう みやう ふ かく  . I  r-tt  •  '  • 

も 具す まじ、 高名 不覺も 紛れぬ やうに、 只 だ 一人、 如何にも 强 からん 方へ 差 向け 給 

ォ.- スぎ  まんぎ  いつはう 

へ、 たと ひ 千騎も あれ 萬騎も あれ、 一方 は射拂 はんず るな りと ぞ 申しけ る。 依って 

西 河原 表の 門をぞ 固めけ る。 北の 春 日 表の 門 をば、 左衞 門ノ大 夫家弘 承って、 子供 具 

して 固めたり。 其の 勢 百 五十 騎とぞ 聞こえし。 

いちにん  ことさら 

抑.^ 爲朝 一人と して、 殊更 大事の 門 を 固めた る こと、 武勇 天下に 許されし ゆ ゑな り。 

ぐ だん  だいりき  つ. r- ゆみ  て き 

件の 男 器量人に 越え、 心 飽くまで 剛 にして、 大力の 强弓 矢次ぎ早の手^？^きなり。 

ゆんで  かひな め て  やっか  ^ て， 5、  、  — 

弓手の 肘 馬 手に 四寸 延びて、 矢 東 を 引く  世に 越えたり。 幼少より 不敵に して 兄 

ビラ じゃくぶ じん 

にも 所 を 置かず、 傍若無人 なりし かば、 身に 副へ て 都に 置きな ば惡 かりなん とて 

ふ けう  ちん ぜぃ かた  ぐ だ 

父 不孝して、 十三の 歳より 鎭 西の方へ 追 ひ 下す に、 豐後 ノ國に 居住して、 尾張ノ 權乂寸 


あ >v  さむ &ぅ  むこ 

家 遠 をめ のとと し、 肥 後ノ國 阿曾 ノ平四 郞忠景 が 子に、 三 郞忠國 が 婿に 成って、 君よ 

きう こく  そうつ ゐ ぶし  かう  つくし 

り も 賜 はらぬ、 九 國の總 追 捕 使と 號 して、 筑 紫を隨 へんと しければ、 菊 池 原 田を始 

しよく  たて こも 

めと して、 所々 に 城を搆 へて 楣 籠れば、 其の 儀なら ば、 いで 落して 見せん とて、 未 

だ 勢も附 かざる に、 忠國 ばかり を案內 者と して、 十三の 歳の 三月の 末より、 十五の 

歳の 十月まで、 大事の 軍 をす る こと 二十 餘度、 城 を 落す こと 數十 個所な り。 城を攻 

て 5  てだて  すぐ  A- うつ ゐぶ し 

むる 謀 敵 を 伐つ 術、 人に 勝れて、 三年が 內に九 國を皆 攻め 落して、 自ら 總追捕 使 

あくぎ やう  かし ひのみ やじん にん &  い 

に 押し 成って、 惡行多 かりけ るに や、 香 椎宮の 神人 等、 都に 上り 訴へ 申す 間、 住に 

きんよし のき やう じ やうけ い  げ き 

し久壽 元年 十一月 二十 六日、 德大寺 中 納言公 能 卿 を 上 卿と して、 外 記に 仰せて 宣旨 

を 下さる。 

源爲朝 久往， 宰府 忽，， 諸 朝憲； 咸背， 綸言； 梟惡頻 聞、 狼藉 尤甚、 早 可スァ 禁， 進 其 身； 依。 

宣旨， 執 達 如. 件。 

さんらく  ヂ くわ， 

然れ ども， 爲朝猶 ほ 參洛せ ざり ければ、 同じき 二 年 四月 三日、 父爲義 を解官 せら 

さきの けんび ゐし  とが 

れて、 前 檢非遣 使に 成されけ り。 爲朝 これ を 聞きて、 親の 科に 當 たり 給 ふらん こそ 
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淺ま しけれ、 其の 儀なら は、 我れ こそ 如何なる 罪 利に も 行 はれん ずと て、 急ぎ 上り 

くにびと ども  S せい  じゃぅぷん^^んびん 

ければ、 國人共 も 上洛すべき よし 申しければ、 大勢に て罷 上らん こと 上聞 穏便な 

か. こ  つ i もの  めのと ごや さき ばら ひ 

らず とて、 形の 如く 附き從 ふ 兵ば かり 召 具し けり。 乳母 子の 箭前拂 の須藤 九郞家 

すきま かぞ  一」 とり  つぶて きへい じだ いふ 

季、 其の 兄 隙間 數 への 惡七 別當、 手 取の 與次、 同じき 與 三郞、 三 町 礫の 紀平 次大 夫、 

や  こしゃ  まつら  さ ちう じ  ひやう ゑ うって  J  ：  さむ. 

.k— 矢の 新 三郞、 越 矢の 源 太、 浦ノ ニ郞、 左 中次、 吉田， 兵衞 打 手の 紀八 高 間ノ三 

ちつ  きょねん 

郞、 同じき 四郞を 始めと して、 二十 八騎ぞ 具したり ける。 依って 去年より 在京した 

ふ けう 

りし を、 父 不孝 を赦 して、 今度の 御大 事に 召 具し けるな り。 

め かど 

爲朝は 七 尺ば かりなる 男の、 目角 二つ 切れた るが、 紺地に 色々 の絲を 以て 獅子の 

ひた、 れ  はちり よう  か& あや  を ど  i!^ は あらめ  、 

丸を鏠 つたる 直 衣に、 八 龍と いふ 鎧 を 似せて、 白き 唐 綾 を 以て 威した る大荒 目の 鎧 

かなもの  さ  し りざや 

同じく 獅子の 金物 打った る を 着る ま、 に、 三尺 五寸の 太刀に、 熊の 皮の 尻 鞘スれ 

五 人 張りの 弓， 長さ 七 尺 五 寸. にて 銃 打った るに、 三十 六 差した る黑 羽の 矢 負 ひ、 兜 

てい はんく わい 

をば 郎等に 持たせて 歩み 出、、 てた る體、 樊嗜も かく やと 覺 えて 由々 しかりき。 謀 は 張 

良に も 劣ら-ず、 されば 堅陣 を 破る.^、 吳子 孫子が 難しと する 所 を 得、 弓 は 養 由 を も 


装 


五 
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恥ぢ ざれば、 天 を 翔く る 鳥、 地 を 走る 獸、 恐れず とい ふこと なし。 上皇 を 始め まゐ 

ら せて、 あらゆる 人々、 音に 聞 こ ゆる 爲 朝見ん とて 擧り給 ふ。 

左 府卽ち 合 戰の趣 はから ひ 申せと 宣 ひければ、 畏 つて、 爲朝 久しく 鎭 西に 居住 仕つ 

て、 九 國の者 ども 從へ候 ふに ついて、 大小の 合 戰數を 知らず。 中に も 折角の 合戰ニ 

かこ  がう V- ん  てき 

十餘箇 度な り。 或 ひ は 敵に 園 まれて 强陣を 破り、 或 ひ は 城 を 攻めて 敵 を 亡ぼす にも、 

皆 利 を 得る こと、 夜 討に 如く こと 侍らず。 然れば 只今 高 松 殿に 押 寄せ、 三方に 火 を 

懸け、 一方に て 支へ 候 はんに、 火を遁 れん 者 は 矢 を 免るべからず。 矢 を 恐れん 者 は 

火を遁 るべ からず。 主上の 御 方 心憎く も 候 はず。 但し 兄に て 候ふ義 朝な どこ そ 駆け 

出 でん ずらめ、 それ も眞 中指して 射通し 候 ひなん。 まして 淸盛 などが へろ く 矢、 

何 ほどの 事 か 候 ふべき。 鎧の 袖に て拂 ひ、 蹴散らして 捨てなん。 行幸 他所へ 成らば、 

御免され を 蒙って、 御供の 者少々 射ん ずる 程なら ば、 定めて 駕舆丁 も、 御輿 を 捨て 

て 逃げ去り 候 はんず らん。 其の 時 爲朝參 り 向 ひ、 行幸 を 此の 御所へ 成し 奉り、 君 を 

御 位に 卽け まゐ らせん 事、 掌 を 返す 如くに 候 ふべ し。 主上 を迎 へま ゐ らせん 事、 爲ー 


よ  あ  ささ 

朝 矢 二つ 三つ 放さん ずるば かりにて， 未だ 天の 明け ざらん 前に 勝負 を 決せん 條、 何 

の 疑 ひか 候 ふべき と、 憚る 所 もな く 申したり ければ、 左府爲 朝が 申す 樣、 以ての外 

あら ざ  ど Z いくさ 

の 荒 儀な り。 歳の 若き が 致す 所 か。 夜 討な どい ふ 事、 汝 等が 同士 軍、 十騎 二十 騎の 

わたくしごと  み ぐ こ 

私事な り さすが 主上 上皇の 御國爭 ひに、 源平 數を盡 くして、 兩 方に 在って 勝負 を 

、むけ  しゅと  こう ぶく じ  しん 

決せん に 無下に 然るべ からず。 其の上 南 郡の 衆徒 を 召さる、 事 あり。 興 福 寺の 信 

じつ げんじつ  とつが ii  さし や  と t や 

實玄實 等、 吉 野十津 川の、 指 矢 三 町、 遠矢 八 町と いふ 者 ども を 召 具して、 千 餘騎に 

-  、こ * 上/. \  ,  * ふけ どの げん ざん  あかつき 

て參 るが 今夜 は 宇治に 着き 富家 殿の 見參に 入り、 嘵是 れへ參 るべ し" 彼等 を 待 

つ せん  ゐん のっか さ ぐぎ やう てんじゃう びと 

ち 調へ て合戰 をば 致すべし。 又 明日 院 司の 公卿 殿上人 を 催さん に、 參ら ざる 者 ども 

をば 死罪に 行ぶべし" 首を倾 ぬる こと 兩 三人に 及ば、、 殘り はな どか 參ら ざるべき 

1' -  ,  V.  うへ  /5 ん まへ  つぶや 

と 仰せられければ 爲朝 上に は 承伏 申して， 御前を罷り立ちて^^きけるは、 和漢の 

ぜんじ 上う  かっせん 

先蹤 朝廷の 禮 節に は、 ^も 似ぬ 事 なれば、 合 戰の道 をば 武士に こそ 任せら るべき に、 

：  ほ.  あう ぎ 

道に も あらぬ 御ば から ひ 如何 あらん。 義朝は 武略の 奥義 を 究めた る 者 なれば、 定め 

こよ ひよ  あす  jjc. し. a 

て 今夜 寄せん とぞ 仕り 候 ふらん。 明日まで も 延びば こそ、 吉野 法師 も奈良 大衆 も 入 
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るべ けれ、 只今 押 寄せて 風上に 火 を 懸けた らんに は、 戰ふ ともい かで か 利 あらん や。 

ビ：. に. ： あん のん 

敵 勝つ に乘る 程なら ば、 誰れ が 一 人 安穏なる べき、 口惜しき 事 かなと ぞ 申しけ る。 

語釋 保 元の 亂に 於け る新院 方、 卽 ち崇德 上皇 方の 陣立、 及び 鎭西 八郞爲 朝が 夜襲の 謀 を 進める 書いた 一 段 

である。 保 元の 亂は、 崇德 上皇が、 御 父 鳥 羽 法皇に 讓 位を强 ひられた 事 を 含ませられ、 法皇の 崩御 を機會 に、 復位 

を 企てさせられた 戰の 事で、 主上 方卽ち 後白河 天皇 方に は平淸 盛、 源義朝 等が 御 味方し、 新院 方に は、 淸 盛の 叔父 

平 馬助忠 正、 六條 判官 爲義 及び 其の 子供 等が 馳せ參 じたので あった。 〇 齋院の 御所より 北 殿へ C 崇德 上皇が、 軍 を 

起こす 都合 上、 前に 鳥 羽の 田 中 殿から 白 河の 齋院の 御所、 卽ち加 茂の 社の 神主の 御殿に 移らせられ たが、 今度 は更 

に 北 殿に 移らせられ たとい ふ 事。 〇 是れ こそ 猛勢 なるべき が C 爲義は 源氏の 嫡流 だから、 此の 人 こそ 源氏の 兵 共 を 

數 多率ゐ るべき 箸で あるのに、 ゎづ か百騎 ばかりと いふ 少數 であった 理由 は、 多数が 嫡子の 義 朝に 附 いて、 巳に 主 

上に 御 味方 をした からだと いふ 事。 〇 高名 不覺も 紛れぬ 様に。 不覺 は油斷 して 後れを取る 事、 不覺 悟の 略 かとい 

ふ。 手柄 を 立て 、も、 後れを取っても、 高名 も不覺 も、 共に 紛ら はしから す、 はっきりと わかる やうに。 〇 射拂は 

ん する。 敵 を 射て 追 ひ 却け ると いふ 事 を、 威勢よ く 言った 詞。 「拂 はんす」 は 「拂 はんとす」 の轉 じたので あると い 

ひ、 或 ひ は 「す」 は 「ぞ」 の轉 じたので、 「射拂 はん. ぞ」 の 意で あると もい ふ。 〇 承りて。 引受けて、 仰せ を 承って。 


o 1 人と して。 「として」 は 異樣の 使 ひざまで あるが、 「 一 人して」 |^^「 一 人で」 の 意で あらう。 本来 「として 」は「 一 

人と して 應 する 者な く」 とい ふが 如く、 打消しの 伴 ふの を 普通と する テ ニヲハ で、 こ、 の 意味 は 明らかで ない が、 

恐らく、 他の 門々 に は、 弱衆雜 然として 群を成して 居る のに 對し、 爲 朝が 一 人 泰然 孤立の 大きさ を 見せて 聲ぇ. HO 

て 居る の を、 いかにも 一人 然と 構へ て、 と 云った ので あらう かと 想像す る。 〇 武勇。 昔はブ ヨウと 讀ん だ。 『平家』 

やま 曲な どに も、 さう 讀んで 居る。 〇 强 弓矢 次 早。 力の 弱い者の 容易に 彎 けぬ 强ぃ弓 を 引き、 しかも 一 の 矢、 二の 

;9 んで めて  やっか 

矢、 三の 矢と 手早く 引く とい ふ 事。 〇 弓手、 馬 手。 弓 を 持つ 左の 手、 馬 を 御す る 右の 手。 〇 矢 束。 ッカ はー摑 みの 

よつ  ひと つか  そくみ つ 

意で、 矢の 長さ を 計る 寸法。 フセは 一 本の 指 幅の 寸法で、 四 ブセで 一 束になる とした。 例へば 「十三 束 三ぶ せ」 とい 

へば、 十三 ッカミ と 指 三本 を ふせた 丈の 長さと いふ 事になる。 〇 不敵に して 兄に も 所 を かす。 「不敏」 は 大膽で 物 

に 怖れす、 當 たり 難い 事。 「所 をお かす」 は 遠慮せ ぬ 事。 弟と して は、 兄の 坐るべき 上座 を 明けお くべき だが、 それ 

ふ けう  はちぎ やく  む 

を 明けお かすして、 不 遠慮に 占領す る 事で ある。 〇 不孝。 勘當の 事。 大昔の 王朝の 刑律に 八虐 とい ふの が あり、 謀 

へん  むほん  ふけう 

反 (至尊 を弑 害する 事)、 謀 大逆， 謀叛 (國 事叛の 事)、 惡逆、 不道、 大 不敬、 不孝、 不義と 云って、 特赦、 大赦な どに 

も赦 されぬ 大罪が 定められ てあった。 「不孝」 はフ キヨ ォと 讀ん で、 父母 を 告訴し、 呪咀 し、 罵詈し、 或 ひ は 父母の 

喪に 居て 嫁娶 する 類 ひ をい ふので あるが、 こ、 の 不孝 は 此の 刑律の 名 稱の轉 じたので、 親に 不當 りした 罰と しての 

勘 當に用 ゐられ る 事に なった ので ある。 不興の 意で はない。 〇 鎭西。 次 ざなる 宣 旨に 「宰 府」 と あるのと 同じ 意味 

で、 九州の 事で ある。 宰府は 太宰府の 略。 太宰府 は筑 前に Si かれた 都督の 府で、 皆 は 「ォ ネミコ トモ チノ ッカサ しと 
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讀 まれた。 天皇の 大 御言 を 承け 持ちて 任に 赴く とい ふ 意で、 其の 役目 は 九州 及び 壹岐對 馬 二 島 を 治めて、 唐 三韓 等 

に備 へる のであった。 此の 太宰府 を 古く はまん I 鎭西府 とも 云った。 九州が 此の 太宰府、 鎭西府 に 管理され る 所から、 

是 等が 略されて 唯 だ 「宰 府」 とも、 「鎭 西」 とも 呼ばれた ので、 宰府、 鎭西、 九州、 九國、 皆 同じ 意味で ある、」 〇 めの 

と。 本 は 妻の 弟卽ち 妻の 妹の 事で あつたが、 ー轉 して 乳母、 お 乳の 人の 事と なり、 界轉 して 乳母の 夫に も 用 ゐられ 

る 事に なり、 更に 轉 じて 目下なる 保護者、 御 傅 役と いふ 意に も 用 ゐられ る 事に なった。 此處は 目下の 保護者の 意味 

で、 家來 筋の 後見の 事。 〇 總追捕 使。 部 內の奸 徒 を 追 捕鎭靜 する 役目。 もとは 追 捕 凶賊 使と もい ひ、 叉 SBf に 追 捕 使 

とも 云った。 多く 國司群 司の 武藝 才幹 ある もの を 任用した ものである。 〇 いまだ 勢 もっか ざるに。 味方に 勢の つか 

ぬ 中に の 意。 〇 押し 成って。 押し 强く 勝手に 成る こと C 〇 神人。 力 ミビト とも ジン ニンと も讀 む。 神職 神主の 事。 

〇 上 卿 C 除 目、 叙位、 奪 官等 を 評議す る 公卿 達の 議長の 事で、 大臣 或 ひ は 大納言、 中納 言の 中より 任す る 例であった。 

〇 宣 旨の 大意。 「源爲 朝、 彼れ は 久しく 太宰府 管轄の 九州に 住み、 朝家の 憲法 を ゆる かせに し、 事々 に 勅令に 背き、 

殘忍 狼藉の 所行 甚だしき 旨、 頻りに 其の 聞こえが ある。 速 かに 籠居 謹慎 を 命すべき ものである. - 畏き 勅命 を 取次ぐ 

事 かくの 通り"」 とい ふ 事。 〇 參洛。 上洛。 京都へ 上る 事。 〇 力 形の 如く、」 始終、 いつでも、 きまって、」 〇 爲 朝が 都 上 

りに 引きつれた 郞黨の 渾名 は、 いづれ も、 各 勇士の 特別なる 技倆に 對 して 世間が 捧 けた 名 譽の 稱號 であった ので あ 

らう。 例へば、 「箭 前拂」 の 名 は、 合 戰每に 第一線に 立って、 雨と 降る 敵の 矢 を 接き 拂ひ 7、 進む とい ふところから 

すきま かもへ  き は  す ぁレこ 

得た ので あらう。 「i 閒數」 は、 接戦の 際どい 問に、 乘 すべき 敵の 隙間 を 一 目に 數へ る 敏捷 さから 来たので あらう. - i 


3i  づ 

「手 取」 は、 組 打な どの 手際の 巧い 所から、 「三 町 礫」 は、 礫 を 非常に 遠くへ 投げる 離れ わざから、 「大 矢」 は、 圖 はぐ 

れの 大きい 矢 を 射る ところから、 「越 矢. 一は、 遠くの 或る 目標 物 を 射 越し. U 功名から 與 へられた ので あら、 フ。 而 して 

當 時の 人 は、 是 等の 渾名 を 聞く と、 「ゥム あの 名物の 武士 か！」 と、 魂 を 躍らし U ので あらう。 〇 目角 二つ 切れた る。 

よく は 解らない が、 思 ふに、 上 眼瞼に 二 筒 所の 角が あつたと いふので あらう，^ 〇 獅子 ノ丸。 獅子の 綺を 丸く 圖案式 

うきおり  さね 

に 意匠した もの。 ois 緩 ^ 緩の 泛織 になった もの。 〇 大荒 目の 鎧。 幅の 廣ぃ札 を 太い 絲 であらく 綴 ぢた鏝 C 目が 荒 

ッ ぼく 大まかなる 故にい ふ。 〇 着る ま 、 に C 着る と 同時に。 〇 五 人 張の 弓。 四 人で 弓 をた め、 一 人が 弦 を かける の 

を 五 人 張と いふ。 〇 孰。 弓の 握りの 上に 打って、 矢 を脫せ ざら しめる 爲 めの 折 釘。 耳 木 兎の 形に 似 たれば 「つく」 と 

いひ、 丸き 金物なる 故に 「轨」 と 書く。 〇 樊 i 曰。 漢の 高祖の 臣、 支那の 名高い 武勇の 士。 〇 吳子、 孫子。 支那の 名高 

い 兵法家。 〇 養 由。 養 由 基" 左傳に 出て ゐる楚 の國の 人で、 弓の 名人、 百 歩 を 隔て、 柳の 葉 を 射る のに、 曾て 過つ 

たこと がない と 云 はれる 人。 〇 こぞり 給 ふ。 全 群 悉く 同一 擧 動に 出で た 事。 〇 折角の 合戦。 折角 は 骨折る こと。 激 

しい 骨の 折れた 戰。 〇 主上の 御 方 心憎く も 候 はす。 「心 僧し」 は 奥床しい とい ふこと。 主上に 御 味. R した 武人 等に、 

床しい、 恐る、 に 足る と 思 ふ 者が 一人 もありません。 〇 眞中。 胸部の 眞中 のこと であらう。 〇 へろ- -矢。 ひよ ろ 

ひよ ろ、 へな くと して、 力なく、 直進せ ぬ 事。 當 時の 俗語で 實 によく 利いて 居る。 〇 鎧の 袖に て拂 ひ、 繊 散らし 

て 捨てなん。 淸盛 等が 射 放つ へ 口く 矢 位 は、 刀 や 手 を 掛ける まで もな く、 鎧の 袖で かき 拂ひ、 蹴 ちらかして 打ち 

すて、 やらう とい ふ 意。 淸 盛の 身 體を、 爲 朝が、 鎧の 袖で 拂ひ 蹴散ら かす 意味で はない" 〇 他所へ 成らば。 外へ 御 
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ゆき 

幸になる ならば。 「なる」 は 天子の 行かれる 事、 ま^ 3 られる 事。 御な り 座敷、 御な り 街道の 類。 〇 駕舆 丁。 御乘物 

を 舁く壯 丁。 〇 ま ゐり向 ひ。 主上の 御 そばへ 伺 ひ 「- 〇 此の 御所へ 成し 奉り。 此の 北 殿へ 御幸 を 願 ひ C 〇 以ての外の 

あらぎ  む ゆ 

荒 儀 也。 常道 はづれ の亂暴 沙汰で ある。 途方もない、 あらく しい 事 をい ふ。 〇 無下に。 此の 下な しで、 「極めて」 

の 意な りと もい ひ、 無限の 略と もい ひ、 無碍の 意と もい ふ。 「最もよ くない」 とい ふこと。 〇 指 矢、 遠矢。 指 矢 はさ 

しかへ 引き かへ て 射つ > け る數 矢。 遠矢 は 特に 遠方 を 志して 射る 矢。 〇 富家 殿。 賴 長の ハ乂關 白 忠實。 〇 院.： 司の 公卿 

殿上人。 「ゐん のっか さ」 とも 「ゐん じ」 と.^ 讀む。 院の 御所に 舉仕 する 役人の 公卿 殿上人と いふ こと。 〇 和漢の 先 

蹤、 朝廷の 禮節。 支那 日本の 平和的 先例、 朝廷の いろくな 御 儀式。 〇 口惜しき e  くやしい とい ふ 事。 通例 「朽惜 

し」 の 意と 云 はれて ゐ るが、 荻 生 徂徠は 「屈 惜し」 の轉 じたので、 へこたれる のが 情ない とい ふ 意 だと 云って 居る e 

いづれ にしても、 「口」 の 字に 意味 はない。 

以上で 難語、 難句、 出典の 解釋が あらまし 濟ん だので、 私 は 次ぎに、 文學 としての 槪評を 試みたい 

と 思 ひます。 此の 一 章の 中で、 眼目と もい ふ べき 部分 は、 r 爲朝は 七 尺ば かりなる 男の： ：」 から 「左 

府爲 朝が 申す 樣、 以ての外の 荒 儀な. >」 とい ふところまで、 卽ち爲 朝が 武者 振の 描寫 から 夜襲 獻 策の 

すむ 所までで あ， ります が、 便利の 爲め、 此の 一 章の 代表と して、 假， りに 此の 部分 だけ を 取って 見る と、 


吾々 の 第一 に氣 のつ く 事 は、 其の 文章の 男々 しく 力が あって， いかにも 武人 を寫 すに 適して 居る 事で 

あ， 0 ませう、 前代なる 平安朝の 優しい 女性的な 文章、 例へば 『源氏物語』 や 『枕の 草子』 や 『榮華 物語』 や 

女流 日記な どに 見る やうな、 「侍る めり」、 「すれば なむ」、 「口惜しから まし」 とい ふ 調子と は、 すつ か 

，り變 はった、 男性的の 凛々 しい、 骨の ある 文章で あ， り ませう。 抑" 軍記に 於け る 斯様な 男性的の 强ぃ調 

子 は、 どうして 出來 たもので ありませ うか。 思 ふに、 その 內容 なる 第一 の Ig 因 は、 寫 さる、 題材の 性 

質に あるので、 新時代の 役者なる 武人の 勇ましい 生活 ゃ戰爭 が、 自然に かやうな 文體を 喚び 起こした 

ので あ b ませう が、 外的 方面なる 形の 上から いふと、 それ は强ぃ 言葉が 用ゐら れた爲 め、 漢語 や 俗語 

が 自由に 用ゐら れた爲 めで、 委しく いふと、 調子の 强ぃ 漢語 や 俗語が、 甚調 とな， り、 主人 株の 地位 を 

占めて、 前代の 女々 しい 優美な 言葉 を 使 ひこな し、 其處に 男性的な 立派な 調子 を 出来した 爲め であ..^ 

ませう。 試みに 此の 中なる 

左 府卽ち 合 戰の趣 計ら ひ 申せと 宣 ひければ、 畏 つて、 爲朝 久しく 鎭 西に 居住 仕って、 九 國の者 共 

從へ候 ふに つきて、 大小の 合 戰數を 知らす、 中に も 折角の 合戰 二十 餘箇 度な， り。 或 ひ は 敵に 圉ま 

れて 强陣を 破，.^、 或 ひ は 城 を 攻めて 敵 を 亡ぼす にも、 皆 利 を 得る こと 夜 討に 如く 事 侍らす。 

の 一 節 を 取って、 『源氏物語』 の 帚 木の 卷 なる、 事柄 も 調子 も 共に 强 味の 勝った 次ぎの 一 節、 
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あらなみ  い を  から くに  けだもの 

か、 れど、 人の 見 及ばぬ 蓬萊の 山、 荒波の いかれる 魚の すがた、 唐國の はげしき 獸 のかた ち、 目 

に 見えぬ 鬼の 顏 などの、 おどろお どろし く 作， りたる もの は、 心に 任せて、 ひとき は 人の 目 を 驚か 

して、 實には 似 ざらめ ど、 さて あ， りぬべし。 尋常の 山の た すま ひ、 水の 流れ、 目に 近き 人の 家 

居 有樣、 げ にと 見え、 なつかしく 柔ら びた る 形な ど を、 靜 かに 書き ませて、 すくよ かならぬ 山の 

こぶか  げ V- かまが き 

けしき、 本 深く 世ば なれて た X- みなし、 氣 近き 籬の內 をば、 その 心しら ひ捉 など をな む、 上手 は 

いと 勢 ひこと に、 わろ もの は 及ばぬ ところ 多かん める。 

と比べて 見る と、 軍記物語に 於いて、 言語 選擇の 標準が いかに 異 つて 來 たか、 そして 選 まれた る 言葉 

の 違 ふ 事が、 文章の 上に どんな 異 つた 味 は ひ を 現 はす やうに なった かが 解る であり ませう。 殊に、 軍 

記 物語に 特別な 活 きた 味 は ひを與 へたの は 俗語であります。 例へば、 「射拂はんするな，.^」、 「折角の 

ぴ 

合 戰」、 「ょッ 引いて ひやう と 射る」 の 類 ひ、 皆 さう であ，.^ ますが、 試みに、 

淸盛 などが へろ く 矢、 何程の 事 か 候 ふべき。 

の 一 句 を御覽 さい。 この 「へ "く 矢」 の與 へる 味 は ひ を、 雅語 漢語の 何物が よく 現 はすこと が 出來ま 

す 力 こ i の 

然れば 只今 高 松 殿に 押 寄せ、 三方に 火 を 懸け、 一方に て 支へ 膜 はんに、 火を遁 れん 者 は 矢 を 免る 


ベから す、 矢 を 恐れん 者 は 火を遁 るべ からす。 主上の 御 方 心に くく も 候 はす。 但し 兄に て 候ふ義 

朝な どこ そ a け 出 でん すらめ。 それ も眞中 差して 射通し 候 ひなん。 まして 淸盛 などが へろ く 矢、 

何程の 事 か 候 ふべき。 鎧の 袖に て拂 ひ、 蹴散らして 捨てなん。 行幸 他所へ ならば、 御免 を 蒙って、 

御供の 者少々 射ん する 程なら ば、 定めて 駕輿丁 も、 御輿 を 捨て 逃げ去り 候 はんやらん。 

とい ふ 一節 をば、 中 井 履 軒の 『通語』 に は、 

臣 請乘， 夜襲 撃、 放，， 火 其 三面： 要 二 之 一路？ 則 避 レ火者 死 二 於箭： 逃 者 焚 二 於 火？ 禁軍雖 い 衆、 唯 

有 n 臣之 兄義朝 1 而 已矣。 然臣 一 矢 可 至い 如 ニ淸盛 等： 則 臣鐡袖 一 揮皆自 倒。 乘輿必 出。 臣則 一 

矢 加 二 於 其 夫？ 奉 而來、 易 如い 反，， 掌。 

と譯 し、 水戶の 『大日 本史』 に は、 

臣請 今夜 襲 1 高 松 殿 f 三面 縦い 火、 一方 攻ぃ 之。 兵火 相逼、 敵必 不.， 能レ 支。 敵， 臣者唯 臣兄義 朝 耳、 

臣 一矢 殪ぃ 之。 況旭弱 淸盛輩 乎。 主上 若 徙，， 他所： 臣請 得い 射，， 雛從少 許べ 

と譯 し、 賴 山陽の 『日本 外史』 に は、  . - 

臣請 今夜 襲 二 高 松 殿； 火 二 其 三方： 而要二 之 一 面 一 其善戰 者、 猶有ニ 臣兄義 朝？ 然臣 一矢 幾い 之。 至レ 

如 二 平淸盛 輩： 臣鎧袖 一 觸皆自 倒 耳。 則乘輿 必不ぃ 得い 不ぃ 出。 臣乃加 二 矢 其 從兵ハ 徙，, 輿 於此： 而 奉，， 
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陛下 於 彼 y 易 如,， 反レ 掌。 

と譯 して あ， ります。 思 ふに、 此の 三 著の 三 作家 は、 いづれ も 『保 元 物語』 の 此の 部分に 特別の 興味 を 持 

ち、 懸命の 努力で 此の 味 は ひ を 漢文に 現 はさう としたので ありませ う。 そして 三 家の 作 は、 いづ， e も 

可な， りの 立派な 漢文に なって 居， ります が、 但し、 此の 保 元の 風雲 兒の 意氣 を、 どの 程度に 寫し 得た か 

とい ふと、 私 は 此の 點に 於いて、 此の 三 著の 三 作家の 文章 は、 いづれ も 『保 元 物語』 の 足 許に も 寄りつ 

けない と 思 ひます。 そして、 それ はお もに 當 時の 空 氣の 凝って 成った 新しい 時代 言葉、 卽ち 俗語 を 逸 

して 居る からで、 從 つて 『保 元 物語』 の 此の 文の 堪らない 面白味 は、 一面、 この 時代 言葉の 俗語 を 巧み 

に 用ゐた 所に あ ると いふ ことが 出來 ると 思 ひます。 

俗語に は 言語 道斷の 妙味が あ， ります。 例へば 『平家物語』 の卷 五、 「入道 逝去」 の條 に、 淸 盛が 火の 誇 

で 死ぬ ところ を寫 して、 

もんぜつ h> やぐち  、、、、、 

悶絕璧 地して、 つ ひに ぁッち 死に ぞ せられけ る。 

_  じあ ッ 

と 書いて あ， ります 一 ぁッち 死に」 と は 「熱ち ち、 く」 と 叫びつ  けて 死んだ とい ふ 事で、 思 ひ 切った 

俗語で あ， ります が、 此の 一語の 爲 めに、 此の 文章が どれ 程活 きて 居る か、 此の 場の 光景が どれほど 活 

き活 きと 寫し傳 へられて 居る か は、 云 ふまで もない J でせ う。 千 庄の靑 物 市 を 「や ッちャ si」 とい ひ、 


日本 橋の 大根 漬の市 を 【 ベ ッ たら 市」 とい ひ、 大 嫁の 儒者の 墓所 を 「儒者す て 場」 と 云って 居， ります が、 

是 等の 俗語が、 其の 場所 その 場所 を、 どれほど 面白く 言 ひ 現 はして 居る か 知れません。 「ヒ ョ 松」 と 

いひ、 「ワイく 連」 とい ひ、 「推すな くの 大入」 とい ふ 類 ひの 言葉 も、 皆 同じ 事で、 雅語、 普通 

語、 外國 語の 幾 百 幾千 を 以てしても 現 はし 得ない、 微妙な 趣 致 を 見せて 居る ので あ， ります が、 「淸 盛な 

どが へ P く 矢」 も 全く 同じ 事で あ， ります。 爲朝は 大力の 强弓、 矢 次 早の 手き、 で、 射 術に 第一 の 誇 

り を 感じて 居る 者で ある。 彼れ は 敵の 强弱を も、 まづ 弓矢 本位に 考 へて、 「淸 盛な どが へ P1 く 矢」 と 

云った ので ありませ う。 そして その やうな 腰の 弱い へ 矢 は、 太刀な どを拔 きかざして 殊更に 防 

ぐまで もな く、 鎧の 袖に てかき 拂ひ、 蹴散ら かして 捨てようと 云った ので ありませ う。 卽ち 一. 淸 盛な 

どが へ P く 矢」 とい ふ 語 は、 射 道の 第一人者 八郞爲 朝の 廣言 として、 特別の 意義と 趣味と を 有って 

居る ので、 其の 大切な へ P へ 口 矢を淸 盛から 取り上げて、 た 「至レ 如 一一 淸盛等 こ、 「況^ 弱 淸盛輩 乎」、 

「至い 如 二 平清盛 輩 こ と 云 ふだけ では、 魂の 無い 文句と なる わけで あ， ります。 思 ふに 三 名著の 三 作家 は、 

いづれ も 此の 一， へ P く」 矢の 譯 出に 苦心した ので あ， り ませう が、 その外 國 語に 譯 すべから ざる 特殊 

の 味に、 すッか，c^降參して、  見て見ぬ振をしたのでぁ，c^ませぅ。 或 ひ は外國 かぶれした 儒者 頭に 誤ら 

れ、 折角の 活 きた 語 を 馬鹿にして 顧みなかった ので あ， り ませう。 かう いふ 事 を考へ 併せても、 軍記に 
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用 ゐられ た 俗語が、 其の 文章に いかほど 力と 味 は ひ を 添へ たか、 武士の 生活 を寫す 上に、 いかほど 大 

いなる 貢獻 をな した かが 解る であらう と 思 ひます。  . 

因みに、 「鎧の 袖に て拂 ひ、 蹴散らして 捨てなん」 は、 決く 淸盛 等が 放つ へろ く 矢 を、 拂ひ 去， り 蹴 

散らかす とい ふので、 淸 盛の 身 體を搔 き拂ひ 蹴散らす 意で は あるまい。 それ は 此の 二 句が 「へろ-/^ 

矢 何程の 事 か 候べき」 を 受けて おる ので も 明らかなる MJ で、 また 「袖に て拂 ひ」、 「蹴ち らして 捨てる」 

とい ふ詞 が、 人の 處 分よ. り は、 寧ろ 箭の 始末 を 叙す るに 適當 して 居る 事に よっても 察せられる。 要す 

るに、 此の 一節 は、 爲 朝が 最大 得意の 弓矢 本位に 觀 察して、 敵の 矢を輕 侮す る 不敵の 心情 を寫 したの 

を、 漢文 家の 漢文 眼が、 先づ淸 盛から、 「へろ く 矢」 を もぎ 取って 淸盛 自身 を 置き 換へ、 餘勢は 更に 

淸盛 自身 を も拂ひ 去， り 蹴 ちらさし め、 而 して 此の 壯 快な 換質譯 の 作った 俑が、 次ぎく に 襲用され、 

遂に 山陽が 大誤譯 の 大名 文 を 産み出 だして、 後世の 兒 孫に 誇 揚の言 草を與 へたので あらう。 

此の 一 章 を 見て 吾々 の 第二に 氣の つく 事 は、 爲朝 を描寫 した 段 取の 妙で あ，.^ ます。 亂の 前夜、 父に 

具せられ て 北 殿なる 軍 評定の 場に 入った 十七 歲め靑 年 英雄 を寫 すに 當 たって、 作者 は先づ 彼れ が體驅 


の 全體を 見て 「七 尺ば か， りなる 男」 とい ひました。 第二に 其の 爛々 たる 大 眼光に 留意して、 一-目角 二 

つ 切れた る」 とい ひました。 第三に は、 身に 着いた 鎧 直垂と 鎧と に して、 

紺地に 色々 の絲を 以て 獅子の 丸 を 縫った る直垂 に、 八 龍と いふ 鎧 を 似せて、 白き 唐 綾 を 以て 絨し 

たる 大荒 目の 鎧、 同じく 獅子の 金物 打った る を 着る ま、 に、 

とい ひました。 第 四に は、 身體に 半ば 着き 半ば 離れた 帶劍に 留意して、 

三尺 五寸の 太刀に、 熊の 皮の 尻 鞘 入れ、 

とい ひました。 第五に は、 全く 身 を 離れた 武器の、 弓と 矢と に 目 をつ けて、 

五 人 張りの 弓、 長さ 七 尺五寸 にて 欽 打ちた るに、 黑 羽の 矢 負 ひ、 

とい ひました。 第 六に は 供人の 居る 事、 而 して 其の 供人が、 を 持って つ  いて 居る 事に 目 をつ けて、 

兜 をば 郞黨に 持たせて、  - 

と 書き、 而 して 最後に、 七 尺 ゆたかの 大男が、 大きな 眼 を 輝かし、 立派な 直垂と 鎧と を 着、 大將 軍ら 

しい 太刀 を帶 き、 立派な 弓矢 を 持ち、 兜 を 持った 郞 黨を從 へて、 泰山の ゆるぐ が 如く、 のッ しく ふ 

現 はれ 出で た容體 を、 有機的に 統 一 し、 之れ を 漢土の 大勇 士樊 t" に 准へ て、 

步み 出で たる 體、 樊嗜も かく やと 覺 えて 由々 しか. 0 き。 
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とい ひました。 尙ほ 更に 附け 加へ ると、 次ぎに 彼れ が 軍略に 長 じ 射 術に 長け た 事に 及んで、 鳥 も獸も 

恐れ をな したと いひ、 そして あらゆる 人々 が爭 つて 視線 を 向け、 恐れ多く も 上皇 樣 までが、 御 まな じ 

り を 向けさせられ たと 書いて 居， ります。 この 人物 描寫の 順序 立の 一 絲亂れ ぬ 巧 みさを 見て 下さい。 そ 

して、 主要部 をカ寫 し、 枝葉 部 を 之れ に附屬 させて、 一個の 英雄 兒 をまん まと 浮き上がらせ、 活かし 

出 だした 腕前 を、 よく 見て 下さい。 

此の 描寫の 順序 立の すぐれて 居る 5 は、 實 際の 場合 を考 へる と 、よく 解， ります。 吾々 が 始めて 人 を 

からだ 

見る 時に， まづ 目につく の は、 其の 人の 身 體全體 であ， り ませう。 そして 次ぎに は顏 を、 顔の 中で は 第 

一 に 眼 を 見る であ，.^ ませう。 それから 着物、 髮飾、 携帶 品、 乘物、 供 揃と いふ 順序で、 段々 に 注意し 

て、 最後に 之れ を 一 つに 纏めて、 其の 全體を 見る であ， り ませう。 彫刻、 綺畫、 文學も 同じ 事で、 若し 立 

派な 立像なら ば、 觀衆 をして ま づ身體 全體に 注意 させ、 次ぎに 顔に 眼に 注意 させ、 それから 着物 髮飾 

から 携帶 品等に 注意 させて、 最後に 顔と 目と を 中心とし、 殊に 奥に 宿って 居る 精神 を 中心として、 枝 

葉の 全部 を統 一 的に 眺めさせる もので なければ な， りますまい。 若し 然ら やして、 まづ. 臺 座に 注意 させ、 

下半身に 注意 させ、 段々 見上げて 行く 中に、 顔が 見つかった、 眼が あるのに 氣が ついた、 とい ふやう 

な 事で は、 藝術 として 立派な 立像と は 云 はれない わけであります。 此の 爲 朝の 描寫な ども、 若し まづ 


鎧を寫 し、 或 ひ は 弓矢 を 先き に寫 して.、 後に 眼 や 身 體全體 に 及んだならば、 中心の ない、 調和 統一 の 

ない ものに なった ので あ.^ ませう が、 根幹の 主要部から 漸次に 枝葉 部に 及ぼして、 しかもよ く 全體を 

統 1 させた 腕前 は、 實 にえら いと 云 はねば な.^ ません。 殊に それが 近代の 作家に 於け る やうに、 理窟 

の 上から 意識して 書いた ので はなく、 我れ 知らす この 通， 9 書き上げ たらしい 所に は、 つゆほど も匠氣 

の 厭味が なくして、 一層の 床し さが ある やうに 思 はれます。  - 

此の 一章 を 讀んで 吾々 の 第三に 氣の つく 事 は、 時代 思想の 現 はれた 趣であります。 當時は 公卿の 天 

下が 武人の 天下に ならう とする 過渡の 時代で ありました。 文藝 本位の 世が 武力 本位の 世に 變は らうと 

する 過渡期で あ， りました。 平安朝の なかば 以來、 武人 は 段々 に 實カを 養って 來 ましたが、 彼等 は實カ 

が ありながら、 まだ 公卿の 侍者たり、 臣 僕た，.^、 爪牙た る 地位に 甘んじて、 おとなしく 公卿の 前に ひ 

れ ふして 居りました。 彼等が 實 カを備 へながら、 それ を自覺 せす して、 藤 原 氏に 仕へ てゐた 有様 は、 

譬 へば 眠った 獅子が、 背の 上に 雛人形 を乘 せて ゐた樣 な もので あ， 0 ますが、 保 元 平 治の 大亂 は、 すつ 

かり 獅子の 眠， 9 を さまして、 背の上の人形を振h^落させ、 やがて 武人の 天下と なって、 將軍 政治が 布 
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かれる やうに なった ので あ，.^ ます。 平安朝 四百 年の 太平の 夢が 破れて、 やがて 保 元の 大亂が 起こらう 

とい ふ 其の 當 夜に、 剛勇 無双と はい ひながら、 地下の 中で も 無位 無官の、 しかも 十七 歲の小 冠者 鎭西 

八郞爲 朝が、 左大臣 賴 長の 前に 出で、 剩へ 上皇の 御 目 通，..^ に 出る さへ あるに、 その 上皇 を 始め 奉つ 

て、 あらゆる 公卿 殿上人が、 「八 郞賴 もしゃ！」 と、 拜 まぬ ばか に 首 を 伸べ て擧 つて 居る と は、 世の 

中も變 はって 來 たもので あ ，ります。 無意識の 中に 當 時の 武人 を 代表して ゐた爲 朝 は、 垂れた る 頭を揚 

げて、 ぢッと 此の 樣子を 見ました。 彼れ はもう 「天下 は 己れ の もの だ！」 と 思った であ， り ませう。 

上皇 を 始め まゐら せ、 あらゆる 人々、 音に 聞 こ ゆる 爲 朝見ん とて こぞり 給 ふ。 

簡單 では あるが、 公卿の 世が 武人の 世に ならう とする 大勢 推移の 消息 を、 カ强く 暗示して 居る では あ 

b ません か。 この 一 寸 した 數行數 十字の 中に、 大日 本 六十 餘 州の 形勢の 一 變 する 機微 を 味 はへ るの 

は、 斯様な 文章 を讀む 者の 享 くべき 大きな 喜びで、 私 はこれ が 軍記物語の 讀 者に 與 へる 最大 興味の 一 

つで あると 考 へて 居，^ ます。 

六 

以上 は、 源平 時代に 於け る 武人の 意 氣裝束 及び 戰爭の 前景 氣 についての 記述であります が、 軍記の 


興味の 最高潮 は、 無論 劍戟相 交 はる 實戰 の描寫 にあ. ります。 左に、 同じ 『保 元 物語』 の 中から、 八 郞爲朝 

の 眼前に 演 せられた、 金子 十 郞家忠 が 勇 戰の條 を 引い て 見 ませう。 

しげめ ゆ ひ  ふしな はめ  か げ 

金子 ノ十郞 は滋目 結の 直垂 に.. 裙繩 目の 鎧 着て、 鹿 毛なる 馬に 黑鞍 置いて 乘 つたる が、 矢種 は 皆 射 

まっかう あ  いぐさけ ふ 

盡 くして、 太刀 を拔 いて 眞 向に 営て、 武藏 の國の 住人 金子 ノ十 郞家忠 十九 歲、 軍 は 今日 ぞ 始めな 

おん ざう し  みうち  つ はもの  につく 

る。 御曹司の 御内に 我れ と 思 はん 兵 は、 出で あへ やと ぞ名乘 つたる。 八郞宣 ひける は、 惡ぃ剛 の 

者 かな。 我が 矢 頃に 寄せて 控 へた， り、 只 だ 一 矢に 射て 落さん と へど も、 餘，.^に優しければ、 誰 

ひつ さ  もく らん V-  ひた- * れ  むらさき か は はらまき 

れか ある、 あれ 提げて 參れ、 一目 見ん と あ.^ しかば、 木 蘭 地の H 垂に、 紫 革の 腹卷 着、 栗毛な 

る 馬に 乘， り、 高 間 ノ四郞 と名乘 つて、 押 並べて 組んで 落つ C 高 間 は 兄弟 共に 聞 こ ゆる 大力なる を、 

お さ 

家忠 上に 成って、 押へ て 首 を か. -ん とする 處に、 高 間 ノ三郞 落ち 重って、 弟を藥 たせ じと 金子が 

兜 を 引き 仰け、 首 を か、 ん としけ る を、 なる 敵の 左右の 手 を 膝に て 敷め 詰め、 上なる 敵の 弓手 

つか こぶし と は  した 

の 草 褶 引き 擧げ 寄り 返して、 柄も举 も徹れ くと、 三 刀 刺して ひるむ 處に、 下なる 敵の 首 を 取， り、 

このごろお にがみ  おんまへ 

太刀の 先に 差し 擧げ て、 此頃 鬼神と 聞こえ 給 ふ、 筑 紫の 御曹司の 御前に て、 高 間 ノ四郞 兄弟 をば、 

家忠 討ち取った， りと ぞ 呼ば は， りけ る。 家 末 これ を兑て 安から す m 心 ひければ、 射 落さん とて 追 懸け 

ける 處を、 八郞、 いかに 須藤、 あたら 兵 を 助けて 置け、 今度の 軍に 打 勝ちな ば、 爲 朝が 郞黨 にせ 
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ん する ぞ とこ そ宣 ひけれ。 金子 餘. 0 に剛 なれば、 軍神に や 守られ けん、 又な き 高名 仕， り、 極めて 

不思議の 命 助か， りて、 大將 まで ぞ譽 めら れ ける。 

武人の 裝ひ、 名乘， り 合 ひ、 戰 場の 駆け引きから、 彼等の 優しい 心意 氣ま でが、 手に 取る やうに 委しく 

活 きくと 書いて ある。 戰爭 の描寫 もこれ までに なれば、 「軍記 jT 戰 記」、 「合戰 記」 T 戰 物語」 等の 名 

を與 へられて、 特殊の 文 學极ひ をされ るのに、 何の 不足 もない ので あるが、 『平家』 を 中心とした 當時 

の 軍記 は、 武人の 裝束 や、 生活 や、 戰爭の 記事 を 有する 外に、 公卿 や 女房 や 僧侶 やに 關 する 複雜 微妙 

なる 哀れ を も 含み、 いろ/ \» の 方面に 於いて、 限. りなく 深き 味 は ひ を も 見せて 居る ので、 此の 點に於 

いて、 單なる 軍記 以上の 特別なる 價値を 生じ、 又 これ あるが 爲 めに、 上 は 『萬 葉 集』 や 『源氏物語』 に對 

し、 下 は 西 鶴、 近 松、 馬 琴 その他に 對 して、 敢 て讓ら ざる 特別の 地位 を 占める が出來 るので ある。 

第一 軍記の 萌芽 及び 開展 

文學は 生活の 影で ある。 活 きた 生活の ない 所に 活 きた 文 學の現 はれる 害がない。 平安朝の 小さい 武 


人 は、 鎌倉時代に 入って 其の 巨大なる 姿 を 現 はした。 平安朝 時代に 公卿の 臣僕 爪牙と して 甘んじて 居 

た 彼等 は、 今や 社會 最高の 地位 を 占めて、 公卿 を壓 服し 願 使す る やうに なった。 彼等の 男々 しい 生活 

と 戰爭と は、 今や 最大 舆味 として 一世の 視聽を 集める ことと なった。 悲しむ 者が 泣き、 勝ち誇る 者が 

高唱 する、 これが 自然で ある。 そして 之れ を傍觀 し傍聽 した 一代の 人 衆、 のみなら や 泣く 者、 勝ち誇 

る 者 それ 自身まで が、 勝者 敗者の 赏演 した 活劇の 藝術 化された のに 視 入り、 聽き 入って、 拍手し、 喝 

釆し、 同歡 し、 同悲 する、 これが 更に 自然で ある。 軍記物語 は、 槪 して は 時代の 寵兒 たる 武人の 雄 健 

びで、 細かに いふと、 勝った 者と 敗れた 者との 悲喜 哀歡の 交響 樂 である。 武人 階級の 成立った 鎌 倉 時 

代、 將軍 政治の 布 かれた 鎌倉時代、 武士道 道德の 成立った 鎌倉時代の 初めに、 武人 生活の 精華 を 菜め 

た文學 「軍記 一の 成立った の は、 まことに 當 然と 云 ふ ベ きで あらう。 

文學 史家 は槪ね 『保 元 物語』 を 「軍記」 の 祖と說 いて 居る。 「軍記」 を 「戰爭 を 中心とした 武人のお 

活を、 殊に 一 つの 戰爭 の顚 末、 或 ひ は  一 二の 武家の 盛衰の 顚末 を、 假名 i< ，りの 國 文で 組織的に 書いた 

文學」 とい ふ 意味に 取れば、 いかにも さう であらう。 けれども 委しく い へば、 『保 元 物語』 の 前に も、 戰 

爭を 書いた 文章が 無かった ので はない。 ffi ふに 「軍記」 とい ふ 立派な 特殊 文學の 成立つ 前に、 或 ひは戰 

爭 を斷片 的に 寫 した 文章が あ， り、 或 ひ は 戰爭を 歌った 詩歌が あ， り、 或 ひ は 漢文で 書いた 戰爭 記が あつ 
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たので 其 等 力 或 ひ は 一 部の 書物の 中に 揷 入され、 或 ひ は文學 として 取扱 はれる 價直 のない 一 重の き 

戰顚末 記と して 存在して ゐ たので あらう。 而 して 其 等の 幼稚な、 蕪雜 な、 不純な、 斷片 的な 文章が、 段々 

磨き を かけられ、 組織 を與 へられて、 愛に 一時 代 を 飾るべき 一種の 特殊 文學 「軍記」 とい ふ ものが 出來 

たので あらう。 少なくとも 前代の 長い間の いろくな 文書の 中に 散在した 各種 各樣の 種子が、 段々 こ 

育て上げられ、 組み合 はせられ、 取り纏められて、 遂に 一代 を 飾る やうな、 花 も實も ある 文學の 「軍 

記」 を 見る 様になつ たので あらう。 然 らば 我が 「軍記」 の 種子 は 如何なる もので あつたか。 それが 如^ 

様に 培養され て 如何様に 開展 したので あるか。 次ぎに 聊か 之れ に關 する 愚見 を 述べて 見たい と a ふ。 

私の 考 へる 所では、 戰爭の 記事の 始めて 國 書に 見えた の は、 = 寧ろ さ」 とい ふ， j^fg ばの 國 書に 見え 始め 

卜、 ゝ  、 ヽ すで  、- 1 /  -) ざな きのみ こと かん Kj り ま  c ざ な ttf^s 十 こと tfy リ ， ー- 

は とし ふ 方 かよい かも 知れぬ = 伊邪那岐 命が 神 崩した 伊 邪, み 1^ み^を ピ訪 よれた 寺：、 見る： 

のぞ- 

とを禁 せられた 殿の 內を观 かれた ので、 女神が 怒って、 魔 軍 を 指揮して 男 神 を 追 は しめられた § りで あ 

る。 それ は 左の 通， りの 莊嚴 なる 文章で 現 はされ てゐ る。 

.y./,、  ,  ,  P み， つら さ  ゆ つ つまぐ ノ を f しら 

故 左の 御 髻に揷 させる 湯津爪 櫛の 柱 一 つ 取り かきて、 ひ fKi して、 入り ns ます 

とき  うじた かとろ >-  > 、-，  、a^、、，  f>  z  ク f  - へ 

時に、 蛆 集れ Ff そ、 御 頭に はお ま JlS り、 鄭難 には^の 居り、 ^齡こ は黑雷 きり、 


みはと  さく. s か， つち  みて  わきい か.. つち  みぎり みて  つちい か， つち  .み あし 

御陰に は拆 雷 居り， 左の 御手に は 若 雷 居り、 右の 御手に は 土 雷 居り、 左の 御 足に 

なる いか， つち  ふしい か， つち  や ぐ さ いか， つちが み 

は 鳴 雷 居り、 右の 御 足に は 伏 雷 居り、 あはせ て 八 種の 雷神 成り 居りき。 こ、 に 

かしこ  いも  あれ  iiv- 

伊邪那岐 命見畏 みて、 逃げ 還ります 時に、 其の 妹 伊邪那美 命、 吾に 辱 見せた まひつ 

やが 上 もつ しこ め  くろみ か， つら 

と 申した まひて、 卽 て泉津 醜女 を 遣 はして 追 はしめ き。 かれ、 伊邪那岐 命 黑御鬣 を 

う  えび か"， つらの み な  ひり は  あ ひだ 

取りて、 投げ 棄て給 ひし かば、 乃ち 蒲 子 生りき。 こ を摭ひ 食む 間に、 逃げ出で ま 

み ざり み み， つら  さ 

す を、 猶ほ追 ひし かば、 また 其の 右の 御髻に 刺させる 湯 津爪櫛 を 引き かきて、 投げ 

棄て たまへば、 乃ち 爭 生りき。 こ を拔き 食む 間に、 逃げ出で ましき。 また 後に は、 

や  いか， つちが みちい ほ  よもつ いぐさ  かれ  みは  と • つかつ るぎ 

かの 八く さの 雷神に 千 五 百の 黃泉軍 を 副へ て 追 はしめ き。 爾、 御 佩かせる 十 拳劎を 

拔 きて、 後手に 振き つ、 逃げ 來 ませる を、 猶ほ追ひて黃^^水津平坂の坂本に到る時に、 

も k のみ  こと- J,,-  い や 

その 坂 本なる 祧子を 三つ 取りて、 待ち 撃ちた まひし かば、 悉に 逃げ 返りき。  最 

はて  いも  みみ， つか 

後に、 其の 妹 伊邪那美 命、 身 自ら 追ひ來 ましき。 

を がみ な  め がみ  上 もつ ぐに  く に つぐり 

大意 は、 男 神 は 亡くなられた 女神 を 慕って、 黃泉國 に 行かれ、 「國 土經營 なかばに して、 御身に 別 か 

れる^^は堪へられぬ。 是非に 還って 下さい。」 と賴 まれた。 女神 は 「折角の 御 越しが 恐れ多い から、 還 
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，り ませう が、 それに ついては、 暫 らく 冥 官と 談判 をせ ねばな. り ませぬ。 其の 間 私 を 御^きな されて は 

な， o- ませぬ ぞ。」 と、 嚴 かに 言って、 殿の 內に 入られた が、 久しく 出て 来られぬ ので、 男 神 は 待ち かね 

A. 一" 二 しら  - ひ 

て、 髮 にさ. -れた 爪 櫛の 男 柱 一 本 を 折， りかいて、 火 をと ぼして、 祕密の 殿の 內に 入って 見られた。 見 

られ ると、 こ は 如何に！ 女神の 五體は どろ/、 に 腐爛して、 蛆蟲 がゥョ くと 蠢き たかって 居る。 そ 

して 其の 頭に は 恐ろしく 大きな 雷神が 居. り、 胸に は 炎々 たる 猛火の 雷神が 居， り、 腹に は 眞黑々 の 雷神 

が 居-り、 陰部に は 物 を つん 裂く 大力の 雷神が 居， り、 左の 手に は 若 雷、 右の 手に は 土 雷、 左の 足に は 鳴 雷、 

右の 足に は 伏 雷、 合 はせ て 八 種の 恐ろしい 雷神が、 女神の 屍 體の彼 處此處 に iji ，り 出で て、 轟き はため 

き、 光， りか やき、 躍， り 狂って ゐた。 男 神 は 驚き 怖れて、 逃げ 歸られ ると、 女神 は、 さて は 吾れ に 恥 

を與 へられ だかと、 打 腹 立って、 一目 見ても ぞッ とする やうな、 恐ろしい 黃泉 醜女 を 遣 はして、 追 ひ 

しこめ 

掛けさせられた。 それから 男 神 は、 醜女の 好む 物 を 投げ 與へ、 投げ 與へ、 醜女が 取， り 食 ふ 隙 を 見て は 

逃げられた が、 やがて 女神 は、 さきの 八 種の 雷神に 千 五 百の 黄泉 軍 を 副へ て 追 は しめられた。 男 神 は 

プ. llr いせ と • つかつ るぎ  うしろて  ； J 

御 佩の 十 掌 劎を拔 き、 後手に 打 振， りく 逃げられた が、 丁度、 平 坂の 麓に 行かれた 時、 そこに 生って 

ゐた 桃の 實を三 個 取って、 追 ひ 來る魔 軍 を 待ちう けて、 » ちつ けられる と、 魔 軍 は 恐れて 悉く 引返し 

た。 最後に 追 ひかけ て 来られた の は、 女神 伊邪那美 命で ある。 


とい ふこと である。 此の 神話に 關 する 理窟の 上の 說明 は、 いろくに 附 けられる であらう が、 文學ー 

からだ  一 

として 見れば、 腐爛した 身體 の. 各部に、 各種の 雷神が 發 生した と 見た の は、 いかにもす ばらしい 想像 一 

で、 又 魔 軍の 追 ひ來る 様、 男 神の 之れ を 防がれる 樣を、 これほど 迄に 活 きくと 面白く 寫 したの は、 

大和民族の 想像力と 創作力との 卓越した 事を證 する もので あらう。 とにかく、 これが 國 書に 於いて 最 

一 

初に 現 はれた 戰爭の 記事で あるが、 しかし それ は、 ほんの 軍記の 種子と いふ だけ、 また 原始的の 單 純一 

さ を 以て、 面白く 雄大に 書いて ゐる とい ふだけ であるの は、 勿論の ことで ある。 

『古事記』、 『日本 紀. 一 に 現 はれた、 人間ら しい 戰爭の 最初の 記事 は、 神武 天皇 東征の それで あらう。 之 

れに 次いで 倭 建 命の 熊 襲 征伐、 蝦夷 征伐、 神 功 皇后の 三韓 征伐な ど、 可な， 9 多くの 軍 物語が ある。 し； 

かし、 是等 は槪ね 極めて 簡單 なる 揷話 であ，.^、 又 多く は 歌 謠と相 助けて、 やう やく 其の 趣 を 勢髴 させ 

る やうな ものであるが、 其の 中で 特に 際立って 面白く、 可な，c^に纒まって居るのは、 『日本 紀 一なる 武 

內宿禰 が 忍 熊 王 を 欺き 破る 一 段で あらう。 

とさ つ の  やましろ  う V-  も 

こ、 に武 內宿禰 等、 精兵 を 選びて、 山背より 出で て、 憲 道に 至りて、 以て 河の 北 
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いは  A しくまの みこ. s はリ  ぐ，.： ゾ>  こり  ユー 

に 屯む。 忍 熊 王營を 出で て戰 はむ とし 給 ふ。 時に 熊 之 凝と いふ 人 あり、 忍 熊 王の 先 

さ  いくさ す、  .t^ とたか 

鋒たり。 則ち 己が 衆を勸 めんと おも ふ。 因りても て 高 唱く歌 ひけら く、 

をち か， に  つぐ！ S み  たケ、  うま h-t 

彼方の あら、 松原、 松原に 渡り 行きて、 槻 弓に まり 矢 を 副へ、 貴人 は 

うまび と  や、 W つ こ  や いっこ  あ 

貴人 どち、 賤奴は 賤奴 どち、 いざ 會 はな 我れ は。 

うち  あそ  Kr'to^  5" さ ご  あ 

たまき はる 內の 朝臣が、 腹內は 砂 石 あれ や、 いざ 會 はな 我れ は。 

をち かた  つきつ 上 ゆみなり や 

譯 あれ あの 彼方 まばらな 松原、 あの 松： S に 押し寄せ 行きて、 槻の强 弓 響 矢 を 

た ふと きじ？.  き じん 

つがへ、 尊い 貴人 は 貴人 どし、 賤 しい 奴 は 奴 どし、 いざ 會 はう 吾等 もののふ。 

き じん  たけのう ち  み はじ  ぐ まの こり 

鬼神と 呼ばる、 武內 とて、 身 腹 はよ もや 鐵 石なら じ、 いざ 會 はう 熊 之 凝 われ。 

みたむ ろ. S くさ のり ごと  こと，. かみあ？^  の り ご 

時に 武內 宿禰、 三 軍 に 令して、 悉に 椎 結せ しむ。 因りても て號 令ち て 曰へ らく、 

を さ ゆ， つる たぎぶ さ  を さ  き だち  は  きさ き  おはむ こと のた まひ あ 

各 儲 弦 を 髪の 中に 藏め、 且つ 木刀 を 佩け と。 旣 にして 皇后の 命 を擧げ て、 忍 熊 王 

を こ， つ  わか みこ いだ  きみたす，'  ふせ 

を 誘り て 曰へ らく、 吾れ 天下 を 貪らず、 唯 だ 幼き 王を懷 きて 君 王に 從 ひなむ。 豈距 

ゆ-、 つる  つ はもの  うる にし 

ぎ戰 ふこと あらむ や。 願 はく は 共に 弦 を 絕ち兵 を 捨て、、 連 和から む」 然れば 則ち 

？ 1^ たち あまつひつぎ  も  みまし  も は 上う.. つの まつりごと しら 

君 王 天業し らして、 以て 席に 安く、 枕 を 高く して、 專ら 萬 機 を 制さむ と。 則ち 


あきらか いくさ  のり ごと  こと，^ ゆ.， つる た  つ はもの  か は  を こ， つ n- ごと 

顯に 軍の 中に 令して、 悉に 弦 を 斷ち兵 を 解きて、 河水に 投げ 入る。 忍 熊 王 その 誘 言 

う  こ と いぐさの りごと  つ はもの  か は  ゆ， つる 

を 信け て、 悉に 軍 衆に 令して、 兵 を 解きて 河水に 投げ入れて、 弦を斷 たしむ。 爱に 

みたむ ろい くさ のり ごと  を さ ゆ.. つる  も  ま だち  ま 

武內 宿禰、 三軍に 令して、 儲 弦 を 出 だし、 更に 張りて、 以て 眞刀を 佩き、 河 を 渡り 

ぐらみ わけい  3 ちの すく  a 

て 進む。 忍 熊 王 欺かれた る こと を 知りて、 倉 見 別， 五十 狹芽 宿； 纏に かたりての たま 

まう け  つま もの 

はく 吾れ 旣に 欺かれぬ， 今 は 儲の 兵 なし、 豈戰 ふこと を 得べき やとの たま ひて、 

いく ふ  や- *  ときつ ュもの  たル も 

兵を曳 きて 稍に 退く。 武 內宿禰 精兵 を 出 だして 之れ を 追 ふ。 適に 逢坂に 遇 ひて 以て 

破る。 故 其の 處を號 けて 逢坂と 曰 ふ。 (後略.) 

大分 漢文が かって は 居る が、 戰爭の 消息が 可な りに 委しく 寫 されて ある。 


『古事記』、 『日本 紀』 に 現 はれた 戰爭 記事の 中で、 最も 委しく 最も 優れて 居る の は、 恐らく 『紀』 の 二 

十八 卷 なる 天武 天皇 對大友 皇子の 御國爭 ひの 戰爭、 卽ち謂 は ゆる 壬 申の 亂の 記事で あらう。 これ は惜 

しいかな、 殆んど 純粹の 漢文に なって 居る ので、 國 文の 戰 記と 云 ひ 得ぬ 嫌 ひ は あるが、 鎌 食の 軍記 も 

第 一 軍記の 萌芽 及び 闢展  三 一 


面、 かう いふ 方面から 發 達して 來 たもので あるから、 試みに 其の 最後の 一 鎖 を、 假名 交 b- の 讀み下 

式に 書き かへ て 見る と、 かう である。  ^lilp 

きのお み あべ まろ ぉはのぉみほむ¥^  み わの きみこの おうと おき そめの むら じう さぎ 

秋 七月 庚 寅朔辛 卯、 天皇 (天 武) 紀臣阿 SE 麻呂、 多臣品 治、 三輪 君子 首、 置 始連蹇 を 

いくさ  やまと  むらく にの むら じ を 

遣 はして 數 萬の 衆 を率ゐ て、 伊勢の 大山より、 越えて 倭に 向 はしむ。 また 村 國連男 

より ふんのお うと！ 5 まろ  わ に ベの A みきみ て， ゐ， か， ご， みは ベ-, *  、  r^.  い-く /-  -  .  ^  , , 

依、 書 首 根 麻呂、 和^ 部 臣君手 膽 香瓦臣 安倍 を 遣 はして 數 萬の 衆 を 率ゐて 不 

破より 出で て、 直ちに 近 江に 入らし む。 其の 衆と 近 江の 師と 別け 難き こと を 恐れて、 

A ほ 

赤色 を 以て 衣の 上に 着く。 然して 後に、 別に 多 ノ臣品 治に 命せ て、 三千の 衆 を率ゐ て、 

たら^? は  たり まろ  ぐら ふ  やま 

箣获 野に， 屯 ましめ。 田 中 ノ臣足 麻 呂を遣 はして、 倉 歷の道 を 守らし む。 時に 近 江、 山 

ベの みこ 七 がのお みはた やす  こ せのお み ひ； と  ルほ  、 r』  »  *  »  ►  ► 

部 王、 蘇 賀臣果 安、 巨 勢臣比 等に 命せ て 數 萬の 衆 を 率ゐて 將に不 破 を 襲 はんと 

*^と w- 

して、 犬 上の 川の 濱に 軍す。 山部ノ 王、 蘇賀 ノ臣果 安、 巨 勢 ノ臣比 等の 爲 めに 殺さる。 是 

みだれ  い くさ  みう  この 

の亂に 由って 以て 軍 進まず。 乃ち 蘇賀 ノ臣果 安， 大 上より 返って 頸 を 刺して 死す。 是 

いくさの きみ は だの きみ やくに  おはと  やから 

時に 近 江の 將軍 羽田 公矢 國、 其の 子 大人 等、 己が 族 を 率 ゐて來 り 降る。 因りて 斧 誠 

上さ  こし  ときつ はもの 

を 授けて 將 軍に 拜す。 卽ち 北の方 越に 入る。 是れ より 先、 近 江 精兵 を 放ちて 忽ちに 


玉 倉 部の 邑を衝 く。 卽ち出 雲 臣泊を 遣 はして 擊 ちて 之れ を 追 ふ。 壬 辰、 將軍 If ノ 

な ら： やま  いは  あらた をの あた ひ あか ま ろ  ま を  "るき，. や こ  もと 

乃樂 山の 上に 屯む。 時に 荒 田 尾 直 赤 麻呂將 軍に 啓して 曰 さく、  4ft 京 は 是れ本 奮 I の處 

なり、 宜しく 固く 守るべし。 將軍 之れ に從 ふ。 則ち 赤 麻呂、 忌 部首 子 人 を 遣 はして 

古 京 を 戌ら しむ。 是に 於いて 赤麻呂 等、 古 京に 詣 りて、 道路の 橋の 板 を 解ち 取りて、 

ちまた 

榍に 作りて、 京の 邊の衢 に竪て 以て 守る。 癸 巳、 將軍吹 負、 近 江の 將 大野 ノ君果 安と 

乃樂 山に 戰ふ。 果 安が 爲 めに 敗らる。 軍卒 悉く 走ぐ。 將軍吹 負 僅かに 身 を 1 る、 こ 

と を 得たり。 是に 於いて、 果安追 ひて 八 口 岳に 至り、 のぼりて 京を視 るに、 時 毎に 

楣を竪 つ。 伏兵 あらむ こと を 疑 ひて、 乃ち 稍に 引いて 還る。 甲 午、 近 江の 別將 g お 

を す A ふ. f-  ばた  くら ふ  いた  よ は  も  ぐちき ぐ- 

小 隅、 鹿 深の 山 を 越えて、 幟 を 卷き鼓 を 抱きて 倉 歷に詣 る。 夜 I 半 を 以て、 梅 を銜み 

^  V  にば か いほり  いくさの ひと  s, ぐ さ 

城 を 穿ちて 劇に 營の 中に 入る。 則ち 己が 卒 と 足 麻呂が 衆と 別 かち 難き こと を 畏れ 

て、 以て 人每に 金と 言 はしむ。 仍 りて 刀を拔 きて 毆ち、 金と 言 ふに あら ざれば 乃ち 

斬る。 是に 於いて 足 麻 呂が衆 悉に 亂る。 事 忽ちに 起こって 所爲を 知らず。 唯 だ 足 麻 

呂聰く 知りて、 獨り 金と 言 ひて、 以て 僅に 免る、 ふ を 得たり。 乙 未 小 隅 亦 進みて 莉 
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三 四 

萩 野の 營を襲 はむ と 欲して 忽ちに 到る。 爱に將 取 多 ノ臣品 治 遮 へ て、 精兵 を 以て 追 ひ 

撃つ。 小 隅獨り 免れて 走ぐ。 これより 後 遂に 復た 来らず。 丙 申、 男 依 等 近 江の 軍と 

？  P 上く か丄  さか ひべ の むら じぐす り  . , はたのと もた p 

息 長の 横 河に 戰 ひて、 破りて 其の 將境部 連藥を 斬る。 戊戌、 男 依 等 近 江の 將秦友 足 

とこの  うみつ みち  ， みやこ- 

を 鳥籠 山に 討ちて 之れ を 斬る。 是の日 東 道の 將 軍紀 ノ臣阿 閑 麻呂等 倭の 京の 將軍大 

ノふ于 ひ  ぐば  き >v めの むら じ 

伴 連 吹 負、 近 江の 爲 めに 敗られし とい ふ £ を 聞きて、 則ち 軍 を 分りて、 以て 置始連 

うさぎ  むま いぐさ  に ば か  やすの * は 

菟を遣 はして、 千餘の 騎 を率ゐ て、 急に 倭の 京に 馳せ しむ。 壬 寅、 男 依 等 安河の 

t とり  こ- てへの おみお はぐち  はじの むら じ ち しま え  くり もと 

度に 戰 ひて 大に 破り、 則ち 社戶臣 大口、  土師連 千島 を 獲つ。 丙午、 栗 太の 軍 を 討ち 

まち きみ たち 

て 之れ を 追 ふ。 辛亥、 男 依等瀨 田に 到る。 時に 大友 皇子 及び 群臣 等、 共に 橋の 西に 

つら  しりへ  はた  かく  ちリ  ：  かね • つ *. 'み ：， . 』 

營 して、 大に陣 を 成し、 其の後 を 見ず。 旗幟 野を蔽 し、 埃 塵 天に 連り。 鉦 鼓の 聲數 

？し み  まな 

十 里に 聞 こ ゆ、 連れる 弩 亂れ發 ちて 矢の 下る こと 雨の 如し。 其の 將智尊 精兵 を率ゐ 

ささ  ふせ  みつゑ. S  ►  , 

て、 以て 先鋒と して 距ぐ。 仍って 橋の 中 を 切り 断つ こと 三 丈を容 るば かりにして 

一 の 長 板 を 置く。 設ひ 板を蹋 みて 度る 者 あらば、 乃ち 板 を 引いて 墮 さんと なり。 是 

こ  >  たけき ひと  おはわけ のきみ わかのお み  は こ ： こ 、 

を 以て 進み 襲 ふこと を 得ず。 是に 勇敢 士 あり。 大分 君稚臣 とい ふ。 則ち 長 矛 を棄て 
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甲 を 重ね 擐て 刀を拔 きて 急に 板 を 踏んで 度る。 便ち 板に 潰け たる 綱 を 断りて、 以 

て 被 矢つ、 陣に 入る。 衆 悉く 亂れて 散り k げぬ。 禁 むべ からず。 時に 將軍智 尊 刀 を 

拔 きて 返る 者 を 斬る。 然れ どもえ 止まらず。 因って 以て 智尊を 橋の 邊 りに 斬る。 則ち 

のみこ  ひだり it ぎの まちき みたち  のが 

大友 皇子 左右 大臣 等、 僅に 身 免れても て 逃げぬ。 男 依 等卽ち 粟津の 岡の 下に 軍す。 

H だのき みやぐ に  ノ  み を  き 

是の曰 羽田 公矢 國. 出雲臣 泊、 合うて 共に 三 尾の 城 を 攻めて 降す。 壬 子、 男 依 等、 近 

江の 將犬養 連 五十君 及び 谷 直 鹽手を 粟津の 市に 斬る。 是に 於いて 大友 皇子 走げ て 入 

り 給 はん 所な し。 乃ち 還りて 山 前に 隱れ て、 自ら 縊れ たまへ り。 時に 左右 大臣 及び 

ま I;- きみたち ^r. う  ノ  ひとり ふた り とねり 

群臣 皆 散け 亡せ ぬ。 た，. -し物 部 連 麻呂、 また  一二の 舍人從 へり。 . 

此の 亂の顚 末 を 記した 全文 は、 此の 數倍 もあって、 可な， 9 委しい もので あ.，^、 また 可な..^ 秩 L 予 立つ 

て 纏まった ものであるが、 惜しい かな、 唯 だ 筋を迎 つたと いふ だけで、 實戰の 細かな 味 は ひが 殆んど 

寫 されて 居らぬ のみなら す、 漢文 を眞 似た 餘 所行き の 調子が 累を なして、 此の 國、 此の 時代に 特有な 

る 趣 致の 表現 を 妨げて 居る 嫌 ひが ある。 

大昔の 戰 爭描寫 として、 右に 擧 げた 『日本 紀』 の 漢文 式なる 戰 記と 相 對 して 面白 いのは、 『萬 葉 集』 な 
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る柹 本人 麿の 長歌の 中の、 同じ 壬 申の 亂を 歌った 一節で あらう。 それ は 人 麿が 武市 皇子 を 悼み 奉った 

挽歌の 中に 見えた もので、 戰 爭に關 する 部分 だけ を 抄出す ると、 左の通り である。 

鳥が 鳴く あづまの 國の、 御 軍士 を 召し 給 ひて、 千 早 振る 人 を 和せ と、 まつろ 

はぬ 國を 治めと、 皇子ながら 任け 給へば、 大 御身に 太刀 取り 帶 ばし、 大 御手 

一 t いくさ あと も  . 、いか. 、つち 1 

に 弓 取り持た し、 御 軍士 を 誘 率 ひ 給 ひ、 と、 の ふる 鼓の 音 は 雷の 聲と聞 

くまで、 吹き 鳴せ る 小 角の 音 も、 敵 見た る 虎が 吼 ゆると、 諸人の おび ゆるま 

でに. 捧げた る 旗の 靡き は、 冬籠り 春 さり 来れば、 野 ごとに つきて ある 火の、 

風の 共 靡く が 如く、 取 持た る 弓 弭の騷 ぎ、 御 雪 ふる 冬の 林に、 暴風 かも い 

卷き 渡る と、 思 ふまで 聞きの 恐く、 引き放つ 箭の繁 けく、 大雪の 亂 りて 来た 

れ- まつろ はず 立ち 向 ひし も、 露霜の 消な ば 消ぬべく、 行く 鳥の 競 ふ 間に、 

わたら ひ  いは ひのみ や  いぶ  あまぐる 

度會の 齋宮 ゆ、 神風に 伊吹き 惑 はし、 天雲 を 日の目 も 見せず 常闇に 覆 ひ 

たま ひて、 定めて し 水 穗の國 を、 神ながら 太し きいます。 …… 

大意 は、 壬 申の 亂が 起こる と、 天武 天皇 は武市 皇子に 皇軍 統率の 大任 を 御託し なされた、 そして 「東 


國の 兵士 共 を 召させられ、 之れ を率ゐ て、 逸，. HI つ 敵 兵 を 鎭め懷 けよ、 從 はぬ 國々 を 治め 平げ よと、 

皇子の 御身 分 を その ま > - に 御 任せな さると、 承って 畏き 御身に 太刀 を帶 び、 畏き 御手に は 弓 を 取り、 

御 軍 を 率る 連ねて、 威勢よ く 進ませられた。 その 御 軍の 調 ふる 鼓の 音 は、 雷の 鳴る かと 聞こえ、 吹き 

鳴らす 角笛の 音 は、 敵 を 見て 吼 ゆる 虎 かと、 諸人のお び ゆるば か， り、 捧げた 旗の 靡く さま は、 冬が 過 

ぎて 春が 來 ると、 野と いふ 野每に 放った 火の、 風に 煽られ 靡く が 如く、 また 射る 每に 響く 弓 W は、 雪 

降， りしき る 冬の 林に、 旋風の. 卷 きわたる かと、 思 ふば か， り 耳 を 驚かして、 大雪の 亂る、 やうに、 隙間 

もな く箭を 飛ばす と、 立ち 向った 敵 兵 等 も、 はや 是れ まで ぞ命惜 むな、 身 を 露霜に たぐへ よと、 群れ 

行く 鳥の 爭ふ 如く、 競 ひ 寄す る 折し も あれ、 度會の 伊勢の 宮ょ， り、 かしこき 神風 吹き 起こって、 强き 

自- 吹に 敵 兵 をた じろ かせ、. 空 を 蔽ふ黑 雲に 彼等の 眼 をく らまして、 大勝 利の その 結果 は、 大御代 萬歲 

萬々 歲と、 水 穗の國 を 神 その ま、 に、 堂々 と 統御 遊ばされた。」 とい ふので あらう。 大 詩人の 作 だけに、 

實戰の 光景 をば、 さすがに 面白く 描き出 だして 居る。 『日本 紀』 あたりの 戰爭記 i$ も、 もし 此の 調子 

で、 國 風に 委しく 行ったならば、 國文學 として 價 値の ある 軍記が、 いちはやく 上代に 成立った ことで 

あらう が、 漢文 まが ひの 形式的 記述に 滿 足して ゐ たの は、 惜しんでも 餘. 0 ある 事であった。 
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第二 軍記の 先驅 『將門 記』 と 『今昔 物語』 

『古事記』 『日本 紀』 及び 『萬 葉 集』 等に 現 はれた 戰爭 記事 は、 簡單な 斷片的 記 錄の揷 入 か、 歌 謠と補 ひ 

合って 辛うじて 其の 面影 を髮 露させる 切れぐ の 文句の 繋が. 0 か、 或 ひ は 多少 纒 まった 記事に しても、 

漢文 張りの 油氣 がな く、 活 きくした 國民 精神の 殆 んど顯 はれて ゐな いもの か、 要するに 斷片的 か、 

揷入的 か、 依 他 的 か、 外國 文の 摸倣 かで、 其の上に また 大きな 著作の ホ ンの 一 部分 を 成す に 過ぎぬ も 

のであった が、 かやう に、 平安朝 初期までの 文書に 於いて 附屬物 扱 ひされた 戰爭 記事の 獨立 待遇 を さ 

(いしん わう まさか ど  しゃう もんき 

れ たの は、 S らく、 平 親皇將 門が 兵 亂の顚 末 を 記した 『將門 記』 であらう。 『將門 記』 は 朱 雀 天皇の 天慶 

三年 六月、 卽ち將 門の 滅亡 後 四 ヶ月に して 出來 たもので、 六 國史の 脈 を 承け た 所が あり、 一見 漢文 體 

を 成して は 居る が、 實は 1 種の 國文、 若しくは 準國 文と 見るべき もので、 『古事記』 などに 準じて 取扱 

はるべき もの、 少なくとも 『吾妻 鏡』 あた. に準じて、 漢文の 影響 を 多分に 蒙った 一種の 國 文と 見る ベ 

きもので あらう。 私 は 奇怪な 獨立性 を 有った 反逆 兒將 門の 叛亂 記が、 獨 立した 長篇戰 記の 第一 者と な 


つた 事 を 面白い 現象と 思 ふ 者で あるが、 それが 啻に 獨立戰 記の 嚆矢 をな したの みならす、 我が 軍記に 

特有なる 一 種の 氣分を 含蓄して 居る やうに 見える の は、 更に 面白い 事で ある。 思 ふに 『將門 記』 は、 內 

容文體 等に 於いて、 『吾妻 鏡』 の先驅 をな して 居る のみなら す、 また 『今昔 物語』 を媒 として、 『保 元 物 

語』、 『平 治 物語』、 『平家物語』 等の 先驅を もな して 居る もので あらう。 

左に 『將門 記』 の 中から 二三 章 を 抄出して 見る。 『將門 記』 は 全部 分 漢字から 成立って ゐて、 頗る 讀み 

にくい 文章で あるが、 これ は 『武家時代 之 研究』 に 於け る 大森金 五郎 氏の 讀み 方に 從 つて、 讀み 下し 式 

に 書き改め たので ある。 

あめく に おし ひらき あめのした しろしめす 

夫レ 聞ク、 彼 ノ將門 ハ天國 押 撥 御宇、 柏 原 天皇 五代 ノ 苗裔、 三世 高 望 王 ノ孫ナ 

リ。 其 ノ父ハ 陸奧鎭 府將平 朝臣 良 持 ナリ。 舍弟下 總介平 良 兼 朝臣、 將門ノ 伯父 ナリ。 

而 ルー 一良 兼 ハ去ル 延長 九年ヲ 以テ、 聊カ女 論 二 依 リ舅甥 ノ中旣 一一 相違 ス。 

これ は 『將門 記』 の 冒頭で、 正本の 方に は 亡びて、 抄本に 存 して 居る ものであるが、 大體が 六國史 張， 9 の 

漢文で あるのに、 其の 間に 「舍 弟」 、「i か」、 「旣に 相違す」 などい ふ 鎌 倉 式の 時代 用語が 侵入して 来て、 

『吾妻 鏡』 や 『平家物語』 の 文體の やがて 出來 上がるべき 萠芽 を 見せて 居る。 殊に r 而ル -1」 は、 當 時の 

文章に 於け る 一 種の 時 様の 接續語 であるが、 それが 『今昔 物語』 では 「而ル 間」 とな. -、 『保 元』 『平 治』 や 
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『平家』 では、 轉 じて 「さる 程に」 の 常 文句と なり、 降って 淨 if 璃ゃ 舞の 本で は、 更に 轉 じて、 「さる 程に 

>•、、、、  ちょっと 

さても 其 後」 の 常 文句と なった。 一 寸 した 事ながら、 言葉の 樣 式の 變 化は實 に 面白い ものである。 以 

下 は 本文で ある。 

ニ爱 一一 將門罷 メント 欲 スルニ 能 ハズ、 進 マント 擬スル 二 由 ナシ。 然リ而 シテ身 ヲ勵マ 

シ勸ミ 據リ、 刃ヲ 交へ テ合 戰ス。 將門幸 二 順風 ヲ得、 矢ヲ射 ルコト 流ル、 ガ 如ク、 

あた、、 •、、 、、 、、 たすく & 

中ル トコ ロ案ノ 如シ。 扶等 勵ムト 雖モ、 終 ニ以テ 負ク。 仍テ亡 ブル 者數 多ク、 存ス 

ル者已 二 少シ。 其ノ 四日 ヲ以 テ、 野 本、 石 田、 大串、 取 本 等ノ宅 ヨリ 始メ テ、 與カ 

ノ人々 ノ小宅 ニ至ル マデ、 皆 悉ク燒 巡ス。 〇〇〇〇〇〇〇。 火ヲ 遁レテ 出ヅル 者、 

矢 1 一驚 ィテ 還リ、 火中 二 入 リテ叫 唤ス。 〇〇〇〇〇〇 ノ中、 千年 ノ貯 一時 ノ炎ニ 伴 

フ。 

此處は 本文の 方で は、 「爱將 門 欲レ罷 不.， 能、 擬レ進 無い 由、 然而 勵レ身 勸據、 交 レ刃合 戰矣。 將門幸 得， I 

順風；、 射レ 矢如レ 流、 所レ中 如い 案。 扶等 雖レ勵 終以負 也。」 とい ふ 風の、 多少『日本紀』ぁた..^に似通った 

漢文. になって 居る ので あるが、. 形の みの 漢文で、 用語、 句作..^ の 精神が、 巳に 日本式に なって 居る 事 


「欲 スル  一 r 從ハ ズ」 、一中 ル所 案ノ如 シ」、 「與 カノ 人々 ノ小 宅-一至 ル マデ」 等の、 國語 式なる 詞遣を 見 

ズも， るで あら， フ。 また 「射レ 矢 如,， 流、 所レ 中如レ 案」 の やうな、 野 慕な 落ちつかぬ 不思議な 日本 流の 對 

句の 仕 立方に よって、 漢文の 滿 足に 書け ぬ 下手 文章， 家が、 强 ひて 漢文 まが ひの 文章 を 害いた 所から、 

いかにして 一種の 和漢 混淆 體が發 生した か、 そして それが 如何様に 磨き上げられ、 また 如何 樣に 適所 

に 用 ゐられ て、 『平家 J 其の 他の 文章の 妙味 を發 揮す る やうに なつ たかを 知る ことが 出來 るで あらう。 

殊に、 些細な 文句の 類似で は あるが、 此處に 引いた 一 火 ヲ遁レ テ出ヅ ル者矢  一 I 驚ィ テ還リ 云々」 の 二 

三 句と、 前に 引いた 『保 元 物語』 なる 一 火を遁 れん 者 は 矢 を 免る ベから す、 矢 を 恐れん 者 は 火を遁 るべ 

からす」 と を 比較して、 『保 元 物語』 の 作者： が、 『將門 記』 を 見て、 意識して 眞似 たと は 云 はれぬ まで も、 

少なくとも 鎌 倉の 軍記に 見える 勇壯な 調子が、 巳に 二百 年 前に 出来た 『將門 記』 の 中に 孕まれて ゐ たこ 

とが 解る であらう。 如何なる 事物 も 飛び離れた 進み 方 をす る もので はない。 わが 軍記物語 も、 やはり 

さう であった。 忽然と して 「無」 の 中から 或る 物が 飛び出した やうに 思 はれて ゐ たもの の 種子 を、 遙か 

の 前代に 見出だす の は 面白い 事、 また 偸 快なる 事で ある。 

時-一武 藏權守 興 世 王、 竊カ 一 一 將門ー 一 議シテ 云フ。 今 案 内 ヲ檢ス ルー 一、 一 國ヲ討 ット雖 モ公ノ K 輕 

カラ ズ、 同ジク ハ坂 東を虜 掠シ、 暫ラク 氣色ヲ 聞 カン 者。 將 門報ジ 答へ テ云 フ、 將 門念フ 所啻ユ 
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斯レ ノミ。 

「者」 は 「といへ， 9」 の 意で、 王朝 以来の 古文書に 普通に 用ゐら れた詞 である。 こ、 は賴 山陽が 『日本 外 

史』 の 「夫 取 二 一  州 1 誅、 取 二八 州 I 亦誅、 誅 一 耳。 顧 公安 所レ 決。」 の 原文で あるが、 吾々 は 此の 一 節に 於 

いて、 輿 世 王ゃ將 門の 欝勃 たる 覇氣を 現 はすに 適した、 力の ある 新しい 文體 が、 和漢 雅俗 混淆の 一 面 

に 萌しつ、 ある こと を 見出だし 得る であらう。 また 

將門苟 クモ兵 名ヲ坂 東-一 揚ゲ、 合 戰ヲ花 夷 一一 振 ヘリ。 今 世 ノ人必 ズ轚チ 勝 ッヲ以 テ君ト 爲ル。 縱 

ヒ 我ガ朝 -1 ァラザ ルモ、 皆 人ノ國 -1 ァ リ。 

の 如き は、 文句の 調子が 何となく 『平家物語』 の、 「義仲 苟も 弓馬の 家に 生れて、 纔に 箕裘の 塵を繼 ぐ。 

彼の 暴 惡を案 やる に、 思慮 を 顧る 能 はす。」 などい ふ 「木 曾 願書」 の 文句 や、 小 松 內府が 父 を 諫める 條な 

どに 似て 居る ではない か。 

私 は 次ぎに、 將門 最期の 一節 を 揭げて 見たい と 思 ふ。 そして 上下 二 段の 對照 式に 排列して、 上段に 

は 『將門 記』 の 原文 を 揭げ、 下段に は それと 同じ 事を寫 した 『今昔 物語』 の卷 二十 五なる、 「平 將門發 二 謀 

反 一 被レ誅 語」 の 一 節 を 並べ 揭げ て、 其の 異同 を 一 目の 下に 瞭然たら しめ、 而 して 『今昔』 の 作者が、 

百餘年 前に 出来た 『將門 記』 を 取って、 如何に 之れ を變へ 改めた か、 其の 變改 は退步 であった か、 進步 


であった か、 或 ひ は退步 にして 同時に 進步 であった か、 斯うい ふ點 から 見て、 『今昔 物語』 の 特殊の 地 

位と 價 K とが 何處 にあった か、 また それが 鎌 倉 軍記の 發 生に 如何なる 關係を 有する か を 明らかにした 


いと 思 ふ。 

、、、、、、、、、、、さ、、、、、 上 

(前 咚) 多 日ヲ經 ト雖モ 件ノ敵 ヲ玲ク コト ナシ。 仍テ 

皆 諸國ノ 兵士 ヲ返 シ遣ハ シ、 僅-一 遺 ル所ノ 兵 ハ千人 

- 一足 ラズ。 此ノ事 ヲ傳へ 聞キ、 貞盛幷 一一 押 領使藤 原 

秀鄉 等ハ、 四千 餘人ノ 兵ヲ驚 (ィ 整) へテ 急-一 合戰セ ン 

トス。 新皇大 一一 驚キ、 二月 一 日 ヲ以テ 、隨 兵ヲ率 ヰ、 

超ェ テ 敵地 下野 ノ方  一！ 向フ。 時 一 1 新 皇將門 ノ前陣 未 

ダ敵ノ 所在 ヲ知ラ ザルヲ 以テ、 副 將軍玄 茂、 陣頭 經 

明、 遂 高等、 後陣 ヲ以 テ敵ノ 所在 ヲ訪ヒ 得、 實否ヲ 見 

ン， 力 タメ、 高山 ノ 頂- 1 登リ、 遙 一一 北方 ヲ見ル 。實 一一 依 

タテ敵 ァリ、 略" 四千 餘人許 ナリ。 爱 一一 經明等 旣-! 

一 人 當千ノ 名ヲ得 タリ。 件 ノ敵ヲ 見過 ス ベ カラ ズ。 
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新皇 其の 所に して 日 來を經 と 云 へ 


も、 敵の 有 所 を 不レ聞 力。 然れ ば諸國 

の 兵 等 皆 返しつ。 遺る 所 僅に 千 人に 

足らす。 愛に 負 盛幷に 押領使 藤原秀 

鄉等 之れ を傳へ 聞いて、 彼等 公家の 

恥 を 助けむ と 思 ふ、 身命 を棄 て、 合 

戰と思 ふと 相 語って、 秀鄉等 多くの 

兵 を 具して 行き 向 ふに、 新 皇大に 驚 

て、 兵 引 具して 向 ふ。 旣に， 秀鄉 が陣 

に 打 合 ふ。 秀鄉計 賢くて、 新 皇の兵 

を 討ち 靡かす。 貞盛 秀鄉等 跡に 追 ふ 

四 三 


今新皇 -I 奏セ ズ シテ、 迫リテ 以テ押 領使秀 鄕ノ陣 一一 

討 チ合フ 。秀鄕 素 ヨリ 古 計 ァリ。 案 ノ如ク 玄茂ノ 蹿 

ヲ討チ テ、 其 ノ副將 軍 及 ビ夫兵 等 三 兵ノ手 一一 迷ヒ、 

S 方 ノ野 一一 散ズ。 (中略) 時 -ー 負、 盛秀 鄕等蹤 一一 就ィテ 

征ノ 程、 同日 未 申ノ剋 許-一 襲ヒテ 川口 村-一到 ル。 新 

すて 

皇聲 ヲ揚ゲ テ已 一一 行キ、 劎ヲ振 ウテ 自ラ 戰フ。 (中略) 

おは むれ 

大分 貞盛等 命ヲ公 一一 奉リ、 マサ-一件 ノ敵ヲ ft タン 

この ゆ ゑ 

トス。 所以 I 一群 衆 ヲ集メ テ甘 詞ヲ加 へ、 兵 類ヲ調 へ 

テ其ノ 數ヲ倍 Ij ス。 同年 二月 十三 日ヲ 以テ、 强賊ノ 

地下 總ノ魏 一一 着ク、 新 皇弊敵 等ヲ招 カント 擬シ、 兵 

使ヲ 引率 シ、 幸 島 ノ廣江 _ 一 隱ル。 爱 一一. 貞 盛事 ヲ 左右 

、、、 、■、、、、、、、  、、、、、、、、、、、 

一一 行ヒ， 計ヲ 東西 -ー s ラ シ、 且ラク 新皇ノ 妙屋ョ リ始 

メテ 悉ク與 カノ 邊ノ家 ヲ燒キ 掃フ。 火 煙 曰 升リテ 天-一 

餘クァ しづ、.. 人宅盡 t. テ地  一 J 主ナ、 >.、 僅-. 1. 遺レ ル錙素 
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た * か 


程に 追 着きぬ。 新皇相 向って 合戰ふ 

と 云へ ども， 兵の 員遙 かに 劣る に 依 

つて、 A 


<3  a げて敵 等 を 謀，.^ 寄せん と 思て 幸 

島の 北に 隱れ 居た る 間に、 貞 盛新皇 

の屋 より 始めて 其の 從類 共の 家 等 J . 

一 に 燒き婦 ひつ。 □ 


ハ舍宅 ヲ弃テ 、山 一一 入リ、 適.. 留 マレル 士女 ハ道 一一 

迷 ウテ 方 ヲ失フ 。常 陸 國ノ已 ニ損ズ \ ヲ恨ミ ズ、 唯ダ 

將門 等ノ治 マラ ザルヲ 歎ク。 今 貞盛件 ノ仇ヲ 追ヒ尋 

ヌ。 其ノ 日尋ヌ ルモ逢 ハズ。 其ノ 朝 將門身 一一 甲冑 ヲ 

擐キ飄 序 一一 遁 ルル 處ヲ 案ズ。 心 一一 逆惡 ヲ懷キ 衞方ノ 

亂行ヲ 存ス。 而ル 一一 恒例 ノ兵衆 八千餘 人、 未 ダ來リ 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 

集 マ ラザル 間、 啻 一一 率 ヰ ル所ハ 四百 餘人 ナリ。 且ラ 

ハ^1.島きノ北山ヲ帶シ、 陣ハ張 リテ相 待ッ。 貞盛秀 

鄕等 子反ノ 鋭衞ヲ 翫ビ、 梨老ノ 劎功ヲ 練ル。 十四日 

未 申ノ剋 ヲ以テ 彼此 合 戰ス。 時 一一 新皇 順風 ヲ得、 貞 

盛 秀鄕等 不幸 一一 シテ吹 下 一一 立ッ。 其ノ日 暴風 枝ヲ鳴 

一 フシ 地 籟塊ヲ 運ブ。 新 皇ノ南 ノ楣、 前 ヲ拂ッ テ自ラ 

倒レ、 負 盛 ノ北ノ 楣面ヲ 覆フ。 之レ 一一 因ッテ 彼此 循 

ヲ離レ テ各合 戰フノ 時、 貞盛ノ 中 陣變ヲ 討チ、 新皇 
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n 然 て新皇 常に 具した る 所の 兵 八 

餘人 未だ 集まらざる 間、 僅に 兵 四百 

、、、、、  、、、、、、、、、、 

餘人 有って、 幸 島の 北山に して 陣を 

張って 相 待つ。 貞盛秀 鄕等追 行て 合 

戰ふ 間、 初めは 新皇 順風 を 得て、 負 

、、、、、、、、、、、、、、、、 

盛秀鄕 等が 兵 討ち 返さ る 5 と 云へ 

、 

も X 


四 五 


ノ從 兵馬 ヲ羅ネ テ討ッ 。且ッ 討 取 ルノ兵 類 八十 餘人、 

皆 追ヒ靡 クル 所 ナリ。 爰- 一新 皇ノ 陣ハ 跡-一就 ィテ追 

じ 來ルノ 時、 贞盛秀 鄕爲憲 等 ノ伴類 二 千 九 百 人皆遁 

去〃。 只ダ遺 ル所ノ 精兵 三百 餘人 ナリ。 此 等方 ヲ失 

ウテ 立チ 巡ルノ 間、 還ッテ 順風 ヲ得。 時-一新 皇 本陣 

一一 歸ルノ 間、 吹 下-一 立ッ。 貞 盛秀鄉 等、 身命 ヲ弃テ 

テ、 カノ 限リ合 戰ス。 爱 -ー 新皇 甲冑 ヲ着 ケ、 駿馬 ヲ 

ば や、 、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、 

疾メテ 躬自ラ 相 戰フ。 時-一 現-一天 罰 ァリ、 馬 ハ風飛 

、、、、、  、、、、、、、、、  、、、、、、* 

ノ步ヲ 忘レ、 人 ハ梨老 ノ術ヲ 失フ。 新皇 暗-一 神鏑 一一 

、、 、、、、、、、、、  、、、、、、、、、 

中リ、 終-一 託 鹿 ノ野ニ 戰ヒ、 獨リ 蚩尤ノ 地-一 滅ブ。 

天下 未ダ將 軍自ラ 戰ヒ自 ラ死ス ルァ ラズ。 誰 レカ圜 

ラン、 少過ヲ a サズ シテ大 害 -1 及ビ、 私 - 一勢 ヲ施シ 

テ而シ テ公ノ 德ヲ奪 ハント ハ。 仍テ朱 雲ノ人 一一 寄セ 

テ長 鯨ノ頸 ヲ刎ネ ヌ 。便チ 下野 國ョ リ解 文ヲ副 へ リ、 


四 六 

X 後に は貞盛 秀鄕等 還って 順風 を 得 

たり。 身命 を惜 ます 合戰 ふ。 新皇駿 

馬 を疾て 自ら 合戰 ふ。 時に 現に 天罰 

、、ヽ 、、、、、 ヽ、 ぼ、、、 

有って、 Hllr も 走らす， 手 も S 見えす し 

て、 遂に 箭に當 たって 野の 中に して 

死にぬ。 貞盛 秀鄕等 喜びながら 猛き 

兵 を 以て 其の 頸 を 切 りつ。 卽ち 下野 

國 より 解 文 を 副 へ て 其の 頸 を 上ぐ。 

新 皇名を 失 ひ 命 を滅す 事、 彼の 舆世 

王 等が 謀の 致す 所 也。  其の 

後 將門或 人の 夢に 告げて 云 はく、 我 

れ 生きた， りし 時、 1 善 を 修めす して、 

惡を 造..^ て、 此の 業に 依て 獨.. ^苦 を 

受 くる 事 難 レ堪と 告げけ b となむ、 


同年 四月 二十 五日 ヲ以テ 其 ノ頸ヲ 言上 ス 。 (將門 記) 


語り 傳 へたる とや。 (今昔 物き 


『今昔 物語』 の 文が 『將門 記』 から 出た 事 は、 右の 對照 によって 明らかなる 事で あるが、 さて 『今昔』 の 一 

作家が 如何なる 創作 心理に よって 『將門 記』 の 文章 を 借 b て來 たか、 摸倣した か、 料理した か、 變へ改 一 

めた か、 とい ふに、 彼れ は 恐らく、 第一 に 「當 時の 讀 者に 耳 近く」 と考 へたで あらう。 而 して 此の 標準！ 

、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、>、、、、、、、、、、、、、、、、、 

によって， 漢文 を 和 化し 俗化した ので あらう、 また 俗耳に 遠い 虚飾の 文句 を 除き 去った ので あらう。 

「多 日 ヲ經ト 雖モ、 件ノ敵 ヲ聆ク コ トナ シ」 (將門 記) を 「日 來を經 とい へど も 敵の 有る 所 を 聞かす」 (今昔) 

と 改めた の は、 鱗 こば ッた 落着の ない 難語 難句 を、 俗耳に 近く 落ちつかせ たので あらう。 燒 討の 光景 一 

をば、 「新 皇の屋 より 始めて、 其の 從類 共の 家 等 一 々に 燒き掃 ひつ」 (今昔) と簡 單に寫 した だけで、 「火 

煙 昇 リテ天 一一 餘 リア リ、 人 宅 盡キテ 地 二 主 ナシ、 僅 一一 遺レル 緇素 ハ舍宅 ヲ弃テ 、山 一一 入リ、 適- 留マ 

レ ル 士女 ハ 道-一 迷 ウテ 方ヲ 失フ」 (將門 記) 等の 形容 文句 を 悉く 省いた の は、 漢文 を 拙く 真似た 四 六 まが 

ひの 對句仕 立が、 當 時の 讀者 をして 赏 景を 想像させる 上に、 何等の 效果 もない 事 を 知った からで あら 一 
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う。 一馬 ハ風飛 ノ步ヲ 忘レ、 人 ハ梨老 ノ術ヲ 失 フ」、 (梨 老は養 由、 武術の 達者で、 弓 を も 劍をも 善くし 

た 人) 「終-一 託 鹿ノ野 一一 戰ヒ、 獨リ蚩 尤ノ地 一一 亡ブ」 (託 鹿は黃 帝が 蚩尤 と戰 つた 所。 蚩尤は 支那 太古の 

蠻族、 其の 額が 銅鐡の 如く 堅く、 又 濛氣を 起こして 敵の 眼 を 暗ました とい ふ。) 「朱 雲ノ 人-一 寄セテ 

鯨 ノ頸ヲ 刎 ネヌ」 (朱 雲、 字 は游、 漢の成 帝の 世の 人、 俠氣 あ， り、 身丈 八 尺、 勢力 絕 倫と 稱 せられた。 

長 鯨 は 巨大な わ る 者の 意。) 等の 、迎山な故事入^^ の 文句 を 却け て 、 簡單に 「馬 も 走らす、 手 も I- えす」、 

「野の 中に して 死にぬ」、 r 猛き兵 を 以て 其の 頸 を 切りつ」 と 改めた の は、 梨老、 涿鹿、 蚩尤、 朱 雲、 長 

鯨 等の や i こしい 故事が、 當 時の 讀 者の 大部分に 理解され る 害が なく、 よし 大 骨折の 結果 理解され た 

にしても、 趣味の 感得の 上に 何等の 效果 もない 事 を 知った からで あらう。 かくして 『今昔』 の 作者 ま，、. 

『將門 記』 から 難語 難句の 耳遠い 要素 を 去って 俗耳に 親しみの ある ものと し、 學者 同志が 街 ひ 合 ふ 材料 

となる だけの 無駄な 故事 や 駢麗の 雅句を 取， り 去って、 直截簡明なる 時檬 式に したので、 かくして 彼， e 

の無學 不文なる 事が、 却って 新樣 式の 活 きた 文章 を 作る 機緣 とな，. >、 而 して 古典的の 眼から 見て、 花 

の 少ない 光らない 卑俗 劣等の 文章が、 やがて 磨き上げられて 堂々 たる 新時代の 文章と なる べき 種子と 

はなった ので ある。 『今昔 物語』 は、 話し上手、 聞き上手、 口 まめ、 筆 まめの 源 大納言 隆國 が、 宇治 

橋の 畔に庵 を 結び、 道行く 人に 茶菓 を 接待して、 人々 の 話す 物語 を、 聞く がま、 に 書き留めた もの だ 


と 云 はれて 居る。 無論 彼れ の 物語の 中には、 在來の 文書から 取った 種 も無數 にある が、 例へば 此の 

將門 物語の 如き、 或 ひ は 次ぎに 載せる 業 平 物語の 如き =±ハ の 書物 種の 物語が、 文に 附 いて ゐた 難解 

な 無駄な 要素 を棄 て、、 耳 近い 一種の 通俗 味を發 揮した の も、 一 つ は、 作者が 活 きた 人の 活 きた 話 を 

聞き馴れた 習慣から 来たので あらう。 

序ながら、 『將門 記』 の 文の 末に、 「誰レ カ圆 ラン 少過ヲ 釓サズ シテ 大害ュ 及ビ、 私-一勢 ヲ施 シテ而 

シテ 公ノ德 ヲ奪ハ ント ハ。」 とい ひ、 『今昔』 から 引いた 文の 末に、 「將門 或 人の 夢に 告げて 云 はく、 我 

れ 生きた， りし 時、 一 善 を 修め やして、 惡を 造， りて、 此の 業に 依て 獨， り 苦を受 くる 事 難い 堪と 告げた， りと 

なむ。」 と 云った、 是 等の 批評 的、 敎訓 的、 勸懲 的の 添 言葉 は、 後の 『保 元』、 『平 治』、 『平家』、 『盛衰 記』、 

『太平 記』 等に 於け る、 批評 的、 敎訓 的、 勸 善懲惡 的なる 添詞の 濫觴 をな した もので、 此の 二つの 作 は、 

かやうな 點に 於いても、 鎌 倉 以後の 軍記 其の 他に 對 して、 淺 からぬ 關係を 持って ゐ るので ある。 
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五 〇 

こんじゃく  し だん 

『今昔 物語』 は 天竺、 震旦、 本朝、 卽ち 印度と 支那と 日本、 この 三國の 興味 ある 話 を 通俗に 書いた 斷片 

的 結集で、 趣向の 單 純な 點 から 見ても、 文章の 拙く して 品位の 乏しい 點 から 見ても、 それ 自身の 文學 

的 價値 の 甚だ 卑 いもので あるが、 しかしな が ら平 安朝眞 盛り の 文學と 鎌 倉 文學 との 橋掛， り を な し て 、 

新しい 文學の 産婆 役 を 勤めた 點 から 云 へば、 無類の 地位 を 占め 無類の 憒値を 有する ものと 云 はれる で 

あらう。 而 して 其の 無類の 地位と 偕 値との 認められる 最も 主なる 點の 一 つ は、 文體の 方面に あるが、 

此の 點 から 見て、 此の 物語の 大 いなる 功績の 第一 は、 當 時の 巷談 を 其の ま、 に 書いた 點、 卽ち 時人の 

言葉 調子 を そッく 害き 留めた 點 にある。 第二 は、 漢文 を 和 化した 點、 和 臭を帶 びかけ て來た 漢文 を 

更に 和 化し 俗化した 點 にある。 第三 は、 王朝 式の 純粹な 和文 を、 思 ひ 切って 漢文 化し 時 様 化した 點に 

ある。 取.. > すべて 云 ふと、 時代の 俗樣を 基本と して、 漢文 を 和文 化し、 和文 を 漢文 化した 點 にある。 

尤も、 此の 物語の 文章の 漢文 化、 和文 化、 俗 様 化 は、 凡て 半熟 半 化の 雜糅混 清 式で、 圓熟 完成の 功績 を 

後代の 文 學に讓 つた 趣 は あるが、 n 而 して 鎌 倉の 軍記物語 は 其の 圓熟 完成の 一 部と 兑らる べき もの で 

あるが、 = しかしながら、 其の 半熟 半 化なる 所が 此の 物語の 特殊の 姿で、 平安朝の 優美な 女性的の 單 

調な 文學 が、 此の 半熟 半 化の 橋梁 を、 柑堝 仕掛の 施されて ゐる トンネルの やうな、 見ッ ともない 狹苦 

しい 間道 を 通， り 過ぎる 中に、 いつの 間に か、 すッ かり 姿を變 へられて、 あの 男性、 硬性、 多様性の 鎌 倉 


『今昔 物語』 の 文章が、 一 面 時 様の 寫赏 である 事 は， 此の 物語の 何處を 見ても 容易に 看取され る 事で あ 

，ります。 漢文 脈が 俗化、 時樣 化された 事 は、 前なる 『將門 記』 との 比較 對照 によって、 巳に 明らかにさ 

れ ました。 殘る所 は、 平安朝の 純粹な 和文の 時 様 化、 漢文 化された 事で、 そして 其處 にも 軍記物語の 

Z  J  V  .  J ち, つまぐ * こ 

文體の 萌芽が 含まれて 居る 事で あ， ります が、 之れ を證據 立てる 爲 めに、 私 は 「業 平柬下 ，り」 の 一節 を 


取って、 『伊勢 物語 J と 『今昔 物語』 の卷 二十 四なる 「在 原 業 平 中將行 一一 東方 ー讀二 和歌 一語」 と を、 な 


肯と 115. 


じく 二 段對照 式に 排列して、 比較して 見たい と 思 ひます。 上段が 御手 本に なった 本元の 『伊勢 物語』、 

下段が それ を時樣 化し 漢文 化した、 一面から は墮 落しつ、、 他の 一面に 於いて 新生面 開拓の 第一 着步 

を な した 『今昔 物 語』 で あ ，り i 6 す 。 

昔 男 あ， りけ， り。 その 男、 身 を やうな きものに  今昔、 在 原 業 平 中 將と云 人 有け， 9。 世の 好 者 
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軍記が 出来た かと 思 ふと、 私 は 立派な ものから 成. り 下って、 まだ 立派な 物に 成， り 切らぬ 此の 物語の 片 

輪 姿 に、 何とも 云 は れ ぬ 愛着 を感や る の で あ. り ます。 


さやう  あつま- 

思 ひなして、 京に は をら じ， 東の 方に すむ ベ 

きところ求めむとて行きけ，.：^。 信 濃の 國淺間 

の 岳に 烟の 立つ を 見て、 

信 濃なる 淺 間の だけにた つけぶ， り 

をち こち 人の 見や は とがめぬ。 

ひ とり ふ たり 

もとよ， 9 友と する 人 1 八 二人して もろと 

い 

もに いきけ， り。 道 知れる 人 もなくて まど ひ 行 

やつはし 

きけ り。 三 河の 國 八橋と いふ 所に いた， りぬ。 

そこ を 八橋と 云 ふこと は、 水 ゆく 川の 蛛 手な 

れば、 橋 を 八つ 渡せる によりて なむ、 八橋と 

はいへ る。 その 澤の ほと， りの 木陰 にお， り 居 

て、 餉 くひけ， り。 その 澤 にかき つばたい と 面 

白く 疾 きたり。 それ を 見て、 あ る 人 のい は 

く、 かきつ ばた とい ふ 五 文字 を、 句の 上に す 


五 二 

にて なむ 有け る。 然るに 身 を 要 無き 者に 思 ひ 

、 、 、 、 あ.. つま 

成して、 京に は 不レ居 じと 思 ひ 取て、 東の 方 

、 、 

に可レ 住き 所 や 有と て 行きけ， 9。 本よ， り 得意 

と 有， りけ る 人 一 兩人を 伴 ひて、 道 知れる 人 も 

無くて 迷 ひ 行きけ り。 而 る間參 河の 國 八橋と 

いふ 所に 至， りぬ。 其 を 八橋と 云 ひける 樣は、 

河の 水 出て 蛛手 也ければ、 橋 を 八つ 渡しけ る 

に 依て、 八5^5とは云ける也。 其 澤の邊 に木隱 

の 有け る。 業 平 下， 9 居て 餉食 ひける に、 小 河 

かきつ ばた やさし  、 、 、 

の 邊に劇 草 議く榮 た b ける を 見て、 具した 

、ヽ ヽ、、 ヽ、、 かきつ ばた 

^ける 人々 の 云く、 劇 草と 云 ふ 五 文字 を 句の 

頭 每に居 ゑて、 旅の 心の 和歌 を讀 めと 云 ひけ 

れば、 業 平 此く讀 けり。 

唐衣き つ、 なれに し 妻し あれば 


ゑて、 旅の 心 をよ めと いひければ、 よめる。 

唐衣き つ 、なれに しつ まし あれば 

は る <^ きぬる 旅 をし ぞ おも ふ。 

とよめ，. > ければ、 皆 人 餉 の 上に 淚 おとして 

はとび にけ，.^。 ゆきくて 駿 河の 國 にいた， り 

ぬ。 宇津の 山に いた，. > て、 我が 入らむ とする 

道 はいと 暗う 細き に、 蔦 かへ での 葉 しげ. CS て 

物、：；^ ほそく す ろなる 目 を 見る ことと m ひふ 

すぎ やう ざ 

に、 修行者 あ ひた， り。 か、 る 道に はいかで か 

おはす ると いふに、 見 ば 見し 人な， 0 けり。 

1 う  ふみか 

京に その 人の もとにと て、 文書き てつく。 

駭 河なる うつの 山邊 のうつ  にも 

夢にも人のぁはぬ なh^けb,。 

さ つき 

富 士の山 を 見れば、 玉 月 のつご も，.^ に、 雪い 
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は る きぬる 旅 をし ぞ おも ふ。 

と。 人 此れ を 聞て 哀れに 思て 泣に け， り。 餉の 

上に 淚 落ちて ほと びに けり。 其 を 立て、 眇々 

と 行々 て 駿河國 に 至りぬ。 うづの 山と 云 山に 

入らむ と爲 るに、 我が 入らむ， と 爲る道 は 糸ー陌 

し。 心細き 事無レ 限。 絡石鷄 冠木 繁て物 哀れ 

也。 此 くす ろなる 事 を 見る 事と m- 心 ふ 程に、 

一人の 修行の 僧會 ひた， り。 此れ を： 3- れば、 京 

にて 見知た る 人 也け， り。 僧 業 平を兑 て、 奇異 

>  い 力ま はす 

に 思て 云く、 此る道 をば 何で 御座 ぞと。 業 平 

そ こに おり & 

其 下 居て、 京に 其 人の 許に 文 を て 付く。 

£11^ なる， つづ の山邊 のう つ、 にも 

夢にも 人に あはぬな， りけ， り。 

と。 其よ， り 行々 き 富 士の山 を 見れば、 五月の 

五三 


と 白う 降れ- 

時 知らぬ 山 は ふじのね い つと て か 

かのこ まだらに 雪 の ふる らむ。 

(伊勢 物語) 


五 四 

晦日に 雪 糸 高く 降た るに 白く 見 ゆ。 其れ を 見 

て、 It 平 此く讀 けり。 

時 知らぬ 山 は富士 のね い つと て か 

かのこ まだらに 雪の 降 るら む。 

(今昔 物語) 


『今昔』 の 文章が 『伊勢』 に比べて 劣って 居る 事 は、 一見して 明らかな 事で ある。 『伊勢』 の 簡潔が 冗漫 

にされ、 上品が 下品に され、 圓ぃ、 しなやかな、 通， りの よい、 すく やかな 姿が、 曲， りくね つた、 滯， り 

がちな、 ： ぎくしゃくした、 病的な、 關 節の 多い 姿に され、 餘 計な 接 續詞が 加 へられ、 美しい 句 調の 流 

あて じ 

れ をぶ ッ きら 棒に 瑕き 止められ、 餘 計な 返， り點 づきの 漢文 まが ひに され、 俗語に 直され、 宛字 を 添へ 

られ た有樣 は、 多少な， りと も 見識の ある 作家の 敢 てし 得ぬ 事の 様に も m 心 はれる が、 しかしながら 『今 

昔』 の 作者の 眞 意を忖 るに、 彼れ は 『伊勢』 『源氏』 の 作家に 拮抗すべき 手腕が あると 思って ゐ たので も 

なく、 又 『伊勢』 其の 他の 古典 を 通俗化す る 事が、 古典 を 汚辱す る 所以 だと 思った ので もな く、 唯 だ 淡 

泊に、 むづ かしい 古典 を 耳 近くして、 多 數の讀 者に 悅び を頒 かたう と考 へたので あらう。 そして 其の 


様な， 手腕に 誇ら や、 匠 氣に煩 はされ や、 文學的 功名心に 束縛され ぬ、 子供ら しい 態度の 結果が、 偶 

然 にも、 新 文學、 新 文體の 種子 を 蹄く J になった ので あらう。 例へば、 『伊勢』 や 『源氏』 に は 全くない 「然 

るに」 ，「面る 間」 などい ふ、 野暮な 無駄な 接續詞 は、 一 見 古典の 妙 文 致を臺 なしにし たやう にも 見える 

が、 それが いつの 間に か 恰好よ く墙め 直され、 適所に 面白く 用 ゐられ て、 鎌 食 軍記に 特殊なる 文 致 を 

成した の を 見ても、 此の 問の ffi 息が 解る であらう と&兮 はれる。 


私 は 次ぎに、 『今昔 物語』 の卷 二十 五の 中から、 縑 倉の 軍記 を 想 ひ 起こさせる やうな 數節を 抄出して 

見ようと m>5 ふ。 第 一 は 「平 維茂 罰 二 藤 iiw 諸 任 一語」 の 冒頭で. ある。  - 

やん ごとな な.. ん だち 

今昔 赏方中 將と云 人、 陸奧 守に 成て 其の 國に 下た， りけ る を、 其の 人 は 止 無き 公達 なれば、 國の 

內の可 レ然き 兵 共、 前々 の 守に も 不レ似 や、 此の 守 を饗應 して、 夜る ま 4 る 館の 仕な」 無 か， りけ 

t 而る間 其の 國に平 維茂と 云 者 有け， り。 

「而る 間」 は、 前に 云った 通り、 斯様な 場合の 接續に 用ゐら れた當 時の 常 文句で、 『古 記』、 『日本 紀』 

あた..^ にある 1 故」 「爾」 にあたって 居る ものである。 - 】 れが 後に、 「さる 程に」 と 形を變 へ て 鎌 介 以後の 
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軍記に 用 ゐられ る ことにな つたので あるが.、 多分 當時 通用の 俗語 を 使った ので あらう。 同じ 物語の 

「源 賴義 朝臣 罰 二 安倍 負 任， 語」 の 初めに、 

今昔、 後冷泉 院の御 時に、 六 郡の 內に 安倍 賴 良と 云 者 有け， り。 其の 父 をば 忠良と なむ 云 ひける。 

父祖 世-^ を 相繼で 骨の 長 也け り。 威勢 大 にして 此に不 レ隨者 無し。 共の 伴類廣 くして 漸く 衣河の 

外に 出づ。 公事 を不レ 勤る 代 1 の國 司、 此を 制する 事 不一： 能ハ？ 而る 間、 永 承の 頃、 國司藤 原 登 任 

と 云 ふ 人、 多の 兵を發 して 此れ を責と 云へ ども、 賴良 諸の 八 S を 以て 此を 防ぎ 合戰 ふに、 國 司の 兵 

討 返されて 死ぬ る 者の 多し。 公 此の 事 を is 食て、 速に 賴良を 可 二 討 奉 1 き 宣旨を 下されぬ。 源賴義 

朝臣に 仰て 此を 遣す。 賴義鎭 守 府の將 軍に 任じて、 太郞義 家、 ニ郎義 綱、 竝に 多の 兵 を 相 具して、 

賴良を 討む が爲 に、 旣に陸 奥國に 下， 9 ぬ。 而る間 俄に 天下 大赦 有て、 賴良 被， 免 ぬれば、 賴良 大き 

に 喜で 名を賴 時と 改む。 亦且は 守の 同名なる 禁忌の 故 也。 

とあって、 妙な 處に常 文句と して 頻， 9 に 用 ゐられ て 居り、 そして それが 『平家， 物語』 などの 「さる 程に」 

と 全く 同じ 處に繰 返されて 居る ところ を 見る と、 多分 當 時の 俗語が 『今昔』 等に 入， り、 それが 變 じて 軍 

記に 用 ゐられ る やうに なった ので あらう と 思 はれる。 

同じ 平 維茂の 條に、 餘五將 軍 維茂が 敵の 諸 任に 夜襲され ると ころ を、 かう 寫 して 居る。 . 


餘五然 こそ は 有め と 思て、 軍 も 皆 返し 遣て 緩みて 居た るに、 十月の 朔 頃の 程に、 丑 時 許に、 前に 

大きなる 池の 有る に 居た る 水鳥の、 俄に 譟 しく 立つ 音の しければ、 餘五 驚て 郞等 北ハを 呼て、 軍の 

來 たるに こそ 有 ぬれ。 鳥の 痛く 騷ぐ は。 男 共 起きて 調度 負へ。 馬 どもに 鞍 置け。 格に 人 登れ。 な 

ど 俸て、 郞等 一人 を 馬に 乘 せて、 馳 向て 見て 來 とて 遣つ。 卽ち 返， り來て 云く、 此の 南の 野に 口 幾 

許と は 否 不二 見給ハ 1、 軍 眞黑に 打 散て 四 五町 許に 見え 候ぞ と。 餘五此 を 聞て、 此許 被ッ厥 ぬれば、 

今 は 限りなめ， り。 然 ども 一 切れ 支て 可 レ戰き 也と 云て、 軍の 寄， り 可 レ來き 道々 に、 各 四 五 騎 許、 循 

を 突て 待 懸けさす。 

前々 の は 『今昔』 が 漢文 和文 を 俗 様に 爆め 直した 點 から 見て、 鎌 倉 軍記の 由 來を說 明した ので あるが、 

こ > ^に 引いた 一節 を讀 むと、 平安朝 文學 の戰爭 記述が、 もう 鎌 倉 軍記の 門口まで 來て 25 る、 とが 解る。 

殊に 「軍の來たるにこそ^^,りぬれ。 鳥の 痛く 騒ぐ は。 男 共 起きて 調度 负へ、 瑪 共に 鞍 置け。 格に 人 登 

れ。， 一の、 ボッ 切れの 命令 詞の 連發の 如き は、 『平家物語』 の 

宗盛ノ 卿、 あっぱれ 馬 や、 馬 は 誠に 善い 馬で 有-りけ り。 され どもへ はりに 惜 みつるが |H きに、 主が 

名乘 を鐵燒 にせよ とて、 仲 綱と いふ 鐡燒 をして、 厩に こそ 立てられ けれ。 客人 來て、 ^こえ 候 ふ 

名馬 を、 見 候 はば やと 申しければ、 其の 仲 綱め に、 鞍 置け、 引き出せ、 乘れ、 打て、 はれ、 なん 
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どぞ宣 ひける (卷第 四， 競)  .^iiilflv 

や、 木曾義 仲の 大將 振を寫 した 「鎧 取って 着、 矢 搔き負 ひ、 弓 押 張. り、 兜の 緒 をし め、 馬に 打乘 つた 

るに は、 似 も 似卞惡 か， りけ り。」 (卷第 八、 猫 間) 等の 名文 を m 心 ひ 出させる 妙味が ある。 同じ 維茂が、 やう 

やく 難 を 免れて 後、 直ちに 復讎に 押 寄せる 所を寫 して は、 

維茂、 命惜 からむ 尊達來 たるべ からす、 我れ 一人 は 行きな むと 云って、 只 だ 出立ち に 出立つ。 然 

こと.； リ 

れば郞 等 共の、 後の 日戰 はむ と 定めつ る も、 此を 聞て、 極めた る 理 に 侍， り。 また 申すべき 樣無 

し。 只 だ疾く 出立た せ 給へ と 云へば、 餘五 出立つ とて 云 はく、 我れ よも 言 ひ錯ら じ。 此奴 は 終夜 

戰 ひし 極 じて。 其々 の河邊 に、 乃至 其の 岳の 彼方 面に * 櫪 などに こそ、 死た る 如くに て 臥した 

£ "こ 

らめ。 馬な ども 轡 解いて 称 飼うて ぞ息 ふらむ。 弓な ども 皆 □□□ て 緩めたら むに、 千 人の 軍な， り 

とも 何 態 を かせむ。 今日 だに 不レ爲 では 何 を 期す ベ きぞ。 命惜 からむ 者 は 速に 留まる ベ しと 云て、 

ふき  むか は ざ  i.i  * ^やん がさ  うば ざし かりまた 

我れ は 紺の 澳に款 冬の 衣 を 着て、 夏 毛の 行騰を 履き、 錢簡笠 を 着て、 征箭 三十 許、 上 指 雁 胯ニ並 

指した る 胡錄を 負て、 手 太き 弓の 革 所々 卷 たる を 以て、 打 出の 太刀 帶 びて、 腹 葦毛なる 馬の 長 七 

寸許， りに て 打 はへ 長き が、 極めた る 一物の 進退なる に乘 つて、 軍の 員 を 計 ふれば、 馬の 兵 七十 餘 

尺、 步兵 三十 餘人、 合はせて百餘人ぞ^：^まれる。 此れ は 家 近き 者 共の 疾く て馳せ 集まれる なる 


べし。 家 遠き 者 共 は 未だ M かねば 遲く來 るなる べし。 此 くて 跡 を 尋ねつ、、 打ちに 打って 追 ひ 行 

まか 

くに、 彼の 大君の 家の 前 を 渡る とて 云 ひ 入れし むる 様、 平 維茂 今夜 罸被 口て a げて罷 る 也と。 

と 書いて 居る が、 武人の 心意 氣立 振舞から、 詞遣ひ 軍装 束に 至る まで、 その 細やかな 活 きくした 描 

寫は、 もう 獨 立した 軍記 文學の 出現 を豫 想して 居る かの 様に 見える。 私 は 之れ を 見て、 『平家物語』 

の卷十 一 、 八 島 合戰の 「大坂 越： 一の 條 なる、 

ふっか V- 

我官 さて はよ き 隙 ござんな れ、 是れ よ， り 八 島へ は、 いか 程 ある ぞと宣 へば、 二日 路で 候と 申す C 

いざさら ば 敵の 聞かぬ 先に 寄せん とて、 馳 せつ、 控 へつ、 a けつ、 步 ませつ、 阿波と 讚岐の 境な 

上 もす がら  や にん ビ か  たてぶ み  ，、 二..' にん 

る、 大坂 越と いふ 山 を、 終夜 こそ 越えられ けれ。 其の 夜の 夜半 許， りに、 立 文 持った る 男 一人、 判 

官に 行き 連れた， り。 

の邊， り を 想 ひ 起こさ やに 居られぬ。 やがて、 諸 任が 餘 五の 不意 討に 逢って、 大 ffi てして 首 を 揚げられ 

ると ころ を寫 した 文句の、 

餘五 之れ を 開て 喜んで、 只 だ疾く 打てと 催して、 飛ぶ が 如くに して 行きぬ。 其の 岳の 北 南に 馬 を 

打 上げて、 岳の 上よ，.^ 南の 添 を 下様に 趣け た， り。 下様 なれば 馬場の 様なる 野 を、 笠懸を 射る 様に 

音 を 叫んで、 鞭 を 打って 五六 十 人 許， り 押 懸けた， り。 其の 時に 澤脸 の四郞 よ. り 始めて、 軍 共 俄に 起 
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き 上って 此れ を 見て、 或は 胡錄を 取って 負 ひ、 或は 鎧 を 取って 着、 或は 馬に 轡を 口、 或は 倒れ 迷 

ひ 或は 調度 を棄 て、 处 ぐる 者 も 有り、 或は 楣を 取って 戰は むと する 者 も 有り。 Mr 共 はとよ み： 

とよ まされて 走. 0 騒げば、 恬 かに 取って 轡を □ る 者 も 無し。 然れば 舍人を 蹴 丸ば して 走る 馬 も あ 

り。 時の 間に 三 四十 人 許， りの 兵を箭 庭に 射 臥せつ。 或は 馬に 乘 つて 戰は むの 心 も 無くして、 鞍 を 

打って 处 ぐる 者 も 有， り。 然て澤 跨 をば 射 取って 頸 を 切. りつ。 

の あた， り は、 整 はぬ 所 は あるが、 其の 活 きくした 描寫 は、 平家の 軍が 富士川の 水禽に 驚き 騷 いだ 光 

景を寫 した 『平家物語』 の 文章の、 

つ はもの ども  きの ふ 

平家の 兵 共 あは や 源氏の 大勢の 向うた る は、 昨日 齋藤 別當が 申しつ る やうに、 甲斐 言 濃の 15^ 氏 

か 、こ き 

等、 富 土の、 裾よ， り、 搦手へ や 過， り 候らん。 敵 何十 萬騎か 有る らん。 取， り 籠 めら れては 叶 ふま 

すの また 

じ .爱 をば 落ちて 尾 張 河洲侯 をば 防げ やとて、 取る 物 も 取， り敢 へや、 我先にく と， f 三洛ち 行き 

ける。 餘 りに ffi て騷 ぎて、 弓 取る 者 は箭を 知ら や、 箭 取る 者 は 弓 を 知ら や、 我が 馬に は 人乘， り、 

人の 馬に は 我れ 乘り、 槃 いだる 馬に 騎 つて 馳れ ば、 ， 株 を 週る 事 限， りなし。 

の邊に 似通った 味 は ひ を も 見せて 居る。 同じ 『今昔』 の 廿五卷 の、 源 賴義が 奥州 征伐 を 記した 所に、 

則遙 かに 王城 を拜 して 誓 を 立て、 云 はく、 我れ 旣に 子弟 類 伴を發 して 將 軍の 命に 隨ふ。 死なむ 


事 を 顧みす。 願 はく は 八幡 三 所 我が 丹誠 を 照らし 給へ。 我れ 更に 命を惜 まやと。 若干の 軍 此の 言 

を 聞いて、 皆 一 時に 勵心 を發 す。 其の 時に 鳩 軍の 上に 翔る。 守 以下 悉く 此を禮 す。 卽ち松 山の 道 

に 趣いて、 磐 井の 郡 中 山の 大風 澤に 宿る。 次の 日 其の 郡の 萩の 馬場に 至る。 宗 任が 叔父 僧 良 照、 

小 松の 楣を 去る 事 五町 餘也。 日次不 レ宜、 並びに 日晚 たるに 依て 責 むる 事な し。 武 則が 子 共、 彼 

の 方の 勢 を 見む が爲 めに 近く 至る 間、 步兵 等楣の 外の 宿屋 を燒 く。 其の 時に 城の 內 騒ぎ 呼んで、 

石 を 以て 此れ を 打つ。 愛に 守武 則に 云 はく、 合戰 明日と 思 ふと 云へ ども、 自然ら 亂れ にた. 5、 

日 を 撰む ベから すと。 武 則亦然 也と 云 ふ。 而 るに 深 江の 是則、 大 伴の 員 秀と云 ふ 者、 猛き者 二十 

餘人を 具して、 叙を以て岸を掘...^、 鉢 を 突いて 巖に 登って、 栃の下 を斬壤 て、 城の 內に 亂れ入 

て、 叙 を 合 はせ て 互に 打 合 ひ ぬ。 城の 內亂れ て 人 皆 迷 ふ。  愛に 守 馬よ b 下て、 遙 かに 王城 

を禮 して、 自ら 火 を 取て 誓て、 此れ 神火 也と 云て、 此を投 ぐ。 其の 時に 鳩 出で 來 つて 陣の 上に 翔 

る。 守此を 見て 泣く く 此を禮 す。 其の 時に 忽に 暴き 風 起って、 城の 內の屋 共 一 時に 燒 けぬ。 

とい ふやうな 文が あるが、 何となく 『平家物語』 の 「木 曾 願窨」 の 終りなる、 

たの も  ふたつ  なか 

憑し き 哉 八幡 大 菩薩、 眞赏の 志 二な きを や、 遙 かに 照 覽し給 ひけん、 雲の 中よ， り 山鳩 三つ 飛び 來 

たって、 源氏の 白旗の 上に 翩 翻す-)  此の 人々 の 先祖、 賴義の 朝臣、 奥州の 夷 貞任宗 任を攻 
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み かた  いくさ  かう  らいぎ  .f たき 

め 給 ひし 時、 御 方の 戰 弱く、 凶賊の 軍强 くして、 旣に 角と 見えし かば、 賴義の 朝臣 敵の 陣に 向つ 

て、 是れは 全く 私の 火に 非 や、 神火な， りと て 火 を 放つ。 風 忽ちに 夷賊の 方へ 吹き S ひ、 厨 河の 城 

ぜんじ 上う 

燒け 落ちぬ。 其の 時 軍 敗れて 負 任宗任 亡びに けり。 木 曾 殿 斯様の 先 蹤を思 ひ 出で て、 急ぎ 馬よ-り 

お  かぶと  〕，- う.， つ うが ひ  たの S 

下り、 兜を脫 ぎ、 手水 嗽 をして、 今 此の 靈墙を 拜し給 ひける、 心の中 こそ 憑し けれ。 

や、 同じ 物語の 「先帝 御 入水.」 の條 なる、 

お.^ かヒ  た、 

され ども 平家の 御 方に は、 十 善 帝王 三種の神器 を t ぼして、 渡らせ 給へば、 源氏 如何 あらん やらん 

と、 危う 思 ふところに、 暫しは 白雲 かと 覺 しくて、 虚空に 漾 ひける が、 雲に て は 無 かりけ， り、 主 

ひとな がれ  さが  へ  さ を， つけ 

もな き 白旗 一 旒舞ひ 下って， 源氏の 船の 舳に、 棹附の 緒の、 さはる程にぞ見ぇた，..^ける。 判官 是 

れは 八幡 大 菩薩の、 現じ 給へ るに こュ、 と悅ん で、 を 脫ぎ、 手水 嗽して、 これ を拜し 奉， り 給 ふ。 

の あた， り を 思 ひ 起こさせる 所が ある。 おも ふに 『平家』 の 作者 は、 內容、 舆味、 趣向の 點に 於いての み 

ならす、 文體に 於いても、 『今昔 J の 此の あた， りに 負 ふ 所があった ので、 『今昔』 のぎ ごちない の を柔ら 

げ、 單 調なる に變化 をつ け、 乾燥なる に 花 を 添へ て、 達意 程度の 無趣味なる 文章 を、 立派な 藝術 品に 

磨き上げ たので あらう。 そして 平安朝 眞 盛りの 文學 から = 和文と しても、 漢文としても=墮落した.1^ 

下 b 文章に、 新ら しい 時代精神の r 活」 を 入れて、 新時代の 代表 文 學に成 上らせた ので あらう。 「判官 兜 


を脫 ぎ、 手水 嗽して これ を拜し 奉..^ 給 ふ」 の 如き は、 まさしく 「守 以下 悉く 之れ を禮 す」 を柔げ て、 =^ 

折 を 添へ たもので、 奥州 征伐 記の 一章の 如き は、 『今昔』 が 前の 『將門 記』 を 承け て、 後の 鎌 倉の 軍記 を 

産み出 だした 消息 を、 最も 面白く 具體 的に 物語って 居る ものである。 
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文學は 時代 忍 想の 現 はれた もので、 多くの場合に 於いて は， 時代の 中心思想 を 最もよ く 現 はした も 

のが、 其の 時代の 中心の 文 學と稱 せられる。 これ を 我が 軍記 文 學の發 達に ついて 見る と、 上代に 於い 

て は、 靱負ひ 太刀 帶く 武人の 階級が、 多くの 伴 緒の 唯 だ 一部 を 成して ゐ ただけ で、 從 つて 戰^ や 武人 

の 生活 も、 唯だ國 民の 生活 現象の 或る 一部 を 形づくる に 過ぎなかった。 斯様な 時代に ま： かれた 戰爭の 

記事が、 當 時の 文獻の 一部に 介在す るの みで、 獨 立した 大きな 存在 を 見せなかった の は 當然の 事で あ 

る。 平安朝 は 公卿の 世界、 大宮人の 世界、 感情 本位、 文藝 本位の 世界で、 平和の 風の 隅から隅まで 吹 

きわたった 時代で ある。 武人が 極端に 輕 蔑され て、 彼等が 折角の 勇氣と 技術と が、 公卿の 護 衞と山 立 

第 四 新 文 攀の發 生 I 平 治 物語  六 三 


追 剝の追 捕と に 用 ゐられ た 時代で ある。 『將門 記』 によると、 將門を 降伏す るた め、 軍兵より は 祈禱に 

依頼して、 一七 日に 七 斛有餘 の 芥子 を燒 いたと いふ 世で ある。 武人の 生活が 時流の 文學に 顧みられな 

かった の は 當然の 事で あらう。 而 して 偶 i 場末の 東國西 海に 起こった 凶徒 鎮撫の 軍 沙汰が、 或 ひ は 旬 

は づれの 奇怪な 文章で 書かれ、 或 ひ は 奇聞 珍 話 を 蒐集した 雜 書の 片隅に 辛うじて 拾 ひ 取られた の も、 

當然の 事で あらう。 けれども 保 元 平 治 以来の 日本 は 全く 其の 趣 を 異にした。 公卿の 世 は 武家の 世と な 

つた。 藤 原 氏の 世 は 源平 二 氏の 世と なった。 甲胄 物の 具の 武士が 社會の 表舞臺 を濶步 して、 束 帶牙笏 

の 公卿 殿上人 を 願で 使 ふ 世と なった。 武 藝戰爭 の勇壯 なる 事實が 世間の 視聽を 菜め て、 公家の 平和な 

年中行事が 忘れられる 世と なった。 言 ひか へれば、 保 元 平 治の i につ Y いた 源平 鎌 倉の 時代 は、 天下 

の 武人に 歸 したる 世、 戰爭ゃ 武人の 生活が 最高 最大の 意義 を附與 された る 世、 公卿 其の 他の 平和 生活 

が、 武人の 生活に 附隨 して 辛うじて 存在 を 認められ たる 世で ある。 かう いふ 世に 武人 本位、 戰爭 本位 

の 文 學の現 はれる の は 當然の 事で あるが、 平安朝の 文學 が、 唯 だ 公卿 殿上人の 平和な 生活の み を寫し 

て、 單 調な、 倦怠 を 催させる ものと なった のと は 違 ひ、 鎌 倉の 軍記 文學 が、 源平の 武人の 生活 ゃ戰爭 

のみ を寫 さすして、 同時に 公卿 殿上人の 優美な 生活 をも寫 し、 しかも 武人の 生活 を 本位と し、 公卿 生 

活を 之れ に從屬 させて、 變化 ある 統一の 美 を 見せた の は、 一.！ の 手柄と 云 ふべき であらう。 


二 

かくして 武人の 世が 現 はれた。 同時に 之れ を 現 はすべき 新しい 文體 が、 新時代の 選 まれた る 文人 = 

葉 室 大納言 時 長、 信 濃 前 司 行 長 等 = の 頭の 中に 芽 を 吹いて、 寫 すべき 事 あれ かしと 待ち受けた。 王朝 

の 最盛期に 於いて 時人に 顧みられなかった 武人の 生活が、 保 元 平 治の 直後、 六十 餘州 一ば いに 羽 を 伸 

して 天下の 視聽を 集めた 趣 は、 丁度 眞盛， りの 王朝 文學に 顧みられ すして、 劣等な 文書の 片隅に 潜み 隱 

れ た戰爭 記事の 非 時代 的文體 が、 鎌倉時代に 入って 繚亂と 花^いた のに 似て ゐた であらう。 かくして 

彼れ の 內容と 是れの 形式と、 彼れ の 生活と 是れの 文章と、 現 はさる. - ものと 現 はす ものとの、 此の 相 

應 はしい もの 同志が 相呼應 して、 愛に 新時代の 中心 を 成す 三種の 文 學が現 はれた。 『保 元 物語』、 『平 治 

物語』 及び 『平家物語』 がそれ である。 その 中で 『平家』 は、 その 筆致の 曲折に 富んで ゐ る點、 情味の 饒 

かなる 點、 時代 を 最もよ く 現 はした る點、 武人 を 中心として、 其の 悲喜 兩面を 大きく 美しく 寫 すと 同 

時に、 諸種の 從屬美 を 兼ね 備 へて 之れ を 統一した る點 等に 於いて、 第一と 稱 せらるべき ものである。 
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第五 光頓 卿參內 

鎌 倉 文學に 於け る 軍記 出現の 順序 は、 普通に、 まづ 『保 元 物語』 が ffl で、 次いで 『平 治 物語』 が 出で、 

最後に 『平家物語』 が出來 たと 云 はれる。 その 中 r 保 元 物語』 に 就いては、 已に發 端なる 鎭 西八郎 爲朝獻 

策り i の說明 によって、 凡その 味 は ひを髮 露し 得た と m5 ふので、 私 は 次ぎに、 『平 治 物語』 の  一 二 章 を 

ぐだリ 

引いて、 評釋を 試みようと 思 ふ。 『平 治』 に 於いて 最も 見るべき 所 は、 戰 前なる 「光賴 W 參內」 の條と 

「待 賢 門の 軍」 との 二 つで あらう。 まづ 前者 を 揭げて 見る 

• こ- I  く^ひう 犷』 んざ  くわん じゅ じの  ノ  ノ 

さる 程に ぼ 裏に は、 同じき 十九 日、 公卿 佥签 S とて 催されけ り。 勸修寺 左 衞門督 光 頼 

郎、 此の程 は 信賴ノ 卿の 擧動 過分な りと て、 不參 にて おはし ましけ るが、 參內 して 承 

らんと て、 殊に 鮮 かに 東 帶 引き 繕 ひ、 蒔 繕の 細 太刀 をお となし やかに 帶き給 ひ、 お 

の 桂 右馬允 範 能に、 膚 に腹卷 着せ、 雜 色の 装束に 出で立た せ、 自然の 事 も あら 
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ば 人手に かくな、 汝が 手に かけて、 光 賴が首 をば 急ぎ 取れと て、 御身 近く 置き 其 

ざ ふしき  たいぐん ん 

の 外淸げ なる 雜色四 五 人 召 具して、 大 軍陣 を 張りて <  所々 門々 を 堅く 守護し ける を 

事と もせず、 先高ら かに 追 はせ て 入り 給へば、 兵 共 も 大きに 恐れ 奉り、 弓 を 平め 矢 

を そばめて 通し 奉る。 

紫 震 殿の 後を經 て、 殿上 を 廻りて 見 給へば、 信賴卿 一座して、 その 座の 上 藤 達 皆 

下に ぞっかれ たる。 光賴 卿、 こ は 不思議の 事 かな、 人 はいかに 振舞 ふと も、 彼れ は 

右衛門 督、 我れ は 左 衞門督 なれば、 下に は 着く まじき もの をと 思 はれければ、 左大 

辨 宰相 長 方 卿、 末座の 宰相に てお はし ましけ るに、 今日の 御座 席 こそ、 よに しどけ 

しきだい  し.. つ/. ノ  ノ 

なう 見え 候へ と 色 代して、 閑々 と步 み、 信頼 卿の 上に むず と 着き 給 ふ。 頼 卿 は、 

信頼 卿の 爲 めに は 母方の 叔父なる 上、 大力の 剛の人 なれば、 殊に 恐れて 見えられけ 

り。 右の 袖の 上に 居 懸けられて、 伏目に なりて 色 を 失 はれければ、 着座の 公卿 あな 

ノ したがされ しり  え もん  しゃぐ  き し 上く 

あさましと 見 給 ふに、 光 賴卿下 襲の 尻 引き直し、 衣紋つ くろ ひ笏 取り直し 氣 色して、 

今日は 衞府督 がー 座す ると 見えて 11^ ふ。 召しに 參ぜ ざらん 者 をば、 死罪に 行 はるべ 


しと やらん 承って、 參內 する 所な り。 抑，. 何事の 御 坪 そと 問 ひけれ ども 、信頼 卿 物 も 

宣 はず、 着座の 公卿 も 一 言の 返答な かりければ、 まして 僉議の 沙汰 もな し。 

程經 て光賴 卿つ い 立ちて、 惡 しう 參 つて 候 ひけり とて、 閑々 と 歩み 出 でられけ り。 

庭 上に 充ち 満ちた る 兵 共、 これ を 見 奉りて、 あはれ 此の 殿 は 大剛の 人 かな。 去る 十 

曰より、 多くの 人出 仕し 給 ひつれ ども、 右 衞門督 殿の 座 上に 着く 人、 一人 もお はし 

まさ ざり つるに、 仕出 だした る 事よ、 門 を 入り 給 ふより、 いさ、 かも 瞭 したる 體も 

か せん  たの 

見え 給 はず。 あはれ 此の 人 を大將 として 合戰 せば、 いかばかり か 憑 もし からん と 申 

せば、 傍らなる 者の、 昔 賴光賴 信と て、 源氏の 名將 おはし ましき。 其の 賴光を 打ち 

返して、 光 頼と 名のり 給へば、 これ も剛に まします ぞ かしと いへば、 また 傍らよ 

り、 など 其の 賴信を 打ち返して、 信頼と 附き給 ふ 右衛門 督殿 は、 あれ 程 臆病に はお 

はします ぞ といへば、 壁に 耳 天に 口と いふ 事 あり、 怖ろ し，/,...'、 聞か じと 云 ひなが 

ら、 皆 忍び 笑 ひに へ ひけり。 

光賴卿 かやう に 振舞 ひ 給へ ども， 急ぎても 出 でられず、 殿上の 小 薪の 前、 見參の 
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いた  あらうみ  と  とリ 

板、 高らかに 踏み鳴らして 立 たれたり ける が、 荒海の 障子の 北、 萩の 戶の， 邊に、 弟 

の 別當惟 方のお はし ましけ る を 招き 寄せ 宣 ひける は、 公卿 僉議 とて 催されつ る 間、 

參 じたれ ども、 承り 定めた る 事 もな し。 誠 やらん 光 頼 も、 死罪に 行 はるべき 人數に 

て あなる。 傅へ 承る 如き は、 其の 人皆當 時の 有職、 然るべき 人 共な り。 其の 內に入 

めんぼく  ノ 

らん 事 甚だ 面目なるべし。 さても 先日 右 衞門督 が 車の 尻に 乘 つて、 少納言 入道が 首 

力ぐ らがを 力  いかが  ふるま ひ 

實 撿の爲 めに、 神樂 岡へ 向 はれけ る 事 は 如何。 以ての外 然るべ からざる 擧 動かな。 

近衞 大將、 撿 非違 使別當 は、 他に 異なる 重職な り。 其の 職に 居ながら、 人の 車の 尻 

ぜんじ 上う 

に 乘り給 ふ 事. 先蹤も 未だ 聞き及ばず、 當時も 大きに 恥辱な り。 就中 首 實檢は 甚だ 

をん， ひん  ごん き  ノ 

穩 便なら ずと 宣 へば、 別當 それ は天氣 にて 候 ひし かばと て 赤面せられ けり。 光賴卿 

重ねて、 こ は 如何に、 勅 読 なれば とて、 いかで 存 ずる 旨 を 一議 申さざる べき。 我等 

^^：  -<u  -ノ  ノ  このかた 

が 曩祖勸 修寺內 大臣、. 三條 右大臣、 延 喜の 聖代に 仕へ てより 以來、 君旣に 十九 代、 臣 

► - ' -  >  たうけ  えいゆう 

又 十 一 代 承り 行 ふ 事 は 皆 是れ德 政な り、 一 度も惡 事に 從 はず。 當家 はさせる 英雄 

う だう  ざん ねい ともがら ぐみ 

に は あら ざれ ども、 偏に 有 道の 臣に 伴って、 讒 佞の 輩に 與せ ざり し 故に、 昔より 今一 


に 至る まで、 人に さしもど かる、 程の 事 はな かりし に、 御邊 始めて 暴 惡の臣 に 語ら 

るゐけ  かみやう 

はれて • 累 家の 佳 名 を 失 はん 事 口惜し かるべし。 大戴淸 盛 は 熊 野 參詣を 遂げず して、 

きりめし ゆく  ノ  チ にん  /i>*< ぜ、， 

切目の 宿より 馳せ 上るな るが、 和泉紀 伊國、 伊賀 伊勢の 家人 等 待ち受けて、 大勢に 

ノ  つ に もの A- こばく 

て あなる。 信頼 卿が 語ら ふ 所の 兵 若干なら じ。 平家の 大勢 押し寄せて 攻めん に は、 

時刻 を や 廻らすべき。 若し 又 火な ど を 懸けな ば、 君 もい かで か 安穏に 渡らせ 給 ふべ 

き。 灰爐の 地と なりた らんだに も、 朝家の 御 歎きなる べし。 如何に 況んゃ 君臣 共に 

自然の 事 も あらば、 天下の 珍事 王道の 滅亡、 此の 時に あるべし。 右 衞門督 は 御邊に 

だいせ うじ  ひま うか V- 

大小 事 を 申し 合 はする とこ そ 聞 こ ゆれ、 相搆 へて 相 構へ て、 隙 を ひ、 玉體 恙なく 

おはします やうに 思案 せらるべし。 さて 主上 は いづく にお はします、 そ。 黑戶 御所に。 

ノ  ナんに  *^， つく  よん.^ とど 

上皇 は。 一本 御 書 所に。 內侍所 は。 溫明 殿に" 劎璽 は何處 に。 夜の 御殿に と、 左衞 

門督 次第に 尋ね 給 ひければ、 別當 かく ぞ答 へられけ る。 又 朝 銅の 方に 人 音の し、 櫛 

形の 穴に 人影の しつる は 何者 ぞと宣 へ ば、 それに は 右 衞門督 住み 候へば、 其の 方樣 

の 女房な どぞ、 かげろ ひ 候 ふらんと 申されければ、 光 頼 卿 聞 きも あへ ず * 世の中 は 
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七 二 

今 はかく ござん なれ。 主上の 渡らせ 給 ふべき 朝餉に は信賴 住み、 君 をば 黑戶； 听こ 

遷 しま ゐら せたり。 末代 なれ ども、 さすが 日月 は 未だ 地に 落ち 拾まぬ もの を、 P せか： 

おい じん しゃう  わう ビふ  /  5 

大神正 八幡宮 は、 王法 をい かに 守り 給 ひぬ るぞ。 異國に はか やうの 維が りと いへ 

ども、 我が 朝に は 未だ 斯 くの 如き 先蹤を 聞かず。 前代!^ ii の 不思議 かなと て、 のろ 

のろしげ に 憚る 所な く 說き 給へば、 惟 方 は 人 もや 聞く らんと、 よに お まじげ にて 

立た，， たれ ども、 且つ は 悲しくて、 我れ 如何なる 宿業に よって. 斯 かる 世に 生れ 合 

ひ、 憂き 事 をのみ 見聞く らん、 昔の 許 由に あらね ども、 今の 內 裏の 有 樣を 聞か か！！ 

は、 耳 を も 目 を も 洗 ひぬべく こそ 侍れと て、 _f の 1 の 袖 絞る ばかり 泣かれけ り。 信 

頼の 座 上に 着せられし 時 は、 さ しもゆ， しく 見え 給 ひしが、 君の 御 事 を 悲しみて、 

打 萎れて ぞ出， て 給 ひける。  . 

二 

語釋 さる 程に。 その 中に、 とい ふ 程の 意、 前代の 『今昔』 などに 見えた 「しかる あ 3! だ」 より 轉じ、 此の 時代の 軍-せこ 用 


ゐ 始められて、 かう いふ 種類の 文學 のつな ぎに 用 ゐられ る 常 文句と なつ. U もの。 〇 公卿 食議。 公卿 達の 評議。 贪は 

皆、 衆の 意で、 食 議は多 人 數寄合 ひ 相談す る 事" 〇 光 頼ぎ。 後に ある 如く、 勸修寺 内大臣 高 藤 八 代の 孫に して、 權中 

納言 顯賴の 長子、 別當惟 方の 兄で ある. - 後權 大納言に 韓じ、 正 二位に 進み、 長 寬ニ年 致仕して 剃髮 し、 名 を 光 然と 

改めて 娃の 里に 住んだ。 承 安三 年 五十 歳に て 薨去。 〇 束帶。 公卿の 禮 装。 今、 世間で は 「衣冠」 とごッ ちゃに して、 

衣冠、 束帶を 同時に 着せる とい ふ 珍ら しい 藝當 をさせる 人が あり、 折々 は 然るべき 人で、 井伊 大老が 衣冠 束 帶を着 

たと か、 福 井 市の 或る 寺に ある 柴田勝 家の 木像が、 衣冠 束帶を 着て ゐる とか 云って 居る の も あるが、 衣冠 は 束帶と 

は 違った 略装で、 二つ を 同時に 装 ひ 得る もので はない。 後に 出て 來る 「蒔 綺の細 太刀」、 「下 襲の 尻」、 「笏」 など は 皆 束 

帶 にの み附ぃ たもので 衣冠の 折に は 兩ゐぬ ものである。 二三の 相違 點を擧 ける と、 束 帶には 「蒔， の 細 太刀」 を帶く 

ひも ふぎ  おもて はか ** 

が、 衣冠に は 「野太 刀」 を帶 く。 束 帶の時 は 「笏」 を 持つ が、 衣冠に は 「檜 扇」 を 持つ。 束 帶には 「表 袴」 とい ふ、 ヅポ 

ンの やうに 据の 平らに 切れた 袴 を 着る が、 衣冠に は 「指貫」 とい ふ、 端 を 結 はへ て 其の上の たるんだ 袴 を 用ゐる C 束 

帶には 石帶、 平 緒 をつ ける， か、 衣冠に は腰帶 をつ ける。 「下 襲の 尻」 は束帶 にあって 衣冠に はない。 此の 一章 は光賴 

めのと I ご 

卿が 束帶を 着た ものと して、 首尾 立派に 調って 居る ので ある。 〇 ^母子。 「めのと」 について は、 已に 前の 八 頁 『保 

ちき やう だ い 

元 物語」 一 の 條に說 明して ある。 「めのと ご」 はめのと の 子、 「傅 子」 とも 書き、 目下の 育て親の 子で、 乳兄弟の、 と" 〇 

せ わりぐ そく 

腹卷。 背 割 具足と もい ふ。 膶 をば 脊で合 はせ る やうに 造った 一種の 鎧で、 輕便 なと ころから、 着物の 下に 着る 隱し 

鎧と して 用 ゐられ る。 〇 雜色。 雜 役に 服す る 者。 〇 自然の 事 も あらば。 事の 進む 中には、 自然 どんな 事が あるか も 
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七 E 

知れぬ とい ふ 意味から 來 たので、 「萬 一 の 事 も あらば 一とい ふ 事。 〇 大軍、 陣を 張りて。 「陴を 張る」 は 物々 しく 拉ん 

で 威勢 を 見せて ゐ たとい ふ 一と 「」 せいぐ 何百 人 程度の 兵士が 固めて ゐ たので あら 、つが、 誇張して 大 軍と 云った ので 

ある C 〇 信賴卿 一座して 云々 C お 位の 低い 信頼が 上席の 第一 座に ついて、 信賴 以上の 位の 人達が、 皆 その 下座に 

拉 んでゐ たとい ふ 事 (」 〇 あれ は 右 衞門俘 云々 C 我が 固の 習 はし、 左 を.^, とする からで ある。 〇 末座の 宰相に てお は 

しける に C 宰相は^^^議の事。 八 座 七辨と 云って， 参議 は 八 人 ある ことにな つて 居る C 此の 長 方 卿 は その 八 人の 中の 

末席で、 一 番 末座の 手近な 所に 居た ので、 それに 話しかけた とい ふこと であらう" 〇 しどけ なく  C だらしなく。 〇 

色 代 C 挨梭 C ぉ辭儀 をす る 時に、 一 寸顏色 を か へ る 所から いふ。 挨拶の 笑顔 をした とい ふこと C 〇 むすと C 無造作 

に、 ド カリと C 〇 右の 袖の 上に 居 懸けられて C よい 加減の 距離に 拉んだ 所 を、 上座の 方に 割り込んだ ので、 袖の 上に 

乘 りか、 つたと いふ， と、 そして 非禮を 詰られた 上に、 此の 威 應を加 へられた ので、 而を 上け る？？ > 出來 なくなった 

とい ふ、 と C 〇 下 襲の ：！^。 前に 云った 束帶の 装束に 附 きもので、 下 重ねの 後の 据を 長く 垂らして 鬼いた もの C この 尻、 

初めに は 一 尺位曳 くの が 普通で あつたが、 段々 長き を兢 つて、 大臣な ど は 一 丈 二： < 位まで 曳く やうに なった C 別當 

公 曉が大 銀杏の かけで、 嫌 倉 右大臣の 將軍實 朝 を 斬った 時 は、 實 朝が 叢ね の 長い 尻を曳 いて ゐ たが、 公曉は それ 

を 踏まへ て 刀 を 掷 つたので、 大層よ く 斬れた とい ふこと である C 〇 笏 取り直し。 笏の木 常の 音 は コッだ が、 骨と 通 

ふので 綠 起が 惡 いとて シャク と讀む やうに なった とい ふ C ネ 二い 此の 時、 信賴が 光賴を 害さう としたが、 此の 笏が光 

を 放つ のに： られて 害し 得なかった ので、 「光 笏」 と 呼ばれ、 葉 室 家の 重寳 になった とい ふ 一とで ある。 〇 氣 色して。 


顔色 を 正し、 改まって。 〇 今日は 衞府督 がー 座す る。 今日の 御食議 に は、 不思議に も 身分の 古？ からぬ 右衞門 督信賴 

が、 第一位の 上座 を 占めて 居る と 見えます るな、 とい ふ 皮肉の 挨拶。 〇 つい 立ちて 〈) っッ と、 俄に 文つ 事、 ガバと 

^^-っとぃふに同じ、 『平家物語 J の 二の 卷、 流. t^" 本に - 內府、 つい 立って 中 門に 出で、 侍 共に 官； ひける は」 と ある 所 

を、 長 門 本に は 「がば と 文ち 給 ふ」 と 書いて ある。 〇 惡 しう 參 つて 候 ひけり C わるい 所へ 來た、 出 まじ き^へ 出て 御 

氣の 毒した とい ふ 皮肉 C こ 、を 『大 日本史』 に は、 「光 賴囘視 曰、 噫朝參 謬。 乃 徐徐 而 起。」 と 書いて ある C 【^^^内した 

の は 間違であった」 「こんな 事なら、 來 るので はなかった」 とい ふ 意味に 取った ので あらう が、 さう いふ 事で は ある 

まい。 やはり 一 ま 分が 來 なければ、 無事に 食議が 運んだ であらう に、 出 まじき 席に 出て" 氣の 毒な 事 をした c」 とい 

ふ 皮肉の 味で あらう" 〇 仕出. たした る 事よ。 「、つまく ゃッた わい！」、 「中 f 来した ぢ やない か！」 とい ふ感 投.？  C 文路 

を斷ち 切り、 わざと 揷 入して 味 を 見せた ので •  iiitcrnipting  ints.jccti§ ともい ふべき 一種の 修辭。 〇 頼 光 頼 信。 

共に 多田满 仲の 子、 賴光は 兄、 賴信は 弟。 〇 壁に 耳. 太に 口と いふ 事 あり：： 忍び 笑 ひに 晚 ひけり。 「叱 ッ！ 壁に 耳 

あり、 天に 口 ありと いふ 諺が あるで はない か C その 惡ロ を、 若し 誰れ かが 間いて ゐて、 告 口したら 何とす る。 お、 

こ は 

怖 や 怖 や C 私 は 間かぬ、 此の 陰口の 仲間に は 入らぬ ぞょ c」 とい ひつ 、、 人目 を 忍んで、 くす/、 笑 ひに 嘲り笑った 

とい ふ？ JC 皮肉の 味の よく 利いた 名文で ある。 〇 かやう に 振舞 ひ 給へ ども 急ぎても 出 でられす C 皮肉 を 浴せ、 勇氣 

を 見せて 颯爽と 起 たれた が、 起った 後 は 急ぎ もせす、 悠々 と 落ちついて 出られた とい ふ MJC 〇 殿上の 小 都。 見参の 

板 C 荒海の 障子 C 获の戶 C 黑戶の 御所。 一 本の 御 書 所。 溫明 殿。 夜の 御殿. - 朝餉 C 櫛 形。 この 一 章の 中に 現 はれた 
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內裏所 屬の名 どころ I おもに 淸凉 殿に 靨す る ものであるが —を、 便宜の 爲め、 一緒に 束ねて 解釋 すると、 「夜 御殿」 

ト 。 ，。 まン  やす 

は淸凉 殿の 中央、 ぎ 御座の 北なる 北寄りの 一室、 主上の 夜御寢 みになる ところで， 同時に 三種の 肺 器の 中、 劍と勾 

0  0  0  こき でんのうへの みつ-ぼね ぶ ぢっ ぼのう へのみ っぽね 

玉と を 安置す る 所で ある。 「获 の戶 J は 同じく 淸凉 殴、 夜 御殿の 北 隣、 弘徽 殿上 御 局と 藤 逢 卜： 御 局との 間なる 一 室。 

5 まか， U のレ やう じ 

庭前に 小 获を植 ゑた ところから 名 づけた ので、 障子に も 获を晝 いて ある。 互 勢 金 岡が 畫 いた 馬 形 障子の 馬が、 夜な 

夜なぬ け 出で て获の 戶の获 を八艮 つたと いふ 傳說の あるの が これで ある。 但し 大昔 は弘徵 殿上 御 局、 藤 逢 上 御 局 を も 

含めて 「获 の戶」 と 云った とい ふ-とで、 此の 章に、 光賴 卿が 見參の 板の 所から 見通しに して、 「获 の戶 のほとりに、 

笫の 別當惟 方のお はし ましけ る を」 と 書いて あると ころ を 見る と、 弘徽 殿の 上 御 局 を 含めた ので あらう、 「朝餉」 は 

「朝餉の 間」 ともい ひ • 「夜 御殿」 の 西の 室、 主上が 女房に 給仕 させて 略式の 御 膳 を 召 上がる ところ、 本式の 御 食事 は 

V  、レ や-つじ おもの  ひ  おまし  〇 0  てんじゃう 

「大  1^ 子の 御 膳」 とい ひ、 晝の 御座で、 殿上人の 御給 仕で 召 食が る 事に なって ゐ る。 殿上の 小 都の 「殿上」 は、 「殿上 

の 間」 ともい ひ、 淸凉 殿の 南の 賄の 閒、 晝 御座の 南の 一 室で、 昇殿 を 許された 公卿 殿上人の 伺候す る 所、 此 所に 伺 

侯す る こと を 許された る を 殿上人、 雪の 上人、 或 ひ は 雲 客な どい ひ、 許されざる 者 を 地下 人と は 云った ので ある。 此 

か， ひ と  いし f5 ひの-たん 

の 殿上の間の 東の 突 當りを 「上の 戶」 とい ふ C それから 晝 御座の 東南の 隅に 「石灰 壇」 とい ふの が ある。 床 を 石灰で た 

かレ こま 

たき 上 ゆた 所で、 これ を 大地に なぞらへ、 主上が 毎朝 御身 を淸 め、 爱に 長 ら せられて、 伊勢大神宮 を 遙拜し 玉 ふ 

所で ある。 此の 石灰の 壇の 南、 卽ち 殿上の間の 柬の 隅に 小 窓 を 明けて 格子 を 懸けた 所が ある、」 これが 「殿上の 小節」 

と 云って、 主上-かこ、 から 殿上の間に 居る 侍臣 等の 様子 を御覽 じた 所 だとい ふ。 見 の 板 は、 この 小節の 前の 板 敷 


に， わざと 釘 を 打た すして、 踏めば 鳴る やうに したの が ある、 それ をい ふので、 また 「鳴 板」 とも 云った。 今の 謂 は 

うぐ ひす.？ 

ゆる 「鶯 張り」 である。 殿上人 等が 昇殿す る 時に、 それ を 踏む と、 ギ イツ！ と 音が する、 其の 鳴る 音 を ii いて、 

主上が 心 設け を 遊ばす 爲 めの 設けで ある。 - 荒海の 障子」 は淸谅 殿の 束の 箱の 間の 北端、 の 戶の前 (廣ぃ 意味の 获 

の戶 で、 狭い 意味で は弘徽 殿の 上 御 局の 前) なる 布の 障子で、 荒海の 巖の 上に 手長 足 長の 怪物の 居る 所を晝 いた も 

の。 「櫛 形」 は 委しく は 「櫛 形の 窓」 とい ひ、 賓 御座の 南の 壁と 鬼の 間の 南の 壁との 間に、 柱 を 挟み 兩 室に かけて、 

窓 を 明けた ので、 櫛の 形 をして ゐる 所から、 「櫛 形の 窓」 と は 云つ， K。 女房な どが 殿上の 問 を のぞき 見る 所で あつ 

00000  こき でん  、、、、 

たとい ふ。 「黑戶 の 御所」 は、 淸凉 殿より 弘徽 殿に 通 ふ 北の 廊で、 又 「黑戶 の廊」 ともい ふ。 光孝 天皇が 帝位に 卽 かせ 

られて 後、 た > 人 として 貧しい 生活 を營 ませられた 昔 を 忘れ じと て、 親ら 御釜 を嬈 かせられ たが、 其の 煙に 煤けた 

所から、 黑戶と は名づ けられた と、 『徒然 草』 に 書いて ある。 「一 本 御 書 所」 は 太 政 官廳の 茶所の 西の 南、 侍從 所の 南 

にある。 普通 世に 行 はる、 書籍 一 本 を 別に 寫 して、 天皇に 奉った の を 納めて おく 所で あるが 故に 名 づけた， - 卽ちこ 

こ は、 今の 詞で いふと、 上皇 を圖書 館に 鹏閉し 奉った とい ふやうな 意味で ある。 「溫明 殿」 は 紫 i 辰 殿の 束 北に 位し、 

綾綺 殿の 東、 宜陽 門の 內 にあり、 別殿と もい ふ。 神鏡 卽ち內 侍 所 を 奉安す る 所で ある。 〇 承り 定めた る 事 もな し。 

別に 是れと 定まった 議事の ある わけで もない。 實否は 知らぬ が、 光賴も 死罪に 行 はるべき 多 人數の 中の 一 人で ある 

と 云 ふとい ふこと。 「あなる」 は 「あんなる」 「あるなる」 卽ち 「あると いふ」 の 意。 〇 當 時の 有職。 本來 有識と 書くべき 

で、 物識りの 意で あるが、 普通 朝廷の 禮式 典故に 通す る 人 をい ふ。 こ、 は 「物識りの 立派な 人物」 とい ふ 程の 意で あ 
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七 八 

らう。 「當 時」 は、 昔の 或る時 代 を 指して 「其の 頃」 とい ふ 意味に 使 ふの が 普通で あるが、 此處 では 今日、 現 時と いふ 

意味に 使って ある。 卽ち 今日 切っての 人物と いふと。 〇 少納言 入道，， - 藤 原 通 憲卽ち 信 西 法師の 事。 博識 多能で、 後 

白 河 上皇の 殊寵を 蒙った が、 信頼が 大臣 大將の 望み を附 止した る爲 め、 信賴の 怨み を S 只 ひ、 此の 亂が 起こる 早々、 

首 きられて 極刑に 處 せられた。 〇 近衞 大將， 檢 非違 使 別當は 他に 異なる 重職な り. - 近 衞大將 は 天子 を 護衞し 奉る を 

任と し、 武官の 棟梁で、 三 公の 兼帶 すべき 職で ある。 檢 非違 使 別 當は撿 非違 使廳の 長官で、 非違 を釓し 邪悪の 跋扈 を 

止む る を 任と する 者、 唐 名 を大理 卿と いふ。 こ、 は 惟 方が 撿 非違 使別當 なる が 故に 云った ので、 近 衞大將 は 立言 を 

重く する 爲 めの 添へ 詞リ 撿 非違 使 別當が 如何に 重く 視られ たかは、 北 畠 親 房の 『職 原杪』 に、 此の 別當 について、. 

「參 議已上 尤擇， 1 其 人 1 也。：： 世俗 說、 補 ニ大理 一之 人、 可 レ備 一一 七德？ 所 レ謂譜 第、 器量、 ネ幹、 有職、 近習、 容儀、 富 

有。」 など 云って 居る の を 見ても 解る。 〇 穩便 おだやか。 〇 天氣。 晴雨の 天候の 時 は テケ成 ひはテ ィケと も讀む 

が、 こ、 は 陛下の 思 召の 意で、 テン キと讀 む。 〇 こ はいか  >  勅 Slli なれば とて。 これ はけし からぬ こと、 いかに 陛下 

なう そ  とほつ そや 

の 仰せ なれば とて、 若し 御 無理と 思 は y- 信じて 居る 存寄は 一 通り 申 上ぐべき ではない か。 〇 曩祖、 遠祖 e 勸修 寺 

內 大臣 高籐は 勸修寺 家の 祖、 三條 右大臣 定方は 高 藤の 子、 共に 醍醐 天皇に 仕へ た 賢 相。 〇 させる 英雄に は 云々。 家 

格の さまで 尊い 英雄 家で はない がと いふ 事。 昔 は 立身の 極、 攝 政 11 白に なり 得る 家柄 を稱 して 攝 家と 云った。 それ 

は 近衞、 九條、 ニ條 * 一  條、 鷹 司の、 謂 は ゆる 五攝 家で ある。 「英雄 家」 は淸 華と も、 花 族と もい ひ、 立身の 極、 三 公 

(太 政 大臣、 左右 大臣) に 任ぜら るべき 家筋で、 源氏の 久我、 藤 原 氏の 三條、 西 1^ 寺、 德大寺 等の 諸家が それで あつ „ 


た。 〇 さしもど かる 、。 「さし」 は 接頭の 添 言葉。 「もどく」 は 抗言 逆 詰す る ことで、 ， 即ち 惡ロを 首 はれる こと。 〇 

君臣 共に 自然の 事 も あらば、 天下の 珍事、 王道の 減 亡 此の 時に あるべし。 「君臣」 の 「臣 .」 はネン の御附 合に 添 へら 

れ たので、 專ら 「君」 の 事 を 指した ので あらう。 丁度 つ 一 旦 緩急 あれば」 とい ふ 場合に、 「緩し の 字が 御附 合に 添へ 

られる やうに。 「自然 云々」 は 人事の 問 展進涉 する 間に、 どの やうな 閒 違が 起、 〕ら ぬと. 限らぬ とい ふ 所から 來 たの 

で、 萬 一 の 間違と いふ 事。 〇 王道の 減 亡、 し 君の 御 一 身に 間遠で も あれば， それ こそ 萬 世 一 系の 國王 上に いまして 天 

下 を 統べさせられる、 我が 闽 特有の 國體が 減 茶々々 になる ではない かとい ふ 意。 〇 大小 事 を 申し 合 はする。 大^小 

事 すべてに ついて 相談す る。 〇 相 構へ て。 カン マ へテ、 愼 重な 態度 を 取って、 輕擧 妄動す る) となく. とい ふ 意」 〇 

其. 一 ^様の 女房な どぞ かゆろ ひ 候 ふらん。 信賴 について 居る 女房な どの 姿が、 櫛 形の 穴から ちらついて 見える ので あ 

り ませう。 「かゆろ ひ」 は 「かけり」 の 延びた ので、 陰、 影 を 見せる > と。 〇 世の中 は 今 はかく こざん なれ。 「世の中 は 

かぐ こそ ある なれ」 で、 もう 世の中 もこれ 迄 かとい ふ 意。 〇 王法 C わう ば ふと 讀む、 我が 國體 のこと。 王者の 布く 

法令 を もい ひ、 天下に 王た るの 道 を もい ふが、 普通 は 「佛 法」 に對 してい ふので • 靈界 の宗敎 道に 對 する 圃 王の 施す 

世間 的 政治の 事" 伹 しこ、 では 前の 「王道」 と 同じく、 一系の 帝王、 天日の 如く、 上に いまして 天下 を 統べさ せらる 

のろ  ゆ 

る 圃體の 意で あらう。 〇 のろく しゅ。 罵 はし 氣に。 〇 且つ は 悲しくて。 文脈の 續 きが、 愤 方の 事の やうに 間 こえ 

る けれども、 此處 から は光賴 卿の 事で ある。 光 賴卿は 前に は 昂奮して る 所な く 罵詈され たが、 同時に 一 方に 於い 

て は 悲し さに 堪へ すして • とい ふ 意。 〇 宿業。 前世から 持 越しの 罪業。 「宿」 は 一 晚 泊った とい ふ 意、 咋日糜 つた 墨 
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汁 を 「宿 墨」 とい ひ、 咋日 飮んだ 酒の 醉の殘 つたの を 「宿 醉」 とい ふ 類で あら" 〇 昔の 許 由 C 許 由 は 支那の 太古、 堯帝 

の 時の 人で、 名高い 隱者的 聖人。 堯 帝が 呼び寄せて、 天下 を讓る 相談 をされ ると、 許 由 は稳ら はしい 事 を 聞いた と 

ぇノ せん  そうほ 

云って、 潁 川と いふ 川へ 行って 耳 を 洗って 居た。 すると、 其の 川下に 同じ 樣な隱 者 聖人の 巢 父と いふ 人が、 牛を牽 

いて 來て 水を飮 ませよう としたが、 許 由が 耳 を 洗った 謂 はれ を 間いて、 汚れた 水 を 可愛 ゆい 牛に は飮 まされぬ と 云 

うへ き Q うへの きね 

つて、 さッ さと 牽 いて 去った とい ふ 傳說が ある。 それ を 踏まへ たので ある。 〇 上の 衣 C 袍 とも 書き、 また 音讀 して 

「ハウ」 ともい ふ。 束帶の 時に 用ゐる 表 衣。 


『平 治 物語』 に 於け る 二つの 最も 主なる 見どころ は、 この 「光賴 卿 參內」 と 「待 賢 門の 軍」 との 二 章で 

ある。 その 中、 實戰の 光景の 巧みに 力 强く寫 された の は 「待 賢 門の 軍」 であるが、 意義 趣^の 深さに 於 

いて は、 むしろ 此の 「光賴 卿 參內」 を 推すべき であらう。 謂 は ゆる 深き 意味の 第一 は 時代 推移の 轉機 

を、 巧みに、 自然に 暗示して 居る 事で ある。 實權が 公卿よ， り 武人へ、 藤 原 氏より 源平 兩 氏へ、 $ ^よ， り劍 

へ、 束帶 衣冠よ， り 甲冑 物の 具へ 移らう とする 機 勢 を、 暗々 の裡 に、 面白く 意味 深く 見せて 居. る 事で あ 

る。 考 へて 御覧なさい。 平安朝の 藤 原 氏 は、 選 まれた る 階級の 月 卿 雲 客た る 事 を 誇りと し、 平和の 社 


會に翩 翻す る 享樂兒 たる 事 を 誇， りと し、 干戈 武勇の 事柄 をば、 其の 爪牙た る 源平の 侍 共に 打ち 任せて、 

自ら は 手 を 觸れぬ 事 を 誇，.^ として ゐた では あ， りまん か。 『保 元 物語』 で、 左府賴 長が 流 矢に あたり、 末 

期に 臨んで、 父の 入道 忠實に 見參を 乞うた 時に、 忠實 が、 「思うても 見よ、 氏の 長者た る 程の 者の 兵 

仗の 先に か、 る こと や ある。 左樣に 不運の 者に 對 面せん 事由な し。」 と 云って、 籐原 氏の 嫡々 が 負傷し 

たとい， ふ 事 を 理由と して、 父子の 對面を 拒んで 居る では あ， りません か。 信賴は 其の 藤 原 氏の 家筋のお 

もなる 一派で、 彼れ は 平和 社 會の寵 兒相應 に、 武術に 疎 く，. -て權 謀に 巧みに、 後白河 上皇の 殊寵 にす 

がって 大臣 大將の 榮職を 得ようと したが、 それが 同族 中の 武人ら しくして 最も 公卿ら しからざる 「大 

力の 剛の 人」、 光賴 卿の 威力に 挫かれて 伏目に な h^、 滿 座の 公卿 も 一言の 返答 さへ 出來 ぬと いふの は、 

もう 天下が 實カ 本位の 世界に な， りつ、 ある 事 を 暗示して 居る のでありません か。 藤 原 氏 同族の 間です 

くら ゐ， つけ かちまけ  - 

ら、 人物の 位附、 勝敗の 目安が、 この 通り 違って 來 ました。 藤 原氏對 源平 兩 氏の 關 係が 更に 變 はって 來 

ながしめ 

た 事 は、 いふ 迄 も あ，.^ ません。 信賴は 上皇に 對 する-平和運動の 不成功 を 知る と， ま づ平淸 盛に 秋波 を 

送り、 次ぎに 源 義朝を 抱き込んで 其の 志 を 成さう としました。 これ は 取 hN も 直さす 平和 社 會の權 力 者 

が、 武人の 武力に 對 して 白旗 を 立て 始めた ので あ ませう。 彼れ が 實戰の 始まる と共に、 義 朝に 無力 

を 看破られて 愛想 をつ かされ、 八瀨の 松原から 鞭う ち 返されて、 纏て 首 を 刎ねら るべ く、 平家の 軍門 
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に 入った の は、 當 然の歸 結と 云 はねば な， りません。 私 は、 この 「光賴 卿 參內」 の ー篇 が、 中心 勢力の 武 

門に 移る 機微 を、 極めて 自然に 面白く 顯 はして B ると 见 ふので、 其處に 此の 文章の 特別なる 味 は ひ を 

见出 だして 居る ので あ b ます -0 

第二に、 私が 此の ー篇に 深き 味 は ひ を 感じて © るの は、 人物 描 寫の活 きくして 自然に 出来て ゐる 

ことで あ， ります。 光賴 卿に ついて 云へば、 其の 落ちついた 決死の 支度 振から、 傍若無人の 信 賴を脾 睨 

して 威壓 的に 堂々 と 詰責す ると ころ、 皮肉の 一言 を殘 して しづ—. -と步 み 出で、 賴 もしげ に 仰ぎ 兄る 

つ はもの ども  と は 

兵 共 の 間 を 鷹揚に 過ぎ行く ところ、 弟の 別 當惟方 を 招いで 懇ろに 訓戒す る 所 を 通して、 最後に 上皇、 

主上の 御 不運 を 歎き、 王法の 沈淪を 悲しんで、 袍の袖 をし と に 濡らしつ 退出す る 所まで、 其の 變 

は， 9 方、 續き 方、 轉じ 方が、 いかにも 自然に 力 强く寫 されて、 光賴 其の 人 を、 目の前に 見る 樣 では あ 

,0. ません か。 又 これ を 他の 方面から 見る と、 信 賴の色 を 失った 趣、 兵 どもが 光敏 を 崇め 信 賴を嗤 ふ W 

話から、 惟 方の 恐懼す る 有様に 至る 迄、 赏に 無理な く而 白く 赛 けて 居る ではありません か。 

第三に、 私が 興味 を感ゃ るの は、 同じく 人物 描 寫に關 した 事で は あるが、 「候」 とい ふ 助動詞の、 い 

かに も 面白く 自然に 使 はれて ゐる 事で ある。 此の 事に ついては、 まだ 先輩の 說を见 たこと がない けれ 

ども、 軍記物語 など を 續み昧 はへ るに は、 非常に大切な 一 事でぁると£^>ので、 間違って へ. t るか も 知 


れな いが、 簡單に 御 話したい と 思 ふ。 本来 「候」 (ソォ P ォ) は、 「侍 ふ」 (サ ブラ フ) から 来たので、 貴人 

の 左右に 侍る とい ふ 意味の 動詞が、 轉 じて r ナリ」 「デ ァ ル」 とい ふ 意味の 助動詞と して 使 はれる やうに 

なった ので ある。 その 爲め であらう、 「候 」 は、 初めは 目上に 對 する 敬語と しての み、 後世なら ば 「御 

座， 0 まする」 とい ふ 場合に のみ 用， Q られ たので、 後世の 手紙な どに 於け るが 如く、 目上 目下に 通じて 

使 はれた ものではなかった。 『保 元』、 『平 治， 一一、 『平家』、 『盛衰 記』 の 如き、 此の 消息 を 知らす に 讀んで 

は、 談話の 掛引、 氣 合の 呼吸の 一 半 を 取 逃がして しま ふで あらう。 此の 章に ついて 見る と、 光 賴卿は 

乳母 子の 桂 右 馬 ノ允範 能に 向って、 

自然の 事 も あらば 人手に かくな、 汝が 手に 懸けて、 光 賴が首 をば 急ぎ 取れ。 

と 命じて 居る。 目下の 家來に 命す るの だから、 敬語の 「候， ーを附 けない ので ある。 もし 「候」 を附 けたな 

らば、 其の 頃の 人に は、 「人手に かけて 下さるな」、 「急いで 首 を 取って 下さい」 とい ふ 味 は ひに 聞こえ 

たで あらう。 次ぎに、 光 賴卿は 左大辨 宰相 長 方 卿に 向って、 

「今日の 御座 席 こそ、 よに しどけ なう 見え 候へ。」 

と 云った と 書いて ある。 これ は 「しどけ なく 見えます るな」 とい ふので、 長 方 卿 を ほ  >- 同僚の 貴族と 見 

て 敬語 を用ゐ たので ある。 「今日は 衛府督 が 一 座す ると 見えて 候」、 「惡 しう 參 つて 候 ひけ， り」 は、 先辈 
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も 同輩 も、 目下 も 居る 一 座 を、 一 圑體と 見て 敬語 を用ゐ たので あらう。 

下って 弟の 別當惟 方との 問答に 於いて、 兄の 光賴 卿に ついては、 

「公卿.^ 議 とて 催されつ る 間、 參 じたれ ども、 承 b 定めた る 事 もな し。 誠 やらん 光賴 も、 死罪に 行 

はるべき 人數 にて あなる。 傳へ 承る 如き は、 其の 人皆當 時の 有職、 然るべき 人 共な り、 其の 中に 

入らん 事 甚だ 面目なる べし。 さても 先日 右衛門" 督が 車の 尻に 乘 つて、 少納言 入道が 首實撿 のた め 

、 、  ふるま ひ、、  ノ 

. に、 神樂 岡へ 向 はれけ る 事 は 如何。 以ての外 然るべ からざる 擧 動かな。 近衞 大將， 撿 非違 使ノ別 

當は、 他に 異なる 重職な， り。 其の 職に 居ながら、 人の 車の 尻に 乘り給 ふ 事、 先蹤も 未だ 聞き及ば 

K 當時も 大きに 恥辱な b。 就中 首 實檢は 甚だ 穏便なら すと 宣 へば、」 

と 云った と 書き、 而 して 弟の 惟 方に ついては、 

「それ は天氣 にて 候 ひし かばと て、 赤面せられ けり。」 

と 書いて ある。 卽ち、 弟の 別當惟 方の 返事 は、 「それ は 陛下の 思 召で 御座いまし たから」 とい ふ 味 は ひ 

なので、 それが 若し 兄の 弟に 對 する 詞 ならば、 「天氣 な， りし かば」 と 云った ので あらう。 又 初めの 光賴 

卿の 詞も、 もし 弟の 兄に 對 する ものであった ならば、 「承， り 定めた る 事 も 候 はす  然るべき 人 共に 

て 候：： 甚だ 面目に 侯べ し： 二と 書いた 所で あらう。  - 


又し ばらく 光賴 卿の 詞 がつ：^ いて、 末に、 

や， 「また 朝餉の 方に 人 音の し、 櫛 形の 穴に 人影の しつる は 何者 ぞ"」 

とあって、 次ぎに 弟の 惟 方が 答と して、 

「それに は 右 衞門督 住み 候へば、 其方 様の 女房な どぞ、 かげろ ひ 候 ふらん。」 

と 書いて ある。 そして 又、 これにつ く光賴 卿の 詞 として は、 

「世の中 は 今 はかく ござん なれ。 主上の 渡らせ 給 ふ べき 朝餉に は信賴 住み、 君 をば 黑戶" 御所に 遷し 

、 、 、 、 

まゐら せた， i^。」 

と、 すッ か..^ 「候」 なしの 「なり」、 「た， り」 で 行って 居る。 鎌倉時代 頃の 時文に 於け る 「候」 の 使 ひ 分けが 

頗る 厳重で、 I 無論 それ は、 當 時の 人に は 不用意の 間に 自然に 出來 たので あるが、 =1 此の 一語の 

使 ひ 分けに よって、 或 ひ は 尊 仰し、 或 ひ は 愛撫し、 或 ひ は 敬 重し、 輕 侮し、 威壓 し、 恐懼す る 心の 影 

の、 微妙に 現 はされ た 事が、 これで も わかる であらう。 五月 蠅ぃ 話の やうで あるが、 これ を 心の 隅に 

ひそめて おいて、 軍記 翫 味の 一助に して 戴きたい と 思 ひます。 

四 
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第 四に は、 部分的の 事ながら、 此の 一 章の 中で、 たまらなく 面白い 文章 美 は 

さて 主上 は何處 にお はします ぞ。 黑戶の 御所に。 上皇 は。 一本 ノ御書 所に。 內侍所 は。 

ぃゴ IJ   

溫明 殿に。 劎璽 は何處 に。 夜の 御殿に。 と、 左衞 門ノ督 次第に 尋ね 給 ひければ、 別當 

かく ぞ答 へられけ る。 また 朝餉の 方に 人 音の し、 櫛 形の 穴に 人影の しつる は 何者 ぞ 

と宣 へば、 それに は右衞 門ノ督 住み 候へば、 其方 樣の 女房な ど、 そ、 かげろ ひ 候 ふらん 

と 申されければ、 光賴卿 聞き も あへ ず、 今 はかく ござん なれ。 

う ろ おぼえ 

云々 の 一節で ある。 もう 胡亂 記憶に なって 居る が、 蜀 山人の 『一 話 一言』 の 中に、 此の ー鏆の 文章 を激 

賞して、 『左 傳』 『史 記』 あた， りの 名文に も 劣らない と 云って あった やうに E§ ふ。 蜀 山人の 褒めちぎった 

謂 はれ はよ くわから ぬが、 私 は、 こ をば、 多くの 軍記に もめった にない 名文 だと 思って ゐる。 何の 

爲め であるか。  ，  - 

第一 は 主格ぬ きなる 芝居が か..^ の 趣、 言ひ換 へれば、 前に は應 答す る 二人の 詞 だけ を 竝 ベて、 後に 

それ を 二人の 名で 束ね 括った 趣で ある。 これが 若し 劇 文學の 出來た 後の 文章、 例へば 謠曲、 狂言、 乃 

こ がき 

至 歌舞伎の 臺帳 などが 出来た 後の 文章なら ば、 或 ひ は 人物の 名 を、 詞の 上に 小 書す る 事に よ， り、 或 ひ 


は 別行の 法な どに よって、 

光賴 「さ て 主上 は何處 にお はし ます ぞ？ 

惟 方 「黑戶 の 御所に。 

光 「上皇 は？ 

惟 「 一 本の 御 書 所に。 

光， 內侍所 は？ 

惟—  E 俎 tt^ 殿 ： 0 

光 「劍璽 は いづく に？ 

惟 「夜の 御殿に。：： 

と 書く 事に、 何等の 不思議 もない ので あるが、 さう いふ 技巧の 更に 無かった 時代に 於いて、 irt の 問 

答の 先づ詞 だけ を 1M ベ、 そして 後に 之れ を 一 束ねに して、 主格 をつ けて 寫 したの は、 實に 破天荒の 

妙味で あると 云 はねば ならぬ。 之れ を圖式 化すれば、 かうな るので、 
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扭 主上 は何處 にお はします ぞ？ ン 

上皇 は？  

內侍所 は？ .ふ；；，ぺ：；ハ/.  

劎璽 は何處 に？ . ：.   


I！ I 


-. I. と 


黑戶の 御所に。 

一本の 御 書 所に。 

ffl 明 殿に。 

. 夜の 御殿 に。 

左 衞門督 次第に 尋ね 厂， 別當 かく ぞ答 へられ 

給 ひければ、  ける。 

束ね 方、 切，. >  方、 離し 方の 妙味 は、 實に 言語 道斷 とい ふべき であらう。 又 一 つ 面白 いのは、 問 ふ 事柄 

の 順序立てで、 初めに 當代 主上の 御行 方 を 問 ひ、 次ぎに 先帝 上皇の 御身の 上 を 尋ね、 第三に 三種の 神 

器の 中の 內侍 所に ついて 尋ね、 最後に 劍璽 について 尋ねた の も、 うるさい 說明は 省く が、 實に 自然で 

無理の ない 順序と 云 はねば ならぬ。 もう 一 つ 面白 いのは、 詞の詳 略の 交互した 趣で、 最初に は、 

「主上 は いづく に 御座し ます ぞ。」 

と 十分 備 はった 文章に して 尋ね、 第二、 第三の 

「上皇 は？ 

「內 aK^ は？ 


は、 テ -ー ヲ ハ づきの 主格 だけにして、 矢繼 早に、 かさに 懸かって 連ね 問 ひ、 最後に はまた 落ちついて、 

第二、 第三より は 精し く、 但し 第一よ.^ は 略して、 

「劎璽 は いづく に？ 

と 問 はせ た あた， り、 秩序が あ， り、 統 一 がぁ，^.^、 對 偶が あ ，o,、 變化 があって、 » に 何とも 云 はれぬ 妙味 

である。 

もう 一 つ は、 「又 朝餉」 以下への 連絡の 味で あるが、 初めに、 

主上 は いづく に 御座し ます ぞ？ 黑戶の 御所に、 

上皇 は？ 一  本 御 書 所に。 

內侍所 は？ 溫明 殿に。 

劎璽 は何處 に？ 夜の 御殿に。 

と、 ポッ くと 小 みに 刻んだ 後に、 今度 はす ッ かり 調子 を變 へて、 ゅッ く， りと 引きつ け、 

又 朝餉の 方に 人 音の し、 櫛 形の 穴に 人影の しつる は 何者 ぞと宣 へば、 それに は 右 衞門督 住み 候へ 

ば、 其の 方 様の 女房な どぞ かげろ ひ 候 ふらんと 申されければ、 

と、 繋ぎ 詞 (「と 宣 へば」、 「と 申されければ」) を も 入れて、 伸びく と寫 した 趣、 譬 へば 豁 流が 岩石 蛾 
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蛾た る 峡谷の 間 を、 右に 左に 突き 當た， 9 突き 當 たり 下って 來て、 後に は 田畑の 廣々 とつ く 平野 を、 

靜 かに 落ちついて 流れる のに も 比すべき であらう。 かやうな 次第で、 私 は、 昔 を 愛する 僻目 かも 知れ 

ぬが、 此の 一章の 中の、 特に 此の 部分 をば、 軍記 文學 中の 最も 秀でた る 文章の 一節と して、 常に 愛 賞 

して 居る ので ある。 

此の 一 章のお もなる 部分に ついて、 左に 拙い 現代語 譯を 試みる。 

其の 中に、 宮中で 公卿 達の 會議が 催された。 勸修寺 左 衞門ノ 督光賴 卿 は、 信賴 卿が 昨今の 出過ぎた 

振舞 を 心外に 思って、 わざと 參內 を差控 へて 居られた が、 今日は 一 つ、 參內 して 評議 を 承る であら 

うと 云って、 特に 鮮 かに 束 帶の禮 服 を 引きつく ろ はれ、 蒔 繪の細 太刀 を 尋常に 帶し、 乳兄弟なる 桂 

右 馬/允 範 能に、 衣の 下に 隱し鎧 を 着せて、 上は賤 しい 雜 色の 装束 を させ、 「萬 一 の 事が あらば 礎 人 

手に は 掛けまい ぞ。 必す汝 の 手に かけて、 急いで 光 賴が首 を 取れ。」 と 固く 命じて、 身近に おき、 其 

の 他に も、 さッ ばりと 出立った 雜色四 五 人 を 召 連れて、 信賴 一味の 大 軍が、 いかめしく 陣を 構へ て、 

ところ- •  は ひ 

所々 の 御門々々 を 固めて 居る のに 目 も くれす、 高らかに 先 を 追 はせ て 入られる と、 兵 共 も 大きに 恐 

れ 入り、 弓 を ひらめて、 矢 を 伏せて、 事な く 通し まゐら せた。  . 


扭光賴 卿 は 紫 震 殿の 後 を 通り、 殿上の間 を 廻って 見られる と、 信賴 卿が 第一 座 を 占めて、 上 はの 

公卿 達が、 皆信賴 卿の 下座に ついて 居る。 光賴 卿、 「これ は I 怪しから ぬ、 1 は どんな 眞似 をす ると 

も、 彼れ は 右衞門 ノ督、 自分 は 上位の 左衞 門ノ督 である。 下座に ついて なる もの か。」 と 思 はれた が、 

と 見る と、 左大 辨の參 議長 方 卿が、 末席の 參議で 手近の 處に 居られる ので 、「今日の 御 席順 はいかに 

もたらし なく 見えます るな。」 と 云って、 一寸 挨拶し、 閑々 と步み 人って、 無雜 作に 言賴. St の 上座.： 

着かれた。 光賴卿 は信賴 卿に 取って は、 母方の 叔父で ある 其の上に、 大力の 剛の 人で あるので、 特 

に 恐ろしく 思 はれた。 (中略) さて 光 賴卿は 見 參の板 を 高らかに 踏み鳴らして 立 たれた が、 と 見る と、 

荒海の 障子の 北、 萩の 戶の ほと， りに、 弟の 別當惟 方が 立って 居る ので、 招き 寄せて 言 はれた に は、 

「公卿の 會議が 催される と いふので、 參內 はした が、 別に 是れ とい ふ 評議が あると も 承らぬ。 誠で 

あらう か、 光賴も 死罪に 行 はるべき 一人で あると 申す。 しかし 傳聞 する 所では、 其の 人々 は 皆 今日 

切っての 見識 家で、 然るべき 人物 達で ある。 其の 中に 數へ 入れら る、 事、 頗る 名譽 とい ふべき であ 

らう。 それにつ いて 尋ねた き は、 先日 御 事が 信賴の 車に 陪乘 して、 信 西 法師が 首實 驗の爲 めに 神樂 

岡に 向 はれた とい ふが、 以ての外の 儀で はない か。 抑 ぷ近衞 大將、 撿 非違 使，， 別當 は、 ：i と は 違った 

重大の 役目で ある。 其の 重い 役に 居りながら、 人の 車の 尻に 乘 ると いふ 事、 先例 も 聞いた ことが な 
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し、 今日 とても 大きに 恥辱と する 所で あらう。 殊に 首實驗 など は、 甚だ 以て 穩 かならぬ 儀で はない 

か。」 と 言 はれる と、 別當は 「それ は 主上の 思 召で 御座 したので。」 と 云って 赤面され た。 光賴卿 

重 IO- て、 「こ^は 怪しから ぬ。 いかに 勅 K なれば とて、 存 やる 旨 は 一通 b 申し述べて、 御意 見 を 申 

すべきで はない か。 (中略) もし 平家の 軍が 大勢で 攻め寄せたならば、 時の 間に 敗軍と なる であらう。 

は ひも 

:jin し 又.^ など を 懸けるならば、 主上 もどう して 御 無事に は 渡らせられよう ぞ e そ も/ \- 御所が 灰烧 

えさし の 巷と なる だけで も、 朝家の 御 歎きで はない か。 いかに 況ん や、 玉 體に萬 一の 事で も あらせ 

られ たなら ば、 それ こそ 天下の 大 珍事で、 我が 王道の 滅亡、 まさしく 此の 時し あるで あらう。 左衞 

門 ノ瞥 は御邊 に、 大事 ト事 何に よら や 談合す ると 聞いて 居る。 輕擧 妄動 を 慎み、 構へ て/.. '玉 體の御 

無事 を 謀る やうに 思案 を めぐらさる、 がよ い。 それ はさう と、 

「主上 は 何處 にわたら せらる ゝ？ 

「黑戶 の 御所に。  ： 

「上皇 は？  . 

「 一 本の 御 書 所に。 

r 內侍所 は？ 


「溫明 殿に。 

「御剣に 御璽 は、 何處 に？ 

「夜の 御殿に。 

と、 光賴 卿が 段々 に 尋ねられる と、 別當が 斯う 答 へられた U 「さて また、 朝餉の 方に 人 音が 聞こえ、 

櫛 形の 穴に 人影の 見える、 あれ は 何者か。」 と 言 はれる と、 「それに は 左衞門 ノ督が 住んで 居ります 

から、 其の 方面の 女官の 影が ちらついて； Q るので 御座いませう。.」 と 言 はれた ので、 光賴卿 は、 聞く 

か 聞かぬ に、 「世の中 は、 もう 是れ まで か：： 

細かに 擧 ぐれば 外に もい ふべき 事が 澤山 あらう が、 私 は、 これらが 此の 一章の 含んで 居る おもなる 

意義 趣味で あるかと 考 へる。 
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次ぎに 待 賢 門の 戰の おもなる 部分 を 引いて 見る。 此の 戰の 記事 は、 兩軍を 代表す る 源平の 嫡々 が 雌 

かけひき 

雄 を 決する 駔 引なる 點に 於いて、 激しい 戰爭の 光景 を 如赏に 描き出 だした 點に 於いて、 變 化に 富んだ 

點に 於いて、 情味の 兼ね 備 はった 點に 於いて、 武士道の 精髓の 美しく 現 はれた 點に 於いて、 叙事 抒情 

の 筆に 隙間の ない 點に 於いて、 軍記物語の 中 稀に 見る 名文で ある。 

く ぎ やう ぜんぎ 

さる 程に 六 波羅の 皇居に は、 八ム 卿食議 あって 淸盛を 召されけ り。 紺の 直垂に 黑絲威 

さう  こて  さ  おは ゆか かしこま  ノ 

の腹卷 に、 左右の 籠手 を 差して、 折 烏帽子 引き立て、 大 床に 畏る。 頭 中將實 國を以 

もろ  げきしん 

て 仰せ 下されけ る は、 王事 鹽 いこと なければ、 逆臣 滅びん 事 疑 ひなし。 但した また 

ぐ わ. S ろく 

ま 新造の 內裏 なり。 若し 囘祿 あらば 朝家の 御大 事 たるべし。 官軍 偽りて 引き 退かば、 

凶徒 定めて 進み出 でんか。 然 らば 官軍 を 入れ 替 へて 內裏を 守護せ させ、 火災 なきや 

かしこま  げき と 

うに 思慮 あるべし と 仰せ 下されければ、 淸盛畏 つて、 朝敵た る 上 は、 逆徒の 誅戮は 

たなごころ  めぐ  ぅぜ きしゅった. S.  くわしつ 

掌の 中に 候 間、 時刻 を 廻らすべからず。 然れば 定めて 狼藉 出来せん か。 火 失な か 

,，  はんれい  ぐつ がへ 

らん 條 こそ 難儀の 勅定 にて 候へ さりながら、 范蠡が 吳國を 覆し、 張 良が 項 羽 を 滅ぼ 

がいぶん  きんけつぶ も  せいばい 

せし も、 皆是れ 智謀の 致す 所 なれば、 涯分 武略 を 廻らして、 金 闕無爲 なる 樣に 成敗 


仕るべし と 奏して 出 でられけ り。 

主上 御座 あれば、 皇居の 御 固めに 淸盛 をば 留めら る。 大內へ 向 ふ 人々 に は、 大將 

軍 は 左 衞門佐 重 盛、 三 河守賴 盛、 淡 路守敎 盛、 侍に は 筑後ノ 守 家貞、 子息 左衞門 k 貞 

ノ      上さう  ノ  ェ んぉノ 

能、 主馬 判官 盛國、 子息 右衛門 ノ尉盛 俊、 與 三左衞 門尉景 安、 新 藤 左衞門 家泰、 難， 波 

次郞經 房、 瀨 尾太郞 兼康、 伊藤 武者 景綱、 館太郞 貞泰、 同じき 十 郞貞景 を 始めと し 

て、 都合 其の 勢 三千 餘騎、 六 波羅を 打ち出で て、 賀茂河 を馳せ 渡し、 西の 河原に 控 

へたり。 左 衞門佐 重 盛 は 生年 二十 三、 今日の 軍の 大將 なれば、 赤地の 錦の 直垂 に、 

^じ」 ひ ，  ， サ A- がに t の .  たつが しら  を し  こがらす  は 

攄 匂の 鎧 蝶の 裾 金物 つたる に、 龍 頭の 兜の 緖を 締めて、 小 烏と いふ 太刀 を帶 き、 

きり ふ  しげとう  きつ きげ  す 

切符の 矢 負 ひ、 重 籐の弓 持ちて、 黃德 毛なる 馬に、 柳 櫻 措り たる 貝 鞍 置かせて 乘り 

給へ り。 重盛宣 ひける は、 年 號は平 治な り、 華洛な 平安 城な り、 我等 は 平氏 なれば、 

三 事相 應 せり、 敵 を 平 げん 事 何の 疑 ひか あるべき。 誰れ か爱に 樊嗜張 良が 勇 をな さ 

ざらん とて、 三千 餘騎を 三 手に 分けて、 近衞中 御門、 大炊 御門、 大宮 表へ 打ち出で 

て、 陽 明、 待 賢、 郁芳 門へ 押 寄せたり。 
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九 六 

- Si: にはョ がの ほ をき. し 固め、 S で をば 開かれたり。 昭明、 建禮の 脇の" 小ぽ をも俱 

まがき がつ ゆ i  - 

こ 開きて、 大 庭に は 馬 ども 多く 引き立てたり。 梅壺、 桐壺、 籬壺、 紫 震 殿の 前後 

束 光 殿の 脇の 壺 まで、， 兵 ひしと S み 居たり。 皆 源氏の 勢 なれば、 白旗 二十 餘流 打ち 

立てたり。 大宮 表に は、 平家の 赤旗 三十 餘流 差し 揚げて、 勇み 進める 三千 餘騎、 一 

*  ニン  ときの こ ゑ 

度に i を I と 作りければ、 大內も 響き渡りて 夥し、 鯢 波に 驚きて、 只今 まて 由々 し 

く 見えられ つる 信頼.， 卿、 顏色變 はりて 草葉の 如くに て、 南 階 を 下られけ るが、 膝戰 

ひて P りかね たり。 人な み-,^ に 馬に 乘 らんと 引き寄せ たれ ども、 肥りせ めた る大 

の 男の、 大鎧ほ 着たり、 馬 は 大きな り、 乘り煩 ふ 上、 主の 心に は 似 も 似ず、 はやり 

切った る 逸物 なれば、 つと 出 でん、 つと 出 でんと しける を、 舍人七 八 人 寄って 馬 を 

船へ たり。 放た ば 天へ も 飛びぬべし。 穆王八 匹の 天馬の 駒 も. 斯 くやと 覺 ゆるば か 

りに て、 乘 りかね 給 ふ 所 を、 侍 二人つ と 寄って、 疾く 召し 候へ とて 押し上げたり。 

んで  ふし ざま 

餘り にや 押したり けん。 弓手の 方へ 乘り 越して、 伏樣 にどう と 落つ。 急ぎ 引き起こ 

して 見れば、 顔に 砂 ひしと 附き、 鼻血 流れて 見苦し かりけ り。 義朝 此の 體を 見て、 


日頃 は大將 とて 恐れ 給 ひける が、 はたと 睨みて、 あの 信頼と いふ 不覺人 は 臆したり 

なと て、 曰 華 門 を 打ち出、 てて、 郁芳 門へ 向 はれければ、 信頼 も 鼻血 押 拭 ひ、 鬼 角し 

て 馬に 搔き乘 せられ、 待 賢 門へ 向 はれけ るが、 物の 用に 合 ふべ しと も 見え ざり けり。 

左 衞門佐 重 盛、 五 百餘騎 をば 大宮 表に 殘し 置き、 五 百餘騎 にて 押 寄せて、 呼ば は 

り 給 ひける は， 此の 門の 大將軍 は 信頼 卿と 見る は 僻目 か。 斯く 申す は桓武 天皇の 苗 

裔、 太宰 大威淸 盛 嫡子、 左衞門^^重盛、 生年ニ十三と名乘り懸けければ、 信頼 返事 

にも 及ばず、 それ 防げ 侍 共と て 引き 退く。 大將の 引き 給 ふ 間、 防ぐ 侍 一人 も 無し。 

我れ 先き にと 逃げければ、 重 盛い よ-^ 勇みて、 大 庭の 掠の 木の k まで 攻め 附 けた 

り。 義朝 これ を 見て 惡源太 はなき か。 信頼と いふ 大臆 病人が、 待 賢 門 を 早 破られ 

つる ぞゃ。 かの 敵 追 ひ 出 だせと 宣 ひければ、 承り 候と て 懸けられ けり。 費く 兵に は、 

鎌 田 兵衞、 後藤 兵衞、 佐々 木 源 三、 波 多 I 次郞、 三 5i 荒 次郎、 須藤ソ 刑 部、 長 井 ノ齋藤 

別當、 岡 部 ノ六彌 太、 猪 俣 小 平 六、 熊谷ノ 次郞、 平山ノ 武者 所、 金子 ノ十 郞、 右馬允 

上總介 八郞、 關ノ 次郞、 片桐ノ 小八郞 太夫、 以上 十七 騎、 を 1 ベて 馳せ向 ふ。 sfe 
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を 揚げて、 此の 手の 大將は 誰人ぞ 名乘れ 聞かん、 斯く 申す は淸和 天皇 九 代の 後胤、 

しゃう ねん  ^3はぐら いくさ 

左 馬頭 義朝 嫡子， 縑 倉の 惡 源太義 平と 申す 者な り。 生年 十五 歳、 武藏 大藏の 軍の 大 

を V- たて わき ぜんじ やう  このかた  ど- » 

將 として、 叔父 帶刀 先生 義賢を 伐ちし より 以來、 度々 の 合戰に 一度 も 不覺の 名 を 取 

らず、 年 積って 十九 歳、 見參 せんとて、 五 百 騎の眞 中へ 破って 入り、 西より 東へ 追 

たてざ ま 上 こざ ま  さつ 

ひまくり、 北より 南へ 追 ひ 廻し、 縱 樣横檬 十文字に、 敵 を 風と 蹴散らして、 葉 武者 

はじに ほひ  き つき げ 

共に 目な 掛け そ。 大將軍 を 組んで 攀て。 攄 匂の 鎧に、 蝶の 裾 金物 打って、 黃鴇 毛の 

おしなら  てどり 

馬に 乘 つたる こそ 重 盛よ。 押雙 ベて 組んで 落ち、 手 捕に せよ と 下知 すれば、 大將を 

龃ま せじと、 防ぐ 平家の 侍 ども、 與 三左衞 門、 新 藤 左 衞門を 始めと して、 百騎 ばか 

つ はもの ども 

りが 中に ぞ 隔たりけ る。 悪源太 を 始めと して 十七 騎の兵 者、 大將 軍に 目 を 懸けて、 

大 庭の 掠の 木 を 中に 立て、 左 近の 楼 右近の 橘 を、 七 八 度まで 追 ひ 廻して、 組まん/ \ 

とぞ揉 うだりけ る。 十七 騎に ffi け 立てられて、 五 百 餘騎叶 はじと や 思 ひけん、 大宮 

ノ  ゆん，. つえ  つ  ノ 

表へ さっと 引く。 大將左 衞門佐 は、 弓 杖 突いて 馬の 息を繼 がせ 給 ふ 所に、 筑後 守つ 

と參 りて、 曩 祖平將 軍の 二度 生まれ か はり 給へ る 君 かなと、 k う 樣に譽 め 奉れば、 ， 


今一度 ffi けて 家貞に 見せん とや 思 はれ けん。 前の 五 百餘騎 をば 留めお き、 新手 五 百 

. 餘騎を 相 具して、 又大 庭の 掠の 木まで 攻め寄せたり。 

また 惡源太 K け 向 ひ、 見廻して いひけ る は、 只今 向 ひたる は 皆 新手の 兵な り、 但 

し 大將は 元の 大將重 盛ぞ。 以前 こそ 洩らす とも、 今度に 於いて は餘 すま じ、 押雙べ 

て 組んで 捕れ、 兵 共と 下知 すれば、 勇みに みたる 十七 騎、 我れ 先き にと 進み けれ 

ば、 今度 は 難 波 次郞、 同じき 三郞、 瀨尾 太郞、 伊藤 武者 を 始めと して、 百 餘騎が 中 

に 隔てた るに 事と もせず、 惡源太 弓 をば 小脇に 搔ぃ 挾み、 燈蹈ん 張り、 突っ立ち あ 

►  、  , う  ：  * ちゃぐ /C- ごへん  かたき 

がり 左右の 手 を擧げ 幸に 義平 源氏の 嫡々 なり、 御邊も 平家の 嫡々 なり、 敵に は 

誰れ か 嫌 はん。 寄れ や 組まん とい ふま、 に、 先の 如く 大 庭の 掠の 木の 下 を 追 ひ 廻し 

て、 五六 度まで こそ 揉う だり けれ。 重 盛 組みぬ ベう もな くや 思 はれ けん、 又 大宮表 

へ 引いて 出づ。 惡源太 二度まで 敵 を 追 ひまくり、 弓 杖 突いて 馬に 息を繼 がせけ るに、 

義朝 これ を 見て、 須藤瀧 口 を 以て、 汝が 不覺に 妨げば こそ、 敵 度々 a け 入 るら め、 

あれ 速 かに 追 ひ 出 だせと 言 ひ 遣 はされ ければ、 俊綱馳 せて 此の 由 を 云 ふに、 承り 候 
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かたき 

ふ 進め や 者 共と て、 色も替 はらぬ 十七 騎、 大宮 表に ffi け 出で て、 敵 五 百 餘騎が 中へ 

わ  せ 

面 も 振らず 破って 入る。 引き立て たる 勢 なれば、 馬の足 を 立て かねて、 大宮を 下り 

に、 ニ條を 東へ 引きければ、 我が 子ながら も義平 は、 よく 駔 けたる もの かな。 ぁ跃 

けたり とぞ譽 めら れ ける." 

大將重 盛、 與三左 衞門景 安、 新 藤 左衞門 家泰、 主 從三騎 かけ 離れ、 ニ條を 東へ 引 

かれければ、 惡源 太、 鎌 田へ 屹と目 合 はせ て、 爱に 落つ る は大將 とこ そ 見れ、 返せ 

やとて 追懣 けたり。 旣に堀 河に て 追つ 詰めけ るが、 弓手の 方に 材木 多く 充ち 満ちた 

るに、 悪源太の 乘り 給へ る 馬、 かたなつ けの 駒に て、 材木に や 驚き けん、 馬 手の 方 

けしと  ノ  つが 

へ 蹴 飛んで、 小膝 を 折りて どうと 伏す。 鎌 田兵衞 延ばさ じと、 十三 束 取って 番ひ、 

び  い む  あた 

ょッ 引いて ひやう と 射る。 重 盛の 射 向けの 袖に はたと 中り て 飛び 返る。 やがて 二の 

, ► ,  . しっけ  Q  を ど 

矢 を 射たり ければ、 押附 にちやう ど 中り て、 篦 かつぎ 碎 けて 跳り 返れり。 惡 源太是 

れは聞 こ ゆる 唐 皮と いふ 鎧 ござん なれ、 馬 を 射て 落ちん 所 を 撃てと 下知せられ けれ 

ば、 又よ つ 引いて 追ひ樣 に、 箬の隱 る、 程 射 込みたり。 馬 は 屛風を 返す 如く 倒 るれ 


^ほ. s& は 

ば、 材木の 上に はね 落され、 兜 も 落ちて 大童に なり 給 ふ。 鎌 田 堀川 を馳せ 越えて、 

重 盛に 組まん と 落ち合 ふ。 重 盛 近づけて は 叶 はじと や 思 はれ けん、 弓の 弭 にて 縑田 

が 兜の 鉢 を 丁 ど 突く。 突かれて ゆら ゆる 間に、 兜 を 取って 打ち 着つ、、 緖を强 くこ 

そ 締められ けれ。 與三左 衞門馳 せ 寄って、 中に 隔たり 申しけ る は、 漢の紀 信 は 高祖 

,〉 のち  けい やう  かこみ  しかう I., つかし 

の 命に 代 はりて 滎 陽の 圍を出 だし、 遂に 天下 を 保た せき。 主 辱めら る、 時 は臣死 

ひつく 

すと いふに あらず や- 景安爱 にあり、 寄れ や 組まん とい ふま、 に、 縑田兵 衞と引 組 

んで 取って 押へ ける 處に、 惡源太 馬 引き起こし、 是れも 堀 河 を馳せ 越えて、 重 盛に 

組まん と 飛んで 懸かりけ るが、 鎌 田 を や 助く る、 大將 をゃ擊 たんと 思案し けれども、 

大將に は 又も 寄せ 合 ふべ し、 政 家 を 撃た せて は 叶 はじと 思 ひ、 與 三左衞 門に 落ち合 

、 み i かたな さ  たの  いのちい 

つて 三刀& して 售を 取る。 重 盛 は 憑み 切った る景安 討た せて、 命 生きて 何 かせん 

とて、 旣に惡 源 太と 組まん とせられ ける を、 新 藤 左衞門 馳せ來 り、 家 泰が候 は ざら 

ん處で こそ、 大將の 御 命 をば 捨て 給 ふべ けれと て、 我が 馬 を 引き 向け、 中に 隔て、 

惡源 太と むず と 組む。 政 家 は 重 盛に 龃 まんと しける が、 主 を 討た せて は 叶 はじと 思 
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ひければ、 新 藤左衞 門に 落ち 重って 首を搔 く。 此の間に 重 盛 は 虎口 を遁れ て、 六 波 

羅 ま、、 てぞ 落ちられ ける。 二人の 侍な からまし かば、 助かり 難き 命な り。 十二月 二十 

七日 巳 刻ば かりの 事なる に、 一村 雨 さっとして、 風 は 烈しく 吹いたり けり 縑 田が 

鞍の 前輪に もお 1 ゐ たれば 乘 りかね けり。 惡源太 これ を 見 給 ひて、 手形 を附 けて 乘 

れ やと 宣 ひければ、 打物拔 いてつぶ/ \ と、 手形 を 切りて ぞ乘 つたり ける。 鞍に 手 

形を附 くる こと、 此の 時より、 そ 始まれる。 

三 if 守 賴盛は 郁芳 門 へ 押 寄せて、 此の 陣の大 將は誰 人ぞ。 名 乘られ 候 へ と宣 へ ば、 

此の 手の 大將 は淸和 天皇 九 代の 後胤、 左 馬頭 源 朝臣 義 朝と 名乘 つて、 惡源太 は 二度 

まで 敵 を 追 ひ 出 だす ぞ かし。 進め や 若者と 宣 へば、 中宮 大夫 進、 右兵衞 佐、 新宮十 

郞、 平 賀.， 四郞、 佐渡ノ 式部 大輔重 成 を 始めと して、 我れ も/ \ と駔 けられけ り。 右兵 

佐賴朝 は、 生年 十三と 名乘 つて、 敵 二 騎射 落し、 一騎に 手 負 はせ て、 殊に 進ん、 て 

a けられけ り。 左 馬頭 宣 ひける は、 何とい へど も 若者 共の 軍す る は、 まばらに 見 ゆ 

るぞ、 義朝 K けて 見せん とて、 眞 先に 進まれければ、 一人 當 千の 兵 共、 打 園う でぞ 


戰 ひける。 賴盛暫 らく 支 へられけ るが、 門より 外に 追 ひ 出 ださる。 義朝 いて 攻め 

戰 へば、 大宮 表へ 引きに けり。 平家 馬の 息を繼 がせて 駔け 入りければ、 t^vH^ 大 r;?^ 

引 籠る。 源氏 また 馬の足 を 休めて 駆け出 づれ ば、 平家 また 大宮 表へ 引き 3^  く。 平家 

あかはた あかじる し  こ-こ. 、*.  ：  H 

は 赤旗 赤符、 日に 映 じて 耀 けり。 源氏 は大 旗、 腰 小編、 皆押1|べて^1かりけるが、 

風に 吹き 亂 され、 勇み 進める 有樣 は、 誠に すさまじく こそ 覺ぇ けれ。 Ira^ 平の つ 共 互 

に 命 を 惜しまねば、 眼前に 撃た るれ ども 顧みず、 ：_ぉっの|^^に進まんと、 爱を g ぎと 戰 

うたり。 惡源 太、 左 衞門佐 をば 討ち 洩らし、 縑 田に 向って 宣 ひける は、 郁芳 門の 軍 

は 如何 あらん。 いざや 頭 殿の 御先 仕らん とて、 打 具して 馳せ來 り、 又眞 先に ぞ 進ま 

れ ける。 

げ にん はつち やう  て - 

爱に縑 田が 下人 八 町次郞 とて、 大力の 剛の者、 早 走りの 手利き あり。 にて こそ 

具す ベ けれども、 なかく 徒 立よ かるべし、 1 咼名 せよ とい ひければ、 Y おも 腹卷に 

小 具足 差し固めて、 眞 先に 進みたり ける が、 敵の 馬 武者の 遙 かに 先立ちて 落ちけ る 

を、 八 町が 內 にて 追つ 詰めて 首 を 取った ければ、 それより して 八 町 次^と ぞ C ひけ 


1 on 

る。 されば 又 此の 者、 三 河 守の 聞 こ ゆる 早馳 せの 名馬に、 兩鏜を 合 はせ て 駆けられ 

ける に、 少しも 劣らず 追つ 附 きて、 兜の 天邊に 熊手 を 打ち掛けん と、 續 いて 走りけ 

れば、 賴盛も 兜 を 打ち 傾け 打ち 傾け、 あ ひしら はれければ、 五六 度 は 掛け はづ しけ 

るが、 終に 天邊に 打ち掛け てえ いやと 引けば、 三 河 守旣に 引き落されぬ ベう 見えら 

れけ るが、 帶 いたる 太刀 を 引き 拔 いてし と、 切り、 熊手の 柄 を 手元 二 尺ば かり 置い 

て、 づんと 切って 落されければ、 八 町次郞 のけに 倒れて ころびけ り。 京 童 これ を 

見て、 あはれ 太刀 や、 あ 切れたり。 三 河 殿 もよ く 切ったり。 八 町次郞 もよ く 掛けた 

りと ぞ 感じけ る。 賴盛は 兜に 熊 手を切り 掛けながら、 取り も 捨てず 見 も 返らず、 三 

條を 東へ、 高 倉 を 下りに、 五條 を 東へ、 六波羅 まて、 からめ かして 落ちられ ける は、 

なか/ \ 優にぞ 見えたり ける。 名 譽の拔 丸 なれば、 能く 切れけ るは理 りなり。 此の 

太刀 を拔 丸と いふ 故 は、 故 刑 部卿忠 盛、 池 殿に 晝寢 してお はしける に、 池より 大船 

あ. -*  9  . 

上りて、 忠 盛を吞 まんと す。 此の 太刀 枕の 上に 立てたり ける が、 自らす るりと 拔け 

て 蛇に 懸かりければ、 蛇 恐れて 池に 沈む。 太刀 も 鞘に 返りし かば、 蛇 又 出で て吞ま 


ん とす。 太刀 又拔 けて 大蛇 を 追 ひて、 池の 汀に 立ちて けり。 忠盛 これ を 見 給 ひて こ 

そ、 拔 丸と は附 けられ けれ。 當 腹の 愛子に よって、 頼 盛 之れ を 相 傅し 給 ふ 故に、 淸 

盛と 不快な りけ ると ぞ 聞こえし。 伯省國 大原眞 守が 作と 云々。 三 河 守 を 落さん と 防 

ハ； C, ナ. J> もつ  う  レーう  ノ 

ぎ戰ふ 侍に は、 4<!1監 物、 小監 物、 藤 左 衞門尉 助 綱、 兵 藤 內が子 藤 內太郞 家繼を 始め 

として、 我れ も/ \ と戰 ひける。 

二 

語釋 左右の 籠手 を 差して。 「籠 HK 一は 腕 を 被 ふ 武具の 一 つつ 鎧に は 左 だけに 籠手 を さす を 例と する が、 腹 卷には 

ことわ  お ほひ か  ひろび さレ 

左右 共に 差す， とも あり、 又 左右と もに 差さぬ 一と も あるので、 特に かう 斷 つたので あらう。 〇 大床。 王朝 時代の 廣席 

じ や すのこ え，. レ  ま  ひろえん  わう じト も. J 

の 事で、 身屋と 簀子緣 との 間の 問 C ヒ^と 緣 側との 間の ー# 廊下、 或 ひ は廣綠 ともい ふべき 處 C 〇 王事 鹽ぃ 一とな けれ 

ば" 「鹽」 はコと 讚んで 脆く 弱い 事。 『詩經 1 に、 王家 君 上の 事 は 堅固 萬 全で なければ ならぬ 故、 御 奉公に 忙しくて、 五 

穀を 仕付ける 事 も出來 ぬ、 親 を 養 ふ 暇 もない、 など 歌って ゐる。 それ を 踏まへ たので、 こ、 は 天地神明の 加護 ある 

皇室の 御 事に 間違の あるべき 害が なく、 結局 逆徒の 減び るのに 疑 ひ はない が、 た > 折角 丁度 出來 あがった ばかりの 

宮城の 燒 失する のが 惜しい とい ふ 事。 〇 回祿。 支那の 祌 話に 謂 ふ 火の 神の 事、 こ、 は 火災に 遭 ふとい ふ 意。 〇 掌の 
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中に 候 ふ 間：：。 几 徒 返 治 は、 もう 大丈夫 手に 取った やうな もので、 手 問 ひま も 入らす、 時計の 廻る の を つ 迄 も 

ありません.) しかし さう 時刻 を 廻らさぬ やうに 功 を 急けば、 自然い ろ/ \ の 間違 も 出來 ませう とい ふ 意. - r ^乙/ま」 

のと 二ろ、 少し 詞 足らす で瞹眛 であるが、 大體 さう いふ 意味で、 「功 を 急けば」 とい ふ 作者の 底意で あらう C 〇 范ま 

張 良 C 范蠡は 越 王 勾踐を 助けて 口 王 夫 差を减 ぼした 智謀の 臣、 張 良 は漢の 高祖 を 助けて 楚の項 羽を减 ぼした 謀臣。 

  び やうき う 

分。 分際 相應、 出来るだけの、) 〇 金闕 無爲。 「金 闕， 一は 漢の 宮殿、 未 央宫の 金 馬 門から 出た 詞で、 廣く 王宮の 事 

に W るら れる C 1 無爲 一は 變 はりな きこ、 ろ、 リ きつ  >  けて、 宫城御 無事と いふ MJC 〇 成敢" セィ バイと 讀む C もと 

•  W  し おき 

は 成功と 失敗と いふ 意味で あつ. U が、 轉 じて、 處分、 仕置、 處刑、 誅戮 とい ふ 意味に 用 ゐられ る やうに なつ，； r こ 

こで は 第二の 轉義に 用 ゐられ てるる 「) 〇 主上 御座 あれば。 これより 先き、 別 常 惟 方の 手引に より、 卞： 上が 黑戶の 御 

さむら ひ 

所を脫 して、 平家の 六 波羅の 邸に 行幸 あらせられた 故にい. V) 〇 侍に は。 侍大將 のこと。 侍 大將は 門閥 家の 任ぜら 

れる常 役の 將 軍で なく、 戰爭の 折、 臨時に、 侍の 中から 選ばれて、 一 部、 一 画の. H 卒を 統率す る 任に あたった 役の 

こと。 〇馳 せ 渡し。 一端から 他 端へ 押し 進んだ 連絡 行動の 味 は ひ； 〇 生年、〕 當 時の 流行語。 生まれてから 生きて 來 

■  うる レ 

た 年の 數と いふ 事で あらう。 〇 攄の匂 ひの 鎧。 爐は 漆に 似た 木の 名. - はじ 色 は爐の 葉の，， J み. ちした 色 をい ふので、 

すそ な もの 

赤と 黄との 間の 〇 蝶の 裾 金物 C 草 指の 最下 端の 板を菱 縫の 板と いふ、) これ は 此の 板に、 XXX かう いふ 風に 潢 

に 縫った 絲の 模様が 菱形に 見える 處 から 云った ので あるが、 此の 菱 縫の 板の 左、 右、 中の 三ケ 所に 金物 を 打つ C こ 

れを 一， 据 金物」 と 云って、 人々 の 好みに よって、 花、 鳥、 蟲 などい ろくの 物 をつ けた C  二、 は 蝶 模様の 金物 をつ け 


たつ 7" レら  ** びさレ 

たとい ふので ある。 〇 龍 頭の §^。  の 正面、 鍬 形の 中 問から 眼 庇の 方へ 龍の 張り出で たの を附 けた §^。 大將の 着る 

料で ある。 〇 小爲" 平家 傅 家の 寳刀。 〇 切 文の 矢 C 切 斑の 意、 魔の 羽の 斑の、 白と 黑と琉 の 切れ 分かれた の を 以て 

I  力ら- つ 

矧 いだ 矢の 事 C 〇 滋 藤の 弓。 弓の 幹を籐 でしけ く卷 いた 弓、 五分ば かりの 間 をお いて は 一 寸伉 づっ卷 くと いふ。 

〇 黃鴇 毛。 黃 桃花 毛と も 書く。 全身 白色に 黄色 味を帶 びた 毛色。 〇 柳樱惜 りたる 0: 鞍、 靑 貝で 柳と 櫻との 模様 を惜 

つた 鞍" 〇 年 號は平 治な り 云々 C 年の 名 は 平 治、 都の 名 は 平安、 自分 等の 姓 は 平家、 三つ Me てに： 牛の 字が ついて ゐ 

る、 敲を 平け るのに 何の 疑 ひが あらう とい ふこと C 詞 についての しゃれで、 勇氣 をつ けたので ある。 「相應 せり」 は、 

告 我等に さう おうして ふさ はしく， 緣起. かよいと いふ 意 C 「あ ひ おうぜり」 ではない。 〇 三方の 門。 異本に、 此の上 

につ，^、 西、 北」 の 三 字が あり、 「面」 の 前に 「東」 の 字の あるの が ある" その 方が 尙 ほよく 解る であらう。 〇 離壺 C 束 

光 殿。 此の 二つの 名 は 内裏の 名稱の 中に兒 えぬ が、 或 ひ は 梨 11 ぽ、 登 花 殿と あつたの を、 一 つ は^と 籠との 同音から 

散： き 誤られ、 一 つ は 「とうく わ」 を 「とうく わう」 と 誤った ので あらう とい ふ 說が ある。 〇 南 階。 紫宸殿の 向の 

階。 〇 太りせ めた る大の 男。 セメは 「狹 め」 「迫め」 の 意で、 はち切れさ うに 肥ったと いふ 意 C  0 主の 心に も 似す" 

主從は 似た者の 伴 ふの が 普通で あるのに、 此の 馬が ド： 人の 臆病なる にも 似す、 氣の 勝った、 拔 S 非凡の 駿馬で ある 

から、 とい ふ 皮肉の W 致。 〇 穆王八 匹の 天 IHT 同の 穆王. か卽位 三十 ニネ に、 八 龍の 駿 に乘 つて 天下 を 巡行した と 

いふ 傅說を 踏まへ た 文で ある" 八 駿の名 は、 一は 「絕 地」 と 云って、 足 土を踐 ます、 二 は 「翻 羽」 と 云って 飛 烏 を 追 ひ 

越し、 三 は 「奔 宵」 と 云って 一夜の 中に 萬 里 を 行き、 四 は 「越 影」 と 云って 太陽に 負けす に 飛ぶ、 その他 は踰 輝、 超 光、 
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騰霧、 挟 翼な どと 云って、 いづれ も 超自然の すばらしい 駿 Kll である，) 王は是 等の 天馬に 乘 つて、 一 日に して， 十 萬 

りゃう じ. 5 せん 

里 を隔 てた 印度の 靈鷲山 に 至った などい ふ 傳說の ある 馬。 かう い ふ 傅說が 背景 をな して ゐ るので、 モ れが當 時 の 無 

擧の讀 者 を も 刺戟して、 嗜々 裡に 此の 文章が 恐ろしく 引 立って 來て 居る ので ある。 〇 伏し 様。 一 ざま， 一 は體， 式、 

方角、 などい ふ 程の 意。 こ、 は 「のめり 加減に，」 とい ふこと。 〇 日頃 は。 此の間まで はとい ふ義 J 〇 はたと 睨みて、 

あの 信頼と いふ 不覺人 は 臆したり な。 「ハタ，」 は 物の 衝き當 たって 相 撃つ 音から 來 たので あらう。 武將 の銳ぃ 目が ピ 

カリと 光る。 そして それが 向う の 晩 まれた 物に 恐ろしく 響く、 その 呼吸が いかにも 活き くと 寫し 出されて ある。 

「不覺 人」 は不覺 悟なる 臆病者め。 〇 大將の 引き 給 ふ 間. - 「間」 は 「故に」 「ので」 とい ふ 意。 『今昔』 あたりから， ネッ. 

使 はれ 始めた のが、 もう 普通の 用語と して • 大手 を 板って 廣く行 はれる やうに なった ので ある。 〇 惡源 太。 叔父 を 

殺した とい ふので 呼ばれた 綽名で は あるが、 常時 は 「戀 勇」、 「豪傑」 とい ふ 程の 味 をも帶 びた 一種の 稱號 となって ゐ 

た。 或 ひ は 惡七兵 衞景淸 とい ひ、 或 ひ は武藏 坊辨慶 が、 自ら 「三 塔 名 譽の惡 僧」 など 云って 居る の を 見ても、 此の 

意味が わかる。 〇大 音 聲を揚 けて。 武勇に はやる 當 時の 益荒男の 雄 叫 を 現 はすに 用 ゐられ た、 此の 「ダイオン ジャ 

ゥ」 の 一語が、 些細の 事ながら、 世が 武人の 世に なり、 軍記の 世に なった 事を證 明して ゐる C 「割って入り」、 一蹴ち 

らして」 など、 皆 武人の 擦-娘 を 謳歌した 生氣澄 刺た る 新 日本語で ある。 〇 葉 武者。 半 武者、 物の 數 にも あらぬ、 コ 

ざ ふ ひやう 

ム マ 以下の 雜 兵と いふ 意。 〇 押拉 ベて 組んで 落ち 手 捕に せよ。 馬と 馬と 差 向 ひに 一 直線に ならす、 並行 式に すり 寄 

つて、 組んで _f ^ちて、 つかまへ よと いふ 事" 〇 弓 仗つ いて。 弓 を 杖に して 立った 事 だが、 ユン ヅヱ ック とい ふと、， 


いかにも 武人 式の 勇ましい 調子が 出て 来る。 〇 つと 參 りて。 突然 無雜 作に 面前に 現 はれた 事。 〇囊 祖^し 將 軍ん の ITS 

生れ 替 はり 給へ る 君 かな。 「大昔の 大 御先 祖樣、 貞盛 公の 御 再誕の 樣 です ぞ。」 とい ふ義。 〇 向う 様に。 「本氣 に」 と 

解した 註 釋書も あるが、 さう では あるまい。 これ は 「眞 向から， 一、 「正面から」、 「何の 斜酌 もな く」、 「直說 法式に」 とい 

ふので、 或 ひ は それに 「出逢 ひ 頭に」 とい ふ 意 をん 含めた ので あら フ。 卽ち 「ひよ ッ こりと 前に 出る、 ちぐに 15 面 

から ip? き 出しに 譽め 立てた」 とい ふ であらう。 〇 今度に 於いて は餘 すま じ。 「おいて は」 は 「今度 は」 とい ふのに、 

勿體 をつ けて 而 白く 云った ので ある。 「餘 すま じ」 は 「一人 も 洩らさす 全部 を」 とい ふ 意味で あるが， 一 つ は 此の 時代- 

の 武人の 間に 於け る 流行語で、  唯 だ 一 人の 敏と戰 ふ 時で も 「餘 すま じ 一と 云って ゐる。 〇 今度 は 難 次郞。 前に は與 

三 左衞門 等が かけ 隔てた が、 今度 は 新手が 代 はった ので、 其の 中の 難 か 次 郎等が 隔てた とい ふこと。 〇 弓 をば が 脇 

にかい 挾み。 脇に 挾んだ とい ふ 事。 - 小」 は 威勢よ くす る爲 めの 味つけの 接頭語で、 「小つ 面に くい J 、「一 小 わ i にさ はる」 

などい ふのと 同じ 味 C 亡友 島 村 抱 月 は、 かう いふの を 「情 化 語」 と 名 づけて ゐる。 〇 鎧 踏ん張り、 突っ立ち あがり、 

左右の 手を擧 け。 「っッ 立ち」 「ふんばり」、 皆 わざと 當 時の 新時代 語の 武者 詞を 用ゐ たので あるが、 坂 東 育ちの 荒武 

者の 颯爽た る 様子 を、 實に 生き.^ と 現 はして 居る。 〇 嫡々 C 本家 正統の 嫡男と いふ 事。 今日よ くい ふ 「チヤ キ 

なま 

^.-.»」 は 此の 嫡々 の 訛った ので ある。 〇 いふ ま、 に。 いふ まに-^ で、 言 ふと 同時にの 意。 〇，，"1 も か はらぬ 十七 騎。 

鎧な. どの 色 を 本位と して、 平家 は 新手 を 入れ かへ たが、 , 〕 ちら は 前と 5^ じ 騎馬の 武士が、 と 云った ので あらう。 01:^^ 

の 足 を 立て かねて： 「立て」 は 引き 足 を 支へ て 立ち止まる 事。 當 時の 普通の 武士 詞。 〇 屹と目 合 はせ て。 「きっと 一は、 
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もと 「一 f 」 とい ふ 意で あつ. U が、 後に 「しかと」 とい ふ 意が 加 はり、 遂に はー必 す」 とい ふ 意に なった C 此處は 二 寸、 

めくお  、、、、、 

力の こもった 目 交せ をして」 とい ふ 意で あら、 ソ。 〇 かたなつ けの 駒に て。 まだ 少しば かり 懷 けた 丈、 一 部分 敎練を 施 

した 丈で、 木な つけに はならぬ 荒馬な ので、 とい ふ 事。 二三の 註釋 書に 「片寄る 癖のある 馬」 の 意と し、 片 よる 癖の 

ある 馬 ゆ ゑ、 自然と 弓手の 方に 片寄って、 其の 方に 積んで おいた 材木に 驚いた ので ある、 と 解いて 居る の も あるが、 

さう では あるまい。 唯 だ 材木に 驚いた 事を寫 したので、 右の 方に 材木が あつたので 左の 方に 飛んだ と 書いた だけで 

あらう。 〇 延ばさ じと。 落さ じとの 意。 逃け のばさせ、 逸 ゆ 道 を この 上 延長 させまい、 こ、 で 仕と めて やらう とて、 

よ  ヌ  もの 、 ふこと fl 

とい ふこと" 〇 能つ 引いて ひやう と 射る。 當 時の 代表的な 武者 詞の 一 つ。 例の 如く いかにも 小氣 味の よい 武士 詞で 

ある。 〇 射 向けの 袖。 鎧の 左の 袖-〕 弓 を 射る 時に 左 を 前に 向ける 所から 来た 名 C 〇 押 付。 後の 肩に あたる 板、 染革 

* ウレろ 

で 包む の を 例と する" 當時、 敵に 押 付を旯 するとい ふの は、 敞に後 を 見せる、 卽ち 逃け ると いふ 意味であった。 〇 

篦 かつ ざ。 篦 被で、 鏃が矢 竹 を 受け かついで 居る 部分 C 蔑 は 矢 竹の 事で、 其の上 端 を 矢 箸と いひ、 下端の 鏃と 接す 

る 所 を、 鏃の 方から 見て 「筮 かつぎ」 とい ふ。 〇 唐 皮と いふ 鎧 ござん なれ。 「唐 皮」 は 平家 重代の 名高い 鎧。 「ござん 

なれ」 は 「こそ ある なれ」 「こそ あんなれ」 の つまった 訛り。 後世 は 「さあ 来い」 とい ふ 挑戰の 語な どに 用 ゐられ るが、 

ざま  お ほ わら は 

それ は轉 訛で， 古意で はない。 〇 追 ひ 様に。 追 ひかけ ながら、 後の方から C 〇 大童。 散らし 髮の事 C 大人ながら 子 

供が 髮を 散らして ゐ るのに 似て； 1^ る 故にい ふ。 〇 落ち合 ふ。 \|^5|:盛が一!^;|から^ちた處へ、 鎌 田 も 同じく 馬から 飛び 落 

ちて 組まう としたと いふ 事。 〇 ゆら ゆる 間に。 よろめいた 事 C 〇 主 辱めら る、 時は臣 死す。 一 ー國 語』 に 范蠡の 語と し 


て 「人の 臣 たる 者、 君 憂 ふるとき は臣勞 し、 君 辱めら る 、とき は臣 死す」 と あるのに よった ので あらう。 〇 鎌 田 を 

や 助く る。 縑田を 助けた もの か、 それとも 重 盛を擊 つた もの かと 考 へて 躊躇した 事。 〇 十二月 二十 七日の 巳の 刻. は 

かりの 事なる に、 一村 雨 さっとして、 風 は 烈しく 吹きたり けり、 鎌 田が 鞍の 前輪に も、 つら、 ゐ たれば 乘 りかね け 

OC 十二月 二十 七日 は 凡そ 今の 新曆の 一 月末で、 大寒の 寒い 盛りで ある。 巳の 刻 は 今の 午前 十 時 ごろ。 「吹きたり け 

り」 は、 說明 しにくい 一 種の 句法で あるが、 今の 言葉に すれば 「吹い たんだよ！」、 一， 吹いた ぢ やない か！」 とい ふ 程 

の 意で， 感投 的の 味 は ひ を 含ん て 居る、」 「極寒の 折からな るに、 俄に 荒れ模様に なり、 通り雨が さッと 降って、 お 

、、、、、、、、  たま 

まけに 風が 烈しく 吹いた ぢ やない か！ 何で ふ堪 らう、 縑 田の 鞍に も 氷が 張って、 手が 滑って 乘 る， とが 出来ぬ c」 

とい ふ 程の 意味。 「前輪」 は 鞍の 前の 方なる 山形。 「つら、 ゐる」 は、 氷の つるく と 張った こと。 「ゐ る」 は 集まり 止 

まる 意で、 流れ 落つべき 水が 凝り固まつ たとい ふこと C 此の 「つ 、ら， 一 を、 諸 註に 氷柱、 氷 筋と 書いて、 垂氷 卽ち垂 

れ下 つた 氷の 柱の 事に 解して 居る が、 さう ではない。 此處は 唯 だ 「氷が つる/、 と はって 手の 掛け やうがない」 とい 

ふ 事で ある 。「つら、」 の 本義 は 氷の 「ツルく ス ベ./.、 と 張る」 とい ふので、 氷柱の 意に 取る の は轉義 である。 〇 

此處の 一吹きたり けり」 は、 風變 りな 特別の 筆致で あるが、 多分 此の 時代に 於け 0 新 流行の 句法で あらう C 『平家 物 

語』 に は、 卷 第一 の 「殿下 乘合」 に、 

新 三位 中將資 盛、 其の 時 は 未だ 越 前 守と て、 生年 十三に 成られけ るが、 ifiii は に 降ったり けり、 枯 野の 氣色、 

誠に 面 {1 かりければ、 若き 侍 ども、 三十 騎 許り 召 具して：： 終日に 狩り 暮らし、 薄暮に 反んで、 六波羅 へこ そ 
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歸られ けれ.^  ； 

と あり、 卷第十 一 の 「那須 奥 一 」 に は、 

頃 は 二月 十八 日 腐の 刻ば かんの 事なる に、 折節 北風 烈しう 吹きければ、 礎 打つ 浪も高 かりけ り、 船 は ゆり ヒ.^ 

ゆりす ゑた >ょ へば、 扇 も 串に 定まらす ひらめいたり。 

と 書いて あるが、 いづれ も 意外の 出来事なる を ほのめかした 感投詞 的の 味 は ひで、 文 路を輕 く遮斷 して 想像の 餘地 

を與 へる 風致 を 見せた ものである。 かう 拉 ベて 見る と、 『平 治』 の 作者と： 「平家』 の 作者と が、 同じ 時代の {ゃ： 氣を 呼吸 

して 同じ 樣式を 手に入れた 一とが 明らかで あるが、 更に 想像 を馳 せて、 『平家』 の 方が 『平 治』 に比べて 筆 馴れの して ゐ 

る 所 を 見る と、 『平家』 の 作者 は 『平 治』 を 摸して 更に 其の上に 出た ので あらう。 或 ひ は r 平 治』 の 作者が、 『平 治』 を 

書いた 後に、 一 層 鋼れ た 筆 を 以て 『平家』 の是 等の 部分 を 書いた ので も あらう C とにかく 二者の 間に は 親しい 閼 係が 

あって、 それが、 『平 治』 が 前に 出で、 『平家』 が 後に 出で た 事 を 暗示して 居 る かの やうに も 思 はれる。 〇lf 私が 

前の 「手形」 は 「手の 形」 の 意味で、 鞍の ツル/、 した 平面 を 窪く！^ つて、 指先の 掛り をつ けろ とい ふ 事。 後の 「手形」 

は、 鞍の 前後の 輪に， 手の か、 る 位 刳った ところで、 鞍の 名 どころ、」 此の 時、 鎌 田の 刳 つたの が 種に なって- 鞍の 

前輪に手の掛け處を^^るゃぅになり、 それ を 「手形」 と 呼ぶ やうに なった とい ふので ある。 但し 伊勢 Jjnr 丈の 『平 治 物 

語 武器 談 J によると、 手形 は縑田 以前の 古代から 有った ので、 唯-た 鞍に 手形の あるの も あり、 無 いのもあった。 此 

の 時 嫌 田のに は、 それが 無かった ので、 惡源 太が 「手形 をつ けよ」 と 注意した ので あると 云って 居る。 事實 はさう で 


あつたの であらう。 〇 つぶく と。 氷った 鞍 を 刀で i る 音の 形容、 今なら ばーヅ ブリ /、」 或 ひ は 「ガリく， とい ふ 

やうな 意。 〇 手 負 はせ て。 疵 をつ けて。 〇 何とい へど も：： まばらに 見 ゆる ぞ。 勇ましく も あり、 巧みに，， >1 ふが、 

4 ニン ー广、 I  ,  >  I- くさぶ り すき 

,ギ の 行 力ぬ ため 力 若者 どもの 軍 振に は、 隙が あって、 しっかり 充實 せぬ 嫌 ひが あると いふ 意。 〇 打 画み てぞ。 瞹 

昧な 句で あるが、 源 家の 兵 共が 主君 義朝を 敵に 討た せじと、 眞 中に 取圍ん で戰 つたと いふので ある。 〇 平家 ま 赤 旅 

赤標、 日に 映 じて 耀 けり、 源氏 は大ま 、腰 小 旗、 皆 押し， ベて 白 かりけ るが： ：。 「赤 標」 は 笠 印、 袖 印な ど をい ふ。 

「腰 小 旗」 は. W 帛 など を短册 形に 切って つけた 標。 いづれ も 敵 味方 を辨 別す るた めにつけ たので あるが、 平家に 赤旗 

赤標 とい ひ、 源氏に 大旗腰 小 旗と 云った の は、 同 語 を 繰 返さす して 變化 をつ ける 爲 めに 變へ た； ので、 「平家 は赤旋 

赤標、 源氏 は 白旗 白標. 一 と 書いても よく、 又 「平家 は 大旗腰 小旌、 皆 押な ベて 赤く：：」 と 書いても よいので ある 

が、 それ を、 あちこち にし、 略し 合 ひ 補 ひ 合って、 文章 を而 白く したので ある。 〇g ぎ。 最後と いふ 意で、 これ を 

限，， - もう 牛： きて は 居ない とい ふ覺 悟で とい ふ 事で ある。 淸華 家が 太 政 大臣 を 立身の 前途と し、 攝家は 攝政關 白 を 

前途と するな どい ふ 用例で、 此の 語の意味が わかる であらう。 〇 悪源太、 左 衞門ノ 佐 をば。 後世なら ズ r 義 M.、 重 盛 

をば」 と 書く 所で あるが、 當時は 斯檨に 譁名ゃ 官名 をい ふの が 習 はしで、 これが 特に 面白く 思 はれた ので ある。 次 

ぎに 義朝を 「父君」 など 云 はすして、 頭 ％ (左 馬頭なる 故 一， 2 い 6 と 云った の も 同じ 味 は ひで ある。 〇 大力の 剛の者、 

早 走りの 手利きつ 腕力 はあり、 足 は 早し、 其の上に 手が 利いて、 打 物 取っての 功 者で あると いま ノ  0 馬に てこ そ 

具す ベ けれども、 中 I 立よ かるべし、 功名せ よと いひければ。 此の 一一 一句 所屬が 曖昧で、 今度の 軍の 時 S 事の やう 
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でも あり、 又 前年の 軍の 折の 事の やうで も あるが、 多分 前年の 事で、 「『年せ も」 にか、 るので あらう C 卽ち ひ. も、 

嫌 ffl が 彼れ に M ひ、 「本来 は 馬で 供すべき であるが、 汝には 徒歩の 方が 却って 都合が よから う 程に、 ：|4|^ で 走って、 

人と 變 はった 大功 名 を 立てる がよ い CL と 云った とい ふので あらう C しかし 中 昔の 文章に よく あ る樣 に、 此の 三 句 

は、 今度と，^、 前年の 事と も、 どちらつ かすに 兼帶に 書き出し- 「今度 も だが」 とい ふ 意 を 含めて、 「一 .^」 に れ 

たの かも 知れぬ。 どっちと も 定めて は 云 ひ 難い。 〇 馬に てこ そ 具す ベ けれども J よく ある 文法 だが、 「III；？ にて 

こそ 具す ベ けれ。 され ども」 とい ふべき を 端折って 略した 形で ある.^  0 「なか ノ.. - 一は 「却って.」 の 意。 「ひ  111^」 は 前 iii- 

中の、 ある 一 年の 意 C 〇 腹 卷に小 具足。 小 具足 は 鎧に 附 いた 小道具、 i 能 1^、  田て などの 事。 此處は 本式の 鎧 を 着け 

すに、 腹卷に 小道具 を附 けて 輕 装した とい ふ： T」 〇^,® を 合 はせ て C 左右 兩 方の 鎧で 馬の 横腹 を 蹴？. -、 一  所懸 

命に 驅 けた 事。 〇§- の天邊 C  の 頂上、 菊 座、 俗に 八幡 座と いふと ころ、」 〇 しとと 切り。 「シト J は 掛聲と 切れ味と 

の 二つ を 兼ね 現 はした ので あらう。 卽 ち- シッ！  J と 云って 「ス パリ！」 と 切った， こい ふ 事。 一、 七 我物 語，」 に. 河 津が侯 

野と 相 僕 を 取って 俣 野を投 ゆた 所に、 「目より 高く さし 上け、 ばか， りあって、 撗 ざまに 片手 を 放ちて， 5,: と、 打 

つ」 と 書いて あるが、 當時は 今日 謂 ふード シンと」、 1. ス パリと」 とい ふ樣な 味で、 「しとと」 を 使った ので ある。 〇 づ 

んど 切って C 切られ 一 氣味 よく 放れた 形容。 〇 からめ かして C カラ/、 と 熊手に 音 を させつ I 〇 中々 優に ぞ- W 

つて 見ば えがした とい ふ 事 C 普通なら ば 敗走 は 恥辱-たが、 此の 强 敵に 追 はれ 乍ら、 其の 熊手まで 切って 進け?^ せた 

の は、 一種の 功名 だとい ふので、 愛嬌に 褒めた 皮肉の 味 は ひで ある C 〇 當 腹の 愛子に よって。 木 妻 腹の 鍾 愛した 子 


なので、 so 「愛子 4- る、 II.- ず、」 と あるべき で、 少し 辜 f すの 嫌 ひが ある。 或 ひ は 傳寫 の 際に 落された ので 

あらう 


此の 一段に も盡 きぬ 興味が ある。 先づ ^に 吾等の 心を惹 くの は、 個々 の. 語が 武人 的 に^くな トン 

^いいい、、 ふい、 而して同時に*がぃ，ぃ；4^,_-、」ぃでぁる。 まづ 冒頭の 「さる 程に」 が、 軍記ら しい 落ち 

,/  f いまい 

ついた 感じ を與 へて 来た。 「涯分 武略 をめ ぐらして、 金 闕無爲 なる 様に 成敗 仕るべし と 奏して 出 でら 

れけ， 9。」 など も、 武將 らしい 心 持が 現 はれて 面白い。 「、¥ き il あれば」 は、 もし 王朝の 物 ff:.^ ば 

「おおはし ませば」 などと、 やさしく 女性的に いふと ころで あらう が、 軍記と して は、 「主上 御座 あ. * 

ば」 と 四角に 武張って、 却って 非常に 落ちついて 居る。 

年 號は平 治な， り、 は 平安 城な， り、 我等 は 平氏 なれば、 三 事相 應せ， り。 敵 を 平 げん 事 何の 疑 ひ 

か あるべき。 誰れ が 愛に 樊 張 良が 勇 をな さ、 ^ らん。 

の 如き は、 武人 式の 强 みに 漢文 式の 品 fs 加 はって、 非常に 落ちつい S 樣の 新味 を 見せて 居る。 

其の 他、 rs 曰ん irj げて」 とい ひ、 「F&& んに T』f 不覺の 名 を 取らす」 ^いひ、 「弓 をば 小脇に 
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搔ぃ 挾み、 霞ん？、  £t あが， り」 とい ひ、 「中 IV いて 馬に き繼 がせ」 とい ひ、 「面 も 振らゃ破 

つて 入 丄 とい ひ、 飞 4:i を 折， りて どう-伏す」 とい ひ、 いづれ も 王朝の 文 學には 見 はけ ふゆ" 

的の 强さ、 氣味 よさ、 及び 掛替 のない 落着 を 見せて 居る ものである。 凡そ 全體の 完成 は 部分々々 の 協 

か i: ふ ：3::i-.^a: へち、」 い^^た" い。 花やかな 建物 を 造る に は、 まづ 之れ を 組み立てる 個々 の 材料 を 花や 

かにせ ねばならぬ。 寂しい 味 は ひの 座敷 は、 く すんだ、 さびた 個々 の 材料 を 用ゐる 事に よって、 始め 

て 完成し 得べき であらう。 鎌 倉 置の 完成 も 一面 此の 望に 基礎皇 いたので、 彼等の 組成 雲た る 

一語 一句が、 全體の 根本 趣味に 調子 を 合 はせ たれば こそ、 あの 樣な强 い、 男性的の 落ちついた 豪が 

出來 たので ある。  、、、、、、、、、、、、 、 、 、 、 、 

* 妒？ 吾等の 心 を惹 くの は、 き ii6 きお：。 4 ず ある。 事件 I 化し 推移す る 間に、 根本 思想の 

ffff^f¥.f^. まづ 公卿 I があって、 淸 盛が 兇爵 伐の 勅命 を 受ける。 續ぃ 

て、 大 將軍重盛 が 奉 8 を f て 大內に 馳せ向 ふ。 大將信 5 鯢 波に 驚いて、 眷 ざめ、 戰慄 し、 

落 《 して 引き返く。 義 朝が 信賴に 愛想 をつ かして、 惡源 太に 重 盛 を 追 ひ 出させる。 源平の 嫡々 二人、 

輩と i との 間に、 しばらく 叢が f 返される。 章 鎌 田、 對、 臺 景裏泰 との 間に、 健氣 な 

悲 比な 戟が. S よれる。 つ.^ いて、 賴 盛對義 朝の 軍が あ， り、 やがて 惡源 太、 鎌 田が 之れ に參 加して、 賴 


盛と 鎌 田が 下人 八 町次郞 との 間に 勇ましい 愛嬌 挿話の 戰が演 せられる。 それから 中休みに 名劍拔 丸の 

由來 話が ある。 と、 かう いろ^-. 'な 興味の ある 事柄が、 後から くと 湧き出で て、 息 もつ き 合へ ぬば 

か， りに 面白く 推移す るが、 しかも 其の 間に、 「武人 階級の 興隆」、 「武士道の 發 揮」、 r 戰爭 興味の 横溢」 

とい ふやうな 武人 本位の 思想が 奥底 を 貫流して、 立派に 全 體を統 一 して 居る。 かやうな 話 は、 無統 一 

に パラ^.^ に寫 されても、 猶ほ 拔き亂 された 珠玉の やうに 美しい 面白い もので あらう が、 それが 一 つ 

の 中心 興味に 纏められる 事に よって、 更に 趣味と 價 値と を 加へ たの は、 いふ 迄 もない 事で ある。 

第三に 吾等の 心を惹 くの は 信 賴と義 朝との 自覺 である。 委しく 云へば、 前代の 思想 を 代表した 信 賴 

が、 赏戰の 矢叫びに 驚かされて、 公卿 階級の 無力 を自覺 し、 同時に 新時代の 武人 を 代表した 義 朝が、 

信賴が 不覺の 振舞に よって、 公卿 崇拜の 夢を覺 まされた 事で ある。 ゎづか 十三 歲の賴 朝が、 敵 ニ騎を 

射て 落し、 一騎に 手 を 負 はせ て 新け 進んだ 事 も、 或 ひ は 之れ に 添へ 加 ふべき であらう。 抑" 信 賴は前 

代の 公卿 思想の 繼承 者で、 聊かの 實カ もない 癖に、 上に 媚び 下に 傲って 權カを 振 はう とした 者で あつ 

たが、 新時代の 新ら しい 試驗に 逢って、 すっかり 己惚の 夢を覺 まされた。 義朝は 一方の 武人の 棟梁と 

して 源 家の 一門 を 統率して 居， りながら、 其の 赏 力 を 悟ら やして、 徒らに 公卿の 生活に 憧れて 居た が、 

此の 大戰の 始めに 於いて、 すつ か.^ 雲上 憧憬の 夢 を さまされた。 そして 乃父の 義 朝が、 唯 だ 前代の 代 
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表 者の 無爲 無力に 呆れた ばか， りで、 進んで 自ら 起た うとい ふ 勇氣も 見識 も 無い 中に、 他日 鎌 倉の 武家 

政府 を 興すべき 賴 朝が、 十三 歲の 幼若に して 大人 も. 反ばぬ 拔 群の 働き をして るるの は、 面白いで は あ 

りません か。 作者が 何 心なく 此の 戰の經 過 を寫し 去， り 寫し來 る 間に、 滅ぶ ベく して 滅びなかった 者が、 

之れ を機會 に、 ばッ た， りと 打ち倒れ、 興るべく して 興.^ 得なかった ものが、 之れ を機會 として、 猛然 

と 頭 を 擡げる 消息の、 鮮 かに 窺 ひ 知られる の は、 面白いで は あ， りません か。 長袖 者 流が 惰力の 持ち 耐 

へが、 此の 一 轉機を 境と して 忽ち 利かな くな， り、 弓矢 取が 無意識の 裡の 長い 久しい 忍從が 忽ちに 酬い 

られる 消息 を、 隱 約の 間に 見せて 居る の は、 面白いで は あ.？ ません か。 私 は 時勢 推移の 機微に 關 する、 

かう いふ 無意識の 描寫 が、 有心の 論說に 優って 遙 かに 面白い と 思 ふ 者で あり ます。 

此の 章が 第 四に 吾等の 心を惹 くの は、 武士道の 精華が 此の 短い 文章の 間に 豐 かに、 美しく、 面白く 

描かれて 居る 事で ある。 名乘 上げの 氣味 よさ、 實戰の 勇まし さ、 或 ひは大 將が眞 先に 進み、 郞黨が 後 

れ じと 駆け出す 健氣 さな ど は、 特にい ふまで もない が、 彼等が 主從 互に 賴み賴 まる、 金鐡の 契りの 是 

れ ほど 美しく、 しかも 矢繼 早に 現 はれた の は 少ないで あらう。 殊に それが 源平 兩 家の 嫡々 に關 係して 

居る ので、 一 層の 力と 味 は ひと を 添 へて 居る やうに 見える。 

與三左 衞門馳 せ 寄って、 中に 隔た， り 申しけ る は、 漢の紀 信 は 高祖の 命に 代 はりて 榮 陽の 圉を出 だ 


し、 終に 天下 を 保た せき。 主 辱めら る、 時 は E 死す とい ふに あらや や。 景安 こ、 にあ，.^。 寄れ や 

組まん とい ふま、 に、 鎌 田 兵 衞と引 組んで、 取って 抑へ ける 處に、 惡 源太瑪 引き起こし、 これ も 

堀 河 を馳せ 越えて、 重 盛に 組まん と 飛んで 懸か， りけ るが、 鎌 田 を や 助く る、 大將を や ffi たんと m 心 

案し けれども、 大將に は 又も 寄せ 會ふ べし、 政 家を墼 たせて は 叶 はじと m>0 ひ、 與 三左衞 門に 落ち 

合って、 三 刀 刺して 首 を 取る。 重 盛 は賴み 切った る 景安擊 たせて、 命 生きて 何 かせんと て、 旣に 

惡源 太と 組まん とせられ ける を、 進 藤 左 衞門馳 せ來， り、 家 泰が候 は ざらん 所で こそ、 大將の 御 命 

をば 捨てた まふべ けれと て、 我が 馬 を 引き 向け、 中に 隔て、 源惡 太と むすと 組む。 正 家 は m: 盛に 

組まん としけ るが、 主を禁 たせて は 叶 はじと m 心 ひければ、 進 藤左衞 門に 落ち 重って 首を播 く。 此 

の 間に 重 盛 は 虎口 を遁れ て、 六波羅 まで ぞ 落ちられ ける。 二人の 侍な からまし かば、 助か，.^ 難き 

命な，.^。 

改めて 引く の もく どい やう だが、 淚せ やに は讀 まれぬ ところ、 武士道の 美し さに 感 せす には讀 まれ 

ぬと ころで あらう。 主 は 郎黨を 救 はう とし、 郞黨は 主の 命に 代 はらう とし、 互に 救 はう 代 はらう とし 

て、 味方 を 救ふ爲 めに は、 すでに 討ち取ら うとした 敵の 大將を も兑遁 がさねば ならなかった。 そして 

生きる 者、 死ぬ る 者、 追 ふ 者、 逃ぐ る 者、 止まる 者、 悉く、 情を盡 く.， -義を Si くした 武士道 名 春の 殉 


1 二 〇 

道 者で ある。 私 は 此の 一節 を 讀む每 に、 彼等 五 人が 至誠の 心根に 泣く と共に、 此の 人物 事件の 複雜に 

絡み合った、 そして 深き 情義の 籠もった 內容 を、 かう まで 簡潔に、 しかも 活 きくと 寫し 得た 作者の 

手腕に 感せ卞 に は 居られぬ ので ある。 最後の 「二人の 侍な からまし かば 助か， 0 難.^ 命な， り。」 の 如き、 

何とい ふ 無邪氣 な、 情の こもった、 同時に 諷諧の 味に 富んだ、 妥當な 評語で あらう。 

第五に 私の 感ゃ るの は 作者が 同情の 公平なる 事で ある。 評 家の 中には、 『保 元』 「平 治』 の Is^ 者が、 源 

ひ い さ 

氏 方に 最 負して、 爲朝ゃ 義平を 故ら に 善く 書いて 居る やうに 說く人 も あるが、 1 は必 すし もさう では 

ない と 思 ふ。 論よ， り 證據、 此の 一章が 其の 消息 を、 味 は ひ 深く 語って 居る ではない か。 まづ六 波羅の 

皇居に 於け る淸 盛の 面目が 堂々 と寫 されて 居る。 r 淸盛 畏 つて、 朝敵た る 上 は、 逆徒の 誅戮は 掌の 

中に 候 間、 時刻 を 廻らす ベから す。」 の 如き は、 すつ か， り 平家に 味方して、 源氏 を 眼中に おかぬ 書 振， り 

とも 云 は、 云 ふべき であらう。 次ぎに、 重 盛を寫 して、 

生年 二十 三、 今日の 軍の 大將 なれば、 赤地の 錦の 直垂 に、 攄 句の 鎧、 蝶の 裾 金物 打った るに、 龍 

[  し  こ 力； -J す  M  き り ふ  さク き -T 

頭の 兜の 緒 を 締めて、 小 烏と いふ 太刀 を帶 き、 切 文の 矢 負 ひ、 重 藤の 弓 持ちて、 黃 桃花， 毛なる 5 


に、 柳 櫻 招， 9 たる 貝 鞍 置かせて 乘り 給へ， り。 重盛宣 ひける は、 年 號は平 治な り、 華洛は 平安 城な 

,9、 我等 は 平氏 なれば、 三 事相 應せ， り。 敵 を 平 げん 事 何の 疑 ひか あるべき。」 

とま：： いた あた， り は、 此の 靑年將 軍に 此の 大戰の 全局 面 を 支配 させて 居る かの 觀が ある。 信賴の 卑怯な 

振舞に 對 して は、 さすがに 「只今まで 由々 しく 見えられ つる 信 賴卿」 などと、 先づ 物々 しい 敬語 を さ、 

げ、 或 ひ は 「主の 心に も似卞 逸り 切った る 逸物 なれば」 と、 動物まで を對 照の 引合に して、 皮肉の 誹 誇 

はして e る ものの、 これ は 信賴の 人物 擧 動が 當 然に受 くべき 批評で あり、 又 作者が 舍人 其の 他の 觀衆 

の 心に 同じて、 かやうな 皮肉 を 試みた とも 見るべき であらう。 それから 續 いて 現 はれ 出で た 源氏の 大 

將、 左 馬頭 義 朝が 颯爽た る 英姿、 其の 子惡 源太義 平が、 火花 を 散らした 勇戰 振の、 同情 的、 景仰 的に 

善寫 されて 居る の はいふまで もな く、 源平 兩 家に 屬 する 鎌 田 兵衞、 與三左 衞門景 安、 新 藤左衞 門家泰 

等の 郞黨、 及び 鎌 田が 下人の 八 町次郞 までが、 それぐ、 武士道の 一方 面 を具體 化した 權 化の 如く 寫 

されて、 最後に は、 兜に 熊手 を 掛けながら 六波羅 まで 落ちの びた 賴 盛まで が、 見事な 逃げ 振に、 美し 

い 花 を 持たせられて、 「なかく 優に ぞ 見えたり ける」 と 褒められて 居る。 これ を 公平な 同情の 筆致と 

いふに、 何の 差 支が あらう。 ふに 『保 元』 『平 治』 の 作者に は、 源氏 平氏の いづれ に 同情 を 寄せ、 いづ 

れに 反感 を 抱くな どい ふ 偏頗な 心 構が 鬼の 毛 ほど も 無かった ので、 此の、 理義の 上から 同情すべき 者 


に は 凡て 同情 するとい ふ 公平な 態度、 非難すべき 行 爲に對 しても、 時々 は 止む に 止まれぬ 境遇 性格の 

必然に 同情 を 寄せる とい ふ 思 ひや， りの 心 構が、 文學 上の 見識の さまでに 高くなかった 彼等の 作に、 あ 

わけ ま へ 

れ 程の 精彩と 威力と を 加へ たので あ 、ラフ。 此の 點は 『平家物語』 の 作者 も、 同様に 分 前すべき である 

が、 私 は 作者の 此の 長所が、 特に 著しく 此の 章に 現 はれて 居る やうに 思 ふので ある。 

此の 章が 最後に 私の 心を惹 くの は 文章の 妙味で ある。 軍記の 文章のお もなる 味 は ひ は、 『保 元』 なる 

「爲 朝獻 策」 の そ も/、 から、 度々 言 ひ；：^ んで 居る 通， り、 武人の 生活、 意氣、 及び 戰爭 とい ふ內容 を、 

いかにも 相應 はしく 現 はして 居る 事で あるが、 玆に 特に 取， り 出して 說 明したい と 思 ふの は、 實戰の S 

引の 急迫な 呼吸 を、 いかにも 簡潔に 表現して 居る 趣で、 ュ、 の 中には、 特別の 趣 致 を 現 はすた めに、 常 

識 文法の 桎梏 を 破り 棄て 蹴飛ばして e るの も ある。 例へば、 八 町 次 郞と賴 盛との 熊手の 掛 引の 條の如 

きが それで、 

りゃう あぶみ 

此の 者 三 河 守の 聞 こ ゆる 早馳 せの 名馬に、 兩镫を 合 はせ て 飯 けられけ るに、 少しも 劣ら. f 追つ 附 

きて、 兜の 頂邊に 熊手 を 打 掛けん と、 續 いて 走， りければ、 賴盛も 兜 を 打 傾け 打 傾け、 あしら はれ 

ければ、 五六 度 は 掛け はづ しける が、 終に 頂 邊に打 掛けて えい やと 引けば、 三 河 守旣に 引落され 

ぬべ う 見えられけ るが、 帶 いたる 太刀 を 引き 拔 いてし とと 切る。 熊手の 柄 を 手本 二 尺ば か hN 置い 


て、 づんと 切って 落されければ、 八 町次郞 のけに 倒れて 轉 びけ， り。 

の 如き、 全體 が引締 つて 五分の 隙 もない が、 殊に 「ければ」 「ければ」 の 連發の 如き は、 何とい ふ 規則 

離れの 妙味で あらう。 此處は 、本来なら ば— 文法に 合せて 書けば— 「熊手 を 打 掛けん と續 いて 走った の 

で、 賴盛も 兜 を 打 傾け 打 傾け あ ひしら はれた が、 左樣 にあ ひし. ら はれた ので、 五六. 1^ は 掛け はづ した 

が：：」 とい ふ 風に 書くべき ところで あるが、 かう 二桁に 書くべき を、 一桁 はづ して、 突 發_? ^件の 續 

起す る 早急な 呼吸 を 現 はし、 同時に 簡潔の 妙味 を 十分に 發 揮した ので あらう。 謠曲 などに も、 折し も 

斯様な 文 致が あ， り、 例へば 「八 島」 に、 

これ を御覽 じて 判官、 御馬 を 汀に 打 寄せ 給へば、 佐 藤 次 信 能 登 殿の 矢先に か 5 つて 馬よ， 9 下に、 

どう ど 落 つれば、 舟に は 菊 王 も 討 たれければ、 共に 哀れと おぼしけ るか 舟 は 沖へ 陸は陣 に、 相 引 

きに 引く 汐の あと は 閧の聲 たえて、 磯の 浪 松風ば か， りの 音 さびしく ぞな， りに ける。 

と あるが 如き は、 ほ、：^ 同じ 樣式 であるが、 とても 『平 治』 の 此處の 面白さに は 比べられぬ。 或 ひ は 『曾 

我物 語』 などに、 

さても 河 津が佛 事 過ぎし かば、 その 次ぎの 曉が たに、 女房 例なら ざれば、 人々 やがて 心^し か 

, こ- -の つき はん、、、、 

ば、 九月 半と 申す に は、 產の 紐をぞ 解きた， りけ る。 


1 二 四 

と ある やうな の も、 似通った 文 致で は あるが、. 是 れは惡 文の 拙い 單調 さで、 趣 致に 於いて、 『平 治』 と 

は 雲泥の ものである。 かう 考 へて 見る と、 一寸した ものながら、 此の 文が 天 來の妙 句と も、 破格の 名 

文と も 云 ふべき ものである ことが 解る であらう。 近来 科 學硏究 の 盛んなる につれ て、 小さい 動植物の 

毛筋  一 二 本、 花びらの  一 二 枚、 或 ひ は 小さい 茸の ヒ ラくゃ ぬらめ きが、 多い か 少ない かとい ふやう 

な 事 を、 取調べて 發 表する のが、 大きな 手柄の やうに 見られて 居る が、 もし さう いふ 事が 學問 上價値 

の ある 手柄なら ば、 文章に 於け る 言 表 形式の 小さい 微妙な 變 化を兑 出に し說 明す るの も、 同様に 一 つ 

の 立派な 仕事で あらう。 抑. -文學 研究に 取って 最も 大切な 仕事 は、 作家 や 作に 關 する 細かい 附屬 事件 を 

取調べ る 事で はなく して、 自然 や 人事に 對 する 作者の 心 持の 微妙な 影 を、 如何様に 表現して 居る か を 

知る ことで ある。 卽 ち文學 文章の： は ひ 方のお もなる 一 面 は、 内容の 命、 味 は ひ、 又 その 異ひ 目、 變 

、、、、、、人、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、 、、、 、、、、 

は， りめ が どれ 程 細かに 面白く 活 きくと 言葉の 上に 表 はされ てゐ るか を 識別し、 理解し、 味感 する 

所に あるので、 此の 點 から 見れば、 言 表 法に 關 する 研究 は、 今日よ， り もま だ—.. 精細に 深刻に 試みら 

るべき であらう。 私が 一 見 五月 蠅ぃ 一 小事と 思 はれさうな 事 を、 立ち入って 說 明して 見た 本旨 は、 此 

處 にある のであります。 


『保 元 物語』、 『平 治 物語』、 『平家物語』 及び 『太平 記』 は、 我が 文學 史上に 於け る四大 軍記と もい ふべ 

きもので あるが、 (『源平 盛衰 記』 をば、 か， りに 『平家物語』 の 異本の 一種 A る こと： して) き やう 

やく 『保 元』 『平 治』 の 二つの Is き 了へ て、 今や 『平家物語』 に 進む 段 取と なぶした。 『平家』 よ 

軍記 中の 第一と 稱 せられる もので、 同時に 鎌 倉 豪の 隨 ーと稱せ られ、 曰 本文 學の 最もお もなる 代表 

作の 一 と稱 せられる もので あ， 9 ます。 

『平家物語』 は、 琵琶の 家に 大切な I 扱 ひされて 居る 「爵 精舍」 の 一章 を 以て、 囊を 飾られて 居 

h  ノ す 0 

ぎ をん しゃう じ や  ，- よ， や 

爵精舍 の 鐘の 聲、 諸行 S の 響 あり、 lii の 花の 色、 M0&ft 

奢れる 者 久しから ず、 唯 だ 春の 夜の 夢の 如し。 f 人 も遂 には咸 びぬ、 i こ 風の 1 

の 塵に 同じ。 遠く 異朝 を 問 ふに、 秦の趙 高、 漢 の顯、 梁の 周 伊、 唐 


： 一六  一 

は 皆舊主 先皇の 政に も從 はず、 樂みを 極め、 諫め を も 思 ひ 入れず、 天下の 亂 れん 事 i 

を も 悟らず して、 民間の 憂 ふる 所 を 知ら ざり しかば、 久しから ずして 亡 じに し 者 ど 一 

もな り。 近く 本朝 を 窺 ふに、 承 平の 將門、 天 慶の純 友、 康 和の 義親、 平 治の 信頼、 一 

是等は 奢れる 事 も 猛き心 も、 皆 取々 なりし かど も、 間近く は、 六 波羅の 入道 前 太 政！ 

大臣 平の 朝臣 淸盛 公と 申し、 人の 有樣、 傅へ 承る こそ、 心 も詞も 及ばれね。 其の 先 

祖を尋 ぬれば、 桓武 天皇 第五の 皇子、 一品 式部 卿 葛 原 親王 九 代の 後胤、 讚 岐守正 盛 一 

そん ぎ やうぶ き やう  か  i  .  ^  Z  - たかみ W わう； . 5  一 

が 孫、 刑 部卿忠 盛の 朝臣の 嫡男な り。 彼の 親王の 御子 高視王 無位 無官に して 失せ 一 

おんこ たか もちの わう  たひ& しゃう たま  *  ,  、  *  *  一 

給 ひぬ。 其の 御子 高 望 王の 時、 始めて 平の 姓 を 賜 はって 上總ノ 介に なり 給 ひしょり 一 

以來、 忽ちに 王 氏 を 出で て 人臣に 連なる。 其の 子 鎭守府 の 將軍義 茂、 後に は國 香と 一 

改む。 國 香より 正 盛に 至る まで 六 代 は、 諸國の 受領たり しか ども、 殿上の 仙藉 をば 一 

未だ 許されず。 

ぎ だ んん  レゅ. U つ 

語釋 祇^ 精 舍の鍾 の 聲：： 盛者 必衰の 理を顯 はす、 - 祇園 は祇陀 園と 云って、 釋迦 如来 三十 六 歳の 時、 須達 長者 _ 

が 如来の 爲 めに 營ん だ、 中天 竺<^ 國の 公圚、 廣さ 四十 里 四方、 七十 二 所の 講堂、 千 二百 餘の佾 房 を 有した 大規模 • 


は レ とく  ぎ た- 

の圊 であった と傳 へられて ゐる C 「祇園」 「祇 陀阁」 と 云った の は、 舍衞國 王波斯 匿の 太子 祇陀の 名に 因んだ ので、 も 

と 此の 園 は、 太チの 祇陀と 同じ 國の 大臣 富豪の 須 達との 共同 寄進に 成った 所から、 二人の 名 を 冠ら しても 呼んだ が、 

後に 略して 祇陀圚 と 呼ばれ、 又 更に 略して 祇園と 呼ばれて、 日本の 世俗に 迄お 馴染の 名と はなった ので ある。 「精 

舍」 は 寺の こと。 精練なる 行者、 ピュ ー リ タンの 修行す る 所なる が 故にい ふ。 「諸行無常. 一は、 時間の 中に 存在す る、 

この 世の あらゆる 物 は、 常に 移ろ ひ變 はる もので、 常住 不變の 物が 一 つも 無い とい ふ 事" この 祇阁精 舍の鐘 は颇梨 

の 鐘 (玻璃 または 玻壞 とも 書く。 梵語 塞 頗胝迦 xphatika の 訛、 水精の 類で、 紫、 白、 黃、 の 四 種が ある。 七寶の 

一。) であった とい ふこと で、 仔細 は、 園の 一部に 無常 堂と いふの があって、 病 僧の 安養に あてた 屋 であった. か、 此 

の 堂の 星 根の 四隅の 軒先に、 四つの 玻璃の 鐘が 吊られて ゐて、 =i.=:( の 何とも 云 はれぬ 微妙な 音 は、 痫憎 をして 常に」 お 

を 忘れ 淨 土に 住する の 思 ひ あらしめ たとい ふ。 此の 頗 梨の 鐘の 事 は、 『榮花 物語』 にも 出て 居り、 『往生 要 集』 に，， > 載 

つて 居る。 かの 平安朝の 末期に 廣く 知られ、 普く 讀 まれた 此の 二 名著に 出て 居り、 殊に 『往生 要 集』 は、 鴨 長 明が、 

方丈 生活に も 手 を 離さす して 愛讀 した、 極めて 少なき 選 まれた 書物の 一 つで、 また 長 明が 一方 丈 記』 を 書いた とい 

ふ 建 曆ニ年 を餘り 隔たらぬ 承久の 前後に 『平家物語.』 の 出来た 事 を 思 ひ、 更に、 其の 『平家』 が比歙 山に 在って、 慈鎭 

和尙の 庇護 を 受けて ゐた信 濃 前 司 行 長の 筆に 成った 事を考 へる と、 『！^ 家』 の 作者 は、 必す 此の 祇^ 精舎の 錢が頗 梨 

である 事 を 知って 書いた ので あらう。 因みに， 私 は 玻璃の 鐘の音の 微妙なる 事に ついて、 更に 知る 所 は 無い が、 い 

つ ぞゃ佛 蘭 西の ボル ド ー に 長く 滯 在した 知人の 話に、 「この 世界の 葡萄酒の 本場と いはれ るボ ルド ー では、 最良の 
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葡萄酒 を 飲む 最良の 方法 は、 水晶の 薄手の コ ップを 用 ゐる事 だと 言って 居 る。 自分 も 同地 第 一 流の 酒驪 家に 招か 

れ、 その 水晶の K 皿で 百年 古の 銘酒 を 振舞 はれた、 とが あつたが、 瓶の 口が コップに 觸れて 「リ、 リン」 と 鳴る。 もう 俗 一 

世間 を 忘れる やうな 氣 がしました よ。」 と 聞かされて、 成程と 思った とがあった」 そして 其の後 は 『平家 J の 「冒頭の： 

レ やら 

一段」 を 讀む每 に、 瓶の 口との ー觸れ でさへ さうなら ばと、 いつも 感歎 を 深く して 居る ので ある。 「沙 羅」 は 梵語で； 

「サ ー ラ」 とい ふ、」 樹 質が 堅く、 そして 百 尺 餘りも 丈 高く 生長す るので、 高遠、 堅固の ニ義 によって 「サ ー ラ」 と 呼ば 

れ たとい ふ 事で ある。 「双 樹」 は 釋尊涅 槃の 折、 其 處には 沙羅の 大木が 二 本づっ 八本 兩 側に 双び 立って、 綠の枝 を さ 

一 

しか はして ゐ たが、 釋 拿の 減 度ら れた I 立 朝に は * すッ かり 萎れし なびて、 鶴の 羽毛の やうに 白くな つて ゐ たとい ふ 一 

偉說が ある。 それによ つて 書いた ので • 大體の 意味 は、 天竺 祇陀の 大公 園の 精 舍の名 鐘 は、 「諸行無常」 と 響いて、 一 

^間の 物 皆が、 常に 移ろ ひ變 はる 果敢ない もの だとい ふ 事 を 知らせた。 又 堅固 第一 と稱 せられる 沙羅の 大並樹 の 花 一 

も 如来、 ti^ の 翌る朝 は、 すッ かり 枯れ 萎れて、 盛んなる 者 必す衰 へる とい ふ 道理 を 見せて くれたと いふ 事で ある、 一 

か せ ふ そんじゃ  、 、 、 、 、 、一 

とい ふ 意。 平安朝の 末に 行 はれた 歌謠を 集めた 『梁 塵 祕抄』 とい ふ 書物の 中に、 「迦葉 尊者の 石の むろ、 祇園 精舎の 鐘 一 

え ^C き よ 

の聲」 とい ふ 句が ある 所 を 見、 また 七 五の 句 を 四た ひ 疊んだ 口調から 推す と、 當時 流行した 歌謠の 和讃、 今樣、 宴 曲 

など か 基と なって 出来た 句で あらう と 思 ふ C 〇 異朝。 外國の 事で あるが、 主として 支那の 事 をい ふ。 〇 周 伊 C 朱异ー 

の 誤。 朱异は 梁の 武 帝に 仕へ た 奸臣、 音の 類似して ゐる 所から 誤られた ので あらう。 超 高、 王莽、 安祿 山、 平將 門、 ： 

藤 原 純 友、 源義 親、 藤 原信賴 等に ついては、 委しい 說明は 見合 はせ るが、 要するに、 いづれ も 君主 を 蔑ろにし 威權ー 


を 擅 まにした 僭上 者、 或 ひ は 謀叛 人で ある。 〇 心 も詞も 及ばれぬ" 考も 及ばす、 言 ひ 表す-とも 出來 ぬと いふ 意。 此 

の 時代の 流行語で あつたので あらう、 時代の 色が 見えて 面白い 詞 である" 『平家』 と 同じ 時代に 出来た、 慈 鎭和尙 の 

- 作と 云 はれる 『愚 管抄』 の 中に も、 「心 も詞も 及ばれね」 とい ふ 同じ 詞が 用ゐて ある。 〇 王 氏 を 出で て 人臣に 連なる" 

皇族から 離れて、 人臣の 仲間入り をした とい ふ 事 C 〇 受領。 ズ リャゥ とも ジ ユリ ャゥ とも 讀む。 後世の 國 守、 知事 

にあた る 地方 官の 事。 其の 國を 朝家より 受けて 領 する 故にい ふ。 〇 殿上の 仙籍 云々 は、 淸凉 殿に る こと を 許され 

た、 雪上 人の 名簿に 仲間 人り する こと。 仔細 は、 淸凉 殿の 南厢 に、 孙殿を 許された 公卿 達の 詰 所が ある。 之れ を 殿 

i  ひつじ  I にっき ふかん 

上の 間 (テン ジャゥ の マ) とい ふので、 その 間の 奧の疊 の 未の 方角に 「日給 簡」 と稱 する、 長さ 五 尺 三寸、 幅 は 上の 

方 八寸、 下の 方 七寸、 厚さ 五分の 板が 立て かけて あり、 それに 四 位、 五位、 = ^蔵人と、 三 段に 分けて、 殿 を 許さ 

れた 殿上人の 名 を短册 形の 紙片に 書いた の を 貼りつ ける。 これが 昇殿 を 許された 人の 名札な ので、 之れ を 名譽な 「日 

給の 簡」 とい ひ、 殿 を 差 止められ、 之れ を 取 除かれる 事 を、 「殿上の 簡を 削る」 と 云 ふので ある J 

此處で 一寸 注意した いと 思 ふの は、 『平家物語』 が、 (『保 元』 も 『平 治』 も 『太平 記』 も 同じ 事で あるが) 

或る人々 の 想像す るが 如く、 首尾 一 貫した 名文で はない とい ふ 事、 委しく い へ ば、 『平家』 は槪 して 

は 良い 文章で、 折々 はふる ひ附 くやうな 妙所 も あるが、 時々 は 情ない やうな 惡文も あると いふ 事で あ 

る" 例へば、 此の 章の 中で、 「遠く 異朝 を 問 ふに」 から 「心 も詞も 及ばれね」 まで は、 附屬の 文句 を 除 
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き 去って、 主なる 脈赂 だけ を 現 はすと、 

支那で は、 超 高等 は 樂みを 極め 民の 憂 を 知らなかった ので、 亡びた 者 共で ある。 日本で は、 將門 

等 は、 奢る 事 も 猛しい 事 も 取. りぐ であった が、 目の前で は、 淸盛 公の 有樣を 聞く と、 心 も詞も 

及ばぬ。 

とい ふ 事になる が、 これで は、 照 應を缺 いた 辻 棲の 合 はぬ 文章になる ので、 若し 文脈 を 整 へれば、 

異朝で は、 超 高王莾 等が、 身の 樂みを 極め 惡政を 施した ので、 遂に 亡びた。 本朝で は、 將門純 友 

等が、 奢 を 極め 權威を 振った が、 皆 亡びて はかない 最期 を 遂げて 居る。 榮華を 極めた ためし は、 

和漢に 多い けれども、 淸 盛に 及ぶ 者 はない。 哀れな 最後 を 遂げた 例 も 古今に 多い が、 平家 ほど 急 

轉 直下の め ざ まし い 衰滅の 姿 を 見せた もの は な い 。 

とい ふべ き 所で あらう。 ー上總 介に な， り 給 ひしょ， り 以來、 忽ちに 王 氏 を 出で て 人臣に 連なる」 など も、 

落ちつかない 文句で、 「以来.」 といへば、 高 望 王 以來六 代に わたる 事になる から、 「忽ちに 一と は 云 はれ 

ぬ 害で ある。 又もし 一 忽ちに」 とい ふなら ば、 「高 望 王が 上 II 介に なられた のを轉 機と して 忽ちに」 と續 

けねば ならぬ 所で あらう。 斯 樣な疵 は、 全體 として 必ゃ しも 『平家物語』 の憒 値を輕 くす る もので もな 

く、 又 斯うい ふ 批評 をす るの は、 好んで 些 末の あら を 拾 ひ、 不要の 憎まれ口 を 叩く やうに も 見える け 


れ ども、 事實を 明らかにする 爲 めに 一 言す るので ある。 

かやう に 部分々々 について は、 右に 述べた 通， り、 いろくの 難 も あるが、 全體 として は、 實に 何と 

も 云 はれぬ 味 は ひの ある 文で ある。 まづ 「祇園 精舍」 から 「風の 前に 塵に 同じ」 までの 歌が かった 八 句、 

表面 を 花やかに して 裏面に 哀みを 含めた 此の 八 句が、 奢る 平家の 忽ちに 亡びた 運命 を寫 した 物語の 序 

曲と して、 何とい ふ相應 はし さで あらう。 之れ に 次いで、 異朝 本朝の、 榮 華に 誇って 哀れな 最期 を遂 

げた 代表的 尤者を 擧げ、 之れ を前驅 の露拂 として、 空前 絕 後の 榮華を 極めた 巨大 漢、 六 波羅の 入道 前 

太 政 大臣 平 朝臣 淸盛公 = と、 肩書 を 物々 しく 竝べ たと ころが 非常によ く 利いて 居る = を 間近く 現出せ 

しめ、 つ いて 桓武 以来の 平氏の 系圖を 明らかにした ところが、 何とい ふ 面白い 段 取で あらう。 - 

『平家』 の 此の 冒頭の 一章に 於いて、 殊に 面白 いのは、 この、 內容 に相應 した、 調子の 好い、 味 は ひ 

の 深い 文句 を 初めに 置いて、 全篇 を統 一 させた ことで ある。 更に 委しく い へば、 此の 冒頭の 八 句に 次 

ぎ、 平家の 榮華沒 落の 花やか さ 哀れ さを詳 かに 叙して 後、 最後に 哀れな しめ やかな 結語 を 置いて、 遙 

かに 冒頭に 呼應 し、 同時に 全篇 を 引締めて 統 一 の 美を與 へた ことで ある。 『平家』 の卷第 十二の 末尾に 
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は、 淸 盛の 曾孫、 六 代 御前の 被 斬に よって、 平家の 子孫の 長く 絕 えた 事 を 叙して、 斯う 云って 居る。 

おは 

さる 程に 六 代 御前 は、 三位 IS 師 とて、 高 雄の 奥に 行 ひ 澄まして 坐し ける を、 縑倉殿 

たと ひ かしら 

さる 人の子な り、 さる 者の 弟子な り、 縱令頭 をば".^ り 給 ふと も、 心 をば よも 剃り 給 

ぐ げ  そう もん 

はじと て、 召 捕って 失 ふべき 由、 縑倉 殿より 公家へ 奏聞 申された りければ、 やがて 

あん  すけ か U 

安 判官 資 兼に 仰せて 召 捕って、 終に 關 東へ ぞ 下されけ る。 駿河， 國の 住人、 岡 邊-權 

た こえが に はた 

守泰 綱に 仰せて、 相 摸 國田越 河の 端に て、 終に 斬られに けり。 十二の 年より、 三十 

に餘 るまで 保ちけ る は、 偏に 長 谷の 觀 音の 御 利 生と ぞ 聞こえし。 三位 ノ禰師 斬られて 

後、 平家の 子孫 は 永く 絕 えに けり。 

語釋 さる 人の子 也、 さる 者の 弟子 也。 「さる 人 _ 一は 然るべき 人の 意" 淸 盛の 嫡子 重 盛、 重 盛の 嫡子 維 盛、 而 して 

六 代 御前 は 維 盛の 摘 子で、 平家の 嫡々 になって 居る ゆ ゑに いふ。 「さる 人」 は 維 盛の 事 C 一  さる 者」 は文覺 上人の こと 

で、 文覺が 謀叛 氣に 富んだ 野心 僧であった 所から、 云った ので ある。 維 盛に 「さる 人」 とい ひ、 文覺に 「さる 者」 と 云 

つた 所な ど、 言葉が 嵌って 居て 面白い。 〇 頭 をば 剃り 給 ふと も、 心 をば よも 刺り 給 はじ。 解釋 にも 及ぶまい が、 實 

に 面白い C 無形の 心 を具體 にして 見せた 味で ある。 〇 公家。 朝廷の 事" 後世 は 公卿 を クゲと 讀んで 月 卿 雪 客 を诣す 


ことにな つたが、 それ は轉 訛で、 「公卿.」 はク ギヤ ゥと讀 むべき である。 〇 御 利 生 C ぉ隆と いふ 事で あるが、 言 築 そ 

のま 、 の 意味で は、 信心の 結果と して 生す る 利息と いふ 事で ある。 

「三位 ノ B 師 斬られて 後、 平家の 子孫 は 永く 絕ぇ にけ，. は、 簡單 なる 中に 一種の 餘情 があって、 『平 

家』 として は不滿 足ながら、 とにかく、 第一 卷の 冒頭に 呼應 して 居る が、 若し 流布本に 從 つて、 灌頂 

卷= 建禮 門院の 大原 入御から 御 往生に 至る までの 五 章 を、 第 十二 卷 から 拔き 出し、 一纏めに して 最後 

に 添 へ たと 云 はれる 灌頂卷 = を 最後の 卷と 見るならば、 其の 最後なる 

にょう ゐん  いでき 

かくて 女院 は、 空しう 年月 を 送らせ 給 ふ 程に、 例なら ぬ 御 心地 出来させ 給 ひて、 打 

臥させ 給 ひしが、 曰來 より 思 召し 設けた る 御 事 なれば、 佛の 御手に 懸けられ たりけ 

る、 五色の 絲を控 へつ、、 南無 西方 極樂 世界の 敎主、 彌陀 如来、 本願 過ち 給 はず は、 

必ず 引攝し 給へ とて、 御念 佛 ありし かば、 大納言 佐 局、 阿波 ノ內 侍、 左右に 侍 ひて、 

今 を 限りの 御名 殘の 惜し さに、 聲々 に 喚き 叫び 給 ひけり。 御念 佛の 御聲、 やうく 

弱らせ まし/、 ければ、 西に 紫雲た なびき、 異香 室に 満ちて、 音樂 空に 聞 こ ゆ。 限 

り ある 御 事 なれば、 建 久ニ年 二月 中旬に、 一期 遂に 終 はらせ 給 ひけり。 二人の 女房 
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きさい  みぐ &ゐ  かたとき  さぶ &  わかれ 

達 は、 后の 宮の御 位より、 附 き參ら せて、 片時 も 離れ 參ら せず して 候 はれし かば、 別 

路の御 時 も、 やる 方な くぞ思 はれけ る。 此の 女房 建 は、 昔の 草の 緣も、 皆 枯れ 果て 

て、 寄る 方 もな き 身 なれ ども、 折々 の御佛 事、 營み 給ふぞ 哀れなる。 此の 人々 も、 

終に は 龍 女が 正 覺の跡 を 追 ひ、 章提希 夫人の 如くに、 皆 往生の 素懷 を、 遂げけ ると 

ぞ 聞こえし。 

は、 卷 頭の 祇園 精舍 と、 實に 美しく 照應 して、 限， りなき 哀情と 寂 光との 中に、 全篇 を 引き 綺 めて 居る 

と 見るべき であらう。 あの 空前の 榮華を 極めた 平家の 一門が « しく 西 海に 亡びる。 其の 中に 嫡流の 六 

代が、 佛 者の 命乞に よ，.^、 出家す る ことによって、 辛うじて 十數 年生き 延びる。 淸 盛の 女、 高 倉の 后 

たる 女院 は、 天上、 人間、 地獄、 餓鬼、 畜生、 修羅、 六道の あらゆる 苦樂 を、 短き 半生の 中に 嘗めつ 

くし、 壇の 浦に 身 を 沈めて 後、 佛に 事へ る大 原の 菴室 生活に 甦って、 數 年の 後、 佛の 御手に 懸けた 五 

彩の 絲に 引かれて、 寂しく 美しく 救 はれる。 緣に繫 がる 二人の 尼まで が、 罪深き 女人で あ ながら、 

同じ やうに 往生の 素懐 を 遂げる。 祇園 精舍の 鐘の 聲、 諸行無常の 響き あり.、 沙羅双樹の 花の 色、 盛者 

必衰の 理を顯 はす。 平家の 一門 は 盛者の 榮華を 極めて 後、 しみぐ と 無常の 鐘 を 聞き 盡 くし、 必衰の 


ことわり 

理を味 は ひつく した。 而 して 或る 意味から は、 さびしく 美しく 救 はれた〕 悲しい 美しい 哀音に 始まつ 

て、 同じく 悲しく 美しい 哀音に 終 はる。 此の 二つの 哀の音 の 間に、 花やかな 榮 華の 夢と、 tSR ましい 修 

羅劍戟 の戰の 場との 展開され て 居る 趣、 これが 『平家物語』 の 最も 面白き 味 は ひの 一 つで あらう。 


『平家』 の 首尾に 於け る 此の 味 は ひ 深き 照應 振、 統一 振 を 見て 後に、 前に 擧 げた 『保 元』 『平 治』 の 二つ 

の 物語 を 見る と、 其の 間に 大分の 距離が ある やうに 見える。 『保 元 物語』 の 初めに は、 「後白河 院御卽 

位の 事し とい ふ 見出し をお いて、 左の 如く 書いて 居る。 

と ば ぜん さやう  てんぜう だいじん 

爱に鳥 羽^ 定 法皇と 申し 奉る は、 天 照 太 神 四十 六 世の 御 末、 神武 天皇より 七十 四 代 

みかど  どう  とうの じし  ノ 

の 帝な り。 堀 河 天皇 第一 の 皇子、 御 母 は 贈 皇太后 宮藤茨 子、 閑院 大納言 實季 卿の 御 

娘な り。 康和五 年 正月 十六 日に 御 誕生、 同じき 年の 八月 十七 H、 皇太子に 立た せ 給 

ふ。 嘉承ニ 年 七月 十九 日 堀河院 崩れさせ 給 ひし かば、 太子 五 歳に て踐祚 あり。 御 在 

位 十六 箇 年が 間、 海內靜 かにして 天下 穩 かなり。 寒暑 も 節 を 過たず、 民 S も 誠に 豐 
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かなり。 

當の保 元の 亂の 原因 を 叙す る爲 めに、 卒然 筆 を 起 こして、 史實を 機械的に 書き； a ベた とい ふに 過ぎ 

ない が、 其の 結尾に は、 八郞爲 朝の 大 島に 於け る 最後 を 叙し、 此の 英雄 兒の 首が 都に 上せられた 事 を 

記した 後に、 

き や う V う 

首 をば 同じき 五月に 都へ 登せ ければ、 院は ニ條京 極に 御 車 を 立て、 截覽 ある。 京 中 

の 貴賤 道俗 群集す。 此の 爲朝は 十三に て筑 紫へ 下り、 九國を 三年に 伐ち 從へ、 六 年 

始めて 十八 歲 にて 都へ 上り、 保 元の 合戰に 名を顯 はし、 二十 九歲 にて 鬼が 島へ 渡り、 

鬼神 を 奴と し、 ー國の 者怖ぢ 恐る と雖 も、 勅勘の 身 なれば、 終に 本意 を 遂げず、 三 

十三に して 名 を 一天に 廣め けり。 古より 今に 至る まで、 此の 爲朝 程の 血氣の 勇者な 

しと ぞ人 申しけ る、」 

と、 無雜 作に 書き捨て ^ 居る。 無 邪氣な 筆致が 面白い とい へば、 それ も 面白い が、 作者が、 全 體の統 

一 、 中心思想の 遍布開 展= どうい ふ 心 持 を 主として 書く か、 如何に 筆 を 起こし、 如何に 耆き續 けて、 

如 1^ に收 ま， り をつ ける か= などい ふ 事に 對 して、 特別の 用意の なかった 事、 又 文章の 上 だけにつ いて 


見ても、 新興 武人の 面目 ゃ戰 爭を寫 した 所 だけ はさす がに 立派 だが、 外の 部分 はおし なべて 幼稚な も 

ので、 とても 『平家』 と： IS ぶ べき もので ない 事が 明らかで ある。 

『平 治 物語』 は 『信 賴信西 不快の 事』 とい ふ 見出の 下に、 左の 文句 を 以て 此の 大亂の 記述 を 始めて E る。 

竊に 惟れば、 三皇五 帝の 國を 治め、 四 岳 八 元の 民 を撫づ る、 皆 是れ器 を 見て 官に任 

きみ しん  ,  Z 1  -  ^ 

じ、 身 を 顧みて 祿を受 くる 故な り。 君臣 を 選びて 官を 授け 臣 己れ を 計りて 職を受 

くる 時 は、 任 を 委しう し 成を責 むる こと、 勞せ ずして 化すと 云へ り、 故に.^ 航海 を 

渡る に、 必ず 橈楫の 功を假 り、 鴻 鶴の つる 雲 を 凌ぐ に、 必ず 羽 翻の 用に 由る。 帝王 

き やう ひつ  ま *  0 に 1 ん 

の國を 治む る こと、 必ず B 弼の 助けに 由る と 云々。 國の E 輔は 必ず 忠良 を俟っ 任 

使 其の 人 を 得る 時 は、 天下お のづ から 治まる と 見えたり。 古より 今に 至って、 王者 

の 人臣 を 賞す る、 和漢 兩朝 同じく 文武 二道 を 以て 先と す。 文 を 以て は 萬 機の 政 を 助 

け、 武を 以て は 四 夷の 亂を 治む。 天下 を 保ち 國土を 治む る 謀 は、 文 を 左に し、 武を 

右に すと 見えたり。 譬 へば 人の 二つの 手の 如し。 

語釋 舟航 海き に：： 鴻 鶴の つる 雲 を 凌ぐ に。 三 皇五帝 や、 四 八 元 や、 i に祿、 橈楫、 llli 弼、 四 夷な どい ふ 
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漢語の 解釋は 長くなる から 省く) とに して、 爱に 一 っ說 明して おきたい と は 思 ふの は、 「舟航 海 を 渡る」 「鴻 鶴の 鶴 雲 

を 凌ぐ」 の 二 句で ある" かう いふ 同義語の 繰 返 を、 昔 は 一 兩 點讀」 と 云った U 兩點讀 は、 耳遠き 語 を 耳 近き 語で 繰 返 

す修辭 法、 委しく 云へば、 古語 を 現用 語で 繰返し、 或 ひ は 外 國語を 邦語で 繰 返す もので、 說明的 反覆 法と も稱 すべ 

、、 0  鬌，  0  はつ、 oo〇〇  、、、000  ，鬌， だんまり  、 、 

きもので ある。 例へば 「あかの 水」、 「般若の 智 水」、 「八朔の ついたち」、 「まして 況ん や」、 「し > まの 無言」、 「合掌 

手 を 合 はせ」 とい ふ 類で、 本來は 別けて 添 ふべき 難語の 解釋 を、 本文の 中に 入れ込んだ ので あらう。 古今の 國 文に 

可な り 多く ある 一 種の 修飾 法で ある。 

是れは 一 種の 政治 道 德論を 以て 一 篇 の序說 としたので、 中心思想の 設定 や、 組織 統 一 上の 手腕から い 

へば、 『保 元 物語』 よりも ー步を 進めた ものと 云へ るで あらう。 とにかく、 古語 を 揭げて 冒頭 を 莊嚴化 

し、 中心思想 を 示して 全體を 引締めよ うとした 事 は 明らかで あるが、 其の 結尾 もや は b 同じ やうな 企 

園に 成った ものら しく、 「賴朝 義兵 を擧 げらる 、事、 併 平家 返 治の 事」 と 題し、 左の 一節 を 以て 筆 を 

收 めて 居る。 

義朝は 鳥 羽 ノ院の 御宇、 保安 四 年 癸 卯の 年生 まれ、 三十 四 歳に して、 保 元元 年に 忠 

節 を 致し、 勳功を 蒙り 朝恩に 浴し ける。 今度の 謀叛に 與 して 身 を 滅ぼしき、 然れど 

も 頼 朝義經 二人の 子あって、 兵衞佐 三十 四、 判官 二十 ニ歲 にして 義兵 を 擧げ、 會稽 


の 恥 を 雪ぎ、 再び 家を榮 やかし 給へ り。 賴朝は 近 衞院久 安三 年 丁 卯の 年 誕生す。 義 

經はニ 條ノ院 平 治 元年 己 卯 の 年生 まれ たれば、 三人 共に 單閼 のハ 牛の 人な り。 中に 

も賴朝 平家 を 滅ぼし 天下 を 治めて、 文治の 初め 諸國に 守護 を 居 ゑ、 有らゆる 所の 莊 

園鄕 保に 地頭 を 補して、 武士の 輩 を 勇め、 廢れ たる 家 を 起こし、 絕 えたる 跡 を繼ぎ 

て、 武家の 棟梁と なり、 征夷 將 軍の 院宣 を 蒙れり。 卯 は是れ 東方 三 支の 中の 正方と 

して、 仲春 を 司る。 柳 は 卯の 木な り。 春の 陽氣を 得て、 天道 惠 みの 眉 を 開き、 營み 

繁く榮 ゆれば、 柳營の 職に は、 卯の 年の 人 は實に 便り ありけ る もの かな。 

語釋 勳功を 蒙り。 勳功 は、 こ、 では 褒美、 賞 奥の 意で、 原因と結5^-とを相換へた 一 種の 文飾と も 見るべき もの。 

但し 是れは 恐らく 無擧 者の 書き誤り であらう. - 〇 單閱の 年。 卯の 年の 異名。 中 昔の 貴族 階級の 常識 百科 辭典と もい 

ふべき ものであった r 拾 芥抄』 に 「太 歳赏 にある を攝提 格と 曰 ふ、 歳 早。 卯に 在る を S 単 閱と曰 ふ、 歳 和。 辰に 在る を 

レ ふ； I- よ 

執 徐と曰 ふ」 など 書いて ある。 當 時の 人が 支那 崇拜と 迷信と から、 好んで 使った 語で、 別に 氣 取って 難語 を 用ゐた 

とい ふわけ ではない。 〇 勇め。 勇ませで、 勇氣 をつ け、 勵 ますこと。 〇 束 方 三 支の 中の 正方。 子 は 北、 それから 丑、 

寅、 卯、 辰、 巳と^ へて、 正南の 午に 至る、 卽ち 東方に 屬 する 三方.^、 寅、 卯、 辰の 中、 卯は眞 にあた ると いふ 

こと。 〇 柳營。 細 柳營の 略で、 將 軍の 陣屋の 事。 轉 じて 幕府の 事 を も、 將 軍の 事 を もい ふ C 漢の文 帝の 時、 將軍周 
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亞 夫が 細 柳に 陣し. U 折、 文 帝の 御幸が あつ. U のに 對 して、 大に將 軍 振を發 揮した 所から、 將 軍の 陣 營の稱 として 用 

ゐられ る やうに な つ た ので ある C 

平 治の 軍の 物語の 結尾に、 賴朝が 平家 返 治の 記述 は、 少しく 過ぎて 及ばざる 嫌 ひが ある。 また 義朝 

賴朝等 が 卯 の歲 生れ， こ い ふ 事から、 一. 卯の 木. 一な る 柳に こぢ つけて、 柳營の 幕府に 因 緣を附 けたの は、 

當 時として は 時代の 迷信に 投合した 面白味が あ. り、 また 古典的の 位附 けによ つて、 冒頭の 政治 道德論 

に 呼應し て &る趣 は あ る けれども、 文武 二 道 を 論じた 堂 々たる 冒頭が、 單閼 柳營の 迷信 的こぢ つけの 

結 收に終 はった の は、 龍 頭 蛇 尾の 嫌 ひが あり、 また 全體 として は、 作者の 企圖が 道義に 囚 はれ、 理窟 

に 偏して、 情味の 潤 ひに 缺 けて ゐ たこと を證 する やうに 見える。 

抑.、 文章の 首尾 は、 作者の 特に 留意して 心血 をュ、 、ぐ 所で あるが、 『平家物語』 の 首尾 兩節を 取って、 

之れ を 『保 元， 一 及び 『平 治』 の 首尾に 比較す ると、 ュ、 の 文章の 美しく 睡は ひの ある 點に 於いて、 その 內容 

に卽 した 統一 の 力に 於いて、 その 着想？ - 情味 本位に、 文學 的に なって 居る 點に 於いて、 遙 かにく 進 

んで 居る、 と を 見出だす ことが 出来る C 取 ，o すべて 云 ふと、 『保 元 物語』 に は、 豫定 の企圖 もな く、 思 ひ 

出づる ま、 感ゃる ま、 に 書いた とい ふ 傾きが あつたが、 『平 治 物語. 一一に は、 それに 對 して 一種の 道義 的 

企圖を 以て 事 を 叙した とい ふ 傾きが あ. り、 而 して 『平家物語』 は、 情 的文學 的の 人生 味に 着眼して、 榮 


華に 誇った 者の 末路の 哀愁 を 描く 事に カ點を 置き、 此の 根本的 企 II を 成就す る爲 めに、 一門 他 門の 興 

隆、 衰亡、 戰爭、 情事、 其の 他の 一 切 を 取扱った かの やうに 見える。 要するに、 軍記 は 『平家物語』 に 至 

つて、 著しく 複雜 味と 深刻 味と 人情味と 冇機的 統一 味と を 加へ る ことにな つた、 從 つて 『保 元』 『平 治』 

に 於いて 戰爭 本位、 道義 本位であった 軍記 は、 『平家』 に 於いて、 人生 本位の 軍記と な， り、 戰爭ゃ 道義 

をば、 其の 一 部 若しくは 從部 として 取， り 入れた、 一 層高ぃ意味の軍記となったと云ふ^^；^が出來る。 私 

は 此の 點 から 見ても、 『平家物語』 が 『保 元』 『平 治』 の 二つの 軍記の 後に 成った 事 を 信 やる 者で ある。 

第 八 殿上の 闇 討 (『保 元』 『平 治』 と 『平家』 との 前後に ついて) 


『平家物語』 は、 廣 くい へば、 高 望 王が 平 姓 を 賜 は， り、 忠 盛が 具 殿 を 許された 抑" から、 淸 盛の 榮華を 

過ぎ、 維 盛の 子の 六 代が 斬られて、 平家の 子孫の 長へ に絕 える までの 事 を 書いた もの、 狹 くいへば、 

平 治の 亂 以後に 於け る淸 盛の 大 我儘、 平 族の 大榮 華から、 壇ノ 浦の 滅亡まで を 書いた もの で、 而 して 

其の 間に 起こった あらゆる 事柄が、 百 川の 海に 注ぐ が 如く、 中心 甚調 たる 盛者 必衰の 大哀音 を 助け 成 
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す やうに 書かれた ものであるが、 吾等の まづ 第一 に出會 すの は、 淸 盛の 父忠 盛の 出世 物語、 忠 盛が 破 

格の 昇殿に よって、 雲の上 人から 嫉 まれ、 而 して 彼等が 嫉妬の 奸計 を 武人の 本領た る 武力に よって 取 

，り拉 いで、 始めて 社會的 存在 を 認められた 物語で、 その 本文 は 左の 通， りで ある。 

然るに 忠盛 未だ 備 前-守た りし 時、 鳥 羽 の 御 願、 得 長 壽院を 造 進して、 三十 三 間 

みはと ナす  くやう  けん 

の 御堂 を 建て、 一千一 體の御 佛を居 ゑ 奉らる。 供養 は 天 承 元年 三月 十三 日な り。 勸 

(i 貝に は 闕國を 賜 ふべき 由 仰せ 下されけ る。 折節 但馬" 國 の あきたり ける をぞ 下されけ 

ぎ 上かん  うち 

る。 上皇 御 感の餘 りに、 內の 昇殿 を 許さる。 忠盛 三十 六に て 始めて 昇殿す。 雲の上 

A 一  U  、"きど は  ごぜち と 上の あかり   

人 これ を猜み 憤り、 同じき 年の 十一月 二十 三日、 五節 豐 明の 節 會の 夜、 忠盛 を閽討 

,  いう ひつ  ぶ 上う 

にせん とぞ議 せられけ る。 忠盛 此の 由 を 傅へ 聞いて、 我れ 右弼の 身に あらず、 武勇 

の 家に 生れて、 今 不慮の 恥に あはん 事、 家の 爲め 身の 爲め心 憂 かるべし。 詮 ずる 所 

身 を 全うして、 君に 仕へ 奉れと いふ 本文 ありと て、 かねて 用意 を 致す。 參內の 初め 

さやま さ  さし 

より、 大きなる 鞘卷を 用意し、 束帶の 下に、 しどけ なげに 差 ほらし、 火の ほの 暗き 

方に 向って、 や はら 此の 刀 を 抜き出 だいて、 鬢に 引き 當 てられた りけ るが、 餘 所よ 


り は、 氷な どの 樣にぞ 見えけ る。 諸人 目 をす ましけ り。 又忠 盛の 郞等、 本 は 一門た 

りし 平の 木工 助貞 光が 孫、 新の 三 郞大夫 家 房が 子に、 左 兵衞尉 家， M とい ふ 者 あり。 

薄 靑の狩 衣の 下に、 萠黃 威の 腹卷を 着、 鉉袋 つけたる 太刀 脇 挾んで、 殿上の 小 庭に 

( JP  r  w-^  へん  キ * う 、, 

畏 つて， そ 侍 ひける。 貫首 以下 怪み をな して、 うつぼ 柱より 內、 鈴の 綱の 邊に、 布 衣 

/り K- ぜき  と 

の 者の 候 は、 何者 ぞ 狼藉な り、 疾ぅ { -罷 出で よと、 六 位 を 以て 言 はせられ たりけ 

れば、 家貞畏 つて 申しけ る は、 相 傳の主 備前守 殿の、 今夜 閽討 にせられ 給 ふべき 由 

承って、 其の 成らん 檬を 見ん とて、 かくて 候 也、 えこ そ出づ まじと て、 又畏 つて ぞ 

候 ひける。 是等 をよ しなし とや 思 はれ けん、 其の 夜の 闇 討な かりけ り。 

忠盛又 御前の 召に 舞 はれけ るに、 人々 拍子 を替 へて、 伊勢 瓶 子 は 酢 瓶な りけ りと 

ぞ はやされ ける。 かけ まく も 忝く 此の 人々 は、 柏 原 天皇の 御 末と は 申しながら、 中 

うと- ちげ  ふる ま  うこく 

頃 は 都の 住居 も 疎々 しく、 地下に のみ 振舞 ひなって、 伊勢 ノ國に 住國深 かりし かば、 

其の 國の 器物に 事寄せて、 伊勢 平氏と ぞ、 はやされ ける。 其の上 忠 盛の 目の 眇 まれ 

たりけ る 故に こそ、 加樣 には拍 されけ る なれ。 忠 盛い かにすべき 樣も なくして、 御 
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c- う  ささ  ご.' 

遊 も 未だ 終 はらざる 前に、 御前 を罷出 でら る、 とて、 紫 震 殿の 御 後に して. 人々 の 

見られけ る 所に て、 橫た へさ、 れ たりけ る 腰の 刀 をば、 主 殿 司に 預け 置きて ぞ 出で 

られ ける。 家貞待 受け 奉って、 a いか、. -候 ひつる やらん と 申しければ、 かう とも 言 

はま ほしう は 甲 ：3 はれ けれども * 正しう 言 ひつる 程なら ば、 やがて 殿上まで も、 斬り 

つら だまし ひ  ベ ち 

上らん ずる 者の、 面魂に て ある 間、 別の 事な しと ぞ答 へられけ る。 

案の 如く 五節 果てに しかば、 院 中の 公卿 殿上人、 一同に 訴へ 申されけ る は、 夫れ 

雄 劍を帶 して、 公 宴に 列し 兵仗 を 賜 はって、 宮中に 出入す る は、 皆是れ 格式の 例 を 

守る、 綸命由 ある 先規 なり。 然る を忠 盛の 朝臣、 或 ひ は 年来の 郞 從と號 して、 布 衣 

の 兵 を 殿上の 小 庭に 召し 置き、 或 ひ は 腰の 刀を撗 たへ さいて、 節き の 座に 列る。 兩 

さ たい  てんじゃう み 

條 希代 未だ 聞かざる 狼藉な り。 事旣 に重疊 せり、 罪科 尤も 逃れ 難し。 早く 殿上の 御 

簡を 削って、 闕官停 任 行 はるべき かと、 諸 卿 一同に 訴へ 申されければ、 上皇 大きに 

ご ぜん  ちん 

驚かせ 給 ひて、 忠盛を 御前へ 召して 御 尋ね あり。 陳じ 申されけ る は、 先 づ郞從 小 庭 

に 伺候の よし、 全く 覺悟 仕らず。 但し 近日 人々 相 巧 まる、 旨、 仔細 あるかの 間、 年 


ごろけ にん  - 

來の 家人、 事 を 傅へ 聞く かに 依って、 其の 恥を扶 けんが 爲 めに、 忠 盛に は 知らせず 

さんこう  とが  かみ 

して、 竊 かに 參 候の 條、 力 及ばざる 次第な り。 若し 咎 あるべく は、 彼の 身 を 召し 進 

を は 

ずべき か。 次ぎに 刀の 事 は、 主 殿 司に 預け 置き 候 ひ畢ん ぬ。 是れを 召し出 だされ、 

刀の 實 否に 依って、 咎の 左右 行 はるべき かと 申された りければ、 此の 儀 尤も 然るべ 

しとて、 いそぎ 彼の 刀 を 召し出 だいて 叙覽 あるに、 上 は 鞘 卷の黑 う 塗ったり ける が、 

なか きがたな  ぎん く  お 

中 は 木刀に、 銀 范をぞ 押いたり ける。 當 座の 恥辱 を遁 れんが 爲 めに 刀を帶 する 由顯 

ご じつ  きがたな たい  しんべ う  きう 

はすと 雖も 後 曰の 訴訟 を 存知して、 木刀 を帶 しける、 用意の 程 こそ 神妙 なれ。 弓 

ぜん 

箭に携 はらん 程の 者の 謀に は、 最も かう こそ あらま ほし けれ。 兼ねて は 又 郞從小 庭 

に 伺候の 事、 且 うは 武士の 郞 等の 習 ひなり、 忠 盛が 咎には あらず とて、 却って 银感 

あ， つか  ざいく わ 

に預 つし 上 は、 敢て 罪科の 沙汰 はな かりけ り。 

参 

語釋 然るに。 章の 初めに 不穩當 なやう であるが、 『平家」 は、 もと 長く 連綿と 本文 を 書き 續 けて、 出來た 後に 處 
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處を 切って、 「見出し」 を 置いた ものであるから、 これ は.，、 と、 前章の 末なる 「殿上の 仙籍 をば 未だ 許されす。」 と 

あるの を 受けて、 「然るに」 と 云った ので あらう C 〇 勸賞 U 「けんじゃう」 と讀 む、 後人 を 勸め勵 ます 爲 めの 賞 與 とい 

くぎ やう かんだちめ ゆ：' けい 

ふ 意。 〇 闕國。 國 守の 闕 けた 國、 卽 ちあいて 居る 國。 〇 雲の上 人。 槪 して 三位 以上 を 公卿、 上達部、 月 卿な どい ひ、 

てんじゃう びと 

四 位 以下 昇殿 を 許された る を、 殿上人、 雪 客、 雲の上 人な どい ふので あるが、 こ、 は 公卿 殿上人 全體を さした ので 

あらう。 〇 五節 豐 明の 節會の 夜.^ 陰 1  曰 十 一 月 中の 5 の 日に 行 はる、 女樂。 天武 天皇が 吉 野の 瀧の 宫に 幸して 琴を彈 

かせられた 時に、 天女が 天降って、 羽衣の 袖 を 五た び飜 して 舞った、 それが 此の 舞の 起原な ので、 五節と いふと 云 

ひ、 或 ひ は 五 人の 舞姬が 出る 故に 云 ふと もい ふ。 けれども 大甞會 に は 五 人、 常の 新嘗 祭に は 四 人の 例で あるから、 

さう では あるまい。 遲、 速、 本、 末、 中聲 を聲の 五節と いふ 所から 來 たとい ふの が本當 らしい。 此の 歌舞の 儀が あ 

とよの あかり 

つて 後に、 宫 中で 宴 を 賜 はる。 之れ を豐 明 とい ふ。 酒に 醉 ふと、 顔が. ネゥッ とあかる くな り、 豐 かに 福々 しくな 

えんず ゐ 

るから 云った ので ある。 深く 醉ふ 所から 「淵 tg」 とも 云って、 せ >ス 中には 餘 興の 隱し藝 など を 自由に やる 例であった。 

「s ^勢 瓶 子」 の 歌な ども、 H 、の餘 興の 一 つで ある： 〇 右弼の 身。 異本に 右峯と 書いた もの も あるが、 政治 を 右く る 文 

{：：11 の 身分と いふ 事で あらう。 〇 本文。 もと 註釋 などの 如き 添加の 部分に 對 する 基本の 文章と いふ 意で あつたが、 轉 

じて 十：： 典のへ 中に ある、 修身 處 世の 手引と なるべき 權威 ある 古聖 賢の 言 句 を 言 ふ 様になった。 こ 、も 其の 意味で ある 

が、 何 書に ある 誰れ の 言 か、 はッ きりし ない。 〇 武勇の 家に 生れ 云々。 ブ ヨウと 讀ん だ。 武力の ない 長袖の 文弱 者 

琉 ならば、 辱められて、 へこたれても 左 迄 苦しく ね あるまい が、 武人 § 家に 生れな 一から、 先見の 朋. がな く、 ぅッか 


りして 豫 期せざる 恥 .J^ に 逢 ふとい ふ 事 は、 家の 爲め にも 身の 爲め にも 忍ばれぬ、 これ は 武士道の 示す 所に より、 身 

を 全うして 君に 奉公す るより 外に 仕方. かない と いふ 意 C 〇 大きなる 鞘卷。 鍔の 無い 短刀で、 「さう まき」 とも 云つ 

た。 鞘 を 細い 革で 卷 いて、 漆で 塗り 堅めて 拔 けぬ 様に した ものと もい ひ、 或 ひ は 下緒 を 鞘に 卷き、 帶に 結びつけて、 

拔く 時に 鞘が 刀に ついて 拔 けぬ やうに した ものと もい ひ、 或 ひ は 鞘に 刻み目 をつ けて 漆で 塗った ものと も 云 ふ。 案 

する に、 鍔の 無い 隱し 刀の、 たと へば 鎧の 腹卷 にも 比すべき 輕便木 位の もので、 刀に ついて 鞘の 拔 けぬ 爲 めに、 或 

ひ は 鞘 を 革で 卷き、 或 ひ は 刻み目 をつ け、 或 ひ は 緒を卷 きつける など、 色々 の 工夫 をした ので あらう。 白 鞘 卷、 黑 

鞘卷、 朱鞘 卷 などの 種類の あった 所 を 見る と、 色 ある 緖を 鞘に 卷 きつける のが、 代表的 特色であった やうに 見える。 

長 門 本に は 「 一 尺 三寸の 黑 鞘卷」 として あるが、 これ は 流布本が 抽象的に 一大き なる 鞘卷」 と 云って あるのに 飽き 足ら 

すして、 具體 的に 寸法 を 明示した ので あらう。 「黑」 と 云った の は、 やはり 目に 立たぬ 色彩 を具體 的に 見せた ので あ 

らう。 〇 束帶の 下にし どけな ゆに 差し ほらし。 本來は 束帶の 下に 隱し ざしに する ので あるが、 わざと だらしない 樣 

子 をして、 見せびらかして、 公卿 達に それと 悟ら しめたと いふ 事。 〇 や はら 此の 刀を拔 いて。 じつく と 落つ き拂 

って拔ぃて見せたとぃふ：？_^-。 「さし ほらし」、 「や はら」 などい ふ、 是 等の 特別な 詞を 見る と、 忠 盛の 特別な 心 持 を寫す 

爲 めに、 作者が 苦心して 言葉 選み をした とがわ かる。 「諸人 目 をす ましけ り」 など も、 忠 盛の 底氣 味わる い 熊 度が 

つ. る ま き  ゆ づ る 

武事に 惯れぬ 公卿 達の 魂 を ヒャリ とさせた 趣が 見えて 面白い。 〇 絃袋。 絃卷 ともい ふ。 弓^が 切れた 時の 用意に、 

換 への 弓弦 を 小さく 輪に 作って 太刀に 附け てお くもので、 後に は 弓 を 持たぬ 時に も、 飾りの あしら ひとして、 太刀 
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に附 ける 様になつ たので ある。 丁 皮お 葉 子の 「ドウ ナッツ」 の やうな 形の もの。 〇 貫主。 藏 人頭、 卽ち宫 殿 整理 係の 一 

長で ある。 〇 うつぼ 柱。 淸凉 殿の 殿上 間の 階段の 際に ある 太い 角柱。 樋から 落ち 下る 雨水 を 受ける 爲め、 中 をう つ 一 

ろに して ある 故にい ふ。 〇 鈴の 綱。 藏 人が 小 余人 を 呼ぶ 時に 引く 爲め、 殿上 間から 校 書 殿に 渡して ある 綱の 〇 一 

布 衣の 者。 六 位 以下の 着用す る 無 紋の狩 衣。 〇 相傳の 主。 父祖から 代々 主君と 仰いで 來た 人。 〇 ならん 様。 閹 討に 一 

せんど  一 

された 結 £^ の 先途 を 見届け、 死生 を 共に せんとて、 の 意。 〇 是等 をよ しなし とや 思 はれ けん。 「是等 を」 は、 少し 言 一 

雜が 足らぬ やうで あるが、 前に 叙した 是 等の 様子に より、 自分 等の 計賓を だめ だと 思れ たので あらう、」 とい ふので 

あらう。 〇 拍子 を替 へて。 拍子に 連れる 文句 を替 へての 意で、 同じ 語路の、 別な 文句 を 歌った とい ふ 事。 〇 伊勢 瓶 一 

子 は 酢 瓶な りけ り。 流布本に 從 つて 「瓶 子」、 「酌 瓶」 と 書いた が、 本 常 は 「へいし」 「すがめ」 と番 くべき で、 「へい 

し」 が 瓶 子、 平氏に 通じ、 「すがめ」 が 酔 瓶、 眇を かけた 事 は、 いふまで もない。 又 「すがめ」 は 「めッ かち」 「薮 にらみ」 一 

兩方を 意味して、 いづれ か 不明で あるが、 こ、 は 多分 やぶにらみの 意で あらう。 〇 かけ まく も 忝く。  口の端に 掛け 一 

て 申す も 恐れ多い 柏 原 天皇。 「柏 原」 は 御陵の 所在地に ついて 申した ので、 桓武 天皇の 御 事。 〇 中顷は 都の 住居もう！ 

とうとし くて。 皇胤で は あるが、 臣下に 降って から 忠 盛に 至る までの 中頃 は、 都に も綠 遠くな り、 昇殿 も 叶 はぬ 地 一 

下人と して 過ごし 暮らす やうに なって、 伊勢に 長く 住みつ いたと いふ 事。 「うと- \ しく」、 「振 舞 ひなって」、 「住國 一 

深く」 など は、 多分 當 時の 惯 用語で あらう が、 よく 場合 相 旗に 活かして 使って ある。 「住國 深く」 など、 今日から Bs^ 一 

ると 變な 言葉 だが、 「田舍 住みが 長く 深くな つたので」 とい ふこと で、 當 時に 於いて は、 替 へられぬ 味の 言葉で あつ 一 


たので あらう。 〇 御遊。 廣くは 遊び事 全體 にわ .u つてい ふ. か、 遊びの 中、 絃歌 舞が 最も 而白 いので、 大抵の 場合 

は、 管 終の 或 ひ は 歌舞の 御遊の 事 をい ふとに なって ゐる。 〇 播 磨よ ね は、 木賊 か、 むくの 葉 か、 人の きら を 磨く は C 

「播 磨よ ね」 は 何 を 意味す るか 明らかで ない。 近 松巢林 子の 淨 璃に 「よねが 情の 底 深き」、 「よねの 風俗 揚屋の か、 

むろぎ み 

り」 などあって、 「よね」 は 遊女の 事に 用ゐら れてゐ るから、 或 ひ は 播州 室の 津の 遊君 卽ち 「室お」 のこと でも あらう 

か。 木賊、 掠の 葉 は 指物屋 などが 細工 物 を 磨り みがいて つや を 出す 料で ある。 卽ち 大意 は 

x< んレ ぢ よろ とのさま  とくさ  てう ど 

幡州 はり まの 女郞 殿様 は、 木賊との さま、 掠の 葉 さまよ、 調度 磨かで I 耳み がく、  I 耳み がく。 

とい ふやうな 味で あらう。 〇 雄劍。 束 帶に添 ふべき 飾りの、 蒔 繪の細 太刀で はなく、 雄々 しい 人斬庖 刀を帶 して ゐ 

りつり やうき やく， ノき 

たとい ふ 事。 〇 格式の 例。 律令格式と 熟して、 令 は 豫め國 民に 示しお く 根本 法令の こと、 式 は 職に 居る 者の、 それ 

ぞれ 務め 行 ふべき 次第 を 記し. U る もの、 律 は その 令 式 を 犯した 者 を 刑す る 制度、 格 は 令、 式、 律 を 改正した 追加 發 

布 を 集めた もの。 〇 綸命由 ある 先規 なり。 勅命に よるべき. ra 統の ある、 昔からの 儀 例 だとい ふ 事" 〇 事 旣に重 疊せ 

り、 罪科 尤も 述れ 難し。 平安朝に 行 はれた 六 朝， &麗體 のく づれ で、 常時 尊ばれ. U 文章の 一 體 C 「旣 に」 「尤も」 など 

と、 對句を 疊んだ 所が 愛でられた のであった" 〇 陳じ。 辯 解す る 事で、 今の 釋明 にあ： U る。 〇 先 づ郞從 小 庭に 伺候 

、 、 、 、 、 とレ ごろ  、、、、、、/- 

のよ し、 全く 覺悟 仕らす。 但し 近 R 人々 相 巧 まる、 旨、 仔細 あるかの 間、 年来の 家人 事 を傳へ 間く かに 依って、 せ， ハ 

の 恥を扶 けんが 爲 めに、 忠 盛に は 知らせす して、 竊 かに 暴 候の 條、 力 及ばざる 次第な り。 若し 咎 あるべく は、 彼の 

身 を 召し 進すべき か。 次ぎに 刀の 事 は、 主 殿 司に 預け 3^- き 候 ひ 畢んぬ 云々。 變な 文章で あるが、 これ は 漢文と 俗語 
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あ.， -n  *4 A  *、 ふ 

との 馴れ合った 當 時の 公文書の 文體 で、 例へば、 常時の 幕府の 日記なる r 吾妻 鏡』 などの 文章 は、 そッ くり 此の ま 

ま を ザって ゐる。 此のぎ ッ くり、 しゃ ッ くりした 蝶 峨落々 たる 所が、 當 時の 武人の 心意 氣を現 はすに 最も 適して ゐ 

たので あらう。 本来、 『平家物語』 に は、 王朝の 假名 文體、 漢文 體、 俗語 體、 公文書 體 など、 いろくの 文體が 入り 

交って ゐて、 それら 種々 の 文體の 調和が、 必す しも 立派に 出 來てゐ ない 嫌 ひ は あるが、 不調和な がらに、 各 文體の 

而 白く 活 きて ゐる所 は、 また 捨てられぬ 味で ある。 試みに 之れ に 似通った 『吾妻 鏡』 の 一節 を 引いて 見る と、 

(畠 山 重忠、 由 利 八 郞に向 ひ) 貴 客 生 虜の號 を 蒙らし むと 雖も、 始終 沈淪の 恨み を貽す 

、、、へからざる 歟。 奧六 郡の 內に、 貴 客は武 將の譽 れを備 ふるの 由、 兼ねて 其の 名を留 

か； ゆ 勇士 等 勳功を 立てむ が爲 めに、 客 を搦め 獲る の 旨， 互に 相 論に 及ぶ か。 

仍って！. を 云 ひ、 馬の 毛 付 を 云 ひ畢ん ぬ。 彼等が 浮沈 此の 事に 究 まるべき 者 也。 

(文治 二 年 四月) 八日 乙 卯 二 品 (賴 朝) 丼 御臺所 (政 子) 鶴岡宮 に御參 あり。 次 を 以て 

靜女を 廻廊に 召 出 ださる。 是れ 舞曲 を 施さし むべき に 依って 也。 此の 事 去る 頃、 仰 

せらる、 の處、 病 病の 由 を 申して 參ら ず。 身不 屑に 於いて は、 左右に 能 はずと 雖も、 

けちえん み ぎり 、、ヽ ヽ、 h ハ、、 、ひ， ごろ *  '  ✓ 

豫州 (義經 ) の 妾たり、 忽ち 揭焉 の砌 に出づ るの 條、 頗る 恥辱の 由 日頃 內々 之れ を 


り 申す と雖 も、 彼れ 旣に 天下の 名 仁 也。 適、、 參 向して 歸洛 近き に 在り、 其の 藝を 

見ざる は 無念の 由、 御臺所 頻りに 以て 勸め 中 さしめ 給 ふの 間、 之れ を 召され、 偏に 

大 菩薩の 冥 感に備 ふるの 旨 仰せら る 云云。 近日、 只 別 緒の 愁 あり、 更に 舞曲の 業な 

き 由、 座に 臨んで 猶ほ 固く 辭す。 然而贵 命 再三に 及ぶ の 間、 なまじ ひに 白舊の 袖 を 

廻らし、 黃 竹の 歌を發 す。 左 衞門尉 祐經皴 うつ。 是れ數 代 勇士の 家に 生れて • 爾 戟 

の 基を繼 ぐと 雖も、 ー臈上 日の 職 を經、 おの づ から 歌 吹の 曲に 携 はるの 故に、 此の 

やく  こつ、 *  、  どう やうし 

役に 候す る 敷。 畠 山ニ郞 重忠、 銅 拍子たり。 靜先づ 歌 を 吟じ出 だして 云 はく。 

吉野 山峯の 白雪 ふみわけて 入りに し 人の 跡ぞ戀 しき。 

次ぎに 別物の 曲 を 歌 ひて 後、 义 和歌 を吟 じて 云 はく、 

しづ やし づ賤の をだまきく りか へ し 昔 を 今にな すよ しもが な。 

誠に 是れ社 壇の 壯觀、 梁 塵 殆んど 動きつ べしつ 上下 皆 興感を 催す。 二 品 仰せに 云 は 

A.J こしめ 

く、 八幡宮の 寶 前に 於いて、 藝を 施す の 時、 尤も 關東萬 歳 を 祝すべき の處、 聞 召す 

所 を 憚らず、 反逆の 義經を 慕 ひ、 別 曲 を 歌 ふ、 奇怪な り 云云。 御臺所 報へ 申されて 
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まし ま  I 

云 はく、 君 流人と なって、 豆 州に 坐し 給 ふの 頃、 吾に 於いて 芳契 ありと 雖も、 北條ー 

殿 時宜 を 怖れ、 潜 かに 之れ を 引き籠 めら る。 而れ ども 猶ほ 君に 和 順して、 晴夜に 迷 一 

ひ、 深 雨 を 凌いで. 君の 所に 到る。 亦 石橋 山の 合戰に 出で 給 ふの 時、 獨り 伊豆山に 殘； 

留 して 君の 存亡 を 知らず、 曰 夜 魂 を 消す。 其の 愁を 論ずれば、 今の 靜の 心の 如し。 „ 

豫 州の 多年の 好み を 忘れ、 戀慕 せざる は 貞女の 姿に 非ず。 外に 形る、 の 風情 を 寄せ， 

て 中に 動く の 露膽を 謝す、 尤も 幽玄と 謂つつ べし。 抂げて 賞 翫し給 ふべ しと 云云。 

し" li らく  ぎ 上い うのはなが さ！； J 

時に 御 憤り を 休め 給 ふと 云云。 少時して 御衣 (卯 華 重) を 簾 中より 押出して、 之れ を 

纒頭 せらる 云云。  ，.. 

語釋 生 虜の名 を 蒙らし むと 難 も。 當 時の 特別な 使 ひ >e ま、 「捕 慮の 污 名 を 蒙り： Si ふと 雖も」 とい ふ、 とで、 一種の 

敬語。 〇 身不 屑、 搞焉 の砌 云々 C 「身不 屑」 は 「身不 背.」， であらう C 「左右に 能 はす」 の 「に」 は當 時の 特別な 使 ひざまで、 

「返答す る 一と 能 はす」、 「思案す る 能 はす」 とい ふ 事 を、 當時は 「返答に 能 はす」、 「思案に 能 はす」 と 云った ので ある、. 「揭ー 

一 

焉 の砌」 は 「衆人 群集の 晴れ やかな 折 かふに」 とい ふ 意。 大意 は、 不 背の 私自身と して は、 かれこれ 申 上ぐべき であ 一 

、  おもて  ， 

り ませぬ が、 苟も 伊豫 守義經 公の 妾であった 者が、 突然 かやうな 晴れ やかな 座に 出で て、 衆人の 前に 面 を さらす と- 

い ふの は、  甚だ 恥辱に 思 ひます ると いふ 事。 〇 名 仁。 歌舞の 名人の 意。 〇 大菩 Si の 冥 感に備 ふ。 常 社 八幡 大菩 降な 


御 撥め 申す 爲 めに 歌舞 を 奏せよ とい ふ 事。 冥感は 人の 耳目に 觸れぬ 暗々 裡の； t 感と いふ 事。 〇 近日 只ビ別 緒の 愁ひ 

あり、 更に 舞曲の 業 無き 由。 つい 此頃 1: 宫義經 に 別 かれた ばかりで、 心が 悲 みに 鎖され て、 舞曲 を 奏するな どい ふ 

心 持に はなれぬ とい ふ 事。 此の 「ロハ だ」 「更に」 などい ふ對偶 振が 「殿上 闇 討，」 の 「事、 旣、 に重疊 せり、 罪科 4^ い 逃れ 難 

し」 の對偶 振と 同じく、 當時 流行した 六 朝骄麗 文の 流れの 姿で ある。 〇 北條殿 時宜 を 怖れ、 潜 かに 之れ を 引き籠 めら 

る。 父の 北條時 政が、 時世 がら 平家に 憚り、 政 子 を 頼 朝と 遠ざからせて 他に 嫁せ しめよう とした 事 を、 ぼんやりと 

あら は  ふぜい 

述べた ので あらう。 〇 外に 形る、 の 風情 を 寄せ、 中に 動く の 露膽を 謝す- 尤も 卿玄と 謂つつ べし。 文飾が や、 こし 

くて よく 解らない が、 大體 は、 我が 胸の 中に 燃え盛って 居る 判官 戀 しゃの 情 を、 その ま、 露骨に 表 はす， と を 空へ、 

歌舞の 風流に 託して 喑示 的に ほのめか したの は、 誠に 奥床しい 心根 だから、 枉 ゆて 賞め てお やりなさい、 とい ふ-と 

であらう。 「幽玄」 は當時 特別の 意味；. i 使 はれた ので、 言外に 餘 情の ある 奥床し さ をい ふ。 神秘的の 意味で はない。 

〇 鴨 長 明が 『無名 秘抄』 に、 「幽玄の 體、 ま づ名を IE くより まど ひぬべし。 ：： よく 境に 入れる 人々 の 申されし 趣 は、 

詮 はた >詞 にあら はれぬ 餘情、 姿に 見えぬ けしき なるべし。 心に もこと わり 深く、 言葉に も ■ き はまり ぬれば、 た 

だ德 はおの づ から そな はるに こそ。 たと へば 秋の 夕 暮の空 のけし き は、 色 もな く聲 もな し、 いづく にい かなる 故 あ 

るべ しと も覺 えね ど、 す 5 'ろに 淚の こぼる、 が 如し。 ：： 又 霧の 絕ぇ 問より 秋の m を眺 むれば、 見 ゆる 所 は ほのか 

なれと、 奥ゆかしく、 いかばかり もみ. ちわたり て、 面白く 侍らん と、 限りなく おしはからる、 面影、 ほと.^ 定か 

に 見む よりもす くれたるべし" ：: 一 ことばに 多くの ことわり を 籠め、 現 はさす して 深き 志 をつ くし、 見ぬ 世の 事 
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こ. り 

を 面影に うかべ、 いやしき を かりて 優なる を あら はし、 おろかなる やうに たへ なる 道理 を 極 むれば こそ、 心 も 及ば 

す、 言葉 も 足らぬ 時、 これにて 思 ひ をのべ、 ゎづ かに 三十 一字が うちに、 天地 を 動かす 德を 具し、 鬼 神 をな だむ る 

術に て は 侍れ。」 と 書いて ある。 これ は 三十 一 文字の 和歌に ついて 言った ことで は あ 一な が、 和歌の みならす、 王朝の 

物語の 作者 も、 『平家』 ゃ謠 曲の 作者 も、 皆 之れ を 理想と して ゐ たので、 これが また 當 時の 嗜 みある 上流の 生活の 理 

想で もあった ので、 また 當 時の 人に 考 へられた 「幽玄」 の 意味 を これほど はッ きりと、 面白く、 同時に 奥深く 言 ひ 現 

はした もの はない と 愚考す るので、 長き を 厭 はすに 引いた のであります。 〇 纏頭 せらる。 かづけ もの、 卽ち御 祝儀 

を 賜 はった とい ふ 事。 

『吾妻 鏡』 6 本文 は 漢字 だけで、 「偏 可 レ備ー 一大 菩薩 冥感 > 一 旨. 被-仰 云云。 近 曰 只 有 一 1 別 緒 之 愁ハ更 無 一一 舞曲 之 業 一由、 

臨 レ座猶 固 辭。」 とい ふ 風に 書いて あるの を、 こ、 に はわ ざと、 讀み 下しに 書いた ので ある. か、 之れ によって 『平家』 

の 文章のお もなる 一部分が、 全く 『吾妻 鏡』 と 脈 胳體様 を 等しう して、 同じ 時代の 恪印を 掠され てゐる ことが わかる 

であらう。 本來 『吾妻 鏡』 は、 當代 第一 等の 史料で あるの みならす、 武士道 成立 時代と もい ふべき 此の 時代の 武人の 

心意 氣を， 最も 安當 に、 活 きくと、 面白く 傳 へて 居る 一 種の 文學 で、 其の 或る 部分 は 一 種の 軍記と も 見るべき も 

じっぷ 

ので ある 故に、 わざと 聊か 長い 一 鎖 を 引いて 見た ので ある、」 〇 さて： 一平 家』 の 方の 「語 釋」 に 立ち 遠って、 〇 刀の 實否 

に 依って。 ネント の 刀 かどう かとい ふこと を 確め た 上で。 〇 刀を帶 する. W 顯 はすと 難 も" 「顯 はす」 は 「白狀 した」、 

「明言した、 「恥辱 を 蒙らぬ 爲 めに、 刀を帶 した」 とい ふ 次第 を 尋常に 申 上 ゆた が、 とい ふ 意〕 〇 訴訟 を 存知して。 


訴訟の 起こる 事を豫 期し、 慮って。 〇 且 うは。 「かつう」 と 延べる の は， 此 頃から 行 はれた 俗語、 「一 つ は」 、「一面に 

於いて は 1 とい ふ 意。 〇 却って 歙 感に預 つし 上 は敢て 罪科の 沙汰 は 無 かりけ り。 「却ってし 「敢 て」 は、 例の 文 崩れ 

の 公文書 式の 對句. - 意外の 成功 を 皮肉に 寫 したので、 大意 は、 御 叱り を 蒙る かと 思 ひの 外、 却って 御感を 蒙った の 

であるから、 その上 は、 無論お し 切って 罪な ふな どい ふ 事はなかった とい ふこと， - 


此の 一章 は、 『平家物語』 の 中の 代表的 名文と いふべき 程の もので はない が、 軍記 式の 文章と して 大 

體 整って 居る 上に、 俗語 や (例へば 「束帶 の 下にし どけ なげに さし ほらし」、 「やがて 殿上 迄 も 斬 上らん 

、 、 、 、 っ& だまし ひ、 ヽ、、  、、ヽ 、ヽ、 

今る 者の 面魂に て ある 間」、 「叙 威に 領 かっし 上 は」 など)、 時 様 漢文 や (例へば 「雄 劍を帶 して 公 宴に 列 

し、 兵仗 を 賜 はって 宮中 を 出入す」、 「竊 に參 候の 條、 力 及ばざる 次第 也」 、「預け 置き 候 ひ畢ん ぬ」 等) が 

入 b 込んで 複雜味 を 加へ て 居る 趣、 様式が 複雜 にな， 9 なが ら、 まだ 立派な 調和 統 一 の 出来て 居ら ぬ 

趣、 調和が 出来ぬな がらに、 澄测 たる 生氣の 漲って 居る 趣、 それが 丁度 武人の 世が 出來か /-， り 乍ら、 

まだ 完成され ぬ 時代の 心 持に 吻合して 居る 趣な ど を 現 はして 居る 點に 於いて、 一 種の 名文と 見る こと 

が 出来る であらう。 其の 外に も、 前段に 說 いた 樣な 武家時代 的の 多くの 特色 を も 含んで 居る が、 私の 
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特に 面白い と 思 ふの は、 公卿の 世が 武家の 世に ならう とする 廻轉 期の 時代 感を 意味 深く 暗示して 1^ へ C? 

事で ある。 すべて、 時勢が 推移して 權 力の 中心が 變 はらう とする 時には、 惰力に よって 持ち 耐 へて 來 

た 在 來の强 者が、 新 奥の 階級 =實 力が ありながら まだ 地位 を與 へられぬ、 もとの 弱者 = をば、 恐れつ 

っ猜 みつ、、 とかくして 其の 伸展 を 妨げよう とする ものである。 自己の 門地 を 誇りつ、、 同時に 自己 

の 無力 を恥ぢ つ、、 陰謀に よって 其の 地位 を 保た うとす る ものである。 又 かやうな 場合に 於け る 新興 

階級 は、 自己に づ いて は、 實カ ある 事 を 誇， りつ、、 同時に 門地の 卑しき 事 を 恥ぢ、 相手の 櫂門舊 家に 

對 して は、 其の 無力 を 侮， りつ、、 同時に 門閥の 歷 史的 積 威 を 羨む ものであるが、 此の 「殿上 閽討」 の 一 

章 は、 舊 門閥 家 對新奥 階級、 公卿 對 武人、 藤 原氏對 平氏の 間に 於け る 此の 時代 感を、 まざく と 見せ 

て 居る ではない か。 公卿の  一 * は 我が 無能 無力 を 棚に 上げ、 新興 階級の 代表者が 功勞 によって 許され 

た 昇殿 を猜ん で、 闇 討の 陰謀 を 企てた。 そして 銀箔 を 塗った 刀の 光と、 郞黨が 命が けの 護衞 振と に 驚 

いて、 折角の 企 を 抛棄した が、 猶ほ 御手の 物なる 平和 藝 術の 歌舞 道に よって、 其の 代表者 を 辱めた。 

彼等 は 歌舞の 上で 恥辱 を與 へたのに 滿 足せ やして、 更に 闕官停 任の 訴訟 をな したが、 此の 藪蛇の 訴訟 

は、 却って 自己 を 低く し 相手の 信望 を 高める 所以と はなった ので ある。 一 方、 忠盛は 苦肉の 謀と^ 黨 

の護衞 とに よって、 危く闇 討 を 免れた が、 門地の 卑しい 悲し さに は、 尙ほ 深刻なる 平和的 嘲笑 を 甘受 


せざる を 得なかった。 かやう に複 雜な關 係が あ， りながら、 降， り 坂の 舊 門閥 者 は、 もがきながら、 事 あ 

る每に 其の 力 を 奪 はれ、 新興 階級 は 常に 迫害 を 受けながら、 _ ^ある 每に 其の 地位 を 高められる。 公卿 

はかくして 衰へ、 武人 はかくして 起こった、 藤 原 氏 はかくして 亡び、 平家 はかくして 榮 えたので ある 

が、 此の 一章 は、 明らかに それと こそ 云 はね、 いかにも カ强く 面白く 此の 消息 を 寫し出 だして 居る や 

うに 見える。 

此の 章の 批評に 因んで 序に 言 ひたいの は、 『保 元』 『平 治』 と 『平家』 との 成立に 關 する 先 後の 問題で あ 

る。 從來は 『保 元』 『平 治』 が 先に 出で て、 『平家』 が 後に 出來 たものと されて 居た が、 故 藤 岡 作太郞 博士 

は、 之れ に對 して 『平家』 が先づ 出で て 『保 元』 『平 治』 が 後に 出來 たとい ふ 新說を 立てられた。 氏の 論據 

は 可な り複雜 であるが、 第一の 據り どころ は 次ぎの 1 事で あらう。 氏 はいふ。 

平安 末期 世の中 亂れ て擾亂 久しく 續 きたる が、 その 最も 著しき は 二十 年間の 平家の 盛衰な り、 淸 

盛、 賴 朝の 政 權の爭 奪な.^、 花の 如き 平家の 沒 落な， り。 保 元、 平 治の ニ亂の 如き はこれ に 先だって 

起これる 小 波瀾の み、 暴風の 前の 雲 行の み。 然るに これらの 爭亂の 後に 出で てこれ を寫 さむと す 

る もの、 二十 年の 盛衰 を さしおいて、 先 づ筆を 保 元、 平 治の 爭亂 につく るの 理 あらん や。 この 二 

書 は 未だ 二十 年の 盛衰 を 見ざる 者の 筆と はい ひ 難し、。：： 而 して これらの 爭亂 をす て、、 先づ保 
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元、 平 治の 小 亂を寫 すの 理 あらむ や。 思 ふに 著者 は 源平の 大亂を 記せる 書 を 見て、 これに 倣 ひて 

未だ 手 をつ けられ ざ ，り し 保 元 、 平 治 の 亂を寫 せる もの なら む。 これによ つて、 余 は 斷然保 元、 平 治 

物 語 を 平家 物 語 の 前 なり との 說を 非と す、 

新しい 說で、 いかにも 面白い 着眼で ある。 けれども、 私 は 矢 張、 在来の 說に 同じて、 『保 元』 『平 治』 を 

先、 『平家』 を 後と 信じて 居る- ュ、 の理の 一 つ は、 『平家物語』 を 見る と、 この 「殿上 闇 討」 の 次ぎに、 

す ^- さ 

「鱸」 とい ふ 見出の 一 章が あって、 初めに 忠 盛が 歌と 戀 との 柿 話 を 記し、 五十 三歲で 歿した 事 を 記して 

居. り、 而 して、 其の 次ぎに、 

淸盛 嫡男た るに 依って、 其の 跡を繼 ぎ、 保 元元 年 七月に、 宇治の 左府、 世 を亂， り 給 ひし 時、 御 方 

けんじゃ う 

にて 先 を 懸けた， りければ、 勤 賞 行 はれけ， り。 本 は 安藝 守た. りしが、 播磨 守に 遷 つて、 同じき 三年 

に 太 宰大贰 になる。 又 平 治 元年 十二月 信賴義 朝が 謀叛の 時 も、 御 方に て 賊徒 を 討ち 平げ た. りし か 

ば、 動 功一 にあら や、 恩賞 是れ重 かるべし とて、 次ぎの 年 正三位に 叙せられ、 打ちつ：：^ き 宰相、 

へる が  *5<っさ 

衞 府督、 撿 非違 使 別當、 中納 言、 大納言に 經 上って、 剰へ 丞相の 位に 至る。 

と 記して、 直ちに 淸盛 及び その 一門が 筌 前の 榮 華に 誇った 事の 叙述に 移って 居る。 抑"、 平家の 榮 華の 

源 を 尋ねて、 桓武 以來六 代の 系圃に 及び、 忠 盛が 三十 三 間 堂の 造營、 殿上の 閽 討から、 歌 や 爆の 揷話 


迄 を 細かに 害き 記した 『平家』 の 作者が、 又、 淸 盛が 太 政 大臣と な. >、 入道して 後の 横 * な 生活の 消 

をば、 あれ 程 細かに 叙述した 『平家』 の 作者が、 平家 興隆の 大關 門大轉 機と も 云 ふべき、 大切な 保 元、 平 

治の 大亂 をば、 どうして 僅々 數 行百數 十字の 間に 叙し 去った ので あらう か。 私 はこれ をば 『保 元』 『_亇 

治』 二つの 物語が、 旣に 存在して ゐ たからの 省略であった と考 へる。 藤 岡 博士 は、 平家 二十 年の 盛衰 を 

見た 者が、 ま づ筆を 保 元、 平 治の 小 爭亂に 着ける 喾が ない と 云 はれる けれども、 それ は兑 やう 考 へやう 

次第の 事で、 年代順に まづ 「保 元の 亂」、 次ぎに 「平 治の 亂」、 而 して 後に、 一 の 谷、 屋嶋 、渡の 浦と 番き 

進む に 於いて、 何の 不思議 もない 箬 であらう。 又 『保 元』 『平 治』 の 作者が、 『平家』 の 少なくとも 一部 を 

書いた と假定 する にしても、 保 元、 平 治の ニ亂 は、 『平家』 の 中に 含め 束ねて 害く に は 餘.. > に、 惜しい 

勿體 ない 題材で あると 考 へて、 此の 二 大亂を 別々 に 書き、 これで 筆 馴らし をして、 更に 平家 盛衰の 大 

作に 取掛 つたと 見ても、 更に 差 支の ない 事で ある。 それに 又卷 頭の 序章に 「康 和の 義親、 平 治の 信賴」 

と 書いて あるの が、 いかにも 「平 治の 亂」 をば、 一代 前の 歷 史的の 事實、 巳に ー篇 の歷史 物語に 取， り纒 

められてぁる^？^-柄として取扱って居るゃぅな趣を見せて居，.^、 また 意圆 脚色の 上から 兄ても、 戰爭本 

位の 『保 元』、 道義 本位の 『平 治』 から、 『平家』 の 人生 本位、 藝術 本位に 進んで 來た 趣が あり、 少なく と 

も 『平家』 に 至って、 著る しく 複雜 味、 深刻 味、 有機的 統 一 味の 加 はって 來た 趣が あ， り、 かたぐ、 私 
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は 『保 元』 『平 治』 と 『平家』 とが、 同じ 作者の 手に 成った と 否と にか、 はらす、 『保 元』 『平 治』 が先づ 出で 

て、 『平家』 が これに 次いで 現 はれた と考 へる ので ある。 

第 九 明月に 鞭 を 揚げて 

『平家物語』 の 趣味 は複雜 多岐で、 簡單 には盡 くし 難いが、 その 一 つ は 硬性、 軟性の、 言ひ換 へれば、 

男性的、 女性的の 題材が 入， り 交って、 豐 かな 變化を 見せて 居る 所に あるで あらう。 入道 淨 海が 抑へ 切れ 

ぬ 活動 性の 誘 唆に 任せて、 大膽 不敵の 撗車を 押す 間に、 祇王祇 女 や、 佛 御前 や、 葵 前 や、 小督局 やの 

優しい 哀れな 話が 織， り ませられ、 源平の 勇士 等が 命 を 露に たぐへ て戰 場に 勝 を爭ふ 間に、 小 宰相、 千 

手、 撗笛 等の 淚を誘 ふ 物語が ちりばめられる とい ふ 類 ひの 事が、 いかに 此の 物語に 美し さと 面白さと 

を 添へ て 居る か は、 特に 說明を 要せぬ 事で あらう。 まことに、 この 優しい 女性的 部分 は、 『平家物語』 

の 最も 味 は ひ 深き 美の 一面 を 構成す る ものであるが、 此の 小 講話で、 長い 例 を 引く こと は 思 ふに 任せ 

ぬので、 こ に はた y 卷第 六なる、 彈 正大 弼仲國 が 小 督の局 を 嗟 蛾の 山里に たづね る條の 一節 を 引い 


て 見る >  .1 とに する。 

頃 は 八月 十曰餘 りの 事 なれば、 さし も隈 なき 空 なれ ども、 主上 は 御淚に 曇らせ 給 ひ 

て、 月の 光 も朧に ぞ御覽 ぜられ ける。 や、 深更に 及んで、 人 や 有る 人 や あると 召さ 

ノ  .»ん との ゐ 

れ けれども、 御 いらへ 申す 者 もな し。 や、 あって 彈 正大 弼 仲國、 その 夜し も 御宿 直 

に參 つて、 遙 かに 遠う 候 ひける が、 仲 國と御 いらへ 申す。 汝 近う 參れ、 仰せ 下さる 

べき 旨 ありと 仰せければ、 何事 やらん と 思 ひ、 御前 近う ぞ參 じたる。 汝 もし 小 督が 

行方 や 知りた ると 仰せければ、 いかで か 知り 參らせ 候べき と 巾す。 誠 や 小督は • 嵯 

峨の邊 片折戶 とか やした る內 に、 ありと 申す 者の ある ぞ とよ。 主が 名 をば 知らず と 

も、 尋ねて 參らせ てん やと 仰せければ、 仲國 主が 名 を 知り 候 はで は、 いかで か 尋ね 

よ ノ ま 

逢 ひ 參らせ 候べき と 申しければ、 主上げ にもと て、 御淚 せき あへ させ 坐さず。 仲國 

つくぐ 物 を 案ずる に、 誠 や 小 督の殿 は、 琴 彈き給 ひし ぞ かし。 此の 月の 明 さに、 

君の 御 事 思 ひ 出で 參ら せて、 琴 彈き給 はぬ 事 はよ も あら じ。 內 裏にて 彈 琴き 給 ひし 

時、 仲國 笛の 役に 召され 參ら せし かば、 其の 琴の 音 は、 いづく にても 聞き 知らん ず 
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る もの を、 嵯峨の 在家 幾程 か あらん、 打 廻って 尋ねん に、 など か 聞き出 ださで ある 

あるじ 

べきと 思 ひ、 さ 候 は， ：-、 主が 名 は 知らず 候と も、 尋ね 參らせ 候べ し。 たと ひ 尋ね 逢 

ひ參ら せて 候と も、 御 書な ど 候 はず は、 浮の 空と や 思 召され 候 はんず らん。 御 書 を 

賜 はって、 參り候 はんと 申しければ、 主上げ にもと て、 やがて 御 書 遊ばいて ぞ 下さ 

れ ける。 寮の 御馬に 乘 つて 行けと 仰せければ、 仲國 寮の 御馬 賜 はって、 明月に 鞭 を 

揚げ、 西 を 指して ぞ 歩ませけ る。 小 鹿 鳴く 此の 山里と 詠 じけん、 嵯峨の あたりの 秋 

の 頃、 さ こそ は 哀れに も覺 えけ め。 片折戶 したる 屋を 見つけて は、 此の 內に もや 坐 

すらん と、 控 へく 聞き けれども、 琴 彈く所 はな かりけ り。 御堂な どへ も參り 給へ 

る 事 もやと、 釋迦堂 を 始めて、 堂々 見 s れ ども、 小督の 殿に、 似た る 女房 だに もな 

かりけ り。 空しう 歸り參 りたらん は、 參ら ざらん より、 なか/ \惡 しかるべし、 こ 

れ より 何 地へ も、 迷 ひ 行かば やと は 思へ ども、 いづく か 王 地なら ぬ、 身を隱 すべき 

宿 もな し、 いか，. - せんと 案じ 煩 ふ。 誠 や 法 輪 は 程近ければ、 月の 光に 誘 はれて、 參 

り給へる^^もゃと、 其方へ 向いて ぞ あく がれけ る。 龜 山の 傍 近く、 松の 一村 ある 方 


に、 幽かに 琴ぞ 聞こえけ る。 峰の 嵐 か 松風 か、 尋 ぬる 人の 琴の 音 か、 覺束 なく は 思 

へど も、 駒 を 早めて 行く 程に、 片折戶 したる 內に、 琴 を ぞ彈き 没 まされた る。 I ェへ 

てこれ を 聞きければ、 少しも 紛ふ ベう もな く、 小督の 殿の 爪音な り。 ii^ は 何 ぞと聞 

きければ、 夫 を 想うて 戀 ふと 詠む、 想夫戀 とい ふ樂 なりけ り。 仲國 されば こそ、 君 

の 御 事 思 ひ 出、、 て參ら せて、 樂 こそ 多 けれ、 この 樂を彈 き 給 ふ 事の 優し さよと 思 ひ、 

腰より 横笛 拔き出 だし、 ちっと 鳴らいて、 門 を ほと くと 敲 けば、 琴 をば やがて 彈 

き 止み 給 ひぬ。 是 れは內 裏より 仲 國が御 使に 參 りて 候。 開けさせ 給へ とて、 敲 けど 

も 咎 t る 者 もなかり けり。 や  有りて、 內 より 入の 出づる 音し けり。 5^ お？ しう 

思 ひて 待つ 所に、 錠 を は づし門 を 細目に i け、 幼氣 したる がが Is うの、 顔ば かりさし 

出 だいて、 是れは 左 樣に內 裏より、 御 使な ど 賜 はるべき 所で も 候 はず、 もし 門 違へ 

にて ぞ、 候らん と 言 ひければ、 仲國 返事せば、 門た てられ 錠 さ、 れ なんず とや 思 ひ 

けん、 是非な く 押 開けて ぞ 入りに ける。 妻戸の 際なる 緣に 居て、 何とて かやう の 所 

に. 御 渡り 候 やらん。 君 は 御 故に、 思 召し 沈ませ 給 ひて、 御 命 も 旣に危 くこ そ 見え 
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うは ,v&  ご し 上 

させ まし まし 候へ。 かやう に 申さば、 浮の 空と や 思 召され 候らん。 御 書 を 賜 はって 

參 つて 候と て、 取 出いて 奉る。 ありつる 女房 取次い、、 て， 小督の 殿に ぞ參ら せけ る。 

これ を 開けて 見 給 ふに、 誠に 君の 御 書に てぞ ありけ る。 やがて 御 返事 書いて 引き 結 

ひとかさね 

び、 女房の 裝東 一重 添へ てぞ出 だされた る。 

語釋 髙會 天皇 は 小 督局を 特別に いとし ませられた。 小督 はもと、 淸 盛の 女なる 中宮から 進められた 女房で あつ 

むこ  か れ 

たが、 帝の 御 寵愛が 目に 餘る ほどであった 爲め、 又淸 盛の I 耳なる 冷泉 少將が 彼女に 思 ひ を 懸け、 成らぬ 戀に 死ぬ ば 

かり 欵 いて 居る ので、 淸盛は 一 人の 女に 二人の I 耳 を 取られて はと 立腹して、 小 督を召 出 だして 失 はう とした。 小督 

はこれ を 聞いて、 密かに 宮中 を遁れ 出で て 行方 を 暗ました。 主上 は それ 以來、 物 思に 沈んで 歎きく らし 泣き明かし 

て 居させられた が、 八月 十日 過ぎの 明月の 夜に、 御 思ひ餘 つて、 仲國に 小督を 尋ねる こと を 命ぜ させられた。 心當 

ほとり 

たり はた >、 嵯峨 の邊の 片折戶 したる 賤が屋 に 居る とい ふだけ である。 仲國は 一 たび は當 惑した が、 局 は 今夜の 明 

月に 必す 琴を彈 くで あらう、 その 琴の 音色に はき ッと覺 えが あると いふので、 窟翰を 賜 はって、 明月に 鞭 を あゆて 

れぅ お んま  さ いうめ れぅ 

出かけた とい ふので ある。 〇 寮の 御馬。 寮 は 4i; 右 馬 寮と 云って、 其の 道の 役人 をお いて、 御料の 馬 を 飼って 置かれ 

る 役所が ある。 その 朝廷 所屬の 御厩の 馬 を. 拜領 して 行った とい ふこと。 「御馬」 は 「ミム マ」 「オン ゥ マ」 など 振 假名し 

た 本 も ある けれども、 「オン マ」 と讀ん だので あらう。 『平家』 は 語り物で、 かう いふ 讀み方 や 口調に は、 なかく や 


かまし かった ので ある。 「明月に 鞭を揚 ゆ、 西 を 指して ぞ！  J 何とい ふ 美しい文 句で あらう C 〇 小 鹿 鳴く この 山里 C 

藤 原 基 俊 朝 HH の 「小 鹿な くこの 山里の さが なれば 悲し かりけ る 秋の 夕暮」 とい ふ耿を 踏まへ たので、 二の 歌の 「悲し 

かりけ る 秋の 夕暮」 の 意 を 含めて、 「さ こそ は 哀れに も」 と 云った ので ある。 「控 へく」 は、 手綱 を控 へて、 馬を駐 

と .  レ やう. 0 やう じ 

め駐め 耳を澄まし たとい ふ-と。 〇 御堂、 釋迦 堂、 堂々。 「釋逾 堂」 は淸凉 寺の 伽藍の 一 。 「御堂」 は釋迦 堂、 文珠 堂、 

大日 堂な ど、 「堂」 とい ふ稱 のつ く 伽藍 を總稱 したので、 さう いふ、 女人の 籠り さうな 堂々 を、 一 々週って たが、 

本人の 小督 はもと より、 似よ つた 女房 さへ 居なかった とい ふこと。 〇 なかく 惡 かるべし。 例の 「却って」 の 意で、 

折角 勅命 を 奉じて 來な. から、 尋ね かねて 空しく 歸 つて は、 却って 來 ぬに 劣る であらう、 とい ふ 事。 この 「なかく」 

を、 琵琶の 方で は 「ナ ァ，， -^」 と 讀 むの なさう である。 〇 迷 ひ 行かば や。 逃 ゆて 行って 身 を 隠さう か、 とい ふ 事で あ 

るが、 逃 ゆた ところで， かやうな 大任 を おろそか にして 隱れ るので は、 三界に 身の きど ころな き 迷 ひ 子に ならね 

ばなら ぬと いふ 心 持 を、 豫め 取り入れた 微妙な 文 致で ある。 かう いふ 文字の 使 ひ 方 一 つで、 文章が 簡潔に なり、 含 

蓄が あり 美しくな つて 來 るので ある. - 〇 誠 や。 「ホ ント にさう であった つけ」 とい ふので、 「おや！」 と 思 ひ 出した 感 

投詞 的の 心 持。 〇 法 輪。 法 輪 寺と いふ 寺の 名 を 略した ので ある。 〇 其方へ 向いて ぞ あく がれけ る。 いろくの 物 思 

そら  ひとむら 

に 心 も t 仝に なって、 ぼんやりと 其の 方へ 向いた とい ふ 、と。 「行く」 とい ふ 事に 特別の 餘情を もたせた 味 C 〇 松の 一 村。 

「 一 むら」 は 一群の 意で あるが、 松の 一 村と いふの は、 此の 時代の 使 ひさまで は， 松林の 事で はなく、 唯 だ數 本、 

數 十本 松の 叢れ 立って 居る 所と いふ 意で ある。 〇 峯の嵐 か 松風 か、 尊ぬ る 人の 琴の 音 か。 實 にうまい 美しい文 句で 
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ある。 謠曲 などで は、 此處が 心 持 を 現 はす ために、 特に 苦心 を 要する 所に なって 居る が、 平家で もさう であらう。 

まう 

〇 ちっと 鳴らいて、 門 を ほと くと 敲 けば。 星の 內 なる 琴に 合 はせ、 笛 を 一 寸 鳴らして、 相手に 一 種の 心 設け を さ 

せ、 それから 門 を 叩いた とい ふので あらう，^ 風流 者の 嗜みを 見せて、 いかにも 面白い。 0 咎 むる 者 もなかり けり。 

閒き耳 を 立て、、 「誰 人？」 と 言 ふ 者 もなかつ たとい ふ 事。 やりこめる 者がない とい ふので はない。 

改めて 評に も 及ばぬ であらう が、 赏に 美しく、 と 云って わざとら しい 所 は 少しもな く、 いかにも 自 

然に 無駄が なく 出来て 居る。 

松の 一村 ある 方に、 かすかに 琴ぞ 聞こえけ る。 峯の あらし か 松風 か、 たづぬ る 人の 琴の 音 か、 覺 

束な くば m 心へ ども、 駒 を 早めて 行く 程に、 

などい ふ 句の 運び は、 すつ か， り 七五調に なって 居る が、 それで ゐて、 後世の 七五調 文章に 見る やうな、 

いやみ  な じ 

七 五く さい 厭味が 少しもな く、 隣接した 違った 調子の 文句に、 よく 馴染んで、 すつ か，.^ 落ちついて 居 

る 所、 一種の 妙味で ある。 殊にた まらな く 面白 いのは、 全體が 自然に なだらかに 出来て ゐる 間々 に、 

すばらしい 名句が 瞪の やうに 光って 居る 事で ある。 それ は 例へば、 「明月に 鞭 を 揚げ」 や、 「峯の 嵐 か 松 


風 か、 尋 ぬる 人の 琴の 昔 か」 の 蟹 ひで あるが， かう いふ 文句の 讃 者に 與 へる 感銘 はえら いもので、 人 

> に譬 へれば、 丁度、 美人の 眼の やうな 役 廻， り をして 居る と 云っても よい。 金 春 氏 信の 作と 云 はれる 名 

高い 謠 曲の 「小 督」 の 此の 部分 は、 左の 通， りで、 

牡鹿な く、 此の. E 里と、 詠めけ る、 嵯峨 野の 方の 秋の 空、 さ こそ 心 も 澄み わたる 片折戶 をし るべ 

にて、 明月に 鞭 を あげて 駒 を はやめ 急がん。 賤が 家居の 假 なれ ど、 もしゃと m 心 ひ 愛 かしこに、 駒 

を かけよせ かけよせ て控 へ-. \- 聞け ども 琴 ひく 人 はな か， りけ， り。 月 にゃあく がれ 出で 給 ふと、 法 

輪に 參れ ば翠 こそ 聞こえ 來に けれ。 峯の嵐 か、 松風 かそれ が あらぬ か、 尋 ぬる 人の 琴の 音 か I ^は、 

. 何ぞと 聞き たれば、 夫 を 思 ひて、 戀 ふる 名の 想夫戀 なるぞ 嬉しき。 シテ詞 「疑 ひもな き 小督の 局の 

おんしら め 

御調に て 候。 いかに 此の 戶 明けさせ 給へ。 (句 讀は寶 生 流に 從ふ) 

と 書いて あるが、 「語り物」 が 「謠ひ 物」 になって、 よ， り 多く 調子 づ いたと いふ だけで、 要所々々 は 『平 

家』 の 本文 その ま、 を 取って 居る の を 見れば、 名句 好みの 謠曲 作者 も、 すっかり 此の 文の 名文 振に 叩 

頭した ので あらう。 此の 文が、 王朝 文 を 鎌 倉 式に 耳 近くし、 鎌 倉 調で あ， りなから、 しかも 上品に 磨き 

上げて、 いかにも 內容 に相應 はしく、 悲壯 で、 艷麗 で、 同時に 哀切な 情味 を 現 はした の はえら いと 云 

はねば ならぬ。 情景の 轉 じ^- - 進んで 行く 趣、 地の文と 詞 との 續き 離れの 工合な ども、 赏 にうまい も 

第 九 明月に 鞭 を 揚げて  一 六 七 
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ので ある。 

お はら ご かう 

祇王ゃ 小 宰相 や、 千 手 や、 横笛 や、 大原 御幸の 女院 やに 關 する 叙述の 文章の 面白味な ども、 之れ 

に準じて 味 は ひて 戴きたい。 

第 十 過分の 太 政 大臣 

『平家物語』 の 趣味の もう 一 つ は、 『平家』 全體の 根本 中心の 味と 同じ 質の 物語 を 積み重ねて、 その 根 

本 中、.^ の^を 廣 くし 深く し、 厚く し、 高く し、 大きく した 事で ある。 事實 でい 妓王、 § 欠寬、 4^ 

親、 西 光、 攝政基 房、 叙 山の 座主、 木 曾義仲 等の、 大いに 榮 えて 忽ちに 衰 へた、 小さき 榮枯 盛衰の P 話 

を 前置と して、 最後に 六十 餘 州に 蟠踞した 奢る 平家の 倒壞 を、 高調子に 寫 した 事で ある。 私 は 此の 榮 

枯急轉 の 準備 插 話の 一 つと して、 成 親、 俊寬 等の 謂 は ゆる 謀叛に 關 する  一 ニ篇を 引きたい と K ふ。 

さいぐ わう がきら れ 

. まづ 「西 光 被 の 一節 を 引いて 見る。 さる 程に、 淸 盛の 横暴に 對 する 不平 や、 新 大納言 成 親の 野 

心な どが 原因と なって、 成 親、 俊宽、 康賴、 成經、 西 光、 行 綱 等が、 後白河 法皇 を 奉じて、 平家 一 門 


を 傾けようと 企てた。 そして 其の 謀が 圖らゃ も、 第一 に 力と 賴んだ 多 田 藏人行 綱が 返忠 から 漏れて、 

先づ 張本人の 成 親が 捕 へられ、 次ぎに 俊寬、 康賴 等が 捕 へられ、 つ？ いて 知 At 膽カ當 代 無双の 西 光法 

師が捕 はれて、 西八條 なる 平家の 第に 引き 居 ゑら れた。 此の 時に 於け る淸 盛と 西 光と が 思 ひ 切った 暴 

言惡 罵の 應酬 は、 男性的なる 兩 雄の 正面衝突の 痛快なる 光景 を 見せて 居る が、 さう いふ 方面の 描寫と 

して は、 恐らく 此の 物語の 前後に 通じて 類 ひなき もので あらう。 

西 光 法師 此の 由 を 聞いて、 我が身の 上と や 思 ひけん、 鞭 を 打って 急ぎ 院の 御所へ 參 

つ はもの  どの  きっと 

る 六 波 羅の兵 ども、 道に て 行き 逢 ひ、 西八條 殿より 召さる、 ぞ、 急 度 參れと 言 ひ 

ければ、 是れは 奏すべき 事あって、 院の 御所へ 參る。 やがて こそ 歸り 參ら めと 言 ひ 

につく 

は 惡ぃ 入道め が。 何事 を か 奏聞す ベかん なる ぞ とて、 しゃ 馬より 取って 引き 

-  >  、 ちう  J ぐ。  さ  こん >K し よ りき 

落し 中に 縛って 西八條 殿へ 提げて 參る。 日の 始めより 根原與 力の 者な りければ、 

bN  .  ^  -ぃ， tc  おんつ ぼ  お ま.？ -か  し >M 

殊に 強う 縛め て 御 呼の 內にぞ 引つ 居 ゑた る。 入道 相國大 床に 立って 暫し 睨まへ、 

K< たうけ  むはん やつ  んん 

あな 惡ゃ當 家 傾けう とする 謀叛の 奴が なれる 姿よ。 しゃつ 爱へ 引き寄せよ とて、 緣 

^は  つ 

の I へ 引き寄せさせ、 物 履きながら、 しゃ 面 をむ ず/ \とぞ 踏まれけ る。 本より お 己 
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ら  やう  ゆ 一ら う  ぶて 

等が 樣 なる 下 藤の 果を、 君の 召使 はせ 給 ひて、 成さる まじき 官職 を 成した び、 父子 

ともに 過分の 振舞 をす ると 見し に 合 はせ て、 過たぬ 天ム 口座 主流 罪に 申し 行 ひ、 剩へ 

む ん  ともがら くみ 

當家 傾けう とする 謀叛の 輩に 贤 してげ るな り。 有りの ま 、 に 申せと こそ 宣 ひけれ。 

西 光本より 勝れた る大 剛の者な りければ、 ちと も 色 も變ぜ ず、 惡 びれ たる 氣色 もな 

ゐ な ま 

く、 居直り あざ笑って 申しけ る は、 院 中に 近う 召使 はる、 身 なれば 眷 事の 、當成 

親 卿の、 軍兵 催され 候 事に も、 與せ ずと は 申すべき 樣 なし。 それ は與 したり。 但し 

耳に あたる 事 を も宣ふ もの かな。 他人の 前 は 知らず、 西 光が 聞かん ずる 所に て は、 

ごへん こぎ やうぶ き やう  ，； ^ば 

左 樣の事 をば えこ そ宣 ふま じ けれ。 抑" 御 邊は故 刑 部卿忠 盛の 嫡子に て 坐せ しが、 

のみ かど とう  かぜいの き やう へん 

十四 五まで は 出仕 もし 給 はず、 故 中 御門の 藤 中 納言家 盛 卿の 邊に、 立ち入り 給 ひし 

き やう わらん ベ  たか へ い だ 

をば、 京 童 は 例の 高 平 太と こそ 言 ひし か。 然る を 保延の 頃、 海賊の 張 本 三十 餘人、 

けんじゃう し たん  ノ 

搦め 進ぜられ たりし 勸 賞に 四 品して、 四 位の 兵衞 佐と 申し、 を だに、 人 皆 過分と こ 

なりあが 

そ 申し 合 はれし か。 殿上の 交り を だに 嫌 はれし 人の子 孫に て、 今 太 政 大臣まで 成 上 

さ む 5 ひ  じ 5  0 やう げん マ) ゐ し 

つたる や 過分なる らん。 本より 侍 ほどの 者の、 受領 撿 非違 使に 至る 事、 先例 法例な 
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きにし も あらず、 なじ か は 過分なる べきと、 憚る 所 もな う 言 ひ 散らした りければ、 

入道 相國餘 りに 腹 を 居 ゑ かねて、 暫しは 物 をも宣 はず、 良 有って 入道 宣 ひける は、 

しゃつ が 首 左右な う 斬るな。 よく 礼 問して 事の 仔細 を 尋ね 問 ひ、 其の後 河原へ 引き 

出 だいて、 首を颜 ねよ とぞ宣 ひける。 松 浦 太 郞重俊 承って、 1^ 足 を 挾み、 樣々 にし 

て 痛め 問 ふ。 西 光本より 爭は ざり ける 上， 栲 問は嚴 しかりけ り、 白 狀四五 枚に 記せ 

られ て、 其の後 口 を 裂けと て、 口 を 裂かれ 五條 西の 朱 雀に して、 終に 斬られに けり。 

語釋 院の 御所。 後白河 法皇の 御所の 事。 當時は 「院政」 と 云 ひ、 政治の 實權が 上皇に あった 時代で あるが、 今上 

卽ち 天皇陛下の 御所 を 「內 裏」 と 申す のに 對 して、 上皇、 法皇の 御 住居 を、 「院」 或 ひ は 「院の 御所」 と 申した ので ある。 

きっと  ちょっと 

〇 急 度 參れ。 「きっと」 は 「きと」 のつ まった ので、 前に も 云った 通り、 もとは 「一 寸」 の 意であった が、 それが 「いそ 

いで 」 「しっかり」 r 必す」 等の 意に 用 ゐられ る やうに なった。 が、 此處は 「 一 寸、 すぐ」 とい ふ ほどの 意で あらう。 

此の 少し 前で、 成 親 を 西 八條に 呼び寄せる 所に も、 「きっと 立ち寄り 袷へ」 と あるが、 それ を 「長 門 本」 とい ふ 異本に 

「急ぎ 立ち寄り 給へ」 と ある 所 を 見る と、 此の 語に は必す 「急いで」 とい ふ 意味が あつたので、 此の 意味に 用 ゐられ 

る 所から、 「急 度」 の 字 を あてられ、 又 「必 す」 とい ふ 如き 厳重な 意味 を 含めて は、 「屹度」 とも 書かれた ので あらう。 

〇惡 い 入道め が。 何事 を奏閗 すべかん なる ぞ。 これ は 「惡ぃ 入道が 1 何事 を 奏せん とする ぞ」 と、 文脈が 續 いたので 


はない。 「この 入道め が：：」 と、 すっかり 文章 を 切り、 又 改めて 「何事 を 奏聞しょう とする の だ？」 と 云った ので、 

委しく書けば、「^^ぃ|-め、 怪しからん 奴 だ。 今迄さん ぐ惡 巧み をして、 君 を 惑 はし 奉って 居た 癖に、 又 何事 を 奏^ 

しょうと いふの だ。」 とい ふ 事で ある。 「奏 問す ベ からん なる ぞ」 は 「奏聞すべく あるので ある ぞ」 の 意。 〇 しゃ 馬。 惡 

II しい 心 持 を 添へ る爲 めの 接頭語。 「しゃ ッ 面」、 _ いけ づ う-^ しい」、 _  くそ 忌々 しい」 などい ふのと 同じ 味。 亡友 

島 村 抱 月 は、 かう いふの を 「情 化 法」 と 名 づけた。 一種の 氣分 情味 を 添加す る詞姿 だとい ふので ある。 〇 中に く、 

つて 西八條 殿へ 提 ゆて 參る。 地へ 落さす に、 馬と 大地との 間で 縳 つたと いふ 解 釋も あるが、 是れは 恐らく、 縛って 

から、 手取り 足取りして 宙に 吊して、 西八條 まで 持って 來 たとい ふので あらう。 鞭った 結果と して 汗 を 流す 馬 を、 

さき ご  . 

「汗馬に 鞭つ」 とい ふのと 同じ 筆法で、 結果 を 先取りして 文 を 活かした ので ある Co 日の 始めより 根元 與 力の 者な り。 

自然に 出 來た詞 で、 學 者の 掠った のでない から、 地から 掘り出した 様な 味で、 堪らなく 面白い。 「日の 始め」 は 「日 

の 出の 始め」 「早朝の あけく から」 とい ふので、 「開闢の 抑-から、 眞 先に 加 遊した 元兇. たから」 とい ふ 意。 外の 詞で 

は、 とても 此の 味が 譯 されぬ。 〇 御 坪。 四方 取り 圍んだ 中庭。 〇大 床。 廣廂、 廣緣。 〇 しゃ 面 をむ すくと ぞ蹈ま 

れ ける。 「しゃ 面」 は 例の 憎々 しさ を 見せた 情 化。 「むす/、 」 は 「むすと 坐す」 「ム ンズと 組む」 などい ふのと 同じで、 

「無造作に」 とい ふ蠻的 動作の 意味に、 物の 相 接する 有様 を 活かして 見せ. U ので あらう。 〇 本より 己 等が 樣 なる 下 藤 

S て  す ことな. 

の is を。 この 「踏まれけ る」 から、 接續 語な しに、 すぐ 詞に 移った つ  > きが實 にょい。 「己 等」 は、 今の 下司 詞の 「う 

ぬ 等」 「手前 達」 とい ふ 事 C 我が 事 を 他に 移した ので、 一人 稱の 代名詞 を 二人 稱に 使って、 罵詈の 心 持 を はした の 
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である。 下 藤 は 身分の 卑 い-と。 藤 は 年の 事で、 下菔は 未だ 年功 を 積まぬ とい ふこと。 〇 成さる まじき {B 職 を 成した 

び。 君の 特別な 御 思 f^z で、 不相應 な 高官に 任じ 袷うた とい ふこと であるが、 「成す」 は 「御成り 街道」、 「御お り 座^- 

な どい ふと 同じく、  君主の 行爲を 示す 特別の 動詞で ある。 〇 振舞 をす ると 見し に 合 はせ て、 過たぬ 云々。 「合 ませ 

て」 は 「加 之」 「又」 の 意。 意味の 上から は、 寧ろ 下につ くので、 「親子して 出過ぎた 眞似 をし くさる と 見て 居る と、 ひ 

れ のみなら す、 合 はせ て、 罪 もお はせ ぬ 比 叙の 座主 明 雲^ 正を讒 した，」 とい ふ， と。 〇 常 家 傾けう とする t^- かの 輩。 

謀叛の 國法 上の 本義 は旣に 第一章に 說 明して ある。 謀叛 はもと 皇室に 叛 くの 意で あつたが、 平家 專權の 結果、 此の 

詞が 平家に 叛 くと いふ 意味に 用ゐ られ、 剩へ 上皇- 天皇が 平家 を 御 謀りな さる 事に 迄 用 ゐられ る 様になった。 それ 

は 次ぎの 「敎 訓」 とい ふ 章に、 內府重 盛の 詞 として、 「當 家の 運命 未だ 盡 きざる によって、 已に顯 はれさせ， 陰 

ひ 候 ひぬ」 と 書いて あるの を 見ても 解る。 〇 與 してけ るな り。 「ける」 と，3^1るのは當*'の訛りで6る。 〇|| び こる 

け レさ 

氣 色。 見苦しい 臆した 様子 もな く、 堂々 と 立ち 向った とい ふ 事。 〇 聞かん する 所。 tn 通に rlw かんとす る」 の轉 じた 

ので あると いひ、 田 中 大秀は 一す」 は 「ぞ」 の轉 であると 云って 居る C もとは 多分 第一 の 方の 義 であった らうが、 此の 

時代に は、 唯 だ 「間く 所」 とい ふのと 同じ 意味に 用 ゐられ る やうに なった C 〇 えこ そ宣 ふま じ けれ。 r 宣ひ得 じ -で、 

「仰し やる 事 は出來 ますまい ぞ」 とい ふ 意。 〇 例の 高 平 太と こそい ひし か。 「古 i 足駄 を it^ いてう ろつ いて ゐ る！^ 家の 

、 

太郞 長男 坊」 とい ふ惡 口の あだ 名。 但し、 此處の 文章 は 少し 言葉 足らす の氣 味-か ある。 何と なれば、 唯 だ 「家 成 印の 

邊に 立ち入り 給 ひし をば、 高-牛 太と こそい ひし か」 とい ふ 丈で は、 「高」 の 字の 說明 がっかない 譯で、 こ、 に 「高 平 


太」 と あるの を 理解させる 爲 めに は、 是非とも その 前に、 高 足駄 を 穿いて 出 人した とい ふ 車 を 知らせねば ならぬ 力 

ら である. - 「長 門 本」 に、 こ、 をば、 足駄の 事 を、 忠 盛と 淸 盛と 父子 兼帶の 事と して、 

ひら あ レ 

入道 殿の 父忠盛 は、 中 御門の 藤 中納言 家成ノ 卿の 邊に、 朝夕 平 足^ はきて 道より 通り 給 ひし をば. 人. 太と 

申して 笑 ひし. か、 わ 入道 殿も忠 盛の 嫡子と いひし かど も、 十四 五 迄 は 叙爵 を. たに もし 給 はす、 冠 を だに も 給 は 

らせ給 はで、 機 母の 池の 尼 上に、 小目 見せられて ありし 時 は、 あは 六 波 謙の 高 平 太が 通る はとて、 京 童 は 指 を 

さして 中し しが：： 王孫と はい ひながら、 數代 久しく 成りく だり て、 殿上人の 交 はり を だに も 嫌 はれて、 闇 討 

にせられん とし 給 ひし 人の子に て、 今 恭く卽 闕の官 を 奪 ひ 取って、 太 政 大臣まで 成り あがりて、 剩へ 天下 を 我 

がま、 にせら る、、 是れを こそ 過分と 申す ベ けれ。 

として あるの は、 これに 氣が ついて 改めた ので あらう。 但し、 此の方が 倏理は 多少 立って ゐ るが、 文. S の 力 は遙か 

に 下って 居る。 『源平 盛衰 記』 に は、 こ、 をば 更に、 

ず. ^<"1 は、 いかに 王孫と こそ 名乗り 給へ ども、 昔の事 は 見ねば 知らす、 御邊 の父忠 盛 は、 まさしく 殿上の 交 は 

り を 嫌 はれし 人ぞ かし。 其の 嫡子に おはせ しかば、 十四 五まで は 敍爵を だに も 賜 はらす、 しかも； 1 母に は 値う 

たり、 過ぎ 難 かりければ こそ、 中 御門の 藤 中 納言家 成 卿の 播磨 守に てお はせ し 時、 受領の 鞭 を 取り、 朝夕に 姊 

、 、 、 、 、  き やう わら はべ ,  わら  »  J  ( ゝ  ' - 

の 直垂に 繩緖の 足駄 はきて 通 ひ 給 ひし かば、 京 童 部 は i„i 平 太と いびて 暌 ひし. ぞ かし。 其 を 恥 力し とや 甲.？ ひけん 

さ さ  - 

一お にて 顏を隱 し、 骨の 中より 鼻 を 出 だして、 閣道を 通 ひ 給 ひし かば、 また 童 部が 先 を 切って、 . お 平 太 殿 力 扇に 
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て 鼻 を 挾みた るぞ やとて、 後に は 鼻 平 太 鼻 平 太と こそい はれ 給 ひし か。 ：： 言： (が 今 太 政 大臣に 成りた る を こそ 

下 藤の 過分と は 申すべき。 

と 改めて 居る が、 これ は 多分、 流布本に 右の 手 落 を 見出だした のみなら す、 長 門 本の 試みた 父子 兼帶の 記述 を も、 

不純で 讀 者の 氣を 散らす 嫌 ひが あると し、 興味 集注の 方便と して、 淸盛 一人の 事に 書き改め たので あらう。 尙ほ又 

星 上 星の 複雜 味を悅 ぶ、 作者の 例 $ 趣味から して、 た > の 平 足駄 をば、 繩撚 のばら 緒に して 蠻 的の 仰山 味 を 加へ、 

更に 追加の 餘興 として、 扇の 骨の 間から 鼻 頭 を 出す とい ふ 猿 樂ふ體 の 狂言 味 を 加へ たので あらう。 かくして 長 門 本、 

『盛衰 記』 と、 々條理 が 立ち、 手が 込んで、 合理的に 面白くな つて 來ては 居らが、 文章の 力と 餘意 とに 於いて、 

いや 降りに 下って 來て 居る やうに 思 ふの は、 私 一人の 僻目で あらう か。 私 はか やうな 點 から 見ても、 流布本が 先づ 

出で て、 長 門 本、 『盛衰 記 ，1 が 後に 出来た 事が 明らかで あり、 而 して あらゆる 加除 差 引の 結果、 流布本が 藝術 的に 見 

て 最も 高い 地位 を 占めて 居る ことが 明らが である やうに 思 ふので ある C 〇 勸 賞に 四 品して C 御 褒美に 四 位 を 賜 はつ 

たとい ふ 事。 〇 侍 ほどの 者の。 西 光が もと 朝廷 直屬の 侍、 卽ち 北面の 武士で あつたから 云つ. U ので ある" 〇 先例、 

法例。 已に 前にし かとした 事實も あり、 又 法律と して 道理 上 立派に 許される 事で も あると いふ 意。 〇 拷問 は嚴 しか 

りけ り。 此の 「けり」 も、 前に 云った 「風 は 烈しく 吹きたり けり」、 「雪 は 斑に 降ったり けり」 と 同じく、 感投的 挿入句 

の 味 は ひで、 「もう 覺 ffi5 して 居る 上に、 嚴 しく 拷問され るで はない か！」 とい ふ 味で ある。 


二 

淨海 入道と 西 光 法師。 亂 暴で 品位の 乏しい 嫌 ひ は あるが、 積極的 活動 性に 富み、 滿身 負けじ魂で 張 

，り 切って 居る 此の 二人の 壯漢 が、 睨み合 ひ 罵， り 合 ふ 壯烈な 光景が、 力の ある 筆に 寫 されて、 手に 汗 を 

にらま 

握らせる 趣が ある。 入道が 大 床に 立ちはだかって、 無言の ま、 暫 らく 睨へ、 やう やく 口 を 開いて 、「あ 

にぐ  -て やつ 

な惡 や、 當家を 傾けよう とする、 謀叛 人め が 成れる 果の氣 味よ さよ。 其奴 こ へ 引き寄せよ。」 とい ふ 

あた，.^ の詞使 ひ、 句の 運びの 面白さ。 「しゃ 馬」、 「しゃ 面」、 「しゃつ」、 「む やく」 などい ふ、 俗語の 感 

投語を 巧みに 使った 面白さ。 西 光 法師 を 叙して は、 まづ 「本よ， り 勝れた る大 剛の者な， りければ」 と 前置 

して、 演說 口調に 疊 みかけて、 大雄辯 を 振 はした 面白さ。 實に 何とも 云 はれぬ 妙味で ある。 

ゎろ 

ちと も 色も變 せす 惡 びれ たる 氣色 もな く， 居直り 嘲笑って 申しけ る は、 

など は 一寸した 事ながら、 五分の 隙 もない 文章で ある。 斯樣な 場合で ある、 顔色が さぞ 眞蒼 になって 

居る であらう、 と 見れば、 一寸 も 平生に 變 はらない。 顔色が 變 はらない まで も、 態度が おど/ \ して 

は 居らぬ かと 見る と、 何の 磊々 落々 と 傍若無人で、 更に 惡 びれ た 様子がない。 そして まづ、 居 やま ひ 

を 正し、 屹 となって 後に、 「ぁッ ハ ッ ハ」 と、 さげすみ 笑 ひ を 一 つして、 「扱い ふに は」 とい ふ 段 取で あ 
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る。 絕妙 とい ふべき である。  。 

與せ t は 申すべき 管し、 れ；. 風；. ぬすと！ はれ 4 ぬ。 いかにも それ あかって 御座る。 し 

の 繰返しな ども 實に f 「I  此の 西 光の 聞く 所では、 左様の f 仰せら 

かし 少 々耳障 あ 事 を 申され J  iA^t 「き， 甚ら ない 面白さで ぁ气 それから 段々 と 調子 を 

t5 は 行き 善まい ぞ。」 とい ふ f の u  "^;;; 子孫，， て、 今 太 政 大臣まで 成 上ったら や 過分 

高めて 來て、 最後に、 「殿上の urrr の 腹立：暫 らく は物をも 言 ひ 得ぬ 所、 理の I に 行きつ ま 

なる らん。」 と 言 ひ 放った 所、 M の s;;.,,^ リ、 曰 s:、 拷問して 後に、 口 を 引裂いて、 

つて、 「しゃつ が 首め ッ たに 斬る ではない ぞ」 ^^！  Mr 

斬る 所に 至る まで、 實に傳 神の 筆と 云って：^.、 かいかず ダぃ に 於いて、 軍記 中 比類 

かやう i 由に i、  g 此の 一き ば、 力と 力との 衝， r 

なき 名文で あると a つて 居る。 
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しおき 

次ぎに は 同じく 卷 第二、 新 大納言 成 親の 處 刑に 就いて、 重 盛が 父を諫 むる 一段 を 引いて 見る。 これ 

は當代 第一 の 賢人と 見られた 小 松內府 を、 作者が いかに 描いた かとい ふ點 から ：13- て も 面白く、 また 遮 

二 無二 押し 進まう とする 動的 人物の 淸 盛が、 愛子ながら 若手の 靜 的なる 君子 人 重 盛の 諄々 と說 く、 謂 

だち  だち 

は ゆる 「敎 訓」 によって 如何に 惱ま された か" 又 同じ やうに 消極 質の 道德 者た る 重 盛が、 積極 質の 横暴 

家た る淸 盛に よって、 如何に 惱 まされた か、 造化が 此の 性質の かく も 相反した る 二人 を 親子に する こ 

とに よって、 いかに 殘忍 なる、 しかしながら 非常に 興味 ある 悲喜劇 を 見せて 吳れ たかと いふ 點 から 見 

て も、 非常に 面白い ことで あらう。 

新 大納言 は 一間なる 所に 推 籠め られ て、 汗水に なりつ、、 哀れ 是れは 日頃の あら 

まし ごとの、 洩れ 聞こえけ るに こそ。 誰れ 洩らしぬ らん。 定めて 北面の 輩の 中に ぞ、 

,  お は  うしろ  あし，^ と 

あるらん なんど はじ 事な う、 案し つ，. - けて 御座し ける 所に、 後より 足音の 高ら 

かにし ければ、 す は 只今 我が 命 失 はんとて、 武士 共の 參 るに こそと 思 はれければ、 

おは  うしろ 

さはな くして 入道、 板 敷 高らかに 踏み鳴らし、 大納言の 御座し ける 後の 障子 を、 さ 
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そ けん ころも  お ほくち  ひじ 《- 

つと 引き あけて 出 でられたり。 素 親の 衣の 短ら かなる に、 白き 大口 踏みく、 み、 聖 

づか  けしき  こ&ま 

柄の 刀 押し くつろげて さす ま、 に、 以ての外に 怒れる 氣色 にて、 大納言 を暫 し| 睨へ 

て、 抑. -御邊 は 平 治に も、 已に誅 せらる ベ かりし を、 內府が 身に かへ て 申 isi け 首 を 

繼ぎ 奉つ し は 如何に。 然るに 其の 恩 を 忘れて、 何の 遺恨あって か、 當家船 "けうと は、 

し 給 ふなる ぞ。 恩 を 知る を 以て 人と はいふ ぞ。 恩 を 知らざる をば 畜生と こそい へ。 

され ども 當 家の 運命 未だ 盡 きざる に 依って、 是 迄は迎 へたん なり。 日頃の あらまし 

ゼき  r  、 さま 

の 次第、 直に 承らん と宣 へば、 大納言 全く さる 事 候 はず。 如何 樣 にも 人の 讒言に て 

ぞ候 ふらん。 よく./^ 御 尋ね 候べ しと 申されければ、 入道 言 はせ も 果てず、 人 や あ 

る 人 や あると 召されければ、 貞 能つ と參 りたり。 西 光め が白狀 取って 參 れと宣 へば、 

持って 參 りたり。 入道 これ を 取って、 推 返し 推 返し 二三 返 高らかに 讀み 聞かせ、 あ 

にく 

な惡ゃ 此の上 をば、 何とか 陳 ずべ かなる ぞ とて、 大納言の 顔に さっと 投げ 懸け、 障 

•  <  •  、  \  す  なん お の 

子 を 丁 ど 引き立て k 出 てられけ るが 猶ほ腹 を 居 ゑ かねて、 經遠 兼康と 召す。 難!^ 

せの を の  さう 

次郞、 瀨尾 太郞參 りたり。 あの 男 取って、 庭に 引落せと 宣へ ども、 是等 左右な う も 


ごきし 上く  おのれ 

し 奉らず、 小 松 殿の 御氣 色い か，. -候 はんず る やらん と 申しければ、 入道よ しく 己 

ら  だいふ  めい  かろ 

等 は、 內府が 命 を 重んじて、 入道が 仰せ をば 輕ぅ しける ござん なれ。 此の上 は 力 及 

ばず と宣 へば、 是等惡 しかりなん とや 思 ひけん、 立ち あがり 大納言の 左右の 手 を 取 

を め 

つて、 庭へ 引き落し 奉る。 其の 時 入道 心地 よげ にて、 取って 伏せて 喚かせよ とぞ宣 

さ う  .S かさま  おんこ ゑ 

ひける。 二人の 者 ども、 大納言の 左右の 耳に 口 を あて、、 如何 樣 にも 御聲の 出づべ 

さ. -ゃ  ふた こ ゑみこ ゑ  をめ  てい  しゃば 

う 候と 私語いて 引き 伏せ 奉れば、 ニ聲 三聲ぞ 喚かれけ る。 其の 體 冥途に て裟婆 世界 

ごふ はかり  き やう ゼリぅ 

の 罪人 を、 或 ひ は 業の 粹 にかけ、 或 ひは淨 玻璃の 鏡に 引き 向けて、 罪の 輕 重に 任せ 

あは うら せつ  かしゃく 

つ、、 阿房 羅 XT^ が 呵責す らん も、 是れに は 過ぎ じと ぞ 見えし。 新 大納言 は 我が身の 

ノ  いげ  を さな 

かくなる につけても、 子息 丹 波少將 成經已 下、 稚き者 どもの 如何なる 憂目に か 逢 ふ 

、 ，  みな， つき 

らんと 甲ん ひやる にも 覺束 なし。 さばかり 熱き 六月に、 裝束を だに も くつろげられ 

ず、 熱さ も堪へ 難ければ、 胸 もせき 上ぐ る 心地して、 汗 も 淚も爭 ひて ぞ 流れけ る。. 

さりと も 小 松 殿 は、 思 召し 放た じ もの をと は 思 はれ けれども、 誰れ して 中すべし と 

も 覺ぇ給 はず。 
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が と il は、 例の il 心に 騷ぎ給 はぬ 人に て" I しければ、 遙 かに 曰た けて 後、 嫡子 

衡が I" 少將 維/お-を、 車の 尻に 乘 せつ、、 衞府四 五 人隨身 二三 人 召 具して、 軍兵 共 をば 

一人 も 具せられ ず、 誠にが けにて 坐し たれば、 入道 を 始め 奉って、 一門の 人々、 

皆 思 はずげ に ぞ見給 ひける。 大臣 中 門の 口にて、 御 車より 降り 給 ふ 所へ、 貞能 つと 

ぐんび toM つ  ひち にん 

參 つて、 など 是れ ほどの 御大 事に、 軍兵 をば 一人 も 召 具せられ 候 はぬ やらん と 申し 

ければ、 l^*k 大事と は 天下の 事 を こそい へ、 かやう の 私事 を 大事と いふ 樣ゃ あると 

宣へ ば\ お 礎-を I きしたり ける つ. If" 皆 そ，：. ろいて ぞ 見えたり ける。 其の後 大臣- 大 

納言 を、 ま いづく に 置き 奉った る や、 りんと、 此彼を 引き 明け 引き あけ 見 給 ふに ある 

J  -J 、つ ^  * 

障子の 上に §mig うたる 所 あり。 爱 やらん とて 開けられ たれば、 大納言 坐し けり 

臭 こ因メ うつぶして、 目 も 見上げ 給 はず。 如何に やと 宣 へば、 その 時 見つけ 奉って、 

うれしげ に 思 はれた る氣 色、 地獄に て 罪人 どもが、 地藏 菩薩 を 見 奉る らん も、 かく 

やと 覺 えて 哀れな り。 何事に て 候 やらん、 今朝よりか、 る 憂目に 逢 ひ 候。 さて 渡ら 

せ 給へ、 ま、 さりと もとこ そ 深う 頼み 奉って 候へ。 平 治に も 已に誅 せらる ベ かりし を、 


ぐ • ひ  じ やうに へ あが 

御 恩 を 以て 頸 をつ がれ まゐら せ、 剩へ正 二位の 大納言まで 經 上って、 歳 巳に 四十に 

餘り候 御 恩 こそ 生々 世々 にも 報じ 盡 くしが たう 候へ ども、 今度 もまた 甲斐な き 命 を 

助けさせ おはし ませ。 さ だに も 候 は， ：-、 出家 入道 仕り、 如何な らん 片山里に も 籠り 

居て、 一筋に 後世 菩提の 勸め を、 營み候 はんと ぞ 申されけ る。 大臣 さ 候へば とて、 

御 命 失 ひ 奉る 迄の 事 はよ も 候 はじ。 たと ひさ 候と も、 重 盛 かうて 候へば、 御 命に は 

代 はり 參らせ 候べ し。 御 心安く 思 召され 候へ とて、 父の » 門の 御前に おはして、 あ 

の 大納言 失 はれん 事 は、 よく/ \ 御 思惟 候べ し。 其の 故 は 先祖 修理 大夫 顯季、 e 河 

このかた  れい ；ノふ う  へあが 

院に召 仕 はれ 參ら せし より 以來、 家に 其の 例な き 正 二位の 大納言に 經 上って、 剩へ 

當時君 無雙の 御い とほし み、 首を姻 ねられん J^、 然るべ う も 候 はず、 只 だ 都の 外へ 

し へい お と うきな 

出 だされた らんに、 事足り 候 ひなんず。 北 野 ノ天祌 は、 時 平の 大臣の 讒奏 にて、 憂 名 

にしの 1=5- や だいじん  た だの まん V- う  せんやう 

を 西 海の 浪に 流し、 西宮の 大臣 は、 多田満 仲の 讒言に よって、 恨み を 山陽の 雲に 寄 

る ざ い  えんぎ  ど 

す。 各-無 實 なりし かど も、 流罪せられ 給 ひに き。 是 れ皆延 喜の 聖代、 安和の 御門の 

ん ひが ごと  じ やう こ  ばつ だい 

御 僻事と ぞ 申し 傅へ たる。 上古 猶ほ斯 くの 如し、 況んゃ 末代に 於いて を や。 賢 王 摘 
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ほ 御 誤り あり、 況んゃ 凡人に 於いて を や。 旣に 召し 置かれぬ る 上 は、 急ぎ 失 はれず 

とも、 何の 恐れ か 候べき。 刑の 疑 はしき をば 輕 くせよ、 功の 疑 はしき をば 重く せよ 

ょピ Z ごビ  い  .S もうと 

とこ そ 見えて 候へ。 事新しき 申 事に て 候へ ども、 重 盛 彼の 大納言が 妹に 相 具して 候" 

維 盛 又 » 也。 かやう に 親しう 罷 成って 候へば、 申す とや 思 召され 候らん。 一向 其の 

儀で は 候 はず。 只 だ 君の 爲め、 國の爲 め、 世の 爲め、 家の 爲 めの 事 を 思って 申し 候。 

"fi... 故 少納言 入道 信 西が、 執權の 時に 相當 たって、 我が 朝に は輕峨 皇帝の 御 時、 右 

兵 衞ノ督 藤 原 ノ仲成 を、 誅 せられて より 以來、 保 元 迄 は、 君 二十 五代の 間、 行 はれ ざり 

とりおこな  まこ 一 、 , >  、- ノ.  /  -  / 

し 死罪 を、 始めて 執行 ひ、 宇治の 惡左府 の 死骸 を 掘り起いて 實檢 せられた りし 事 

なんど ま、、 て は、 餘 りなる 御 政と こそ 存じ 候へ、 されば 古の 人 も、 死罪 を 行へば、 海 

^に 謀叛の ま1 えずと い^^しき へて 候へ、。 此の 詞に附 いて、 中二 年あって、 平 治 

かう ベ  おは V- 

に 又 世亂れ て、 信 西が 埋まれた りし を 掘り起 \」 し、 首を侧 ねて 大路 を 渡され 候 ひき 

、 、 、 、 

保 元に 申し 行 ひし 事の、 幾程 もなくて、 早 身の上に 報 はれに きと H ぬへば 怖ろ L う 

ご えいぐ わ 

こそ 候へ。 是れ はさせる 朝敵 にても 候 はず、 かたぐ 恐れ あるべし。 御 榮花殘 る Is:- 


なければ、 思 召さる 、ま は ある まじ けれども、 子々 孫々 まで、 繁昌 こそ あらま ほし 

、、、、  ぜんな く  、、>、、、、  しゃぐ ぜん 

うは 候へ。 されば 父祖の 善惡 は、 必ず 子孫に 及ぶ とこ そ 見えて 候へ。 積善の 家に は 

せきあく  んど  上 わう と，， >-  、、、、、、、  いか やう  かう ベ 

餘慶 あり、 積惡の 門に は餘挾 留まる とこ そ 見えて 候へ。 如何 樣 にも、 今夜 首 を 刺ね 

ら れん 事 は、 然るべ う も 候 はずと、 申された りければ、 入道 實 にもと や 思 はれ けん、 

死罪 をば 思 ひ 留まり 給 ひけり。 

其の後 大臣 中 門に 出で て、 侍 共に 宣 ひける は、 仰せ なれば とて、 あの 大納言 失 は 

ん事、 左右な う あるべからず。 入道 腹の 立つ ま、 に、 物騒がしき 事し 給 ひて、 後に 

ひがごと  ひやう V- やう 

は 必ず 悔み 給 ふべ し。 僻事して 我れ 恨むな と宣 へば、 兵仗 を帶 したりけ る 兵 共、 皆 

舌 を 振って 恐れ 慄く。 扱 も 今朝 經遠 兼康 が、 あの 大納言に 情なう 當 たり 奉った る 事 

こそ、 返 すん \ も 奇圣. なれ。 など 重 盛が 還り 聞かん ずる 所 をば、 憚ら ざり ける ぞ。 

さむら ひ 

片田舍 の 侍 は、 皆 か、 るぞ とよと 宣 へば、 難 波 も瀨尾 も、 共に 恐れ入りたり けり。 

大臣 はか やうに 宣 ひて、 小 松 殿へ ぞ歸 られ ける。 
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II 

ひとま  はレ らま ひとま 

語釋 小 松 敎訓。 「敎 訓」 とい ふ 語が 當時、 諫言の 意味に 用 ゐられ たので ある。 〇 一 間なる 所。 柱 間の 一 問の 一と、 

卽ち、 其の 間口が 柱 二 本の間 だけし かない 狹ぃ 室と いふ ことで、 成る 一 室と いふ 二と ではない。 卽ち柱 間 一 間 丈の 

一室と いふ こと。 〇 汗水に なりつ  > -、 頃 は 六月 二日、 卽ち 今の 七月 初めで、 梅雨 あがりの 蒸し暑い 盛りで ある、 そ 

れに 不安と 恐怖と が 手 傅って、 水 を あびた やうに、 びっしょり になった とい ふ、 と。 〇 日頃の あらまし 事。 先頃から 

企て、 ゐた 計畫。 「あらまし 事」 は、 昔の 本に は 「有增 事」 など 書いて あるが、 意味 は あらま ほしく 希望 するとい ふの 

で、 「八 坂 本」 とい ふ 異本に は、 「日頃 はかりし 事の はや 洩れ 間 こえけ る」 と ある。 〇 北面。 朝廷 直屬の 武人。 〇 甲 S 

じ 事な う。 變な詞 であるが、 「思 ふまい と 思 ふ 事 もな く」 とい ふので、 あ、 成る か、 かう 成る か、 かう したら、 あ、 

したら と、 あらゆる 事 を 思 ひつく して、 思 はない 事 はもう あるまい と 思 ふ 程、 案じつ くした とい ふ 事で あらう orm 心 

はか 事な う」 よりも 一 段 深い 意味で ある。 〇 素絹の 衣。 生絹に て 製した 法服。 麁娟の 衣と も 書く。 異本に は 「麁 絹の 

裘代」 とも 書いて ある。 模様の ない 白 絹で 製した もので、 便利 本位なる 略式の 俗 装。 山 坂の 登り 降りに 便す る點か 

らは 「坂 衣」 ともい ふ。 慈惠 大師の 用ゐ 始めた ものと いふ" 太刀 を帶 すに 便利な ので 武人 も 用ゐ た。 〇 大口。 大口 

袴。 もと 束帶の 時、 表 袴の 下に 穿く， - 、ので あつ. U が、 後に は 表に も 穿く やうに なった。 袴 口が 大きく 明いて 居ら 所 

から： e た稱 である。 「踏みく、 み」 は、 く、 まして、 卽ち据 長に たるまして 着て ゐた 事。 〇 聖 柄の 刀。 「坊主 柄」 とい 


. ^意味で、 柄に 飾の ない 刀の こと。 〇 首 を繼ぎ 奉つ し。 斬らるべき 首 をつ いで、 殺さるべき 命 を 助けて あけた とい 

ふ 意味。 面白い 表現で ある。 〇 畜生と はいへ、 され ども 當 家の 運命 未だ 盡 きざる によって。 荒々 しい 不嗜み な 言葉 

であるが、 傍若無人なる 血 性漢の 激した 様子が 見えて 面白い。 但し この 「され ども」 は、 前後の 句 を繁ぐ 禊と して は 

利いて ゐ ない 様に 思 はれる" 〇 是 迄は迎 へたん なり。 本來は 「幸に 柿 縛して 此處 まで 引 連れて来た. 一とい ふので ある 

が、 それ を 「此處 まで 御迎 へした」 と、 美しく 云った 禮 儀の 詞 である。 〇 陴 すべ かなる， ぞ。 「陈 す」 は 辯解釋 明す る こ 

とで、 「辯 解すべく あるので ある ぞ」 とい ふ 意。 〇 經遠 兼康と 召す。 難 波 次郞、 瀨尾 太郞參 りたり。 難 波 次郞經 遠、 

瀨尾太 郞兼康 とい ふ 二人で、 前に は 名乘で 呼び、 後に は 姓と 諱とを 呼んだ ので ある。 〇 是等 左右な う もし 奉らす。 

彼等 二人 は、 右- 左 もな く無雜 作に 引落し もしなかった。 〇 如何様に も御聲 の出づ ベう 候。 どんなにして でも、 と 

にかく 御 聲を御 出しなさい、 とい ふ 意。 「喚け」 とい ふの を、 美しく 云った ので ある。 〇 裟婆。 梵語で 此の世の 事.^ 

〇 業の 秤" 淨 玻璃の 鏡。 閻魔 王廳の 法廷に 倫へ つけて あると いふ 佛 者の 傳說に 名高い 二つの 檢罪器 C 業の 秤 は 此の 

世で 犯し.； に 非業 を 量る 靈 妙な 器械で、 罪 ある 者が その 前に 立てば、 器 は 自然に 動いて 罪の 輕重を 分明に 現 はし、 淨 

あ ♦* うら せつ 

玻璃の 鏡 は、 罪 ある 者が その 前に 立てば、 過去の 犯罪が 悉く その ま、 に 現 はれる と 云 はれる。 〇 阿房 羅釗。 梵 詰の 

ァボ _ ラ クシ ヤス (avol.ak§as) で 獄卒の 意、 牛の 頭、 人の 手、 兩 脚に 牛の 蹄の ある もの。 〇 汗， 淚も爭 ひて， - 人 化 

の 味で、 汗と 涙と が、 おれが 先に 出る、 何の 後れる もの か、 おれが 多く 出た、 いや おれの 方が 多い と 云って 爭 ふと 

いふ 意。 〇 善 惡に騷 ぎ 給 はぬ。 善い 事が あっても 惡ぃ 事が あっても、 取 逆上せて 騷 ぐと いふ 事の ない 沈着 大量の 人。 
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〇 思 はすに ぞ。 意外に。 〇 兵仗。 武器。 〇そ> ろいて ぞ。 「そ > ろ」 「す > ろ」 は 何となく 心の 進む】 とで、 卽ち重 盛の 

此の 言葉 を IE いて、 「成程、 恥 かしい！」 とい ふ氣 持が、 人々 の 心に 電氣の やうに、 さ ッと傳 はった とい ふ 事。 面白 

ぃ詞 をう まく 使った ものである。 〇 ある 障子の 上に。 一 と ある 障子の」 とあった ので はない か。 「ある 障子」 では 落ち 

つかぬ やうに 思 はれる。 〇 蜘手。 「くもで」 は 蜘蛛の 手の やうに とい ふ 意 だとい ひ、 蜘蛛の 網の やうに とい ふ 意 だと 

くみで  き 

いひ、 或 ひ は 組 手の 意で、 指 を 組んだ やうに とい ふ 事 だとい ひ、 いろ/、 の說は あるが、 要するに 木 を 縱橫に 結び 

固めた ことで ある。 〇 巾斐 なき 命 を 助けさせ。 助けられても 役に立たぬ 命ながら とい ふ 謙遜の 語。 〇 北 野天 祌 は： 

：。 此の 時代に めでられた 六 朝駢麗 式、 朗詠 集 式の 美しい 對句。 山陽 山陰 を、 此頃は 「セン ャゥ 道」 「セン ノン 道」 と 

云った。 〇 輕 くせよ：： 重く せよ。 流布本に は 「輕 んぜ よ：： 重んぜよ」 と あるが、 「刑の 疑 はしき をば 輕んぜ よ」 と 

いふと、 「馬鹿にせよ」 「侮れ」 とい ふやうな 味に Si こえる 氣 味が あり、 幸 ひ 長 門 本に は、 「輕 くせよ」 「重く せよ」 と あ 

るので、 ii らく 入れ かへ て 見た ので ある。 〇 積善の 家。 易に 「積善 之家必 有， 1 餘慶 一積 不善 之 家必有 U 餘殃 、こと あるの 

もの さわ 

を 踏まへ た 文句。 積善 はシャ クゼ ンと讀 み、 積 惡はセ キア クと讀 む C 當 時の 讀 みく せで ある。 〇 物騒がしき 事し 給 

ひて。 無理 非道なる 事し 給 ひて とい ふ 事 を、 和らけ て 丸く 云った 美化の 味で ある。 丁度 今い ふ 物騒に あたる であら 

う。 〇 經遠 兼康が あの 大納言  難 波，， >瀨 尾 も 共に 恐れ入りたり けり。 後に 説明す る 「經遠 兼康と 召す" 難 波 

次 郞瀨尾 太郞參 りたり」 と 同じく、 同じ 二人の 名 を、 前に は 名 乘で現 はし、 後に は 苗字で 現 はして 變化 をつ けた 避 

板の 筆。 〇 遠り 閒 かんする 所。 此の頃の 時代 詞。 廻りめ ぐって 我が 耳に 入る 場合 を考 へて、 なぜ 遠慮 はしなかった 


の-たとい ふこと である。 

三 

ま ぞ しぶん 

細かに 見れば 多少の 申 分 は あらう が、 槪 してよ く 出 來てゐ る。 先づ淸 盛の 入って 來た 所が 面白い。 

あしおと 

成 親が 境遇の 激變に 心 を 勞し盡 く，， -て、 ぼん や、 りと して ゐる 折から、 跫 音に 驚いて、 ス ハ！ 武士が 

來て、 命 を 失 はれる のかと 脅え る。 と 思 ふと、 さう ではなかった が、 心の 休まる 間もなく、 障子 を排 

して 現 はれ 出で たの は、 更に 恐るべき 入道 淸盛 であった。 と、 かう 書きつ  けて、 それから 入道の 裝 

ひを寫 し、 次ぎに 烈火の 如く 憤った 入道の 言動 を、 巨細に 寫 して 居る。 段 取が 實 によく、 文句の 點綴 

ちゃう 

も 面白い。 序ながら 「ス ハ ！」、 「さっと」、 「つと」、 「丁 ど」 とい ふやうな 擬聲、 擬態の 詞、 或 ひ は感投 

的の 詞を 連發 的に 使って 居る が、 それが 皆實 によく 利いて 居る。 

入道 言 はせ も 果てす、 人 や ある 人 や あると 召されければ、 貞 能つ と參， りた， り。 西 光め が白狀 取つ 

て參 れと宣 へば、 持って 參 りた， り。 入道 これ を 取って、 二三 返 高らかに 讀み 聞かせ 云々 

など も、 實 にうまく 書きつ  けて 居る。 後世ぶ， りに 改 むれば、 「誰れ か ある。」 と 呼ぶ と、 「負 能が すぐ 

に 來て畏 つた。」 「西 光の 白狀を 持って 來 い。」 とい ふと、 「すぐに 持って 來た」 とい ふので あらう が、 稚 
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ぃ對 偶ぶ， り を、 小刻みに 刻んで、 「扱 入道 は それ を 取って 押 返しく」 と續 けたと ころ は、 面白いで は 

あ， 0 ません か。 それから 

經遠 兼康と 召す。 難 波の 次郞、 瀨 尾の 太 郞參. 9 た， り。 

など も、 一 寸 した 文句 だか、 人知れぬ えらい 技巧 を 含んで 居る。 一 體 これ は 前なる 「語 釋」 の 所で も 云つ 

た 通り、 同じ 二人の 名 を 別の 詞で 繰返した ので あるが、 若し 之れ を 同じ 言葉で 繰返して、 「經 遠兼康 

と 召す。 =經 遠、 兼康參 りた， り。」 とい ひ、 或 ひ は 「難 波 次郞、 瀨尾 太郞と 召す。 = 難 波 次郞、 瀨尾太 郞參り 

たり。」 と 云って は、 全くつ まらぬ 文章と なる であらう。 井原西鶴の 作の 中に、 「源氏物語 借， りに 遣 は 

、 、 、  らち 

したる に、 湖月抄 送られて 卽 座に 其の 埒も 明きし。」 と 書いた のがあった。 『源氏物語』 を、 源氏の 版 

本の 一 種なる 『湖 月抄』 で 繰返して、 變 化を附 けたので あ る。 これ は 例へば、 r ビ ー ルを 持って 來ぃ 

と 命 やる と、 すぐに 麒麟 を 持って 來 た。」、 「酒 をと 命じたら、 直ぐに 正宗が 前に 現 はれた。」 とい ふ 様な 

わけで、 「經 遠、 兼康」 を 「難 波 次郞、 瀨尾 太郞」 で 繰返した 味 は、 つまり かう いふ 修辭 上の 筆致の 味に 

外ならぬ。 古典の 作家 は、 なかく かう いふ 處に 苦心した ものである。 此處を 異本の 「八 坂 本」 に は、 

難波瀨 尾と 召されければ、 經遠兼 康參， りた..^。 

として あるが、 これ は 流布本と は反對 に、 先 づ姓を 呼ばせて、 地の文 を 名乘で 繰返した ので あらう。 


「長 門 本」 に は 

經遠 兼康は なき かと 宣 ひけ れ ば 、 經遠 兼康末 負盛國 など 參， り たれば、 

として あるが、 これ は 二人の 名 を 四 人の 名で 繰返して、 數の 上で 變化 を附 けようと したので あらう。 

つま， り 異本の 作者 名々 が、 自分の 最善と 信す る 所に よって、 いろ の ェ風を 施した ので ある。 

經遠兼 康が重 盛の 氣色を 案じて 立ち 兼ねて 居る と、 淸 盛が. かさに 掛かって 怒號 する かと 思 ひの 外、 

「己 等 は、 內府が 命 を 重んじて、 入道が 仰せ をば 輕ぅ しける ござん なれ、 此の上 は 力 及ばす。」 と、 靜 

かに 觀 念した の は、 强き 風の 柳の 枝に 弱る 譬 へで、 愛子た， り 賢者た る 內府の 名に 鋒を收 めた ので あら 

う。 これもう まく 面白く 書け て 居る。 次ぎに、 成 親が 自分の 事、 子等の 事に 七轉八 倒の 苦 惱を續 ける 

、 、 、 、 

所を寫 して、 「胸 もせき 上ぐ る 心地して、 汗 も 淚も爭 ひて ぞ 流れけ る。」 とい ひ， そして 「さ， 9 とも 小 松 

殿 は」 と、 呼 出の 句 を 設けて 後、 

ノ  おは 

小 松 大臣 は、 例の 善 惡に騷 ぎ 給 はぬ 人に て 坐し ければ、 遙 かに 日た けて 後  

いぐさし やう どく 

云々 と、 軍 裝 束 揃 ひの 張， り 切った 空氣の 間に、 平和な 文官 装束の 悠々 たる 內府の 姿 を 出した 所 も、 

文體 までが 俄に ゆった， りした 調子 を帶 びて 來て、 實 にうまい。 例へば 暴風雨の 間に 麗日 のうら、 かに 

照， 9 渡った 趣と もい ふ ベ きで あらう。 
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最後に よく 出來て 居る の は 重 盛の 諫言で ある。 これ は 無論、 骨子 を 事實に 取った だけで、 文句 や 順 

序 は 大體、 作者の 考案に 成った もので あらう が、 情理 を盡 くして ゐる 上に、 言 表 はし 方が いかにもよ 

い。 可な りの 長せ. 9 ふで あるから、 今なら ば 多少 演說 口調、 講義 口調になる 所で あらう が、 其の 言 ひ 

っヾ けの 間に^け る 緩急、 メソ 尸ソ、 漸 層の 面白さ はどうで あるか。 例へば、 

かやう に 親しう 罷 成って 候へば、 申す とや 思 召され 候 ふらん。 一向 其 儀で は 候 はす。 唯 だ 君の 爲 

め、 國の爲 め、 世の 爲め、 家の 爲 めの 事 を 思って 申し 侯。 

の 如き、 「更に 其 儀で は 御座り ませぬ。 たヾ 君の 御爲 め、 國の ため、 世の ため、 家の 爲 めと 思っての 事 

で 御座. ります る。」 と疊 みかけた ところな ど、 いかにも 近頃の 大雄 辯の 演說を 聞く やうで はない か。 ュ、 

して 又、 此の 四つの r 爲め. 一 「爲 め」 の 順序が、 第一 に 大君の 爲め、 第二に 日本の 國の爲 め、 第三に 世間 

一統の 爲め、 第 四に 我等が 平家の 爲 めと、 いかにも よく 順序 づ けられて、 置き 換 へる ことの 成らぬ や 

うに 出来て ゐ るの も、 また 稱 すべき 一 つで あらう。 それから 「餘. りなる 御 政と こそ 存じ 候へ/ 「謀叛 

の 輩絕ぇ やと こュ、 申し 傳 へて 候へ」、 一. 怖ろ しう こそ 候へ」、 一 繁昌 こそ あらま ほしう は 候へ， 一、 「餘 狭留 

、ヽ ヽ 、 、 、 、  か、 りむす マ： >  、 ちょっとみ 

まると こそ 見えて 候へ」 と， 「こそ」 の 係 結 の連續 して a ベら れた 事で あるが これ も 一寸見に は 

拙劣な 單調 さの やうに 見える けれども、 事實 は、 父の 意志 を飜 さしむべき 擇拔 きの 材料 を、 立てつ け 


に列擧 すると ころから， 自然に 同 樣の形 を 取った ので あ， り、 一つ は 作者の 感じた 一所懸命の 誠意 熱情 

が、 自然に 最高 調の こそ 格」 を 取った ので あらう。 とにかく 謂 は ゆる 「小 松 敎訓」 の、 此の 重 盛の 諫言 

は、 次ぎなる 第二の 諫言と 共に、 『平家』 の 中の 出色の 文字と して 許すべき ものである。 

序に 「候」 とい ふ 語の 使 ひざ まに ついて、 私 は 先き に、 當時は 後世と 違 ひ、 敬語と しての み 用 ゐられ 

たもので、 特別の 注意 を 要する と 云った が、 此の 章に 於いても、 成 親、 雷： 盛、 經遠、 兼康 等の 詞に於 

いての み、. 「候」 が 用 ゐられ て、 淸 盛の 詞には 更に 用 ゐられ す、 同じ 重 盛に 於いても、 成 親 及び 淸 盛に 

對 する 時に のみ 用 ゐられ て、 臣下に 對 する 時には、 すぐに 取 除かれる の を 見ても、 其の 消息が 知られ 

るで., の 、ら， フ。 
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ありき  ベ つし よ 

さる 程に 新 大納言 成 親 卿 は、 備 前の兒 島に 流され、 やがて 備前備 中の 國 境なる 有 木の 別 所に 移され 

へいはん くわん  ノ  、 

た。 そして 俊寬 傦 都と 平 判官 康賴， 丹 波少將 成經の 三人 は、 薩摩潟 鬼界が 島に 流された が、 翌年 中宮 
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御 産の 御 祈， りの 爲 めに、 非常の 大赦が あって、 康賴 成經の 二人が 赦 されて 都に 召し 還され る ことにな 

つた。 俊寬 一人 は淸 盛の 僭し みが 深 く，， 〕 て、 只 だ 一人 硫黄の 孤島に 淋しく 取殘 された が、 こ、 に 引く 

一章 は、 此の 大 悲境に 於け る 俊 寬の容 子の、 又 其の 心情の 描寫 である。 

御 使 は 丹 左衞門 尉基康 とい ふ 者な り。 急ぎ 船より 上り、 是れに 都より 流され 給 ひた 

りし、 平 判官 康賴 入道、 丹 波 少將殿 やお はすと、 聲々 にぞ 尋ねけ る。 二人の 人々 は、 

例の 熊野詣 して 無 かりけ り。 俊寬 一人 有りけ るが、 これ を 聞いて、 餘 りに 思へば 夢 

てんま はじ^ん  うつ、 

やらん、 又 天魔 波 旬の、 我が 心 を 誑さん とてい ふやらん、 現と も 更に 覺 えぬ もの 哉 

とて、 慌てふためき、 走る ともなく、 倒る、 ともなく、 急ぎ 御 使の 前に 行き 向って、 

これ こそ 流された る俊寬 よと 名乘り 給へば、 維 色が 頸に 懸けさせ たる 布袋より、 入 

道 相 國の赦 文 取り出で て 奉る。 これ を 開けて 見 給 ふに、 重科 は 遠 流に 免ず、 早く 歸 

洛の思 ひ をな すべし。 今度 中宮 御 產の御 祈りに よって、 非常の 赦行 はる。 然る 間 鬼 

界が 島の 流人、 少將 成經、 康賴 法師 赦免とば かり 書かれて、 俊宽 とい ふす 字 はなし。 

禮 紙に、 そ あるらん とて、 鱧 紙 を 見る にも 見えず。 奥より 端へ 讀み、 端より 奧へ讀 み 


けれども、 二人とば かり 書かれて、 三人と は 書かれず。 さる 程に、 少將 ゃ康賴 法師 

も 出で 来たり、 少將の 取って 見る にも、 康賴 法師が 讀 みける にも、 二人とば かり 書 

かれて、 三人と は 書かれ ざり けり。 夢に こそ か、 る 事 は あれ、 夢 かと 思 ひ 成さん と 

すれば 現な り、 現 かと 思へば 又 夢の 如し。 其の上 二人の 人々 の 許へ は、 都より 言 傅 

てた る 文 ども、 幾ら も あり けれども、 俊寬 僧都の 許へ は、 言 問 ふ 文 一 つもな し。 さ 

れば 我が 所 緣の者 ども は、 皆 都の 內に跡 を 留めず なりに ける よと、 思 ひ 遣る にも 覺 

束な し。 抑" 我等 三人 は 同じ 罪、 配所 も 同じ 所な り、 如何 なれば 赦免の 時、 二人 は 召 

し 還され て、 一人 爱に殘 すべき。 平家の 思 ひ 忘れ かや、 執筆の 譲り か。 こ は 如何に 

しつる 事共、 そやと、 天に 仰ぎ 地に 俯して、 泣き 悲しめ ども 甲斐 ぞ なき。 僧都 少將の 

袂に すがり、 俊 寛が 斯樣 になる とい ふ も、 御邊の 父、 故 大納言の、 由な き 謀叛の 故 

なり。 されば 餘 所の 事と 思 ひ 給 ふべ からず。 赦 されなければ、 都 迄 こそ 叶 はずと も、 

せめて は 此の 船に 乘 せて、 九國の 地まで 着けて たべ。 各， -の これに 御座し つる 程 こ 

、 ： つばく たの も  かり  こき やう 

そ 春 は 燕 秋 は 田 面の 雁の 音づ る、 やうに、 おの づ から 故 鄕の事 を も傳へ 聞きつ 
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れ、 今より 後 は、 何として か 聞くべき とて、 閣ぇ 焦がれ 給 ひけり。 少將 誠に、 さ こ 

そ は 思 召され 候ら め、 我等が 召還 さる、 嬉し さも、 さる 事に て は 候へ ども、 御有樣 

A 一ら  のぼ 

を 見 奉る に、 更に 行くべき 空 も 覺ぇ候 はず。 此の 舟に 打乘せ 奉って、 上りた うは 候 

へど も、 都の 御 使 如何にも 叶 ふま じき 由 を 頻りに 申す 其の上、 赦 され もな きに、 三 

人ながら、 島の 內を 出で たりな ど 聞こえ 候は弋 中々 惡 しう 候 ひなんず。 成 經先づ 

，さし 上く 

罷 上って、 人々 にもよ く/ \ 申し 合 はせ、 入道 相 國の氣 色 を も 伺 ひ、 迎 へに 人 を 奉 

ひ ごろ.； は 

らん。 其の 程 は日來 御座し つる やうに 思 ひ 成して 待ち 給へ。 命 は 如何にも 大切の 事 

なれば、 縱ひ 此の 瀨に こそ 漏れさせ 給 ふと も、 終に はな どか 赦免なくて 候べき と、 

樣々 に 慰めの たま へ ども、 僧都 堪へ 忍ぶ ベう も 見え 給 はず。 

さる 程に 舟 出 ださんと しければ、 僧都 船に 乘 つて は 降りつ、 下りて は乘ッ つ、 あ 

よる ふすま 

らまし 事 を ぞし給 ひける。 少將の 形見に は 夜の 衾、 康賴 入道が 形見に は、 一部の 法 

と- <  とる * つ な 

華 經をぞ 留めけ る。 旣に纜 解いて、 舟 押し出 だせば、 僧都 綱に 取りつ き、 腰に なり、 

脇に 成り、 長の 立つ 迄 は 引かれて 出づ。 長 も 及ばず 成りければ、 僧都 船に 取り 附き、 


士 

足 
摺 


九 
七 


け 行て し 具け 行て ぜ乘 れ是 


さて 如何に 各 t 俊寬 をば、 終に 捨て 果て 給 ふか。 日 來の情 も 今 は 何なら ず。 赦 され 無 

ければ、 都 迄 こそ 叶 はずと も、 せめて は 此の 船に 乘 せて、 九 國の地 迄と ロ說 かれけ 

れ ども、 都の 御 使 如何にも 叶 ひ 候 ふま じと て、 取りつ き 給 ひつる 手 を 引きの けて、 

船 をば 終に 漕ぎ出す。 僧都 せん 方な さに、 诸に 上り 倒れ伏し、 稚き 者の、 乳母 や 母 

など を 慕 ふやう に、 足 措 をして、 是れ乘 せて 行け、 具して 行けと 宣 ひて、 喚き 叫び 

給へ ども、 漕ぎ 行く 船の 習 ひに て、 跡 は 白波ば かりなり。 未だ 遠から ぬ 船 なれ ども、 

淚 にくれ て 見え ざり ければ、 僧都 高き 所に 走り 上り、 沖の 方をぞ 招きけ る。 彼の 1^ ム 

浦 小夜 姬が、 唐 舟 を 慕 ひつ、、 領巾 振り けん も、 これに は 過ぎ じと ぞ 見えし。 さる 

S£ に 船 も ぎ 隱れ、 B も暮 るれ ども、 僧都 怪しの 队處へ も歸ら ず、 波に 足 打 洗 はき、 

露に 萎れて、 其の 夜 は そこに ぞ 明かしけ る- さりと も 少將は 情深き 人 なれば、 よき 

樣に 申す 事 もやと 賴みを 懸けて、 其の 瀨に身 を も 投げ ざり し、 心の中 こそ はかなけ 

れ。 昔 早 離 速 離が、 海巌 山に 放 たれたり けん 悲しみ も、 今 こそ 思 ひ 知られ けれ。 


二 

語釋 例の 熊野詣 C 康賴、 成經の 二人が 鈀 州の 熊 野 權現を 信じ、 熊 野に 似た 島の 一 部に 假ぉを て、、 權 現を勸 

請し、 毎日：^:: 處へ 歩み を 運んで 參ノ詣 して ゐ たが、 俊寬は 生得 不信心で、 祌佛を 物と もせす に、 た > 悲しんで ばかり 

ゐたとぃふ^？^が、 前章に 書いて ある。 それ を 承け た 文句。 〇 天魔 波 旬。 人の 善 を爲す 事を妨 ゆる 惡魔. - 魔 は 梵詰魔 

ら  パ I。 ヒ ヤス 

維の 略で 邪魔 障礙 の" 波 は 梵語 播稗？ piyas) の 訛った ので、 障礙 善と いふ 意。 此の 魔王、 欲 界第六 灭の預 に 

宮居し、 其の 數 多き 子女 を 人間界に 降して、 惡人を 煽動し、 善人 を惱亂 する 故に、 天界 なる 作 善 障礙の 王と いふ？ な- 

味で、 天魔 波 旬と は 云った ので ある。 〇 俊寬 よと 名乘り 給へば、 雜 色が 頸に 懸けさせた る. W 袋より、 入道 相 國の赦 

文 取 出で て 奉る。 此の 一段 は 大體、 俊 寬に花 を 持たせて、 重々 しく 寫 して 居る やうに 兒 える C 多分 作者が 俊 寬を以 

て、 コー 人中 第一 位の 人物と し、 又 その 至極の 悲境に 同情した 所から、 斯様に 重く 寫ん たので あらう C 俊寬 自身の 詞 

に、 「候」 とい ふ 挨梭語 を 一度 も 使 はせ すして、 「俊寬 よ」 と 言ひッ 放しに させた の も、 地の文に 於いて 「名乘 り 給へ 

ば」、 「奉る」 と 敬語 を 使った の.^、 皆 さう いふ 作者の 創 „ ^心理の 結 として 現 はれた 現象で ある C 〇 布袋。 .；# の 袋、 

ゆ たう  はっきり 

湯 相よ みに したので ある， - 〇 重科 は 遠 流に 免す。 變な 文句で 判然し ない。 いろ ノ、 の 意味に 取られる が、 或 ひ は 

「汝 等が 謀叛の 大罪 をば、 今迄の 遠 流 生活で 償 はれた ものと して 究 してやる。」 とい ふ 事 か、 或 ひ は 重科 は 重き 刑罰 

の 意、 遠 流 は 遠 流人の 意で、 「汝等 遠 流人に 對し、 重き 刑罰 を ゆるして 都に 召還して やる ビ とい ふ 事 か、 多分 この 
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二つの 中で あらう. - 私 は 多分 第二の 方 かと 思 ふが、 當 時の 此の 種類の 公文書な どの 用例 をよ く 調べ た 上で なければ 

はっきり 言 ふこと が 出来ぬ、」 〇 早く 歸洛の 思 ひ をな すべし C  う 都に 歸れ るん-たと 思って、 早連悅 ベと いふので あ 

らう。 面白い が、 不思議な 文句で ある。 〇 非常の 赦 C 赦 書に 赦を 分けて 常赦、 大赦、 非常 赦の 三つと して 居る。 常 

赦は 普通の 大罪まで を赦 すだけ で、 八虐 (前に 云った 誰 反、 謀叛、 謀 大逆、 惡逆、 不道、 大 不敬、 不孝、 不義) や 故 

殺人 は赦 さぬ が、 大赦 は大辟 以下 八虐、 故殺 人 をん 赦し、 非常 赦は大 辟 以下 八虐、 故殺 人、 私鑄錢 まで を も 悉く 赦 

す。 此處に 謂 ふ 「非常の 赦」 が卽 ち是れ で、 一 種の 法 家の 用語で ある。 ^曲 「俊 寬」 に 「き 行 はる 、 により」 と 

「大」 の 字 をつ けて あるの は、 俗に 碎 けて 句 調 をよ くした ので あらう。 〇 禮紙」 晶紙 とも 書く。 書 狀の上 を卷く 白い 

紙で、 其の上に 更に 包紙 を用ゐ るので あるが、 禮 紙まで が 儀式 上 常 具の 品目に なって ゐ るので ある C 〇 三人と は 書 

かれす。 さる 程に。 「さる 程に」 は 「其の 中に」 とい ふ 意。 軍記な どの 常 文句で 本來 變な詞 であるが、 使 ひ 馴らして 此 

の邊 では、 もうす つかり 落ちついて ゐる。 そして、 「三人と は 書かれす」 から 「さる 程に」 へのつ > きも、 非常に 調子 

がよ い。 〇 少將の 取って 見る にも、 康賴 法師が 讀 みける にも 「取って 見る」、 「讀 みける」 は、 同じ 事 を 別な 語で 言 

ひ 表 はして 變化 をつ けたので あるが、 若い 方の 少將 が、 「ドレ 私が。」 と 云って 取って 見 一で 年と つた 入道の 康賴が 

「私 も 讀んで 見 ませう..」 と 云って 讀ん であった にもと いふ 風に 書く のが 面白い、 とい ふので、 かう したので あらう- 

また 成經  と康賴 とに は、  「取って 見る にも」、 「讀 みける にも」 と、 敬語な しの 書き捨て にし、 俊 寬には 「これ を^け 

て 見 給 ふに」 と、 敬語 をつ け、 間近の 處で斯 樣に區 別して あるの は、 前に 云った 趣意で、 悲境の 俊 寛に 花 を 持たせ、 


； 8 かり  まき そへ 

同情 を そ、 いだので あらう。 〇 我が 所 緣の者 ども 云々。 緣者 知己の 親しい 人達 は、 平家の 迫害に 怖ぢ、 連坐 を 恐れ 

て、 京都 を 退散した ので あらう とい ふこと" 〇 二人 は 召し 還され て、 一人 こ、 に殘 すべき、" 文法的に いへば 自他の 

組み合 はせ が 違って ゐる C 正しく は 「二人 を 召し 還して 一 人を殘 す」 と、 兩方を 能動的に する か、 或 ひ は 「二人 は 召 

し 遠され て 一人 は殘 る」 と 兩方を 自動的に する か、 すべきで ある-か、 恐らく、 「我れ 一人 を こ、 に殘 すと は 怪しから 

ぬ】 とい ふ、 俊寬が 無念の 情 を 現 はして、 わざと、 後 を 他動に したので あらう。 〇 天に 仰ぎ 地に 俯して 泣き 悲しめ 

ども。 『平家』 の 常 文句 だが、 絕 望の 心 持 を いかにも よく 現 はして 居る。 〇 「甲斐 ぞ なき」 から 「惜 都少 將の袂 にす が 

レ- つと 

り」 へ、 接續詞 なしに 續 けた 處が、 簡潔で よい。 〇 春 は 燕、 秋 は 田 面の 雁 云々。 成經の 舅、 平 宰相 敎 盛の 領地が 肥 

前國鹿 瀨の庄 にあり、 そこから 衣食 を 送って 居た ので • 御 事 達の 居らる、 中 は、 故鄉の 便り も 多少 は 聞かれた がと 

云 ふ 意 C 〇 少將 誠に さ こそ は 思 召され 候 ふらめ 俊 寛の 詞には 「候」 がな く、 少將の 俊 寬に對 する 詞に は、 「候」 の あ 

るの を 注意すべき である。 かう いふ 微妙な 影 を 見逃がす と、 ^代 語譯 などが、 すッ かり 死んで しま ふで あらう。 〇 

そら  ぢ から  そ ら 

更に 行くべき 空。 「歸り 力、 歸 る勇氣 もない」 とい ふ 事で あるが、 「空」 の 意味 はわから ない C 田 中 大秀は 『竹 取 物語 

解』 の 中で 「氣を 喪 ひたる やうの 意」 と 云って ゐ るが、 どうで あらう か。 私は遙 かなる 希望の 地に あこがれる 意 を あ 

ら はした 詞 かと 思 ふ。 〇 曰 頃お はしつ る樣 に。 是れ まで 通りに。 〇 此の 瀨。 「瀨」 はめった にない 機會の 意。 淵に 對 

とりつき  、 

する 瀨で、 取附 どころ の 意で あらう。 〇 あらまし 事。 諸註釋 書に は、 荒々 しい 擧 動の 意に 解釋 して 居る が、 私 は あ 

らま ほしく 思 ふ 事の 意で、 穴 r; 想 的 希望 を 述べた とい ふ 事と 思 ふ。 つまり 「連れて行って 下さる とよい がな あ」、 「せ 
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めて 九州 迄で も」 など、 いろ ノ. -と、 希望 を 述べた とい ふので あらう。 爱で 荒々 しい 粮 暴の 振舞 を 演じて は、 人々 

の 同情 を 失 ふこと になる から、 そんな 事 をす る 苦がない" 又 「長 門 本」 に は、 俊 寛が 他の 二人と 遠 ひ 不信心であった 

事を寫 して、 「神明 佛陀の 御名 をも唱 へす、 あらまし の 熊野詣 もせす」 (さう ありたい 結構な 熊野詣 もせす の 意) と 云 

つて 居り、 また 康賴 人道の 作と 云 はれる 『寳物 集』 に、 道行く 二人の 空想的 希望 を 描いて、 餅で も 落ちて 居れば よい 

がと いふ 所 を、 「二人 道 を 行く とて あらまし 事に」 と 書いて ある 處を見 ると、 かた <z« これ は {4.- 想 的 希望 を 意味す る 

當 時の 惯 EE 語であった ので あらう。 さう すると 一 いひ 給 ひける」 と 云 はすして 「し 給 ひける」 と 云った のが を かしい や 

うだが、 「言 ふ」 は 「する 事」 の 一 種で、 言 ふ 事 を 「する」 と 言った 例 は、 他の 立派な 十：： 典に 幾ら も あるから 差 支 ある ま 

X ぎ  かいまき  た ふ〕 

い。 〇 夜の 衾 C 寢る 時に かける 夜着、 搔卷の 類い 〇 腰に 成り、 脇に 成"、 長の 立つ 迄 は。 綱に 引き すられて 行く 中 

に、 腰まで 水に 浸る、 やがて 脇まで 浸る、 浸り 浸って 脊の 立つ 中 は 引かれて 行つ. ^が， とい. ふ 意」 簡淨 によく 書い 

て 居る C 〇 さて 如何に 各ぷ C  i 取附き 一 を 承け て 「俊寬 をば」 につ >  く、 續き 工合、 轉じ 工合が 實 にょい C 〇 稚き 者の 

は 母 や 母な ど を 慕 ふやう に. 普通の 人 ゃ禮 儀から いふと、 第一 に 尊い 生みの親の 母を擧 け、 次ぎに 卑しい-職 女の 

めの-こ  め Qi 

^母 を擧 ゆて、 「母 や 乳母な ど を 慕ふ樣 に」 とい ふべき であるが、 源平 常時の 貴族 階級に 取って、 實 母の 御 蠆 所 は、 

生み ッ 放しで、 養育 はすぐ に 臣下の 妻の 乳 ある 者に 託する ので、 母と は 名のみ で、 子に 親しみが なく、 乳母の 方が 

寧ろ 深く 子に 親 まれた ので、 その 時代 常識の 人情が、 此の 文句の 順序 立に 現 はれて、 此の 不思議な 逆 まな 言 ひ 表し 

い き 

を させた ので あらう： 斯様な 些細な 詞使 ひの 中に も、 時代 思想が 呼吸 をつ いて 居る から 面白い ので ある。 伹 しこ、 


を 「八 坂 本」 に は 「母 やめのと を」 として あるが、 f  ) れは 多分 此の 點に 心づ いて 普通の 常識的に 改めた ので あらう C 〇 

漕 ざ 行く 船の 習 ひに て 跡 は 白波ば かりなり、〕 多分 「白波， 一に 一知らぬ」 意 を 掛け 持た したので あらう。 斯うい ふ裼 合の 

お ちの さで ひこ 

心 持 を、 いかにも よく 書いて 居る，】 〇 松 池 小夜 姬。 欽明 天皇の 朝に、 大伴佐 提彥が 新羅に 行く 時、 松 5^ の 豪族の 女 

さ X ひめ  ひ れ 

小夜 姬が、 男との 別れ を悲 み、 船影 を 追うて、 高い 處へ 高い 處へ 駅け 登り、 預巾を 振りつ 、、 一 念 凝って 遂に 石と 

な  ひれふみ やま  ？ < う ふ せき  ふレ. ご 

化った」 それから、 その 山 を領振 出、 石 を 望 夫 石と 云った とい ふ傳說 C 〇 あやしの 臥處。 「あやし」 は 多く 「怪」 「賤」 

の ニ義を 兼ねて 居る。 極めて 粗末な 卑しい ところで >  人の 臥處 が、 獸 の臥處 か、 こんな 處に 住める か、 住めぬ かと 

ふレ どころ 

疑 はわる やうな ひどい si 處と いふ 一とし 〇 其の 瀨に身 を も投け ざ. りし 心の中 こそ はかな けれ C 此の 千歳 一 遇の 機 <t れ、 

一 度 取り はづ せば 又 逢 ふ 事の 出来ぬ 機會を 取り はづ しながら、 思 ひ 切って 身 を 投げなかった の は、 實に氣 の 毒な 情 

ない 事であった とい ふ 意。 かう いふの が 『平家」 特有の 調子で あるが、 諸行無常、 盛者 必衰、 どうせ 賴 まれぬ の 

末に 望み を かける と は、 笑止な 事！ かう いふ 中にはかない、 物悲しけ な、 世の中 を 見切った 調子が、 而. m く 出て 

居る ではありません か。 〇：： 十 離 速 離が 海巖 山へ 放 たれたり けん C 壯里 C 心 里と.， r 書いて ある C もとは 『淨土 本 緣經』 と 

いふ 經夂 にある 天竺の 故事で、 又 鬼界の 島の 流人の 一 人、 康賴 入道の 書いた とい ふ r 寳物 集」. に，.、 載せて ある。 南天 

竺、 摩 涅 婆吒 國の梵 士長 那の 二子、 七 歳と 五 歳になる 早 離、 速 離と いふの が、 飢饉の 年 父が 食 を 求めに 遠く 出かけ 

た 留守中、 繼 母に 海中に 連れ出され、 岩石 峨々 たる 孤島に 置 去に されて、 飢死に、 泣 死にに 死んだ とい ふ 哀話。 俊 

寬の 境遇に いかにも よく 似通った 哀話で ある。 
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これが 謠 曲の 「俊 寬」、 曲亭馬 琴の 『俊寬 $5 都 島 物語』 を 始めと して、 明治 大正に 至る まで 數 多く 現 は 

れた、 あらゆる 「俊 寬文學 J の 材料に なった 大本の 種子で ある。 いふ 迄 もな く、 同情の ある 叙事の 筆 を 

面白く 運んだ とい ふだけ で、 戲 曲で も小說 でもない から、 場面の 轉換 や、 科白の 變化 や、 脚色の 面白 

* 等に 於いて 物 足らぬ 所が あるで あらう。 また 作者の 特別な 哲學ゃ 人生 觀を現 はす 爲 めに 書いた も 

ので もない から、 近代の 人の 耍 める やうな、 或る 種類の 深刻 味 は 求められぬ であらう。 けれども 事實 

を事實 として 書いた ものと 見、 作者が 想像の 眼に 描いた 幻影 を、 其の儘に 寫し たものと して は、 實：. 

よく 出 來てゐ ると 云って よい。 第一 に 筋の 運び 方が、 いかにも 自然で そして 巧みで ある。 まづ、 御 使 

力 上陸して 聲々 に 流人 を 尋ねる。 = 留守 を 守って ゐ た俊寬 が、 唯 だ 一人、 之れ を迎 へたが、 赦免 狀に 

自分の 名が 無い の を 見て 驚く。 = 所へ、 他の 二人が 歸 つて 来て 讀んで 見た が、 結果 は 同じく、 自分 一 

人 だけが 恩赦から 除かれて ゐる。 = 彼れ は先づ 天に 仰ぎ 地. に 俯して 獨， り 愁歎す る。 = 次ぎに は、 二人 

に ft て 哀願し 愚痴 をい ふ。 = 二人に 慰められる。 = 舟が 出ようと すると、 區狽 して 又 哀願す る。 = 

やがて、 二人の 形見が 提出され る。 = やがて、 舟が 纜を 解いて 出る。 = 慌て、 綱に 取. - ついた：^、 


引 却 けられる。 = 舟が 段々 遠くなる、 跡に 見える の は 白浪ば か，.^、 = 高 きに 登って 遙 かに 舟 を 招く。 

= 松 浦 小夜 姬 にも 劣らぬ 心 持であった であらう。 其の 夜 は 海邊に 明かし、 賴 まれぬ 人の 情 を あてに し 

て、 死ぬ ベ か 力し 命を存 へたの は 果敢ない ことであった。 = と いふので あるが、 いかにも 顺序 がよく 

立って、 ，つまく 始め、 よく 績け、 よく 轉じ、 よく 收 めて 居る では あ， りません か。 

第二に は、 俊 寬に花 を 持たせて、 同情して 書いた 所がよ い。 第三に は、 三人の 流人と 御 使と 四 人の 

性格 を、 明らかに 描いた とい ふ 程で はない が、 とにかく、 殘る 者と、 召し 還 さる、 者と、 二人 を 伴 ひ 

一人 を殘 して 行く 使者と、 三方 面の 餘儀 なき 事情 を、 それぐ に 汲み取って、 簡單 ながら、 素直に 自 

然に 書いて 居る 所がよ い。 第 四に は、 同じ 事 を 繰 返す にも、 相 應に變 化 をつ けて、 更に 重複 單調 の感 

じ を 起こさせぬ 所がよ い。 例へば、 「二人と あって、 三人と は 書かれ や」 とい ふ 同じ 事 を 書く にも、 初 

めに は 俊寬ー 人の 事と し、 「奥よ， り 端へ 讀み、 端よ， り 奧へ讀 み」 と 丁寧に 書いて、 (序ながら 初めに 「端 

よ， り 奥へ」 と 云 はすして 「奥よ， り 端へ」 と 書いた のな ども、 かう いふ 場合の 人情 を 如實に 見せて、 注意 

が 行き 屈いて ゐ る。， - 

二人とば かり 書かれて、 三人と は 書かれす。 

と 言 ひ、 やがて 二人の 所作に なって は、 「取って 見る にも」、 r 讀 みける にも」 と、 あっさ， りと 書いて、 
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二人とば か， 9 書かれて、 三人と は 書かれ ざり け， 9。 

「書かれて はゐ ないで あった」 と、 決定的、 絕望 的、 咏嘆 的に 言って 居る の も、 巧みな 描寫 とい ふべ 

きで あらう。 或 ひ は 「舟に 乘 せよ； の 哀願 も、 三度まで 繰 返されて 居る が、 初めに は、 

赦 され 無ければ、 都まで こそ 叶 はすと も、 せめて は 此の 船に 乘 せて、 九國の 地まで 着けて たべ。 

と、 丁寧に 敬語まで 附け、 次ぎに は、 一 日 來の情 も 今 は 何らなら す」 と、 皮肉の 恨み を 添へ、 

「せめて は 此の 船に 乘 せて、 九 國の地 迄」 とロ說 かれ けれども、 

と 云って、 後 を 略し、 最後に は、 前の 依賴 が、 もう 捨鉢 的の 命令と 變 はって、 

是れ乘 せて 行け、 具して 行けと 宣 ひて、 喚き 叫び 給へ ども、 ：： 

とい ひ、 而も 「乘 せて」 「具して」 と、 詞を變 へて、 二度 繰返して 居るな ど、 同 中に 異ぁ. り、 異 中に 同 

ある 呼吸 を、 うまく も 手に入れ たもので は あ， りません か。 其の上に 『平家』 式の 物が なしい 哀調が あら 

はれて、 奢る 平家の 淋しく 滅び 行くべき 運命 を豫 示して 居る 趣の ある 事な ど を 思 ひ 合せる と、 此の 一 

篇 をば、 短いながら に、 よく 人を寫 し、 事を寫 し、 時代 を寫 し、 人間の 運命 を寫 して 居る と 云つ でも、 

必ゃ しも 過言 で は あ る まいと ふので あ， り ます。 


.A な やき 

第 十三 兩 馬の 鐵燒 

諸行無常 盛者 必衰が 『平家物語』 の 大切な 基調 だからと て、 かぅ濕っぼぃ^$柄ばかりがっ>- ぃては、 

お 話が 滅入って 仕樣が あ， りません。 ちと 氣を換 へ て、 勇ましい 武人の 心意 氣の現 はれた 題材に 轉じま 

せう。 まづ、 卷第 四、 源 三位 賴 政が 高 倉宮に 平家 討伐の、 謂 は ゆる 「謀叛」 を御勸 めして、 旗 上げ をす 

J  き ほふ 

る その 初めの 械話 として、 彼れ が郞 黨渡邊 競が、 機轉 の！ ましい 物語 を 擧げて 見ます。 

明くる 十六 曰、 高 倉 宮の御 謀叛 起こさせ 給 ひて、 三 井寺へ 落ちさせ 給ふぞ やと、 申 

き やう なの  げん ざ.，；' 

す 程 こそ あり けれ 京 中の 騷動 斜めなら ず。 抑" 此の 源 三位 入道 頼 政 は、 年頃日頃 

こ とし 

も 有れば こそ 有りけ め、 今年 如何なる 心に て、 謀叛 をば 起こされ ける ぞと いふに、 

平家の 次男 宗盛 卿の、 不思議の 事 をのみ し 給 ひける によって なり。 されば 人の 世に 

す *、 

有れば とて、 坐ろ に 言 ふま じき 事 をい ひ、 すさまじき 事 をす る は、 能く/ \ 甲 5 慮 あ 
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るべき 事な り。 喩 へば 其の 頃 三位 入道の 嫡子、 伊豆守 仲 綱の 許に、 ^^1^に聞こぇヒ 

かげ  なら  いち： < ；-っ 

る 名馬 あり。 鹿 毛なる 馬の 雙び なき 逸物、 乘り、 走り、 心 向け、 ii こ 有るべし とも 

覺 えず。 名 をば 木の 下と ぞ云 はれけ る。 宗盛卿 使者 を 立て、 聞こえ 候 名馬 を 賜 はつ 

て、 見 候 はに やと 宣ひ遣 はされ たりければ、 伊豆守の 返事に は、 さる 馬 を 持って 候 

ひし を、 此の程 餘 りに 乘り 疲ら かして 候 程に、 暫 らく t おはら せんが 爲 めに、 へ 

遣 はして 候と 申されければ、 さらん に は 力及ばず とて、 其の後 は 沙汰 無 かりけ るが、 

多く  S み 居たり ける 平家の 侍 共、 あっぱれ 其の 馬 は 一昨日 も 候 ひし、 喉 ふ 曰 も 見えて 

けさ  に はの リ 

今 4^ も 庭 乘し候 ひつるな ど、 口々 に 申しければ、 さて は惜 むご ざん なれ 惡し乞 

-  、 V  ふ fQ  ひととき  ご ろぐ たび しら H ちた *ひ 

へと て 侍して 馳せ させ、 文な どして、 一時が 中に 五六 度 七^ 度な ど 乞 はれければ、 

三位 入道 これ を 聞き、 伊豆守に 向って 宣 ひける は、 たと ひ 黃金を 以て 丸めた る 馬な 

りと も それ 程 人の 乞 はう ずるに、 惜 むべき 樣ゃ ある、 其の 馬 速 かに 六 皮 J 維へ 也、 gj ま 

せと こそ 宣 ひけれ。 伊豆 ノ守 力及ばず、 一首の 歌 を 書き 副へ て、 六 波 羅へ遣 はさる。 

戀 しく は 来ても 見よ かし 身て 添 ふる 


かげ をば いか、. - 放ち や る ベ き。 

宗盛 卿、 先づ 歌の 返事 をば、 し 給 はで、 あっぱれ 馬 や、 馬 は 誠に 好い 馬で 有りけ り。 

ぬし な のり かな やき 

され ども 餘 りに 惜 みつるが 憎き に、 主が 名乘 を鐡燒 にせよ とて、 仲 綱と いふ 鐵燒を 

まらう ど さ 

して、 厩に こそ 立てられ けれ。 客人 來て、 聞こえ 候 名馬 を、 見 候 はば やと 申し けれ 

ば、 其の 仲 綱め に 鞍 置け、 引き出せ、 乘れ、 打て、 はれ、 なんど ぞ宣 ひける。 伊豆 

守 此の 由 を 傅へ 聞き 給 ひて、 身に 代へ て 思 ふ 馬 なれ ども、 權 威に 附 いて 取らる、 さ 

へ あるに、 剩へ 天下の 笑 はれ 草と 成らん ずる 事 こそ、 安から ねと、 大きに 憤られけ 

れば、 三位 入道 宣 ひける は、 何條 事の あるべき と 思 ひ 侮って、 平家の 人 共が、 かや 

.S- のち い  なに  •  ひん ざ 

うの しれ 事 をす るに こそ あんなれ。 其の 儀なら ば、 命 生きても 何に か はせん。 便官 

を 窺 ふに こそ あらめ と宣 へ ども、 私に は 思 ひも 立 たれず、 高 倉 M 呂を勸 め 申されけ る 

とぞ、 後に は 聞こえし。 

てんが  こまつの おと おと 

これにつ けても、 天下の 人、 小 松 大臣の 事 をぞ、 忍び 申しけ る。 或る時 大臣 參內の 

ついで  くちな は  おと、 さ しぬ さ 

次に 中宮の 御 方へ 參ら させ 給 ふに、 八 尺ば かり ありけ る 蛇の、 大臣の 指貫の 左の 
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りん  は ひま は 

輪 を 這 廻りけ る を、 重 盛 騒がば 女房 達も騷 ぎ、 中宮 も 驚かせ 給 ひなんず と 思 召し、 左 

おさ  かし 0  な はし  ちっと 

の 手に て 尾 を 押へ、 右の 手に て 頭 を 取って、 直 衣の 袖の 中へ 引き入れ、 些も騷 がず、 

さ ふ 0  ノ 

つい 立って、 六 位 や 候 ふ、 六 位 や 候 ふと 召されければ、 伊豆守 仲 綱、 其の 時 は 未だ 

ゑ ム  ぐらん ど  さ ぶら    くちな は 

衞 府の藏 人に て 候 はれけ るが、 仲 綱と 名乘 つて 參られ たるに、 此の 蛇 をた ぶ。 賜 は 

ゆば どの  てんじゃう  ,.t  く- リ  こ とねり 

つて 弓 場 殿を經 て、 殿上の 小 庭に 出で つ、、 御倉の 小 舍人を 招いて、 是れ賜 はれと 

かしら ふ  ノ  ^；^まふ 

言 はれければ、 大きに 頭を掉 つて 逃げ去りぬ。 伊豆守 力及ばず、 我が 郞黨の 競 を 召 

ぁズ)  上 

して、 これ を 賜ぶ。 賜 はって 捨て、 げり。 其の 朝 小 松 殿より、 好い 馬に 鞍 置いて、 

伊豆守の 許へ 遣 はすと て、 さても 昨日の 振舞 こそ、 優に やさしう 候 ひつれ。 是れは 

のり、 二り  ゆ ふ ベ  V- ん？： ：  けい ぜ ノ 

乘 一の 馬で 候ぞ。 夕に 及ん、 て陣 外より、 傾城の 許へ 通 はれん 時、 用ゐら るべ しとて 

ノ だいじん ご へんじ  おん. ま  きの ふ  おん 

遣 はさる。 伊豆守 大臣の 御 返事 なれば。 御馬 畏 つて 賜 はり 候 ひぬ。 さても 昨日の 御 

ふるま ひ  げん じ やうら く 

振舞 は、 還城樂 にこ そ、 似て 候 ひし かと ぞ 申されけ る。 如何 なれば 小 松 殿 は、 かや 

うに 優なる ためし も 御座せ しぞ かし。 此の 宗盛卿 は、 さ こそな からめ、 人の 惜む馬 

乞 ひ 取って、 剩へ 天下の 大事に 及びぬ る こそうた て けれ。 去 程に 同じき 十六 曰の 夜； 
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ニー  二 

ノ  げん  ノ  ノ 

に 入って、 源 三位 入道 賴政、 嫡子 伊豆守 仲 綱、 次男 源大夫 判官 兼 綱、 六 條藏人 仲 家、 

げ  ひた かぶと  たち 

其の 子 藏人大 夫 仲光已 下、 混 兜 三百 餘騎、 館に 火 かけ 燒き 上げて、 三 井寺へ こそ 參. 

られ けれ。 

爱に 三位 入道の 年頃の 侍に、 渡 邊源三 競 瀧 口と いふ 者 あり。 馳せ 後れて 留まりけ 

し- つ  ノ  と 

る を、 六 波羅へ 召して、 など 汝は相 傅の、 王、 三位 入道が 供 をば せで、 留まった る 、そ 

かしこま  ひ ごろ 

と宣 へば、 競畏 つて 申しけ る は、 日來は 自然の 事 も 候 は、 \ 眞先 かけて 命 を 奉らう 


とこ そ存ぜ しか、 今度 はいか 候 ひつる やらん、 かう とも 知らせられ ざり つる 間、 

ノ  けんざん  ぜんど こうえ，、、  たうけ 

留まって 候と 申す。 宗盛卿 これに も 又兼參 の者ぞ かし。 先途 後榮を 存知して、 當家 

に附 いて 奉公せ うと や 思 ふ、 又 朝敵 賴政 法師に 同心 せんと や 思 ふ。 有りの 儘に 申せ 

上し  い かん 

とこ そ宣 ひけれ。 競淚 を、 はら/ \ と 流いて、 たと ひ 相 傅の 好み 候と も、 如何 か 朝 

ざ ふら ふ 

敵と なれる 人に、 同心 をば 仕り 候べき。 只 だ 殿中に 奉公 致さう ずる 候と 申しければ、 

D い V い  ちっと 

大將 さらば 奉公せ よ、 賴政 法師が しけん 恩に は、 些も 劣る まじき ぞ とて、 入り 給 ひ 

あした  ゆ ふべ 

ぬ。 朝より 夕に 及ぶ まで， 競 ±. 在る か， 11^ ふ、 在る か、 院 ふとて 伺 K す。 日 もやう 


やう 暮れければ、 大將出 でられたり。 競畏 つて 申しけ る は、 誠 や 三位 入道 は、 三 井 

寺に と 聞こえ 候。 定めて 夜 討なん ども や 向けられ 候 はんず らん。 三位 入道の 一類、 

渡邊ノ 黨、 さて は 三 井寺 法師に てぞ候 はんず らん。 心憎う も 候 はず。 罷 向って 擇 討な 

ども 仕るべき。 さる 馬 を 持って 候 ひし を、 此の ほど 親しい 奴め に盜 まれて 候 U 御馬 

しろ あし げ  なん 

一匹 下し 預り候 は 1- やと 申しければ、 大將 尤も さるべし とて， 白 葦毛なる 馬の 南 

繚 とて 祕藏 せられた りけ るに、 好い 鞍 置いて 競に 賜ぶ。 賜 はって 宿所に 歸り、 早 日 

の 暮れよ かし" 三 井寺へ 馳せ參 り、 入道 殿の 眞先 かけて、 討死 せんと ぞ 申しけ る e 

曰 もやう く 暮れければ、 妻子 共 をば 彼 處此處 に 立ち 忍ばせて、 三 井寺へ と 出立 

ひやう もん かりぎぬ  きくと さ  き せ 

ちけ る、 心の中 こそ 無慚 なれ。 狂 紋の狩 衣、 菊 綴 大きら かにした るに、 重代の 着 背 

長、 排緘の 鎧 着て、 星 白 兜の 緖を しめ、 いか 物 作の 太刀 を帶 き、 二十 四 指いた る大 

中 黑の矢 負 ひ、 瀧 口の 骨法 忘れ じと や、 鷹の 羽で 矧 いだり ける 的 矢 一手 ぞ 差し 添へ 

とねり をと こ もち だて わきば さ 

たる。 滋籐の 弓 持って、. 南繚 に打乘 り、 乘替 一騎 打 具し、 舍人 男に 持楣脇 挾ませ、 

屋 形に 火 かけ 燒き 上げて、 三 井寺へ こそ 馳 せたり けれ。 六 波 羅には 競が 屋 形より、 
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二  I 四 

ひしめ  ノ  き や 

火出來 たりと て囂 きけ り。 宗盛卿 急ぎ 出で て、 競 は 在る か、 候 はずと 申す。 す は 彼 

つ  おつか  すぐ 

奴め を 手 延びに して、 たばかられ ぬる は。 あれ 追 懸けて 討てと 宣へ ども、 競 は 勝れ 

だい さから がう 

たる 大力の 剛の者、 矢續 早の 手き、 にて ありければ、 二十 四 指いた る 矢て は、 先づ 

二十 四 人 は 射殺され なんず。 音な せ そとて、 進む 者 こそな かり けれ。 

只今し も 三 井寺に は、 渡 邊黨寄 合って、 競が 沙汰 ありけ り。 如何にもして 此の 競 

瀧 口 をば、 召し 具せられ 候 はんず る もの をと、 口々 に 申されければ、 三位 入道 競が 

心 を 能く 知って 宣 ひける は、 無下に 其の 者 捕へ 搦 めら れは せじ。 入道に 志 深き 者な 

れば、 見よ 只今 參 らうず る ぞと宣 ひも 果てぬ に、 競つ と參 りたり。 されば こそと ぞ 

い， つの かう のとの  こ  し た 

宣 ひける。 競畏 つて 申しけ る は、 伊豆守 殿の 木の 下が 代 はりに、 六 波 羅の南 繚をこ 

そ 取って 參 つて 候へ、 參らせ 候 はんとて 奉る。 伊豆守 斜 ならず 悅び給 ひて、 やがて 

を か み  か な や き 

尾髮を 切り、 鐵燒 をして、 その 夜 六 波 羅へ遣 はさる。 夜半ば かりに 門の 內へ追 ひ 入 

れ たりければ、 履に 入って、 馬 共と 嚼ひ合 ひければ、 其の 時舍人 驚き 合 ひ、 南繚が 

參 つて 候と 申す。 宗盛卿 急ぎ 出で て 見 給 ふに、 昔 は 南繚、 今 は 平宗盛 入道と いふ、 


鐡燒を こそしたり けれ、 大將惡 い 競め を、 斬って 捨 つべ かりけ る 者 を、 手 延びに し 

て たばかられ ぬる ことこ そ 安から ね。 今度 三 井寺へ 寄せた らんず る 人々 は、 如何 

にもして、 競め を 生 捕に せよ。 鋸で 首 斬らん と、 躍り 上り 躍り あがり 怒られけ しど 

も、 南 繚が尾 髮も生 ひず、 鐵燒 もまた 失せ ざり けり。 

二 

語釋 申す 程 こそ あり けれ、) 申す 直ぐに、 言 ふか 云 はぬ に。 〇 斜なら す (- 好い 加减 一通りで たく、 大層 二。 〇 年 

頃日 頃 も 有れば こそ ありけ め、」 妙な 言 ひ 廻し の 語法で よく 解らぬ C 是れ まで も、 無事にお となし くして 居られる か 

ら こそ 居った であらう に、 とい ふ 事 か。 或 ひ は、 是れ 迄，， > 謀叛 を 起こすならば 起こす 機會 もあった であらう に、 ど 

うして 擇 りに 擇 つて、 今年 謀叛 を 起こした ぞ、 とい ふ 事 か、 多分 此の 二つの 中で あらう。 後の方で も あら うか C 

〇 不思議の 事. - 當 時の 特別な 用例で、 亂 暴な 事、 怪しから ぬ 事と いふ 意 C 道理 を 超越した 不可思議と いふ ことで ま 

ない。 〇 世に 有れば とて。 成功して 世に 有り 甲斐の ある 立派な 境涯になる， と。 有り 甲斐な しに？ 11^ れた事 を 「はに 

なし」 と 云って、 「世に なし 源氏」 などい ふの がその 反對の 意で ある。 〇す>  ろに C 思 ふま、、 心の 進む ま、 に。 〇 

^へば。 此の 時分の 詞 癖で、 「申さば」 「とい ふの は」 とい ふ 位の 意。 別に 譬喩、 を 引く とい ふので はない。 若し 字 を あ 
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I  く ぢぅ 

てるなら、 寧ろ 一 仇」 の 字で あらう。 〇 九重。 琵琶の 方で は、 ク.、 チウと 讀む とい ふこと である。 民間の みならす、 雲 

深き 宮中まで 聞こえた とい ふこと。 〇 乘り、 走り、 心 向け。 乗り心地 はよ し、 早 走りで はあり、 性質 は 素直で 可愛 

い 仁 は  でんじ や 

ゆし， 三拍子 揃って 申 分がない とい ふ 事。 〇 勞 らせん。 骨休めさせる 事。 〇 田舍。 當 時の 讀 みく せで、 デン ジャと 

. . - ,  )  -  をと * ひ  きの ふ  け さ 

云った ので ある。 〇 あつ はれ 其の 馬 は 一 咋日も 候 ひし、 昨日 も 見えて 候、 今朝 も 庭 乘し候 ひつるな ど：：。 侍 共が 

口々 に、 「へ ィ、 圖々 しく そんな 事 を 申しました か？」 

甲 「其の 馬 は、 一 昨日 も 居りました がね c」 

乙 「なァ に、 咋日も 見まして 御座います。」 

け ふ  けさ 

丙 「今日の 今朝 も、 現に、 あの 星 敷で 庭乘 をして 居りました よ。」 

とい ふので ある。 漸曆 的に 段々 調子 を 高めて、 「 一 咋日」 が 「咋 日」 になり、 而 して 「今日」 になり、 「候 ひし」 (唯 だ 居 

たとい ふ 丈) が 「見えて 候」 (眼前に 見た) になり、 最後に 「庭 乘し候 ひつる」 (現に 其の 家の 庭で 乘週 しつ、 あった) に 

なった 所が、 面白いで はない か。 かう せり 上 けられて、 嗜 愚の 宗盛、 かッと 激して 圆に乘 つたので あらう。 實 にう 

まく 書いて ある." 〇 扨 は 惜しむ ござん なれ。 惜しむ にこ そ ある なれで、 「では、 惜し さに-: U ましたの だな。 曾い 奴 

だ。 無心して やれ。」 とい ふので ある。 「惡 し。 乞へ。」 など も、 一 々終止 段 どめで、 小刻みに 切った 所が 面白い。 〇 

たと ひ 黄金 を 以て 丸めた る 馬な りと も。 簡潔で 面白い。 長 門 本に は 「當世 あの人々 の 言葉 を かけん をば、 たと ひ 白 

がね こがね を まろめ たる 馬な りと も、 惜しみお きて は、 家の 中に て乘 らんす るか。 便の 又來ぬ さきに、 急ぎ 其の 馬 


つか はすべし。」 など、 念 を 入れて 書いて あるが、 これで は 少し 冗漫 過ぎて 面白くない。 悉くと は 云へ ぬが、 大體流 

布 本が、 文章 的藝術 的に 見て、 一 番 よく 出来て 居る 様で ある" 〇 戀 しく は 来ても 見よ かし。 影に 馬の 毛 付の 鹿 毛 を 

添へ たので、 「それほど 欲しく 戀 しく は、 こちらへ 來て 見られる. かよい。 形に 影 は 離れぬ もの、 私と 愛馬の 鹿 毛と 

は、 形と 影との 樣に 離れぬ 仲ぢ や。 どうして これが 手ば なされ ませう か。」 とい ふ 意。 〇 鐵嬈。 燒金を あて、 文字 や 

線な ど を 現 はす、 と、 謂 は ゆる 恪印。 〇 其の 仲 綱め に、 鞍 置け、 引き出せ、 乘れ、 打て、 はれ、 なんと ぞ宣 ひける。 

とほ  ひとりて ち  , 、 

馬 をす ッ かり 人 閒扱 ひに して- 馬への 詞を 通して 仲 綱 を 嘲った ので、 一 つぐ を コ 口/、 と獨 立に 列 叙して、 「鞍 置 

け. 一、 「引き出せ」、 「乘 れ」、 「打て」、 「はれ」 と、 終止 どめに 書いた 所が 面白い ので ある。 かう いふの を 「鞍お き、 引 

き 出し、 乘り、 打ち、 はれ。」 と， 束ねる と、 前の 數 句が 悉く 最後の 一 句の 附屬 句と なって 了 ふが、 「鞍お け」、 「引 

き 出せ」 と、 一 つくに 極める と、 其の 一 つくが 粒立って、 獨 立して 見えて 來 るから 面白い ので ある。 近 松粜林 

レんぢ うてん あみ じ ま  さ * や 

子の 『心中 天の 網 島』 に、 馴染の 遊女が 一 人の 士と 睦言して、 拜ん だり、 攝 いたりして 居る 所 を、 其の 女の 馴染 客が、 

障子の 外から 覜 いて ゐる心 持を寫 して、 「拜 む、 攝く、  f: える ざま、 胸 をお さへ さすっても 堪忍なら ぬ。」 と 書いて 

居る 所が ある。 「拜 む」、 「さ 、 やく」、 「哮 える」 と、 一 々終止 言 式に 獨立 させた から、 一 々の擧 動が 粒立って あり 

ありと 現 はれ、 同時に 其 等の 擧動を 一 纏めに 槪 括す る餘裕 のない 男の、 逆上せた 心 持 を 立派に 寫し 得た ので あるが、 

若し これ を 「拜 み、 さ、 やき、 且つ 哮 える ざま」 とい ふ 風に、 束ねて 寫 したならば、 叙事が すっかり 死んで、 知識 

的の 槪括 記事と なる であらう。 
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ニー 八 

その 仲 綱め に、 鞍お け、 引き出せ、 乘れ、 打て、 はれ C 

の 趣 致 は、 つまり かう いふ 面白味で、 擬人と 列 叙との 妙趣 を、 一 擧 にして 表現した ので ある。 〇 笑 はれ 草。 笑 はれ 

る 材料。 嘲笑の 目的物、、 〇 何條 事の あるべき と 思 ひ 侮って. - どれ 程 嘲弄した とて、 何程の 事が あらう と、 吾々 を 馬 

わるじゃれ 

鹿に して、 平家の 人々 が斯檨 な惡戲 をす るので あると いふ 一と。 「しれ 事」 は 愚かな 事、 馬鹿な 眞 似と いふ 意。 「何 條」 

は 「何んで ふ」 で 「何とい ふ」 とい ふ-と。 卽ち 「これと いふ 程の 事 をし 得ぬ」 とい ふ 意。 本來 「條」 の 假名 は 「でう」 で 

あるが、 誤って 「で ふ」 に用ゐ たので ある。 〇 便宜 を 窺 ふに こそ あらめ。 機會を ねらって 謀叛 を 起こさう とい ふ、 と。 

〇 忍び 申しけ る。 「しのぶ」 は 心中 ひそかに 感服す る 事。 床しく 思 ひ出づ ると いふ 事で ある。 〇 指貫の 左の 輪。 指貫 

は  りん  な  きまり 

は 衣冠の 時に 穿く 袴の 一 種" 据の 輪に 紐 を 指し 通して 締め括る 所から 出た 稱。 裏 を 表より 少し 長く する のが 式で、 

其の 赤い 裏の きれが 表より 餘 つて 下った 所 を 輪と いふ C つまり 輪形 をな した 袴の 裾と いふ 事で ある。 〇 驚かせ 給 ひ 

なんす。 驚かせ 給 ふべ しとい ふこと。 f  3 んな處 の 「なんす」 は 「なんとす」 と 解く よりも 「なん ぞ」 と 解く 方が あたる や 

さ ふら 

うで ある。 〇 つい 立って. - 無造作に すッと 立った とい ふ 事。 〇 六 位 や 候 ふ。 「候 ふ」 は 「居る か」 とい ふ 事。 六 位 は 六 

位の 藏 人の こと。 藏人 所の 西の 廂に六 位の 藏 人の 詰 所が あり、 南の 廂に 五位の 藏 人の 詰 所があった、」 こ、 は 「六 位 

の藏 人が 居る か/、。」 とい ふ 意味で、 重ねて 呼ばれた ので ある。 そして 内府は 無論 ニハ 位の 藏人ゃ 候 ふコ」 と は 呼ば 

すして、 「六 位 や 候 ふ。」 と 呼ばれた ので あらう、 又 さう 呼ぶ のが 自然で あらう が、 一 つ は 其の 次ぎに 「：： と 召され 

ければ、 伊一 兄 守 仲 綱， 其の 時 は 未だ 衞 府の藏 人に て 候 はれけ るが」 と 受けさせ るので、 重複せ ぬ やう、 變化 をつ け 


る爲 めに、 前後で 補 ひ 合 ひ、 助け合 はせ たので ある。 これ を 若し 「六 位の 藏人ゃ 候 ふと 召されければ：： 六 位の 藏 

人に て 候 はれけ るが」 と、 同じ 事 を 丁寧に 繰返して は、 すっかり 下手た 繰返しの 野暮な 文章と なる であらう。 昔の 

文章 家の 注意が fH- なり 細かい 所に 及んで 居る ことが、 之れ によって 知られる。 〇 賜ぶ、 賜 はって。 前の 句の 尻 をす 

ぐに 受けて、 尻取 文句の 連鎖 式に したと ころが 而 白い。 〇 弓 場 殿 校 書 殿の こと。 淸凉 殿の 南に 校 書 殿と 云って、 

書册を 納めて おく 物が ある。 の 東北に 弓 揚が ある。 賭 弓 を 行 ふ 所で あるが、 此の 愛橋の 遊戲で 記憶され る弓揚 

の 隣接して 居る のに 因んで、 校甞 殿が 弓 場 殿と も稱 へられた。 〇 是れ賜 はれ。 これ を 戴いて 行って 然るべ く處 分せ 

い、 とい ふ 命令の 味。 〇5- 豆 守 力 及ばす、 我が 郞黨の 競 を 刀 n して。 蛇 を 捨てさせる 位に は、 小 4fc 人 や 小 使 位が 加 鹿 

で、 歴 とした 我が 郞黨 を烦 はすの は勿體 ない が、 始末す る 物が 「蛇」 とい ふ 厄介物な ので、 據ろ なくと いふの が、 

力 及ばす の 意味で ある。 〇 優に やさしう。 當 時の 武人に は、 かう いふ 事が 優に やさしい と 思 はれた と兒 える。 悠然 

と 落ちついて、 心の 裏の 勇敢 を 心憎く 包む とい ふので あらう。 〇 乘ー の 馬で 候ぞ。 うまい 文句で ある。 乘り 心地よ 

ぢん： b  けいせい  けいせい  けいせい 

さ 日本一 とい ふ 意。 〇 陴 外より 傾城の 許へ。 傾城 は 倾國倾 城な ど 云って、 容色 を 以て 君主 を 迷 はし 國をも 城 をも倾 

けしむ る 魅力の ある 美人の 事、 專ら 遊女の 事に 用 ゐられ る。 夕方 其の 日の 勤務が 濟ん で、 衞府の 《に 人の 詰 所から 馴 

染の 女へ 通 ふ 時に とい ふ 事。 重 盛な かく 味な 事 を 云った と 見える。 〇 大臣の 御 返事 なれば。 詞 不足で 瞹眛 だが、 

大臣への 御 返事 だから、 畏 つて 恭しく 述べた とい ふ 事で あらう。 諸 本に この 通り ある。 〇 還 城樂。 舞槃の 曲の 名 

ほんじ やらく 

で、 戀蛇樂 とも 見蛇樂 とも 言 ひ、 作り物の 蛇 を 弄んで 舞 ふ 曲と いふ、 とで ある。 此の 曲 はもと、 のす； 宗 皇帝が 韋后 
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を誅 して 城に 還った 時に 作った もので、 伹 しその 舞に は 蛇つ かひの 振がない とい ふ 事で ある。 長 門 本に はこれ を 

盛が 仲 綱 を 褒めた 詞 として、 「：H ハの 朝に、 內府 自筆に 狀を 書きて、 仲 綱が もとへ 遣 はされ ける C よべの 御 振舞、 還 城 

樂と こそ 見 奉って 候 ひし か。 是れへ 申して こそ 參ら すべく 候へ ども、 駑馬 一疋、 秋霜 一 佩 ま ゐらせ 倏。」 と 書いて あ 一 

る。 長 門 本の 作者が、 變 はった 見識の 趣向 を 見せた ので あらう。 重 盛 も 蛇 をつ かんで 来たの-たから、 蛇つ かひに 見： 

立てられても よから うが、 蛇つ かひの 藝 として は、 仲 綱の 方に 見立てる のが 自然ら しい。 「駑馬 一 疋 秋霜 一 佩」 など 一 

も、 ひどく 面白い。 〇 いか なれば 小 松 殿 は 優なる ためし もお はせ し、 ぞ かし：： C 「いか なれば」 は、 小 松 殿 以下 宗盛 

卿 云々 迄 を ー圑と 見て、 それに か、 るので あるが、 分けて 見れば、 「この 宗盛卿 は」 にか、 ると も 云 はれる。 全 體のー 

意味 は、 「小 松 殿 は 一 寸 した 事に 對 しても、 かう いふ 優美 風流な 取扱 をされ たで はない か。 兄 君の 此の 御手 本が ある j 

のに、 II： とて、 此の 宗盛卿 は、 それ 程の 事が 出 來ぬ迄 も、 せめて は、 人の 馬 を 無心す るな どい ふ亂暴 をせ ぬ 丈の 嗜ー 

みなり ともないの. た？ この 卿が 平家の 棟梁で あり 乍ら、 人の 惜しむ 馬 を 奪 ひ 取って、 それの みならす、 天下の 大ー 

事 を惹き 起こした とい ふの は、 情ない？ J であると いふ 意 C これ は 文脈が 中途から 逸れた ので、 本來は 「いか r:- ればー 

宗盛卿 は：： 人の 情し む 馬 乞 ひ 取って 天下の 大事に 及びぬ る. ぞ C  ：: 及びぬ る こそうた て けれ c」 とい ふべき を 略し „ 

たので あらう。 一 この 宗盛」 の 「この」 は、 一 つ はかの 重 盛に 對 して、 「この 宗盛」 とい ふため、 一 つ は 憎々 しい 味 を 出 一 

一 

す爲 めの 添詞。 「うたて」 は 物の いやが 上に 重なる 事で、 おもに 惡ぃ 事の 重疊 する ことに 用 ゐられ る やうに なった の 

であろ、 〇混§ ^三百 餘騎 C 「ひた かぶと」 は、 本 装束の 甲冑 武者ば かりが、 ひたく と續 いたと いふ？ J で、 三百 餘騎ー 


が 全部 兜 をつ けて 居. u とい ふ 事。 〇 年頃の 侍、」 幾年 來 久しく 目 を かけて 来た 侍と いふと。 〇 渡 邊源三 競の 瀧 口。 源 

三 は 俗の 名。 瀧 口 は 官名、 禁中 警 固の 武士。 御 溝水の 落ち合 ふ 處に陣 してる る の で 瀧 口と いふ。 〇 六 波羅へ 召し 

て。 六 波 維 は 平家の 邸宅の ある 所 C 卽ち宗 盛が 平家の 星 敷へ 呼ん.： U とい ふ 一と。 〇 相傳の 主。 父祖 代々 相傳 へて 仕へ 

てるる 主君。 〇 二れ にも ま， U 兼 參のも のぞかし C 「これに も」 は 我が 屋敷に もとい ふこと。 汝 はかね て當 邸 にも 出入 

して 居る 者で はない かとい ふ 意。 〇 先途 後榮を 存じて C これから 先々 の 事を考 へ、 平家に 仕 へれば、 後に は 大いに 

立身 するとい ふこと を合點 して。 〇 朝敵 賴政 法師に 同心せ む。 琵琶の 方で は 「ライ セィハ フシ」 と、 音で 讀 むこと 

になって ゐる C 「法師」 とい ふ 語が あるから、 ^侶の やうに よむ ので ある。 朝敵で ある 賴政 法師の 味方 をしょう と 思 

ふか。 〇 相 偉の よしみ 候と も。 父祖 代々 仕へ たとい ふ宿緣 はあって も。 〇 殿中に。 此の 六 波羅の 御殿の 中に の 意。 

當 人の 宗 盛に 向って いふから、 汎語を 以て 「御 やしきに 一とい ふ 方が 禮 なので ある。 〇 恩」 待遇。 〇 競 は あるか。 候 

ふじ あるか C 候 ふ。 これ も 地の文 を 省き、 對話 丈で 文 を 運んだ ので、 宗 盛が 「競 は 居る か C: 一  とい ふと、 競が 「居り 

まする。」 とい ふ。 又宗 盛-か 「居る か。」 と 云 ふと、 「居ります る ノーと 問 ひつ 答へ つして ゐ たとい ふ？ JC 後の 「あるか」 

は 「競 は あるか」 を 略して 變化 をつ けたので ある。 〇 大將出 でられたり。 前の 「入り 給 ひぬ」 に對 したので、 「入る」 

は奧に 入った と。 「出 でられ」 は 侍 所に 出て 来た 事。 〇 心憎う も 候 はす。 「心に くう」 は奧 ゆかしい とい ふ- 卽ち彼 

れは 尊ぶべき 武人-たと 畏敬され て、 恐る、 に 足る 程の 者 もな し、 出で 向って、 雜 兵に は 目 を かけす、 よい 武者 を 選 

み 討ちに したいと 思 ひます るが、 それにつ いて 殘 念な は、 然るべき 馬 を 持って 居りました の を、 つい 此頃 親しい 者 
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に み 取られました 事で、 とい ふこと。 「さる 馬」 は 然るべき 立派な 馬。 〇 尤も さるべし。 いかさま さう も あらう。 

尤、 最、 ともに もとは 最大 級の 副詞で あつたが， 近 ごろ は 「最」 が專ら 最大 級の 副詞に 用ゐ られ、 「尤」 は專ら 「いか 

にも」 とか 「但し， 一と かいふ 意味に 用ゐら れる樣 になった C 〇 南 線。 純白の 馬と いふ 意味の 美名 C 媛廷、 南廷 とも 書 

く。 南 線 は、 もと 上等の 銀の 事で. 白金 卽ち プラチナの 事で あると もい ふ。 此の 馬、 白 蘆 毛と て 雪白なる 故に、 し 

か 名 づけた ので ある。 〇 心の中 こそ 無慙 なれ。 「無 慙」 は佛 語、 もと 恥づ るな きの 意で、 破戒 無慚、 放逸 無慚 などつ 

づけて 用ゐ たが、 こ、 は轉 じて 「むごい」 「氣の 毒/同情に 堪 へた」 とい ふやうな 意。 無レ慘 レ焉の 意で 無惨と 書く ベ 

き だとい ふ說も ある。 かう して 迄 相 偉の 主君に 盡 くす 心根 を考 へる と、 實に むごい 氣の 毒の 至り だとい ふ 一と C 〇 狂 

紋の狩 衣の 菊 綴お ほら かにした る" 「狂 紋」 は： ^文 又は 平紋 とも 書いて、 種々 の 色 模樣を まぜて 色 どった もの、 「菊 

ふさ 

緩. 一は、 直垂狩 衣な どの 縫留 に、 組緖 を綴ぢ つけ、 其の 餘りを わがね て 押し ひらめた る總の £o その 様が 菊の花に^ 

たので 菊 総と いふ C 「おほら か」 は 大きく で、 普通の ものより 大形に した こと。 〇 重代の 着 背 長。 祖先 傳來の 家寳の 

鎧 C 着^ 長、 唯. た着脊 とも 書く。 大將 分の 着用す る もので、 普通のより 少し 脊を 長く する 所から 云 ふ。 また 着 長の 

義 にて^ 卷、 胴 丸より 草摺の 長ければ、 ともい ふ。 〇呈 白 兜の 緒 をし め。 兜の 鉢の 上なる 小 凸起を 星と いひ、 その 

星に 銀 を 被せた の を 「星 白」 とい ふ。 「緒 をし め」 は. 兜 をし つかりと 冠って、 しのびの 緒 を 結んだ とい ふ 事。 〇 い 

か，， T のづ くりの 太刀 を 佩き。 「いかもの」 は 「喰 物」 或 ひ は 「怒 物」 と 書く。 すべて 作りの 大きく 嚴 めしき 事。 〇 二十 四 

さいたる 大中黑 の 矢 負 ひ。 「二十 四 さいたる」 は i にさした る 矢の 數。 「大 中黑」 と は 矢の 羽の 模樣。 廳の 羽の 中程が 


黑く 上下の 白き を中黑 とい ひ、 黑き 所の 長く 續 いたの を 大中黑 とい ふ。 二十 四 本、 廿 五本 は 大人の 武人に 普通の 數 

で、 鎭西 八郞は 三十 六本 を 負 ひ • 十三 歳の 賴朝は 十二 本 を 負うた と ある C 〇 瀧 口の 骨法 忘れ じと や、 廳の 羽で はい 

だり ける 的 矢 一 手ぞ さし 添へ たる。 瀧 口の 武士の 特得 無二の 作法 を 忘れす して、 此の際に も紀 念しょう とい ふ 心 

から、 征矢の 外に 鷹の 羽で はいだ 的 矢 二 筋 を もさし 添へ たとい ふ 意 C 瀧ロの武士の幼ぃ^！^は、 御免 を 蒙り、 禁 庭で 

的 矢 を 射て、 御覽に 供す る 故實が ある。 それから 瀧 口の 武士 は 液に 征矢 を さす 外に 的 矢 一手 を 添へ るので、 これ を 

瀧 口 獨特の 面目と して ゐ たのであった。 一骨 法」 は 瀧 口が 誇りの 骨と，， > 眞髓 ともい ふべき 特別 作法と いふ 二と。 「磨 

の 羽」 は 熊 磨の 羽 C 「 一 手と は內 向き 外向き の 二 本の 事。 「的 矢」 は 人 を 射る のでな く、 的に あてる 儀式の 矢のと C 〇 

港籐の 弓。 常-藤と も 書く  C 籐蔓 をし けく 卷 いて ある 故の 稱." 弓の 幹を黑 くし、 白き 籐を 長さ 一 寸位づ つ、 問 を 五分 

位づっ 隔てて 繁く卷 いた 弓。 大將 分の 持 弓で ある。 〇 乘替 一騎う ち 具し C 「乘 替」 は 自然の 事の あった 場合に 乘 りか 

へる 副 馬の こと。 馬 其 ものに もい ひ、 その 副 馬に 乘る 武士 を もい ふ。 こ、 は 騎馬の 家来 一人 召 連れた とい ふので、 

競 自身の 乘る馬 は宗 盛から 貰った が、 並の 馬 は 別に 持って ゐ たので あらう。 『盛衰 記』 には宗 盛から 二 頭の 名 11^ を 貰 

かち 

つたと あり、 長 門 本に は 三 頭 を 貰った と ある。 〇 舍人 男に 持栀脇 挟ませ。 「舍人 男」 は 馬の 口 取の 一と。 「持 循」 は 歩 

だて  かい 5」 て  かちむ レゃ 

楣に 同じく、 地上に 並べる 搔 循に對 し、 手に 持って 矢 を 防ぐ ので， 細長い 形の もの。 歩武 者の 用 C 〇 星 形に 火 かけ 

燒 きあけて。 競 自身の 家に 火 を かけ 嬈 きすて、。 〇 す は 奴め を 手 延びに して たばかられ ぬる は C 「す は」 は 「ソ レ！」 

とい ふ 程の せ ^ の 感投詞 C 最後の 「は 」 も 同じく 感 投詞。 「手 延び」 は處 置の 手遲れ になった と。 手！： の 動物な ど をし つ 
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ける に は、 繁 いだ f 手許に しかと 引き よせてお くべき に、 伸び を くれ 過ぎて、 つい 逃 ゆられ 仁と いふ 霞の 味で 

あらう。 「f  、 奴め の 見張 を f、 油斷し 一」 まさお か。」 とい ふ 程 s。  oie. 默 つて 居ろ く。 返事 

害る と、 追討 を 命ぜられる f い t  0 唯今し も：： 沙汰 ありけ り。 「唯今し も」 は、 折も折と て 六波羅 では、 

「競. S けち」、 「それ 追 ひ 討て。」、 「ォ、 船 や、 追って は 命が あるまい。」 など 云って 騷 いで 居る 丁度 其の 折に、 と 

、 ふ 味。 「沙汰」 は 尊。 0 無下に その 者 捕へ 搦 めら れは せじ。 「無下に」 は、 「めったに」 位の 意。 「されば こそと ぞ宣 

ひける。」 iff と 仰せられた。 「すぐに 來る であらう 、ぞ。」 とい ふか甚 ぬに、 競が もう やって 來 た。 そ 

見よ と 云 はれた。 ：： 君臣 相 許す 武士道の 現 はれ も 床しい が、 豪も實 によく 出来て ゐ る。 〇 舍人 驚き あ ひ。 大 

勢の 別當 共が 彼れ も是 れ もび ッ くりして。 0 一二 井寺へ 寄せた らんま 人々。 I の靈 つて ゐら三 井寺へ 押 寄す ベ 

き 討 手の 面々。 ol-lf 生 ひ K 盡 もまた 失せ. f けり。 生 捕に せま、 鍋で 首き るのと 云って、 躍り 

上り 跳ね 上つ 5 つ； Z が、 無駄な 豫定の 計 擎。 いかに 怒つ；^ 所で、 大事な 囊の毛 も 伸びまい 

恥辱の 鐵燒、 I えま いぢ やない か。 ぉ& いて、 平凡な 事 を 云って ゐて、 しか I の 皮肉が 實 によく 利いて ゐる。 

ミ 

『平家物語』 は 平家が 榮 華の 絕 頂から 歿 落に 至る 迄 を、 盛者 必衰と いふ 佛敎 思想の 背景 をつ けて 書い 

たもので ある。 戰と戀 と 無常との 三者 を 巧みに 交錯 させ、 同時に 調和 させて 書いた、 我が 國 唯一と も 


いふべき 大 叙事詩で ある。 「祇園 精舍の 鐘の 聲、 諸行無常の 響き あ， り」 とい ふ、 しめ やかな 調子の 句で 

序說を 起こして、 無 數の插 話の 十一 卷を 疊んだ 後に、 「先帝 御 入水」 の クライ マ ックス を 現じ、 それ か 

ら靜 かに 哀絕の 悲劇の 名殘の 尾を曳 いて、 建禮 門院が 小 原の 閑居の 記事に、 その 寂しい 流通の 筆 をと 

どめて ゐる、 その ー篇の 結構の 壯麗 なること、 而 して 何とも 云 はれぬ 美しい 悲哀 を 見せて ゐる こと！ 

この 點が 同じ 軍記物語 とはい ひ 乍ら、 他の 『保 元 物語』 や、 『平 治 物語』 や、 『源平 盛衰 記』 や、 『太平 記』 

などの かけても 及ばぬ 點 である。 そして これが 此の 作が 單 なる 軍 物語で はなく して、 詩 味の 豐 かな 叙 

事 詩 だとい はれる 所以で ある。 

『平家物語』 の 最も 偉大なる 價 値と 趣味と は、 無論、 その 十三 卷に 通じた 全 體觀の 上に あるが、 其の 

一章々々 を獨立 させて 見た 斷片觀 の 上に も 亦、 云 ふに 云 はれぬ 面白さが ある。 本 課の 「競」 も 亦 其の 一 

つで、 立派な 獨立性 を 持った 一 つの 物語と 見ら るべき ものであるが、 其の 味の 一 つ は、 先づ 興味 ある 

f,、、、  ノ、、  、、、、、.》  、、、、、/•、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、 

場面の 服 かに 而も 自然に、 意表に 出で つ、 而も 不思議に 統 一され て、 次ぎから 次ぎ へと つ Y  く 事で 

ある。 先づ、 賴 政が 謀叛の 動機 は？ と 云って、 好奇心 を そ、 るべき 問題 を 提出す る。 そして 其處に 

乙 はむ しん 

名馬 木の下に 關 する 仲 綱の 愛惜と、 宗 盛の 强 無心と、 皮肉の 辱めと、 賴 政の 憤慨と を 叙す る。 次ぎに 

ぐ ち な はば な し 

は宗 盛と 比較して、 內府重 盛が 寬容 風流の 蛇 話、 劇中劇と もい ふべき、 ュ ピソ ー ドの 中の ュ。 ヒソ ー 
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ドが揷 まれる。 拨 いよく 高 倉 ノ宮を 擁しての 三 井寺 行きと なる。 同時に 置 去，.^ にされ た 瀧 口 競が、 故 

主の 薄遇 を 種に 一 狂言 を 書き、 故主に 棄 てられ、 二君に 見える とい ふ 二重の 灰色な 恥辱の 間から、 意 

外に も 崇高なる 武士道の 花 を かせる。 而 して 自ら }H 目の 花 を かせる のみなら す、 同時に 老 主人の 

賴 政に は、 武將 らしい 先見の明の 名 を 成させ、 若 主人の 仲 綱に は、 木の 下 絡 印の 恥 を 雪が せる" 而し 

て 最後に 暴慢 不 思議 の 言 行に よって、 大事 件 「 {呂 軍」 の 種 を 蒔いた 宗盛 が 、 報復の 苦き 盃 を 滿 喫させら 

れ、 雲上の 內 大臣が、 哀れ ゃ尾髮 もない 畜生と なって、 地 だんだ 踏んで 悔しが る。 とい ふ、 この 通，. > 

出 意表 的な、 堪らない 興味の 場面々々 の連續 であるが、 それが 赏に 仲よ く 自然に 連って、 一種の 統一 

された 全 一 の 印象 を與 へ ると いふの は、 面白いで はない か。 

興味の 第二 は、 それとなく 與 へる 物訓へ である。 隱約 風化の 敎訓 である。 元 來鎌倉 室町の 文 學には 

知識 的敎訓 的なる 傾きが あって、 文學 史家の 中には、 此の 傾向に 最大 特色 を 見出だす 人 (例へば 芳賀 

矢 一 博士の 如き) も あるが、 『平家』 にも、 や は， りさう いふ 所があって、 此の 物語のお もなる 興味の 一 

つ をな して 居る。 此の 章の 「競」 など も、 此の 特色 を 最も 豐 かに 分 前した もので あらう。 さて 本文 を 見 

ると、 先づ 初めに、 「人の 世に あれば とて、 す、 ろに 言 ふま じき 事 を 言 ひ、 すま じき 事 をす る は、 よ 

くよ く 思慮 あるべき 事 也。」 と、 抽象的 總括 的の 注意 を與 へて、 あと はす ッか， 9、 藝 術の 分野に 自由の 


筆を驅 使して 居る が、 その 間に も、 それとなく 人に 道を考 へさせ、 身 を 顧みさせる ところが ある。 先 

A 一ら ごと 

づ、 仲 綱が 名馬 を 愛する の はよ いが、 物惜しみして、 虚言まで して 長上 を詐， り、 而 して 人目に つく 處 

で、 每日 其の 馬 を 弄んで 居る の は、 貪慾、 不信、 不謹慎の 識を 免れぬ であらう。 宗 盛が 言行の 言語 道 

斷 なること は 言 ふまで もない。 天下 を 料理す る 執 柄 第一の 身で あ， りながら、 他人の、 目下の、 而も 敵 

す V-  ア二  i 

筋なる 源 家の 若者の 玩 愛に 目 を 着けて、 權柄づ くに 無心 をす る さへ あるに、 强 もてに 奪 ひ 取って、 取 

つた 後に、 贈 主 を 皮肉に 弄ぶな ど は、 見下げ果てた 根性と 云 はねば ならぬ。 之れ に對 して 見上げた の 

は 小松內 W 重 盛で、 些細の 事 を も 見の がさす して、 我が 玩愛を 贈， り、 而も 其の 間に 寬厚 風流の 味 を 見 

せるな ど は、 誠に 敵を懷 け、 仇 をも感 せしめる 用意と 云 ふべき である。 かくして 源 三位 賴政 は、 私怨 

を 報いん がた めに、 十二分の 用意 を も 整へ すして 王族 を 煩 はした が、 これ は 一面 不忠で も あり、 また 

不謹慎で も あらう。 瀧 ロノ 競に 至って は、 此の 章の 花形 主人公と して、 忠義と 機智と 武勇と に 於いて、 

武人の 典型と もい ふべき 光， り を 見せて 居る。 かれは 大事に 伴 はれ やして 主 を 恨まぬ のみなら す、 それ 

を 利用して 更に 君恩に 報いん とした。 その 報恩の 狂言 を 首尾よく 演じ 了 へんが 爲 めに、 先づ 主家 を 辱 

にえゆ  し 上く 

めた 宗 盛に 一 喜 一 憂の 煮 湯を飮 ませた。 堂々 と 都 を 立ちの いて、 瀧 口 好みの 裝 ひに 職の 誇， り を 見せ、 

その 知れ渡った 手 13 は 追手の 追禁を 不可能なら しめた。 「寺」 に 着いて は、 老いた る 入道 をして、 先見 
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ニニ 八 

の 誇...^ に 微笑ましめ、 若き 仲 綱 をして は、 久しく 胸に 痞 へた 木の 下 事件の 留飮を 下げさせた。 世界 第 

一 の 阿呆 は、 此の 宗盛 である。 彼れ は その 心根の 卑し さが 因と な， り、 他の 馬 欲し さに 蒔いた 種 を 刈ら 

かたき 

ね r ならな くな つて、 仇 を 扶持す る。 名馬の 愛馬 はまん まと 欺き 取られる。 剩へ 畜生 扱 ひまで され 

て、 悔し まぎれに 當て にもなら ぬ 鋸 引きの 駄々 を揑 ねた。 竝 ベれば 斯うで あるが、 それが 少しも 表立 

たやして、 讀 者が 「うまく 書いて 居る。」、 「優れた 藝術品 だ。」 と、 感に 入って 居る 中に、 いつしか 一 

種 の 人生 觀的 敎訓を 吹き込まれ る や う になって 居る ので あ る 。 面白 いで は あ， りません か。 

興味の 第三 は、 = 第二の 興味 を 他の 方面から 見た ので、 多少 重複の 嫌 ひ は あるが H 人情の 面白く か 

て 居る 事、 殊に 君臣 相 許す 武士道の 根 本義の 面白く 出て 居る 事で ある。 身に 副 ふ 影の やうに 愛して 居 

る 名馬 を 手放し かねる の は、 人情で あらう。 そして 惜しむ 餘，. >  に 虚言 を 構へ るの も、 一種の 深い 人情 

であらう。 瞞 された のに 腹 を 立て /-、 追ッ かけ 無心の、 矢の 催促 をす るの も、 高 家の 驕慢 兒 として は 

自然の 人情で あらう。 殊に 巧みな 日和見と 栴 取と によって、 同族 皆滅の 間に 只 一人 成功して 來た 老巧 

の 入道が、 「今の 時勢に、 あの人 達が 目 をつ けた 物 を、 白金 黄金で 丸めた 馬 だとて、 惜しむべき では 

ない。 惜しん， だと ころで、 家の 內で 馬乘 りが 出來 るか。」 など 云って、 因果 を 含める 所 は、 實に 尤も 過 

ぎて 淚も こぼれぬべき 人淸 である。 又 これ を 大きな 時代 進轉の 上から 見る と、 賴政 一家が 保 元 以來慘 


儋 たる 苦心に よって、 辛うじて 築き上げ、 持ち こたへ て 來た榮 華が、 一朝に 夢と 消えて、 それが 大き 

な 平家 一 族の やがて 逢 ふ べき 運命 を豫 示して 居る の も 面白く、 此の 愁と 意地との 不純なる 動機から 出 

た犧牲 の合戰 が、 一種の 捨石 となって、 源氏 興隆の 端 を 開く の も、 造化の 配劑の 微妙な 自然 さ を 見せ 

て、 何とも 云 はれぬ 味で ある。 それから、 競が 源 三位 入道に 一身 を 捧げて、 あらゆる 辛苦 を 物と もせ 

ぬ 忠節、 入道が 年頃の 郞黨に 打ち込んで、 危急存亡の 場合に 露 ほど も 疑 はぬ 信賴、 そして 此の 二つが 

びッ た， 0 と 相 合した 卽 刻の 光景 を寫 して、  * 

見よ 只今 參 らうす る ぞと宣 ひも 果てぬ に、 競つ と參 りた， り。 されば こそと ぞ宣 ひける。 

と 云った 味 は ひ、 面白いで は あ，.^ ません か。  ■ 

興味の 第 四 は、 同類 糾合の 面白さで ある。 此の ー篇は 馬に 始ま-り、 馬に 央し、 而 して 馬に 終 はる や 

うに 出来て 居る。 而も 三 匹の 馬が 悉く 名馬で、 その 馬の 取扱 方が また 悉く 變 はって 居る から 面白い。 

こ  した  5, や 

第一 は 仲 綱の 「木の 下」 で、 宗盛 がくれ ろと いふ。 否 だと 答へ る。 是非 くれろ とせが む。 仕方なくく 

未練の 歌 を 添へ て やる。 貰った 上で 皮肉 をい ふと 云 ふので ある。 第二の 馬 は、 重 盛が 「乘 一の 馬，」 であ 

る。 これ はやるに も 及ばぬ 名馬 を、 期待 もせぬ 所へ やって、 しかも 八方に 快感 を與 へ、 日本一の 男 を 

上げる とい ふので ある。 第三 は宗 盛が 雪白、 プラチナ 色の 「南 繚」 である。 これ は 我が 愁の爲 めに マ ン 
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二き 

マと 欺き 取られ、 向う の 敵に 二重 三重の 手柄 をされ て、 而 して 自分 は 馬 を 通 ほして、 すつ か. 9 畜生道 

に墮獄 する、 とい ふので ある e 汝に 出づる もの 汝に 返る と いふが、 これ は 馬で 出た 話が 馬に 屍る の 

で、 而も 初めの 馬 は、 無理に 乞 ひ 取って、 返さ やして 人物 を 下げ、 後の 馬は悅 んで與 へて、 而 して 早 

速 返されて、 同時に ぁッ たら 顔へ 散々 に 泥 を 塗られる。 あった 事實 を大體 その ま、 寫 したので は あら 

うが、 同じ 様な 事 を 繰返しながら、 すつ か， り變化 をつ けて、 同 中に 異 あり、 異 中に 同 ある 妙味 を 十二 

分に 發 揮して 居る 所が 面白いで はない か。 無論 かう いふ 事 は、 必す しも 作者が 特別に 趣向した ので は 

なから うけれ ども、 出来た 上に ついて 見れば、 此の 點 にも 鬼に 角 捨てられぬ 妙味が あると 思 ふ。 

第五の 興味 は、 = これ は 聊か こじつけの 樣 では あるが = 主人公の 「競」 の 名 を 中心として、 一 篇全體 

が 「競 爭」 の 場面 連續に 成って 居る とい ふ 事で ある。 一 編の 首尾が 「競 イデ ォ P ギィ」 で 出 來てゐ ると い 

グ  えいく 

ふ 事で ある =少 々愚 デォ P ギィの 氣味は あるが け 先づ仲 綱と 宗盛 とが 「くれろ」 やらぬ」 で、 曳々 聲 

の競爭 をす る。 此の 競爭は 幸に 老賴 政が 水 を 入れた ので 收 まった が、 宗 盛が 事後の 處置 振に 激して、 

今度 は 老功の 賴 政が 昂奮して、 平家と 競爭を 始めた。 つ y いて 揷話 として、 重 盛對宗 盛の 馬 を 挾んで 

の 腕 較べ 競爭が ある。 やがて 宗盛と 競との 智慧 競べ、 競と 平家の 侍との 膽 力比べが あ， り、 また 賴 政と 

渡邊黨 との 先見 競べ があって、 到頭 瀧 口 競の 大勝 利になる とい ふので ある。 かう 見る と、 此の 一 編が 


根柢に 於いて、 主人公 瀧 口 競の 名と 精神と によって 繋がれて ゐ るので、 これ も、 暗々 の 中に 此の 文の 

一 大輿味 を 成して 居る ので あらう。 

第 六の 興味 は 文章の 面白味で ある。 此の 文章のう まさに ついては、 巳に 語 IS の處 にも ぼつく 言 ひ 

及んで 居る が、 尙ほ 二三 を 拾 ふと、 前に も 云つ た、 

/ぬと と ひ 

「あっぱれ 其の 馬 は 一昨日 も 候 ひし。」、 「昨日 も 見えて 候。」、 「今朝 も 庭 乘し候 ひつる。」 など、 口 

口に 申しければ —— 」 

は、 三人 三 樣の告 口 を、 切れぐ に、 しかも 漸層 的に 書いて ゐて赏 に 面白い。 支那に は 市に 三 虎と い 

ふ 諺 も ある。 論理 學に は漸 層の 似而非 推論 (fullacy  of  climax) とい ふ ものが、 人 を 誑かす 主なる 謬論 

- して 說 かれて 居る。 例へば、 裏切の _$實 の 更に 無い 人物に ついて でも、 段 々噂、 陰口の 調子 を 高め 

て、 「彼奴 は裹 切す る氣 かも 知れぬ ビと いひ、 「裏切し さう だ。，」 とい ひ、 「裏切したら しい。」 とい ひ、 

「裏切した とい ふこと だ。. 一、 「裏切した つ」、 「確かにした。. 一、 「怪しからん。」 と、 調子 を 進めて 行けば、 

成程 さう かと 人が 信 や る やうに もなる であらう。 『平家』 の - -  > の 文句の あしら ひに は、 言 ひ 表 はし 方 

に、 さう いふ 妙味が あ， り、 又敎訓 があって 非常に 面白い。 

それから 三位 入道の 敎訓に 一た とひ 黃金を 以て 丸めた る 馬な. りと も、 それ 程 人の 乞 はう する に： ：」 
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ト、 了匸、 よ，^。 」 と 一 つ 

し，. 「：w  、り 中 S め こ 鞍 置け、 引き出せ ば ネ I 

、： 、 七 fe:^, 貪： 面白い。 それから 一 其の fly め 1?8  r^bs や、 階々 しさ を 

など 比警カ ト  、ず .5^  ) 匸. 又， 9 のぼせて 居る 趣 や f 

一 つの 命令 を 5 させて、 言 ひ 切った ところな ど 0fi 取 

如實に 見せて、 赏に列 叙 式 霞の 妙を 極めて 居る。 そ S ら さ こそな からめ、 

か、 小 松 殿 は、 斯様に 優なる ためし もお はせ き 力し 此 M《. ^盛 r?. こめ； fef 息 

力，/..../ ォ  -、 .s^v-m こ 見える 様になり 作者が 握. - 力す めす tril 

の 「お」 であるが、 この 二字の 爲 めに S 力 P 見-, も、… 霞、。 2. 家』，， はかう いふ 一寸 

5. おつつ として， Q る 所 見える 樣で實 に 面白 I 『3 ^多』 II 力 

を 吹き かけて、 塞の 頭 を 叩ら うとお C05^ 一し、 、ふかく 優れた 所が ある。 それから 最 

した 語ながら、 特殊の 氣分を 如 實に寫 し 出た す si/  。  、  00:: 殊に 面白 いのは 後の、 

。 「1 匕 D  . 。 「fe- ふ。 一とて 同 候す」 も 面白，. -カ 多 If 

後：、 「競 は 在る か。， T 候 ふ」 在る 力 」 「候 」 

、 「，^r,3ia:  f "い。 一 「險 まや。」 と 申す 

11  一  f 在る 「力の 一く く を 踏まへ て 利用した 皮肉で、 塞 は 「競 は 

の 皮肉の 味で ある。 これ は 前なる 「ある 力 ，『—，1?* の il く 事を 豫期 し 5 たので あるが、 

！。」 と？ て、 「？」 (控？ 恭 is ふ HI ひ" の！ び！ して、 「す 

I 他人 每、 I  JHPIil  1 

き r のび：^; urr が；： で ur 。昔歷 々 の||| 合された。 

れぬ 妙味で ある 昔話に 力う..' 


やしき  さかが め 

話の 進む 中に、 大名 達が 銘々 自分々々 の 屋敷の 自慢話 を 始めた。 或る 大名 は、 「邸の 庭に 酒 瓶 を置レ 

て、 PS へたと ころが、 5|1々：^ 急る。」 などい ふ。 或る 大名 は、 一 牡丹 を植 きと ころが、 I 子 

が 来て は 狂 ひ 居る。」 などい ふ。 するとき から 笑って 聞いて ゐ たさる 大名が、 「手前の 庭に 桐の 木 を 

i..^ 申した ところが：」 とい ふと、 傍らの 大名が、 口 を 挿んで、 「ハ ハァ 鳳凰が 来ました かな。」 と 云 

つて 笑った。 一同 も それに 連れて どッと 笑った が、 前の 大名す ました もので、 一. イイ ャ 左様で は ござ 

らん。 下駄屋が 參， - 申す。」 と 云 はれた ので、 一同す つか， -參 つて 頭 を かいたと いふ 話が ある。 云 は、. - 

祈う いふ 味で、 向う の豫 期が あるのに 乘 じて、 其の 裏 を かき、 期待 をはづ した 皮肉の 面白味で ある。 

宗盛は 期待が はづれ たので 意外に 驚く、 讀者は 好い 氣味 好い 氣 味と、 手を拍 つて 宗盛を 笑 ひつ"、 同 

時に 此の 文章の 冴えに. f ると いふ 味で あるが、 かう いふ 機轉の 文章 も、 『平家』 ほ處. -に， しばく 

ある。 

無論 これ は 局部々々 の 短い 文句 を 拾って 見た のに 過ぎぬ。 『平家』 の 文章の 最大 妙味 は、 その 全體を 

一 團 として 見たところ にある。 同時に これ を 諒解して いた、 ^ き ナ，" 

四 

二三 三 
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第 七の 興味 は 『平家』 の 作者が もつ 拔目 のない 藝き的 敏感で ある。 親切 ゃ而 して^ 乂が 

實の 間に 於け る油斷 のない 想像力の 運用で ある。 具體 的に いふと、 本筋の 事件 を 立派に 寫す 間に、 a 

切な 補助 揮 話 を 見出だして 全 體を引 立た せて 行く手 腕で ある。 私 はュ、 の 最も 好い 例の 一 つ を、 此の 章 

くちな はさう わ 

に 於け る 小 松內府 の蛇揷 話に 見出だす。 此の 插話は 本筋の ヒ ー P1 仲 綱に 關 係し、 同時に 宗 盛の 兄な 

る寬厚 風流の 賢 宰相 重 盛に 關 係して 居る 點 から 見、 緣の近 さと 對 照の 鮮 かさと から 見て、 此處 に仅， り 

入れら る、 に 頗る 適當 なる もので あらう。 其の 中に 名馬の 出て 來る事 は、 木の 下、 南镣の 間. に 揮 ま I 

る 話と して、 また 頗る 適當 なる もので あらう。 けれども 其 等よ. り も 更に 適切で、 此の ー篇の 記事 全豐 

の 效果の 上に 偉大なる 貢獻 をな して 居る もの は、 瀧 口 競の 點出 である。 何故で あるか。 讀者は 此り械 

話 に 於いて、 先づ 瀧 口 競と 近づ き に な る で あ らう。 而 して 仲 綱 に 信賴さ れた 此の 快 男兒の 面影に ひ を 

惹 かれつ、、 段々 に讀み 進む と、 やがて 賴 政が 三 井寺 引 揚げの 幕と なって、 そこに 謎の やうな 一種 特 

異の姿 を 現 はした のが、 前の 捕 話に 於け る 古 馴染の 瀧 口 競で はない か。 而も 前に 端役 を 勤めて るた 競 

が、 今度 は 檜 舞臺の 上に 堂々 と シテ役 を 勤めて、 我が 武士道 を も 揚げ、 同時に 老若 二人の 主君の 面目 

を も 起こして 居る ではない か。 讀者は 之れ を 見て、 r ィ ャァ、 彼奴が 出て 來た ぞ！， 一、 「や， り 居る わ！ 

や， り 居る わい！」 と、 會 心の 微笑に 頷きつ、、 舊 知の 仲間の 成功 を 祝す る氣 分で、 、いの 內に 拍手し、 


喝采し、 歡 呼し、 踴躍 する であらう。 此の 異常な、 人 を 打つ 面白味 は、 全く 前の 插 話に 於け る 襯染的 

く ち な し た ど め 

準備の 羸ち 得た る もので はない か。 此の 場合に 於いて、 前の 蛇揷 話に 競を點 出した 観染の 準備が、 い 

かに 後なる 本筋の 興味の 發揚 に與 つて 力が あるか は、 此の 瀧 口の 揷話 なしに 突然 三 井寺 引揚の 記事に 

進んだ 場合の 物淋し さ を 想像 すれば、 容易に 理解し 得る 事で ある。 また 此の 蛇 始末の 役目 を 競 以外の 

他の 郞黨が 勤めた 場合に、 後の 本筋の 記事が、 いかに 唐突 孤立の 物 足らぬ ものと なる かも、 容易に 想 

像し 得る ことで あらう。 私 は 競の 點 出が 作者の 周到なる 考慮の 結果で あるか、 偶然の 思附 であるか、 

或 ひ は 又事實 その ま、 の 敷き 寫し であるか を 知らぬ が、 とにかく 此の 揷 話に 於け る 競の 存在が、 此の 

一 篇の文 學的價 値と 興味との 上に 偉大なる 寄與 をな して 居る 事 は、 疑 ふべ からざる 事で ある。 長 門 本 

と 『源平 盛衰 記』 と は、 此の 蛇處 分の 役目 を 競の 同族の 渡邊 省に 勤めさせて 居る。 これ は 恐らく、 此 

の 異本 作者が 例の 複雜 主義の 現 はれで、 人物 を 多くして、 變化 を附け 場面 を賑 はさんが 爲め であらう 

が、 其の 藝術 的企圖 としての 失敗 は、 右の 說明 によって 明らかなる 事で ある。 

そ もく 添景 揷話 は、 本筋の 完成 引 立に 對 して 微妙 甚大の 關係を 有する もので、 其の 選 擇に關 する 

作家の 苦心 は 一 通りの もので はない。 ジョン ，ラ スキンが、 物 を 晝く畫 家の 心得に つ いて 云って ゐるこ 

とに、 畫家 はま づ 物の 姿 を 忠實に 現 はさう とつと めねば ならぬ が、 同時に、 直接なる、 物質的の 現象よ 
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，り も、 更に 眞赏 に、 更に 高尙 なる 空想的 現象 を 掘んで 之れ を 活用せ ねばならぬ。 此の 事の 實現は あら ゆ 

る 美術に 大切なる 仕事で、 而 して それ は 絕對に 想像の 頗 域に 屬 する 事で ある。 (HaviLg  ^^  to  l.e- 

p>r<"!sent  ^^c^^s-^  a づ pearauces  Ialtl】fllllv,  visionary  ftj) づの arance  will  talce  ;p】ace  to  voii  wiiicli  will l>e 

UOI-16T  ai:a  n.(】e  tide  tLa ビ f5y  actual  CI-  n}at2】al  appearance  ；  and  Uie  realisaiion  of  tins  is  tlie 

fuLtctiou  of  evel.v  tme  as,  wlllcll:  ..consist  absolutely  In  llnagllmtion. の： 後 を 見 配っての 自由 譯) 

とい ふや うな 事 を 言 つて 居る が、 ラスキン 協會員 の マァシ ャル、 メ， I サ— 氏 (Marshall  Mather) が 、 

之れ を例說 して 居る 言 の槪 略に、 讀者 は英國 近代 の 名高い 風景 畫家 タ ー ナ ー (Turner) の 傑作 「 戰艦 テ 

メレ ー ル號」 ("The  ;piglltillw  TMm れ raire  =) を 知 つて ゐ るで あらう。 「テ メレ 1- ル」 は トラフ ァ ルガ 1 

の 海戰に ネルソンの 率ゐた 艦隊の 中、 旗艦に 次いだ 大艦 であるが、 タ. I ナ -I の 作 は、 此の 名 譽の大 軍 

艦が 一 生涯の 役目 を 果たして 後、 老廢 艦と して、 再び 出づ まじく 港に 引き入れら る、 最後の 光景 を 描 

いた もので、 其の 構圖は 一 方に テメ レ ー ルの 巨艦が あ， り、 他の 一 方に は それ を 引いて 行く、 形 は 小さ 

いが 曳く 力の 非常に 强 ぃ蒸氣 船が ある。 これが 此の 畫の 主體 で、 外に 添景と して、 空の 一 方に は 夕陽 

が 物悲しげ に 最後の 光 を 投げて 居り、 一方に は 東の 空に 今上った ばか.. ^の 新月の 影が 見えて ゐる。 さ 

て 問題 は 此の 夕陽と 新月と であるが、 作者 は 此の 通，..^ の 光景 を ー度赏 際に 見て、 それ を畫 布の 上に S 


現した もので あらう かとい ふに、 決して さう では あるまい。 作者 は 恐らく 一度 も 斯様な 光景 を 見な か 

つたので あらう。 而 して 斯うい ふ 組み合 はせ として は、 一度 も 見なかった 夕陽と 新月と を、 どうして 

此の 場合に 配合した かとい ふと、 前者 を 取， り 入れた の は、 此の 一 日に おさらば を吿 げんとして、 物悲 

しい 最後の 光 を 投げて 居る 夕日、 久しく 海 波の 上で 相伴った 此の 老廢 軍艦の 末期 をば、 別 かれ を惜む 

かの 如く どんよ， りと 照らして ゐる 夕日 を あしら ふ 事が、 此の 場合に 於け るテ メレ ー , の 氣分を 現 はす 

に、 最も 適當 だと 考 へたから であらう。 また 後者 を 取り入れ たの は、 東の 空に 出た ばか， りで、 まだ 光 

は 弱い が、 やがて 中天に 輝くべき 新月が、 小さい 形 をして 樂々 と 巨艦 を牽 いて e る 新しい 汽船の、 急 

速に 發展 すべき 隆々 たる 運命 を象徵 せしめる に、 此の上 もな く相應 はしい と考 へたから であらう。 耍 

する にタ ー ナ ー は、 戰艦テ メレ. I ルを 主題と する 此の 畫の 中心 生命 を發 揮す るに 適した 材料 を、 廣く 

八方に 求めた 結果、 唯一 最適の 添景と して、 此の 夕陽と 新月と を 得た ので、 而 して 此の 二つ は、 共に 

此の 畫 家が 想像力 によって 求め 得た と >  J ろで あ る。 

とい ふやうな 事 を 云って 居る。 話が 岐路に 入って くどくな つたが、 小 松 內府の 蛇 IS 話に 於け る 瀧 口 

競 は、 まさしく 「テ メレ. I ル」 に 於け る 「夕陽」 「新月」 ではない か。 話 は 更に 撗路に 入る が、 私 は 常に 古 

文學に 引用され る 古事、 古歌、 古文な どに ついて、 此の 種の 妥當 性の 研究の 必要なる 事 を 感じて ゐる。 
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例へば 『源氏物語』 などに は、 屢.. 催馬樂 風俗 歌の 類が 引き出され るが、 多くの 註釋 研究に は、 唯 だ そ 

の 歌詞の 意義に ついての 解 釋が與 へられて 居る のみで、 其の 特別の 歌謠 が、 何故に 其處に 引かれた か、 

又 引かれねば ならぬ かの 說 明が 殆ん どない。 私の 見る 所では、 『源氏』 に 於け る 成句 引用の 藝術的 値 

値 は、 第一 に 其の 妥當 性に あるので、 假， りに 催 馬樂、 風俗 歌の 類 だけにつ いてい ふと、 數十篇 を存す 

る 此の 種の 歌謠の 中で、 其の 場合々々 に 最も 適當 で、 それ 以上に 相應 はしい ものがない とい ふ 妥當者 

が、 あらゆる 場合に 引かれて ゐる 様に 思 はれる。 一例 を擧げ ると、 「若紫」 の卷の 中に、 源氏が 久方 振 

，りに 葵の 上 を 訪ねられ ると、 女 君が 例の しぶって 早速 出て 来られな いので、 源氏 はわび しさに 和 琴 を 

彈 きながら、 「常 陸に は 田 を こそ 作れ」 とい ふ 風俗 歌 を 口す さまれ たとい ふ 事 を、 かう 書いて ゐる。 

例の 女 君、 とみに も對 面し 給 はす。 物む つかしう 覺ぇ給 ひて、 あづま をす が搔 きて、 常 陸に は 田 

を こそ 作れと いふ 歌 を、 聲 はいと なまめ きて、 す さび 居 給へ， 9。 

これ は 常 陸の 風俗 歌と 云 はれて ゐる、 . 

常 陸に も 田 を こそ 作れ、 あだ 心かぬ とや 君が、 山 を 越え、 野 を 越え、 雨 夜行き ませる。 

の 一部 を擧 げたので あるが、 此の 歌の 初めの 句の 意味 は、 愚考に は、 國の常 陸に 何等の 關 係が あるの 

ではなく、 直路に、 側 目 も ふらす、 一 心 不亂に 田 を 作って ゐ るのに とい ふ 事で あらう。 全 體の意 は、 


私 は 此の 通り、 一所懸命に 田 を 作り、 家事に いそしんで 居る のに、 君 は 吾れ を 疑って か、 雨 夜と いふ 

に、 野. E を 越えて、 あだし 女 を 呼ば ひに 行かる、。 と 云って、 女が 男 を怨ん だので、 たと へば、 

一 心 不亂に 田つ くる 我れ を、， 君 は 疑うて あちら 行く、 野 越え 山越え あちら 行く。 

とい ふやうな 味で あらう。 而 して 源氏が 此の 場合に 此の 風俗 を 口 やさんだ の は、 私 は妻戀 しさに たま 

さか 來 たのに、 その 妻が 例の a つて、 早速 は顏も 見せす、 うち 解ける 氣色 もない のが、 ぢれッ たい、 

忌々 しい、 とい ふ 意を寓 せて、 「丁 5 不亂 にかう して 來 るに、 妹 は 疑うて あちら 向く」 とい ふ 下心の 不 

平 を 漏らされ たので あらう。 かう 考へ ると、 此の 歌 は 源氏の 心 を そつく， り 代 辯して 居る ので、 此の 場 

合に 於け る 源氏の 心 を これ 以上に 象徵 し、 其の 心 持の 表現 を これ 以上に 引立てる もの は、 あらゆる 郢 

曲の 中に 唯 だの 一 つも あらう と は 思 はれぬ。 その 唯一無二 ともい ふべき、 掛替の 無い の を 選擇し 引用 

して、 當面 中心の 記事 を 引立て、 作の 藝術價 値 を 高めた のが 紫 式部の 偉い ところで あらう と 思 はれる 

くちな は 

が、 此の 『平家』 の 一章に 於いて、 蛇揷 話に 於け る 瀧 口 競の 點出 は、 まさしく 「若紫」 の 源氏の 此の 

場合に 於け る 「常 陸の 風俗 歌」 ではない か。 

かくい へばと て、 無論 私 は 此の 「兩 馬の 鐡燒」 の 一 章 を、 批難すべき 點の 全くない 完全 無缺の 作と 

m 心 ふので はない。 一 二の 難 を 拾へば、 先づ仲 綱が 「木の 下」 を宗 盛に 送る 時に、 
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戀 しく は 來ても 見よ かし 身に 添 ふる かげ をば いか ヾ放 ちゃる ベ き。 

の 歌 を 添へ たとい ふの は、 少し 理の 聞こえぬ 話で、 穩 かに は、 此の 歌 をば、 まだ 拒絕 して 送らぬ 中の 

作と 見るべき であらう。 『盛衰 記』 の 作者 は、 此の 不自然 不合理に 目 を 着けた のか、 之れ を 中間に 於け 

る 拒絕の 歌と して、 

伊豆守 は 我れ だに 猶ほ見 飽かす、 不 得心な-りと 思 ひて、 猶ほも 無しと 答へ ければ、 大將は 負け じ 

と、 一 日に 二度三度 使 を 遣 はし、 六 七 度 遣 はす 日 も あ、 り けれども、. 惡 しく 惜しみて 終に やらす、 

一 首 かく こそ 讀 みた， り けれ。 

戀敷は 來ても 見よ かし 身に 副 ふる かげ をば いか 放ち やる ベ き。 

と 改めて 居る。 文章 はや、 こしく、 あくどくて、 とても 流布本に 比ぶ へく もない が、 筋、 趣向の 自然 

とい ふ點に 於いて は、 『盛衰 記』 を 以て 優れ， りと すべきで あらう。 

後の方で、 もう 一 つ、 競が 所持の 馬 を 親しい 奴め に盜 まれた からと 云って、 宗 盛から 南^ を 乞ひ受 

け、 やがて、 三 井寺に 引き あげる 所に、 「滋籐 の 弓 持ちて、 南繚に 打乘， り、 乘替 一騎 打 具し、」 と 書い 

て あるが、 敏感なる 讀 者は必 す、 此の 「乘替 一騎」 の 出 所に 不審 を 立てる であらう。 而 して 名馬なら 

ぬ 凡 馬 は、 盜 まれた 馬 以外に まだ 一頭 持って ゐた のか、 宗 盛に 對 して盜 まれた と 云った のは瞞 しの 手 


段であった のか、 或 ひ は 其の 一頭 は 他から 盜んが 来たの かと 想像す るで あらう。 而 して 此の 不安に 氣 

がつ いたの か、 『盛衰 記』 は宗 盛が、 初見 參の 引出物と して、 競に 二 頭の 名馬 を與 へた 事と して、 

隨分祕 藏し給 ひた， りけ る、 小糟 毛と いふ 馬に 貝 鞍 置き、 遠山と いふ 馬 引き 具し、 黑毛 威の 鎧 皆 

具し 賜 ひて け， 9。 

と 改め、 而 していよ く 三 井寺に 馳せ參 やる 折に は、 

大將 よ， り 賜 ひぬ る 鎧 着て、 小糟 毛に 乘， り、 遠山に 乘替 の童乘 つて、 郎等 三騎 家の 子 ニ騎、 都合 七 

騎 にて、 三 井寺へ とて 打 出で けり。 

と 書いて ある。 長 門 本 は 更に 念 を 入れ、 二 頭の 中の 一頭に、 仲 綱が 舊 愛の 木の 下 を 入れて、 先づ 

初參 したる 引出物に とて、 芦 毛なる 馬の 太く 逞しき と、 黑鹿 毛なる 馬の 逸物なる とに、 鞍 置いて 

賜 ひたり。 

と 書き、 而 して 「御用の 時 は必ゃ 返上すべく 候」 とい ふ 約束の もとに、 黑鹿 毛に 代へ ぐ 

木 下 丸 を 競に 賜 はって けり。 

と 改めて 居る。 また 三 井寺 行に は、 

木 下 丸に は競乘 つて、 芦 毛に は 乘替の 童を乘 せ：： 
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と 書き、 而 して、 寺に 着いて 仲 綱に 見せる と、 その 芦 毛が 宗 盛の 祕藏 する 京 中 第一 の 名馬 南镣 であつ 

たので、 仲 綱 は 大いに 悅ん で、 左右の 股に r 宗盛」 とい ふ鐡燒 をして 放った と窨 いて K る。 或 ひ は 長 

門 本が 初めの 改作で、 『盛衰 記』 は 長 門 本の 餘 b なるや、 こし さに 眉を聲 めて、 折衷 式に 簡單 化した の 

であるか も 知れぬ。 とにかく 長 門 本 も 『盛衰 記』 も、 文章と して 見、 藝術 品と して 見れば、 共に 遙 かに 

流布本に 劣って ゐる けれども、 流布本の 無理 不自然 を 救った 點は 大分 ある。 而 して 此の 點が長 門 本、， 

『盛衰 記』 等、 主なる 異本 作者の 最も 著しい 功績と 認 むべき もので あらう。 

流布本の 此の 一章に 於け る缺點 は、 拾へば まだく あるで あらう、 又 他の 部分に ついても 大體 同じ 

事が 云へ るで あらう が、 私 は それに も拘 はらす、 之れ を 一種の 名篇 とする に 躊躇せ ぬ。 また 長 門 本 や 

『1^ 衰記』 や、 その他の 異本が 流布本に 優って 居る 點も澤 山 あるで あらう けれども、 私 は それに も拘 

はら や、 流布本の 優越 を 信じて 疑 はぬ と 同時に、 流布本の 先 出 を も 信じて 疑 はぬ 者で ある。 

『盛衰 記』 の 陰口 を 叩きながら、 『盛衰 記』 に 輪 を かけた やうな 冗漫に 陷， 9 ました。 ちと 氣を變 へて、 

別の 場面に 移， り ませう。 


第 十四 日本 一 の 歐の者 

源 三位 賴政は 武運 拙く して、 やがて 宇治 河畔れ 叢の 露と 消えた が、 彼れ が傳 へた 以仁 王の 令旨 は、 

諸國の 源氏 を， て 礫され た 蜂の やうに ナ ^ たしめ た。 第一 に 起った の は 木 曾の 冠者、 後の M 將 軍源義 仲で 

ある。 彼れ は 木 曾の" 化 i より 起こって 越後に 出で、 北 國路を 都へ くと 押し 上った が、 燧ケ 城、 俱利 

^^と、 撤^-がしつ、；， けに、 疾風 枯葉 を 捲く が 如くに 邁進し、 行かぬ 先に 奢る 平家 を 都 か 

ら追ひ 落して、 第一 に 源氏の 白旗 を 王城に 押し立てた。 こ、 に 引かう と 思 ふの は、 此の 折の 捷 軍の 一 

つ、 卷第 七、 越 前 ノ國篠 原の 合戰に 於いて、 幼い 折の 義 仲に 緣 のあった 平家 方の 老勇 將、 齋藤 別當赏 

盛の 討死す る 所、 及び、 木 曾が その 首 を實撿 する 所の 悲壯な 物語で ある。 

落ち行く 勢のお に、 武藏 ノ國の 住人、 長 井の 齋藤別 當實盛 は、 存 ずる 旨 ありければ、 

赤 也の 錦の 直垂 に、 萠黃 威の 鎧 着て、 鍬 形 打った る 兜の 緖を しめ、 黄金 作りの 太刀 

を IN.」、 二十 四 差いた る i せの 矢 負 ひ、 滋籐の 弓 持って、 連錢 葦毛なる 馬に、 金 覆 
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輪の 鞍 を 置いて、 乘 つたり ける が、 御 方の 勢 は 落ち行け ども、 唯 だ 一騎 返し 合 はせ 

返し あはせ 防ぎ 戰ふ。 木 曾 殿の 方より、 手 塚太郞 進み出で て、 あな やさし 如何なる 

+、 ぜ い 

人に て 渡らせ 給へば、 御 方の 御 勢 は、 皆 落ち行き 候に、 唯 だ 一騎 殘らせ 給 ひたる こ 

そ 優に 覺ぇ 候へ。 名 乘らせ 給へ と詞 を、 懸けければ、 まづ かう いふ^ 殿 は 誰 そ。 信 

ノ  てプ かの  か u ざしの  かたき 

濃國の 住人、 手 塚 太 郞金刺 光盛と こそ 名乘 つたれ。 齋藤 別當、 拔は 互によ き 敵、 但 

し 和 殿 を 下ぐ るに は あらず、 存 ずる 旨が あれば、 名 乘る事 は ある まじい ぞ。 寄れ、 

な& 

組まう、 手 塚と て、 馳せ雙 ぶる 所に、 手 塚が 郞等主 を 討た せじと、 中に 隔たり、 齋 

なら  む ず  につ ほんいち 

藤 別當に 押し 雙 ベて 無手と 組む。 齋藤 別當、 あつ ばれ 己れ は、 日本一 の 剛の者と、 

まへ わ  ちっと はた & 

くんで うずよ、 な うれと て、 我が 乘 つたり ける 鞍の 前輪に 押附 けて、 些も 動かさず、 

頸搔き 切って 捨て てげ る。 手 塚 太郞、 郞 等が 討た る、 を 見て、 弓手に 廻り 合 ひ、 鎧 

ふたかた なさ  たけ 

の 草 捲 引き上げて、 二 刀 刺し、 弱る 所 を 組んで 伏す。 齋藤 別當心 は猛ぅ 思へ ども、 

お  ^5ぃ む しゃ  した 

軍に は、 し 疲れぬ、 手 は 負う つ、 其の上 老 武者で はあり、 手 塚が 下に ぞ なりに ける。 

ノ  かしこま 

手 蒙太郞 馳せ來 たる 郎等に 首 取らせ、 木 曾 殿の 御前に 參り畏 つて、 光盛 こそ 奇異の， 


くせもの  さむら ひ 

曲者と 組んで、 討って 參 つて 候へ。 侍 かと 見 候へば、 錦の 直垂を 着て 候。 又 大將軍 

かと 見 候へば、 續く勢 も 候 はず。 名乘れ くと 責め 候 ひつれ ども、 遂に 名 乘り候 は 

ず。 聲は坂 束聲. にて 候 ひつる と 申しければ、 木 曾 殿 あっぱれ 是れ は、 齋 藤別當 にて 

ftr 一  さなめ  しら 

有る ござん なれ。 それな らんに は義 仲が 上野へ 越したり し 時、 稚 目に 見し かば、 白 

が  かすう  はくはつ  •  ひん びげ 

髮の糟 尾な つし ぞ かし。 今 は 早 七十に も餘 り、 白髮 にこ そな りぬ らんに、 鬚 鬢の黑 

あや  としごろ 

いこ そ奇 しけれ。 樋 ロノ 次 郞兼光 は、 年來 馴れ 遊んで、 見知った るらん、 樋 口 召せと 

て 召されけ り。 樋 口 次 郞只だ 一目 見て、 あな 無慚齋 藤別當 にて 候 ひけり とて、 淚を 

びんび け 

流す。 木 曾 殿 それな らんに は、 早 七十に も餘 り、 白髮 にこ そ 成りぬ らんに、 鬢 鬚の 

黑 いは、 如何にと 宣 へば、 良 有って 撾ロ 次郞、 淚を 抑へ て 申しけ る は、 さ 候へば 其 

の 樣を申 上げん と 仕り 候が、 餘 りに 哀れに 覺ぇ 候うて、 先づ不 覺の淚 のこ ぼれ 候 ひ 

ゆみ や とり  おも ひで  ことば 

ける ぞゃ。 されば 弓矢 取 は、 いさ、 かの 所 にても、 思 出の 言 をば、 兼ねて 使 ひ 置く 

べき 事に て 候 ひける ぞゃ。 齋藤別 當常は 兼 光に 逢うて、 物語し 候 ひし は、 六十に 餘 

つて、 軍の 陣へ向 はん 時 は、 鬢鬚 を黑ぅ 染めて、 若 やが うと 思 ふ 也。 其の 故 は 若殿 
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さき  おいむ しゃ 

原に 爭 うて、 先 を 懸けん もお となげ なし、 又老 武者と て、 人の 侮らん も 口惜し. かる 

べしと 申し 候 ひしが、 誠に 染めて 候 ひける ぞゃ。 洗 はせ て御覽 候へ と 申しければ、 

木 曾 殿 さも 有る らんと て、 洗 はせ て御覽 ずれば、 白髮 にこ そな りに けれ。 

さ  いとま  おはい どの 

又齋藤 別當、 錦の 直垂を 着ける 事 も、 最後の 暇 申しに、 大臣 殿へ 參 つて、 かう 申 

ぽん どう 

せば 實 盛が 身一つに は 候 はね ども、 先年 坂 東へ 罷 下り 候 ひし 時、 水鳥の 羽音に 驚き、 

矢 一つ を だに 射ず して、 駿 河の 蒲 原より 逃げ 上って 候 ひし 事、 老の 後の 恥辱、 唯 だ 

此の 事に 候。 今度 北 國へ罷 下り 候 は，. -、 定めて 討死 仕り 候べ し。 實盛 元は 越 前國の 

きん ねん  ノ 

者に て 候 ひしが、 近年 御領に 附 けられて、 武藏國 長 井に 居住 仕り 候 ひき。 事の 譬の 

こさ やう  にしき 

候ぞ かし。 故 鄕へは 錦 を 着て 歸 ると 申す 事の 候へば、 何 か 苦しう 候べき、 錦の 直 * 

おはい どの 

を 御免 候へ かしと 申しければ、 大臣 殿 優しう も 申したり ける もの 哉と て、 錦の 直 泰 

を 御 1^ ありけ ると ぞ 聞こえし。 昔の 朱買臣 は、 錦の 抉 を會稽 山に 翻し、 今の 齋藤別 

ちまた  と，、 >-  かば 

當實盛 は、 其の 名 を 北國の 巷に 揚 ぐと かや。 朽ち もせぬ 空しき 名のみ 留め置きて、 骸 

は 越路の 末の 塵と、 なるこ そ 哀れ なれ。 去ん ぬる 四月 十七 日、 平家 十 餘萬騎 にて 都 


を 出で し 事柄 は、 何 面 を 向 ふべ しと も 見え ざり しに、 今 五月 下旬に、 都へ 歸り" 上る 

一 に は、 其の 勢 僅かに 二 萬 餘騎、 流れ を盡 くして 漁る 時 は、 多くの 魚 を 得る と雖 も、 

明年に 魚な し、 林 を 焚いて 獵る時 は、 多くの 獸を 得る といへ ども、 明年 こ， 獸 なし。 

の ち ぞん 

後 を 存じて、 少々 は殘 さるべ かりけ る もの をと、 申す 人々 も 有りけ ると かや。 

語釋 存 する 旨。 思 ふ 理由の 意で、 「深い 考 があって」 とい ふと。 本來 r 存 する」 は、 一 ん稱 的に 自分に のみ 使 ふべ 

き詞 で、 三人 稱 的に 他人に 使 ふべき 詞 ではない が、 —例へば 「私 は 存じ まわ 一 ごと はいふが、 「き^は^.^ 一 0? とま、， 

はぬ、 i これ は當 時の 惯 用語と して 許さるべき であるつ 〇 鍬 形 打った るコ § 儿の ii ぎの 上に 附 ける Mij^ 一 まの 一 種、 

- -  . くわ K? が， 5i  くわ ゐ 

錦の 形した る 故にい ふ。 或 ひ は 慈姑 形の 轉で、 慈姑の 葉に 似た 所から 名 づけた ともい ふが、 俗說 であらう。 「打つ . 

とほ  ふ 

は 附 けたと いふ 事の 通り^。 〇 連錢 葦毛〕 葦毛に 灰色の 丸き 斑の ある 馬、〕 その 斑の 散らばつ たのが 錢を述 ねた 様 

に える からの 美稱， - 〇 舍： 覆輪 C 黄金で 緣を 取った 鞍 C 〇 あな 優し：： 優に 覺ぇ 候へ。 これ は 文法的に 見る と、 照 

くひち が  よこ そ  、、、、、、、 

應を！ &:^ た 喰 違 ひで、 橫 逸れした 文で ある" 「如何なる 人に て 渡ら せ^へば」 と 疑 il の 形で 書き出すならば、 「唯-た 

1 騎殘ら せ 袷 ふ ぞ。」 と、 やはり 問 ひ^かりの 形式で 止めねば ならぬ ので、 一. 如何なる 御 方 なれば、 唯 だ 一 人 蹈み留 
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まりな さるの は、 立派です ねい。」 では、 文法的に は 物に ならぬ 害で ある。 しかし 是れ は、 興奮して 勢 込んで 言ひ績 

けた 結果、 中途から 逸れた ので、 一種の 修辭 上の 味と して 許さるべき であろ。 つまり 初めに は、 「どうい ふ 御 方な 

れば、 味方の 御： T か 悉く 落ち行く 中に、 唯 だ 一騎 踏み 留まって 御戰ひ ある ぞ。」 と 云 はう としたが、 前 句の 從部 たる 

客語 を、 中途で 主語に 換 質して 、「唯 だ 一 騎御 踏み止まりと は、 御 見 上け ゆします よ。」 とい ふ 風に 極めて 了った ので、 

卽ち ( 一 ) 「如何なる 人 なれば 一 騎殘 れるぞ c」 (二) 「 一 騎殘れ る こそ 優 なれ c」 とい ふ 二つの 文章 を、 中間の 句を掛 持に 

きょく ぁぢ 

する 事に よって、 一 つに 統べ 括った 曲 味の 文 幸と 見るべき であらう C かう いふ 文章 は、 文法的に は 不法で あるが、 

修辭 上から は、 時として は 許され、 時として は 難ぜら るべ きもので、 つまり 用 ゐられ る 場合と、 文章 家の 使 ひこな す 

t  わ 1- の  わ V- み わじ や 5 らふ わ にふだ 5 わ ぎ. * 

力 次第で、 惜 値の 定まるべき ものである。 〇 和 殿 は 誰 そ。 我が 殿の 意で、 我 君、 我 h 菔、 我 入道、 我 妹な ど、 皆 同 

じ 使 ひざ ま。 〇 互によ き 敵。 互に 不足の ない 相手で ある。 〇 下 ぐら。 輕蔑 する。 〇 寄れ、 組ま う、 手 塚。 「さァ 寄 

につ ほんいち 

れ、 組まう、 手 塚よ c」 と、 切れぐ に、 例の 列 叙 的、 斷叙 的に なって 居る 所が 面白い。 〇 あっぱれ 己れ は、 日本 一 

の 剛の者と、 くんで うすよ * な うれと て C 「や ぁ汝 はー雜 兵の 身 を 以て、 此の 齋藤實 盛と いふ 日本一 の大剛 の士と 

—につ ほんいち かう  ぐん？ やう 

組んで 討死 するとい ふの か c」 とい ふ 意。 こ、 を、 謠 曲の 「實盛 J に は、 「日本一 の 剛の者と 軍 諍す よと て」 と 書い 

ノくさ 

て あり、 古来い ろ/、 の說 があって、 或 ひ は 「軍 上手」 の 意と いひ、 或 ひ は 「組み 上手」 の 意と いひ、 或 ひ は 「組 

んで 打つ よ」、 「組んで 落つ よ」 の 意と いひ、 或 ひ は 「組んで 失すよ」 (組んで 討死す るよ) の 意と いひ、 「な うれ」 につい 

て は、 「な あ 己れ」 で 「これ 貴様が」 の 意で あらうな ど 云って 来たが、 小 野 高尙の 『夏 出 雜談』 に、 「此の 意 は、 我が 如 


きに i つがい f のつ 組む とい ふかと て 組みたり し 事な り， - 「で ふす」 とい ふ詞 は、 今，. > 越 路 にい ふとな り。 又 「のうれ 一と 

は、 實 盛が 生 國越前 國の詞 なり。 今，.、 越 前にて は詞の 後に 一 のれ」 とい ふ詞 ありと たり。 俗耿に 「加賀 の 力に 越 前の 

, ^二 都 ゆか 東男の か. の を かしき」 とい ふ 事 も あるな り 云々」 と あるので、 大體が 解決され た 樣に思 はれる。 卽ち 

「な うれ」 は、 越 前詞で 一の か？ J とい ふ 意味の 疑問の 感投詞 である。 「組んで うす」 は 今 も 秋 田 邊に用 るら れて、 稚 

言に すると 「組み てんす」 にあた ると いふ 事で、 つまり 「組まう とする」 とい ふ 意で あらう。 卽ち 取りす ベ ていふと 

「汝は 生意氣 にも、 此の 日本一 の 豪傑と 組まう とい ふの かネレ nj とい ふ 事。 「日本一」 は、 活版本に ニネン イチと 

振 假名した の も あるが、 これ は 無 ii 「一一 ッ. ネ ン イチ 一と 讀 まねば ならぬ。 「剛の者」 は謠 曲に は 澄んで 「カウ ノモ ノ」 と 

*s 讽 ませて ある。 『平家』 でも 多分 澄んで 讀ん だら うと 思 ふ。 「くんで うすよ」 を謠 曲で は 「グ ン デフ ズョ」 と讀 ませて あ 

るが、 『平家』 の 古版に 「組 デゥ ズョ」 と ある 所 を 見る と、 『平家』 でも 「ク」 を 澄まし C 讀ん だので あらう。 〇 齋 藤別當 

心 は §1 う 思へ ども、 軍に はし 疲れぬ、 手 は 負う つ、 其の上 老 武者で はあり、 芋 塚が 下に、 ぞ 成りに ける。 は、 文句の 

si^o み 方から 順序 立まで、 なか/、 うまく 出 來てゐ る。 〇 侍 かと 見 候へば 錦の 直垂。 錦の 直垂 は大將 軍の 着る もので、 

m 以上で なければ 許されぬ 例な ので 云った ので ある。 〇 坂 東聲。 坂 東 は 足 柄 山、 碓氷峠 以東の 相模、 武藏、 上總、 下總、 

(後に 安房 分立) 常 陸、 上野、 下野、 陸 奥 (後に 出 羽 分立) の 八 ケ國。 伹 しこ、 では、 「關柬 邊」、 「柬 國聲」 と 云 ふ 位の つも 

りで 云った ので あらう。 〇 齋藤別 常にて 有る ござん なれ。 「あるに こそ ある なれ」 で、 「あるので あるな」 とい ふ 事。 

〇 白 髮の糟 尾な つし- ぞ かし。 白髪 まじりの 胡麻 糟 頭であった とい ふ 事で あらう。 糟は 不純な 分子の 交れる 怠。 「な 

第 十四 日本 一 の 鬭の者  一一 九 


二 五 0 

つし」 は 「なりし」 のつ まった 音便。 此の 處 近頃の 版本に は、 多く 「糟 尾」 と 書いて 「かす，、 5 と 振 假名して あるが、 古 

版本に 「糟 尾」 と 書いて 「かすう」 を 假名 をつ けたの が あり、 異本に r 內髮 のかす，、 フ なりし が」 と あるの が あり、 又謠曲 

の 「實 盛」 にも 「髮ぴ ゆの かすうな りし 程に」 と 讚 ませて 居る 所 を 見る と、 「かすへ ごと 讀 むの が本當 で、 察する に、 古 

本に 片 假名で 「ゥ」 と 書いた のが 「ヲ」 と 誤られ、 その 誤った 「ヲ」 に 0^ の 本字 を あてる 様になって、 段々 と 誤 を 重 r-,. こ 

ので あらう。 「かすう」 の 意 は瞹昧 だが、 案す るに、 の 毛色に、 灰色に， 0： き 差 毛の まじった のを糟 毛と い，；；、 其の 

意味と、 「かすかし (微、 3 の 意味との 二  f ぞ かねて、 「白ま じりの 手 ^胡麻 鞭に なって ゐた」 とい ふとで あらう。 

〇 髮鬚。 ビン ゃヒグ のとい ふの を 束ねて 云った 當 時の 俗語で あらう。 ビン ビダと 讀む e 〇 弓矢 取 C 武人の 事、 弓 取 

ともい ふ。 〇 聊かの 處 にても 思 出の 詞 云々。 「一寸した 場合に も、 後に 人から 思 ひ 出され 床し まれる やうな 言葉 を、 

前以て 述べて 置くべき， とで 御座りました ぞ o」 とい ふ 意。 「候 ひける ぞゃ」 の 「ける」 は、 「現在 實 盛の 例で 解り まし. こ 

、 、 、 、 

が 今 甲ん へば 力ね て 言む おくべき 事で 御座りました。」 とい ふ 味 は ひで ある。 〇 不覺 の淚。 不覺^？^ロの淚の意で、 こ 

んな 場合に め、 しく 泣く の は不覺 悟で お 恥し いがと いふ 意、 とい ふが、 多分 覺ぇ すそ > ろに 流れる とい ふ，.， であら 

30 〇 常 は 兼 光に 逢うて。 今なら ば 「常に」 とい ふ 所で、 これ は當時 普通の 使 ひざまで ある。 〇|< ほ 1^， 内大臣 平宗 

盛の 事。 內 大臣 を 和名で ゥ チノ ォネ イマ ゥチ キミと いふ、 其の 中の 「ォ ホイ」 だけ を 取って 云 つたので、 大殿雙 と 

いふ 程の 意で ある。 〇 かう 申せば 實 盛が 身 一 つに て は 候 はね ど. も。 異本に 「かう 申せば」 の 一句 を 除いた の も ある。 

此の 一句. 一 寸 落ちつかぬ やうに 見える が、 これ は 多分 「改まって かう 申す と、 いかにも 實盛 一 人 だけの 事の やう 


に 間 こえます る、 無論 さう では 御座りません が」 とい ふべき を 括って 略した ので あらう。 略し 過ぎた 嫌 ひ は あるが、 

理窟 もつ くし、 又 却って 一段 面白く も ある. - 〇 近年 御領に 附 けられて。 御領 地附 きの 役人に なって，^ 〇 朱 買臣。 口 

の 國會稽 の 人、 家 貧しく、 薪炭な どを寶 つて は 書を讀 んでゐ たが、 後 漢の武 帝に 用 ゐられ て、 生れ 故 鄉の會 稽の大 

か * ね 

守に 任ぜられた。 其の 時に 錦の 衣 をき て歸 つたと いふ 故事で ある。 〇 朽ち もせぬ 空しき 名のみ 留め 匿き て、 骸は越 

路の 末の 塵と、 なるこ そ 悲し けれ。 一寸見る と、 不朽の 美名 を 留めて、 北 國の果 で 死んだ のが 可哀相 だとい ふこと 

に 聞こえる が、 さう いふ 意味で はない。 是れは 『平家物語』 の 作者の 悲觀 的な 皮肉な 人生 觀が 面白く 現 はれた ところ 

で、 眞意は 「このはかない 空な 世に、 名 も 朽ちて しまへば 結句 さッぱ りして よいが、 なまな か 朽ち もせぬ 空名 だけ を 

からだ 

留めて、 大事な 身體が =i J れ があって こそ、 花や 月も樂 しまれ、 榮 華の 味 も 味 は、 れる 其の 身體が = 越路の 場末の 

麈 あくた になる とい ふの は、 何と 氣の 毒な 事で はない か。」 とい ふ 事で らう。 實に たまらない 奧 深い 哀音が、 文字の 

間から 響いて 來る やうに 思 はれる。 西 行 法師が、 陸 奥に 下り、 實方中 將の舊 跡 を 吊うて 詠んだ とい ふ 歌に、 

朽ち もせぬ その 名ば かり をと どめお きて、 

枯野 のす 、 きかたみ とぞ 見る。 

とい ふの が ある。 『平家』 の 作者 は、 或 ひ は 之れ を 踏まへ たの かも 知れぬ。 或 ひ は 時代思潮の 影響で、 西 行 も 『平家』 

の 作者 も、 同じ様に こんな 事を考 へて ゐた のか も 知れぬ. - 〇 流れ を Irl くして 云々。 『呂 氏 春秋』 に竭 レ澤而 漁、 豈不， 1 

獲得 1、 而 明年 無 レ魚。 嬈， 薮而 田、 豈 不二 獲得？ 而 明年 無レ 獸。」 とめる、 大本 はこれ であらう が、 併しながら 近き 緣 
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やう.： >  わんせ いえう  すなと 

は r 貞觀 政耍』 に、 魏徵が 唐 大宗 を 諫めた 詞 として、 「流れ をつ くして 漁る 時 は、 多く 魚 を 得る と雖 も、 魚盡 きて 明年 

に 魚な し、 林を燒 いて 獵 する 時 は、 多く 獸を 得る と雖 も、 獸 つきて 明年に 獸 なし o」 と 書いて あるので あらう。 『貞 

觀政 要」 は 平安朝 以來、 鎌倉時代 にも、 爲攻者 其の 他 上流に 讀 まれた 本で、 『假名 貞觐政 要』 も 出来た 位で あるから、 

多分 これから 出た ので あらう。 其の 他に も、 『平家』 が 此の 書物に 员 うて 居る 例が ぼつく ある。 〇 「候」 の 用例。 前 

にも 度々 述べた が、 縑 411- 時分に 於け る 「候」 の 用例に ついて、 此處 でも 一 寸 注意して 戴きたい。 芋 塚， 太 郞は實 盛 を 

C: 分より 一 枚 上の 先輩と 見た ので、 「御 方の 御 勢 は 皆 落ち行き 候に、 唯-た 一 騎殘ら せ 給 ひたる こそ 優に 覺ぇ！ I へ。」 

と 云って ゐ るが、 實盛は 光盛 を 眼下に 見て 居る ので、 「候」 は 一 つもつ けす に 「和 殿 を 下ぐ るに は あらす、 存 する 旨が 

あれば、 名 乘る事 は ある まじい、 ぞ。」 と 云って 居る。 そして、 其の 實 盛が 主君の 宗 盛に 對 する 時には 畏 つて、 「實盛 

が 身 一 つに て は 候 はね ども、 ：： 逃け 上って 候 ひし 事、 老の 後の 恥辱 唯 だ 此の 事に 候。 今度 北 國へ罷 下り 候 は >、 

定めて 討死 仕り 候べ し。 事の 譬の 候ぞ かし、 錦の 直垂を 御；^ 候へ かし。」 と 云って 居る が、 主人の 宗盛は 「優しう も 

申したり ける 物 かな」 と 云った 丈で、 「候」 と は 云 はぬ。 「又 光盛 は 名乘れ くと 責め 候 ひつれ ども、 遂に 名 乘り候 は 

す、 聲は 坂柬聲 にて 候 ひつる。」 とい ひ、 樋 口 次郞は 「さ 候へば、 其の 樣を申 卜： けんと 仕 候が、 餘 りに 哀れに 覺ぇ 候て、 

先づ不 覺の淚 のこ ぼれ 候 ひける ぞ や。」 と 云って 居る が、 二人の 主君た る義仲 は、 「齋 藤別當 にて 有る ござん なれ」、 

「白髪の 糟尾 なつし ぞ かし/ 「髮 鬚の 黑ぃ こそ あやし けれ」、 「樋 口 召せ」 とい ひ、 「木會 殿 さも るらん とて」 と いふ 

だけで、 假初 にも 「候」 と は 云 はぬ。 是 等の 例によって、 當時 「候」 が 敬語と して 特別の 場 4c にの み 用 ゐられ た 事、 作 


者が 此の 語に よって、 人物の 貴賤、 尊卑、 傲慢、 謙 適、 意氣の 軒昂 消沈 等に 關 する 微妙な 心の 影を顯 はすに、 可な 

りの 苦心 をした： とがわ かるで あらう。  < 


今迄に 述べた やうな 事 は 成るべく 繰 返さぬ 事に して、 私が 特に 此の ー韋 について 感す るの は、 n 然 

に 筆 を 運んで 居る 中に、 人知れぬ 技巧 を 含蓄 させて 居る 事で ある。 此の 章の 中心 題目 は 言 ふ 迄 もな く、 

實 盛が 「白 髮染」 と 「錦の 直垂 着用」 との 二 件で あるが、 その 段 取の 進み 方 を 見る と、 「篠 原の 合 戰に平 

家 方が 總 崩れして 落ちて 行く 中に、 齋藤 別當赏 盛が 唯 だ 一 人 返し 合 はせ て戰 ふ。 手 塚 太郞が 名乘， り 出 

でて、 組 打して 遂に 實 盛の 首 を 揚げる。 幾ら 問うても 名乘ら ぬので、 其の 首 を 木 曾 殿の 前に 持って行 

く。 木 曾 殿 は 一 見して 實盛 のかと 思った が、 鬢ゃ 鬚の 黒い のが 怪しい ので、 樋 口 次郞を 呼んで 兑せ、 

洗 ひ 上げた 結果 明らかに それと 知れる。 又 錦の 直垂の 着用 は、 敗戰の 討死 を覺 悟し、 故 鄕に錦 を 飾る 

爲 めに、 豫め宗 盛の 許し を 得た のであった〕 かくして 赏盛は 壯者を 裝ひ錦 衣 を 纏うて、 英雄的の 最後 

を 遂げた が、 しかしな まなかの 名な どを殘 して、 北國 場末の 塵芥と なった の は氣の 毒な 事で ある。」 と 

かう いふので、 いかにも 自然に、 そして 無造作に 書き 進んで 居る やうに 見える。 又 さう：！ a- た 丈で も 可 
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、、、、、、、、 

な， りに 面白く 出 來てゐ るので あるが、 尙 ほよく 注意して 味 はへ ると 初めに まづ 一存. る 旨 あ， り けれ 

ば、 赤地の 錦の 直垂 云々」 と 書いて、 讀 者の 好奇心 を 刺戟し、 後段 を 叙す る爲 めの 一種の JfK 地 を 作つ 

て 居る e  S ふに 注意 深き 讀者 は、 之れ を 見て、 必す、 「存ャ る 旨，」 と は 如何なる 仔細 か？ と 怪しむ であ 

らう。 而 して 最後の 錦 衣 歸鄕の 物語 を 見る に 及んで、 「いかにも」 と 理解して、 留飮の 下る やうな 偷快 

を感 やる であらう。 それから 手 塚との 戰に 移って、 眼前なる 合戰の 模樣を 懸命に 叙して 居る が、 其の 

間に も、 後段 を 活かす 工夫 は 一寸の 間 も 忘れ やして、 名 乘らぬ 仔細 を 意味 あ ，りげ に 書き、 老 武者と は 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、  だま 

思 はれぬ 壯烈な 態度 を 花やかに 寫 して 居る。 手！ 太郞 はまん まと 瞞 されて、 壯齡の 勇士 を 討った つも 

, り になった。 但し、 大將 軍ら しい 服裝 をしながら 續く 勢の ない の を 訝って、 其の 首 を 木 曾 殿の 御前に 

持參 した。 實盛は 多分、 其の 假裝の 首が 木 曾 殿の 前に 晋_ ら され、 而 して 木 曾 殿 及び 舊友樋 口 次 郞の鑑 

識を 得る 事を豫 期した ので あらう。 而 して 作者 は、 其の 心 持 をお 謎に 寫し出 だし、 實 盛が 返し 合 はす 

る 健氣な 態度から、 「武勇」、 「錦 衣」、 「從 者な し」、 「名 乘ら や」、 「坂 東聲」 と、 數々 の 條件を 具して、 木 曾 

殿の 前に 提出せ しめた。 木 曾 殿 は 一 見して 實 盛と 感じた が、 今度 は 手 塚が 心に も 留めなかった 「鬢鬚 

の黑ぃ 事」 に怪み をな して 樋 口 を 呼んだ。 樋 口 は 一 見、 「齋 藤別當 にて 候な り。」 と 答へ て落淚 したが、 

木 曾 殿の 問 を 待ち、 や、 あって 淚を 抑へ て、 しめ やかに 其の 仔細 を 述べた。 かくて 實 盛の 期待 はまん 


まと 實 現され、 此の 事實 推移の 消息 は 十二分に 作の 上に 現 はされ、 そして 讀者 は輕き 怪しみと 深き 感 

激とを 感じながら、 段々 讀み 進む 中に、 すつ か， り實 盛が 心の奥に 味 到す るので ある。 結語 は 

、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、 

洗 はせ て御覽 やれば、 白髮 にこ そな りに けれ。 

と、 有った 通りの 書き ッ 放しで、 何等の 評語 を も 着けて 居らぬ が、 此の 窨き 放しな 無言 沈默の 描寫の 

中に、 實 盛の 洗 はれた 白 髮首を 中心に して、 若年の 名將 軍と、 樋 口、 手 塚の 二 勇士 等と が、 首 を 垂れ、 

聲を吞 み、 寂然と して 老雄の 美しい 心掛に 感じて 居る 樣 子が、 有 くと 示されて 居る。 面白いで は 

あ， 9 ません か。 

これで 「白 髮染」 の 一 事 は 完了した が、 殘る 1 事の 「錦の 直垂」 は、 木 曾 殿の 一 味に は無關 係の 事で あ 

るから、 すつ か， 0 切， 0 離して 「又、 齋藤 別當が 錦の 直垂を 着た 事に ついても、 一條の 哀れな 物語が あ- 

る。」 とい  ふ 調子で、  別に 話 を 起こした の も 面白い。 そして 朱 買臣の 似よ つた 故事 を 添へ、 空しき 美名 

に淚 する 特異な 人生 觀を 添へ て、 一段の 結尾と したの も 面白い。 「去ん ぬる 四月」 以下 は、 唯 だ 筋の つ 

なぎに 添 へ た 1 節と 見る べきで あらう。 

部分々々 の 文句 を 運ぶ 手段の 面白さに ついては、 凡そ 「語 釋」 の處に 述べた が、 「人」 を寫す 上の 技倆 

として は、 總 崩れの 間に 踏みと まる 勇士の 優し さに 感じ、 禮を 厚く し 辭を卑 くして 勝負 を 求める 手 
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ij^ 太郞、 身 後 百年の 名 を 惜しんで、 淸く 身を處 し、 高く 自ら 持す る 老雄 實盛、 ュ、 れ から 淚を 以て 舊友 

の 思 出 を 語る 键ロ 次郞、 老雄の 眠った 首 を 厚く 遇する 木曾將 軍まで、 それぐ の 面目が、 自然に 面白 

お II い ど Q 

く寫 されて 居り、 暗愚の 大臣 殿宗 盛まで が、 「優しう も 申した. りけ る もの かな」 と、 老雄の 悲壯な 意中 

に 同情して、 立派な 人間ら しい 美し さを與 へられて 居る。 かやうな  一 二の 逸話 を搔 いつまんで 寫 した 

斷 篇に對 して、 深い 意味の 性格 論 を 持ち出す でもな からう が、 とにかく 總 じて は、 當 代の 武人の 面目 

を、 細かに は、 人々 それん \ の 面目 を、 可な， りに よく 寫 して E ると いふ ことが 出來 るで あらう。 

こ、 で 序に 述べたい と 思 ふの は、 謠曲に於ける軍物語=;!^|曲に於ける軍記ともぃふ べき もの = の 事 

である.' 謠曲內 外 二百 番の 中に、 軍 物語 を 歌った のが 凡そ 二十 餘篇 あ. 9、 其の 大部分 は材を 『平家 物 

語， 一 に 得た ものであるが、 それ は 事柄 も 文章 も 殆んど 『平家』 その ま、 と 云っても よい。 唯 だ 一 つ 趣の 

違って 居る の は、 『平家』 の 現 を 夢に し、 或 ひ は 『平家』 の 現寫式 を囘顧 式に 變 へた 事で、 これが 軍記に 

、、ヽ 、、、、、、、、、、、、 、、ゝ 、 、、ヽ ヽ、 、、  うつ A  みやいく さ 

對 する 謠曲 作者の 主要なる 加工と もい ふべき もので あらう。 「現 を 夢に， 一とい ふの は、 例へば， {呂 軍の 

宇治川 合戰 が、 『平家』 では、 其の 合戰 を事實 の合戰 として 書いて 居る が、 謠 曲の 「賴 政」 では、 賴 政の 


.  まぼろし 

幽靈が 行脚 僧の 讃經 供養に 對 する 謝禮 として、 夢中に 顯 はし 出 だす 幻影と して 寫 されて ゐる類 ひで あ 

る。 「現寫 式 を囘顧 式に」 とい ふの は、 安德 天皇の 御 入水が、 『平家』 では 現在の 事實 として 書いて ある 

お は 0 ご か う 

が、 謠 曲の 「大原 御幸」 では、 後白河 法皇が 建禮 門院 を大 原の 寂 光 院に御 たづね あった 折に 於け る、 女 

院 が昔您 ぶの 御物 語と して 寫 されて 居る 類で ある。 謠曲を 大成した 世 阿 彌元淸 は、 能 を 老體、 女體、 

軍體の 三つに 大別して、 軍の 能 を 最もお もなる 能の 一 つと して 居る。 彼れ はまた 「失せて 又 出る 幽靈 

能」 と 云って、 幽霊の 能 をば 能の 中の 最も 誇る に 足るべき 一種と 見て e る。 彼れ は 又、 

、、、、、.*、、、、、、、、、  、、、、、00000000000っ0 

源平の 名將 の人體 の本說 ならば、 ことに/、 平家 の 物語の ま、 に 書く ベ し。 

と 云って 居る。 かう いふ 事々 を 併せ 考へ ると、 あの 謠曲を 大成し. た大 文豪が、 『平家物語』 を 立派な 名 

文と して、 其の上に 出づる 事の 容易なら ぬ もの、 其の 時代 を 書く 以上 は、 その ま、 に 用る て 然るべき 

もの、 之れ を 種類の 違った 文藝 たる 謠 曲に 用ゐる 場合に も、 さまで 變改 する 必要の ない ものと m 心った 

ので あらう。 そして 又 『平家』 の 文 を その ま 用ゐる にしても、 其の 用ゐ 所と 用ゐ 方と を變 へて、 或 ひ 

は幽靈 能の 一部に 幻影と して 出 だし、 或 ひ は後ジ テが囘 顧の 物語と して 出 だすと いふ 所に、 獨创の 手 

腕と、 人眞 似なら ぬ 加工 振と を 見せようと 思った ので あらう。 その 一例と して、 私 はこ、 に謠曲 「實 

盛」 の 一節 を 引いて、 前に 揭 げた 『平家』 の 本文に 對 照して 見る ことにする。 文 は 行脚 僧の 請 經に對 す 

第 十四 日本一の 剛の者  二 五 七 


二 五八 

る實 盛の 幽靈の 感謝から 始まる。 

こ. r- ひ  みのり  ざん ざ さん げ 

サシ、 、ゾチ 「時 至って 今宵 逢 ひ 難き 御 法 を 受け、 慚愧 懺悔の 物語、 猶ほも 昔 を 忘れ かね 

て、 しのぶに 似た る 後原の、 草の 陰 野の 露と 消えし 有樣 語り 申すべし。 .シ£ り 「扱 も、 

か ぜん  おんまへ 

後原の 合戰 破れし かば、 源氏の 方に 手 塚の 太郞 光盛、 木 曾 殿の 御前に 馳せ參 じて 申 

す樣、 光盛 こそ 奇異の 曲者と 組んで 首 取って 候へ。 大將 かと 見れば つ，. -く勢 もな し。 

まッ たは むしゃ  ■  ， 

又 端武者 かと 思へば 錦の 直垂を 着たり。 名のれ 名のれと 責 むれ ども 終に 名乘ら ず。 

聲は 坂東聲 にて 候 ひしと 申す。 木 曾 殿 聞 召され、 天晴れ 長 井の 齋藤 別當實 盛に て や 

あるらん。 それならば 義 仲が 上野に て 見し 時、 鬢 鬚の かすう 成りし 程に、 今 は 定め 

て白髮 たるべき が、 黑き こそ 不審 なれ。 樋 口の 次郞ゃ 見知りた るらん とて 召されし 

かば、 樋ロ參 り、 唯 だ 一目 見て、 淚を はら/ \ と 流いて、 あな 無慚 やな、 来？ 藤別當 

にて 候 ひける ぞゃ。 實盛 常に 申し、 は、 六十に 餘 つて 軍せば、 若殿原と 爭 ひて、 先 

に-うむ しゃ  あ な， つ  マ； >ん* ひ： b 

を かけん もお となげ なし。 又老 武者と て 人々 に、 侮られん も 口惜し かるべし。 鬢鬚 

を 墨に 染め、 き やぎ 討死 せんず るよ し、 常に 申し 侯 ひしが 誠に 染めて 候。 洗 はせ て 


御覽 候へ と、 申し も あへ ず 首 を 持ち、 下 同 「御前 を 立って あたりなる、 此の 池浪の 岸に 

臨みて、 水の 綠も 陰う つる 柳の 絲の枝 垂れて、 上 「氣 はれて は 風 新 柳の 髮を梳 り、 氷 

消えて は、 波舊笞 の、 鬚 を 洗 ひて 見れば、 墨 は 流れお ちて 本の、 白髪と 成りに けり。 

實に名 を 惜む弓 取 は、 誰れ も かく こそ 有る ベ けれ や。 あら 優し やとて^ 感淚 をぞ流 

しける。 クセ 「又實 盛が、 錦の 直垂を 着る こと 私なら ぬ 望み 也。 實盛都 を 出で し 時宗 盛 

こ き やう  しゃう こく 

公に 申す 樣、 故 鄕へは 錦 をき て、 歸る といへ る 本文 あり。 實 盛生國 は、 越 前の 者に 

て 候 ひしが、 近年、 御領に つけられて、 武藏の 長 井に 居住 仕り 候 ひき。 此 度北國 に、 

罷 下りて 候 は.：.、 定めて、 討死 仕るべし。 老後の 思 ひ 出 これに 過ぎ じ 御免 あれと 望 

みし かば、 赤地の 錦の 直垂を 下し 給 はりぬ。 ヒア 「然れ ば 古歌に ももみ ぢ葉 を、 同 「分 

けつ、 行けば 錦 着て、 家に 歸 ると、 人 や 見る らんと 詠みし も 此の 本文の 心なり。 さ 

れば 古の、 朱 買臣は 錦の 袂を 會稽 山に、 ひるが へし、 今の 實盛は 名 を 北國の 街に あ 

げ、 かくれな かりし 弓 取の、 名 は 末代に 有 明の、 月の 夜す がら 懺悔 物語 申さん" 

「語， り 物」 を 劇の 能に する 爲め、 切れ目 繼ぎ 目の 角々 で、 掛詞ゃ 古句 引用な どの 加工 はして ある もの 
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. -il こ，， で 知ら であらう。 而 して 用 &所、 使 ひ 方の 加工 を 除け 

ぶ、 あと は 殆んど 『平家』 その ま、 で 文 家と して 見. -I  00if 

"itss ぽ： ri  、第二の 11 し 縁 例と して、！" 

近い もの I ねて、 i に 便す るので ある 次 5 る 『？』 の 本文 を  一 _lr 一  移 ？ 

み 下さる やうに 願 こす I- 

おん 

I 誠に 有難き事 ども かな。 先帝の f  f 有樣、 f ,tf 候 ひつる 御 ^ で 1 

へ。 I 其の 時の 有樣 申す につけて うらめし や。 長門國 I とやらん にて 筑 紫へ 一 

先づ 落ち行く べきと 一門 申し 合 ひしに、 緒 方の 讓が心 替り せし 程に、 I がた へ 

や？ ん と申ヒ 折節、 f  i にさ へられ、 今 はかうよ と f しに、 能 導敎 P は、 

一郎 兄弟 をぎ の 脇に 挟み、 最期の 供せ よと て 海中に 飛んで 入る。 新 中き 言 


知 盛 は、 沖なる 船の 碇を 引き上げ、 兜と やらん に 戴き、 乳母 子の 家長が、 nr と 弓と 

に. 0 どの にぶい ろ ふたつぎ；； J 

を 取り か はし、 其の ま、 海に 入りに けり。 其の 時 二位 殿 鈍色の 二 衣に、 練 跨の そば 

にょにん  かたき  しゅしゃう 1  、 

高く 挾んで、 我が身 は 女人な り とても、 敵の 手に は 渡る まじ、 主上の 御供 申さん と 

安德 天皇の 御手 を 取り 船ば たに 臨む。 何處へ 行く ぞと勅 読 ありし に、 此の 國と 申す 

f きしん 

に 逆臣 多く、 かく あさましき 所 也。 極樂 世界と 申して、 目出度き 所の あの 波の 吓に 

さむら ふなれば、 御幸な し 奉らん と、 泣く/ \ 奏し 給へば、 拔は 心得たり とて 東 

あまて るお ほんが tt  + 、？ん いとま  「 ►  ►  11 ，  - 

に 向 はせ 給 ひ、 天 照 太 神に 御 暇 申させ 給 ひて また 下 同 「十 念の 御爲 めに 西に 向 はせ お 

はし まし、 女院 「今ぞ 知る 御 裳裾 川の 流れに は、 浪の 底に も 都 ありと はと、 これ を 最期 

の 御製に て、 千尋の 底に 入り 給 ふみ づか らも、 續 いて 沈みし を、 源氏の 武士 取り 上 

り 上う がん  ゝ 

げて、 甲斐な き 命ながら へ、 再び 龍顏 にあ ひ 奉り、 不覺の 淚に袖 をし ほる ぞ恥 かし 

これ は 『平家』 や 『盛衰 記』 の あちこち を 綴， り 合 はせ たもので は あるが、 謠 曲が 『平家』 の 文 を 凡そ 其の ま 

まに 取って、 用ゐ處 と用ゐ 方と を變 へた もの、 一種の 換質換 位 を 施した ものである 事 は、 これで 知ら 

第 十四 日本一の 剛の者  二 六 1 


二 六 二 
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第 十五 悶絶 蹵 地の あ ッち死 


私 は 次ぎに 此の 物語の 主人公、 心 も詞も 及ばれぬ 榮華を 極めた 入道 相 國淸盛 逝去の 一章 を 引いて、 

此の 物語の 特色の 一 部を說 明して 見たい と 思 ふ。 

, •  •  べんじ やう  ぐ ぎ やう ぜん ぎ  さきの  ノ 

同じき 二十 三 曰院の 殿上に て、 俄に 公卿 食議 あり。 前 右 大將宗 盛 卿 進み出で 申さ 

れ ける は、 先年 坂 束へ、 討 手 は 向うたり と 申せ ども、 させる 高名した る 事 もな し。 

今度 は宗 盛大 將軍を 承って、 束 國北國 の 凶徒 等 を、 追討すべき 由 申されければ、 諸 

き やうし きだい  ま をし じ やう  ぎよ. -ん 

卿 色 代して 宗盛 卿の 申狀、 ゆ、 しう 候 ひなんず とぞ 申されけ る。 法皇 大きに 御感 

ありけ り。 公卿 殿上人 も、 武官に 備 はり、 少しも 弓箭に 携 はらん 程の 人々 は、 宗盛 

を大將 軍と して、 東 國北國 の 凶徒 等 を、 追討すべき 由 W せ 下さる。 同じき 二十 七日 


i: 出して、 旣に打 立たん とし 給 ひける 夜半ば かりより、 入道 相國 違例の 心地と て、 

と き やう さう ひしめ 

留まり 給 ひぬ。 明くる 二十 八日 重病 を 受け 給へ りと 聞こえし かば、 京 中 六波羅 翁き 

あへ り。 す は 仕つ る は、 左 見つ る 事よ どぞ^き ける。 

やまつ  のど  あつ * ト、 

入道 相國病 ひ附き 給へ る 日より して、 湯水 も 咽へ 入れられず、 身の 內の 熱き 事 は 

トこ  しご ま 

火を燒 くが 如し。 队し 給へ る 所、 四 五 間が 內へ 入る 者 は、 熱さ 堪へ 難し。 只 だ宣ふ 

た *v ごと 

事と て は、 あた （- とば かり 也。 誠に 只事と も 見え 給 はず。 餘 りの 堪へ難 さに や 

せんじ ゅゐ  おろ  た.、 , • お , 、 、 、 > 

比 叙 山より、 千 手 井の 水 を 汲み 下し、 石の 船に 港へ それに 下りて 塞え 給へ は 水 

夥しう 勇き 上って、 程なく 湯に ぞ なりに ける。 若し やと 筧の水 を 任 すれば、 石ゃ鐡 

ほとばし  あ  ほむら 

などの 燒 けたる 樣に、 水进 つて 寄りつ かず、 おの づ から 中た る 水 は、 滔 となって 燃 

こく えん  はの ほう.. つま  あが 

えければ、 黑烟 殿中に 充ち 満ちて、 炎渦卷 いて ぞ 上りけ る。 

i パー 月 二日の 日、 二位 殿 熱さ 堪へ難 けれども、 入道 相 國の御 枕に 寄って、 御有樣 

見 奉る に、 日に 添へ て 頼み少なう こそ 見えさせ おはし ませ。 物の 少しも 覺 えさせ 給 

ひ ごろ  ゆ * 

ふ 時、 思 召す 事 あらば、 仰せお かれよ とぞ宣 ひける。 入道 相國、 日來 はさし も 勇々 
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二 六 四 

おば  いな >  した 

しう 坐せ しか ども 今 はの 時に もな りし かば、 よに も 苦しげ にて、 息の下に て宣ひ 

たう け  この かた ど 、  けんじゃう 

ける は、 當家は 保 元 平 治より 以來、 度々 の 朝敵 を 平げ、 勸賞 身に 餘り、 恭 くも 一天 

し 上う じ やう 

の 君の 御 外戚と して、 丞相の 位に 至り、 榮花旣 に 子孫に 殘す。 今生の 望み は、 一事 

ノ  かう ベ 

も 思 ひ 置く 事な し。 唯 だ 思 ひ 置く 事と て は。 兵 衞佐頼 朝が、 首 を 見 ざり つる 事 こそ、 

何よりも また 本 まな けれ。 吾れ 如何にも なりなん 後、 佛事 孝養 を もすべからず、 堂 

塔 を も 立つべからず >  急ぎ 討 手 を 下し、 賴 朝が 首を倾 ねて、 我が 墓の 前に 懸く べし。 

こんじ やう ごしゃう  けう やう 

それ ぞ 今生 後生の 孝養に て、 有らん ずる ぞと、 宣 ひける こそ、 いと ビ 罪深う は 聞こえ 

し。 若し や 助かる と、 板に 水 を 置きて、 臥し 轉び 給へ ども、 助かる 心地 もし 給 はず。 

もんぜつび やぐち  じに  うまぐ K? ま  ちが 

同じき 四日の 日， 悶絕璧 地して、 遂に あっち 死 、そし 給 ひける。 馬車の 馳せ違 ふ 音 は、 

だ-、 二つ  ゆる  *^るじ 

天 も 響き 大地 も搖 ぐば かりなり。 一 天の 君 萬乘の 主の、 如何なる 御 事 まします とも、 

是れに はいかで か 勝るべき。 今年 は 六十 四に ぞ なられけ る" 老死と いふべき に は あ 

らね ども、 宿運 忽ちに 盡 きぬれば、 大法 祕 法の 效驗 もな く、 神明 佛陀の 威光 も 消え、 

おう ご  んり上  .，，， のち 

諸 天 も 擁護し 給 はず。 況んゃ 凡慮に 於いて を や。 身に 代 はり 命に 代 はらんと、 忠を 


ぞに镇 くな 程て つ ヒさミ 勇う し 果 き 水 
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二 六 六 

存ぜ し、 數 萬の 軍旅 は、 堂上 堂 下に S 居 たれ ども、 是れは 目に も 見えず、 力 こ， i 船 

、 ，  せっき  ざんじ  こ  ノー，  >  *  C 

らぬ 無常の 剎鬼 をば、 暫時 も戰ひ 返さず、 又 歸り來 ぬ 死お の 山、 一 1. 『新 W は 黄泉： 

ひとところ 

の 旅の空に、 只 だ 一 所 こそ 赴かれ けれ。 され ども rn 頃 作り 置かれし！ ばかり こそ、 

獄卒と 成って、 迎へ にも 来りけ め。 哀れな りし 事 どもな り。 さてし も 有るべき こと 

ならねば、 同じき 七日の 日、 愛宕に て 煙に なし 奉り、 ^を はきん { お きん g こかけ、 攝 

ノ  、 き やう 

津國へ 下り 經の 島へ ぞ^め ける。 さし も 日本一 州に、 名 を 揚げ 威 を 振 ひし 人な し 

とも 身 は 一時の 煙と 成って、 都の 空へ 立ち上り、 は暫 しま. » ひて、 濱の眞 砂に 

戲 れつ、、 空しき 土と ぞ 成り 給 ふ。 

,  ぢ しょう 

語釋 二十 三日 は： Ln 承 五 年 二月の 其の 日。 〇 先 ハ牛坂 東へ！ ^手。 治 承 四 年 九月、 維. 盛 を大將 軍と し、 忠度を 副將軍 

として、 大軍東 國に向 ひ、 十月 二十 三日の 夜半、 富士川の 水禽の 羽音に 驚いて 逃ゅ歸 つた 軍の 事で、 、m%l_ ^たせ 

ぬ爲 め、 恥辱の 大敗 走 を、 「させる 功名した る 云々」 と は 云った ので ある。 〇 勇々 しう 候 ひなんす。 「それ はえら いお 

立で」 と 云って、 敬意 を 表した とい ふ 事。 「候 ひなんす」 は、 「候 ひなん， G ち」 の 意味に 取って は譯 がわから」 よくなる。 


「候 ひなん ぞ」 の 意と すれば、 多少 尤もらしくな るが、 思 ふに 此の頃 は、 武人が 武張った 詞を 好む 所から、 わけ もな 

く、 かう いふ 詞を 濫用した ので、 畢竟 「御 勇ましい 事で 御座ります る」 とい ふ 事で あらう。 〇 東 圃北國 の 凶徒。 國 

の 凶徒 は賴 朝の 軍、 北國 のは義 仲の 軍。 〇 違例。 氣 分が 不斷と はちが ふとい ふので、 病氣の 事。 〇 す は 仕つ る は- 

左 見つ る 事よ。 一人が 「サァ やった ぞ」 とい ふと， 他の 一人が 「それ 見た 事 か」、 「好い 氣味、 よい 氣味」 と 云った とい 

はち 

ふので、 平家 を 怨む民 共が、 あの 罰 あたりの 入道め、 其の 中に 病氣 をす る だら うと 思って 居た が、 「ソ レ、 果たし 

て 仕た ぢ やない か、 それ 見た 事 か、 かう 來 なく ッ ちゃ 嘘 だ。」 なぞと、 コソ く、 ヒソく 噂し 合った とい ふ 事。 5 

まい 處に 俗語 を揷ん だので、 實に 面白く 活 きて 居る。 〇 病 ひ附き 給へ る。 「病 ひ」 は 動詞と して 働かした ので、 今の 

「病み 附 いた 日から」 とい ふ 意。 病氣 がつ いたと いふので はない。 〇 四 五 間。 間 は 柱 間の 事で、 今の 六尺い ri, の 事 

では あるまい、 間 は 多分 凡そ 一 丈 内外 位の 寸法で あらう。 〇 「あたく」。 あつ いくとい ふ 叫び 聲。 「ぁッ つ、 、、 

ぁッ たた、 、しとい ふので ある。 これ も 俗語で、 とても 利いて 居る。 此の 病 は、 『百 鍊抄』 に、 「身 熱 如, か、 世以 爲.， 燒 一一 

東大 興 福， 之 現 報 t などあって、 大 佛を嬈 いた 祟りと して、 火の 病な ど 云 はれた ので ある。 〇 それに 下りて あ、；^, か 

へば… ± の 水 を 任 すれば。 普通なら ば、 「其の 石 船の 中 へんつ、 ム、 熱ぃきら，が^れ、ハ.^すると、」「1の水，$,^ ひ；，；；， 

、 、 、 、  3  ひ 

力 ると」， とい ふ 所 だが さう いふと， 俗に 卑しくな るので、 「病室から 下りて 來て 冷えよ うとす る- (能，. 二 

「ひやす」 と 云 はすして、 自然 的に 「冷えよう」 とい ふと、 上品に 床しくなる。 例へば 「物 を • ぐ」 といへ ズ 下品- "一が、 

自然 的に 「11^ ふ」 と 云って、 「梅が 香 をに ほふ」 などい へば、 上品になる 様な 類 ひで ある) とい ひ、 「水に I ^ゲ銜 つて 
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二 六 八  1 

來て、 思 ふま、 に 落ちさせる I 一  と は 云った ので ある。 かう いふ 詞は 廻りく どい やうで あるが、 一種の 嗜み詞 で、 1^ 一 

安 朝の 文の 美 を 成す 主なる 要素の 一 つであった。 『平家物語』 の 文章の 面白味の 一 面 は、 かう いふ 優雅な 詞と 俗語 と- 

が、  不思議に よく 駟染ん で、 常時の 時代相 をよ く 現 はして 居る 所に ある。 〇 よに も 苦し ゆにて。 いかにも 苦し さう 

一 

にての 意。 〇 唯 だ 思 ひ 置く 事と て は、 兵 衞佐賴 朝が、 首 を 見 ざり つる 事 こそ、 何よりも 又 本意な けれ。 これ も 前に 一 

«  よこ を  、、、、>、、、、、、、 000 

屢 云った 潢 逸れの 文章で、 文法に 合 はせ て 普通に 書けば、 「唯 だ 思 ひ 置く 事は賴 朝の 首 を 見なかった 事で， それが 何： 

よりも 本意な く 思 ふ 所で ある。」 と 云 ふべき 所で あるが、 「賴 朝が 曾 を 見 ざり つる 事」 の 一 句に、 前後 兩 方への 掛持ー 

を させて、 早 手 廻し の、 無理な、 しかし 面白い 省略 式の 變態 章 を 成さ しめたの である。 〇 佛事 孝養。 孝養 は キヨ 一 

オヨ ォと讀 む。 此處は 死後の 親に よく 事へ る 意で、 追善供養の 事で ある。 〇 板に 水 を 置きて。 流れ 水の 仕掛に して： 

じに  もんぜつ  びやく  - 

新陳代謝 させた 事。 〇 悶絕蹵 地して 遂に あ ッち死 ぞし給 ひける。 悶絕は 病苦に 悶えて 絕ぇ 入った 事。 「蹵」 は腰拔 け、 一 

足瘦 えの 意で、 「蹵 地」 と 熱すれば、 、、チタ バタして 苦しがった 事になる。 「ぁッ ち 死」 について は、 私 はま だはつ きり i 

した 解釋を 見た 事が なく、 中には 「わからぬ」 とか、 「好い加減に 書き直し たので あらう」 とか 云って 居る 註 釋家も あ 一 

じに  一 

るが、 これ は 熱に 苦しんで 「ァ ツチ 、、、アツ チ、 ゝ」 と 叫び 死に 死んだ とい ふ 事に 相違ない。 例の 俗語 を大膽 に、 一 

そして „i ^常によ く 活かして 使った もので、 「悶絕 還 地」 とい ふ 漢語と、 「し 給 ひける 」 とい ふ 雅言と 「あっち 死」 とい か 一 

俗語と が 相 隣接して、 いかにも よく 調和して 居る 所、 實に 何とも 云 はれぬ 妙味で ある。 そして かう いふの が 又 大體ー 

から 見て、 『平家』 全體の 妙味で も ある。 『盛衰 記』 に 「あわて 死に」 として あるの は、 此の 意味 を 理解し なかった 爲めー 


か、 或 ひ は 之れ を 卑俗と して 換 へたので あらう c 


しにざま 

»  L. 一  ,  メ  'L  , . 


右 は 文句の 部分々々 を 分けて 見ての 話で あるが、 全體を 通覧して、 私 は 人の 病 狀ゃ死 様 を れほ 

ざな み のみこと 一 

痛快に、 莊嚴 に、 偉大に 書いた 文章 は、 まづ あるまい と 思 ふ。 尤も 『古事記』 の 昔に は 伊 5^ 那美 命の" 

死屍から、 恐ろしい 雷神の いくつ も發 生した 事 を 書いた 物凄い 記事 も あるが、 人の 世と なって 後に、 ， 

「病死」 を 書いた ものと して は、 恐らく 是れが 吾が 古今の 文學の 中の 隨ー であらう。 一代の 熱性 漢が 

おろ  た  >  か け ひ  一一 

燒 くやうな 高熱に 悶えて 七顚八 倒し、 比 叙の 靈水を 汲み 下させて は、 石 船に 湛へ、 筧に 任せ、 板に^ 一 

して、 冷えようと する。 水船の 冷水 は 忽ちに 熱湯と 變じ、 そ、 ぎ 掛ける 水 は、 寄， りかね て はね 飛ばさ 

れ、 觸 るれば 焰 となって 、黒煙が 廣ぃ 殿中に 充滿 する。 其の 間に 熱！ 暑！ あたく！ ぁッ ちく 

と 大聲に 叫びながら、 我が 一 代の 勳 功と 榮 華と を 述べ、 神 を も、 佛を も、 今生 を も 後生 を も 一 排し 去： 

つて、 追善の 孝養と して は、 准 だ 日本に 於け る 唯一 の競爭 者、 敵將兵 衞佐賴 朝が 生首 を 墓前に 掛ける _ 


じに 


事 を 命す る。 そして 絶え入， り絕ぇ 入， り、 地 だんだ を 踏んで、 ぁッ ち、、、 ぁッ ち、、 と 叫び 死に 死ぬ 

る。 そして 死んだ 後の 天下の 騒ぎ は、 天 も 響き 大地 も搖 ぐば か， りであった。 
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二 七 〇 

じに  *r まぐ る ま 

悶絕璧 地して、 遂に あ ッち死 ぞし給 ひける。 馬車の 馳せ違 ふ 音 は、 天 も 響き 大地 も搖 ぐば か， りな 

る じ 

，9  0 一天の 君 萬乘の 主の、 如何なる 御 事 まします とも、 是れに はいかで か 勝るべき。 

こんな 壯烈 な、 大きい、 病み 方、 死に 方が、 又と 世に あるで あらう か。 

私 はまた、 此の. 互 人の 巨大なる 病惱 記、 悶死 記が、 文字ば か， Q 外観ば か， りの 巨大に 終 はらす して、 

た もと 

其の 間に 一脈の 情味 を湛 へて 居る 事 を、 限， りなく 嬉しく 思 ふ。 殊に 死に 望んで 賴 朝の 首 を 要め る 所の 

如き、 作者 は 「いと ヾ 罪深う は 聞こえし」 と 云って は 居る が、 これ は淸 盛が 入 間 心の 發露 として、 此の 

描寫の 中に 瞳の 如く 光って 居る と 云って よい。 『吾妻 鏡』 の敎 へる 所に よると、 賴朝は 石橋 山に 敗れて 

もと W 

討死 を覺 悟した 時、 髻の 中に 戴いて 居た 正觀 昔の 像 を 取り出して、 傍らなる 巖窟に 安置した。 侧にゐ 

た 土肥實 平が 怪しんで 其の 由 を 尋ねる と、 彼れ は 「我が 首が 平家に， 傳 へられた 時、 髻の 中に 此の 本尊 

の あるの を 見れば、 源氏の 大將 軍の 所 爲に非 やと 云って、 誹 を 遺す で あ らうから。」 と 答へ たとい ふこ 

とで ある。 討死 を覺 悟して、 頭髮の 中の 守 本尊 を 身 外に 排し 去る 賴 朝と、 死に 臨み、 佛事 堂塔の 供養 

を謝絕 して 敵の 首 を 要め る淸 盛との 對 照を考 へる と、 私 は 誠に、 此の 敵に して 此の 敵 あ， りと いふべき 

であると 考 へる。 史家 は 此の 期 を 以て、 佛 法の 深く 民心に 喰 ひ 入った 時代と して 居る が、 私 はまた、 

此の 時代に 於いて、 源平の 兩主將 が、 申し 合 はせ た樣 に、 佛に たよらす して 自己の 意志に 活 きょうと 


した 事 を、 限りなく 面白く 思 ふ ものである。  ， 

語釋 お 運 忽ちに 盡 きぬれば」 宿 蓮 は 前世から 持 越した 運命の 意で、 生まれぬ 前から 定まった 蓮 命が 盡 きて 了へ 

ば、 一代の 高 憎 貴僧が、 えらい 祕密の 祈禱を 行った 所で、 甲斐がない とい ふ 事。 〇 諸 天 C  i 松 敎に謂 ふ 天 部の 神々。 

凡慮 云々 に續 けての 意味 は、 ； t も佛ん 助ける ことが 出来ぬ。 況んゃ 凡夫の 人- か 幾ら 騒いだ ところで、 命数の 盡き 

た 人の 命 を 助けられよう か、 とい ふこと。 〇 軍旅。 旅 はもと 五 百 人 一隊の 事で あるが、 こ、 では 唯だ數 多の 軍兵が 

せっき  あか 

居る とい ふ 事。 〇 钊鬼。 刹 は 天竺 語の 鬼の 事で、 「閱 伽の 水」 とい ふと 同じく、 例の 異 つた 國^ を 二つ 重ねた 兩點讀 

せ. C  く 

である" 〇 死 出の 山、 三瀨 川、 黃泉中 有の 旅の空。 淨 土に 迎 へられぬ 者 は、 死後 地獄へ 行って 恐ろしい 責苦を 受け 

やま ぢ  さ うづ が 

ねばならぬ。 其の 責苦を 山路の 險 しきに 譬 へて、 死 出の 山と いふ。 亡者が 難 頭 ：e の 流れ を 渡る のに、 山水 瀨、 江 深 

淵、 有 橋 渡と いふ 三つの 瀨が ある 故に、 此の 川 を三瀨 川と いふ。 黃泉は 人の 死後に 行くべく 想像され、 信ぜられた 

地下の 國。 中 有 は 中陰と 同じく， 現在 生きて ゐた 境涯から 地獄、 餓鬼、 畜生と いふ やうに 到着 點に 到る までの 途中 

の 中 ぶら の 境涯の こと。 要するに、 淸盛 入道 は 生前 惡業を 積ん： U から、 死後 は必す 地獄へ 行く ものと 豫定 して、 地 

獄へ 行く 道中の、 恐ろしい 山 を 越え、 川 を 渡りつ、、 冥途の 旅に 出かけられ たと 云った ので ある。 〇 力に も か、 は 

うでづく 

らぬ。 腕力で 担ぐ ことの 出來ぬ 「死」 とい ふ 鬼" 

もと  じに 

作者 は、 前に は、 淸 盛が 賴 朝の 首 を 要め る 悶絕璧 地の あ ッち死 を、 壯烈 悲絕に 描いた が、 此の 巨人 

がいよ く 最後の 息 を 引き、 「宿運 忽ちに 盡き」 てから は、 すッ か. り 物悲しい 調子に 變 へて、 哀の樂 
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を 奏で 始めた。 

身に 替は， り 命に 代 はらんと、 忠を存 せし、 數 萬の 軍旅 は、 堂上 堂 下に 竝居 たれ ども、 これ は 目に 

も 見えす、 力に も拘 はらぬ、 無常の 刹 鬼 をば、 暫時 も戰ひ 返さす、 又歸， り 來ぬ死 出の 山、 三瀨川 

ひとところ 

黄泉 中 有の 旅の i 仝に、 只 だ 一所 こそ 赴かれ けれ。 

きざり 

二十 年の 榮華を 後に し、 絕 大の權 力に 別 かれ、 數 萬の 軍旅 を 置 去に し、 懸命の 努力で 築き上げた 事 

業と、 守り立てた 一 族と が、 今し も 首 を 擡げ 始めた 源氏の 爲 めに 蟲 蝕まれ、 搔き 崩されて 行く の を、 

と ひとところ 

もう 手の 達かぬ 幽明の 境の 彼方に 眺めつ、、 黄泉 中 有の 旅の空に、 唯 だの 一 所 赴かれた。 と は、 何と 

いふ 悲し さ、 哀れ さ、 果敢な さ、 物 さびし さで あらう。 殊に 最後の 

の 

さし も 日本 一 州に、 名 を 揚げ 威 を 振 ひし 人 なれ ども、 身 は 一 時の 烟 となって、 都の 空へ 立ち 登り、 

かば"  やすら 

骸 はしばし 徘徊 ひて、 濱の眞 砂に 戲 れつ、、 空しき 土と ぞ成， り 給 ふ。 

の 一節の 如き、 誠に SS 行 無常 盛者 必衰の 世の 様を諷 示して、 骨 を 刻み 腸に 喰 ひ 入る 皮肉と もい ふべき 

で、 其の 消極的に 沈みながら、 人の 魂 を 深く 搖. り 動かす 味 は ひ は、 實に 言語に 絕 する ものが ある。 こ 

れが 『平家』 の 作者の 開卷 第一 に 道破した ところ、 而 して 祇王、 成 親、 俊寬、 小督、 實 盛の 最後、 先帝 

の 御 入水、 大 原の 御 往生、 あらゆる 要所々々 で 繰， り 返す こと を 忘れなかった 『平家』 特 得の 哀音で あ 


5 時代の 巨人、 薦 入道が 最期の 條 I じたのに 因んで、 私 はこ さ、 m 

の 最期を寫 した 文章 を 引いて 見たい A ふ。 靈 十三 卷の 「將軍 御 逝去の 事」 4 した 一章で ある。 

同じ ri 延文 三年) 四月 二十日、 尊氏 卿 に If  - てて、 ,aei 

本道 外科の 厘 數を盡 くして ffi&p が術皇 くし、 議， 

_ン.1&. し ノー  \  T>  -し 0  .^-んゃぅのかみぅ げん  ーノ  E,1 イ^  rsrl\-Kd 方 

ぐし 奉.. とも 更に 驗 なし 陰陽 頭 有 驗の高 偕 染まって、 t ^、お^」 まぐ キ^ ¥ 1  やう 

供、 藥師 の士ー 神將の 法、 1  r£l、 £f 聽の 法、？  を 

致 i ぎ、 病 日に 隨 つて 重くな り、 時 を 添へ て i み 少なく 見え 拾 ひし かば、 i 

の 男 直 を吞 み、 近習の 從翥を 抑へ て、 曰 夜 雲 を 忘れたり。 斯 かりし f  、 身 

體次 第に 衰 へて、 同じき 二十 九日 寅の刻、 春秋 五十 四歲 にて、 遂に 逝去し 給 ひけり。 

さらぬ 1 れの 悲し さは さる 事ながら、 國 家の 柱石 摧け ぬれば、 fj^rr も 虻 i とて、 
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なか  きぬがさ やま  とう 

歎き 悲しむ 事 限りなし。 さて あるべき に 非ず とて、 中 一日 有って、 衣笠 山の 麓、 等 

^  &ん はふむ り  さ がん  り 上う ざん  き がん  へい でん  てんちゃ 

持院に 葬し 奉る。 鎖 龕 は 天 龍 寺の 龍 山 和 尙， 起 龕 は 南 寺の 平 田 和尙、 奠茶は 建 仁 

ぶ とく  てんた う  かんおう  あ ご 

寺の 無德 和尙、 奠湯は 東 福 寺の 鑑翁 和尙。 下火 は 等 持 院の東 陵和尙 にて ぞ おはしけ 

かたき 

る。 哀れなる 哉武 將に備 はって 二十 五 年 向 ふ處は 必ず 從 ふといへ ども、 無常の 敵 

の來 たる をば 防ぐ に 其の 兵な し。 悲しい 哉 天下 を 治めて 六十 餘州、 命に 隨ふ者 多し 

といへ ども、 有爲の 境を辭 する に は、 伴 ひて 行く 人 もな し。 身 は 忽ちに 化して、 暮 

てんすう へん  のぼ 

大數片 の 煙と 立ち上り、 骨 は 空しく 留まって、 卵塔 一掬の 塵と なりに けり。 別 かれ 

の 淚に搔 き 暮れて、 これ さへ とまらぬ 月日 哉。 五 旬 程なく 過ぎければ、 日 野 左中辨 

忠光 朝臣 を 勅使に て、 從 一位 左大臣の 官を 贈らる。 宰相 中 將義詮 朝臣、 宣旨を 啓い 

さんど 

て 三度 拜 せられけ るが、 淚を 抑へ て、 

ぐら. Q やま 

歸 るべき 道し なければ 位 山 

のぼるに つけて ぬる、 袖 かな。 

と 詠 ぜられ ける を、 勅使 も 哀れなる 事に 聞きて、 有りの ま、 に 奏聞し ければ、 君 限 


りなく 叙感 あって、 新 千載 集 を 撰ばれけ るに、 委細の 事 書 を 載せられて、 哀傷の 部 

にぞ 入れられ ける。 勅 賞の 至り、 誠に 夭 4 かりし 事 どもな り。 

語 釋 癰瘡。 癰は背 或 ひ は 頸 窩に發 する 惡 性の 瘡で、 古 來 命取りと 云 はれた もの。 〇 木 道 外科。 神 田 本 こま 「本 

逍 外經」 と ある。 木 道 は C 科の 事、 內科を 醫療の 根幹と 見、 外科に 對し て本逍 と 呼んだ ので ある C 〇 倉 公 蒂伦。 〈お 

公、 本名 は淳于 意、 漢の文 帝に 仕へ 太 倉 長と なった ので、 世に 太 倉 公と 呼ばれた 名醫。 華 佗 は 三國時 4^ の 名醫、 sai 

操に 殺された 人。 〇 君臣 佐 使。 調合され た藥劑 について、 その 主 なる 藥を 君と 見、 添 へられた 藥を その 佐と 兄、 

使と なる 臣と 見た ので、 おも 藥、 副へ 藥 と- いろくに 調合して 進めた とい ふ 意 C 〇 鬼 見、 泰山 WJI^^O 以下よ、 、 

づれも 陰陽師 山伏な どの 行 ふ、 特別に 重き 祈 禱の類 0 〇 氣を吞 み。 よく は 解らぬ が、 心配の 餘り おを^み 殺して 安 

ら かに 呼吸 もせぬ とい ふ 事で あらう。 〇 さらぬ 別 かれの 悲し さ。 在 原 業： 牛の 母が 業 平に 送った とい ふ の 「世の 4?- 

、、、、、、 

にさらぬ 別 力れ の ありと いへば いよ/、 見 まく ほしき 君 かな」 によった ので、 週れ 去る 事の 出 來ぬ別 かれ、 卽 ち；， ：- 

別の 事。 〇 鎖 龕、 起 龕、 奠茶、 奠湯、 下火。 龕 は柩の 事で、 鎖 龕 は 亡骸 を柩に 納めて f 盗 ふ 事。 起 龕 は 鎖 龕の 後、 靈 

柩を 起こして 誦經 する 儀式。 奠茶は 茶 をす、 める 事、 奠湯は 湯 をす、 める 事。 下火 はァゴ と證ん で、 ；！^^田|卽ち.^:6- 

の 火を點 すると。 皆禪家 葬儀の 式で、 當代 一 流の 名僧が、 尊 氏の 葬儀に 奥って 其の 最後 を 飾った とい ふ，. 0 である。 

〇 有爲の 境。 有爲は 諸種の 因緣が 和合して 出来上がる 現象、 卽ち 吾々 の 生活す る 現 世界の 諸 現象の 事で、 「有爲 の 

境」 と は 不生不 減、 不增不 減なる 絕割 常住の 世界 を 「無爲 の 境」 とい ふのに 對 して、 生： i 榮枯 盛衰 窮まりな き 轉變の 
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つ はもの 

1« ^をい ふので ある。 〇 卵塔.。 卵形の 墓。 〇 哀 なる 哉 以下、 「無常の 敵の 來 たる をば、 防ぐ に K の 兵な し」、 「有 爲の境 

を辭 する に は、 伴 ひ 行く 人 もな し」、 「幕 天 數片の 煙と 立ち上り」、 「卵塔 一掬の 塵と 成りに けり」 の あたり、 佛家慣 

用の 常 文句 を 書いた ので は あらう けれども、 何となく 『平家』 の 「入道 逝去」 の 條を想 ひ 起こさし める ものが ある。 〇 

五 旬 C 七七日が 過ぎて 中陰が 満ちた とい ふ 事。 〇 歸 るべき 道し なければ。 今度 折角 官位 を 上け て は 戴いた が、 若し 

父が 歸 つて 來て、 此の 恩 詔を拜 する ことが 出来れば、 さぞ 喜び ませう に、 もう 歸らぬ 旅路に ついた のであります か 

ら、 父の 官位が 上った につけても、 唯々 私共の 淚が 流れる ので 御座り まする、 とい ふ 意。 

『平家』 の 「入道 逝去」 を 請んだ 目で、 『太平 記』 の 「將軍 御 逝去」 を寫 した 此の 一章 を 見る と、 同じ 巨人 

の 同じ 最期 を 書いた ものながら、 すッ か， り 別な 世界に 來た樣 な 心地が する。 ま づ筋は 立派に 迎 つて、 

事を盡 くして 書いて は あるが、 情味の 潤 ひとい ふ ものがない。 文章 は 漢文 式の 對句仕 立に や、 こしく 

飾って は あるが、 躍る やうな 生命の 人に 迫る ものがない。 無論、 病み 方、 死に 方に もい ろくあって、 

せなか 上う 

背に 癰を 出して 醫療叶 はすに 死んだ とい ふだけ の 尊 氏の 逝去 は 燃える やうな 火の 病に 七顚八 倒した 

淸 盛の 最期の やうに は、 賑やかに 寫 されぬ であらう が、 それにしても、 數十 年間 六十 餘州を あれ 程に 

騒がした 巨人の 最期に 對 して は、 作者の 心に 水々 しい 情が あ， 9、 作者の 筆に 傳 神の 力が ある 限り、 も 

う 少し しんみ， りした 命の ある 描寫 が出來 たで あらう にと、 あたらしく 思 はれる。 要するに 『太平 記』 は 


知識 的に な， り 道義 的に なった が、 Ei: 時に 非文學 的に 非情 味 的に なった。 外面 的 文飾 的に なって、 內面 

的なる 感情の 味 は ひ を 失った。 其の 文 は、 報吿 ゃ敎訓 として は、 或 ひ は 『平家』 に 優る かも 知れぬ けれ 

ども、 その 報吿 も敎訓 も、 形 を 整へ 詞を 飾って 押賣 する 底の 物と なった とい ふ氣 味が ある。 無論 細か 

に 見れば 『太平 記』 にもよ い 所が ある。 けれども 文學 的に 內 生命 を 傅へ る點に 於いて は、 『平家』 を距 

る ►  J と 遠 いものに なつ たと 云 は ねばならぬ。 

前に も擧 げた 小 野高尙 は、 その 『夏山 雜談』 の 中に、 

平家物語 は 古き 詞 ありて 耳遠き 様 なれ ども、 幾 かへ， り 見ても あかす。 太平 記 は 文勢 も はなやかに 

聞 こ ゆれ ども 數反 見に くし。 況ん やそれ よ， り 後の 軍 物語 は 二 反と は 見られす。 何 にても 古き 文面 

白き。 

と 云って 居る が、 一面 至言で ある。 
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『平家物語』 の 最後に、 私 は 壽永四 年 三月 廿 四日に 於け る、 奢る 平家 斷末 摩の 一章、 淸 盛の 妻 二位 ノ尼 

、 、  ザナゼ ノ 

が安德 天皇 を 抱いて 海に 赴いた 哀絕の 一章、 「先帝の 御 入水」 とい ふ 標題 を與 へられて、 此の 物語が、 

安德 天皇の 先帝と 稱 へられ 給 ふ ベ き 次ぎの 帝の 御代に 成った 事を晴 示して ゐる 一 章 を 引いて 見る。 

文 は九郞 判官 義經 が、 平家 を 八 島から 西へ 西へ と 追って、 到頭 長 門の 壇の 浦で.、 袋の 鼠と 追 ひつめ 

た 所に 始まる。 彼れ は捷 軍を續 けながら も、 敵の 御座 船に 萬乘の 大君の まします 事と、 三種の神器の 

鎭 まらせられ る 事と に 恐れ をな して、 さすがに 不安 を 感じて ゐ たが、 いよく 決 戰の當 の 朝、 大空に 

見えた 白雲が 段々 下， りて 來て、 我が 船の 舳 先に 留まった の を 見る と、 それ は 源氏の 白旗であった。 

かぶと  てう ブラが ひ 

判官 是れは 八幡 大 菩薩の 現じ 給へ るに こそと 悅ん で、 兜を脫 ぎ、 手水 嗽して、 

つ はもの ども  いるか 

これ を拜し 奉り 給 ふ。 兵 共 も 皆 かくの 如し。 や、 あって 沖より 穌と いふ 魚、 一二 千 

は-  . ^ほ. S どの こ はかせ 

這うて. 平家の 船の 方へ ぞ向 ひける。 大臣 殿 小 博士 晴信を 召して、 S は 常に 多 けれ 

きっと かんが 

ども、 未だ 斯樣の 事な し。 急 度 勘へ 申せと 宣 へば、 此の 穌 はみ 歸り候 はピ、 源氏 亡 

かた  おんいく さ 

び 候 ひなんず、 はみ 通り 候は弋 御 方の 御 軍 危う 覺ぇ 候と、 申して 果てぬ に、 平家 

の 船の 下 を、 直ぐに 這うて ぞ 通りけ る。 世の中 は 今 はかう とぞ 見えし。 


でん 


阿波/民 部 重 能 は、 この 三 個 年が 間、 平家に 附 いて 忠を 致したり しか ども、 嫡子 田 

ない  のり 上し  こ . ろ 

內左衞 门敎能 を 生 捕に せられて、 今 は 叶 はじと や 思 ひけん、 忽ちに 心變 はりして、 

源氏と 一 つに なりに けり。 新 中納言 知盛ノ 卿、 あっぱれ 重 能め を、 斬って 松つ ベ かり 

つる もの をと、 後悔せられ けれども 甲斐 ぞ なき。 平家の 方の 謀に は、 好き 武者 をば 

ひやう ぜん  ざ ふにんば、 .J  た-つ ビん 

丘ハ， 船に 乘せ、 維人 原 をば 唐 船に 乘 せて、 源氏 心憎 さに、 唐 船 を 攻めば、 巾に 取り， 籠 

し たく  か ヘリち う 

めて 討たん と 支度せられ たりし かど も、 重 能が 返 忠の上 は、 唐 船に は 0 も 懸けず、 

やつ  つ はもの ども 

大將 軍の 窶し乘 り 給へ る、 兵船 をぞ 攻めたり ける。 其の後 は 四國鎖 の 兵 共、 皆 平 

ノ カラ 

家 を 背いて， 源氏に 附く。 今迄 隨ひ附 きたりし かど も、 君に 向って 弓 を 引き、 主に 

力し こ  こ. 》  ^%.JH 

對 して 太刀 を拔 く。 彼處の 岸に 着かん とすれば、 波高う して 叶 ひ 難し、 此處の 汀に 

かたき や さき  け ふ 

寄らん とすれば、 敵 箭鋒を 揃へ て 待ち 懸けたり。 源平の 國爭 ひ、 今日 を 限りと ぞ見 

えたり ける。 

つ はもの ども  すゐ しめかん どり ども 

去 程に 源氏の 兵 共、 平家の 船に 乘り 移りければ、 水 主檝取 共、 或 ひ は 射殺され、 

或 ひ は 斬り 殺されて、 船 を 直す に 及ばず、 船底に 皆 倒れ伏しに けり。 新 中納言 知盛ノ 
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卿、 小船に 乘 つて、 急ぎ 御所の 御船へ 參らせ 給 ひて、 世の中 は 今 はかう と覺ぇ 候。 

さ う ぬぐ  とも 

見苦しき 物 をば、 皆 海へ 入れて、 船の 掃除 召され 候へ とて、 掠き 拭 ひ 塵 拾 はせ、 艫 

へ  ま I  いくさ やう 

舳に 走り 廻って、 手づ から 掃除し 給 ひけり。 女房 達、 や、 中納言 殿、 軍の 樣は 如何 

ぁプま 一と こ 

にや 如何にと 問 ひ 給へば、 只今 珍ら しき 吾妻 男 を こそ、 御覽ぜ られ候 はん ずらめ と 

なんて ふ  をめ  ^ 

て、 から/ \ と 笑 はれければ、 何條 只今の 戲れぞ やとて、 聲々 に 喚き 叫び 給 ひけり。 

にぶい ろ  ふたつぎ 5! か.， つ  ％ ば 

二位 殿 は 日頃より、 思 ひ 設け 給へ る 事 なれば. 鈍色の 二 衣 打 被き、 練 袴の 傍 高く 

しんに 

取り、 神璽 を 脇に 挾み 寶劎を 腰に さし、 主上 を 抱き 參ら せて、 我れ は 女な りと も、 

かたさ  し 5 しゃう. A ん とも  ん， こころざし 

敵の 手に は 掛かる まじ、 主上の 御供に 參る なり。 御 志 田、 5 ひ 給 はん 人々 は、 急ぎ 續き 

給へ やとて、 靜々 と舷 へぞ、 歩み 出 でられけ る。 

こ とし  おはし ま  .； ^ん とし  ,  おん * たち 

主上 今年 は 八 歳に ぞ 成らせ 御座す。 御 年の 程より 遙 かに、 ねび させ 給 ひて 御貌 

いっく  あた リ  ネ％ん ぐし  -;^ ん せ な 力 

嚴 しう、 傍 も 照り 耀 くば かりなり。 御 髮黑ぅ ゆら 7\ と、 御 背中 過ぎさせ 給 ひけり。 

おん ありさま  あ まぜ  つち 

主上 あきれた る 御有樣 にて、 抑" 尼 前 我れ をば 何 地 へ 具して 行かん と はする ぞと 仰せ 

いとけ な 

ければ、 二位 殿 幼き 君に 向 ひ參ら せ、 淚を はらく と 流いて、 君 は 未だ 知ろし召さ 


第 十六 分 段の 荒き^ 


リ なる 参に 供御の 上 主 


.  二八 二 

ある * 一 

れさ ^ず や。 お。 世の 十善戒 行の、 御 力に よって、 今 萬乘の 主と は 生まれさせ 給へ ど 

も、 惡緣に 引かれて、 御 運 旣に盡 きさせ 給 ひ 侍 ひぬ。 先づ 東に 向 はせ 給 ひて、 伊勢 

大神 i 呂に啣 申させ t 座し、 其の後 西に 向 はせ 給 ひて、 西方 淨 土の 来迎に 預 らんと 

誓 はせ ill して、 御念 佛侍 ふべ し。 此の 國は 粟散邊 土と 申して、 物憂き 境に て 侍 ふ 

あの 皮の 下に こそ、 極樂淨 土と て、 目出度き 都の 侍 ふそれ へ 具し 參らせ 侍 ふそと、 

樣々 に 慰め 參ら せし かば、 山鳩 色の 御衣に、 鬢づら 結 はせ 給 ひて、 御淚に 溺れ、 小 

さう 美しき 御手 を 合 はせ、 先づ 東に 向 はせ 給 ひて、 伊勢大神宮 正 八幡宮に、 御 暇 申 

させ" fSH し、 其の後 西に 向 はせ 給 ひて、 御念 佛 ありし かば、 二位 殿 やがて 抱き 參ら 

きて、 波の 底に も 都の 侍ふぞ と、 慰め 參ら せて、 千尋の 底に ぞ 沈み 給 ふ 悲しき かな 

ふんだん  、 1 .?>  > 

や、 常の 春の 風、 忽ちに 花の 御 姿 を 散らし、 痛ましき 哉 分 段の 荒き 波 玉 體を沈 

— わ、  す t  、  . ^ノぅ  とざし 

め 奉る。 殿 をば 長生と 名 づけて、 長き 栖を 定め、 門 をば 不老と 號 して 老いせ ぬ關 

と は 書き たれ ども、 未だ 十 歳の 內 にして、 底の 水 屑と ならせお はします。 十 善 帝位 

の 御 果報、 申す も 中々 愚かな り。 雲上の 龍 降って、 海底の 魚と なり 給 ふ。 大 梵高臺 


の閣の 上、 釋提喜 見の 宮の 內、 古 は槐門 棘路の 間に 九族 を 靡かし、 今 は 舟の 波の 

した  おんみ 

- 下にて、 御身 を 一時に 亡ぼし 給 ふこ そ 悲し けれ。 

語釋 「判官」 は九郞 義經- 大臣 殿 は平宗 盛。 〇 急 度 勘へ 申せ。 急 度 は 「ちょっと」、 「急いで」、 「しっかり」 の 三義を 

兼ねた 詞。 「きっと」 に 「急いで」 の 意味の ある 事 は、 流布本に 「きっと 立ち寄り 給へ」 と ある 所 を、 長 門 本に 「急 ざ 立 

ち 寄り 給へ」 と あるので，， >  察せられる。 案す るに、 急ぐ 意味から は 「急-度」 と 書き、 嚴 重に 必 すと いふ 意味から は 「4^ 

度」 と 書く やうに なった ので あら 、フ。 「勘へ」 は 『易』 なり、 其の 他の 卜筮 書の 本文に 合 はせ て 勘考せ よと いふ 事： 〇 

はみ 歸り、 はみ 通り。 八 坂 本に は、 此の 吉凶の 關 係 を 逆 まにして、 

此の 海 鹿 はみ 通り 候 は >、 源氏 悉く 亡び 候 ひなんす、 又はみ 歸ら. か、 . ^方の iss.ii^ い I ^わ.！ ^^Ik^ で. &。 

と 書いて ある。 どうい ふ 理由で、 かう 書いた のか 解らない が、 察する に、 豚が 若し 泳ぎ もどれば、 平家に はま だ 

惡魚を 恐れ 返 かしめ る烕 力が あるので、 勝利の 兆で あると 見る か、 或 ひ は、 海豚が 船底 を 潜って 源 向って 行く 

の は、 無心の 動物 もま だ 平家 を 見捨てぬ 瑞 相で， 勝 軍の 前表 だと 見る かの 相違で あらう。 〇 世の中 は 今 はかう とぞ 

見えし。 海豚の 前兆で も わかる 如く、 もう 此の 通り、 平家の 運命 もこれ まで だとい ふ 事。 〇^ 能め を 斬って 捨 つべ 
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かりつ る もの をと。 前章で、 知 盛が 重 能 を 斬らう としたが、 宗 盛に 支 へられて 控 へた 故に、 云った ので ある。 〇 心 

かレこ  きレ  こ こ 

憎さに。 立派な 街 船 をば、 あれ こそ 大將 軍の 乘船 よと、 重んじ 床しみ て 攻める とい ふ^。 〇 彼處の 岸に- 此處の 汀 

に 云々。 私 は 初め 此處の 意味 をば、 これ は 作者の 好い加減な 文飾で、 同じ 中國 側の： S 岸で、 あっちの 岸、 こっちの 

汀と、 かう 云つ. U ので あらう と 思って ゐ たが、 二三 度 壇の 5^ に 遊んで、 實境を 見て、 其の 誤りなる 事 を 知った.) 此 

の 時の 形勢 は、 義經は 瀨戶內 海 を、 柬の 方から 西へ/、 と 平家 を 追 ひつめ て 来る、 範賴の 軍 は 陸路 を 先 廻りして 下 

の 關長府 の 海岸に 待って ゐる、 かくして 平家 は 山陽 道 方面で は 海陸 兩 方の 逃 ゆ 路を斷 たれた が、 それならば、 海峽 

を 突 切って、 九州へ 遁れ るかと いふと、 そこに は 名高い 早 潮、 一時 問 八 浬 を 流れる とい ふ 日本 第二の 急 潮が 押し 隔 

て、 ゐて、 それ も 叶 はぬ、 とい ふ 絕體絕 命の 場合で、 ち 「此處 の 汀」 と は中國 下の 關惻の 岸の 事、 「彼處 の 岸」 と は 

九州 門 司 側の 瀋の 事に 相違ない。 前に も 引いた^ 曲の 「大原 御幸」 に、  - 

のぼ レほ さ 

ま 摩が たへ や 落さん と 申し、 折節、 上り 潮に 支 へられ、 今 はかうよ と 見えし に、 

と 書いて あるの は、 此の 消息 を 寫し出 だした ので ある。 〇 船 を 直す に 及ばす。 船の 操縱の 意に 任せぬ 事。 「及ばす」 

は 今の 俗語の 意味と は 違 ひ、 「力 及ばぬ 事」 卽ち 「能 はす」 とい ふ 事で ある。 〇 只今 珍ら しき 吾妻 男 を こそ。 「sr 男 

に 京女」 と 云って、 東國が 男の 本場に なって 居る その 男と いふ 事。 「今迄 は 遠く 噂に のみ 聞いて ゐた 東男 を、 もう 間 

近に 見られます るぞ、 いや、 御樂み 様な 事で。」 とい ふ 皮肉の 洒落で、 眞意は 「もうす ぐ 無骨な 田舎侍が やって 來ま 

うらう へ 

す ぞ。」 とい ふの を 反對に 云った ので ある。 〇 二位 殿。 淸 盛の 妻 時 子。 此の 御 入水の 事が、 『吾妻 鏡』 に は、 「及 一, 午 剋,； 


平民 終 敗倾。 二 品 禪尼持 一 1 寳劍： 按察局 舉レ抱 U 先帝" 共以沒 一一 海底？」 とあって、 幼 帝 を 抱き 奉った のが、 按 察の 3i と 一 

なって 居る。 察する に、 大雜沓 の 間に 於け る 此の 大悲慘 寧が、 見る目、 語る 人に よって、 まち/.、 に傳 へられた の 

であらう。 而 して 家』 の 作者 は、 事實と 信す る 其の 中の 一 つに 據っ たか、 或 ひ は 多くの 所 傅の 中 最，， > 興味 あり 

と考 へたの を 取った ので あらう。 或 ひ は 神器 拜帶、 幼 帝 奉 擁のニ 事 を、 淸 盛の 妻、 幼 帝の 祖母 11?^ たる 二位 尼に 兼ね 一 

させる 事 を、 最も 意義深く、 最も 劇的で あると 考 へて、 恋 像の 筆 を 掷 つたので も あらう。 『平家』 全體. か 此の様な 心 

にぶ いろ ふたつ  >」 ぬ 

理で 書かれた ので、 必す しも 事實の 正確 を 期した ので はない ので ある。 〇 鈍色の 二 衣 C 鈍色 は靑 花に 墨 を 加へ たの; 

ふ- U つ V ぬ  いつ * ぎね  かづ  一 

で、 「にび 色」 ともい ふ。 蒲黑ぃ 色の 喪服。 二 衣 は 二 枚が さねの こと。 五 枚 重ね を 五 衣と いふと 同じ ij^。 〇 お 被き。 一 

頭から かぶる やうに した こと.^ 〇 練挎。 練紹の 袴。 〇 御 志 思 ひ 給 はん。 ぼんやりした 詞 であるが、 A ら 重んじて 侮 

辱 を 受けない 志の ある 人と いふ 事で、 殉死の 覺悟 ある 人々 とい ふ 意 を 現 はした ので あらう" 〇 ねび させ 袷 ひ、」 〔やよ 

り ませて ふけて 居られる 事。 「長 門 本」 に は 「くま ませ 給 ひ」 と 書いて ある。 〇 いつくしう。 しさと-; S 嚴な 立派 さと 

を 兼ねた 心。 〇 尼 前。 ァ マ セと 澄んで 讚んで 居る。 尼 御前の 轉訛。 〇 十 苦戒行 云々。 前世に 不 殺生、 不 偸盗、 不 M 

淫、 不 妄語、 不綺 語、 不惡 口、 不兩 舌、 不贪 欲、 不瞋 不邪 3- の 十 善 をよ く 行った 結^、 今生で 帝王に 生まれた j 

とい ふ 事。 〇 来迎に 預 らんと 誓 はせ。 「佛 様に 向って、 どうぞ 西方 淨 土に 御迎へ 下さい、 と 御 願 ひなさい OJ とい ふ 一 

事で あるが、 救って 買 ふのに、 此方で 誓 ふとい ふの は 一 寸を かしい C 察する に 是れは 多分 阿彌陀 様が、 どんな 事 を 一 

しても 必す 衆生 を 救って やる と 云って、 謂 は ゆる 四十 八 種の 誓願まで 立て、 居られる の だから、 その 怫樣の 御 誓に： 
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附け 込んで、 どうぞ 私 を も 御 救 ひ 下されと 御 願 ひなさい、 とい ふ 意味で あらう。 〇 粟散邊 土。 日本 は大 世界の 端ッ 

ぺ たに 粟粒の 散らばって ゐる やうな 小國 だとい ふ 事。 榜厳經 の 文句 を 取った ので ある。 〇 山鳩 色の 御衣。 靑ぃ 色の 

きく ぢん 

御衣で、 纏塵 の 御 砲と もい ふ もの。 〇 御淚に 溺れ、 小さう 美しき 御手 を 合 はせ。 御顔が 淚 一 ぱいに なった こと を、 

顔が 淚に 溺れた やう だと 形容した ので ある。 淚ー ぱいの 御顔 をして、 小さい 紅葉の やうな 御手 を、 殊勝 氣に合 はせ 

られ. 泣きじゃくり をし つ、、 東に 西に 向か はせられ て は、 天照大神 樣！ 南無 阿彌 陀怫！ と 祈らせら る、 卸 姿、 

手に 取る やうで、 實 によく 書いて ある。 〇 千 tSt は チイ 口と 讀み、 殿 は テン、 號は カウと 1 んで讀 む。 〇 分. IS の fif- き 

波。 衆生が 前世に 行爲 した 業の 善惡 如何によ つて、 今生に 受ける 果報に 分別 段階の ある 事。 卽ち因 el- 應 報の 理の支 

配 は、 王者と 雖も れ ぬと いふ 意で、 それ を； S 波が 誰れ 彼れ の 差別な く 人 を溺ら すのに 譬 へたので ある。 〇 底の 水 

屑。 海底の 水 屑、 水底の 藻屑と いふの を 略した ので ある。 〇 「大梵 高臺」 は大梵 王の 住む 宮殿、 「釋提喜見」は1!レ^.^;ん 

の 住む 所で、 共に 觸目 悉く 人 を 喜ばす とい ふ 美しい 宮殿。 〇 槐門 棘路。 支那の 昔， 周の 代に、 朝廷 正殿の 眞 中なる 

三 公の 坐 所の 前に は 三本の 槐を植 ゑ、 左右なる 卿、 大夫、 公侯 伯 子 男な どの 座の 前に は、 九 株の 棘を植 ゑた とい ふ 

所から 來 たので、 大臣 家、 公卿 殿上人 達と いふ 事。 〇 九族 を 靡かし。 九族 は 高祖父、  > 祖父、 祖父、 父、 己、 子、 

孫、 曾孫、 玄孫の こと。 「靡かし」 は權 力に よって 風靡した とい ふ 意味で はなく- 我が 一族 を lot 廷にぞ ろり と 棚引か 

せ拉列 させた とい ふ、 得意 榮 華の 光景 をい ふので あらう。 


ミ 

『太平 記』 から 立ち 還って 『平家』 に來 ると、 またす ッか， り活き 返って、 胸の 高鳴、 りする のを覺 える。 

文章が うまい からば か， りで はない、 作者の 筆に 心が 這 入， り、 作者の 同情が すッ か， 9 文字の 間にし み 込 

んで、 寫 された 光景が、 一 々命 を 持って 吾々 の 心に 迫って 來 るからで ある。 此處も大體は^？^^；の起こ 

つた 通り、 順序 を 追うて 害いた ので、 詳略も 宜しき に 叶って、 いかにも よく 出 來てゐ るが、 殊に 二位 

の 尼が 神器 を 帶び幼 帝 を 擁して 船 上に 立った 所から、 幼き 帝 を 慰め 參ら せつ、 海中に 投ャる 所、 投じ 

て 後に、 「悲しき かな や 無常の 春の 風」 の、 無 韻の 哀歌の 起こる 所な ど は、 K に息づ まるば か， りの 感興 

=悲 しさと、 恐ろし さと、 淋しい 諦めと、 造化の 攝理の 前に 俯伏す る 低頭 感と、 共の 間に 通じて 凡て 

を 包む、 何とも 云 はれぬ 奥床しい 淨 光明との 融和した 言語 道斷の 感興 =を覺 えさせる。 此の先 帝の 御 

入水 は、 八 歲の幼 帝の 崩御で あり、 神器の 冒濱 であり、 平家の 滅亡で あ， 9、 同時に 平安朝 四百 年に 榮 

えた 公卿 文明の 「おさらば」 であるが、 折も折に、 此の 我が 國 未曾有の 大 悲劇に 對 する、 國 民が 斷 腸の 

哀歌と して、 王者 も 天命に 敵し かねる 事 を 歌った、 「無常 春風」、 「分 段 荒波」 の 二十 數 句が、 海底から、 

天上から、 世界 を蔽 うて 起こって 來た のかと 忍 ふと、 我々 は 唯 だもう、 大きい 時代の 魂 其の物が、 平 
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家の 作者の 心 を 動かし、 彼れ の 筆に 宿って、 此の 作 を 成さ しめたので はない かと 思 ふので ある。 

『平家物語』 に對 する 解釋 批評 はこ、 にと めて、 私 は 次ぎに 『太平 記』 に 移， りたい と 思 ふ。 尙ほ 序な 

がら、 右の 一章の 中、 「二位 殿 は 日頃よ， り」 から 「申す もなか-, 愚かな， り」 までの 十數行 は、 琵琶の 名 

家、 故 館 山 漸之進 氏の 家に 傳 はる 譜 本に よって、 その ま、 句讀を 打った ので ある。 

もと あさ 

第 十七 太平 記の 基 味と 時代 

『太平 記』 は、 後醍醐 天皇の 御卽 位に 筆 を 起こして、 北條 氏の 滅亡、 建武の 中與、 及び 南北朝 爭亂の 

顚 末を寫 した もので、 『平家』 と 同じく 半 歷史、 半小說 の文學 である。 四十 卷の 長篇 で、 小島 法 印の 作 

と稱 せられ、 而し てまた 兒島 高德が 遁世 後の 筆ではなかった かと も 疑 はれて 居る。 

私 は 前に 『夏山 雜談』 など を 引いて、 『太平 記』 に對 して 氣の 毒な 批評 をした が、 しかし 『太平 記』 に は 

また『太平記』特得の趣^^.-價値とがぁる。. 唯だそれが『平家』に比べて、 遺慽 ながら 非文學 的、 非情 味 

的の ものであるが、 しかしながら それ は 時代の 影響と 作者の 性格と から 來た 自然の 結果で、 據 ろない 

事であった ので あもう。 


試みに、 吾等の 家に 於け る 父子 繼 承の 消息 を考 へて 見る に， 子 は 父のお もなる 遺產を 受け 繼 いで、 

それに 我が 勞 作の 結果 を 加へ るで あらう。 其の 子 はまた 父祖のお もなる 遺産 を 受け 繼 いで、 それに 我 

が勞 作の 結果 を 加へ るで あらう。 かくして 祖父より 父に、 父より 子に、 子よ， り 孫に、 傅へ るので ある 

が、 其の 間に 於いて、 遠き 者よ. > 受ける 影響が 次第に 少なくな つて、 例へば 孫の 祖父から 受ける 影響 

が、 父が 父から 受けた 影響に 比して、 遙 かに 少なくな るの は、 自然の 數 である。 『平家物語』 は 王朝 文 

學の 子で ある。 『太平 記』 は 『平家』 の 子で、 王朝 文學の 孫で ある。 『平家』 は 四百 年の 洗 鍊を經 た 平 

安 朝の 文學 から、 風雅 幽玄の 要素 を 直接に 多量に 受け入れて，、 之れ に 加 ふるに 新時代の 新たに 培 ひ 得 

た 剛健 勇壯の 要素 を 以てした。 かくして 其の 中には、 公卿 道と 武士道、 優柔 性と 武骨 性、 女性 味と 男 

性 味、 雅言 格と 俗言 格 等、 いろくの 要素が 自然に 混入して、 こ、 に複雜 にして 調和の ある、 何とも 

云 はれぬ 渾然たる 趣味の 成立 を 見た ので ある。 加 ふるに 『平家』 に は、 王朝 四百 年の 平和に 馴れた 國民 

が、 保 元 平 治 以来の 打ち 續く 戰亂 と、 驚 心 S 魄の 悲劇と に目覺 まされた 無常 必衰の 哀感が 沁み 入って、 

しま 

其の 文章に、 甚深 微妙の 締， りと， 落着きと、 讀者を 誘 ひ 入れる 同情 素と を與 へて I;S る。 『平家』 は 斯様 

な 時代に 出で、 かやうな 時代の 子の 筆に 成った ので、 自然に あの やうな 作が 出来た ので あるが、 『太 

平 記』 の 事情 は 全く 之れ と 違って ゐた。 『太平 記』 は、 其の 祖父に あたる 遠い 時代の 平安朝から、 風雅 
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な 文學の 影響 を 受ける ことが 少なかった。 而 して 專ら 『平家』、 『盛衰 記』 等の 軍記に 據 つて、 戰爭ゃ 政 

爭 本位の 男性的 a 引 を 叙した ので、 其の 結果 はおの づ から、 武骨な 單 調な ものと なった が、 殊に 『太 

平 記』 をして 非文學 的、 非情 味 的たら しめた もの は、 其の 道德 的、 知識 的なる 實 際の 空 氣 であった。 

『平家』 時代が 平和 期から 戰爭 期に 移る 慘擔 たる 光景に よって 極度の 哀傷 を 感じ、 而 して 『平家』 が 其の 

哀感 を 叙す る 事に よって、 底 深き 落着きと 同情 素と を備へ 得た のに 反し、 『太平 記』 時代 は戰亂 に飽ぃ 

て 平和 を 求め、 鎌 倉の 政治に 飽 いて 建て直され たる 新政 を 求め、 皇家も 公卿 も 武家 も、 皆 此の 種の 實 

際 的 理想に 燃えて、 懸命の 努力 を續 けて ゐた。 かやうな 時代に 出で、 かやうな 時代の 子の 手に 成った 

『太平 記』 が實際 本位と な、 り、 知識 的、 道義 的と な， り、 武骨に な、 り、 單調 になった の は、 極めて 自然の 

事で ある。 而 して かやうな 方面に 力瘤を入れた 結果が、 一種の 理想 宣傳 とな， り、 智謀 奇計の 說明 とな 

，り、 文章の 表面 粉飾に 傾く やうに なった の は、 また 餘儀 もな き 事と いはねば ならぬ。 

要するに、 『太平 記』 の 最もお もなる 特色 は、 第一 に は、 當 時の 國 民が 生死 を 賭して 新しい 理想に 邁 

進した 心 持 を 書いた 所に ある。 第二に は 智謀 奇計と 誇張と を 本位と する 戰爭の 細かな 描寫 にある。 第 

三に は 心を寫 さすして 事を寫 さう とした 所に ある。 言ひ換 へれば 道義 的、 知識 的、 事件 本位、 文章 本 

位に なった 所、 これが 『太平 記』 の 長所に して 同時に 短所と いふべき であらう。 


第 十八 七生まで 唯 だ 同じ 人 H^, , 


私 は 先き に 『平家』 の 「入道 逝去」 に 取り合よ  0 

し。 私よ 义代 良め ぽ&: 考 r  , ぁノ  —せ 一 _ ーナ 平？』 第一の 敵役、 足 利 尊 氏 逝去の 一章 を 引い 

-南 U 第 i 大 I を I して、 此の 作の 特色 拿 短に § す I め、 f 

，南朝 第一の i にして、 作者の 最も i と 同情と を 寄せた 摘 正 成 討死の 一章 を 引いて f。 


？ W 1*11 》、  たて はき 

朴.^ 官正成 舍弟帶 刀 正季に 向って 申し ナる ま、 ま」 t 麦 A 一 ま ダニ、  U た 

,Li。  、7 まほし？ r  i  I  後 を つて 御 方 は陣を 隔て 

力！  く は 5?^ おぬ 所と 覺ゅ るぞ。 、 ざゃ&ゴムリ 、、 r^rt- - 1 ,s、  f うしろ 

そ レさゃ先っ矿なる敵をー散らし追ひ捲って、 

る.^.^にロ#はんと申しナれ、ま、 E,46 、う、、 :c どう，. 

ご、，.，..， つか , ^は 正 季妖" る 〈く覺 え 候と 同じで、 七 百 餘騎を 前後 て 

「 リ 勢の 中へ 懸け 入り ナる。 £每 頁へ？ 1=^1., き  >  つ， V "の， どゝ 

也と g ナれ. ま、 ？め； ：1 慶) の 兵 共 菊 水の 婉 直て、 よき 敵 

i ス r は— f めて 之れ を 討たん とし けれども- 正 成 正季、 東より 西へ ず 

て 通り 北より 南へ 追 ひ 靡け、 よき 敵と 見る をば 馳 I ベて、 0ih 
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あ  ひとたち  な. - た， ひ 

取り、 合 はぬ 敵と 思 ふ をば、 一太 刀 打って 懸け 散らす。 正 成と 正季 と、 七 度合 ひて 

七 度 分かる。 其の 心 偏に 左 馬頭に 近づき、 組んで 討たん と 思 ふに あり。 遂に 左 馬頭 

の 五十 萬騎、 楠が 七 百 餘騎に 懸け 靡 けられて、 又須 磨の 上野の 方へ ぞ 引返しけ る。 

たぐ 上し  ひ， つめ 

直義 朝臣の 乘られ たりけ る 馬、 矢 尻 を 蹄に 踏み 立て、、 右の 足 を 引きけ る 間 楠が 

勢に 追 ひ 攻められて、 巳に 討 たれ 給 ひぬ と 見えけ る 所に、 藥師寺 十 郞次郞 唯 だ 一 騎、 

はすい 十つ  >- み  こ なぎなた 

蓮^の 堤に て 返し 合 はせ て、 馬より 飛んで おり、 二 尺 五 寸の小 長刀の 石 突 を 取り 延 

ひ &く  • ひ  ひさ まばし 

ベて、 懸かる 敵の 馬の 平 頸、 むな が ひの 引 廻、 切って は颜ね 倒し はね 倒し、 七八騎 

が 程 切って 落しけ る 其の 間に、 直 義は馬 を 乘り替 へて、 遙 かに 落ち延び 給 ひけり。 

ぉクた  あらて 

左 馬頭 楠に 追 立てられて 引き 退く を、 將軍 (尊 氏) 見 給 ひて、 新手 を 入れ 替 へて、 直 

き ら  い しだう  かう 

義 討た すなと 下知せられ ければ、 吉良、 石 堂、 高、 上 杉の 人々 六 千餘騎 にて、 湊河 

あと 

の 東へ 懸け 出で て、 跡 を 切らん とぞ 取り 卷き ける。 正 成 正季又 取って返して 此の 勢 

ころ  みと さ 

にか、 り、 懸けて は 打 違へ て 殺し、 懸け 入って は 組んで 落ち、 三時が 間に 十六 度 ま 

あ と 

で鬪 ひける に、 其の 勢 次第々々 に 滅びて、 後 は 僅かに 七十 三 騎にぞ 成りに ける。 此 


全 大記平 太 m^i  m 


第 十八 七生まで 唯 だ 同じ 人間に  二 九 三 


二 九 四 

の 勢 にても 打破って 落ちば 落つ ベ かりけ る を、 楠 京 を 出で しょり、 世の中の 事 今 は 

是れ 迄と 思 ふ 所存 ありければ、 一足 も 引かず 戰 つて、 機 巳に 疲れければ、 湊 河の 北 

に當 たって、 在家の 一村 ありけ る 中へ 走り 入って、 腹 を 切らん 爲 めに、 鎧を脫 い、 て 

其の 身 を 見る に、 斬疵 十一 箇所 迄ぞ賓 ひたりけ る。 此の 外 七十 二人の 者 共 も、 皆 五 

箇所 三 箇所の 疵を 被らぬ 者 はな かりけ り。 楠が 一族 十三 人、 手の者 六十 餘人、 六 間 

の 客殿に 二 行に S 居て、 念 佛十返 計り 同音に 唱へ て、 一 度に 腹をぞ 切ったり ける。 

正 成 座 上に 居つ \ 舍 弟の 正季に 向って、 抑" 最期の 一念に よって、 善 惡の生 を 引 

くと いへ り。 九界の 間に 何 か 御 逢の 願 ひなる と 問 ひければ、 正季 からく と 打 笑 ひ 

て、 七生 ま、 て 唯 だ 同じ 人間に 生まれて、 朝敵 を 滅ぼさば やと こそ 存じ 候へ と 申しけ 

れば、 正 成よ に 嬉しげ なる 氣色 にて、 罪業 深き 惡念 なれ ども、 我れ も 斯樣に 思 ふ 也。 

いざさら ば 同じく 生を替 へて、 此の 本懷を 達せん と 契って、 兄弟 共に 刺し 違へ て、 

同じ 枕に 伏しに けり。 ：：： 抑.^ 元 弘以來 、恭 くも 此の 君に 憑 まれ まゐら せて、 忠を致 

し 功に 誇る 者 幾千 萬ぞ や。 然れ ども 此の 亂又 出て 來て 後、 仁 を 知らぬ 者 は、 朝恩 を 


し 上く  ，<; さみ 

捨て、 ® に屬 し、 勇な き 者 は 苟も 死 を 免れん とて 刑戮に あ ひ、 智 なき 者 は 時の 變を 

- 辨ぜ ずして 道に 違 ふ 事の みあり しに、 智仁 勇の 三德を 兼ねて、 死 を 善道に 守る は、 

古より 今に 至る まで、 正 成 ほどの 者 は 未だ 無 かりつ るに、 兄弟 共に 自害し ける こそ、 

げきしんよ こし  しる ン 

聖主 再び 國を失 ひて、 逆臣 横 まに 威 を 振 ふべき、 其の 前表の 驗 なれ。 

いかにも 張， り 切った 力の 文章で ある。 吾々 は 之れ を 請んで、 先づ 文章の 氣魄に 打 たれる。 吾々 は此 

の 勢 強き 文章に 導かれて、 先づ 楠が 七 百餘騎 と共に 左 馬  1® 直義が 五十 萬 騎に感 け 向 ふで あらう。 七 度 

も 合 ひつ 分かれつ して、 S 圍を 切. り 開き 切り開き、 敵將を 目が けて B け 進む であらう。 f 二お、 十六 度 

の戰も 其の 甲斐な く、 七十 三騎に 討ち 減らされて、 在家の 客殿に e 竝んで 無念の 腹 を 切る であらう。 

而 して 義憤の 兄弟が、 「七生 人間」 の 誓 を 言 ひ 交 はして 刺し 違 へ る 光景 を- れ F に 描きつ /-、 此の 三徳 兼 

備 の？^ 將の戰 死によ る 聖代の 御行 末を豫 想して 長大息す るで あらう。 『太-平 記』 の 文章 は、 に 息 もつ 

力せ ぬ 文章で ある。 赏狀 實景を 目の あた， りに 見せて 手に 汗 を 握らせる 文章で ある。 一 種の 强ぃ魂 を 吹 
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き 込んで 士氣 を鍛へ 成す 文章で ある。 凡そ 是 等の 點に 於いて、 『太平 記』 は 古今の 國文學 中の 最上 位 を 

占むべき ものであるが、 惜しい かな、 そこに 微妙な 心の 潤 ひの 味がない.^ 『平家』 の 持って ゐる 様な、 

細み、 微 けみ、 塞 味、 柔軟 味、 曲折 味、 沈潜 味、 浸透 味がない。 戰を寫 すに 於いて 然り。 死 を寫す 

に於ぃて然h^。 景を寫 すに 於いて 亦然， o。 戀を寫 すに 於いて 亦々 然， りで ある。 - 

讀者は 『平家』 が齋藤 別當實 盛の 悲痛な 討死 を寫 して 後に、 

かばね  » 

朽ち もせぬ 空しき 名のみ 留め置きて、 骸は 越路の 末の 塵と， なるこ そ 哀れ なれ。 

とい ふ、 寂しい 諷諧の 評語 を 下した 事 を 記憶され るで あらう。 また 淸盛 入道が 閟 死を寫 して は、 

のば 

さし も 日本 一 州に、 名 を 揚げ 威 を 振 ひし 人 なれ ども、 身 は 一時の 煙と なって、 都の 空へ 立ち上 

かばね  やすら 

り、 骸は暫 し 徘徊 ひて、 濱の眞 砂に 戯れつ /-、 空しき 土と ぞな， 9 給 ふ。 

とい ひ、 幼 帝の 御 入水 を寫し 奉って は、 

悲しき かな や、 無常の 春の 風、 忽ちに 花の 御 姿 を 散らし、 痛ましき 哉 分 段の 荒き 波、 玉體を 沈め 

てん  すみか  かう 

奉る。 殿 をば 長生と 名 づけて、 長き 栖と 定め、 門 をば 不老と 號 して、 老いせ ぬ 關とは 書き たれ ど 

も、 未だ 十 歲の內 にして、 底の 水 屑と 成らせお はします。 十 善 帝位の 御 果報、 申す もなかく 愚 


と 云 ひつ /-、 命 終の 刻下に 於いて あらゆる 高さ 大きさ を 失った 巨人 貴人が、 大 天地の 前に ひれ 伏し、 

厳かなる 因果の 理法の 裡に吸 ひ 込まれる やうな、 尊い 寂し さ を 兄せ た甚 深味の 評語 を 下した 事 を 記憶 

される であらう。 而 して 是 等の 微妙な 着眼 筆致が 『平家物語』 に對 して、 いかに 床しい 奧 深い 味 は ひ を 

與へ たかを 記憶され るで あらう。 此のく 味 は ひが 『太平 記』 に 無い ので ある。 無いで はない が、 極め 

て 少ない ので ある。 『太平 記』 は 張 肘で 人生に 向った。 而 して 奧 行の 淺ぃ、 平面 的、 知識 的なる 語句と、 

. しゅん 

向自 s の强ぃ 誇張の 修辭 と、 而 して 屢.^ は 旬の 過ぎた 古典の 駢 麗句と を 以て、 之れ を 飾らう とした。 私 は 

『太平 記』 の爲 めに、 實に 之れ を 惜しま ざ る を 得ぬ。 

三 

とにかく 『太平 記』 の 命 は、 壯麗 なる 文 を 構へ て、 偉大なる 魂 を 吹き込む ところに あるが、 之れ に 伴 

ふ 一 つの 弊 はくつ ろぐ 事の ない 緊張に あった。 『太平 記』 は 肘 を 張り 眼を瞋 らして 目的物 を 睨んだ。 而 

な- * たぶ 

して 油斷 のない 智巧 によって 之れ を 現 はさう とした。 七 度合 ひ 七 度 分かれて 敵の 大將 を剌 さんと し、 

七生まで 人間に 生れて 朝敵 を 滅ぼさう とした 楠 公 兄弟の 心 は、 やがて 『太平 記』 の 作者の 人生観で、 同 

時に その 創作 觀で あつたで あらう。 兵 部 卿 宫護良 親王 は 還俗して 鎌 倉 を 滅ぼされた。 世が 一た び 鎮ま 
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つて 後 も、 猶ほ楣 を 作が せ、 厳を砥 がせて、 合戰の 用意 を續 け、 剃 髮染衣 を 促す 勅 に對 しても、 尊 

氏 一人 を 除かぬ 限，.：^ は、 兵 を も 解か じ 三 衣 を も 着け じと 言 はれた。 鎌 倉の 土牢で、 淵邊 伊賀の 刃に 權 

ら せられても、 長く 御膚も 冷えす、 御 目 を も 塞がれなかった と 云 はれる。 親王の 御 心 は、 やがて 『太 

平 記』 の 作者の 創作 觀で あつたで あらう。 作者 は 後醍醐 天皇の 崩御 を寫 してい ふ。 

南朝の 年號延 元三 年 八月 九 曰より、 吉 野の 主上 御 不豫の 御 事 ありけ るが、 次第に 重 

ぜんせい  しるし き ば へんじゃく 

らせ給 ふ。 醫王善 逝の 誓約 も、 祈る に 其の 驗 なく、 奢 婆扁鵲 が靈藥 も、 施す に 其の 

しるし-  あんが ご  i こいた ふ 

驗 おはし まさず 玉體 曰々 に 消えて、 晏駕の 期 遠から じと 見え 給 ひければ、 大 塔の 

忠雲偕 正、 御 枕に 近づき 奉りて、 淚を 抑へ て 申されけ る は、 霧路 山の 花 再び 開く る 

、 はしみ， つ 

春 を 待ち 石淸 水の 流れ 遂に 澄むべき 時 あらば、 さりと も佛神 三寶も 捨て 參ら せら 

る、 事 は、 よも 候 はじと こそ 存じ 候 ひつる に、 御 脈 已に替 はらせ 給 ひて 候 由、 典藥 

頭 驚き 申し 候へば、 今 は 偏に 十 善の 天位 を 捨て、、 三 明の 覺路に 赴かせ 給 ふべき 御 

事 をのみ、 思 召し 定められ 候べ し。 拔も 最後の 一念に 依って、 三界に 生 を 引く と、 

_  ,  ► .  ばん ぜぃ  上ろ， つ 

經 文に 說 かれて 候へば、 萬 歳の 後の 御 事、 萬 叙 慮に 懸かり 候 はん 事 をば、 悉く w せ 


置かれ 候て、 後生 善 所の 望み をのみ、 叙 心に 懸けられ 候べ しと 申された りければ、 

おんい f:j  S  さい し ちん はう きふ わう ゐ  りんみ やうし うじ ふ ず& しゃ 

主上 苦しげ なる 御 息 を ±1 かせ 給 ひて、 妻子 珍寶及 王位、 臨 命 終 時不隨 者、 是 れ如來 

の 金言に して、 平生 朕が 心に ありし 事 なれば、 秦の穆 公が 三 良を埋 み、 始 皇帝の 寶 

玉を隨 へし 事、 一 つも 朕が 心に 取らず。 唯 だ 生々 世々 の 妄念と もなる べき は、 朝敵 

を 悉く 亡ぼして、 四海 を 泰平なら しめんと 思 ふば かりなり。 股卽ち 早世の 後 は、 第 

七の 宮を 天子の 位に 卽け 奉りて、 賢士 忠臣 事を圖 り、 義貞義 助が 忠功を 賞して、 子 

孫 不義の 行なく は、 股肱の 臣 として 天下 を鎭 むべ し。 これ を 思 ふ 故に、 玉 骨 は縱ひ 

南山の 苔に 埋る とも、 魂魄 は 常に 北 闕の天 を 望まん と 思 ふ。 若し 命 を 背き 義を 輕ん 

ぜば、 君 も 繼體の 君に 非ず、 臣も 忠烈の 臣 にあら じと、 委細に 綸言 を 遺されて、 左 

の 御手に 法 華經の 五の 卷を 持たせ 給 ひ、 右の 御手に は 御劎を 按じて、 八月 十六 日の 

丑の刻に、 遂に 崩御 成りに けり。 悲しい かな、 北辰 位高く して 百官 星の 如く ると 

雖も、 九泉の 旅の 路には 供奉 仕る 臣 一人 もな し。 奈何 せん、 南山の 地 僻に して^ 卒 

雲の 如くに 集まる と雖 も、 無常の 敵の 來る をば 禦ぎ 止む る 兵 更にな し。 唯 だ 中流に 
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船 を 覆して 一壺の 浪に漂 ひ、 暗夜に 燈 消えて、 五更の 雨に 向 ふが 如し。 葬 禮の御 f.、 

かねて 遺敕 ありし かば、 御 終焉の 御 形 を 改めず、 棺槨を 厚く し 御座 を 正しう して、 

丄 口野 山の 麓、 藏王 堂の 艮 なる 林の 奥に、 圓丘を 高く 築いて、 北向きに 葬り 奉る。 

片 御手に 法 華 を、 片 御手に 御劍を 按じつ、 御 執着の 崩御 は、 實に すさまじき 御 終焉で、 前なる 護 良 

親王の 御 最期に 對し、 楠 兄弟の 氣 期と 相 對 して、 誠に 此の 君に して 此の 御子 あ， り、 此の 臣 あ...^ とい ふ 

べきで あるが、 此の 人々 の心卽 ち、 『太平 記』 の 作者の 心で、 更に 適切に いふと、 此の 時代に して 此の 

君 も、 此の 親王 も、 此の 忠臣 も、 此の 作 もあった ので あらう。 私 かに 思 ふに、 文學 としての 『太平 記』 

の 命 は、 此の 積極的 活動 性、 たるみな き 緊張 性の 具現した 所に ある、 倒れても やまざる 執着 力 を 現 は 

す爲 めに、 層々 累々 の 花やかな 文 を 行った 所に ある。 但し、 積極的 活動 やた るみな き 緊張 性の 描寫 

は、 如何に 巧みで も、 多く は 一時の 爽快 を感 せしめる だけで、 深い 長い 同情 を惹き 難い もので あ..^、 

消極的なる 哀愁 衰滅の 描寫 は、 人の 心 を 深く 長く 動かし 易い ものであるが、 『太平 記』 が 『平家』 ほどに 

喜ばれぬ 一 つの 原因 は V 此の 一 面に も あるので あらう。  . 

字に、 此の 後醍醐 天皇 崩御に つ：^ く 「悲しい かな、 北辰 位高く して 百官 星の 如く 列る と雖 も、 九泉の 


旅の 路には 供奉 仕る 臣 一人 もな し：：」 の あた， 9 の 文句 は、 その 趣 致に 於いて、 何となく、 『平家』 の 

先帝 御 入水 や、 入道 逝去の 條の 「悲しき かな や、 無常の 春の 風、 忽ちに 花の 御 姿 を 散らし」 や、 「身に 

替は， り 命に 代 はらんと 忠を存 せし、 數 萬の 軍旅 は、 堂上 堂 下に 竝居 たれ ども、 是れは 目に も 見えす、 

力に も か、 はらぬ、 無常の 刹 鬼 をば、 暫時 も戰ひ 返さ や」 とい ふ あた， りの 趣に 似通って 居る。 又 前に 

擧 げた 正 成の 戰 死につ ヾく 文句 は、 神 田 本に は、 

同じく 腹 を かき 切って、 枕 を 合 はせ て ふした， りけ る。 惜しき かな や、 元 弘已來 \| ^くも 君に たのま 

れ 奉って、 忠 をいた し 功に 誇る 者 幾千 萬ぞ や。 

となって ゐて、 殊に 著る しく、 『平家』 の 「先帝 御 入水」 や 「入道 逝去 一につ  いた 文句に 似通った 所が 

ある。 恐らく 『太平 記』 の 作者 は、 『平家』 や 『盛衰 記』 の あの あた， り を 手本と し、 又競爭 者. i も 見て 秋波 

をく れつ、、 其の 意氣 軒昂の 筆 を 行った もので あらう が、 著る しく 似通って は 居， りながら、 文句の 花 

が 勝って 情味の 實の 人に 迫る 所が 少なく、 知的に 目が 詰んで 居る と 同時に、 情 的に 潤 ひの 少ない 傾き 

の あるの は、 どうした もので あらう。 私 は 道義に、 智略に、 事實 に、 文 彩に 重き を 見出だした、 作者 

と 世間と、 時代と が、 三者 相 依， り 相 助けて 此の 顯現 をな した ものであると 考 へる。 
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第 十九 菊 水の 旗 影 

『太平 記』 の 最もお もなる 興味の 一 つで、 作者と 讀者 と共に 神往 した 題材 は、 謀計 本位の 戰爭 記で あ 

る。 左に 其の 方面の 一 例と して、 楠 正 成が 赤 坂の 軍の 一 節 を 引いて 見る。 

まへ  かさぎ のしろ 

遙々 と東國 より 上りた る 大勢 共、 未だ 近 江 國へも 入らざる 前に、 笠 置 城 巳に 落ちけ 

れば、 無念の 事に 念うて、 一人 も 京都へ は 入らず、 或 ひ は 伊賀 伊勢の 山 を經、 或 ひ 

.  よこぎ  たてこも  あかさ かの しろ 

は 宇治 醍醐の 道 を 要って、 楠 兵衞正 成が 楣籠 つたる 赤 坂 城へ ぞ向 ひける。 石 川 河原 

を 打 過ぎ、 城の 有樣を 見やれば、 俄に 描へ たりと 覺 えて、 はか-^ しく 堀 を も ほら 

ず、 僅に * 一重 塗って、 方  一二 町に は 過ぎ じと 覺 えたる 其の 內に、 樽 二三 十が 程搔 

き 並べたり。 これ を 見る 人 毎に、 あな 哀れの 敵の 有樣 や、 此の 城 我等が 片手に 載せ 

て、 投 ぐると も 投げつべし。 あはれ せめて 如何なる 不思議に も、 楠が 一日 こらへ よ 


かし。 分捕 功名して 恩賞に 預 らんと， 思 はぬ 者 こそ 無 かり けれ。 されば 寄 手 三十 萬 

騎の勢 共、 打 寄す ると 均しく、 馬 を蹈み 放ち ふみ 放ち、 堀の 中に 飛び入り、 櫓の 下 

に 立ち S んで、 我れ 前に 打 入らん とぞ爭 ひける。 正 成 は 元 來籌を 帷幄の 中に 運ら し、 

勝つ 事 を 千里の 外に 決せん と、 陳平張 良が 肺肝の 間より 流出せ るが 如きの 者な りけ 

くつき やう  ノ 

れば、 究竟の 射手 を 二百 餘人城 中に 籠め て、 舍 弟の 七 郞と和 田 五郞正 遠と に、 三百 

餘騎を 差 副へ て、 よその 山に ぞ 置きたり ける。 寄 手 はこれ を 思 ひも 寄らず、 心 を 一 

くん  さ S-P し 

片に 取って、 唯 だ 一 揉みに 揉み 落さん と、 同時に 皆 四方の 切 岸の 下に 着いたり ける 

所 を、 櫓の 上、 狹 間の 陰より 指しつ め 引きつめ、 鏃を 揃へ て 射け る 間、 時の 程に 手 

ていたらく いち にちふつ 

負 死人 千餘 人に 及べり。 東 國の勢 共 案に相違して、 いや-^ 此の 城の 爲體、 一日 二 

に は 落つ まじ かりけ る 、そ。 暫 らく 陣々 を 取りて 役所 を 構へ、 手 分 をして 合 戰を致 

せとて、 攻ロを 少し 引き 退き、 馬の 鞍 を！^ し、 物 具を脫 いで、 皆帷 慕の 中に ぞ 休み 

み ^5ろ  、 

居たり ける。 楠 七郞、 和 田 五郞、 遙 かの 山より 直下して、 時刻よ しと 思 ひければ 

三百 餘騎を 二手に 分け、 東西の 山の 木陰より、 菊 水の 旗二旒、 松の 嵐に 吹き 靡かせ、 
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閑に 馬 を 歩ませ、 煙 嵐 を 捲いて 押 寄せたり。 東 國の勢 これ を 見て、 敵 か 味方 かとた 

めら ひ 怪しむ 所に、 三百 餘騎の 勢 共、 兩 方より 吶喊 を咄と 作って、 雲霞の如く にた 

なか  ぎょりん がか  わ 

なびいた る 三十 萬騎が 中へ、 魚麟懸 りに 懸け 入り、 東西南北へ 破って 通り、 四方 八 

まは 

面 を 切って 廻る に、 寄 手の 大勢 あきれて 陣を 成し 兼ねたり。 城 中より 三つの 木戸 を 

" ら  き つ さ さ  ま は 

同時に 諷と排 いて、 二百 餘騎鋒 を S ベて 打って出で、 手 さき を 廻して 散々 に 射る。 

つな 

寄 手 さしもの 大勢 なれ ども、 僅かの 敵に 驚き 騒いで、 或 ひ は 維げ る 馬に 乘 つて、 あ 

ふれ ども 進まず、 或 ひ は 弛せ る 弓に 矢 を はげて、 射ん とすれ ども 射られず、 物 具 一 

し j5 うう 

領に 二三 人取り 附き、 我がよ 人の よと 引き合 ひける 其の 間に、 主 討た るれ ども 從者 

は 知らず、 親 討た るれ ども 子 は 助けず、 蜘の子 を 散らす が 如く、 石 川 河原へ 引き 退 

ノ  とラ 

く。 其の 道 五十 町が 間、 馬 物 具 を 捨てた る 事、 足の 踏み どころ も 無 かりければ、 東 

條 一郡の 者 共 は、 俄に 德附 いて ぞ 見えたり ける。 さしもの 東國 勢、 思 ひの 外に 爲損 

はんだ ならばら へん 

じて、 初 度の 合戰に 負けければ、 楠が 武略 侮りに くしと や 思 ひけん、 吐 田 横原邊 に、 

各.. 打 寄せ たれ ども、 やがて 又 推し 寄せん とは擬 せず、 此に暫 らく 控 へて、 畿內の 案 


ご， つめ  ま は 

內者を 先に 立て、 後攻の なき 樣に、 山 を 刈り 廻し、 家 を 燒き拂 うて、 心安く 城を攻 

ほん ま 

むべき なんど 評定 ありけ る を、 本 間 S 谷の 者 共の 中に、 親 打 たれ 子 討 たれた る 者 多 

かりければ * 命 生きて は 何 かせん、 よしや 我等が 勢ば かりなり とも、 馳せ 向って 討 

死 せんと 憤りけ る 間、 諸人 皆 之れ に勵 まされて、 我れ もくと 馳せ向 ひけり。 

彼の 赤 坂の 城と 申す は、 東 一方 こそ 山 田の 哔重々 に 高く、 少し 難所の 樣 なれ、 三 

方 は 皆 平地に 續 きたる を、 堀 一重に * 一重 塗つ たれば、 如何なる 鬼神が 籠りたり と 

も、 何程の 事が 有るべき と、 寄 手 皆 これ を 侮り、 又 寄す ると 均しく * 堀の 中 切 岸の 

下まで 攻め 附 いて、 逆茂木 を 引きの けて 打って 入らん とし けれと も、 城 中には 音 も 

•  r  , いかさま きの ふ  て.； S ひ  ご， つめ 

せず。 是れは 如何 樣昨 曰の 如く、 手 S 多く 射出 だして 漂ふ處 へ、 後攻の 勢 を 出 だし 

て、 揉み合 はせんず るよ と 心得て、 寄 手 十 萬 餘騎を 分けて * 後の 山へ 指向け て、 殘 

たう ま ちく ゐ 

る 二十 萬 騎稻麻 竹 葦の 如く. 城 を 取り 卷 いて ぞ 攻めたり ける。 斯 かり けれども 城の 

中より は、 矢の 一筋 を も 射出 ださず、 更に 人 ありと も 見え ざり ければ。 寄 手い よい 

よ 氣に乘 つて、 四方の * に 手 を 懸け、 同時に 上り 越えん としけ る處 を、 本より * を 
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二重に 塗って、 外の * をば 切って 落 

す やうに 描へ たりければ、 城の 中よ 

り、 四方の 据 の 釣繩を 一度に 切って 

落したり ける 間、 * に 取り 附 きたる 

寄 手千餘 人、 壓に打 たれた る やうに 

て、 目ば かり はたらく 所 を、 大木 大 

"さ 

石 を 投げ 懸け 投げ 懸け 打ちけ る 間、 

寄 手 又 今日の 軍に も、 七 百餘人 討た 

れ けり。 東 國の勢 共、 兩 曰の 合戰に 

手 懲り をして、 今 は 城 を 攻めん とす 

る 者 一人 もな し。 唯 だ 其の 近 邊に陣 

陣を 取って、 遠 攻めに こそした りけ 


四 五 曰が 程 は斯樣 にて ありけ るが 

あん ぜん 

餘 りに 暗然と して 守り 居た る も 言 ひ 

が ひ  ひ r.- じ やう 

甲斐な し" 方 四 町に だに 足らぬ 平 城 

とラ 

に、 敵 四 五 百 人 籠りた る を、 東八箇 

國の勢 共が 攻め 兼ねて、 遠 攻めした 

る 事の 淺猿 さよなん ど、 後 ま、、 て も 人 

さき <\ 

に 笑 はれん 事 こそ 口惜し けれ。 前々 

は 早り のま、 循 をも衝 かず、 攻 具足 

を も 支度せ で攻 むれば こそ、 そ.. -ろ 

に 人 は 損じ つれ。 今度 は 質を替 へて 

攻 むべ しとて、 面々 に 持楣を はがせ、 

おもて  たやす 

其の 面に いため 皮を當 て、、 輒く打 

たれぬ 樣に栋 へて、 かづき つれて ぞ 

三 〇 七 


三 〇 八 

攻めたり ける。 切 岸の 曹 堀の 深さ 幾程 もなければ、 走り 懸かつ かん 事 は、 

慰安く 覺ぇ けれども、 これ もまた 釣 * にて や あらんと 危 みて、 左右な く * に は 着 力 

ず、 皆 堀のお におり 齠 つて、 熊手 を 懸けて * を 引きけ る 間、 旣に 引き 破られぬ ベう 

昆え ナる處 こ、 城の si り、 一! の  一二 丈長き ひ扭 くに、 熱湯の 沸き返り たる を 酌んで 懸 

^  と キー  た *、  ノ、、  ，  * , 1 

けたり ける 間、 S. との Iktii の はづれ より、 熱湯 身に a つて 燒け 爛れ けれ は 寄 手 

こらへ かねて、 栀も 熊手 も 打 捨て、、 ばつと 引きけ る 見苦し さ、 矢庭に 死ぬ るまで 

こそ 無 けれども、 或 ひ は 手足 を燒 かれて 立ち も あがらず、 或 ひ は 五體を 損じて 病み 

臥す る 者、 二三 百 入に 及べり。 寄 手 難 ーを替 へて 攻 むれば、 城 中 ェを替 へて 防ぎけ る 

間、 今 は も 角 もすべき 檬 なくして、 唯 だ 食 攻めに すべし と、 そ議 せられけ る。 

赏に 威勢よ くす らくと 書いて 居る。 楠が 關東 勢の 裏 を a いて は、 意表に 出で、 機先 を 制しつ"、 

敵を惱 ました やうに、 作者 は讀 者の 心 をつ かんで、 意表に 出で つ、、 其の 先 その 先と 巧みに 興味 を繫 

いで 居る。 面白い、 實に 面白い。 が、 唯 だ 惜し いのは、 描寫に 身に 沁む やうな こッ く， りした 味の 少な 

いこと である。 位、 計略 本位、 花や S 秦 本位で、 S して 耽 味させる 所の 少ない 事で あ" 


終 はり を 急ぐ ので 委しく 說 明す る餘裕 はない が、 此の 戰と 多少 事情の 似通って 居る 『平家』 の戰、 例 

へば 富士川、 燧ケ 城、 一 の 谷、 福 隆寺繩 手 等の 合戰 記と 比較 すれば、 思 ひ 半ばに 過ぎる であらう。 要 

する に 『太平 記』 に は、 事を寫 し、 事の 表面 を 飾らう とした 傾きが ある。 興味に 釣られて、 張子 式に 

膨れ あがった 心情 を、 その ま、 誇張 するとい ふ 傾きが ある。 例へば 「笠 置の 軍」 の 中に、 一人の 大力 

なる 律 僧の 奮鬪 振を寫 して、 

？〉  ii-?,? う ゝ： ト，； r  、 へんさん  ちが  よのつね 、 、 、 、 

本性 房と いふ 大力の 律 偕の ありけ るが、 褊衫の 袖 を 結んで 引き 違へ、 尋常の 人の 百 

ご、.、 、レ、 、 ヽ，、 ぶダ ば， んじ * ぐ 、 、、、、、、、  、、、、、、、、、、  、、、、 

人しても 動かし 難き 大 磐石 を、 輕々 と 脇に 挾み、 鞠の 勢 ひに 引 懸け/、、  二三 十續 

け 打ちに ぞ 投げたり ける。 數 萬の 寄 手、 栀の板 を 微塵に 打碎 かる、 のみに あらず、 

ゝ  す  ひとな だ  つ 

少しも 此の 石に 當 たる 者、 尻 居に 打 居 ゑら れ ければ、 東西の 坂に 人 頹れを 築いて、 

人馬い やが 上に 落ち 重り、 さし も 深き 谷 二つ、 死人に てこ そ 埋めたり けれ。 

とい へ るが 如き は、 此の 作者が 人生 事 實の眞 とい ふ 事に 思 ひ を 致さぬ、 氣輕な 表面的 誇張の 癖 を 著し 

く 見せた ものである。 また 妻 鹿 孫 三郞の 勇力 を寫 して、 

唯 だ 一騎 西 朱 雀 を 指して 引きけ る を、 印具 駿河 守の 勢 五十 餘騎 にて 追 懸けたり、 其 
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1  一二 〇 

の 中に 年の 程 二十ば かりなる 若武者、 たど 一騎 馳せ 寄せて、 引いて 歸り ける 妻 鹿 孫 

三郞に 組まん と 近づいて、 鎧の 袖に 取り 着きけ る 所 を、 孫三郞 これ を 物ともせず、 

-  , , ,  あげ まさ  ちう  さ 

長き 肘 を 差し延べて、 鎧の 總角を 摑んで 中に 提げ、 馬の 上 三 町ば かり ぞ 行きたり け 

る。 此の 武者 然るべき 者に て や あり けん、 あれ 討た すなと て、 五十 餘騎 の乓、 弥に 

附 いて 追 ひける を、 孫三郞 尻目に はった と 睨んで、 敵 も 敵に よる ぞ。 一騎 なれ まと 

て、 我れ に 近づいて あやまちすな。 ほしからば 是れ 取らせん。 gl^ れと 云って、 左 

の 手に 提げた る 鎧 武者 を、 右の 手に 渡して、 えいと 拋 げたり ければ、 跡なる 馬 武者 

六 騎が上 を 投げ 越して、 深 田の 泥の 中へ、 見えぬ 程 こそ 打ちこう だれ。 

といへ るが 如き は、 格別の 誇張で はない が、 其の 描寫が 情味の 伴 はぬ、 事件 本位の 興：^ 中、、  1: なった 

事 を 語る もので あらう。 吾々 は 之れ に 似通った 『平家』 なる 齋藤別 當實盛 や、 薩摩 守忠度 や、 能 登守敎 

經 等の 戰ひ振 や、 人手 玉の 力業の 描寫 と比べて 見て、 特に その 感を 深う する ので ある。 時代が さう で 

ある。 人の 心が さう である。 一代の 興味に 投 する 作者の 筆が、 さうな つたのに 不思議 はない が、 吾々 

力 『太平 記』 について、 言 ふまい と 思へ ど 惜しき 第 一 はこ e である。 


第二 十 太平 記に 於け る 情味の 筆 

『太平 記』 は戰爭 本位、 謀計 本位、 道義 本位、 知識 本位の もので は ある けれども、 折々 は 趣味 を 主と 

して、 景色の 美 や 人情の 哀れ を寫 さう とした 所 も ある。 景色に 人情 を 絡んだ もので は、 列へば 名高い 

俊 基 朝臣の 東 下 の 道行の 如きが、 その 最もよ い 例で あらう。 

J 花の 雪に 踏み迷 ふ、 ：0f の 春の 櫻が り、 g ぎ 錦 あて 歸る、 嵐の 山の 秋の 幕、 

一夜 を 明かす 程 だに も、 旅 宿と なれば 物憂き に、 恩愛の 契り 淺 からぬ、 我がお 一との 

妻子 をば 行方 も 知らず 思 ひお き、 年久しく も 住み 馴れし、 ^,5 の^ I をば、 今 を 

限りと 顧みて、 思 はぬ 旅に 出、 て 給 ふ， 心の中 ぞ 哀れなる。 憂き をばず めぬ 構| の、 

關の淸 水に 袖 濡れて、 末 は 山路 を 打 出の 濱、 沖を遙 かに 見渡せば、 鹽 ならぬ， こ， こ 

が，， 行く、 身 を 浮 舟の 浮き沈み、 駒 もと，：. ろと 踏み鳴らす、 勢 多の 長 橋 打 渡り、 行 

第二 十 太平 記に 於け る i? 味の 筆 
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き 交 ふ 人に 近江路 や、 世 をう ねの 野に 鳴く 鶴 も、 子 を 思 ふかと 哀れな り。 時雨 もい 

こ  しの ば& 

たく 森 山の、 木の 下露に 袖 ぬれて、 風に 露 散る 篠原 や、 德分 くる 道 を 過ぎ行けば、 

鏡の 山 はあり とても、 淚に 曇りて 見え わかず、 物 を 思へば 夜の 間に も、 老 蘇の 森の 

と V-  こき やう  んば さめが ゐ かしば ばら  ふ に 

下草に、 駒 を 止めて 顧みる、 故鄕を 雲ゃ隔 つらん。 番場醒 ケ井柏 原、 不 破の 關屋は 

あった  やつる ざ 

荒れ果てて、 猶ほ 漏る もの は 秋の 雨の、 いっか 我が身の 尾 張なる。 熱 田の 八劍 伏し 

拜み、 潮干に 今や 鳴 海 潟、 傾く 月に 道 見えて、 明けぬ 暮れぬ と 行く 道の、 末 は いづ 

くと 遠 江、 名の 橋の 夕 潮に、 引く 人 もな き捨 小舟、 沈み 果てぬ る 身に しあれば、 

ぃリぁ ひ 

誰れ か 哀れと 夕暮 の、 晚鐄 鳴れば 今 はとて、 池 田の 宿に 着き 給 ふ。 

七 五の 連鎖 を何處 まで も 紫いで 行く ところ は、 『平 治』 や 『平家』 の 準 道行 文に 比して 大分 發達 はして 居 

るが、 同時に わざとら しく、 文字に 使 はれた ところがあって、 景色 も 浮かば や、 また 人の 情 を 誘 ふこ 

んも， りした ところがない。  . 

專ら 人情 を 現 はした ものに は、 新田 義 負が 勾當內 侍に 對 する 戀 物語の 如きが ある。 

か さたの だいこう たうの  っ^れ  とうのた 

中に も、 彼の 北臺 勾當內 侍の 局の 悲み を傳へ 聞く こそ あはれ なれ。 此の 女房 は頭大 


いふ  むすめ  きん をぐ  けいしゃう ると 

夫 行 房の 女に て、 金 尾の 內に粧 を 閉ぢ、 鷄 障の 下に 媚を 深く して、 二八の 春の 頃よ 

り內 侍に 召されて、 君 王の 傍らに 侍り、 羅綺 にだ も堪 へざる 貌は、 春の 風 一片の 花 

を 吹き 殘 すかと 疑 はる。 紅粉 を 事と せる 顏は、 秋の 雲 半 江の 月 を 吐き出 だすに 似た 

せ， っぽう  も グ、 

り。 されば 椒 房の 三十 六宮、 五雲の 漸くに 遶る事 をいた み、 禁 漏の 二十 五聲、 一夜 

の 正さに 長き 事 を 恨む。 去ん ぬる 建武の 始め、 天下 また 亂 れんと せし 時、 新田 左 中 

だ い り  す さ ま  ひや * か 

將 常に 召されて、 內 裏の 御 警護に ぞ侍 はれけ る。 或る 夜 月 冷 じく 風 秋なる に、 この 

をん ぜい 

勾 當の內 侍、 半ば 簾 を 捲き て 琴 を 彈じ給 ひけり。 中將 その 怨聲に 心 引かれて、 覺ぇ 

たす 〔さまよ  A- ぱ  まぎ 

す禁 庭の 月に 立吟ひ あやなく 心 そ，. -ろ にあ こがれて ければ、 唐 垣の 傍に 立ち 紛れ 

て 窺 ひける を、 內侍 見る 人 ありと 物 わびしげ にて、 琴 をば 引かず なんぬ。 夜 痛く 深 

けて、 有 明の 月の 隈なく さし 入りた るに、 たぐ ひまで や はつらから ぬと 打ち 詠め、 

け しさ 

し をれ 伏した る氣 色の、 折らば 落ちぬべき 萩の 露、 拾 は，.^ 消えなん 玉 擦の、 あられよ 

りな ほ あだなれば、 中將 行方 も 知らぬ 道に まよ ひぬ る 心地して、 歸る方 もさ だかな 

らず、 淑景舍 の 傍らに やすら ひかね て 立ち あかす。 朝より 夙に 歸 りても、 幽かな り 
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三 一 四 

.T ャ- 

し 面影の、 まこ、 もとに ある 心 迷 ひに、 世の 態 人の 言 ひか はす 事 も 心の 外 なれば 

あ ま 

、 つと なく、 おき もせず 寢 もせで 夜 を 明かし 日 を 暮らして 若し しるべす る 海人 だ 

にあら ば、 忘れ 草の In ふとい ふ 浦の あたりに も、 尋ね 行きな ましと、 そビ ろに 思 ひ 

沈 r,,^^ ふ。 あまりに せん 方な きま、 に、 媒 すべき 人 を 尋ね 出 だして そよ とば かり 

した をぎ  、  .  - > 

を 知らすべき， 風の たよりの 下 荻の、 穗に 出づる ま、 て はなく ともとて  . 

わが 袖の 淚に 宿る 影と だに 

知 ら、 て 雲井 の 月 やすむらん。 

と； 一水み て 遣 はされ たりければ、 君の 聞 召されん 事 も 憚り ありと て、 よに 哀れげ なる 

|| 化に 見えながら、 手に だに 取らず と、 使歸 りて 語りければ、 中將 いと、.^ 思 ひし を 

ュ して、 ふべき 方な く、 有る を 憑み の 命と も覺 えずな りぬべき を、 何. S 力 奏し けん、 

君 ii ならず 聞 召して、 の わく 方な さに、 思 ひそめけ るも理 なりと、 哀れなる 

事に 思 召されければ、 ii の ilf に 左 中將を 召され、 御酒た ばせ 給 ひける に、 勾當 

の內侍 を、 ま、 此の 盃に附 けて と 、そ 仰せ 出 だされけ る。 左中將 限りなく 恭しと 悅 びて、 


つぎ  う しぐ る ま 

翌の夜 やかて 牛車 さわやかに 仕立て、、 かくと 案內せ させた るに、 內侍 もはや 此の 

年月の 志に、 さそ ふ 水 あらば と 思 ひける にや、 さの み 深け 過ぎぬ 程に、 車の きしる 

音して、 中 門に 轅を 指し 廻せば、 侍兒 一人 二人、 妻戶を さし かくして 驚 破き あへ 

り。 中將は 此の 幾年 を戀ひ 忍んで、 相 逢 ふ 今の 心の中、 優 曇 花の 春 待ち 得た る 心地 

して、 珊瑚の 樹の 上に 陽 臺の夢 長く さめ、 連理の 枝の 頭に 驪 山の 花 自ら 濃 かなり。 

情事の 描寫 では、 作 中 第一と もい ふべき 所で あるが、 まことに 美しく 面白く 書きつ けて ある。 殊に 

漢文で は 『文選』 や 『朗詠 集』 などから、 和文で は 『源氏物語』 や 『伊勢』 や 『土 佐』 などから、 美しい文 句 を 

借， りて 來て 厚化粧 式に 仕立て、 は あるが、 文句が 內容 から 遊離して、 情の こもった 落ちついた 姿が、 

しみぐ と讀む 者の 魂に 迫って 來な いのは、 や は， り 筋 を 本位と し 文飾 を 第 一 義 とした 結果で あらう。 

又 この 邊. 0 に は 旬の 過ぎた 古典の 美辭 麗句が、 なまな か眞 情の 流露 を 妨げた 趣が ある。 

『太平 記』 が 人情 を寫 した 文の 中で 最もす ぐれて 居る の は、 や は， り 小 楠 公が 亡き 父の 首に 泣く 條 など 

であらう。 あの 淚の 光景 を、 流布本に はかう 書いて ある。 

.  ►  ►  てうけ しじつ  ふ •  ひん 

其の後 尊 氏 卿 楠が 首 を 召されて、 朝家 私 日 久しく 相 馴れし 舊 好の 程 も 不便な り、 跡 
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三 I 六 

の 妻子 共、 今一度 空しき 貌を も、 さ こそ 見た く 思 ふらめ とて、 遺跡へ 送られけ る靑 

の 程 こそ 有難 けれ。 楠が 後室、 子息 正 行 これ を 見て、 判官 今度 兵 庫へ 立ちし 時、 樣 

樣 申し 置きし 事 ども 多 かる 上、 今度の 合戰に 必ず 討死すべし とて 正 行 を 留め置き 

しかば、 出で し を 限りの 別 かれな りと は、 豫ね てより 思 ひまう けたる 事 なれ ども、 

貌を 見れば それながら、 目 塞がり 色變 じて、 替 はり 果てた る 首 を 見る に、 悲 みの 心 

胸に 満ちて、 歎きの 淚 せき あへ ず。 今年 十一 歳に 成りけ る帶 刀、 父が 首の 生きたり 

し 時に も 似ぬ 有檬、 母が 歎きの せん 方 も なげなる 樣を 見て、 流る、 淚を 袖に 押へ て、 

持佛 堂の 方へ 行きけ る を、 母 怪しく 思 ひて、 則ち 妻戸の 方より 行きて 見れば、 父が 

兵 庫へ 向 ふ 時、 形見に 留めし 菊 水の 刀 を、 右の 手に 拔き 持ちて、 袴の 腰 を 押し さげ 

て、 自害 を せんと ぞ仕 居たり ける。 母 急ぎ 走り 寄って、 正 行が 小 腕に 取り 附 いて、 

淚を 流して 申しけ る は、 栴檀は 二葉より 芳しと いへ り。 汝を さなく とも 父が 子なら 

ば、 これ 程の 理に迷 ふべ しゃ。 子 心に もよ く 事の 樣を 思うて 見よ かし。 故 判官 

が 兵 庫へ 向 ひし 時、 汝を櫻 井の 宿より 返し 留めし 事 は、 全く 跡 を 弔 はれん 爲 めにあ 


らず、 腹 を 切れと て殘し 置きし にも あらず。 我れ 縱令 運命 盡 きて、 戰 場に 命 を 失 ふ 

とも、 君 いづく にも 御座 有りと 承らば、 死に 殘 りたらん 一 族 若 黨共を も 扶持し 置き、 

今一度 軍 を 起こし、 御 敵 を 滅ぼして、 君 を 御代に も 立て 進ら せよ と 言 ひ 置きし 處な 

り。 其の 遺言 具に 聞きて、 我れ にも 語りし 者が、 何時の 程に 忘れけ るぞ や。 かくて 

は 父が 名 を 失 ひ 果て、 君の 御用に 合 ひま ゐ らせん 事、 有るべし とも 覺 えずと、 泣く 

と らい ばん 

泣く 諫め 留めて、 拔 きたる 刀 を 奪 ひ 取れば、 正 行 腹 を 切り得ず、 禮 盤の 上より 泣き 

倒れ、 母と 共に ぞ 歎きけ る。 其の後より は 正 行、 父の 遺言 母の 敎訓、 心に 染み 肝に 

銘 じつ、、 或る時 は 童 部 共 を 打倒し、 首 を 取る 眞似 をして、 是れは 朝敵の 首 を 取る 

なりと いひ、 或る時 は 竹馬に 鞭を當 て、、 是れは 將軍を 追 懸け 奉る なんどい ひて、 

はかなき 手ず さみに 至る まで も、 唯 だ 此の 事 をのみ 業と せる、 心の中 こそ 恐ろしけ 

ォ 

是れは 前々 の 文と は 違って、 や、 こしい 和漢の 古典の 引用 もな く、 勿體 ぶった 文飾 もない が、 素直 

な 文句の 運びの 中に、 實況が 具現し 眞 情が 流露して、 いかにも よく 出 來てゐ る。 私 は 此の 邊が 『太平 
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己』 -ふ、 ナる 第一 の 名文で あらう かと 思って 居る。 おの づ からにして 道義 的、 知識 的.、 宣傳 的なる 作 

者の 趣意に も 合 ひ、 同時に 文學 的、 情味 的の 一面 を も備へ 得た 最上 位の 文章 だと 思って ゐる。 (私 は此 

の 章の 花形た る 後室 や 正 行の 夫た， り 父た る 楠 公正 成に ついて、 「判官 今度 兵 庫へ 立ちし 時」、 「正 行 を 

か、 め is" いかば」、 「君 を 御代に も 立て まゐら せよ と 言 ひ 置きし 處 なり」 と、 敬語な しの 呼び捨て にし 

ながら、 尊 氏に ついての み、 「楠が 首 を 召されて」、 「遺跡に 送られけ る」、 「將軍 を 追 懸け 奉る」 など 言 

はせ た、 足 利 偏 尊の 筆致 を 快く 思 はない。 また 『太平 記』 の 作者が 諸人 物に 對 する 敬語 使用の 態度に 比 

ベて、 『平家』 の 作者の 敬語の 使 ひ 振 を、 ざすが にえら いと 思って るる 者で ある。 之れ について は 本 

書の 中に も 引用した 俊宽ゃ 木曾義 仲に 對 する 敬語の 加へ 方に ついて 一 考 していた ヾ きたい。) が 是れ 

は 恐らく、 『太平 記』 の 原作者が g 附の初 筆に 達した 境地で は あるまい。 明治の 中頃に 見出だされた 「神 

田 本」 とい ふ 異本に は、 • 此處を 左の 如く 書いて 居る。 

ふ びん 

其の後 尊 氏 卿 正 成が 首 を 取りよ せて、 朝家に 久しく 相 馴れし 舊好も 不便な り 妻子 

共な 「ひ fl^ 空しき 貌をも 見 度う こそ 思 ふらめ とて、 楠が 遺跡へ ぞ 送り 遣 はさる、 情の 

こそ 有難 けれ。 (中略) 正 ほ は 今年 十 一 歳に 成りけ るが、 空しき 首に 取り 附 いて、 泣き 


悲しむ 事 限りなし。 や、 あって 落つ る淚を 押へ ながら 傍らへ 行きけ る を、 若黨 怪し 

と 思 ひて、 跡に 付いて 見れば、 父が 兵 庫へ 向 ふとて、 神 南の 宿よりか へし 留めし 時、 

形見に せよ とて 取らせた りし、 菊 水 作りの 刀を拔 いて、 腹 を 切らん としけ る を、 若 

黨 走り 寄って 取り留め、 此の 由 を 急いで 吿 げたり ければ、 母 は淚を 押へ て 中し ける 

は、 栴檀は 二葉より (芽て る圍) 香ばしと い へり。 汝少 くと も 正 成が 子なら ば、 是れほ 

どの 理に迷 ふべき か。 少な 心に も、 能く 事の やう を 思 ふべ し。 父が 兵 庫へ 向 は 

れし 時、 道より 汝を かへ し留 むる 事、 只今 腹切れ とて 殘し 置きけ るか。 正 成た とひ 

ひと た • ひ 

打 死す とも、 正 行 は殘り 留まって、 一 族 若黨を 扶持し 立て \ 今一 度 義兵 を 擧げ、 

朝敵 を 亡ぼして、 君の 忠功 にも 備へ、 父の 遺恨 を も散ぜ よと て 留め置きし 身ぞ かし。 

其の 庭訓 を 具 さに 聞いて、 わら はに も 語りし 者の、 いつの 程に 忘れけ るに や •：：• 。 

流布本に 於け る 母の 追跡 發 見が、 此の方で は 若黨の 事に なって ゐる 類で、 此の 異本が ー體に 趣向が 

稚く、 文章の 拙い 所 を 見る と、 此の 異本が 原形— 少なくとも 比較的 古い 方の 一 つ— であった ので あら 

う。 而 して 今の 流布本の 『太平 記』 は、 この やうに 拙かった の を、 同じ 作者が 加筆 推敲した のか、 或 ひ 
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は 他の 優れた 手腕の 文章 家が 添削し 潤色した ので あらう。 而 して、 この 後出の 詞華 言葉に 富んだ、 謂 

は ゆる 流布本が 原形の 正本と 視られ て、 此の 神 田 本が 一 種の 異本と 視られ る やうに なった ので あらう。 

fi^ は 此の 異本が 文章が 拙いながら、 素樸な 中に 『平家』 に 似通った 味 は ひの あるの を 見て、 殊に 床しく 

思って 居る ので ある。 

第二 十一お さらば 

拙い 講義 を 長々 とつ けました が、 いよ— - これで 「おさらば」 に 致します。 私の 本來の 希望 は、 

『太平 記』 に 次ぎ、 室町 戰國 の合戰 記から、 江戶 時代の 軍記 を經 て、 維新、 西南、 日淸、 日露の 戰爭 

記、 例へば 『肉 彈』、 『從征 日記』、 『此ー 戰』、 『村に 還， りて』 等に も 及ぼしたかった ので、 まだ 御 話しす 

べき 事、 お話した いと 思った 事の 三が マに も 達せぬ 中に、 ぉ名殘 になった の は、 殘 念です けれども、 

限， り ある 範圍の 仕事で、 據ろ あ， りません。 

• 私 はま づ、 我が 國文學 史上に 於け る 「軍記物語」、 卽 ち文學 軍記の 何たる か を 御 話 致しました。 最も 

おもなる 軍記物語が 何かとい ふ 事 を 御 話 致しました。 其の 軍記物語の 種子が 如何にして 蒔かれ、 如何 

にして 培 はれ、 それが 如何に 謹 遷し發 達して、 完成の 域に 達し たかをお 話 致しました。 私 はまた 軍記 


の 內容と 形式と が 相： a んで發 達し、 武人が 社 會の從 位 を 占めた 時 は、 軍記 も 時の 文學の 中に 從位を 占 

め、 武人が 天下の 第一位 を 占める に 及んで、 軍記 も 始めて 時の 文學の 中に 第一位 を 占めた 事、 そして 

其の 時が まさしく 軍記物語 發 達の 頂點に 達した 時であった 事 をお 話 致しました。 私 は 又 最も 發 達した 

軍記の 複雑なる 內容 を槪觀 して、 其の 大要 を例說 し、 それが 武人 生& と戰爭 との 描寫に カ點を 置きな 

がら、 同時に 公卿 道、 戀愛 道、 藝術道 等の 種々 相 をも寫 した 事、 殊に 無常 悲哀の 人生 觀 によって 統一 

せしめた 事が、 其の 大を 成し、 深き を 成し、 高き を 成した 事 をお 話 致しました。 

取， 9 すべてい ふと、 私 は 我が 「軍記物語」 について、 「何物？」、 「何故？」、 「如何に？」 の 大要 を說明 

しました。 殊に 『平家物語』 をば 軍記の 中心に して、 同時に 發 達の 頂點に 達した ものと 認め、 其の 意 

義、 趣味、 價 値の 說 明に 最大の 努力 を拂 ひました。 但し 『太平 記』 について は、 折角 解釋 批評の 筆 を 執 

，りながら、 言 ふところ 粗略に、 批判が 消極的であった 事 は、 此の 大作に 對 して 甚だ 氣の 毒に 思 ふと こ 

ろで あ， ります。 『太平 記』 の 文學的 及び、 文學 史的 意義に ついて、 私 は 曾て、 舊著 『新國 文 學史』 に 於い 

て、 次ぎの やうに 言 ひました。 

『太平 記』 は 後醍醐 天皇の 卽 位に 筆 を 起こして、 建武 中興 及び 南北朝 爭 亂の顚 末を寫 した もので あ 

る。 もと 『平家物語』 や 『源平 盛衰 記』 あた， 0 を 模範と して、 之れ にや こしき 修辭の 厚化粧 を 施し 
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たもので あらう。 花々 しい 戰爭 や、 大義名分に 關 する 調子の 高い 記事に 滿 ちて、 人の 血 を 湧かす 

ところが あ， 9、 また 後世に 偉大なる 影響を及ぼし たもので も ある けれども、 其の 文學 上の 價値 は、 

到底 『平家物語』 などに 比較し 得べき もので はない。 『平家』 や 『盛衰 記』 に は、 王朝 思想と 鎌 倉 思想 

との 絡み合 ひ、 卽ち 公卿 生活と 武人 生活、 感情 本位 生活と 義理 本位 生活との 交 涉を寫 した 所に 言 

ふべ からざる 味 は ひがあった が、 『太平 記』 は、 槪 して 云へば 鎌 倉 式の ー點 張..^、 言 ひか へれば 武 

人 生活、 義理 生活に 偏した 一本調子の ものと なった。 『平家』 に 於いて は、 驕る 平家の 威勢と いひ、 

西 海の 沒落、 幼 帝の 御 入水と いひ、 昇， り、 降り、 共に 目の 醒める 様に 際立って 居る けれども、 『太 

平 記』 に 於いて は、 建武の 中興 も、 新田、 楠の 武勳 も、 足 利の 成功 も、 雨 朝の 和睦 も、 悉く 徼溫 

的の 好い加減な 程度に. 止まって、 深切なる 同情 を 喚び 起こすべき 所がない。 『平家』 に 於いて は 記 

事に 一 種の 趣味が あって、 戰爭 にも 人情味 藝術 味が 絡んで ゐ たが、 『太平 記』 に 於いて は、 記事 は 

すくく として 油氣 がな く、 戰爭は 專ら張 良孔明 的なる 謀計の、 筋の 變化 や、 荒つ ぼい 腕力の 挑 

み 合 ひ を寫す やうに なって、 事件 本位、 輪廓 本位、 修飾 本位と なって 來た。 『平家』 に 於いて は、 

事が 單純 にして 摑 まへ 易く、 事件の 進みが 急 劇に 而も 漸層 をな して、 最後の 大 悲劇 を 現じた が、 

『太平 記』 に 於いて は、 事件が 複雜 で、 無 中心で、 同じ 樣な 小事 件が、 廣ぃ 場面に 撒布され、 而も 


其の 小事 件が の ろく だらく と開展 して、 最後に 龍 頭 蛇 尾の 妥協 的 調和 を 現じて 居る。 故に 

. 『太平 記』 は、 稀 有の 大事 件を寫 した 點と、 武房 義理 一 點 張りの 時代 を 描いた 點と、 後代に 於け る 

國 民の 實際 活動に 偉大なる 影響を及ぼした 點とを 除けば、 新 趣 * を發 揮した 點に 於いても、 文體 

を 完成した 點に 於いても、 人 を 寫し事 を 叙す る點に 於いても、 到底 鎌 倉の 初期に 現 はれた 『平家』 

その他の 軍記と 比較し 得べき もので はない ので ある。  一 

これ は 二十 餘年 前の 愚考で あ， ります が、 私 は 今日に 於いても、 大體に 於いて 之れ を變更 すべき 必耍 

を昆出 ださない ので、 之れ を 以て 『太平 記』 に對 する 約 要の 批評と したいと 思 ひます。 

私 はまた、 『平家』 以前に 出た 枝葉の 小さい 軍記に ついても、 もう 少し 委しく 書きたい ので あ， り まし 

た。 例へば 『陸奧 話 記』 なる 

武則遙 拜ニ皇 城 r 誓 二 天地 一言。 臣旣發 二子 第一 應ニ將 軍 命？ 志 在 レ立レ 節、 不レ顧 レ殺レ 身。 若 不二 苟死ハ 

必 不二 空 生？ 八幡 三 所 照ニ臣 中 丹？ 若惜ニ 身命 一 不レ致 二死 カー 者、 必中，， 神鏑 1 先 死矣。 合 軍 攘,， 臂 一時 

激怒。 今日 有,， 鳩 翔，， 軍 上？ 將軍 以下 悉 拜,， 之。 則 赴，， 松 山道 以南、 磐 井 郡 中 山 大風 澤？ 翌日 到，， 同 郡 

萩 馬場？ 去 n 小 松 柵, 五町 有餘 也。 件橺 者、 是宗任 叔父 僧 良照榈 也。 依 =ー 日 次 不：， 宜幷 及，， 晩景： 無，， 

攻擊 心？ 而武 貞賴貞 等、 先 爲,， 見，, 地勢, 近 到 之 間、 步兵 放,， 火 燒，， 柵 外 宿應？ 於,， 是城內 奮 呼、 矢 石 
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亂發。 官軍 合應、 爭求ニ 先登？ 將軍 命，， 武則 1 曰、 明日 之議 俄乖、 當 時之戰 已發。 但兵待 二 機發； 不 

H 必 撰，, 日時？ 故宋武 帝不レ 避，, 往亡 1 而功。 好 見- 1 兵 機： 町い 隨ニ 早晩 1 矣。 武則 曰、 官軍 之 怒 猶如ニ 水 

火： 其 鋒不ぃ 町：， 當。 用い 兵 之 機不レ 過コ此 時？ 則以ニ 騎兵 1 圍二 要害： 以ニ步 兵 1<1 二 城 桐？ 件 柵 東南 帶二 

深 流 之碧潭 f 西北 負 二 壁 立 之 靑巖？ 步騎共 泥。 然而 兵士 深江是 則、 大 伴員季 等、 引 二率敢 死者 二十 

餘人： 以ぃ劎 鑿い 岸、 枝い 鋒 登い 巖、 斬- 1 壤柳 下： 亂二 入城 內： 合 攻擊。 城 中 擾亂、 賊衆溃 敗。 

を 取って、 之れ を 『今昔 物語』 卷ニ 十五の ， 

武則遙 かに 王城 を拜 して 誓 を 立て、 云 はく、 我れ 旣に 子弟 伴 類を發 して 將 軍の 命に 隨ふ、 死なむ 

事 を 顧みす。 願 はく は 八幡 三 所、 我が 丹誠 を 照らし 給へ。 我れ 更に 命を惜 まやと。 若 千の 軍 此の 

言 を 聞いて、 皆 一時に 勵 心を發 す。 其の 時に 鳩 軍の 上に 翔る。 守 以下 悉く 此を禮 す。 卽ち松 山の 

道に 趣いて、 磐 井の 郡 中 山の 大風 澤に 宿る。 次の 日 其の 郡の 萩の 馬場に 至る。 宗 任が 叔父 良 照、 

小 松の 楣を 去る こと 五町 餘，^ 也。 日！ a 宜しから す、 a に 日晚れ たるに 依って、 責 むる ことなし。 

武 則が 子 共、 彼の 方の 軍の 勢 を 見ん が爲 めに 近く 至る 間、 步兵 等楣の 外の 宿屋 を燒 く。 其の 時に 

城の 內騷ぎ 呼んで、 石 を 以て 此れ を 打つ。 爱 に守武 則に 云 はく、 合戰 明日と 思 ふと 云へ ども、 自 

然ら 事亂れ にた.^。  B を 撰む ベから すと。 武 則亦然 也と 云 ふ。 而 るに 深 江の 是則、 大 伴の 員 秀と 


云 ふ 者、 猛き兵 二十 餘人を 具して、 叙 を 以て 岸 を 掘. >、 錄を 突いて 巖に 登って、 楣の下 を 斬 壤 

. つて、 城の 內に 亂れ 入って、 叙 を 合 はせ て 互に 打ち合 ひぬ。 城の 內亂れ て 人 皆 迷 ふ。 

に 比較す ると、 二者の 間に 『將門 記』 對 『今昔 物語』 と 同じ 關係 のあった ことが 明らかに 知られます。 思 

ふに 漢文の 和 化、 俗化、 而 して 和 化 俗化した る 漢文の 讀 下し 式 假名 交， 9 化、 これが 鎌 倉の 軍記 文學 が 

發生開 展の爲 めに 通過した 最も 大きき 關 門の 一 つであった ので、 多くの 資料が 之れ を證據 立て、 居， 9 

ます。 私 はか やうな 方面の 消息 を も、 更に 委しく 說 明したい と 思った ので あ.^ ましたが、 大模樣 式な 

具 體的說 明 を 本位と する 當 座の 目的の 爲め、 最も 主要に して 最も 有力なる 材料と して、 唯 だ 『將門 記』 

と 『今昔 物語』 と を擧げ るに 止めた ので ありました。 

私 はまた 『保 元』、 『平 治』、 『平家』、 『盛衰 記』、 『太平 記』、 此の 五大 軍記 以外 及び 以後の 軍記、 準 軍 

記に ついても、 一 應の說 明 を 試みたい と m 心 ひました。 例へば 『曾 我物 語』、 『義經 記』、 『承久 軍 物語』、 

『梅 松 論』、 『吉野 拾遺』 の 類から、 降って は 『應永 記』、 『應仁 記』、 『鎌 倉大 草紙』、 『柴田 退治 記』 等、 

『正續 群 書類 從』 の合戰 部を賑 はして 居る 百 數十卷 の小篇 を經、 『信 長 記』、 『太閤 記』、 『甲 越 軍記』、 

『眞田 三代 記』 等より、 明治 以後の 『肉 彈』、 『此 一 戰』、 『從征 日記』、 『村に 還りて』 等に 至る まで、 是等 

についても、 愚見 を發 表したい つも， りで ありまし たが、 今 は 何事 も 心に 任せません。 唯 だ 念の 爲 めに 
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H 二 六 

勝手な 遠目 大摑 みの  一 口 評 を 試みる と、 『太平 記』 以後 明治 以前の 軍記 は、 槪ね 『太平 記』 の 弊 を 承け て、 

或る もの は、 地方々々 に 於け る 一部の 小 競合 を寫 した、 意氣の 揚がらぬ 斷 片記錄 とな， りました。 或る 

もの は、 他の 記錄の 片隅に 揷 入され て、 辛うじて 餘喘を 保つ ものと な， りました。 或る もの は、 賑やか 

に、 面白く、 出 意表 的に と、 工夫して 構成され たる 奇謀 勇戰 の連續 とな， りました。 之れ に對 して、 明 

治 以後の 戰 爭描寫 は、 新なる 文學 意識の 上に 立って、 新ら しき 樣式を 試み、 新ら しき 生命 を 掘み 得た 

かの 觀が あ， 9 ます けれども、 此の 複雜な 時代、 戰爭 否定の 假裝 平和 時代の 戰 爭記錄 に、 戰爭が 選 まれ 

たる 男兒が 一 期の 花 を かす 機會と 信せられ た 『平家』 時代の 第一 義 的なる 力と 光と は、 もう 見出ださ 

れ ません。 大雜 把な 批評ながら、 私 は 部分的、 介在 的、 奇構 的、 第二義 的、 此の 四つの 標語 を 以て、 

『太平 記』 以後の 軍記、 準 軍記のお もなる 特色 を 暗示す る ことが 出來 るかと 思 ひます。 

《 軍記物語 研究 を はリ】 


つ V  r- シ、 ； 71 ジ 


『平家物語』 は、 成長した 文學 で、 生まれた ま、 の文學 ではない。 變 化した 文學 で、 定形の ある 文學 

ではない。 世に 成長した 文學、 變 化した 文學は 幾ら も ある、 けれども 『平家物語』 の やうに 成長し 變 

化した の は 少ないで あらう。 ー說 によれば、 『平家』 はもと 三卷に 書かれた もので、 それが 後に 補足し 

て六卷 にされ、 十二 卷 にされ、 十三 卷 にされ、 二十 卷 にされ、 二十 四卷 にされ、 三十 六卷 にされ、 四 

十八 卷 にされ たもの だとい ふ。 しかも 啻に 卷數 や、 見出 や、 題材の 數 量に 於いて、 變 化し 成長した ば 

か， りで なく、 內容の 性質まで が 夥しい 變化を 受けて、 積極が 消極に され、 單 純が 複雜 にされ、 背景が 

轉換 され、 趣味が 更新され、 地名、 人名、 神 名まで が 思 ひ 切って 變 へられた のが、 數 へきれ ぬ 程 多く 

ある。 『平家』 の 異本と いふ もので、 今日 迄に 知られて 居る のが、 七十 幾 種から あると いふが、 吾々 は 

其の 凡てに 通じて、 全く 同じ 文句の 三 行 四 行と 續 いたの を 見る こ： .0 が 出來 ぬで あらう。 私 は 初め 冒頭 
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なる、 

祇園 精舍の 鐘の 聲、 諸行無常の 響 あ， り、 沙羅双樹の 花の 色、 盛者 必衰の 理を顯 はす。 奢れる 者久 

しからす、 唯 だ 春の 夜の 夢の 如し。 猛き人 も 終に は 亡びぬ。 偏に 風の 前の 塵に 同じ。 

とい ふ 八 句 だけ は、 あらゆる 異本に 通じて 同 一 であらう と 思って 居た が、 それすら 「奢れる 者」 を 「奢 

れる者 も」、 或 ひ は 「奢れる 人」 とし、 r 猛き 人」 を 「猛き 者」 とした もの、 「唯 だ」 「偏に」 の 副詞 を 除き 

去った ものな どが あって、 全く 同 ！ とはい ひ 難いので あった。 

『平家物語』 の 文章 は、 或る人々 から は、 首尾に 通じて 立派な 名文の やうに 思 はれて 居る が、 實は不 

純 雜駁な 磨きの 足らぬ 文章で ある。 テ 一一 ヲ ハ が 喰 ひ 違って、 照應の 出来て 居ない 文句が ある。 前後の 

聯絡せ ぬ 借用の 揷み 文句が ある。 實景を 現前させる 力の 無い、 月並な、 抽象的、 誇張 的の 文字が ある。 

古語、 新語、 雅語、 俗語、 外國 語、 內國 語、 儀式 語、 通用 語 等、 足 並の 揃 はぬ 言葉の 隣接 的に 雜 然と 

並べられて ゐる のが ある。 また 全體の 仕組と して は、 年代順に 目 ぼしい 出来事 を 並べて 行った とい ふ 

だけ、 其の 本筋に 似寄った 和漢の 故事 を、 冗漫に 並べた とい ふだけ で、 精選され た 材料 を 無駄な しに 

纏めた 渾融無 縫の 妙味がない。 で、 一口に 『平家』 を稱 して 大 叙事詩な どと いふ 人が ある ものの、 かう 

いふ 方面 らは、 とても 『ィ リア ッ ド』 や、 『ォデ ッ セ ー』 や、 『失 樂圚』 などと 並べら るべき もので はな 


いので ある。 

作者 も わからす、 冊數 もき まらす、 文章に も 三 行 四 行と 續 いて 同じ 所が 無い とい ふ 胡亂な 作物、 而 

も 不純な 雜駁な 作物が、 どうして 七 百年と いふ 長い間、 我が 國 民の 間に、 飽かす 愛誦され て來 たので 

あらう。 世々 の學者 文人に 歎美され 摸倣され て來 たので あらう。 其の 文學 としての 多くの 缺點を 認め 

る 者の 心 をまで も 引きつけ て、 無限の 愛着 を 感じさせ るので あらう。 私 は 『平家』 を 讚み 始めて、 もう 

三十 年から になる。 特に 英文 平家物語の 原材 とすべき 現代語の 縮譯を 試みる ために、 二 年餘り (大正 

六 七 年の 頃) 特に 此の 作に 親しんで から は、 此の 作の 缺點を 知る J が 愈 * 深くな つて 來 たが、 之れ と 

共に、 之れ を 愛する 念 も 亦愈ノ 深くな つて 來 るの を 覺 えた。 何故で あるか。 此の 作の 如何なる 點が、 

それ 程に 私の 心を惹 くので あるか。 此の 半 抒情の 小論 文 は、 此の 疑問に 對 する 私の 答で ある。 

私の 『平家物語』 に 愛着 を感 やる 第一 は、 徹底した 悲 哀感の 現 はれて 居る 點 である。 作の 內容の 隅々 

隈々 にまで、 無常の 空氣の 浸透して 居る 事で ある。 歡喜 成功の 絕 頂に 於いて、 衰滅の 哀情の 含まれて 
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居る 事 を、 力 强く底 深く 暗示した 趣で ある。 榮枯 盛衰の 早替 は， りする 幾多の 事實を 前置に し 下 積に し 

て、 最後に 日本 全土 を舞臺 とした 平家 一族の 滅亡 を、 大きく 歌 ひ を さめた 調子で ある。 而 して 其の 凡 

てに 通じて、 甘い、 淋しい、 美しい、 人を醉 はす 味 は ひの 現 はれて 居る 事で ある。 

『平家物語』 が先づ 吾等の 心 を 淋しい 興奮に 誘 ひ 入れる の は、 佛 家の 謂 は ゆる 序說 分なる 一， 祇園 精舍」 

の 八 句で ある。 

. 祇園 精舍の 鐘の 聲、 諸行無常の 響 あ， 9、 沙羅双樹の 花の 色、 盛者 必衰の 理を顯 はす。 奢れる 者久 

しからす、 唯 だ 春の 夜の 夢の 如し。 猛き人 も 遂に は 滅びぬ、 偏に 風の 前の 塵に 同じ。 

『梁 塵 祕抄』 や 朗詠 や 宴 曲 あた， りの 駢麗式 を襲蹈 した もので あらう が、 = 『梁 塵 祕抄』 の 法文 歌に、 「迦 

葉 尊者の 石の むろ、 祇園 精舍の 鐘の 聲、 醍醐の 山に は佛法 $5、 鷄足 山に は 法の 聲。」 とい ふの が ある。 

『平家』 の 第一 句 は、 恐らく 是 等の 句に 系統 を 引いて 居る ので あらう。 = 祕抄の 歌 や 朗詠 宴 曲な どが、 

形式的 抽象的で、 內容が 空虚な のと は 違って、 是れに は 平家 三十 年の 盛衰 を 含蓄して、 静かに 十二 卷 

う；，： W つち 

の重疊 した 波 潤 を 喚び 起こす 豐 かな 味 は ひが ある。 此の 深き 悲哀に 裏 打され た、 花やかな 序曲に 導か 

れ、 異 國の趙 高、 王莽、 朱异、 祿山、 本朝の 將門、 純 友、 義親、 信賴 を前驅 として、 新ら しい 舞臺に 

堂々 と 現 はれ 出で たのが、 空前の 奢れる 者、 猛き 人、 心 も詞も 及ばれぬ 榮華を 極めた、 六 波羅の 入道 


で -、 -. 


前 太 政 大臣 平 朝臣 淸盛 公 である。 彼れ は忠盛 の 子と して、 はか なき 中 納言家 に 出入す るの を名譽 とす 

る 程の 身分であった が、 保 元の 亂に、 まづ 其の 大きな 姿 を 認められ、 つ いて 平 治の 亂に、 競爭 者の 

ぎっしゃ れんしゃ 

源氏 を 倒してから は、 トンく 拍子に 出世して、 やがて 太 政 大臣 從 一位に 至り， 牛車 輦 車の 宣旨を 蒙 

つ 一し、 乘， りながら 宮中に 出入す る やうに なった。 我が身の 榮華 ばか.^ でな く、 一門 も 共に 繁昌して、 

平 族の 公卿 十六 人、 殿上人 三十 餘人、 諸國の 受領 衞府等 六十 餘人、 知行の 領地 は 三十 餘箇國 に 跨つ 

て、 其の 八 入の 女 は、 それ <\- に、 或 ひ は 后と なり、 或 ひは攝 政、 大臣、 其の 他の 大官 の內 室と なつ 

た。 彼れ は 勢に 乘 じて 攝政基 房 を 凌 蝶し、 法皇 を 幽閉し、 比 数の 山 法師 を 取， りひし ぎ、 南都の 大盧遮 

那 佛を燒 いた。 かくして 平家の 榮華は その 絕 頂に 達して、 帝闕 を も 仙 洞 を も 凌ぎ、 「謀叛」 と い ふ 語 

が、 いつの 間に か 「平家に 叛く」 とい ふ 意味に なり、 剩へ 皇室が 平家 を 謀らせら る、 企にまで 適用され 

る やうに なった。 

恐ろしい 榮華 である。 平安朝 四百 年に わたる 藤 原 氏の 榮華を 煎じつ めても、 斯うまで はと 疑 はれる 

程の 榮華 であるが、 しかも 此の 榮 華の 眞 中に、 衰滅 哀愁の 影が 遠慮なく 其の 姿 を 見せ 始めた。 榮枯の 

かの をん な 

激變 は、 第一 に 其の 暗示の 影 を、 白拍子 妓 王の 上に 見せた。 妓王は 二十 一歳の 美人で ある。 彼女 は 入 

道 相 國の寵 を 一 身に 集めて、 天下 羨望の 的と なった。 而 して 此の 恩寵が 長 へ に續く 事と 思って 居る _ 
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其處 に加賀 生まれの 佛と いふ 十六 歲の 白拍子が 現 はれて、 入道に 見參を 乞うた。 入道 は 怒って 追つ 立 

てた が、 やがて 妓 王の 執 成に よって、 呼び返して 一 たび 見る と、 妓 王の 寵は 忽ちに して 佛に 移った。 

佛は 其の ま、 西 八條に 引き留められて、 妓王は 直ちに 御殿 を 追 はれた。 程經て 再び 召 出 だされた が、 

それ は 歌舞して 佛を 慰める 爲 めであった。 而 してやが て 都の 住居 を 構 はれ、 命まで が 危うされ、 遂に 

さま 

母と 妹と 共に、 樣をか へ 世 を 捨て、、 嗟 蛾の 奥の 山里に 入った。 はかなき 女性、 しかも 一 遊女の 身に 

起こった 小さい 悲劇で は ある。 けれども、 是れが やがて、 院の 御所に 於いて、 平家が 木 曾に 見 か へら 

れ、 木 曾が 義經に 見 か へられた 運命と、 何 處が違 はう。 淸 盛が 榮華 幸運に 醉ぅて 無意識に 仕 散らかし 

た遊戲 三昧の 中に、 西 八條の 邸內の 宴席の 隅に 起こった ー揷 話の 中に、 平家の 運命の 縮圆が 早く も あ 

，りくと 畫 かれて 居る の は、 面白いで はない か。 而 して 前 曲と して 斯樣な 小さな 捕 話 を 積み 累ね 積み 

重ねて、 大廈倒 壞の大 悲曲 を 奏する 此の 物語の 趣 は、 實に味 は ひても 味ひ盡 くせない ではない か。 

でんが のの り 

白拍子 妓 王に 於いて、 我が家の 運命 を 暗示され た淸盛 は、 攝政甚 房の 遭遇した、 謂 は ゆる 「殿下 乘 

ひ 

合」 の 悲喜劇に 於いて、 再び 我が家の 運命 を 暗示され た。 入道の 孫、 十三 歲の資 盛が、 或る日 鷹 狩の 

歸途 に、 攝政基 房の 供 揃 を a け 破らう として、 園ら や 恥辱 を與 へられた。 入道 は 大きに 怒って 亂 暴な 田 

舍侍 を驅. り 集め、 基 房 を 參內の 道に 要して、 今日 を 晴れと 装束した 前驅隨 身共 を 追つ かけ 追 ひつめ、 


散々 に 凌 礫して、 一 々其の 髻を 切った。 殊に 藤 藏人大 夫隆敎 の髻を 切る 時には、 「之れ を 汝の髻 と 思 

ふな、 主の 髻と 思へ。」 と 言 ひ 含めて 切り離し、 基 房の 車の 內へ 弓の 弭を 突き 入れて、 簾 を かなぐ b 落 

すな ど、 散々 に 恥 かしめ て 六 波羅に 引き上げた。 入道 は 大きに 悅ん で、 「神妙！」 と 云って 褒めた とい 

ふ。 作者 は 基 房の 哀れな 様子 を寫 して、 

束 帶の御 袖に て、 御淚を 抑へ させ 給 ひつ、、 還 御の 儀式の 淺ま しさ、 申す もなかく おろかな， り。 

大織冠 淡 海 公の 御 事 は、 あげて 申す に 及ばす、 忠仁 公昭 宣 公よ， り 以来、 攝政關 白の、 か、 る 御 目 

に 逢 はせ 給 ふ 事、 未だ 承， り 及ばす。 

と 云って © る。 供の 者が 十三 歲の 平家の 子供の 無禮を 懲らした のが 種と なって、 攝政關 白が 斯様な 凌 

辱に 逢 ふこと では、 誠に 鎌足、 不比 等、 基 經以來 幾 百年の 藤 原 氏の 積 威 も、 すつ か， り 地に 落ちた とい 

ふべき であるが、 是れは 單に攝 家 藤 原 氏の 事で はない。 壇の 浦 以後の 宗盛 其の 他が、 是れ よ， り も 更に 

甚だしい 凌辱 を 加 へられて 居る ではない か。  . 

もとは 法皇の 殊寵を 負 ひ、 驕奢 を ほしい ま、 にして、 世 を 世と も 思 はす、 近き あた， りの 者から は、 

物 も 高く 言 はぬ 程に 怖れら れ、 剩へ 平家 を 滅ぼさう とまで 謀った が、 謀が 現 はれる と、 備 前の 兒岛に 

流され、 やがて 吉備の 中 山 有 木の 別 所に 移されて、 先づ毒 をす、 めら れ、 その後 二 丈ば か， りの 崖の 下 
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に 菱を植 ゑ、 そこに 突き落されて 無殘な 最期 を 遂げた 新 大納言 成 親 卿の 運命 は、 どうで あつたか。 も 

と は 法 勝 寺の 執行と して、 八十 餘 個所の 庄務を 司， り、 楝門平 門の 內に四 五 百 人の 所 從眷屬 に取圍 まれ 

て 居た のが、 一朝 鬼界が 島に 流されて、 腐れ 魚に 露命 を 繋ぎ、 松の 根方の 枯葉の 上に、 骨 皮の 死屍 を 

横た へた 俊寬憎 都の 運命 は、 どうで あつたか。 奈良 以降、 傳敎 以来の 長き 尊き 歷史を 有し、 夥しい 僧 

兵 を 擁して、 王者にまで 憚られた のが、 堂塔 を燒 かれ、 座主 を 殺されて、 見る 影 もな く衰 へた 南都 北 

嶺の 運命 は、 どうで あつたか。 

平家の 三十 年が 藤 原 氏 四百 年の 盛衰 を 高調に 縮寫 して 見せた やうに、 平家 三十 年の 運命 を、 僅か 一 

年の 間に、 更に 高調に 縮寫 して 見せた の は、 木曾義 仲で ある。 信 濃 を 出で 越後 を 靡け てから、 燧、 倶 

利 伽羅、 德 原と、 疾風 枯葉の 勢に 平家 を 追 ひ 捲って、 間もなく 京都 を 占領した 旭將 軍が、 忽ち 宇治 勢 

多に 敗れて、 粟津の 深 田に 冷たい 戰死を 遂げた の は、 まさしく 平家の 運命 を縮寫 したので はない か。 

一 の 谷、 八 島、 壇の 浦と、 息 もつ がせす 平家 を 追 ひ擊ち 攻め滅ぼした 九 郞義經 が、 I たび 金 洗 澤に鎌 

倉 入 を 拒まれてから、 暫 らく 虎の 尾 を蹈む 落人の 身と なって、 遂に 奥州 高 館の 露と 消えた の は、 平家 

滅亡の 附錄 として 「壇の 浦」 と 「大原 御幸」 「六 代 斬られ」 との 間の 漀ぎ となるべき もので はない か。 

平家の 一 門が 俄に 榮ぇ 俄に 枯れた 目 ざまし い 盛衰、 而 して 榮枯に 通じて 暫 しも 華やかな 趣味 を 捨て 


なかった 美しい 生活 は， それだけ でも 立派な 一篇の 哀詩 を 成すべき もので あらう。 けれども 此の 大哀 

詩 を 成す 主なる 要素が、 それと 同じ 性質の 美しい 小さい 哀詩で、 而 して 其 等が 甚礎 となって、 其の上 

.  こんり ふ 

に 更に 美しい、 更に 大きな 哀詩 を 建立 させた 所に、 更に 深い 味 は ひが ある やうに 思 はれる。 國文學 者 

の 中には、 或 ひ は 『平家』 は、 淸 盛の 榮華を 中心とした 前半と、 平家の 沒落を 中心とした 後半と に 分け 

て 見る べき もので、 其處に 『平家』 の 作者の 非凡なる 技倆が 見られる とい ふ 人 も ある。 或 ひ は 『平家』 は、 

淸盛を 中心とした 隆盛 期と、 義仲を 中心とした 流離 期と、 義經を 中心とした 滅亡 期との 三部に 分けて 

見るべき もので、 その 中心人物の 轉換 する 間 を、 寸分の 隙 もな く 連絡せ しめた 所が、 驚嘆に 値する と 

いふ 人 も ある。 けれども 『平家』 はもと、 淸 盛の 生 立から 壇の 浦 迄、 委しく 云へば 忠 盛の 昇殿から 「六 

さられ  2 

代の 被 斬」 迄 を- ポッ くと 年代順に 並べた とい ふだけ の もので、 其の 間に は隨分 穴の あいた 所" 襤 

褸の 下った 所、 木に 竹 を 接いだ 所が ある。 『平家』 が、 或 ひ は 雜駁な 史料の 結棠と 見られ、 或 ひ は歷史 

たるに は文學 過ぎ、 文學 たるに は歷史 過ぎる と 云 はれる の は 此の 爲 めで、 八 坂 本 其の 他の 異本に 兄え 

る 「間」 或は 「あ ひ」 と稱 する 所屬 不明の 部分な どが、 よく 此の 關係 = 雜駁な 材料 を 介在 させた 爲 めに、 

詩と なるべき 折角の 題材が、 裂 目な しの 發展を 妨げられて、 揮然たる統 一 味を缺く^;:^になった關係= 

を說 明して 居る ものである。 それ故に、 結構、 布置、 連絡、 中心思想の 開展 などい ふ點 から 兑れ ば、 
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『平家』 は 頗る 未熟 粗笨な もので、 寧ろ その 素人く さい 無 邪氣な 書き方に、 純樸 な、 無匠氣 な、 思 無 

邪な 味 は ひの 現 はれた 貴 さ を 賞玩すべき もので あらう。 斯様に 『平家』 に は、 折角の 面白い 物語が 殺 風 

景な 機械的、 事務的の 叙述の 1® 入の 爲 めに、 風致 を壞 された 場合が いくら も ある。 けれども 考へ 様に 

よって は、 面白い 物づ くめの 寄せ =^1- め は、 いかに 巧みに 配合 されても、 人工の 見え透く 厭味が あ， り、 

それよ， り は 見開の 儘 を 年代順に 排列して、 叙任の 次第、 年中行事、 事務 應 答の 害 簡 など を、 サラく 

と 並べて 行く 中に、 折々、 妓王妓 女、 有 王 島 下， り、 倶利 伽羅 落し、 扇の 的、 弓 流しと いふが 如き、 詩 

趣に 富んだ 物語に 出會 すと いふ 方が、 平凡な 野 を 越え 里 を 過ぎて は、 たまく 山水の 奇勝 を 見出だし、 

味噌汁 澤 庵の 常食の 間に、 時々 太牢 醍醐の 美味 を 賞 するとい ふが 如き 自然 味が あって、 却って 讀 者の 

心に 落ちついた 親和の 感じ を 起こさせる であらう。 もし 又 其の 間に、 一通， りの 記事 は あっさ， りと 書き 

流して、 目 ぼしい 事件に 逢着す る每 に、 力瘤を入れて 入念に 描寫 するとい ふが 如き 印象的の 工夫が 加 

はれば、 其の 興味 は 更に 一 段と 高まって 来る であらう。 『平家』 の 筆致 は 此の 筆致で、 『平家』 の 興味 は 

此の 興味で あると、 私 は 思って e るが、 此の 素樸で、 自然で、 無邪氣 で、 而も 其の 間に 只事 を疎寫 

し、 詩趣の ある 事件 を 精 叙 するとい ふ 工夫が あ， り、 其の上に 稀 有の 時代に 動かされた 作者の 同情が、 

美しく 榮ぇ 美しく 亡びた 平家 一 門の 榮枯 物語 を 活かして、 悲哀 無常の 感じ を カ强く 暗示した とい ふ、 


れが 『平家物語』 の 吾等に 與 へ る 第 一 の 面白味で あると、 私 は 思 ふ 


むすめ 

玆に 添へ て 言 ひたいの は、 淸 盛の 女 德子卽 ち建禮 門院の 御 出家 御 往生 を寫 した、 五^から 成る 最後 

の 「灌 頂の 卷」 に 就いて である。 『平家物語』 の 中には、 此の 灌 頂の 卷を 1 ra として、 最後に 加へ て、 別 

の 一 卷を 立てた ものと、 此の 卷の各 章 をば、 前卷の 中の 適當 なる 所々 に收 めて、 別に 一 卷を 立てぬ も 

のとの 二種が ある。 此の 卷の 成立に 就いて、 從來 二つの 說 があった。 一 つ は、 灌 頂の 卷 は本來 結尾の 

一 卷 として 書かれた ので、 當 初から 離れて  一 M を 成して ゐ たとい ふので ある。 他の 一 つ は、 此の 卷の 

各 章 は本來 年月の 順序に よ， り、 それぐ 前卷の 中に 收 めら れてゐ たのであった が、 此の 女 院の御 出家 

に關 する 一 園の 記事が、 琵琶の 祕曲 として 重ん せられた 所から、 特に 切， り 離して 珍重され る やうに な 

，り、 それが 段々 と 補足され る 中に、 おの づ から 獨 立の ー卷を 成す やうに なって、 遂に 十二 卷の 外に 獨 

立して、 最後の ー卷と 見られる やうに なった とい ふので ある" 思 ふに 『平家』 の 原作者 は、 筆を忠 盛の 

昇殿に 起こして 「六 代の 被 斬」 に收 めた ので、 「灌 頂の 卷」 に 含まる、 部分 は、 初めは 無論 それぐ 、「六 
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代 被 斬」 の 前の 然るべき 場所に 置かれた ので あらう。 是れは 今の所 動かぬ 事で あらう と 思 はれる。 

また r 灌 頂の 卷」 とい ふ 名稱の 意義に ついても、 從來 二つの 說 があった。 一 つ は 「結 緣灌 頂說」 とも 云 

ふべき もので、 此の 卷が 「女 院の御 出家」、 「六道の 沙汰」、 「御 往生」 等の 殊勝 微妙なる 物語に よ， り、 讀 

者に 無常 を 悟らせ、 佛土 を欣求 させて、 佛緣を 結ばし める 力が あると ころから、 灌 頂と 名 づけた とい 

ふので ある。 一 つ は 「授 職灌 頂說」 ともい ふべき もので、 灌 頂の 名 は 無常 を 悟らせ 佛緣を 結ばし める と 

いふ 宗敎 上の 意味から 來 たので はない、 唯 だ 此の 女 院に關 した 數 章が、 琵琶の 祕曲 になって 居る の 

で、 これが 彈 ければ 琵琶の 修業 を 完了して 師家に なれる とい ふ 所から、 職 を 授ける 祕 曲の 卷 とい ふ 意 

味で 名づ けられた とい ふので ある。 委しい 比較 論 は 煩 はしい から やめる が、 思 ふに 最初 は必す 授職灌 

項の 意味で、 此の 祕曲視 された 數 章が、 斯道 卒業の 試金石と された ので あらう。 

以上 は 「灌 頂の 卷」 の 成立と 語義と に關 する 大體 の說 明で あるが、 但し 是れは 在来の 說を 批判して、 

最初 本來の 意義 を 明らかにし たとい ふだけ で、 今後 「灌 頂」 の 意義 を 如何様に 取る べき か、 「灌 頂の 卷」 

を 如何なる 形式に 於いて 保存すべき かとい ふ 事 は、 自ら 別の 問題で ある。 これら 今後の 問題に ついて 

は、 私 は 「灌 頂の 卷」 の 意味 をば、 あくまでも 結緣灌 頂の 意味に 取る i にしたい。 而 して 「灌 頂の 卷」 

をば、 結尾 獨 立の 別卷 として、 十二 卷の 後に 据 ゑたい と 思って &る。 其の 理由 はかう である。 


まづ 「灌 頂の 卷」 の 位置から 云へば、 最初 は 無論、 前 卷の其 處此處 に 散在して ゐ たので、 獨 立の 別卷 

おちつき 

を 成して ゐ たのではなかった ので あらう。 けれども 巳に 別卷を 成して 見る と、 其處に 一種の 落着が 

出來、 威厳と いふ ものが 加 はって 来る。 殊に それが、 旣 成の 卷々 の 其 處此處 から 拔き 取って 來 たとい 

ふだけ の もので なく、 補足 修正して、 美しい 連絡 統 一 も あ，.. -、 最終の 卷 としての 重み も ある やうに 改 

めら れ、 また 長い 歲月 を經 て、 多くの 異本に 襲用され、 無數の 人々 に讀 まれて 來て 見る と、 書物の 形 

の 上に も、 讀 者の 心の 上に も、 動かし 難き 一 種の 有機的の 位置が 定まって 來 るの は 自然の 事で ある。 

思 ふに 斯様な 有機的の 固定した 位置が 出來、 一種の 威厳 品位が 出来た もの を、 漫 りに 復舊 して、 引き 

拔ぃ たもとの 穴に 嵌める とい ふの は、 賦に氣 の 利かぬ 事で あらう。 殊に 巳に 別卷 として 出来上がった 

跡に ついて 考へ ると、 此の 作の 劈頭に 「祇園 精舍」 の あれ だけ 重々 しい、 味 は ひの 深い 八 句が 据わって 

居る のに 對 して、 最後の 「六 代 被 斬」 は、 餘. 9 に 繊細く して 結尾の 振 はない 嫌 ひが あるで はない か。 而 

して 「六 代 被 斬」 の 代 は，.^ に、 此の 「灌 頂の 卷」 を 最後に 置けば、 首尾 相應 じて、 いかにも 重々 しく、 

眛 は ひが 深く 落ちついて 來る ではない か。 同じく 後人の さか しらで も、 延慶 本の 『平家物語』 が、 「右 

め V- たきこと 

大將賴 朝 果報 目 出 事」 の 一章 を 最後に 据 ゑた 類 ひ は、 餘，. ^と 云へば 言語 道斷の 沙汰で あるが、 是れは 

位置 轉換の 加筆と は 云 ひながら、 或る 意味に 於いて は、 原作に も 優った 趣味 を發 揮した ものである。 
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原作と は 違った 追加 だからと て、 輕々 しく 動かす ベ きもので は あるまい。 

「籠 頂の 卷」 は 一種の 祕 曲で、 平家 琵琶 卒業の 試金石と された ものであるが、 『平家』 に は尙ほ 此の 外 

に 「小祕 事」 「大祕 事」 とい ふ ものが あった。 小祕 事と いふ は 「祇園 精 舍」、 r 延喜 聖代」 の 二つで、 大祕事 

とい ふ は 「宗 論」、 「劍の 卷」、 「鏡の 卷」 の 三つで ある。 此の 中、 「祇園 精舍」 だけ は、 甚 深の 意味 を藏し 

て 劈頭に 控 へて 居 h -、 殊に 意義、 趣味、 品位、 文脈、 あらゆる 點 から 見て、 拔差を 許さぬ からで あら 

う。 祕事 とされながら、 流布の 讀み 本の いづれ にも 揭 げられ て 居る が、 他の 四つ は 音曲 上の 祕傳 物と 

して、 すつ か， り 本文から 除き 去られて 居る。 けれども それ は 音曲 上 だけの 事で、. 『平家』 の 本筋から 見 

れば、 枝葉の 添へ 物で、 決して 重要なる 意義の ある もので はない。 「延喜 聖代」 は賴 朝の 擧 兵に 因ん 

で、 醍醐 帝の 治世の 難 有さ を 書き入れた ものである。 「宗 論」 は 維 盛の 高 野詣に 次いで、 弘法 大師が 宗 

論に 勝った 事 を 書き入れた ものである。 「劍の 卷」、 「鏡の 卷」 は、 埴 浦の 合戰の 後、 內侍 所の 都 入に 因 

んで、 三種の神器の 中の 神劍 神鏡の 功德を 書き入れた ものである。 此の 中で 劍の卷 は、 引き離し 敷衍 

して 『太平 記』 にも 載せられる 事と なった。 要するに、 是等は 別々 に 引き離して 考 へれば、 重大な 意 

義の ある もので も あらう が、 『平家』 の 本筋から 見る と、 有って 益な く、 無くして 損の ない ものである。 

同じく 祕 事と は 云 はれながら、 满 頂の 卷が、 其の 價 値に 於いて、 是 等の 四つの 祕 事と 比較に ならぬ 事 


は、 これで 明らかに わかる であらう 

- 次ぎに 「灌 頂の 卷」 の 意味に ついて 考へ ると、 最初 は 無論 授職灌 頂の 意味で、 卒業 考 試用の 數窜を 

集めた ので あらう が、 それが 巧みに 纏められて、 歲月 を經る 間に、 いつしか 結 緣の京 味 を も 生じ、 殊 

に 「祇園 精舍 J の 冒頭と 照應 し、 十二 卷に 亙る 榮枯の 消息 をも總 括して、 無常 を敎へ 往生 を勸 める 微妙 

な 文字に^ ちて 居る 所から、 後に は 結緣の 意味の 方が 重く 視られ る やうに なった ので あらう。 殊に 此 

の卷の 最後の 一 節に、 

、， でき 

かくて 女院 は、 空しう 年月 を 送らせ 給 ふ 程に、 例なら ぬ 心地 出来させた まひて、 打^させた まひ 

しが、 日頃より 思 召し 設けた る 御 事 なれば、 佛の 御手に 懸けられたり ける、 五色の 絲を ひかへ つ 

、， んぜ ふ 

つ、 南無 西方 極樂 世界の 敎主、 彌陀 如来、 本願 過ち 給 はや は、 必 {V 引攝し 給へ と， 御念 W あ， りし 

0 き やうし ソ 

かば、 ：： 西に 紫雲た なびき、 異香 室に 滿 ちて、 音 樂 空に 聞 こ ゆ。 限り ある 御 事 なれば、 建久ニ 

年 二月 中旬に、 一期 遂に 終 はらせ 給 ひけ， り。  • 

とい ふ 様な 文句の あるの を 見れば、 此の ー卷が 結緣灌 頂の 意味に 取られる のに、 何の 不思議 もない。 

巳に 名實 共に 結 緣の稱 に相應 はしき 部分の 出来た 後で あ， り、 久しく 此の 意味に 解 iS されて 來た 後で も 

ク t また 語， り 物の 音 樂 として 聞かれる より は、 寧ろ 文學 として 廣く 見ら る、 今日で も ある。 私は此 
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の 卷ニ對 して 結緣の 意味に 重き をお くのに、 少しの 無理 もない と考 へる 

1 常 悲哀の 提昌に 始まった 『平家』 である。 榮枯の 目 ざまし く急轉 した 幾多の 事實の 連珠の 上に 大 

廈倒 壞の大 哀音 を 歌った 『平家』 である。 其の 結尾に 於いて、 生きながら 六道の 輪廻 を 見られた 太 政 入 

道のお 化 安德の 母后が 出家 得道の 大往生 を寫 した ー卷 によって、 淨緣を 結ばし める、 此の やうな 相應 

はしい、 味 は ひの 深い 結構がない では あるまい か。 

『平家』 の 中： は、 一  寸 した 言 ひ 廻 はしの 中に、 何とも 云 はれぬ 哀音 を傳 へて 居る 所が ある 仇へ は 

齋藤別 當實盛 が篠 原の 合戰で 討死した 所に、 

昔の 朱買臣 は、 錦の 袂を 會稽 山に 翻し、 今の 齋藤別 當實盛 は、 其の 名 を 北國の 巷に 揚 ぐと かや。 

^いい ^^{仝 しき 名のみ 留めお きて、 骸は 越路の 末の 塵と なるこ そ 哀れ なれ。 

と 書いて ある。 普通なら ば 「功名 を 竹帛に 垂れ」 などと、 勇ましい 事 をい ふ 所で あらう が、 「名が.^ ち 

_  からだ  ^ ちリ 

ri,A 結句 あきらめ もつ くで あらう に、 なまな か 朽ち もせぬ 名のみ を殘 して、 大事の 體を邊 土 場末の 塵 

;5^^.:して了ふとは、 哀れな 事 だ！」 と は、 何とい ふ 正直な、 そして 無 惭な言 ひ 方で あらう 

『平家』 に は 「f 及い (：-^」、 「j,x」^ い G いま ^ぃ\ い」 等の 悲しい 言葉が、 無 數に繰 返されて 居る。 「哀 

^4 と 云 はすして 哀れ さ を 知らせる のが 吾等の 祕事 だ。」 と 云った、 老近 松の 流儀に は 反して 居る が、 


是れも 『平家』 の 作者の 正直に 無常に 泣いた 心 持が、 其の ま \屡1 文字の 上に 現 はれた ので あらう。 私 

は 『平家』 の 「淚を はらく と 流いて」 や、 「哀れ なれ」、 「無慚 なれ」 が、 必 やし も老近 松の 言外 暗示の 

味 は ひに 劣らない と 思 ふ 者で、 而 して 斯様な 點か らも、 悲哀 無常の 空氣 が、 此の 作に こん も， りと 現 は 

れて 居る の を悅ぶ 者で ある。 

私が 『平家物語』 に對 して 第二に 愛着 を感 やる の は、 §^^^^4<ぃぃ^^ い；，^:;? がい。 私よ 

源平 期の 日本に 三つの 大きな 時代相が あって、 それが 『保 元』 『平 治』 『平家』 等の 謂 は ゆる 軍記物語に、 

面白く 寫し出 だされて 居る と考 へて 居る。 三つの 時代相の 第一 は、 かか.：^^ ゆ^い ^：ふ や；，、 4 き ハ^ 

武人が 自家の 武力 を自覺 して 來た 事で ある。 第二 は、 武カにゎ，{:,^<11,;,^かか.^:4、 へ 静^^ 

明に 魅入られて 公卿 文明の 摸倣に 滅びた である。 第三 は、 

占める やうに なって 來た 事で ある 0 

保 元 平 治の 前後から 世の中が 武力 本位に 變 はって 來た 消息 は、 『平家』 よ， り も 『保 元』 『平 治』 の 物語が、 
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よく 說 明して 居る。 平安朝の なかば 以来、 源平の 武人 等 は 段々 に實 カを備 へて 來た、 けれども 容易に 

それ を自覺 しなかった。 彼等 は 柔弱 無力なる 藤 原 氏 をば、 選 まれた る 階級の 雲上人と して、 昔ながら 

に 尊敬して るた。 立派な 實 力の ある 自分 等 をば、 昇殿の 叶 はぬ のが 當然の 地下 人と して、 公卿に 侍る 

のが 本領の 「侍」 として、 甘んじて 犬馬の 役目 を 勤めて ゐた。 綠に 隣の 花が 赤い とい ふ。 彼等 は 自分の 

腰に 活殺自在の 大刀 を撗 たへ ながら、 公卿の 手先に 弄ぶ 笏槍扇 を 羨んで ゐ たので ある。 諺に 家の 飯に 

は 心が あると いふ。 彼等 は束帶 衣冠の 役に も 立た る 虚飾に 見とれて、 護身の 要具の 大切な 甲冑 を卑ん 

で 居た ので ある。 滿仲 がさう であった。 賴光、 賴信、 賴義、 義家、 爲義 が、 皆 さう であった。 義 朝に 

も賴 政に も 大分 其の 氣味 があった。 か く.， ^て 彼等 は 鎧 袖 ー觸、 容易に 公卿 殿上人 を 倒すべき 武力 を備 

へながら、 久しく 公卿 殿上人の 頋 使に 甘んじて 居た ので、 保 元 前後に 於け る 武人 對 公卿の 關係 は、 譬 

へば 眠った 獅子が 背 上に 雛人形 を乘 せて 居た のに も 比すべき ものであった。 

やがて 保 元の 亂が 恐ろしい 獅子の 眠. 0 を覺 まし、 同時に 背 上なる 雛人形の 眠， りを覺 ました。 戰亂は 

ぐら ゐ， つげ 

新なる 時代の 新なる 試驗 器で ある。 此の 新なる 試驗 器に 逢って、 人間の 位附が どれ 程に 變 はって 来た 

か は、 傲岸なる 左府賴 長が、 崇德 上皇の 御前に、 無位 無官の 八郞爲 朝を延 いて 謀 を 問うた の を 見ても 

わかる。 二十 歲 にも 足らぬ 八郎爲 朝が、 院の 御前、 左大臣の 前 を も 憚ら やして、 傍若無人に 廣言を 吐 


き 散らした の を 見ても わかる。 『保 元 物語』 は 記して 居る。 

爲朝は 七 尺ば か， りなる 男の、 目角 二つ きれた るが、 紺地に 色々 の絲を 以て 獅子の 丸 を 縫った る H 

垂に、 八 龍と いふ 鎧 を 似せて、 白き 唐 綾 を 以て 絨 したる 大荒 目の 鎧、 同じく 獅子の 金 勿 打った る 

を 着る ま、 に、 三尺 五寸の 太刀に、 熊の 皮の 尻 鞘 入れ、 五 人 張の 弓、 長さ 七 尺五寸 にて 銑 打ちた 

るに、 三十 六 差した る黑 羽の 矢 負 ひ、 8^ピば郞黨に持たせて步み出でたる體、 樊 嗜 も かく やと 覺 

えて 由々 しか， りき。 謀 は 張 良に も 劣らす、 されば 堅陣 を 破る 事、 吳子 孫子が 難しと する 所 を 得、 

弓 は 養 由 を も恥ぢ ざれば、 天 を 翔る 鳥、 地 を 走る 獸、 恐れ 令と いふ ことなし。 上皇 を 始め まゐら 

せて、 あらゆる 人々、 音に 閜こ ゆる 爲 朝見ん とて 擧， o- たま ふ。 

劍が 笏を壓 し、 甲冑が 束 帶を壓 し、 武人が 公卿 を壓 した 様子が、 手に 取る やうで はない か。 爲朝も 

初めは 御所 は畏き 所、 大臣 納言は 尊い 人々、 而 して 昇殿 は 難 有い 御沙汰と 思って ゐた であらう。 而 

して 多少 は 恐懼して 神妙に 首 を 垂れて 居た であらう が、 首 を 揚げる と、 賴長を 始め、 あらゆる 人々 が 

賴 もしげ に 自分 を 仰いで 居る ではない か。 而 して 畏くも 上皇まで が、 御簾 を 隔て、 其の 中に 居らせら 

れる ではない か。 爲朝は 意外の 光景に 愕然す ると 共に、 もう 天下 は 我が物 だと 感じた であらう。 そし 

て當 時の 新人た る 武人 等 は、 爲朝を 通 ほして ー齊に 其の 眠れる 眼 を 見開き、 垂れた る 首 を 揚げた であ 
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らう。 實 力に 覺 めた 武人 は、 もう 昨日の 武人で はない、 而 して 機 會は 機會を 呼んで、 打ちつ：^ く戰 

亂は、 源平の 武人 を、 九地の 下よ， り 九天の 上に 引き上げた。 

一方に 於いて、 落伍者の 公卿 殿上人が 新時代の 試驗 器に かけて 篩 ひ 落さる、 慘儋 さは、 どうで あつ 

たか。  .  . 

官軍 雲霞の如く 攻め 來， り 候 上、 猛火 旣に 御所に 掩ひ 候。 今 は 叶 はせ 給 ふべ から や。 急ぎ 何方へ も 

、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、*、、、、、 

御開き 候べ しと 申せば、 左府は 前後に 迷 ひて、 只だ汝 今度の 命 助けよ とば か， りぞ宣 ひける。 左大 

臣 殿の 御馬の 尻に は、 四 位 少將乘 .9 て 抱き 奉， りけ， り。 東の 門よ， り 御 出あって、 北 白 河 を 指して 落 

ち させ 給ふ處 に、 何處 よ， りか 射たり けん、 流 矢 一筋 來 つて、 左大臣 殿の 御 首の 骨に 立つ。 成隆之 

み， つ はじき 

れを拔 いて 捨てたり けれども、 血の 走る 事、 水彈を 以て 水を彈 くに 異ならす。 (保 元 物語) 

束 帶に牙 笏の揚 々として ゐた 人達が、 前後に 迷うて、 命乞 ひ をして、 馬に 助け 乘 せられて、 流 矢に あ 

たって 死ぬ る。 是 れが賴 長の 跡 を 追うて 繰 返された 多くの 公卿 殿上人の 運命であった。 


平 治の 信賴も 同じ 運命に 弄 ばれ 
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ときのこえ  ノ 

鯢 波に 驚きて、 只今まで 由々 しく 見えられ つる 信 賴卿， 顏色變 は， りて 草葉の 如くに て， 南 階 を 下 

られ ける が、 膝戰 ひて 下り かねた， り。： なみ/ \ に 馬に 乘 らんと 引 寄せさせ たれ ども、 肥..^ せめ 


たる 大の 男の、 大鎧は 着たり、 馬 は 大きな， り、 乘， り 煩 ふ 上、 主の 心に も 似 も 似す、 はや， り 切った 

- る 逸物 なれば、 つと 出 でんつ と 出 でんと しける を， 舍人七 八 人 寄って 馬 を 抱へ た， り。 放た ば 天へ 

も 飛びぬべし。 穆王八 匹の 天馬の 駒 も、 かく やと 覺 ゆるば かりにて、 乘， りかね 給 ふ 所 を、 侍 二人 

つと 寄って、 疾く 召し 候へ とて 押し上げた h^。 餘， りに や 押した， りけん、 弓手の 方へ 乘 りこして、 

ふし ざま  — 

伏 様に どうと 落つ。 急ぎ 引き起こして 見れば、 顔に 砂 ひしと つき、 鼻血 流れて 見苦し か， りけ り。 

義朝 此の 體を 見て、 日來 は大將 とて 恐れ 給 ひける が、 はたと 睨みて、 あの 信賴 とい ふ 不覺人 は 臆 

したりな とて、 日華 門 を 打 出で て 郁芳 門へ 向 はれければ、 信賴も 鼻血 押し 拭 ひ、 とかくして iJiT に 

かき 乘 せられ、 待 賢 門へ 向 はれけ るが、 物の 用に 逢 ふべ しと も 見え ざ， りけ，.^。 (平 治 物語) 

信賴は 鵜の 眞似 をした 烏で、 吾等 は 彼れ に 於いて、 新時代に 目 ざめ て 俄かに 附燒 刃の 時世 粧 をした 

者の 失敗 を 見る ことが 出来る。 義朝は 新 舊の兩 思想に 二股 を かけた 武人で、 吾等 は 彼れ に 於いて、 舊 

m、5 想に 未練 を殘 した 武人の 迷夢が、 すっかり 覺め たの を 見る ことが 出來 る。 蓋し 新人と 舊 人との 調和 

合體は 容易に 出来る 事ではなかった。 それ は 保 元に 於け る賴 長と 爲 朝との 關係、 平 治に 於け る 信賴と 

義 朝との 關 係が、 よく 證據 立て 居る ところで ある。 『承久 記』 に、 合戰 がいよ く 京方の 敗北と 極つ 

た 時、 京方の 武將四 人が、 後鳥羽院に 拜 謁した 時の 様子 を、 かう 書いて 居る。 
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十五 日 卯の 刻 四、 辻 殿に 參. りて、 秀康、 胤義、 盛 綱、 重忠 こそ、 最後の 御供 仕， -候 はんとて 參， りて 

、 、 

へと 申しければ、 ー院 (後鳥羽院) いかにな るべき 身と も 思 召さぬ iw- へ 四 人參， りたれば、 しょ 

，， .I^^^p^.  r£0^^^^u.. ず いん ロ^ in い、 い^い をば 乞 はんい 思 召せ ども、 汝等 

f^^f^.  f¥.^f^  、い. やか、 へ r がいかい i り。 "しも^ 奉公 

,^urf<.^^^..l^kK^f ゃ^か^^^り。 ^11^1^^ いい^や. へから やと 仰せ 出 だされ 

ベ あ、 4!.^^ か ^.i- 、い P い^^がいい。 山 田の 次郞 ば， りこ そ、 されば 何せん に參 りけん、 叶 は 

ぬ もの 故、 一族 も 引きつる こそ 口惜し けれと て、 大昔 聲を あげて 門 をた、 き、 日本 第一の 不覺人 

、、、、、、 うきし. つ 、、、、、、、、、、、、、，、、、一、，、 h  -rv*  、  、.  、  0 

を s ら 4,- し c 浮沈み つる 事の 口惜し さよと 罵って 通る ぞ 甲斐 も なき 

これ は 後年の 事で あるが、 畏き 王者との 合體結 托すら 不可能なる 事が、 此の 通， りで ある。 まして 全 

く 新ら しい 思想に 立つ 武人が、 公卿 殿上人と 合體 して 何が 出来よう。 淸 盛が 全く 藤 原 氏を應 服して 新 

政 を 布き、 賴 朝が 公卿の 一 圑を 京都の 別天地に 祭， ク 込んで、 將軍 政治 を 創めた の も、 誠に 餘儀 なき 事 

である。 


武人の 夢は覺 めた。 而 して 彼等の 行くべき 道は爲 朝、 義平、 義朝 等の 先驅 者に よって 暗示され た。 

渠が 成， り、 水が 到って、 もう 船 を 待つ ばか， りで ある。 船が 現 はれた、 大船が 現 はれた。 平淸 盛が それ 

で あ る 。 

『平家』 の 前半 は、 淸 盛と. いふ 互 人の、 向う に 前な き 意志の 勝利 を 歌った ものと も 見られる が、 同時 

に舊 思想に 對 する 新 思想の 壓迫、 公卿に 對 する 武人の 挑戰 とも 見る、 - とが 出 來る。 武力 主義の 發揮 は、 

早く も 忠盛對 公卿の 「殿上 闇 討」 の 章に 現 はれた。 而 して 容儀 格式に 誇る 多數の 公卿 殿上人が、 眇 なる 

新米 武人の 木刀の 銀箔に 威 かされた 笑止の 失敗と、 「伊勢 瓶 子」 の 歌に よって 女々 しい 仕返し をした 陰 

險な 態度と は、 彼等が もはや 赏 力に 於いて 武人の 敵で ない を說 明す ると 共に、 彼等の 男らし からぬ 

反抗が 執念深く 續 けらる ベ き 事 を 暗示して ゐ ると 云って よい。 

淸 盛の 代に なって 始めて 現 はれた 武力 主義の 發揮 は、 「殿下 乘合」 に 於け る 攝政甚 房 凌 礫の 事件で あ 

る。 道德 的に い へば、 曲 は 無論 淸盛 にあった であらう。 けれども、 薄暗が， り を 幸に.， 十三 歲の fl! 者に 

加へ た 凌辱 を、 白日の 下に 堂々 と 仕返して、 藤 原 氏の 棟梁 攝政松 殿 を 取， りひし いだ 所 は、 また 一種の 

痛快 事と 云って よい。 

淸 盛が 正面から 押して 行く 武力 主義の 壓迫 は、 あらゆる 方面に 反抗 を 喚び 起こした。 やがて 成 親、 
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11£  二 

俊寬が 起った。 後白河 法皇が 起た せられた。 山、 奈 良が 起った。 是等は いづれ も舊 思想の 味方で、 正 

面から 力 押しに 進んで 成功し 得ぬ 事 を、 襄 手の 權道 によって 成就しょう とした ものであるが、 淸盛は 

片端から 之れ を壓 伏した。 院に對 し 奉って は、 內府重 盛が 理づ めの 諫言 もあって、 さすがに 手 を 弛め 

たが、 宗法 を 笠に 着る 山ゃ奈 良に 對 して は、 武道の 威力 を 勇猛に 發 揮して、 遂に 伽藍 堂塔 を も、 大佛 

を も、 燒き拂 ふ 事を敢 てした。 

淸 盛が 武力 を發 揮す るに ついて 最も 始末に 困った の は、 外に あらやして 內 にあった であらう。 攝關 

や、 成 親 や、 法皇 や、 山 や、 奈 良よ， り も、 寧ろ 我が 子の 內府重 盛であった であらう。 重 盛 は 言行一致 

の 賢者で、 愛子で、 而 して 上下 敵 味方の 人望家で ある。 其の 赤心から 出る 理の 詰んだ 陰性、 消極性の 

諫言 は、 どれ 程 陽性 積極性の 淸 盛の 心 を 苦しめた であらう。 彼れ が 火の 様な 赏行 意志 は、 此の 豁 iJf の 

諫言に 逢ふ每 に、 理と 情と 根と に 負けて、 常に 其の 鋒 を 挫かれた。 其の 中に、 幸か不幸か、 此の 苦手 

の壓 迫が 取り除かれた。 淸 盛の 情 は 最愛 を 喪った 悲 みに 泣きながら も、 其の 武人 的の 實行 意志 は 猛然 

として 再び 活動 を 始めた が、 最後に 現 はれた 敵 は、 舊 思想の 流れ を 汲む 無力 優柔の 公卿で はなく して、 

同じ 武人の 競爭 者、 武人の 本領 を自覺 する 點に 於いて、 彼れ よ， り も 更に 强く、 更に 高く、 更に 純なる 

源賴 朝であった。 


平家 も 源氏 も ひとしく 新時代の 子で ある。 けれども 平家の 有って ゐた 武人の 魂 は、 大分 軟弱な 公卿 

道の 感化 を 蒙った。 加 之 平家に は 淸盛を 除いて 武人の 自 覺に活 きょうと する 者が 幾ら もない。 、源氏の 

有する 武士 魂 は 純に して 强 かった。 而 して 源氏の 殆んど 悉くが、 鐡の 如き 自覺に 立って 復警の 心に 燃 

えて 居る。 平家 はも はや 源氏の 敵で はない。 

此の 賴 朝と 雌雄 を 決しようと いふ 間際にな つて、 俄に 入道 淸盛が 死んだ。 奈 良を燒 いた 佛罰 だと 云 

はれる、 前代未聞の 火の 病に 罹って、 而 して 

當家は 保 元 平 治よ， り 以來、 度々 の 朝敵 を 平げ、 勸賞身に餘，..^、 忝くも 一 天の s« の 御 外戚と して、 

丞相の 位に 至， り、 榮花已 に 子孫に 殘す、 今生の 望み は、 一事 も 思 ひお く襄 なし。 唯 だ 思 ひお く襄 

とて は、 兵 衞佐赖 朝が、 首 を 見 ざ， りつる 事 こそ、 何よ， り も 又 本意な けれ。 吾れ 如何にも 成， りなん 

後、 佛事 孝養 を もす ベから す、 堂塔 を も 立つ ベから す。 急ぎ 討 手 を 下し、 賴 朝が 首 を 刎ねて、 我 

が 墓の 前に 懸く べし。 それ ぞ 今生 後生の 孝養に て、 あらん やる ぞ。 

とい ふ、 いろくの 意味に 於いて、 謂 は ゆる 罪の 深い 遣 言を殘 して。 

淸 盛の 憤死 は 平家 盛衰の 分水嶺と なって、 是れ よ， 9、 平家 は 秋の 夕日の 釣瓶 落しに 沈み褒 へた。 淸 

盛に 於いて 我が 國 未曾有の r 歡 びの 曲」 を 奏でた 平家が、 轉 じて 我が 國未 曾.；^ の r 哀の 曲」 を 奏でねば な 
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三 五 四 

らぬ 運命と はなった ので ある。 

人事 は 多く は 天で ある。 源平の 盛衰 も 其の 一つで、 一 面から 見れば、 源氏 も 平家 も、 不測の 運命に 

操られて、 豫 期せざる 勝 を 勝ち、 敗 を 敗け たので あらう。 けれども 成敗の 跡に ついて 考へ ると、 平家 

の衰 へたに はいろ くの 原因が ある。 重 盛と いふ 大黒柱 を 失った の も 其の 一 つで あらう。 皇室の 信任 

を 失った の も 其の 一 つで あらう。 利福 權勢を 一 門で 獨 占した の も 其の 1 つで あらう。 惡政 によって 民 

心 を 失った の も 其の 一 つで あらう。 けれども こ、 に それらの いづれ にもまして 重大な 原因、 殊に 文學 

的に 見て 非常に 面白く、 これが 爲 めに 『平家物語』 の 主なる 美が 成立った とも m 心 はれる 重大な igf 因が あ 

る。 外で はない、 平家の 一 門が 平安 王朝の 文明に 見惚れ、 武人の 本領 を 忘れて、 公卿の 生活 を 摸倣し 

、 、 、 、 、 

た 事で ある。 

平家 は淸 盛に 於いて 天下 を 掌握した。 而 して 一門の 間で、 朝廷の 主なる 顯職を 占め、 日本 六十 餘州 

め 半！ 以上 を領 し、 女 を 后紀に 容れ、 畏くも 外戚にまで なって、 宮闕 にも 仙 洞に も 優る 榮華を 極める 


やうに なった。 思 ふ 事は爲 せる、 爲 せば 必卞 遂げられる。 斯様な 境遇に あって 誰れ か武を 練， り 兵を談 

やる 事を好まう。 誰れ か 甲冑 を 着け 劍戟を ひらめかす 生活 を 愛さう。 治に 居て 亂を 忘れ、 ずな どい ふの 

は、 苦い 經驗に 懲りた 者 か、 前途に 野心の ある 者 か、 若しくは 超 人間的な 賢者 かがす る 仕方なし の 準 

備 である。 喉元 過 ぐれば 熱さ を 忘れて、 美味に 向 ひ、 美的生活に 赴く、 これが 人情で はない か。 

平家の 境遇 はま さしく 斯うであった。 而 して 平家の 人達 は、 槪 して 正直で 單 純で 表裏の 無い 人達で 

ある。 彼等 は、 泰平の 世、 敵の 無い 世界、 極端に 我儘の 利く 時代、 平 族で なければ 人で ない とまで 云 

はれた 時代に 處 して、 氣の 利かぬ 武人 生活に 愛想 をつ かした であらう。 而 して 何が な 之れ に 代 はるべ 

きもの を 求めて、 すぐに 前代の 風流 閑雅な 公卿 生活に 目 を 留めた であらう。 かくして 彼等 は 腰に 佩い 

た 人 斬 鹿 刀を拋 ち、 身 を蔽ふ 窮屈な 甲冑 を脫ぎ 捨て、 相率ゐ て、 束帶、 衣冠、 詩歌、 管 終の 風流 生活 

に 赴いた。 而 してやが て 新 生活 を 手に入れて、 烏帽子の ため 方、 衣紋の 畫き 方に 六 波 羅樣を あみ 出し 

て、 流行の 魁 をな す やうに な， り、 詩歌 管 紘の藝 術 的 風流 道に 於いても、 藤 原 氏の 名匠 等と 相 伍して 讓 

らぬ やうに なった。 彼等の 公卿 化、 風流 化、 平安朝 化 は、 『平家物語』 の 中に 面白く 寫 されて ゐる。 治 

承 四 年の 九月、 賴 朝の 討 手に 向った 大將軍 及び 副將 軍の 維盛忠 度を寫 して はいふ。 

ノ  、、、、、、か、、、、、、、、、  き が 

大將軍 小 松 權亮少 將維盛 は、 生年 二十 三、 容儀 帶佩 繪に畫 くと も、 筆 も 及び難し。 重代の 着 背 長 
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三 五六 

からか は  か &と  か  みちう ち 

唐 皮と いふ 鎧 をば、 唐櫃に 入れて 异 かせら る。 路 中には、 赤地の 錦の 直垂 に、 萌黃 句の 鎧 着て、 

れん ぜん あしげ  ノ 

連錢蘆 毛なる 馬に、 金 覆輪の 鞍 を 置いて 乘り 給へ， り。 副 將軍薩 摩 守忠度 は、 紺地の 錦の 直垂 に、 

い かけ 

黑糸絨 の 鎧 着て、 黑き 馬の 太う 逞しき に、 沃懸 地の 鞍 を 置いて 乘， り 給へ， 9。 馬 鞍 鎧 兜 弓箭 太刀 刀 

に 至る 迄、 光輝く 程に 出立 たれ たれば、 珍ら しか， りし 見物な. り。 中に も 副 將軍忠 度 は、 或る 宮腹 

ち 千 <  まらう ど 

の 女房の 許へ 通 はれけ るが、 或る 夜 坐した， りけ るに、 此の 女房の 局に、 やん ごとな き 女房 客人 來 

て、 小夜 も漸ぅ 深け 行く まで 歸， り 給 はす。 忠度 軒端に ネん で、 扇 を 荒く 使 はれければ、 彼の 女房 

、ヽヽ 、すだ、、、 ねヽゝ 、ゝゝ 、ゝゝ ヽ、、 、ゝヽ 、、ゝ ゝ、、 、、、、、、、つ  S 

野 もせに 集く 蟲の音 よと、 優に 口 やさみ 給へば、 屬を やがて 使 ひやみ てぞ 歸られ ける 其の後 坐 

力し 力ま   

したる 夜、 いつぞや 何とて 扇 をば、 使 ひ 止みし ぞ やと 問 はれければ、 いさ 姦しな ど、 聞こえ 侍， 9 

し 程に、 さて こそ 扇 をば、 使 ひ 止みて は 候 ひし かと ぞ 申されけ る。 其の後 此の 女房、 薩摩 守の 許 

、 、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、  、、、、、、 

へ、 小袖 を 一重 遣 はすと て、 千里の 名錢の 惜し さに、 一首の 歌 を 書き 添へ て、 おくられ ける 

あ ， つ ま ち 

東路の 草葉 を わけん 袖よ， り も、 た、 ぬ袂 の露ぞ こぼる、。 

薩摩 守の 返事に、 • 

別路 を 何 か 歎かん 越えて 行く、 關も 昔の 跡と 思へば。 (卷 第五) 

三 萬餘騎 を率ゐ ながら、 富士川の 水禽の 羽音に 驚いて、 矢 一 つ だに 射 やして 逃げ 歸 つた 二人の 將軍 


の描寫 であるが、 之れ を 見ても、 公卿の 文明の 摸倣が、 どれ 程 彼等 を 文弱に した かが わかる。 同じ 維： 

盛が 後に 熊 野に 參詣 した 折に、 都で 彼れ を 見知つ おとい ふ 者の 物語った 話に、  一 

あの 殿の 未だ 四 位の 少將 な， りし 安元の 春の 頃、 院の 御所 法 住 寺 殿に て 五十の 御賀の あ，.^ しに、 父 一 

^はし ま  ノ  - 

小 松 殿 は、 內 大臣の 左大將 にて 御座す。 叔父 宗盛卿 は、 大納言の 右大將 にて、 階下に 着座せられ 一 

ノ  ノ  いげ  け ふ  かいしろ 

き。 其の 外 三位 中將知 盛、 頭 中 將重衡 以下、 一門の 公卿 殿上人、 今日 を 晴れと 時め き， 垣 代に 立 

ち 給 ひしお よ， り、 此の 三位 中將 殿、 樱の 花を揷 頭いて、 靑海波 を 舞うて、 出 でられたり しか は、 

、、、、、、、、、、  、、、、、、、 、、、、、、、か V- や、、、、、 つ *  -  TJj 

露に 媚びた る 花の 御 姿、 風に 飜る 舞の 袖、 地 を 照らし 天 も曜く はか， りな， り 女院 より 關白殿 を 御 一 

使に て、 御衣 を かけられし かば、 父の 大臣 座 を 立ち、 これ を 賜 はって、 右の 肩に かけ、 院を拜 し 

かたへ 、 ゝ、、 、 、ヽ、 、、ヽ 、、ヽ 、、ヽ ヽ だいり 、 

奉 たま ふ。 面目 類 ひ 少なう ぞ 見えし。 傍の 殿上人 も、 いか 許， り 羨ましう や 思 はれ けん。 內 裏の 

女房 達の 中には、 深山 木の 中の 楊 梅と こそ 覺 ゆれなん ど、 いはれ 給 ひし 人ぞ かし。 (卷第 十〕 一 

と ある。 維 盛の 優美な 振舞が、 どれほど 時の 人に めでられ たか、 父の 重 盛まで が どれほど 是れを 面目 

と考 へた か、 內裏の 女房 達が どれほど 之れ に 見惚れた か。 平家の 公達が 翩飜 として 得意に 宮中 を 立ち 

ならした 様子が、 手に 取る やうで はない か。 

重 衡が生 捕と なって 縑 倉に 送られ、 千 手の 前に もてなされて、 琵琶 朗詠の 一夜 を 送った 翌 くる 朝、 . 
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三 五八 

賴 朝と 齋院 次官 親義 とが、 かう いふ 物語 をして ゐる。 

佐殿宣 ひける は、 平家の 人々 は、 此の 二三 箇年 は、 軍 合 戰の醫 みの 外 は、 又 他事 ある まじき とこ 

、、、、、 、ゝ、 、、ノ  、、、、、、、  、、、、、、、  よもすがら 、、、、、、  、、、、、 

そ 思 ひしに、 さても 三位 中將の 琵琶の 撥音、 朗詠の 口 やさみ、 終夜 立ち聞き つるに、 優に やさし 

き 人に て 御座し け， りと 宣 へば、 親義 申しけ る は、 誰れ も 昨夜 承りた く 候 ひし かど も、 折節 相勞る 

事の 候て 承ら や 候。 此の 後 は 常に 立 聞き 候べ し。 平家 は 代々 歌人 才人 達に て 渡らせ 給 ひ 候。 先年 

、、、、、  、、、、、、、、、、 、、、 、ノ、 、、、 、、、、、、、、、、、、、、、、 

あの人々 を、 花に 喩 へて 候 ひしに は、 此の 三位 中將殿 をば、 牡丹の 花に 喩 へて 候 ひし かと ぞ 申し 

ける。 三位 中將の 琵琶の 撥音、 朗詠の 口 やさみ、 兵 衞佐殿 後 迄 も 有難き 事に ぞ宣 ひける。 (卷第 十) 

重衡が 風流 道の 堂奥に 入った 事、 平家の 公達が 殆んど 悉く 歌舞 音曲の 達人であった 事。 而 して それ 

が 味方に も 敵に も 愛で 羨まれた 事が わかる。 賴 朝が 生 捕られ 人の 旅 中の す さび を 立 聞まで して、 生涯 

の 思 出に 愛で 囉 しながら、 堅く 武人の 本領 を 持して、 其の 風流 を 倣 ひもせ す、 倣 はせ もしなかった の 

は、 彼れ が 武人 的 政治家と して、 特に 偉い 所で あらう。 

壽永 三年 十月 三日の 日に、 新 帝の 御 禊の 行幸が あ つ て、 九郞 判官 義經が 先陣の 供奉 を 承った。 『平 

家』 の 作者 は 其の 樣子 を寫 して、 かう 云って 居る。 

をと としごけ い  せつげ  あくや 

去々 年 先帝の 御瘦の 行幸に は、 平家の 內 大臣 宗盛公 (内辨 を) 勤めら る。 節 下の 幄屋 について、 前 


り 上う のばた  け しき かぶりぎ ii  *  、 、 、 、 うへの *5 かま 、、、、  ,,9，,，,，， 

に 龍 旗 立て. -、 居 給 ひた， りし 氣色、 冠 際、 袖の か  >  り、 表 袴 の 裾まで も、 殊に 勝れて 兑ぇ 給へ 

、 、\、  、、ノ  、、ヽ  、ノ  、、、いげ  , ， ， ， it つな、、、、、、、 、、、、、、、、 

，り。 其の 外 三位 中將知 盛、 頭中將 赏衡 以下、 近衛の 司、 御 綱に 候 はれし に は、 义 立ち 雙ぶ方 も 無 

、、/•、>、 、ヽ、 、、ヽ ヽ、、 00  、ゝヽ ゝヽ、 、、、、、、、、、、、 、ヽ ヽ、、 

かりし ぞ かし。 今日は 九 郞大夫 判官 義經、 先陣に 供奉す。 是れは 木 曾な どに は 似す、 以ての外に 

、、 、 ， 、、 、 、 、 0〇000ぇり<,っ0〇00000〇 

京 馴れた，.^ しか ども、 平家の 中の 撰 屑よ， り も猶ほ 劣れり。 (卷第 十) 

殿上の 交 はり を さへ 嫌 はれた 者の 子孫が、 十 年 前後の 念 入な 修業に よって、 いかに 生粹の 公卿に 成 

ぁプ まえ *ひ す 

,9 すました か、 而 して それに 比べて、 東夷の 源氏の 最 優者が、 どれほど 見 劣， りが し たかは、 之れ によ 

つて 窺 はれる。 而 して 風流 道の 練達、 公卿 化の 程度に 於いて、 源氏の 最 優者が 平家の 中の 撰 屠に も 劣 

つた やうに、 武道の 練達、 軍事の 駆 引に 於いて、 平家の 最 優者が 源氏の 撰 厨に も 劣る らしくな つて 來 

た 事 は、 齋藤 別當實 盛が 蒲 原の 野 陣で維 盛に 答へ た 所 を 見ても 想像され る。 

ノ  とうごく  っょゅみぜ ，ぃ1^>ゃラ 

大將 軍權亮 少將維 盛、 東國 の案內 者と て、 長 井の 齋藤 別當 » 盛 を 召して、 汝 程の 强弓 精兵、 八箇 

はや 

國には 如何程 ある ぞと問 ひ 給へば、 齋 藤別當 あざ笑って、 左 候へば、 君は赏 盛 を 大箭と m 心 召され 

候に こそ。 僅か 十三 束 を こそ 仕， り 候へ。 赏盛程 射 候 ふ 者 は、 八 箇國に は 幾ら も 候。 大箭と 申す 定 

の 者の 十五 束に 劣って 引く は 候 はす。 弓の 强 さも 健なる 者の、 五六 人して 張り 候。 加 様の 精兵 北ハ 

たやす  いと ほ  V- やう 

が 射 候へば、 鎧の 二三 領は 容易う 射 徹し 候。 大名と 申す 定の 者の、 五 百騎に 劣って 持つ は 候 はす。 

『w. 家 物語 J の 新硏究  三 五 九 


三 六 〇 

馬に 乘 つて 落つ る 道 を 知らす、 惡 所を馳 すれ ど、 馬 を 倒さす。. 軍 は 又 親 も 討 たれよ、 子 も 討 たれ 

ざ よ 0 ふ 

よ、 死 ぬれば 乘、 り 越え 乘.^ 越え 戰ふ 候。 西國の 軍と 申す は、 總 ベて 其の 儀 候 はす。 親 討 たれ ぬれ 

ば 引返き、 佛事 孝養し、 忌明けて 寄せ、 子 討 たれ ぬれば、 其の 愁へ 歎きと て、 寄せ 候 はす。 兵粮 

米盡 きぬれば、 春 は 田作， 9、 秋 刈， り收 めて 寄せ、 夏 は 暑し と 厭 ひ、 冬 は 寒し と 嫌 ひ 候。 東 國の軍 

つ はもの  わな * 

と 申す は、 すべて 其の 儀 候 はや：： これ を 開く 兵 共、 皆 震 ひ慄き 合へ， りけ， り。 (卷 第五) 

物語 は 正史で ない。 除外例 は いづれ にも あるで あらう。 けれども 源平 兩 家の 武人の 間に、 斯樣な 相 

違 を 生じて 來 たの は、 爭 はれぬ 事で ある。 

かくして 十餘 年の 歲月 は、 平家から 武人の 骨を拔 いて、 すッ か，り風流閑雅の大宮人を作^^上げた。 

忠 度の 歌、 經 正の 琵琶、 重衡の 朗詠、 敦 盛の 笛、 『平家』 に擧 ぐる 所 は、 さまで 多く はない が、 是れは 

無論 九 牛の 一 毛で、 彼等 は 相 率ゐて 其の 亞流 となった ので あらう。 其處 へ、 親 は 子の、 子 は 親の、 屍 

骸を乘 ，0 越え 躍， り 越えて 戰 ふとい ふ、 謂 は ゆる 「東夷 北狄」 が眞 » に 寄せて 來た。 漁陽鼙 鼓動 レ地 來、 

驚 破霓裳 羽衣 曲。 長 恨 歌の 白 氏の 句 は、 まさしく 木 曾 襲来 を 耳に した 平家の 心であった。 彼等 はま づ 

敵の 影 を 見やして 都 を 落ちた。 都 落の 哀れ さは 言語に 絕 して ゐた。 「主上 都 落」、 「維 盛 都 落」、 「聖主 臨 

幸」、 「忠度 都 落」、 「經正 都 落」、 「靑 山の 沙汰」、 「 一 門 都 落」、 「福 原 落」。 第 七卷の 後半 を賑 はした 被 


等-に „f 落の 種々 相 は、 いづれ も 入の 袖を濕 さしめ る ものであるが、 同時に 久しい 間の 修練に 成った 彼 

等の 美しい 嗜み を、 咄嗟の 場合に 現 はして、 我が 人 情史に 一種の 美觀を 添へ て 居る。 

木き に 追 はれた 平家 は、 程なく 九 郞義經 に 一 の 谷 を 追 はれ、 八 島 を 奪 はれて、 やがて 壇の 浦の 波の 

上に 哀れな 最期 を 遂げた。 太 政 入道の 妻 二位 尼が 先達と な..^、 入道の 女建禮 門院の 生んだ 安德 天皇 を 

抱き、 三種の神器の 二種 を 擁して。 壽永四 年 三月の 二十四日 である。 

可， の 哀れな 最期で あらう。 武人が 公卿 化した 爲め である。 もし 「平家 一 門」とぃふ^^^合體に心とぃ 

ふ ものが あったならば、 言った で あらう。 「我れ は 武人で ある。 武人た る 者が、 何に 迷うて 公卿の 眞 

似 をば したので あらう。 滅び かけた 前代の 亡霊に 乘 憑ら れ たば ッか， りに、 あたら 一門が 此の 海底の 藻 

屑と はなる の だ！」 と。 平家 は 藤 原 氏に 得た る 所に よって 亡びた。 而 して 源氏 は 平家の 失った 所 を 得 

て 興った。 壇の 浦に 沈んだ 平家の 一門 は、 此の 得喪關 係の 目 醒めに、 « 然として 源氏の 勃興 を 見送り 

つ、、 音 もな く 海底に 沈んだ ので ある。 

「武人と して 興った 平家が 公卿 生活の 摸倣に 亡びた、 囘 顧の 悲劇の 哀れな 淋しい 暗示 的な 味 は ひ」、 

私 は t の 無類な 時代相の 美しく 現 はれた の を、 『平家物語』 に 於け る 中心 興味の 最も 重要なる 一 つと 考 

へる。  ノ 
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新ら しい 時代相の 第三 は、 あらゆる 人事の 中で、 戰爭が 主位 を 占めて 來た 事で ある。 

保 元 を 境と して、 日本の 社會 はすつ かり 其の 外觀を 改めた。 中で も 著し いのは、 武人が 社 會の表 舞 

臺に乘 h,- 出して 來た 事で ある。 同時に 戰爭が 社會の 視聽を 集めて 來た 事で ある。 武人の 世 は 甲冑 劍戟 

の 世で ある。 甲冑 劍戟の 最もよ く 用 ゐられ るの は戰爭 である。 武人の 時代に 戰爭の 重ん せられる の は 

當然の 事で あらう。 而 して 戰爭の 重ん せられる 世に 軍記 文 學の榮 える の は 同じく 當然の 事で あらう。 

我が 從來 の文學 にも、 戰 爭を寫 した ものが 全く 無かった ではない。 けれども それ は、 他と 伍せ しめ、 

或 ひ は 他に 屬 せしめて 簡單に 記された だけで、 戰爭 のみ を獨立 させ、 或 ひ は 之れ に 主要なる 地位 を與 

へて 委曲に 描寫 するとい ふ 事 は、 未だ 曾て 無い 事であった。 其の これ ある は 鎌倉時代の 軍記物語 を以 

て 初めと する。 言ひ換 へれば、 戰爭は 鎌 倉の 軍記に 於いて 始めて 獨 立した 文學 となった ので、 而 して 

軍記の 中で 面白く、 最も 優れたの は 『平家物語』 である。 

軍記の 軍 物語に は、 武人 描 寫と戰 爭描寫 ともい ふべき 二つの 部分が ある。 武人 描寫は 武人の 装束 や 


態度 を寫 した もので、 槪 して 靜 的の 部分で ある。 戰爭描 寫は實 戰の經 過を寫 した もので、 槪 して 動的 

の 部分で ある。 武人の 描寫の 精し くな つた 趣 は、 かう である。 

足 利が 其の 日の 装束に は、 朽葉の 綾の 直垂 に、 赤 革 緘の鎧 着て、 高角 打った る 兜の 緖を 縮め、 金 

，つく  は  さきり ふ  かし はぎ 

作.. > の 太刀 を帶 き、 二十 四 指いた る 切符の 矢 負 ひ、 滋籐の 弓 持ちて、 連錢蘆 毛なる 馬に、 柏木に 

み、 づく 打った る、 金 覆輪の 鞍 置いて ぞ乘 つた.^ ける。 鎧踏張り立ち揚が...^、 大昔 聲を 揚げて、 

昔 朝敵 將門を 亡ぼして、 勸賞 蒙って、 名 を 後代に 揚げた..^ し、 俵 藤 太秀鄕 二十代の 後胤、 下野 國 

の 住人、 足 利 太郞俊 綱が 子、 又 太郞忠 綱、 生年 十七 歲に罷 成る。 かやう に 無官 無位なる 者の、 宮 

に 向 ひ參ら せて、 弓 を 引き 矢 を 放つ 事 は、 天の 恐れ 少なから す 候へ ども、 但し 弓 も 矢 も、 冥加の 

程 も、 平家の 御上に こそ 留ま 候 はめ。 三位 入道 殿の 御 方に、 我れ と 思 はん 人々 は、 寄 合へ や 見 

參 せんとて、 平等 院の 門の 中へ、 攻め入.^ 攻め入，.^ 戰 ひけり、 (卷第 5 

『古事記』 や、 『日本 紀』 や、 『萬 葉 集』 や、 『今昔 物語』 に 見えた、 武人 ゃ戰 Is- の 描 寫とは 比較に なら 

いつ .》 ぎぬ  ぎ 上い う 

ぬ、 委しい 活 きくした ものと なって 來た。 それが 平安朝 文學に 於け る束帶 衣冠 や、 五 衣 や、 御遊な 

どの、 單 調な 生ぬるい 描寫に K いた 時人に 刮目 させた 趣が 想像され る。 

戰爭描 寫の趣 はかう である。 
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ノ  だい さか &  くつき やう  つか  につぐ やつ 

薩摩守 は 聞 こ ゆる 熊 野育ちの 大力、 究竟の 早業に てお はしければ、 六彌 太を摑 うで、 惡ぃ 奴が、 

御 方 ぞと云 は >1 いはせ よかし とて、 六 彌太を 捕って 引き寄せ、 馬の 上に て 二 刀、 落ち 付く 所で 一 

う ち かぶと 

刀、 三 刀 迄 こそ 突かれ けれ。 二 刀 は 鎧の 上 なれば、 透ら や、 一刀 は內 兜へ 突き 入れられたり けれ 

ども、 薄手 なれば 死な ざ， りけ る を、 取って 押へ て 首 を a かんとし 給 ふ 所に、 六 彌+- が 童、 後れ 馳 

せに 馳せ來 て、 急ぎ 馬よ， り 飛んで 下， り、 討 刀を拔 いて、 薩摩 守の 右の 肘 を、 臂の 本よ， り ふっと 打 

ノの  -&ん 

ち 落す。 薩摩守 今 はかう とや 思 はれ けん、 暫し 返け 最後の 十念唱 へんと て、 六彌 太を摑 うで、 弓 

丈ば か， りぞ 投げ返 けらる。 其の後 西に 向 ひ、 光明 遍照十 方 世界、 念佛 衆生 攝取不 捨と宣 ひも 果て 

ねば、 六彌太 後ろよ， り 寄， り、 薩摩 守の 首 を 取る。 好い 首 討ち 奉った， りと は 思へ ども、 名 をば 誰れ 

え • ひ& ゆ ひつ 

とも 知ら ざ， りけ るが、 旅に 結附 けられた る 文 を 取って 見ければ、 「旅 宿 花」 とい ふ 題に て、 歌をぞ 

一 首 詠まれた る。 

行き暮れて 木の 下 陰 を 宿と せば、 花や 今宵 の あるじなら まし。 

忠 度と 書かれた， りけ る 故に こそ、 薩摩 守と は 知， りて げれ。 (卷第 九) 

戰の經 過 を 素直に、 細かに、 そして 面白く 活 きくと 書いた 趣、 殊に 『曾 我物 語』 や 『義經 記』 などに 

見る が 如き、 や、 こしい を 粉飾 を附け や、 『太平 記』 に 見る が 如き、 调ひ のない 勝負の 記事に ならす し 


て、 しんみ， りと した 情味 を 美しく 湛 へて 居る ところ、 これが 『平家』 特 得の 味 は ひで ある。 東國の 荒夷 

の武に 男んだ 趣と、 風流で 鍛へ 上げた 平家の 武將の 悠揚た る 態度との 對照 も、 此の 作の 特色 を 面白く 

說 明して 居る ものである。 

『平家』 の戰爭 描寫の 面白味 は、 一面、 戰の 種々 相を豐 かに 見せた 所に ある。 殆んど 日本 全土に わた 

る戰 である。 山の 戰が ある、 川の 戰が ある、 海の 戰が ある。 晝 の戰、 夜の 戰、 晴の戰 、嵐の 戰が ある。 

遭遇 戰が ある、 强襲戰 が ある。 山 攻め、 寺 攻め、 橋 合戰が ある。 殊に 折々 は、 選 まれた る 武者の 一騎 

i テ つ ぎ 

討、^^次勝負がめってノ其の間に美しく勝ち美しく負けた幾多の^|:話がぁり、 扇の 的、 辍引、 弓 流し 

遠矢、 いろくの 風流が ある。 義經對 平家の 戰 だけで も、 一の 谷から 八 島、 壇の 浦に かけて、 時、 所、 

人の 上に、 それぐ 無 數の變 化が あ， り、 單に 壇の 浦に 於け る 平家 末期の 光景 だけ を 见 て も、 兩 家の 武 

ふたつぎ： a  , 

人が 弓矢 太刀 菜 刀で、 尋常に 勝敗 生死す る 外に、 幼 帝 を 抱いて 水に 赴く 二 衣の 老 尼が あ， り、 波の 上に 

いつ  >- ぎぬ  %  ► 

吉野龍 田の 景色 を 現す る 五 衣緋の 袴が あ， り、 二 領の鎧 を 重ね、 錨 を かづいて 波に 沈む 大童が あ...' 大 

手 を ひろげて、 舟から 舟に 敵 將を追 ふ 勇士が あり、 三十 人力の 勇者 二人 を 小脇に か、 へて 海に 入る 猛 

將が ある。 而 して 是 等の 光景 は、 勇まし さ、 哀れ さは 其の ま、 にして、 春の 霞の やうな 美しい 趣味の 

裡に罩 めら れ、 其の上に、 無常 必滅の 寂しい 調子に 裏づ けられて おる。 これが 平家の 戰爭 描寫に 於け 
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る 特別なる 面白味の 一 つで あらう。 

又 一方から 見れば、 『平家』 の戰爭 描寫の 面白味 は、 唯 だ 新興 武人の 面目 を 委しく 書き、 實戰 の經過 

を 生きく と寫 したと いふよ， 0 は、 寧ろ 落伍者の 公卿 殿上人と 武人と を 並べて、 新舊 時代 思想の 推移 

を寫 した 味 は ひ、 及び、 前者の 風流 韻事と 後者の 戰場 馳驅の 生活と を 併せ 寫 した 味 は ひに あるで あら 

う。 要するに 戰爭 描寫が 委しく 活き くと なった とい ふ 所に、 『平家』 特 得の 趣味の ある 事は爭 はれぬ 

ことで ある。  . 

武力 本位、 囘 顧の 悲劇、 戰爭 主位、 此の 三つの 時代相の 面白く 寫し出 だされた こと、 私が 『平家』 に 

特別なる 愛着 を感 する 第二の 因由 はこ、 にある。 

次ぎに 私 は 『平家物語』 の 組織に 就いて 考 へて 見たい と 思 ふ。 玆に 組織と いふの は、 三卷、 六卷、 十 

ニ卷、 二十 卷と いふが 如き 冊 分け や、 或 ひ は 『平家』 を 「世 盛， り」 と 「落 目」 との 前後 二 段に 分け、 若しく 

は淸盛 中心の 全盛期と、 義仲 中心の 流離 期と、 義經 中心の 衰滅 期との 三 段に 分ける とい ふが 如き、 結 


構 上の 分け 方 をい ふので はない。 唯 だ 『平家』 が 年代順に 目 ぼしい 事 實をコ P く 並べに した、 あの 並 

ベ 方に ついて、 その 由 來を考 へて 見たい とい ふので ある。 あの 折角の 眞珠を 藁 切れで 繋いだ やうな、 

覺 束ない 氣の 毒な 繋ぎ 方、 あの 不思議な 文 段 組織 法の 我が 文學 史上に 於け る 地位 を考 へて 見たい とい 

ふので ある。 

私 は 先き に 『平家』 は文學 たるに は歷史 過ぎ、 歷史 たるに は文學 過ぎる 作で あると 云った。 『平家』 は 

見樣 によって は、 空想 仕 立の 編年史 料 集と も 云 はるべき ものである。 最初に 祇園 精 舍の大 趣意 暗示の 

序說分 を揭げ て、 最後に 「灌 頂の 卷」 を 置いた 所な ど を 見る と、 いかさま 一貫の 趣意に よって 事件の 自 

然 に開展 した 跡を寫 し、 材料 を 精選して 無駄 も 隙 もな く 磨き上げた ものの やうに も 見える が、 精し く 

調べる と、 隨 分と 無駄が あ， り、 隙間が あって、 連絡が つかす、 統一 の 成立たぬ 所が あるの みならす、 

乾燥な 事務的の 事實を 並べ、 枝葉の 類 話を數 多く 揷ん で、 其の 多き を 誇って 居る らしい 所が あるの を 

見る と、 連絡 や 統一 を 論す るの が、 そ もく 野暮の 至， りで、 作者 は 唯 だ 史料 も 多く 擧げ よう、 故事 も 

多く 取り入れよう、 其の 中で 琵琶に 合 はせ るに 相應 はしい 所 は、 念入りに 面白く 書き 綴って 見よう 位 

に、 漫然と 考 へて 筆 を 取った ものら しく も 思 はれる。 殊に 「六 代 被 斬」 が 最後の 章であった とすると、 

す ぼ 

大分 尻窄 ま，..^ の輕 いた ものに なって、 「祇園 精舍」 も 全篇 を 支配す る 威力 を 失 ひ、 十二 卷に充 ちた 面白 
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い 記事 も、 大分 カ拔 けがす る やうに 見えて 來る。 漢文の 方は暫 らく 問 はぬ としても、 巳に 二三 百年 前 

にあれ ほど 纏まった r 竹 取-一 一 が あり、 『落 蜜』、 『源氏』、 『狹 衣』 ゲ， あつたのに、 部分的に は あれ だけに 書 

く 力の ある 『平 家』 の 作者が、 どうして、 全體 として は、 あの 樣に統 一 味、 渾融 味、 無 縫 一 體味 を缺ぃ 

た雜然 たる 物 を 書いた ので あらう か。 

私 は 『平家』 を 愛しながら も、 厦" かう いふ 事を考 へた： 想 ふに これ は 深い 仔細の ある 事で、 國文學 

史發展 の 系統 上、 どうし て も あ の樣に なら ざ る を 得な かった ので あ らうと 思 は れ る 。 

すべて 事物が 發 達する に は、 三 段の 順序 を 取る のが 普： 通 である" 玆に 物が あれば、 之れ に反對 する 

第二 者が 現 はれる。 而 して 第二 者が 現 はれる， こ、 今度 は必ゃ 二者の 調和が 現じて 来る 「) 例へば、 歐化 

說が 出る と、 之れ に對 して 國粹 保存 論が 起こる、 續 いて 彼我の 長短 を 相補 ふ 調和 論が 起こる， とい ふや 

うな わけで、 かう して 事物が 進步 した. り返步 した， りする ので ある ゲ/ 我が 古代 文學の 推移 も、 まさし 

くさう であった。 紀 記の 昔は暫 らく 措く。 平安朝の 初めに 盛んで あつたの は 漢文で、 代表作， こして 四 

かい^ 《お で 史赏を ボッ /\ 並べに 書いた 六國史 (の 中 の 五部) が 出来た？/ 次ぎの 時代に は 丸い 假名 で 

思 ひ 切った 想像 を甞 いた、 組織の ある 假名の 物語、 例へば 『源氏物語』 などが 出來 た。 其の 次ぎに 假名 

で 事實を 書いた 組織の ある 『大 鏡. r 『榮 華』 の出來 るの は 天命 當然の 約束と いふ べきで あらう。 次ぎに 


丸い 柔らかい 假名と 四角な 堅い 漢字と、 昔風の 雅言と 今の 俗語との 合體 した 文 $ じ、 『具 sli^ かや f. 

た 傳說珍 話 を斷片 的に 窗き 並べた 『今昔 物語』 の出來 るの は、 更に 天命 當然の 約束と いふべき であら 

う 而 して 更に 次ぎの 時代に な， り、 此の 和漢 古今い ろくな 言葉の 打 混った 文體に 磨き を かけて、 公 

卿 時代、 武家時代の 過渡期に 起こった 源平の 盛衰 を寫 した 軍記 物の 出來 るの は、 誠に 初めから 跳へ た 

やうな 文運の 進み 方と 云 はねば ならぬ。 

『平家物語』 の文體 は、 浙檬 な歷史 變遷の 段階 を經 て當然 に出來 たので あるが、 尙ほ 例の、 コ、 か 

べに 近い 文 段 組織の 由來 について 考へ ると、 『今昔 物語』 一味の 前代の 文學 が、 和漢 天竺の 無 連絡な 傅 

說珍話 を斷片 的に 書き並べた、 其の 系統 を 引いて 居る ので、 唯 だ その 題材が 自然に 述 絡した 源平 盛衰 

の 事柄であった ので、 斷片 式に 近い 叙述ながら も、 とにかく あれ だけの 連絡 統一が 出來 上った ので あ 

らう。 又 その 作者が 『今昔』 の 作者に 比べて、 遙 かに 優れた 技倆 を 有ち、 內 容に對 しても 遙 かに 深い 同 

情 を 有って ゐ たので、 とにかく あれ 程までに 人 を 動かす 一種の 名文と はなった ので あらう。 要するに 

『平家物語』 は 組織の 上から 見て、 (少なくとも 組織の 上から 見て は) 完全な もので はない が、 それ は 文 

學 史上 かくの 如き 當然の 約束から 出來 たので ある。 

序ながら、 此の 點 から 見た 『平家』 以後の 國文學 の發展 を槪觀 すると、 『平家』 が ^い P 、つ；^ やい 
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、、、、*、.、、 

 ,ぶ(ュがぃ^^の：對して、 『義 I』、 『曾 我物 語』 等 は、 Iftf  1!"^ 

^rf  はらく にせへ 寫 更に？； き &ゲ" 委しく 寫す 

§flluu^iil 一町 一 

村に 起こった 一 Islif 捉 一致 合 ひ、 イブ . ン 其の 他の 近代劇-ど にも 

つて 始めて、 ァる， ト § つ r 歷， 史：， い。 Itrll 

比ぶべき ものが 出来る やうに なつす 歷史 11-. 躍薛 《 

I  SJU^HP... 『I のえ らい it 外の 

i よ a 戴 iis» の 上から 見て 『平家』 を バ-  、- ,,。 

私 は ゾ.^ fe^ 棒  し，..， 廣 直の ある ものである 

i  )  > 1 ノーし，， ご飞ら ょ祖歐 よ， りも遙 力に 鴛.. - f  ^ 

多くの 點 にあり して そ. 


九 

. ： 、 .， ん； 巴^の H< 掌で 出 された 羅馬 字緣の 

. ちき 專勿 ？、 西暦 一 五 九 二 年 (文祿 元年) に ta  f  I 冬ミっ 

" ン ド ン の大英 博.， I,-  、  y.es. 驟宗 よ. 0 耶蘇 敎に 入つ 

？家 I』 I き II) が ある 而て T 千  . 


た 日本人) の 名で 書いた 其の 書の 序文の 中に、 次ぎの やうな 文句が ある。 

じちろ さ、 、 、 ， ， 、 、 、、 、 、 >  f  、 、 、  , 、 

然れば 言葉 を學 びが てらに、 日 域の 往事 を 弔 ふべき 書 これ 多し と雖 も、 就中 叙 山の 住 侶， 文才に 

名高き 玄惠法 印の 製作、 平家物語に 若く は あら じと 思 ひ、 之れ を 選んで 書寫 せんと 欲する に 臨ん 

で、 又 我が 師宣ふ は、 今 此の 平家 をば、 書物の 如くに せす、 雨 人相 對 して 雜談 をな すが 如く、 言 

葉の！ ：i1 爾波を も書寫 せよ とな， り-。 

西洋人が 日本の 往事 を 弔 ふべき 書物が 數 ある 中で、 『平家物語』 が 第一 だと 云った の は、 どうい ふ理 

由で あらう か。 思 ふに 其の 理由の 第一 は、 鎌 倉 以来 長く 我が 國の 標準 道德 となった 武士道が 其の 中に 

具體 的に 描かれて ゐ るからで あらう。 原始的 武士道の 消息、 殊に 古き 公卿 道と 新ら しき 武人 思想と が 

衝突し、 交流し、 調和して、 新ら しき 道德 武士道の 生まれ 出で た具體 的の 消息が、 其の 中に 讀 まれる 

からで あらう。 誠に 源平 時代 は 我が 古代に 於け る 最も 激烈なる 思想 囘轉 期で、 保 元よ， り 承久に 至る 迄 

の數十 年間 は、 新道 德 産出の 陣痛 期と もい ふべき ものであった。 一方で は 藤 原 氏が 政 權を擅 まにして 

ゐる。 一方で は 皇室が 其の 政權の 囘收を 謀らせられる。 而 して 武人が 其の 間に 立って 兩 方からの 引 張 

« になる。 此の 三方の 關係が あやに 絡んで、 三方 凡てが、 君臣、 父子、 兄弟、 叔姪、 睨み合 ひ 殺し 合 

つて、 血で 血 を 洗 ふ爭鬪 をつ： ^ける 中に、 いつしか 濁った ものの 湧き かへ る醱酵 作用が やんで、 こ、 
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に 武士道と いふ 新道 德が 生まれ 出で た。 かやうな 未曾有 稀 有の 時代、 國 民が 激しき 試練に 逢って、 腹 

の 底の 善惡 美醜 兩面を 赤裸々 に さらけ出した 時代、 雜 多の 思想が 亂れ 合って 趨歸 する 所 を 知らな かつ 

た 時代 は、 外國 人が 日本人 を 知る 材料と して、 また 後世の 日本人が 昔の 日本人 を 知， り 味 はへ る 材料と 

して、 いかにもお 跳 ひの 面白い もので あらう が、 同じ 波瀾の 中に 浮沈して 居た 當 時の 人が、 之れ を寫 

すの は、 (たと ひ 多少の 年月が 經 つたに せよ) 容易なら ぬ 事であった であらう。 殊に 多感の 詩人が 同情 

の 筆を揮 ふに 當 たって は、 行爲の 善惡の 判じ 方、 同情の 向け 方に 嘸 かし 困った 事で あらう。 法皇が 御 

正しい か淸 盛が 正しくな いか、 平家が 善い か 南都 北嶺が 惡 いか、 德大寺 殿が 賢い か 成 親 俊寬が 愚かで 

あるか、 木 曾が 惡 いか 賴 朝が 惡 いか、 義經が 直き か梶 原が 曲れ るか。 是れは 容易に 判斷し 得る 事で は 

ない。 けれども 何等かの 判斷を 下さなければ 同情の 寄せ やうが なく、 同情 を 寄せねば 生命の ある 活き 

た描寫 が出來 ぬわけ であるが、 元來 『平家』 の 作者 は、 如何なる 思想に 立脚して、 如何なる 人物の 如何 

なる 行爲に 同情した ので あらう か。 

之れ について 從來の 國文學 者 は、 多く、 『平家』 の 作者 は 比叙奈 良に 同情して 平家に 反感 を 持って 居 

た、 淸盛を 憎んで 重 盛に 同情した、 義經に 同情して 木 曾ゃ梶 原に 反感 を 持って ゐた、 强者を 抑へ て 弱 

者 を 揚げた など 云って 居る が、 私は必 やし もさう ではなかった やうに 考 へ る。 思 ふに 『平家』 の 作者 は 


一 つの 主義に よって 人物 行爲を 是非す る 事 をせ ャ、 或る 先入の 標準に より 人々 の あらゆる 行爲 に好惡 

の 情 を 寄せる 事 をせ やして、 寧ろ 穩 かな 常識と、 素直な 心と、 公平無私なる、 同時に 變化 自在なる 同 

情と を 以て、 あらゆる 事 實に對 したので あらう。 此の 心 持が あつたれば こそ、 彼れ は、 佛法を 重ん せ 

ぬ點 から 見て 平家の 叙 山攻を 譏， りながら、 同時に 念 佛救靈 の 本領 を 忘れ 俗事に 狂奔す る點 から 見て、 

同じ 山の 僭 徒 を 嘲った ので はない か。 此の 同じ 心 を 以て、 卑劣な 野心 を 遂げよう としても がき 週る 成 

親 を 譏， りながら、 配流の 哀れな 境遇に 同情して は 一 字 一 淚の 筆を惜 まなかつ たので はない か。 初めは 

^侶の 癖に 不信心なる 點 から 俊寬を 責めながら、 荒磯 島に 見捨てられ、 有 王に 最後 を 見取られる 哀れ 

さに 打 たれて は、 我れ 知ら や 萬 解の 淚を灑 いだので はない か。 彼れ は 父 を 思 ひ 家 を 憂 ふる 至孝の 心に 

同情して、 小 松 內府が 死 を 祈， り 醫藥を 却け た 行 爲を稱 しつ、、 同時に 先見の明と 後世 を 助からう とす 

る 殊勝な 心掛 とに 同情して、 家 を 見捨て 國を 見限った 宋朝金 渡の 寄附 行爲 をも稱 して ゐる。 淨 海の 我 

儘に 對 して は、 さすがに 折々 皮肉の 厭味 を 言って 居る が、 同時に 其の 男らしい 積極的の 仕事 振 を 痛快 

とする 氣 味がない でもない。 殊に 木曾義 仲な どに 對 して は、 兵 を 起こした 時、 北 國で勝 軍を續 けた 時、 

猫 間中 納言を 嘲った 時、 法皇の 御所 を燒 討す る 時、 宇治 勢 多に 敗れて 粟津に 討死す る 時と、 其の 時々 

によって、 同情の 寄せ 方が 猫の目の 様に 變 はって 居る。 何の 爲め であらう。 私 は 『平家』 の 作者が 狹 
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、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、  ゝ、、 、、 、、、、、 

い 勝手な 獨斷 的の 標準 を 立て、 對 象に 臨ま やして、 子供の やうな 素直な 心、 公平無私な、 而 して 善い 

、、、、、、、、、、、 、、、、、、、、、へ、 >、、、、、、、、、、、、  、、、>、、、、 

と 思へば 直ぐに 寄せられ、 惡 いと 思へば 猶豫 なく 離れ 去る 敏感な 同情と を 持って， あらゆる 對 象に 臨 

、、、、、、、、、、、、、、 

ん だからで あると 思 ふので ある。 

之れ について 一 つ 面白 いのは 『平家』 に 於け る 敬語の 使 ひ 方で ある。 『平家』 に 於け る 敬語の 使用 は大 

分 不規律な もので あ， り、 又 異本に によって それ < ^に 違って 居る ので、 ー槪 にい ふこと は出來 ぬが、 

、、、、、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、  、、、、、、、 

槪 してい ふと、 同じ 人に 對 する 作者の 同情の 去 來に從 つて、 敬語が 或 ひは附 けられ、 或 ひ は 除かれる 

とい ふ 傾きが ある。 試みに 流布本に よって、 此の 點 から 見た 木曾義 仲の 例 を 引いて 見よう。 

ヽ、 ノ ヽ、、  、、  こ たて はき せんじめ う  、 、 

其の 頃 信濃國 に、 木 曾 次郞義 仲と いふ 源氏 あ， りと 聞こえけ， o。 彼れ は 故帶刀 先生 義 方が 次男な， 9。 

：: やうく 長大す る ま、 に、 容儀 帶佩 人に 勝れ、 心も雙 びな く剛 な，. > け， り。 力の 强さ、 弓箭 打 

すべ  とし ひと  ち &ぃ ほうしゃう  、しいぐ わう ぎ かの 

物 取って は、 都て 上古の、 田 村、 利 仁、 餘五將 軍、 致賴、 保昌、 先祖 賴光、 義家 朝臣と いふと も、 

めのと  . 

_ これに はいかで か 勝るべき とぞ人 申しけ る。 常 は 乳母の 仲 三に 具せられ て、 都へ 上， 9 平家の 振舞 

、 、 、 、 、  、 、  めのと  、 、 、 

有樣 ども を も、 能くく 見 窺 ひけり。 木 曾 或る時、 a 母 兼 遠 を 呼う で、 そ もく 兵 衞佐賴 朝 は、 

とラ 

東 八 箇國を 討ち 隨 へて、 東海道よ，. > 攻め上， り、 平家 を 追 ひ 落さん とすな， り。 義仲も 東 山 北陸 兩道 

を隨 へ て、 今 一 日 も 先に、 平家 を 滅ぼして、 たと へば 日本 國に、 二人の 將 軍と 仰がれん と、 思 ふ 


は 如何にと 宣 へば、 兼 遠大き に畏， り悅 うで、 その 料に こそ、 君 をば 此の 二十 餘 年まで、 養ず し舉 

つ 一し 候へ。 れ やうに 仰せら る、 こそ、 八幡 殿の 御 末と も覺 えさせ まし ませと て、 やがて 謀叛 を 企 

つ。 (卷第 六) 

初めは 唯 だ 木曾義 仲と いふ 一 個の 武人と して 卒 叙して 來 たので、 敬語 を 用 ゐャに 「剛 な， りけ， り」、 「見 

窺 ひかり」 と、 只事に 書きな して 來 たが、 隻手 を 振って 平家 を 滅ぼし 將軍 になら うとい ふ、 殊勝な 氣 

高い 志に 對 して は、 書く 者 自ら 興奮し、 文法 上の 格 を 破って、 「宣 へば」 と は 云った ので あらう。 

名高い 「木 曾 願書」 に は、 かう 書いて ある。 

木 曾殿宣 ひける は、 平家 は 大勢で 有ん なれば、 軍 は 定めて 懸 合の 軍に てぞ あらん やらん。 懸 合の 

軍と いふ は、 勢の 多少に よる 事 なれば、 大勢 かさに 懸けて、 取， り こめられて は 叶 ふべ から や。：： 

木 曾 殿 國の案 內者を 召して、 あれ をば 何く と 申す ぞ、 如何なる 神 を 崇め 奉った る ぞと宣 へば あ 

よち ま，？  やばた  0 なのめ  卜、 て 

れ こそ 八幡に て 渡らせ 給 ひ 候へ、 所 もやが て 八幡の 御領で 候と 申す。 木 曾殿斜 なら やに 悅び 手 

III に 具せられ たりけ る、 大夫房 覺明を 召して、 義仲 こそ 何とな う 寄す ると 思 ひたれば、 幸に 新/ 

1 の御寶 前に 近づき 奉って、 合 戰を旣 に 遂げん とすれ。 さらん に 取って は、 且 うは 後代の 爲め、 

且 うは 當 時の 祈 禱の爲 めに、 願書 を 一筆書いて 參ら せう と 思 ふ は 如何にと 宣 へば、 覺明 此の 儀尤 
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も 然るべ う 候と て、 馬よ， り 下， 9 て窨 かんとす。 覺 明が 其の 日の 爲體、 褐の直 垂に黑 糸 絨の鎧 着て、 

は  さ  ぽろ 

黑 漆の 太刀 を帶 き、 二十 四 差いた る黑 凝の 矢 負 ひ、 塗 籠 籐の弓 脇に 挾み、 冑 をば 悅 いで 高 紐こ懸 

け、 縦の 方 立よ， り 小 視疊紙 取， -出 だし、 木 # 殿の 御前に 畏 つて 願窗を * く。 あっぱれ 文武 二道の 

達者 哉と ぞ 見えた， りけ る。 (卷第 七) 

五 萬餘騎 の大粥 軍で、 而も 平家の 大 軍と 合戰を 始めようと いふ 間際に、 偶然 氏神の 鳥 nip を 見出だし 

て 願書 を 書く 所で ある。 是非とも 「木 曾 殿」 でなければ ならす、 r 宣 ふ」、 「御前」 でなければ ならぬ 所で 

あらう。 

「猫 間」 は、 義 仲が 院の御 信任 を 失 ひ、 其の 田舍 振の むくつ けき 起居 振舞が、 公卿 殿上人の 物 笑に な 

つた 折の 記事で ある。  • 

ぐ > ぎ - . ゑつ ぼ  おばし ま  / 

公 # も 殿上人 も 笑壺に 入らせ 御座し、 如何 なれば 兵衞佐 (賴 朝) は、 かう こそ ゆ、 しう おはせ しか。 

當時 都の 守護して 候 はれけ る、 木 曾義仲 は、 似 も 似す 惡 しかい^,"。 色白う,^ は 好い 男に てへの 

、 、 、 、 、  、こ f- 

,9 けれども 立 居の 振舞の 無骨 さ、 物言 ひたる 詞續 きの 頑なる 事 限. 0 なし。 ：： 其の 頃 猫 si 中 A 

言 光高 卿と いふ 人 あ， りけ り。 木骨に 宣ひ合 はすべき 事あって、 坐した， りけ る を、 郎黨共 猫 間 殿の 

入らせ 給 ひて 候と 言 ひければ、 木 曾 大きに 笑うて、 猫 は 人に 對 面する かと ぞか； ^^rc ？。 是 r-.1® 


間中 納言 殿と て、 公卿に て 渡らせ 給 ひ 候と 言 ひければ、 さらばと て對 面す。 木 #11 猫 間 殿と は、 え 

、 、 、 、  げ どき  まれ >,1\  、 、 、 、 、 

言 はいで、 猫 殿の 食 時に、 まれ ばれ わいた に、 (稀々 わした るに) 物よ そへ とぞ言 ひける、 中納言 

ヽ、  ぶえん  、 

殿い かで か 唯今 さる 御 事のお はすべき と宣 へど も、 木 售何を も 新しき 物 をば、 無 とい ふ ぞと心 

、 ,  ひらたけ  と  ヽ、、  ノ  がふし 

得て、 無 鹽の平 愛に あ.^、 疾 うくと 急がす。 根 井 小彌太 配膳す、 田舍 合 子の 極めて 大きに、 


ぐぽ  15 んぅ， つた./ i  ご さいさん じ jS  、 、  てい 

四 か， りけ るに、 飢堆 うよ そ ひ、 御菜 三種して、 平 茸の 汁に てま ゐら せた， り。 木 曾が 前に も 同じ 體 

にて、 据 ゑた， りけ， り。 木 曾 箸 取って 食す。 中納言 は餘， りに 合 子の いぶせ さに、 召さ ざ， りければ、 

木 曾き たなうな 思 ひ 給 ひそ、 それ は義 仲が 精進 合 子で 候ぞ、 とう/ \ と 進む る 間、 中 納言殿 召さ 

でも さすが、 惡か， りなん とや 思 はれ けん、 箸 取って 召す 由して、 さし 置かれた，.^ ければ、 木曾大 

、、、こじ さ  か 

きに 笑って、 猫 殿 は 小食に てお はすよ。 聞 こ ゆる 猫お ろし、 し 給 ひた， り。 擾ぃ 給へ 擾ぃ 給へ やと 

ぞ 責めた， りけ る。 (卷第 八) 

乙  おろ 

田舍 様の 不作法が 嘲笑の 種と なれば、 天下 を 震撼した 旭將軍 も、 すッ か， り 扱き 下されて、 半 個の 敬語 

をも惠 まれぬ 事と なった。 これ は 作者が 滑稽 味 を 添 へ る爲 めに、 可笑しげ に 書き下げ たので も あらう 

が、 主なる 原因 は、 やはり、 作者の 同情が 木 曾 を 離れて、 文章 も 自然に 輕視平 叙の 態度に 變 はって 來 

たの であらう。 
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さる 程に 木 曾 は 法 住 寺 合 戰に打 勝って、 法皇 主上 を 押 籠め まゐら せ、 公卿 殿上人 四十 九 人の 官職 を 

停めて、 其の後の 方策 を 評議した。 其の 折の 木 曾 は、 かう 書かれて ゐる。 

其の 日 又木 曾 左 馬頭、 家の 子郞等 召し 棠 めて、 評定す。 抑" 義仲 一天の 君に 向 ひ參ら せて、 軍に は 

打 勝ちぬ。 主上に やなら まし、 法皇に やなるべき。 法皇に 成らう と 思へ ども、 法師に 成らん も、 

わら は 

を かし かるべし。 主上に 成らう と 思へ ども、 童に ならん も 然るべ からす。 よし-/,^ さらば 關 白に 

成らう と 言 ひけれ は、 手書に 具せられ たりけ る、 大夫 房覺明 進み出で て、 關 白に は大織 冠の 御 末、 

さんだ ち 

執 柄 家の 君達た ち こそ 成らせ 給へ、 殿 は 源氏に て 渡らせ 給へば、 ュ、 れ こそ 叶 ひ 候 まじと ぞ 申しけ 

る。 さらばと て院の 御厩 別 當に押 成って、 丹 波 國をぞ 知行し ける。 院の御 出家 あれば 法皇と 申し、 

主上の 未だ 御 元服な き 程 は、 御 童 形に てまし くけ る を、 知ら ざり ける こそうた て けれ。 (卷第 八) 

院の 御所 を燒 き、 叙 山の 座主、 三 井寺の 長 吏 を 討って 後の 木 曾で ある。 此の 作者から 呼び捨ての 取 

扱 を 受ける の は、 當然の 事で あらう。 けれども 此の 同じ 木 曾が、 一朝 落人と なって、 討死す る 哀れな 

幕になる と、 作者の 同情 は 忽ちに 恢復され て、 「木 曾 殿」 「宣 ふ」 の 敬語が、 繰返して 惜氣 もな く與 へら 

れる。 

木^！！！！は長坂を經て、 丹 波路へ とも 聞 こ ゆ、 龍 華 越に 懸 つて、 又北國 へと も 聞こえけ， 9。 か、， りし 


かど も、 今 井が 行方の 覺束 なさに、 取って返して 勢 多の 方へ ぞ 落ち行き 給 ふ。 今 井 四 郞兼平 も、 

八 百餘騎 にて 勢 田 を 堅めたり ける が、 五十 騎ば かりに 打ちな され、 旗 をば 卷 かせて 持たせつ、、 

うちでの ば ま  、 、 0  、 、 、 、 ヽ 0  0 

主人の 行方の 覺束 なさに、 都の 方へ 上る 程に、 大津の 打出濱 にて、 木 曾 殿に 行き 逢 ひ 奉る。 中 一 

町ば か， りよ， り、 互に それと 見知って、 主 從駒を 早めて 寄り合うたり。 木 曾 殿 今 井が 手 を 把って 宣 

0 〇 0  0  * 

ひける は、 義 仲六條 河原に て、 如何にも 成る ベ か， りし かど も、 汝が 行方の 覺束 なさに 多くの 敵 

に 後ろ を 見せて、 是れ 迄遁れ たる は 如何にと 宣 へば、 今 井 四 郞御謎 誠に 忝く 候。 兼 平 も 勢 田に て 

討死 仕る ベう 候 ひし かど も、 御行 方の 覺束 なさに、 是れ迄 遁れ參 つて 候と 申しければ、 木 曾 殿 扱 

は 契 は 未だ 朽ちせ ざ， りけ り。 義 仲が 勢 山林に 馳せ 散って、 此の 邊 にも 控 へたる らん ぞ。 汝が旗 上 

げ させよ と宣 へぼ、 卷 いて 持たせた る 今 井が 旗 差 上げた， os。 これ を 見つけて、 京よ， り 落つ る 勢と 

もな く、 又 勢 田よ， り 參る者 ともなく、 馳せ 集まって 程なく 三百 餘騎 ばか， りに 成， り 給 ひぬ。 木 曾 殿 

なのめ  いくさ ひと いぐさ  しぐ &  •  * 

斜 なら やに 悅 うで、 「此の 勢に て は 最後の 軍、 一軍な どかせざる べき。 あれに 時雨うて 見 ゆる は 

誰が 手 やらん。」、 「甲斐の 一 條次郞 殿の 御手と こそ 承って 候へ。」、 「勢 如何程 あるらん。」、 「六 千餘騎 

と 聞こえ 候。」 「扱 は 互によ い 敵 同じう 死ぬ る 共、 大勢の 中へ 懸け 入，..^、 よい 敵に 逢うて こそ、 討 

死 を もせめ。」 とて、 眞 先に ぞ 進み 給 ふ、 木 曾 殿 其の 日の 装束に は、 赤地の 錦の 直垂 に、 唐綾緘 
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の 鎧 着て、 いか 物作りの 太刀 を帶 き、 鍬 形 打った る 兜の 緖を 縮め、 ：： (卷第 九) 

としごろ  めぐりあ 

落人の 哀れな 境遇で ある。 殊に は 年来の 郞黨に はから ゃ邂返 ひ、 三百 騎の 寡兵 を 以て、 六 千 騎の大 

軍の 中へ 懸け 入らう とい ふ武將 の意氣 地の、 凛 然と 現 はれた 所で ある。 「木 曾」 が 「木 曾 殿」 にな，.^、 「行 

き 逢 ひ 奉る」、 「進み 給 ふ」 になる のに、 何の 不思議が あらう。 扨 木 曾の 最期 はどう 寫 されて 居る か。 

, 、 0  、  、  0  0  うす ご * ^り 

木 曾 殿 は 只 だ 一 騎、 粟津の 松原へ a け 給 ふ。 頃 は 正月 二十 一 日、 入相ば か， りの 事なる に、 薄 * は 

張った， りけ， 9、 深 田 あ， りと も 知らす して 馬 を 颯と 打ち 入れ たれば、 馬の 首 も 見え ざ， りけ， り。 あ ふ 

はた じ  ふ り あ ふヽ、 r> 

れ ども あふれ ども 打て ども^^ 動かす、 か 、， りし かど も 今 井が 行方の 覺束 なさに、 振 仰のき 給 

ノ  >  ノ  おつか 、上つ， ひ  、、o うちかぶと 

ふ 所 を 相 摸國の 住人、 三 浦の 石 田次郞 爲久、 追懸， り 能 引いて ひやう ど 放つ。 木 曾 殿 內甲を 射さ 

かぶと まっか ふ  うつ ぷ ヽ、  に にん 

せ 痛手 なれば、 甲の 眞甲を 馬の 頭に 押當 て、 俯し 給 ふ 所 を、 石 田が 郞黨 二人 落ち合 ひて、 旣に 

00、  、00003 

御 首 をば 賜 は ，りけ， 9。 (卷第 九) 

最後の 敬語 は、 作者の 素直な 同情が 最もよ く 現 はれた もので あらう。 是れが 『平家』 の 作者が、 木 曾 

義 仲の 境遇 や 行 爲の變 はるに 從 つて、 態度 を變 へ、 敬語 を 加除した 趣の 大體 であるが、 作者の 敬語 使 

用は槪 して、 此の方 針であった 樣に 見える。 本來、 態度の 一貫、 敬語の 一致 は、 文法 家の やかましく 

敎 へる 所で ある。 もし 或る人に 對 して 1 たび 敬語 を 使へば、 首尾に 通じて 「し 給 ふ」、 「のた まふ r 「あ 


-JfJ  ご と 

ら せらる」 と 云 はねば ならぬ。 最初に 只 言で 呼び捨てに すれば、 最後まで 呼び捨て にせねば ならぬ— 

これが 文法 上の 通則で あるが、 非常 特別の 場合に は、 此の 法 格 を 破って 却って 成功す る こと も ある。 

例へば 相手に 對 する 心 持が 變 つた 場合に は、 態度 も 詞遣も 自然に 改まるべき 害で、 英のシ ュ 1- クスピ 

あなた さ a  ： 、て まへ ノ 

ャの 如き は、 よく 此の 心理 を捉 へて、 今迄 you  (貴方 様) と 呼びかけて 居た 人に 忽ち thou  (手前) 

と 呼び かへ させて、 一段の 效果 を收 めて ゐる 所が 澤山 ある。 我が 近 松の 如き も 此の 呼吸 を會 して、 

今迄 「乘 せて 給べ なう」 と、 敬語で 哀願 させて ゐ たのが、 もう 乘せ ぬと 極まって 類に 障って 來 ると、 忽 

ち 調子 を變 へて、 r 乘せ 居れ」 と 罵らせる 類の 工夫 を 施して 居る。 思 ふに 『平家』 の 作者 も、 銜 様な 心理 

の 機微 を會 得して、 有意に か 無意に か、 とにかく 斯様な 敬語の 加除 を も 試みた ので あらう。 浙 様に 『平 

、、 、、、、 、、、 

家』 の 作者の 同情が、 依估 最属 なく 案外 廣く 寄せられて 居る の を 見る と、 『平家』 の 作者 は 文章の 

、、、.《、、、、、、  、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、.》、、、、、、、  _、、、、、。 

術に 於いての みならす、 人間 描 寫の心 構に 於いても、 一種の 非凡な 天分 を 持って るた に ffl はれる 

然 らば 『平家』 の 作者が 創作の 心理 はどうで あつたか。 私は考 へる。 彼れ は 第一に 平家の 榮枯の 目 ざ 

まし さ に 心 打 たれ、 新 思想 醱酵 期に 競 ひ 起こつ た慘 劇に 魄を駭 かされて、 何よ， り も まづ 無常 悲哀 の 世 

相 を 歌 はう と 志した であらう。 初めは 平家 本位、 榮枯 本位、 趣味 本位の 题材を 精選して、 無駄な しに 

書き 整へ ようとし たが、 段々 書き 進む 中に、 省く 方よ、 り は 擧げ盡 くす 方に 興哝を 感じて、 事務的の 事 
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實ゃ 枝葉の 類 話 を も、 賑やかに 並べ る樣 になった ので あらう。 或る時 は 武人が 主 從金鐡 の 契に 感じて、 

弓 取 生活の 描寫に 力を入れた であらう。 或る時 は 公卿 殿上人の 風雅な 嗜 みに 感じ入って、 彼等が 花 月 

風流の 生活に 同情の 筆を揮った であらう。 滿 身の 活動 性に 刺戟され て、 無遠慮に 撗車を 押す 頑 父に も、 

道 を 思 ひ 君 父 を 憂へ て 死 を 祈る 孝子に も、 性情 境遇の 必然 を 思うて、 同様に 同情した であらう。 恐ろ 

しい 者の 機嫌 を 取って 官位 を 進まう とする 者に も、 目の 上の 瘤 を 押しの けて 取って 代 はらう とする 者 

にも、 同様に 憫みを 垂れた であらう。 都 を 落つ る 者に も、 都に 留まる 者に も、 勇んで 戰に 赴く 者に 

も、 戰を 避け 家 を 捨て、、 女に もつれ、 山に 入. り、 水に 赴く 者に も、 臥 薪甞膽 して 仇 を 狙 ふ 者に も、 

綺麗に あきらめて 墨 染の衣 を 着る 者に も、 厚薄の 差別 は あ， りながら、 鬼に 角 同情 を 寄せた であらう。 

よくく の惡 行に 對 して は、 ％ 詛の詞 を 浴びせ かけた 場合が あ， り、 又 時折 は 「うたて けれ. 一、 「罪深う 

は 聞こえし， 一 などい ふ輕ぃ 非難の 言 を 加 へ た 事 も あるが、 槪 して は 同情の 態度 を 以て 萬 事を溫 かく 書 

いて 居る やうに 見える。 『平家』 は 成長した 文學 で、 數人 乃至 數十 人の 手に 掛かった もので あらう から、 

全體に 通じて 斯様な 論 をす るの は 容易なら ぬ 事で あるが、 私 は 流布本 を 中心に して、 大體 斯様に 言 ふ 

事が 出来る；」 考 へる。 


『平家物語』 の 異本の 比較、 作者 及び 成立 年代の 考證 等に 關 して は、 巳に 山 田 孝 雄 博士の 精密 周到な 

研究が ある。 私 は 之れ を 繰返したくない。 唯 だ 諸 先輩の 考證 に、 私の 貧しい 硏究を 取， り 添へ て考 へる 

と、 『平家』 は 最初、 信 濃 前 司 行 長の 筆に 成った もので、 それが 葉 室 時 長、 吉田 資經、 源 光行、 憲耀法 

師、 願敎法 印、 菅原爲 長、 其の 他い ろくの 人の 手に よって 次第に 加筆され たので あらう。 出来の 年 

代 は順德 天皇の 建 保の 初年 二八 七三、 平家 滅亡 後 二十 九 年 目、 實 朝の 將軍 就職よ， り 十一 年 目) 頃から 

承久の 初年に 至る までの 八 九 年間に、 最初の 作が 出來、 それから 後深草 天皇の 建 長の 初年に 至る 三十 

年ば か， りの 間に、 おもなる 異本が 出來 たので あらう。 卷數は 初め 三 冊に 試みられ、 次第に 材料 を 追加 

して、 六 撒、 十二 箭、 十三 冊、 二十 箭、 二十 四 量、 三十 六 冊に され、 遂に 『盛衰 記』 の 四十 八 冊にまで 

なった ので あらう。 文章 は 無論、 語り 本と して、 扇 拍子に 合 はせ、 或 ひ は 琵琶に 合 はせ る やうに 作ら 

れた 物で あらう が、 琵琶に 合 はせ て 語る 方の 正本と して 用 ゐられ たの は、 ホンの 少數 で、 異本の 大多 

數は、 旣存の 作 を 其の ま S に 見 ゆるす 雅量 もな く、 全く 新に 創作す る 自信 もな き 小 文才、 他人の 作 を 
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おとなしく 見て 居る に は才が 有， り 過ぎ、 新たに 作る に は才の 足らぬ 添削 屋 によって、 讀む爲 めの 慰み 

本と して、 屋 上屋と 追加され たので あらう。 

是 等の 事に 就いては、 今のところ 何人も 絕對 的の 斷 言が 出來ぬ 事で も あり、 一切 說明を 略す るつ も 

，りで あるが、 『平家』 出來の 年代に ついて、 新に 考へ ついた 事の 二三 を 添へ ると、 第一 は 「先帝 御 入水」 

其の 他に 於け る 「先帝」 の稱 である、 下關 あた， りで は、 安德 天皇の 御陵の 祭禮 を、 今でも 「先帝 祭」 と 云 

つて 居る 位で 、「先帝」 の 名 は、 或る 方面で は安德 天皇の 永久 獨 占に 歸 した 様になって 居る が、 本來 

「先帝」 の稱 は、 次ぎの 御門の 御代 御 一 代の 間にの み 用ゐら るべき 語で ある。 さすれば 安德 天皇 を 先帝 

と稱 する の は、 嚴密 にい へば 後鳥羽 天皇の 御代 だけ、 假- りに 院政 本位に 考 へても、 後鳥羽院が 實權を 

握らせられた 順德 天皇の 御代、 承 久の亂 までに 限らるべき 害で、 是れが 『平家』 の 原作が、 遲く とも 承 

久 以前に 出來た 證據の 一 つになる であらう と 思 はれる。 「先帝 御 入水」 の 章で、 流布本に 「主上」 と あ 

る 所 を、 八 坂 本に は 「先帝」 「先帝」 と 繰返して 害いて 居る が、 是れは 原作に 「先帝」 とあった のが、 承久 

以後の 讀 者の 耳に を かしく M こえる ので、 「主上」 と 改めた ので はなから うか。 

第二 は卷第 十、 重衡の 「海道 下」 の 中に、 西 行 法師の 「年た けて また 越 ゆべ しと ^5 ひき や 命な， りけ， り 

さ 夜の 中 山」 の. 歌 を ふまへ て、 


佐 夜の 中 山に か、， り 給 ふに も、 また 越 ゆべ しと も覺 えねば、 いと 哀れの 數添 ひて、 袂 ぞいた く 

濡れ まさる。 

と 書いて ある 事で ある。 西 行 は 之れ を 文治 頃に 詠んだ ので、 それ を數年 前の 壽 永に 於け る 袁衡が 海道 

下， りの 記事に 引く の は、 一種の 時代錯誤で あるが、 八 坂 本に 此の 佐 夜の 中 山の 一 鎖が 全く 無い の を 見 

ると、 流布本の 此の 文 は、 或 ひ は 西 行の この 歌が 人口に 噜炙 する やうに なつてから 追加され たので あ 

らう。 (或 ひ は 反對に 時代錯誤に 氣が ついて 削った ので あるか も 知れぬ。) 而 して 新 古今 猿が 元 久ニ年 

二 八 六 五) に 編纂され た 事を考 へる と、 此の 事が、 薄弱ながら 少なくとも 流布本 系統の 『平家』 が、 

建 永 二八 六 六) 承 元 二八 六 七) の 後に 出来た 傍 證のー つになる であらう と 思 はれる。 

第三 は 安元の 大火、 治 承の 旋 I、 元 暦の 地震 等 を 記した 此の 物語の 文章が、 同じ を寫 した 『方 

丈 記』 の 文章と 符節 を 合 はせ て 居る 事の 與 へる 暗示で ある。 『平家』 と 『方丈 記』 とに 於け る是 等の 記事 

つぎはぎ 

の 局部 的 一致 は、 無論 暗合で は あるまい。 然 らば いづれ が 本で、 いづれ が 借用の 繼綴 かとい ふに、 『平 

家』 を 原文と して 『方丈 記』 を 其の 剽竊と 見る 藤 岡 博士 一  流の 說も ある けれども、 私 は、 文脈 聯 接の 自 

然とい ふ點 から 見、 又 『方丈 記』 は、 想と 文と がよく 調和して、 き， リツと 纏まって 居る のに、 『平家』 

の 方に は、 餘處 から 引き 拔 いて 來た 文句 を處々 にち， りば めた とい ふ氣 味が あり、 又 『平家』 の 異本が、 
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『方丈 記』 の 違った 部分 を、 別々 に 引き 拔 いて 來た 痕跡の あるの を 見て、 たしかに 『方丈 記』 が 本で、 

『平家』 が 借用の つぎはぎ をした もの だと 信じて 居る。 かやう に 『方丈 記』 が 『平家』 よ， り も 前に 出来 

や 上、 

たものと し、 而 して それが 長 明の 自記に 從 つて、 順德 天皇の 建曆ニ 年の 三月 頃に 出來 たもので あると 

すると、 『平家』 の 成立 (少なくとも 『方丈 記』 と 同じ 文句 を 含んで ゐる 『平家』 の 成立.) は、 早くと 

も 建 保の 元年 以後に 降らねば ならぬ であらう。 私 は 之れ を 『平家』 成立 年代の 最上 限 を 割すべき 最も 

有力なる 要件の 一 であると 考 へる。 

『平家物語』 の 成立に 關 する 最もお もなる 說を 並べ て 見る と、 まづ 後鳥羽院の 御 時に、 信 濃 前 司 行 長 

が 書いた とい ふ 『徒然 草』 の 兼 好 法師の 說ゃ、 備中 國の讀 書家 小 野 本 太が、 卷 五なる 靑 侍の 夢物語に よ 

つて、 藤原將 軍の 時代に 出来た と說 いたと いふ、 管 茶 山が 『筆の すさみ』 の說を 始めと して、 文 覺が後 

鳥 羽 院を毬 杖 冠者と 惡 口した 事 を 記した 文學 が、 同じ 帝の 御代に 行 はれる 害がない とい ふ說、 承久御 

謀叛の 事まで 書いて あるの を 見れば、 承久 以後に 出來 たので あらう とい ふ說、 叙 山の 住 侶 玄惑法 印の 

作と いふ 天草 本 『平家物語』 の 序文の 說、 其の 他行 長、 時 長、 憲耀、 願敎、 爲長、 資經、 光行、 時忠、 

景淸 などい ふ 作文 者に 關係 させて 見る 成立 說等 であるが、 之れ に 愚案の 先帝 號の 說、 西 行の 歌の 說、 

及び 『方丈 記』 との 比較 說等を 加へ て考 へて 見る と、 『平家』 の 成立 年代 は、 極廣く 見れば、 後鳥羽 天 


皇の 御代の 建久の 末年から 後深草 天皇の 建 長の.^ 年に わたる 約 六十 年の 間にあった であらう。 もう 少 

し 年代 を 限れば、 賴 朝が 死し、 六 代が 斬られた とい ふ 土 御門 天皇の 正 治 元年の 少し 後から 承 久の亂 の 

前後 迄の 二十 數 年間に 出来た とも 見られる であらう。 更に 狭く 年代 を 限れば、 『方丈 記』 が 出來た 後の 

建 保の 初年から 承 久の亂 前後の 約 十 年間に 出来た とも 見られる であらう。 更に 狭く 限れば、 藤 原將軍 

の 事の 少しも 暗示され てゐ ない 異本の 存在に よって、 『平家』 の 最も 古い 一本 は、 建 保から 承 久の亂 前 

までの 數 年の 內 に出來 たと も 見られる であらう。 かやうな 理由に よって、 私 は 『平家物語』 の 初めに 出 

來 たの は、 建 保の 初年から 承久 までの 間で、 其の後、 後深草 天皇の 建 長までの 間に、 おもなる 異本が 

出來 たので あらう と考 へる ので ある。 

十一 

最後に 私 は、 『平家』 の 異本に 於け る 文章の 違 ひ 振に ついて 一言した いと 思 ふ。 異本に 於け る 卷數の 

伸縮、 見出 や 項目の 加除、 特別なる 章 段の 拔差、 他の 書物から 借. M し 来た 文句の 柿 入 等に ついては、 

巳に 委しい 研究 も 現 はれて 居る が、 私の 謂 は ゆる 異本 比較 はさう いふ 類 ひの もので はない、 唯 だ 或る 
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部分々々 に 於け る 文章の 違 ひ 方に ついて、 それが 如何にして、 如何なる 心 持で 改められ たかを 推測し、 

而 して 是 等の 異本の 異文 は 此の ま、 に 放ってお くべ きもの か、 或 ひ は 何等かの 整理 を 施す ベ きもの か 

について、 愚考 を 述べて 見たい と 思 ふので ある。 

淸少納 言 は 『枕の 草子』 の 中に、 「わろ きもの は」 と 題して、 

0  0  0  せ やう はん 

物語 こそ、 惡 しう 書きな ど すれば、 いひ 甲斐な く、 作， り 人 さへ いと ほし けれ。 「なほす」 「定本の 

、、 、、、、、、、、  、、、、、 

ま /.-」 など 書きつ けたる、 いと 口惜し。 

とい ふ 事 を 言って 居る。 其の 意味 は、 昔 は 書物の 印刷 出版な どい ふ 事が めッ たにな く、 多く は 傳寫し 

て 護んで ゐ たので、 その 書き 寫す 人が、 原作者の 文章に 拙い 所が あると、 寫し 序に 添削して、 そして 

其の 添削した 部分の 肩に、 細字で 「直 ス」 などと 書き入れ、 これ は 自分の 直した の だが、 一筆の 入れ 加 

或で、 大分 引 立って 來 たらうな ど 云って、 誇る 人 も あると いふ 事で あらう。 「定本 ノ マ、」 は、 原作の 文 

章が 怪しかった， り 拙かった， りした 場合に、 是れは 自分の 寫し 誤， りで も、 加筆の 結果で もない、 原文の 

通， 0 である ぞ、 と 云 ふ 事 を、 肩書の 細字で ことわる とい ふので あらう。 實際 かう いふ 物 好の 天狗 文章 

家が 多い 爲 めに、 古文に 澤 山の 異本と いふ ものが 出来て、 後世の 眞 面目な 研究家が 少なからぬ 迷惑 を 

蒙って 居る ので あるが、 『平家』 もや はり、 かう いふ 文章 家の 手に か、， り、 勝手に 添削し 拔差 按排され 


て、 遂に 三册 から 四十 八 冊にまで 引き伸ばされ たので ある。 そして 今では、 どれが 本で、 どれが 直し 

か、 どれが 加へ たの か、 どれが 減らした のか さへ、 大方 は 解らぬ やうに なった ので ある。 云 は 行 長 

が 原文 を 書いて、 時 長、 資經、 光長、 憲耀、 願敎 などい ふ 人達が 大手 を 入れ、 他の 無 數の小 文章 家が 

少しづつ 無 數に手 を 入れた、 外傷 無 數の附 變 だらけ、 膏藥 だらけの もの、 そして それが 木版、 活字 版 

として、 事 も なげに 美しく 裝 はれた もの、 是れが 吾々 の 現に 見る 『平家物語』 であると 云っても よいの 

であら ，フ。 

左に 部分々々 の 文句の 違 ひ 方に 就いて、 代表的の 例 を 擧げて 見たい と 思 ふが、 其の 前に、 『平家』 の 

文章が、 必す しも 立派に 整った 名文で はない、 少なくとも 『源氏物語』 や、 『枕の 草子』 や、 韓柳歐 蘇の 

作が 名文と 云 はれる と 同じ 意味で、 名文と 云 はるべき もので はない とい ふ 事 を證據 立てる 爲 めに、 試 

みに 冒頭の 一 節 を 引いて 見る。 

とぶ  ぜんく わう 

遠く 異朝 を 問ら ふに、 秦の趙 高、 漢の 王莽、 梁の 周 伊、 唐の 祿山、 是等は 皆舊主 先皇の 政に も從 

はや、 樂みを 極め、 諫をも 思 ひ 入れす、 天下の 亂 れん 事 を も 悟ら やして、 民間の 憂 ふる 所 を 知ら 

ざ， りし かば、 久しから やして 亡 じに し 者 共な， り。 近く 本朝 を 窺 ふに、 承 平の 將門、 天 鹿の 純 友、 

康 和の 義親、 平 治の 信賴、 これら は 奢れる 事 も 猛き心 も、 皆 取々 な， りし かど も、 ii 近く は、 六 波 
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羅の 入道 前 太 政 大臣 平 朝臣 淸盛 公と 申し 人の 有様、 傳へ 承る こ ュ、、 心 も詞も 及ばれね。 

文句 を 刈， り 省いて 脈絡 だけ を 現 はすと、 「支那 を 見る と、 超 高等 は 樂みを 極め 民の 憂へ を 知らな か 

つたので 亡びた 者で ある。 日本 を 見る と、 將門等 は 奢る 事 も、 猛しい 事 も 取々 であった が、 目の前で 

は淸盛 公の 有樣を 聞く と、 心 も詞も 及ばぬ。」 とい ふ 事になる が、 これで は 照 應を缺 いた 辻 P の 合 はぬ 

文で あらう。 f こ、 は 文脈 丈 を 整 へれば、 「異朝で は、 趙 高王莾 等が 樂みを 極め 惡政を 施した ので 遂に 

亡びた。 本朝で は、 將門、 純 友 等が 奢 を 極め 威權を 振った ものの、 皆 亡びて 果敢なき 最期 を 遂げて 居 

J/ 力 ソ 

る e 榮華を 極めた 例 は 和漢に 多い けれども、 淸 盛に 及ぶ 者がない。 哀れな 最期 を 遂げた 例 も 古今に 多 

にゲ， 平家 ほどに 急轉 直下の めざましい 衰滅 振 を 見せた もの はない。」 と、 かう あるべき 所で、 作者 力 

心 も 多分 さ、 つであった ので あらう。) 而 して かう いふ 整 はぬ 文章 は、 いろく な 異本 の 各部 分 に 通じて、 

擧げ つくされぬ 程澤山 ある： f,、 引例 はわ ざと 之れ だけ に 止める。 

異本の 異文に ついて、 まづ ffl 單な 例から 擧げて 見よう。 流布本 卷 第一 、 淸 盛が 十四 五の 里 を 京の 

町々 に 放って、 平家の 惡ロ をい ふ 者を搜 させた とい ふ 事 を、 ュ、 れん、 の 異本に、 かう 書いて ある。 

、ヽ ヽ、  、、、  -f- ぶろ 

入道 相國の 謀に、 十四 五六の 童 を、 三百 人す ぐって、 髮を 禿に 切. Ci6 はし、 赤き 直垂を 着せて、 

召使 はれけ るが、 京 中に みちくて 往 反しけ， り。 (流布本). 


入道の 謀に て、 我が 一 門の 上 を 譏. MM ふ 者 を 尋ね 聞かん とて、 十四 五 若しくは 十七 八ば か， りなる 

童 を、 髮を 首の 廻， りよ， でぐ ぎつ、、 赤き 帷子 をき せ、 黑き袴 を 着せて、 二三 百 人ば か， り 召使 はれ 

ければ、 京 中に 充 J¥ して 往 反しけ， り。 (長 門 本) 

、、、、、、、、、、  わらん ベ  ま KB--  ヽ、 ヽ 

入道の 計ら ひに て、 十四 五 若しくは 十六 七ば か， りなる 童 部の 髮を 頸の 週に 切， 9 つ、、 三百 人 召使 

はれけ， 9。  (！^ 平盛袞 IE 

これ は 察する に、 流布本の 「十四 五六の 童 を 三百 人 一とい ふの が 原形で、 ュ、 れを長 門 本 は、 子供ら し 

く 見えさ へ すれば、 實 際の 年 齡には 拘 はる 必要が なく、 人 數も必 f しも 三百 人と 限る ベ き 道理がない、 

とい ふ 見地から、 S 用の 年 » を廣 くして、 一十 四 五 若しくは 十七 一へ 一とし、 人 數をも 曖昧に 一 二三 百 人」 

と はした ので あらう。 而 して 『盛衰 記』 は、 十八 歲 ではす つと 過ぎる、 人數 はや は 二百 人と 限る 方が よ 

いとい ふ 見地から、 折 哀して、 年 を 一十 四 五 若しくは 十六 七 一とし、 人數 をば 一 三百 人， 一に 引き 良した の 

であらう。 或 ひ は 最初の 原形 は 更に 簡單 で、 た 「十四 五 一 或は 一 十五 六 一とあった の を、 「十四 五六」 と 

した もので も あらう か。 處々 に 見える 軍勢の 數の析 ちが ひや、 最後の 六 代の 斬られた 年 を、 流布本に 

三十 餘歲 とし、 長 門 本に 三十 六歲 と，」、 ベ 坂 本に 二十 八歲 とし、 盛衰 記に は 書き あら はさ ャ して 暗示 

したの も、 同じ やうな 心 構から 出て 來た 差異で あら， つと 思 はれる。 
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『平家』 の 異本の 文章の 違 ひ 振 は、 凡そ かう いふ 調子で、 こんな 事にまで 目角 を 立て、、 競って 入れ 

筆 をした の だから 堪らない。 淸少納 言が 「直 ス」 の 肩書 を 嫌った の も、 無理の 無い 事で ある。 

新 大納言 成 親が 流されて 備 前の 兒 島に 着いた 所 をば、 三 四 種の 異本 それ-^ に、 かう 書いて ある。 

備 前の 兒 島に 漕ぎよ せて、 民の 家の 淺 ましげ なる 柴の 庵に 入れ 奉る。 島の 習 ひ、 後ろ は 山、 前 は 

海、 磯の 松風、 波の音、 いづれ も 哀れ は盡 きせす。 (流布 木卷 第二) 

鯛の 浦と いふ 所の、 .淺 ましげ なる 柴の 庵に 置き 奉る。 是れゃ この 賤が 住むな る 埴生の 小屋 もこれ 

3、、、、、  、、、、  、、、、、、  、、、、、、  、、、、  、、、、、、、、 

なる らん。 島の なら ひ 後ろ は 山、 前 は 磯 なれば、 岸う つ 波の 昔、 松 吹く 風、 あはれ いづれ も盡 

きざ， りけ り。 (八 坂 本) 

後 は 山、 前 は 磯 なれば、 松に こた ふる 嵐の 聲、 岩に くだく る浪の 音、 浦に 友よ ぶ濱 千鳥、 潮恪に 

、、、、、、、_、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、 

さわた るか もめ たまたま さし 入る ものと て は、 都に て 眺めし 月の 光ぞ、 面が は. 9 せす すみ まさ 

りけ る。 (長 門 本) 

民の 家の 怪しげ な る に 居 ゑお き 奉る。 彼 所 は 後ろ は 山、 前 は 磯、 岸う つ 波 は涵々 として 音 幽か 

、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、 、、 

に 松 吹く S は蕭々 として 物 さびし。 さらぬ だに 旅のう き寢は 悲しき に、 汗に 爭ふ淚 の 色、 耳 驚 

かす 波の音、 いと ど 哀れ ぞ暂 りけ る。 (盛衰 記) 


流布本 は 西 鶴に 見る やうな ポッ 切れの 斷叙 式に、 簡 古な 味 を 見せて 居る が、 恐らく 是れが 原形で あ 

つたので あらう。 八 坂 本 は それ をな だら かに 續 けて、 のん び， りと 優美な 味 を 見せて 居る が、 文 品 は 一 

. 段 下って 居る。 長 門 本、 盛衰 記の 作者 は、 前の 二つ を藥籠 中に 收 めて、 東關 紀行 式、 馬 琴 式の 對 句が 

さね、 或 ひ は 半漢半 和の 駢麗式 文體に 天晴れの 才藻 を 見せた つもりで あるら しいが、 文 品 は 更にく 

下って 居る。 平家の 作者の 一人に 數 へられる 源 光行な どの 加筆が、 跡 を 留めた ので も あらう か。 

すみか  ， 

卷 第三 「有 王 島 下， 9」 の 一節、 有 王が 俊宽に 導かれて 俊寬の 棲處に 行った 所 を、 流布本に はかう 書 

い て 居る。 

僧都 これにて 何事 を も 言 はば やと は 思へ ども、 いざ 我家へ と宣 へば、 有 王 あの 御 有様 にても、 家 

を 持ち 給へ る 不思議 さよと 思 ひ、 僧都 を 肩に 引 懸け， まゐら せ、 敎に隨 つて 行く 程に、 松の 一村 あ 

、なか、  >、、、>、、 ，，ゆ, 、、、、、  、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、 

る 中に、 よ， り 竹 を 柱と し、 蘆 を 結 ひ、 桁 梁に 渡し、 上に も 下に も、 松の 葉 を ひしと 取..^ 懸け たれ 

、 、、、、、、、、、、、 

ば、 兩風 たまる ベう も 見えす。 

隨分曖 味な 文章で、 これで は 此の 光景の 印象が 讀 者の 心に 浮かび やうが あるまい。 二三 を 拾っても、 

「松の 一 むら」 とい ふ は、 松林の 事 か、 松の 數本 群， り 立った 所の 事 か、 曖昧で ある。 「竹 を 柱と し」 は、 

意味 は 解る が、 折角 松林の 中に 居りながら、 松の 幹 を 利用せ すに 竹 を 柱と する の は變な で、 讀 者に 
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三 九 四 

不安 を 感じさせる であらう。 「よ， り 竹」 は、 流れ 寄った 竹の ことか、 絞れ/、 の へ ナクナ した 細い なの 

事 か、 これ も曖 味の 嫌 ひが ある。 「蘆 を 結 ひ」 も、 長さ を 加へ る爲 めに 續 いだ 事 か、 太 さ を 加へ る爲め 

に 束ねた 事 か、 不精 確で ある。 「上に も 下に も 松の 葉 を ひしと 取， りかけ たれば」 と は、 どうい ふ 事で あ 

らう。 屋根の 表に も 裏に も 松の 葉を附 けたと いふ 事 か。 さすれば 裏に 附け るの は、 不自然で むづ かし 

い 事で あらう。 或 ひ は 「下に も」 は 地べたの 床の 事 かと も 思 はれる が、 地べたに 松 を 敷いて は チクく 

して 肌に 痛い わけで ある。 かう 考へ ると、 是れは 實景を 思 ひ 浮かべ やうの ない、 非寫實 的、 非 印象的 

の 文で ある。 私 は 飜譯を 試みて、 かう いふ 難所に 遭ふ每 に、 數 種の 異本 を參 照して 見た が、 いづれ か 

の 異本に、 必す 之れ を 修正して、 自然 的に、 寫實 式に、 印象的に、 道理の 聞こえる やうに 改めて ある 

の を 見出だした。 此の 部分 を 「長 門 本」 に は 新う 書いて 居る。 

見れば 松の 四 五本 ある 下に、 竹 二 本 寄せ かけて、 上に は 草の： s^l^、  ^^^-^^^^.^^  いいい 

，りかけ た， り。 雲の 通ひ路 雨風 もた まるべ くもなし。 下に は 物 もし かす、 砂 を 掘， り くぼめて、 ！ ii" 

、、、、、、、、 、、、 

づの木 葉 を かきおきた， り。 內に 入， りて 臥し 給 ひたれば、 足 は 外に さし 出で た， り。 京の わら はの 犬 

の 家と て 作， りたる は猶ほ まだし。 目 も あてられ ゃ無惭 な， り ともおろ か な， り 0 

「松の 四 五本」 と あれば、 もう 松林と 紛れる 氣 遣がない。 (「松の 一村」 は、 本來 松林の 意味で は， ぶく、 


數本、 十數 本の 群 立 を 指して 居る ので あるが、 や は.^ 紛ら はしい 嫌 ひが ある。 a 川 玄耳氏 は、 其の 『新 

譯 平家物語』 の 中で、 こ、 をば 「松林の 中に 竹 を 柱と し、 蘆 を 桁に わたして、 其の上に 松葉 を 覆せて 

ある。」 と譯 して 居る が、 かう 譯 してよ ければ 誠に 手輕な 事で ある。) 四 五本の 群 立なら ば必 す、 斜め 

に 伸びて 居る であらう。 從 つて それ を 利用して 竹 を 寄せ かける の は、 極めて 自然の 事で ある。 雨 防ぎ 

の 料と して 屋根の 上に 載せる に は、 針 葉の 細い 短い 松葉よ...^ は、 幅が 廣く 長く 連った 草の 枯葉 ゃ藻展 

の 方が 適當 であらう。 下に 敷く もの も、 松葉よ，.^ は 「よろ づの 木の葉」 の 方が 勝って 居る わけで ある。 

又 足が 外に 出る と 云へば、 大きさの 見當 も、 凡そつ くで あらう。 斯う すれば、 此の 家の 印象 も 大體浮 

かむ わけで、 察する に、 長 門 本の 作者 は、 流布本の、 理が 聞こえ ャ、 赏景を 思 ひ 浮かべ 得ぬ 書き方に 

不滿を 感じて、 斯様な 改作 を 試みた ので あらう と 思 はれる が、 斯様な 點 から 見ても、 長 門 本 や 『盛衰 

記』 が、 L 流布本の 『平家』 よ， り 後に 出た 事が 明らかで あると 私 は 思 ふ。 

十二 

前なる 成 親、 俊寬が 配所の 記事 を 評した 所で も、 已に それらに 見える 文章の 相違が、 流布本が 先づ 
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三 九 六 

出來 て、 長 門 本 や 『盛衰 記.！ が 之れ に 次いだ 事 を 暗示して ゐる らしい， こ 云った が、 此の 種 Q 暗示 を與 へ 

でんが の c: リぁひ 

てゐる 文章 は、 其の 他に も少 た- - から や 見えて ゐる。 例へば 卷 第一 、 一 殿下 乘合」 の 冒頭の 文句の 如きが 

それで、 流布本に はかう 書いて ある。 

さる 程に 嘉應 元年 七月 十六 日、 ー院 (後 白！： 上皇) 御 出家 あ .0。 御 出家の 後 も、 萬 機の 政 を、 知ろ 

つつつ 0  V つ 0  V  、、、、、、 ヽ、、 、、、、、  、、、、、、、、、 

しめされければ、 院 內 分く かたなし。 院 中に 召使 はれけ る、 公卿 殿上人、 上下の 北面に 至る 迄、 

官位 俸祿 皆 身に 餘る ばか， りな. り。 され ども 人の 心の 習 ひに て、 猶ほ 飽き 足らで、 あつ ばれ 其の 人 

、、、、、、  、、、、、、、、  、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、  、、、、、 

の 失せたら ば、 其の 國は あきなん、 其の 人の 亡びたら ば、 其の 官に はなり なんな ど、 竦から ぬ ど 

、、、、、、、、、、、、、、  、、〇、、、、、、、、、  上> 

ち は、 寄. りみ n ひ 寄り合 ひさ /- やきけ， り。 一 院も內 々仰せな， りけ る は、 昔よ. り 代々 の 朝敵 を、 平げ 

たる 者 多し， こ 云へ ども、 未だ かやう の 事 はなし。 貞盛秀 卿が、 將門を 討ち、 賴義が 貞任宗 任を滅 

き .r 

ぼし、 義家 が武衡 家衡を 攻めた， りしに も、 勸賞行 はれし こと、 镜か 受領に は 過ぎ ざ. りき。 今淸盛 

ゲ/ かく 心の ま、 に、 振舞 ふこ， ここ そ 然るべ からね。 

一 體に覺 束ない 文章で あるが、 殊に 瞹.^ なの は點を 打った あた. りで、 假. りに 之れ を 前後に 二分して 

&ん う ち 

見る と、 まづ 初めに 「院內 分く かたなし 一とい へば、 一， 法皇の 御所 も、 今上の 御所 も、 全く 御 同様で、 御 

勢力に 少しの 違 ひもない、. 一とい ふので あるから、 それならば、 內方、 卽ち 今上 方 も、 院 方と 同樣、 官 


位 俸祿 身に 餘る べき 箬で、 特に 「院 中に 召使 はれた る 公卿 殿上人 云 ターと ことわる 必要が 無い わけで あ 

らう。 要するに、 此處は 院政 時代に 於け る院 方の 壓倒的 勢力 を寫 したと こ ろ で、 「上皇が 薙髮 して 法 

皇 となら せられても、 御 勢力 はもと 通， りで、 お 薩で院 方 一 同が 依然として 榮 華に 誇って ゐた。 J と 書け 

ば、 それで 澤 山な ところで あるが、 そこへ 「院內 分く 方な し 一とい ふ、 餘 計な 文句が 入った 爲 めに、 無 

用の 關 係が 生じて 来て、 意味が 瞹味 になった ので ある" 之れ に對 する 異文で、 最も 要 を 得て 居る の は 

八 坂 本で、 同書に 此處を 左の 如く 改めて 居る の は、 多分 此の 點に氣 がつ いたから であらう。 

御 出家の 後 も 尙ほ萬 機の 御 政 を 知ろし召されければ、 院に 侍ら はれけ る 公卿 殿上人 や、 上下の 北 

、、、、、、  、、、、、、、、、、 

面に 至る まで、 官位 俸祿 身に 餘 りた， 9。 

而 して 又 之れ を 流布本と 對照 すれば、 少なくとも 此の 部分 だけに ついては、 八 坂 本の 後出 を 疑 ひ 得ぬ 

で あ らうと 思 はれる。 

次ぎに 後の 部分に ついて 見る と、 「人の 心の 習 ひ に て、 猶ほ あき 足らで、 あっぱれ 其の 人の 失せた 

らば、 其の 國は あきなん：：」 とい ふの は、 其の ま、 に釋 くと、 「隴を 得て 蜀を 望む は 一般の 人情で、 

彼等 は 眼前の 榮 華に 飽き 足ら やして、 誰れ にても 死ねよ かし、 我れ こそ 其の後が まに すわらう と考へ 

た。」 とい ふこと で、 其の 失せ 滅 ぶる 者が、 何 氏の 誰れ たる か を 問 はぬ 一般的 叙述で あるが、 それで は 

『平デ H 物 ItlS, の 新 W 究  三 九 七 


Ill 九 八 

o 


「ー院 も」 の 「も」 は 全く 前後 を 繋ぐ 連接の 意義 を 失 ひ、 從 つて、 次ぎの 法皇が 淸 盛の 我儘 を 憤らせら 

る、 文句が、 すつ か， 0 孤立して 番 離れした ものと なる であらう。 要するに 此處 は、 院 中の 公卿 達が、 

平家の 一族が 國 をも官 をも獨 占して 居る のを嫉 み惡ん で、 哀れ 平 族の 誰れ かが 死ねよ かしと、 待ち望 

ん だとい ふ 事、 而 して 法皇 も 亦、 同じ やうに 淸 盛が 法外の 我儘 を 御 憤り 遊ばされ たとい ふ 事で ある。 

更に 前半から 引きつ  ける と、 

後白河 院は、 御 出家 遊ばされて 後 も、 相變 はら や 政治の 實權を 握って 居らせられ るので、 お蔭で 

院の 御所に 仕へ 奉る 人々 は、 身に 餘る 官位 俸祿 を 得て ゐ たが、 唯 だ 忌々 しい 目 障， り は、 平家 一族 

の 跳梁跋扈で、 人情の 自然、 平 族の 不幸に よって 自己の 幸 を 贏ち 得ようと 望んだ。 法皇 も 同じ や 

うに 云云 

とい ふ 意味になる ので ある。 此處に 目 を 着けた の は、 長 門 本 や 『源平 盛衰 記』 で、 二 書 それぐ に 左の 

如く 書いて 居る。 

： ： 官位 俸祿 身に 餘る迄 朝恩 を 蒙，. > たれ ども、 人の 心の 習 ひなれば、 猶ほ あきたら ゃ覺 えて、 此 

、、、、、、  、、、、へ、、、、、、、、、、、、、、、、、、 、、、、、、、、、、、、 

の 入道の 1 類、 國をも 官をも 多く ふさげた る 事 を 目 ざまし く 思 ひて、 此の 人 亡びたら ば 其の 國は 

あきなん、 其の 官は あきなん と、 、い 中には 思 ひけ..^。 法皇 も內々 E 心 召されけ る は、：： (長 門 本) 


官位 俸祿 身に 餘る程 朝恩 を 蒙， りたれ ども、 人の 心の 習 ひなれば、 猶ほ あきたら す覺 えて、 平家の 

一類の み、 國をも 官をも 多く 塞ぎた る 事 を、 目 ざまし く 思 ひて、 此の 人の 亡びたら ば 其 は あきな 

ん、 彼の 者が 死したら ば、 此の 官は あきなめ と、 心の中に 思 ひけ， り。 疎からぬ 輩 は 寄..^ 合 ひ 寄り 

合 ひ 私語く 折々 も あ， り。 一 院も思 召されけ る は：： (盛衰 記) 

文句の 細部に 多少の 相違 は あるが、 大體は 同 一 で、 根本の 着眼 は、 平家 一 族の 專横振 を 著しく 點 出す 

る ことによって、 院の 御所に 仕 へ る 公卿 殿上人の 嫉視 羨望と 法皇の 御 憤との 間の 連絡 をつ けんとす る 

にある。 思 ふに 長 門 本、 『盛衰 記』 の 執筆者 は 前記 流布本に 於け る是 等の 不備 缺陷を 見て、 之れ を 改作 

した もので あらう。 足らざる をば 補 ひ、 嵌まらない 語句 をば 妥當な 語句に 置き 換 へたので あらう。 吾 

吾 は 之れ を 並べて 見て、 『盛衰 記』 等が 先づ 成って、 後に 流布本が 出來 たと は、 どうしても 考 へる こと 

が 出来ぬ。 また 大體に 於いて、 長 門 本が 先づ 流布本に 對 して 改作 填補 を 試み、 『盛衰 記』 が 長 門 本の 改 

作に 基いて、 更に 屋 上屋の や、 こしき 大增補 を 試みた もの かの やうに も 思 はれる。 獨斷に 過ぎる かも 

知れす、 また 餘， りに くだく しい 說明 では ある けれども、 まだ 斯様の 說を なした 人が 無い やうに 思 ふ 

ので、 知， りながら 煩 玻を敢 てしたの である。 
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十三 

俊寬が 鬼界が 島に 取， り殘 さる、、 謂 は ゆる 「足 措」 の條 が、 それぐ の 異本に 左の 通， り 書いて ある。 

僧都 せん 方な さに、 诸に 上， り 倒れ ふし、 稚き 者の、 乳母 や 母な ど を 慕 ふ 様に、 足 招 をして、 是れ 

乘 せて 行け、 具して 行けと 宣 ひて、 喚き 叫び 給へ ども、 漕ぎ 行く 船の 習 ひに て、 跡 は 白波ば か， り 

な， 9。 (流布 木) 

又 空しき 渚に 泳ぎ かへ り、 稚き者 どもの 母 や 乳母 を 慕 ふやう に、 是れ 具して 行け や、 我れ 乘 せて 

行け やとて、 をめ き 叫び 給へ ども、 漕ぎ 行く 舟の 習 ひに て、 跡 は 白浪ば か， りな， り。 (八 坂 本) 

僧都 猶ほも 心の あ， りけ る にゃあらん、 とかくして 波に も おぼれす、 磯へ 歸， り 上， りて、 渚に ひれふ 

して、 舟 を 見送， りて、 幼き 者の 母 や^ 母に すてられて、 跡 を 慕 ふやう に 足 や， り をして、 少將殿 や 

判官 入道 殿 やと、 をめ き 叫びけ る は、 父よ 母よ と 呼ぶ にぞ 似た， りけ る。 (長 門 本) 

僧都 は舷 に取附 きて、 一 町 餘，. ^出で たれ ども、 滿鹽 口に 入， りければ、 流石に 命 や 惜し かり けん、 

渚に 歸， りて 倒れ 臥し、 足褶 をして 喚きけ， 9。 幼き 子の 母に 慕 ひて 泣き 悲 むが 如く 也。 (盛衰 記) 


思 ふに， 實 母の 手し ほに 掛けら る、 を 常と する 我々 が、 此の 場合 を寫 すなら ば、 第一に 母、 次ぎに 

a 母と 次第すべき 箬で、 流布本に 1 乳母 や 母」 と 書いた の は、 多分 實 母に 育てられ すして 乳母に 育てら 

れ るの を 常と する 當 時の 貴族 思想が、 不用意の 間に 現 はれた ので あらう。 而 して 恐らく 是れが 原形で 

あつたの であらう。 また 八 坂 本 や 長 門 本の 作者 は 抽象的、 月並 的な 儀禮の 示す 所に 從ひ、 順序 を轉換 

して 世間 並に 「母 や 乳母」 と 改めた ので、 而 して 『盛衰 記』 の 作者 は、 二つ を 折 哀し 簡單 化して、 た > - 

「母」 としたの であらう。 いづれ にも 理窟 は附 かう が、 私 はや は， り、 「乳母 や 母」 の 原形 を存 して、 時 

代の 特殊 相 を 見せたい と 思 ふ 者で ある。 序ながら 流布本が、 大體に 於いて 簡單 で、 耍を 得て、 藝術的 

なの を、 多くの 異本が 寄って たかって 世話好きの 添加 をした 趣が、 これで も 察せられる。 

卷 第五の 「物 怪」 の 章に、 『平家』 の 成立 年代に 蘭す る 考證の 最も 主要なる 根據 となった、 名高い r 靑 

侍の 夢」 の 事が 書いて ある。 而 して それが 流布本に は、 かう 窨 いて ある。 

又 源中納 言雅賴 卿の 許に、 召使 はれる ける 靑 侍が、 見た， りけ る 夢 も、 怖ろ しか， りけ， り。 譬 へば 大 

內の 神祇官と 覺 しき 所に、 束帶 正しき 上 藤の、 數多 寄， り 合 ひ 給 ひて、 議定の 樣 なる 事の あ， りしに、 

末座なる 上 藤の、 平家の 方.. < し 給 ふと 覺し きを、 其の 中よ， りして 追 立てら る。 遙 かの^ 上に 氣ー i 

けなる 御 宿老の ましく ける が、 此の 日來 平家の 預-り 奉る 節 刀 をば、 召 返いて 伊豆 國の 流人、 jji 
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ノ  、、たば  ，v ば、、、  ノ  » 

右兵衞 佐賴 朝に、 賜う やるな， りと 仰せければ、 其の 傍に 尙ほ御 宿老の ましく ける が 其の後 は 

吾が 孫に も 賜び 候へ とぞ 仰せけ る。 靑侍 夢の 中に、 或る 老翁に 次第に 之れ を 問 ひ 奉る。 末座なる 

> ゝ、、 、 、  たば  考 、 

上 藤の、 平家の 方 人し 給 ふと 覺 しき は、 嚴 島の 大明 神、 節 刀を賴 朝に 賜う と 仰せら る、 は、 八幡 

大 菩薩、 其の後 吾が 孫に も 賜べ と 仰せけ る は、 春 日の 大明 神、 かう 申す 翁 は、 武內の 明 神と 答へ 

給 ふとい ふ 夢を見て、 醒めて 後人に 之れ を 語る。  ， 

これにつ いて、 菅茶 山が 其の 『筆の すさみ』 の 中に、 

備中國 長 尾 村 小 野直吉 よく 書を讃 む。 其の 子 本 太 も 亦 其の 意 をつ ぐ。 其の 說に、 『平家物語』 は 作 

者 定かなら す、 時代 は 鎌 倉將軍 藤氏の 中に 作れる なるべし。 源中納 言の 靑 侍の 夢に、 平家の 方 人 

し 給へ る 嚴島明 神 を 追 ひ 立て、、 八幡 大 菩薩の、 日頃 平家へ 預け 置き 給へ る 節 刀 を、 賴 朝に 賜 は 

んと 仰せければ、 其の後 は 吾が 孫に もた び 候へ と、 春 日 明 神の 仰せられし など にても 知るべし。 

藤 原 賴經關 東 下向な き 前に は、 いかで か 斯様の 事、 書き も 思 ひも せん。 もし 親王 將 軍の 時なら 

ば、 天照大神 また 取 返した まふな ど あるべし。 

と 書いて ある、 此の 說が 本と なって、 『平家物語』 が 承久兰 年よ. > 建 長 四 年に 至る 藤氏 將軍 時代の 三十 

餘 年間に 出來 たとい ふ 事が、 殆んど 決定 說 とされて 來た。 けれども、 必 すし もさう と斷定 されまい と 


思 はれる の は、 此の 同じ 話が、 八 坂 本に 左の通り 書いて あるから である。 

源中納 言雅賴 卿の 許に 候 ひける 靑 侍が 見た， りし 夢 こそ、 何よ.^ も 不思議 なれ、 たと へば、 大內の 

神祇官の 邊を 通る とお ぼしき に、 束 帶し給 ひたる 上 藤の、 いくら も 並み居させ 給 ひて、 議定なん 

どの あ， 9 ける を、 何事 やらん と、 立ち 留まって 聞く 程に、 中に も 座 上に おはします 上 藤の、 ゆ、 

しう 氣 高き 御聲 にて、 此程 平家に 預けお きたる 節 計 を 召し 還し、 伊豆 國の 流人、 前の 右兵衞 ノ權ノ 

佐賴 朝に 賜ばん とぞ 仰せけ る。 又 末座；，： おはします 上 藤の、 平家の 方 人し 給 ふとお ぼしき を 追 立 

てらる、 と 見 申して、 明けて 後人に 語る 程に、 此の 事 福 原へ 聞こえけ， り。 

思 ふに、 此の 八 坂 本の 夢 語 は 藤氏 將 軍の 世と なった 承久 以前に 出來 たので、 これが 『平家』 の 原形で 

あつたの であらう。 而 していよ く 藤氏 將 軍の 世と 成って、 それに 舂日明 神の 一段が 附け加 へられた 

ので あらう。 或 ひ は 藤氏 將 軍の 世に、 平家、 源氏、 藤 原 氏の 三 段 式なる 夢 語が 出来、 後に 藤 原 氏の 一段 

が 削られて、 自然 化、 簡單 化された ものと も 見られる が、 文章の 調子の、 自然で 簡古 なと ころが、 何 

となく 八本 坂の 原形た る 事 を 暗示して 居る やうに 見える。 『盛衰 記』 に は、 頭に もう 一段 を 添へ て、 *i 

朝の 預 つて 居る 節 刀 を 召し 返して 淸 盛に 預けられた 事まで 書き、 剩へ座 上に 命令 者と しての 天照大神 

まで 加へ 泰 つて、 左の 如く 書いて 居る。 
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大內の 神祇官 かと 覺 しき 所に、 衣冠 正しき 人の ゆ、 しく 氣高 きが、 數多並居た-^：^^ける。 座 上の 人 

の、 赤 衣の 官人を 召して 仰せけ る は、 下野 守源義 朝に 預け 置かる、 御劍、 いさ か 朝家に 背く 心 

あ b しかば、 召し 返して 淸盛 法師に 預け 給 はられ たれ ども、 朝政 を忽 緒に し、 天命 を惱亂 す。 滅 

亡の 期旣に 至れ， り、 子孫 相 續く事 難し、 彼の 御劍を 召し 返すな， り。 汝 行きて 劍を 取って、 故義朝 

が 子息、 前 右兵衞 權佐賴 朝に 預け 置くべし と あ，.^ ければ、 官人 仰せに 從 つて、 赤 衣に 矢 負うて、 

滋籐の 弓 脇に 挾み、 御前 を 罷り 立ちけ るが、 程なく 錦の 袋に 裹 みたる 太刀 を 持ち 參 りて、 座 上へ 

進上す る處 に、 中座の 程に 在， 0 ける 上 藤の、 賴朝 一期の 後 は、 吾が 子孫に もた び 候へ と 申されけ 

るに、 紅の 袴着た る 女房の、 世に も嚴 しくお はしける が、 緣の際三尺ばか，..^虚空に立って申され 

ける は、 淸盛 入道 深く 吾れ を 憑み て、 每日 不退の 大 般若 經を 轉讀し 侍る に、 御劍暫 らく 入道に 預 

け 置かせ 給へ と 申す。 座 上の 次 二番目に 居 給 ひたる 上 藤、 ゆ、 しく 叱り 聲 にて、 入道い かに 汝を 

かたう どきつ ぐ わ. S 

憑む とても、 朝 威 を 背く に 依って 議定 旣に 畢ん ぬ。 謀臣の 方 人 奇怪 也。 そ 頸 突け と 仰せければ、 

赤 衣の 官人 つと 寄って、 彼の 女房 を 情 もな く 門外に 突き出 だす。 穴 恐ろしと 思 ひながら、 夢の 中 

にて そばなる 人に 問うて 云 はく、 座 上の 人 は 誰れ ぞ。 あれ こそ 天津 國の 御主 伊勢 天照大神よ。 さ 

あまつ こ やねの みこと *  、 、  >  、 

て 吾が 子孫に たべと 仰せら る、 は 誰れ ぞ。 天律兒 屋根 尊 春 日大明 神よ。 第二 番目の そ 頸 突け と 仰 
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せられつ る は 誰 そ。 鬼門の 峯の 守護神、 日吉山 王よ。 赤 衣の 官人は 誰 そ。 西 坂 本の 郝 § か よ。 

紅の 袴の 女房 は 誰 そ。 安藝 國の嚴 島の 明 神よ と 答 ふと 見て 覺 めぬ。 

四 段 力 か， りと もい ふべき、 枝葉の 多い ものに なって 居る が、 是れは 例の 委しき を 好む 『盛衰 記』 の 作 

者が、 屋 上屋の 拙い 追加 をした ので あらう。 

十四 

今度 は 異本の 作者の 趣味が 違 ふに 從 つて、 文句の いろくと 變改 された 例 を 擧げて 見たい。 北國の 

に 捕 へられ、 一 旦は 助けられ たが、 其の後 木 曾 を 欺き、 元の 領地の 備 中に 下って、 木 曾に 

ノ、、  、  、  i たり 

太 郞兼康 力 軍に 敗れ、 二十歳になる 子の 宗康を 見捨て、 落ち延び たが、 恩愛に ひか さ 

れ、 途中から 引返して、 宗康 と共に 討死した。 其處を 流布本に は、 かう 窨 いて ゐる。 

瀨 尾太郞 我が 馬 をば、 乘， り 損じた， りければ、 倉 光が 馬に 打乘 つて 落ちて 行く。 嫡子の 小 太郞宗 K 

^ 年 は 二十に 成.^ けれども、 餘 りに 肥 太って 一 町と も 得 走らす。 これ を兑 捨てて、 瀨尾は 二十 

餘町ぞ 延びた， Q ける。 瀨尾 太郞、 郞黨に 言 ひける は、 日來 は" の Mli 逢うて、 軍す るに は 方 
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晴れて 覺 ゆるが、 今日は 小 太 郞宗康 を 拾て、 行けば にゃあらん、 一向 先が 暗うて 見えぬな り。 今 

度の 軍に 命 生きて、 二度 平家の 御 方へ 參， りた.^ とも、 兼康は 六十に 餘 つて、 幾程 生かう と 思うて、 

唯 だ 一 人 ある 子 を 拾て、、 是迄遁 れ參， りたる らんな ど、 同隸 共に 言 はれん 事 こそ 口惜し けれと い 

ざ ふら ふ 

ひければ、 郞黨さ 候へば こそ、 唯 だ 御 一所で 如何にも 成らせ 給へ と 申しつ る は、 こ、 候ぞ かし。 

返させ 給へ とて 又 取って返す。 案の 如く、 小 太 郞宗康 は、 足かん 許， りに 腫れて 臥せ， 9 居た る 所へ、 

瀨 尾太郞 取って返し、 急ぎ 馬よ， り 飛んで 下， り、 小 太 郞が手 を 取って、 汝と 一所で 如何にも 成らん 

と 思ふ爲 めに、 是れ 迄歸， りたる は 如何にと 言 ひければ、 小 太 郞淚を はらく と 流いて、 たと ひ此 

の 身 こそ 無 器量に 候へば、 愛に て 自害 を 仕り 候と も、 我れ 故 御 命 を さへ、 失ひ參 らせん 事、 五 逆 

、*、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、 、、 

罪に や 候 はんすらん。 唯だ疾 うく 延びさせ 給へ と 言 ひけれ ども、 思 ひ 切， りてん 上 はとて、 休み 

居た..^ ける 所に、 又 荒 手の 源氏 五十 騎許， りで 出で 来たる。 

簡單 にいへば、 瀨尾 太郞が 主家の 慕 はし さに 子 を 見す て 、落ちる。 やがて 子の 愛に 引かされて 引返 

すと、 小 太 郞は淚 を 流して 悅ん だが、 自分 ゆ ゑに 父まで 殺して は 五 逆 罪が 恐ろしい から、 落ち延びて 

下さいと いふ。 到頭 父子 郞黨 三人 枕 を 並べて 討死した。 とい ふので あるが、 八 坂 本 は、 他の 部分 は大 

抵 同じで あるが、 最後の 小 太郞の 挨拶 を、 かう 書いて 居る。 . . 


たと ひ宗康 こそ 無 器量の 者に て、 是れ にて 討死 仕， り 候と も、 など やひと まどな， りと も 延びさせ 給 

. ひ 候 はぬ やらん と 申した りければ、 妹 尾、 汝と 一 緒に て 討死 せんと 思 ふな， りと て、 鎧 武者が 三人 

互に 息つ ぎて 居た，.^ ける 所 へ、 今 井 五 百餘騎 にて 押 寄せた，.^。 

思 ふに 是れ は、 八 坂 本の 「私 は 討死す るに しても、 父上 はどうして 落ち延びて は 下さらぬ。」 と 云つ 

たのが IS 形で、 流布本の 作者 は、 之れ に 五 逆 罪の 一 鎖 を 添へ て、 佛敎 的の 感傷 味 を 加へ たので あらう。 

長 門 本 は簡單 ながら、 

小太郞 起き あが，.^ て、 手 を 合 はせ て淚を 流し、 前に は 柴垣 を さし、 矢 間 を あけ、 後ろに は 大木 を 

當て、 木 曾 を 待ち かけた ケ。 

と 書いて あるが、 是れは 父の 歸，^ を悅 び、 父の 厚意 を 素直に 受け入れて 一所に 討死す るの を、 自然の 

人情と 思 ひ、 「起き上が， りて、 手 を 合 はせ て」 の 二 句に、 其の 隋を あら はさう としたの であらう。 最も 

や 、 こしく 芝居 氣に 富んだ の は、 やはり 『盛衰 記』 である。 

兼 庞は思 ひ 切，..^、 小 太郎を 捨て、 落ち行き けれども、 恩愛の 道の 悲し さは、 行け ども 行け ども 步 

まれす。 小太郎 はまた 父の 兼康を 呼びければ、 兼饭歸 つて 如何にと 問 ふ。 させる 要^ は 侍らす、 

、、、、、、、、、  *、、、、、、、、、、、  、、、、、、、  、、、、、、、、、 と >- Vj 

愛 を 最後と. 1:^ すれに、 今 一 度 見 奉らん とてと 答へ、 淚を 流しければ、 兼 厳 も 袖 を 絞りけ. o。 一  年 
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新 大納言 成 親、 丹 波少將 成經に 情なく あたり 奉， りた， りしに、 親子の 中の 悲し さは、 今 こそ 思 ひ 知 

られ けれ。 敵 近く 攻め寄せければ、 兼 康又思 ひ 切. >、 深く 山へ 落ち入， りけ るが、 眼に 霧雨， りて 進 

まれ や、 郞等宗 俊 を 呼びて、 兼 康は數 千 人の 敵に 向 ひて 戰ふ にも、 四方 晴れて 見 ゆれ ども、 小 太 

郞を 捨て、 落ち行けば、 淚 にくれ て 道 見えす。 兼ねて は 相 構へ て屋 島に 參， りて、 今一度 君 を も 見 

奉，.^、 木 曾に 仕へ し 事 を も 申さば やと 思 ひつれ ども、 今 は 恩愛の 中の 悲しければ、 小 太郞と 一所 

にて 討死 せんと 思 ふはい かヾ あるべき とい ふ。 宗俊 尤も さ こそ 侍る ベ けれ、 弓矢の 家に 生れ ぬれ 

ば、 人 ごとに 亡き 跡まで も 名 を 惜しむ 習 ひなり。 明日 は 人の 申さん 樣は、 兼康殿 こそ、 いつまで 

命 を 生きん とて、 山中に 子 を 捨て 落ち行き ぬると いは れん 事 も 口惜しき 御 事なる べし。 主 を 見 奉 

らんと 覺す も、 子の 末の 代 を 思 召す 故な， り。 小 太郞殿 亡び 給 ひなんに は、 何事 も 何 か はし 給 ふべ 

き。 た、； - 返し 合 はせ て、 三人 同心に 一軍して、 死 出の 山 を も 籬れャ 御 伴 仕らん とい ひければ、 兼 

康 然るべ しとて 道よ， り歸 り、 足 病み 居た る 小 太郞が 許に 行き、 前に は 柴垣 を搔 き、 後ろに は 大木 

を木循 にして 敵 を 待つ。 

子に 父 を 呼ばせる。 引返して 何の 用ぞと 聞く。 用事 はない が、 お 顔が 見たい とい ふ。 大分 芝居 式の 

細工が 利いて 來 たが、 其の 間に いつしか 矛盾の 滑稽が 現 はれ 出して、 敵が 近く 寄せた ので、 子 を見捨 


て、、 急いで 山に 入った ものが、 暫 らくして 又 引返して 來て、 柴垣 を擾 いて、 ゆっくりと 敵 を 待つな 

ど は、 『盛衰 記』 の 作者の 趣味と 手腕と を 最もよ く 現 はした ものである。 

木曾義 仲が 猫 間中 納 言の 訪問 を 受け、 中 納言を 猫 扱 ひに して 晝飯を 振舞 ふ 所 を、 流布本に は、 

げ どき、、、、、、、、、 

木 曾 猫 間 殿と は 得 言 はいで， 猫 殿の 食 時に、 まれ ばれ わいた に、 物よ そへ とぞ言 ひける。 

と 書いて あるが、 八 坂 本に は 

猫 殿の たまたま わいた に、 飯よ そ はせ よと 宣 へば：： 

と あ， 9、 覺 一本の 別 本と いふのに は、 

猫 殿の 稀に おはした るに、 物よ そへ ぞ宣 ひける。 

と ある。 思 ふに 是れは 流布本が 原形で、 田舍將 軍の 土く さい 素 振 を、 「まれ ばれ わいた に」 の田舍 言葉 

であら はした の を、 廣く 通じさせよう、 文章 面を雅 にしよう との 心 じら ひから、 八 坂 本 は 「たま/^ 

わいた」 の 折衷 式に 改め、 覺 一 本 は、 つ  いて 思 ひ 切って、 純 雅言の 「まれに おはした る 一にして 了つ 

たの であらう。 

卷第七 「實盛 最期」 の 章の 中で、 a 盛が 手 嫁 太郞の 郞黨と 組む 所 を、 流布本に は、 

齋藤 別當、 あっぱれ 己れ は、 日本一の 剛の者と、 くんで うすよ、 な うれと て、 我が 乘 つた， りけ る 
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鞍の 前輪に 押附 けて、 ちっとも 動かさす、 首搔き 切って 捨て \ ける。 

と あるが、 覺 一 本の 別 本に は、 

日本一の 剛の者に、 くんで うやな うとて — 

と ある。 これに は 「軍 上手」 の 意 だと か、 「組んで 亡す よな、 おのれ」 で、 「汝の 如き 者が、 日本一 の剛 

の 者の 自分と 組んで 討死す るの は名譽 だ- な あ 貴様。」 とい ふ 意味 だと かいふ、 いろくの 說 があった 

が、 實は 「な うれ」 は 「のか？」 とい ふ 意味の 越 前言 葉の 感投詞 で、 「推 參 にも 日本一 の 自分と 組まう と 

いふの か」 とい ふ 意味 だとい ふ 事で あるが、 覺 一本の は、 此の方 言 味 を 少なく して 通じ 易く したので 

あらう。 長 門 本に は 全く 別の 言葉で、 簡單に 

實盛 さしった， 0 とて、 さしおよ びで、 手 £1^ が郞 等の 押 付の 板 をつ かまへ て：： 

と あ， り、 『盛衰 記』 に は、 すつ か， り 只 言で、 

おのれ は 手 嫁が 郞等 にや、 餘す まじと いふ ま、 に：： 

と 書いて 居る。 又 八 坂 本に は 此の 郞黨の 支へ た 一 鎖が 全く 無く、 實 盛と 手 塚と た、； - 一 人々々 の 組 打い 

なって 居る が、 これらの 相違 は 思 ふに、 田舍 武士の 訛り 詞の 面倒 さ を 厭って、 段々 に 雅言 化し、 標準 

語 化し、 只 言 化して、 而 して 最後に は 到頭 取， り 去って 了った ので あらう。 或 ひ は 八 坂 本に 郎等との 組 


打の 無い のが 原形で、 流布本 は、 越 前の 方言に 通じた 作家が、 實 盛の 越 前生 まれと いふ 事 赏に附 け 込 

んで、 地方色 を 利かせた 興味 ある 一節 を 添へ、 而 して 他の 作家が、 それ を 雅言 化し、 只 言 化した ので 

も あらう。 

十五 

男女 關 係の 描寫に は、 異本の 作者 等が、 殊にい ろくと 心を惱 ましたら しく 見える。 三位 中將 m 衡 

が 鎌 倉に 護送され、 狩 野介宗 茂の 邸に 囚 はれて ゐた 時に、 賴 朝が 或る 夜 千 手の 前 を 遣 はして、 旅の 憂 

さ を 慰めさせた。 終夜 琵琶 朗詠の 樂 しみが あって、 翌朝 千 手の 前が 辭し て歸 る。 そして 賴 朝へ 報告の 

挨拶に 行く。 そこ を 流布本に は、 

、、ノ 、、、、、、、、、  、、、、、、、、、  あした ノ 

さる 程に 夜 も 明けければ、 狩 野 介 暇 申して 罷， り 出づ。 千 手の 前 も歸， りけ..^。 其の 朝 兵 衞佐殿 は， 

持佛 堂に 法 華經讀 うでお はしける 所へ、 千 手の 前歸， り參， りた， 9。 兵 衞佐殿 打 笑み 給 ひて、 扭も昨 

ベ ちうじん 、、 、、、、、、、、、、  ノ 

夜中 人 をば、 面白う もしつ る もの 哉と 宣へ ば、 齋院 次官 親義、 御前に 物 書いて 候 ひける が、 何事 

にて 候 やらん と 申しければ、 佐殿宣 ひける は、 平家の 人々 は、 此の 二三 箇年， は、 軍 合 戰の營 みの 

外 は、 又 他事 ある まじき とこ そ 思 ひしに、 さても 三位 中將の 琵琶の 撥 一 昔、 朗詠の 口 やさび、 終夜 
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立ち聞きつ るに、 優に やさしき 人に て 御座し け， りと 宣 へ  

と 書いて ある。 之れ によると、 千 手 は預， り 主の 狩 野 介と 共に、 酒の 御酌 や 音樂ゃ 談話に よっての み、 

終夜 赏衡を 慰めて ゐ たので、 夜が 明けた から 歸 つたと いふ、 全く 淡泊な 沙汰で あるが、 八 坂 本 は 多少 

の 色彩 をつ けて、 かう 書いて 居る。 

三位の 中將、 あな 思 はす や、 か、 る 東の 奧 にも、 優に やさしき 女の あるに こそと て、 名殘 昔し グ 

にぞ 見られけ る。 明けければ 此の 女房 歸. 0 參， 0 た， り。 折節 兵 衞佐殿 は、 持佛 堂に 法 華經讀 みて お 

はしける が、 千 手が 歸， り參， りたる 由 を 聞き 給 ひて、 わう 賴朝は 千 手に、 面白く も 仲人 をば した， 0 

つる もの 哉と 宣 へば、 齋院 次官 親 能、 御前 近う 物 書いて 候 ひける が、 筆 さしおき、 こ は 何事に て 

候 やらん と 申した. 0 けれ V6   , 

「名 殘を惜 む」 などい ふ 所に、 た：^ ならぬ 氣色を ほのかに 見せた ので あらう。 尙ほ 流布本の 「极 も 昨 

夜中 人 をば 面白う もしつ る もの 哉」 は、 言葉が 足らぬ ので 明瞭せ す、 や、 も すれば、 千 手が 重衡 慰安 

の 斡旋 をう まくしたの を 褒めた 樣 にも 思 はれる が、 八 坂 本 は そこに 氣が ついて、 r 賴朝は 千 手に 面白 

くも 仲人 をば した. りつる もの かな」 と 補 ひ 改めた ので あらう。 但し 其の 意味 は ホンの 洒落で 、「どう 

、 J  な かう ど 

た 賴 朝が お前に よい 殿御 を 媒介して やった が、 嬉しかったら う。」 と、 淡泊にから かった 丈であった 


が、 長 門 本の 作者 は、 大分 其處に 風情 を 持たせて， 

，かれ も 夢 ん とて、 母屋の 幕 を 引きお ろされ ければ、 武士 共畏 つて 罷， り出 でぬ。 中 將は枕 を 西に 

. ^、ば だてら る。 此の 女御 前に ふしに け，.^。 其の 夜 程なく 明けければ、 女 起きて 出づ。 ：： かの 千 

壽、 兵衞 佐の あした 法 華 經を讀 みて おはしけ る 所に 来る。 因幡 前 司廣元 文書き て 居られたり。 兵 

衞佐 うち 笑 ひて、 千 壽に中 人 をば 面白く したる もの 哉。 

と 書いて、 翌 くれば 四月 一 日、 再び 千壽を 重衡の 許へ 遣 はされ たが、 中將 は、 今度 は ともかくも 物 も 

云 はれぬ ので、 

、、、、、、、  、、、 、、、、*、、、、、、、、、 、、、、、、、、ハ、、、、 

千 壽は思 はすに (意外に) 思 ひて、 物 も 仰せられ 候 はやと 申しければ 佐 打 笑 ひて ぞぁ はしける 

と 止めて あ る。 

『盛衰 記』 に 至って は、 更に 恐ろしく 演劇 化して、 賴朝 をば 全く 一種の 洒落な 通人に 仕立て上げた。 

ノ  なかだち 、、、、、、、、、、  い， い 

や、 あって 兵 衞佐は 千 手に 向 ひて、 扱も賴 朝は媒 こそしす まして 覺 ゆれと 仰せられ けれ は 女 S 

打 赤め 一い、 全く 情 を 懸け 給 ふ 事 侍らす と 申す。 「年来 只 だ 千 手 をば 正直の 者ぞと m 心 ひたれば、 眞 

と  —  ちか ひごと,.,  4、 

實 ならぬ 時 も あ， 9 ける や。」 「いかで か 御前に て 偽， り 申すべき。」 「扱汝 誓言し てん や 」 と 宣へは 

あ ) 

御 赦し候 は > '安く 候と 申す。 其の 時 佐殿顏 のけし き惡 ざまに な， りて、 是れ迄 は 仰せら る まじ けれ 

『1^ 家 物 11^5』 の 新 研究  HI 三 


四 1 四 

、、、、、、、、、、、、、、、  、、、>、、、、、、、*、、、 、ヽ、 ヽ ヽ、、 

ども、 汝を やる は 中將を 慰めん 爲め なり、 中將 いかで か 汝に情 を 懸け ざらん さら は 誓言 仕れと 

仰す。 女淚を 流しつ \、 若し 中將に 召されながら、 御前に て 偽言 申し 侍らば、 近く は 荏 柄、 足 柄、 

伊豆、 箱 根よ-り 始め 奉， り、 日の 下に 住し 給 ふ 諸 "の 神の 憎まれ を 蒙らん と 申した る。 

はたち 

賴朝 はやう やく 信じて、 今度 は 伊 王の 前と いふ 歲 二十の 美人 を やった が、 中將 はや は， り 情 を かけぬ の 

で、 大いに 其の 心に 感じ入つ たとい ふ 事 を、 長々 と 書いて 居る。 恐ろしい 發展と 云 はねば ならぬ。 

同じ 重 衡が生 捕られて、 まだ 都に 居た 時分の 事で ある。 彼れ は 警護の 武士に 乞 ひ、 木工 右馬允 知 時 

とい ふ 者 を 介して、 曾て 懇ろに した 內 裏の 女房 を 呼んだ。 女房 はやが て 車に 乘 つて 来た。 其の 會談の 

樣子 を、 流布本に は、 かう 書いて 居る。 

ノ  と  ゆる 

土 肥 次郞情 ある 者に て、 誠に 女房な どの 御 事 は、 何 か 苦しう 候べき 疾 うくと て容し 奉る。 中將 

斜 ならす 悅び、 人に 車 借って 遣 はされ た， りければ、 女房 取， り あへ す、 急ぎ 乘 つて ぞ おはしけ る。 

緣に車 や， り 寄せ、 此の 由 かくと 申した..^ ければ、 中 將車寄 迄 出で 向 ひ、 武士 共の 見 參らせ 候に、 

下、 りさせ 給 ふべ からすと て、 車の 簾 をう ちかづき、 手に 手 を 取， り 組み、 顏に顏 を 押し 當 て、、 暫 

し は 兎角の 事 をも宣 はす、 唯 だ 泣く よ， り 外の 事ぞ なき。 ： ： かくて 外 夜 もやう く 更け 行け は、 

守護の 武士 共、 此の程 は 大路の 狼 籍もぞ 候に、 とうくと 申しければ、 中將カ 及び 給 はす、 やか 


て 返し 給 ふ。 

警 固の 武士の 目 を 憚， り、 男 は 車の 外に 居ながら、 簾 を かづいて、 車中の 女と 深更まで 話して ゐ たの 

で、 武士 共が、 此頃は 都 大路が 物騒 だからと 云って 注意した。 そこで 泣く く あかぬ 別 かれ をした と 

いふので ある。 長 門 本 は 此の 後の 部分が、 不自然で 物 足らぬ のに 氣 がつ いたので あらう、 武士 共が 

此頃 は、 夜更け ぬれば 大路の 狼籍 あんなる に、 靜まら ぬ 先に 疾 うく 歸らせ 給へ。 

と 注意した 事に 書き改めて 居る。 また 『盛衰 記』 と 八 坂 本と は、 それ <^ にかう 書いて 居る。 

中將 急ぎ 立ち 出で て、 武士の 見ん も 見苦しく 侍る にと て、 我が身 は緣に 立ちながら、 車の 簾う ち 

纏 ひ、 手に 手 を 取， り 組み、 互の 淚せ きかね 給へ， り。 ：： 更け 行く ま、 に 夜もすがら 御物 語し 給 ひ 

ける。 (盛衰 記) 

三位の 中將、 是れに は 武士 共が いくら も ありて、 餘 りに 見苦しう 候へば、 lEf よ， り はな 下， りら れ候 

、、、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、  、、、、、  、、、、、、 

ひそと て、 門の ほとりに 車 をた て、、 遙 かに 夜更け 人靜 まって 後、 三位の 中將、 車に 出で あ ひ、 

對 面し 給 ひて、 こし 方 行末の 事共 を、 夜もすがら 語 ぞ 明かさせ 給 ひける。 (八 坂 木) 

車 寄まで 出向いて、 簾 を かづいて 夜更 まで 語らせた もの、 我が身 は 緣侧に 立ちながら、 車中の 女と 

終夜 語， り 明かさせ たもの、 門 際に 夜更 まで 待たせて、 人が 静まって 後に 曉まで 語らせた もの、 更けて 
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後に、 大路： 物騒 だからと 注意して 別 かれさせ たもの、 更けぬ 中に、 更ける と 物騒 だからと 云って 別 

かれさせ たもの、 これらの 可否 巧拙 は 別と して、 平家の 異本の 作者が 斯様な 事の 曲折に、 どれ 程關心 

して 居た かとい ふ 事が わかる。 同時に 斯檬な いろくの 趣向 文句が、 彼れ から 是れ へ、 是れ から 彼れ 

へと 拔 き 差 しさる 中に、 い づ れ がー 「平家』 の本體 であるか、 誰れ に も 解 ら な いものに な つたと いふ 消 

息が 解る であらう。 

那須與 一 が 扇の 的 を 狙 ふ 所 を、 流布本 其の 他、 大抵の 『平家』 にに、 

» 一  目 をふさいで、 南無 八皤大 菩薩、 別して は 我：？， 國の 神明 日光の 權現、 宇津宮 那須の 湯 大明 

神、 願 はく は、 あの 扇の 眞中 射させて たばせ 給へ、 これ を 射 損 やる ものた f, つに、 弓 切. り 折. り 自害 

して、 人に 再び 面 を 向 ふべ からす。 今一度 本 國へ歸 さんと 思 召さば、 此の 矢はづ させ 給 ふなと、 

心の中に 祈念して、 目 を 見開い たれば、 風 も 少し 吹き 弱って、 扇 も 射 よげ にこ ュ、 成った. り けれ。 

與一銷 を 取って、 番ひ、 よつ 引いて ひやう と 放つ。 

と 書き、 或 ひに 唯 だ ぼん や， りと、 一. 願 はく は 此の 矢はづ させ 給 ふな。」 と 書いて あるが、 『源平 盛衰 記 .一 

： よ、  . 

扇の 叛には 日 を 出 だし たれば 恐れ あ， 9、 蚊 目の 程 をと 志して 兵と 放つ。 


あ  ^ 

と 書いて ある。 察する に、 中た るか 中たら ぬかさへ 危ぶまれる 場合に は、 成るべく 廣ぃ範 圍を狙 ふの 

まと tt& 

が 自然で、 『盛衰 記』 の は、 事の 定まった 後に、 贅澤な 的 選み を させて、 曲折 を 多くした ので あらう。 

かう いふ 事 實に對 する 作者 それ -の附 味 を 比較す るの も 面白い 硏究 であるが、 此の 一 段 を 中 井 履 

軒の 『通語』 に は、 

時 風 暴 船 蕩搖。 遂射斷 n 扇毂？ 扇 颺ニ于 空 f 三飜 而墜。 岸 者鼓レ 旅、 船者扣 レ舷、 易 采不ぃ 止。 

と 書いて あ， 9、 賴 山陽の 『日本 外史』 に は、 

宗高 騎而獨 出。 兩軍 注視。 宗高 一 發斷， 1 扇穀？ 扇飜 而墜。 

と 書いて ある。 履 軒が r 遂射斷 扇穀」 と 書いた の は、 的の 定まらぬ のに 心 迷 ひして、 目 をふさいで 祈念 

してる たが、 到頭 射 あてた とい ふ 心 持 を 利かした の で あ らう。 *  J れは 事實を 可な， り 確 實に言 ひ 表 は し 

てゐ る。 しかし 「三 飜而 墜，」 は、 流布本の 『平家』 に、 

春風に 一 揉み 二 揉み、 もまれて、 海へ さっと ぞ 散った. りけ る。 

と あるのに よって、 一 揉み 二 揉み を 合 はせ て、 「三 飜」 としたの でも あらう が、 これ は、 隨分 いか、 はし 

い、 不思議な 飜譯 とい はねば ならぬ。 山陽が 「 一 發 斷扇毂 J は、 事實の 最後の 一 部分 だけ 書いた と 見れ 

ば 言 ひわけ も 立つ であらう。 また いかにも 斷定 的で 威勢 はよ いが、 初めから 吞ん でか、 つて、 豫期通 
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b に 的中した やうで、 ちと 誇張に 過ぎ、 眞實 性を缺 いて 居る やうに も 見える。 

かやう にいろく 比較して 見た 結果、 私 は、 一番 細工の 加 はらぬ、 生地の ま、 らしい 流布本が、 最 

もす ぐ れて 居る と 思 ふ ものである。 

壇の 浦の 最後の 合戰の 日、 海上に 多くの 海豚 (長 門 本に は 鯨と ある) が 現 はれた の を 見て、 宗 盛が 

小 博士 晴 信に 占 はせ た、 その 折の 報告 を、 流布本 其の 他 多くの 異本に は、 

いるか、、、、、、、 、、、、、、、、、  、、、、、、、  、、、、、、、、、、、 

此の 海豚 はみ 歸， り 候 は > -、 源氏 亡び 候 ひなんす、 はみ 通，.^ 候 は > -、 御 方の 御 軍 危う 覺ぇ 候と、 申 

しも 果てぬ に、 平家の 船の 下 を、 直ぐに 這うて ぞ通， りけ る。 世の中 は 今 はかう とぞ 見えし" 

とい ふ 風に 書いて あるが、 八 坂 本に は、 吉凶の 關係を 逆 まにして、 

いるか 、、、、、、、  、、、、、、、、、、、 、ゝ、 、、、 >、、、、、、、、、、、 

此の 海 鹿 はみ 通， り 候 は > -、 源氏 悉く 亡び 候 ひなんす、 又はみ 歸 らば、 味方の 御 軍 は危く 見えさせ 

給 ひて 候と、 申し も 果てぬ に、 海 鹿 は 平家の 船の 下よ， り も、 悉く はみ かへ， りけ， り。 

と 書いて ある。 是れは 察する に、 海豚が もし 平家の 船に 逢って 泳ぎ もどれば、 平家に はま だ 惡魚を 恐 

れ 退かせる 威力が あるので、 勝利の 兆で あると 見る か、 或 ひ は、 海 膝が 船底 をく つて 源氏に 向 ふの 

は、 無心の 動物まで が 平家に 味方す る瑞 相で、 勝 軍の 前表 だと 見る かの 相違で、 どちら かの 一 方が、 

他の 一方 を 改めた ので あらう が、 かうな ると、 いづれ を r 平家』 の 本體、 原容 としてよ いか、 全く 見當 


がっかなくなる。 

十六 

異本 比較の 最後に、 私 は 一例 を 引いて、 『平家』 のうぶな 素直な 筆致に、 巧徽を 極めた、 謂 は ゆる 名 

文の 及ばぬ 趣 致の ある こと を證 したいと 思 ふ。 流布本の 卷第 九、 一の 谷の 合戰が 平家の 負と なって、 

敗走した 平家 方が 猪に 船 を爭ふ 光景 を、 流布本 に か う 書 いて ある。 

黑煙旣 に 押 懸けければ、 平家の 兵 ども、 若し や 助かる と、 前なる 海へ ぞ 多く 走， 9 入. 0 ける。 ^に 

は 助 舟 共い くら も あ， 9 けれども、 船 一 艘には 鎧うた る 者 どもが、 四 五 百 人 千 人ば か 込み 乘 つた 

らうに、 なじ か は 好かるべき、 诸ょ， り 三 丁ば か，.^ 漕ぎ出で て、 目前に て 大船 三艘 沈みに け..^。 其 

の 後 は 好き 武者 をば 乘 すると も、 雜人原 をば 乘 すべから やとて、 太刀 長刀に て打拂 ひけ， り。， かく 

かたさ 、、、、、、、、、  、、、、、、、、、、、、、、、、、  , ， 

する 事と は 知， りながら， 敵に 逢うて は 死なす して、 乘 せじと する 船に 取， り附 きっかみ 附き， 或 ひ 

、ひ V- 、ヽ、 、ヽ  、、、うで ゝゝ ゝ、、 、 、ヽ、 、、、 あけ、、、、、 なみ ふ 、、、 

は臂 打ち 斬られ、 或 ひ は 肘 打ち落されて、 一 の 谷の 汀に、 朱に なって ぞ列 伏しけ る。 

こ、 を 八 坂 本に は、 
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つ さ ざま  J 

^^わい て、 然るべき 人 をば 乘 すると も、 次 様の 人 をば、 乘 すべから やと 宣 

へば、 承って、 然るべき 人の、 乘 らんと しける をば、 手 を さ づけ、 力 を 合 はせ て、 引きの せけ， り 

また 次 ざまの 者の、 乘 らんと しける をば、 太刀 長刀に て、 般 をぞ雍 がせけ る。 角 あるべし と は、 

知 ながら、 敬に 逢うて は、 死な やして、 乘 せじと する 船に、 乘 らんと て、 或 ひ は 腕 切， 9 落され、 

なのめ 

或 ひ は 指薙ぎ 落され、 其の 身 は 朱に 成って、 猪に 倒れ伏し、 をめ き 叫ぶ こと fjf^ ならす 

と 書き、 長 門 本に は 極めて あっさ りと、 

^る 物 も 取， り あへ す、 海への みぞ 馳せ 入，.^ ける。 助 船 あまた あり けれども、 船に 乘るは 少なく 

海に 沈む は 多 か，.^ け， り。 

と 書いて あ， 9、 『盛衰 記』 に は、 

取る 物 も 取.^ 敢 へす、 濱の 汀に 逃げ出で つ、、 海の 藻 鹽に馳 せ 入って、 船に 乘 らんと ぞ迷 ひける。 

助 船 も 多く あり けれども、 そ も 然るべき 人々 を こそ 乘せ けれ、 次々 の 者 共 をば 乘せ ざり ければ、 

乘 らん 乘 せじと する 程に、 多く 海に ぞ 沈みけ る。 

と 書いて ある。 精し く 書いた の も、 あっさ， りと 書いた の も、 各.^ それぐ の考 があって、 或 ひ は 委曲 

に I 田寫 し、 或 ひ は 簡潔に 括 約した ので あらう。 同じく 委曲に 書いた 中で も、 流布本 は 好き 武者 を乘 せ、 


雜人 原を乘 せぬ 事 をば、 先乘 者の 一 致した る 意見と 見る の を 自然と し、 八 坂 本 は 大臣 殿宗 盛の 御聲掛 

りと する の を 面白い としたの であらう。 また 流布本の 作者 は、 臂を 斬，.^ 腕 を 落す を 自然と 見、 八 坂 本 

の 作者 は 腕 を 斬り 落し 指 を薙ぎ 落す の を 面白い と 見た ので あらう。 四 者 それぐ の 味 は ひ は ある けれ 

ども、 私 は 大體に 於いて、 流布本が 最も 優れて 居， 9、 而 して これが 又 原形 か、 若しくは 原形に 近い も 

ので あらう と考 へ る。 

さて 是 等の 異本の 異文のう ち、 かh^に流布本が最も優れて居るものとして、 此の 文章の 立派な 事 を 

證 明す る爲 めに 引きたい と 思 ふの は、 同じ 事を寫 した 賴 山陽が 『日本 外史』 の 文と、 之れ に 類似した 事 

實を寫 した 『春秋 左 氏傳』 の戰記 文の 一節と である。 『外史』 に は 此處を かう 書いて 居る。 

宗盛等 奉，， 乘輿ハ 航 ッ海而 逃。 衆攀， ^ 爭 ぃ乘。 斷臂滿 いか。 遂 奔ニ讃 岐- 

『左 氏傳』 の は、 名高い 晋楚邠 の戰の 一節で、 

(楚 軍) 遂疾 進.， 師。 車 馳卒奔 乘ニ晋 軍？ 桓子不 い 知 J§ ぃ爲、 鼓 1 於 軍 中， 曰、 先 » 者 有,， 賞。 中 軍 下 

軍爭レ 舟。 舟 中 之 指 可い 掬 也。 

とい ふので あるが、 一 の 谷の 戰 記の 此の 部分が、 ^の戰 のに 似て 居る こと は、 巳に 先賢の 言って 居る 

所で、 山陽 は 多分、 左 氏が 「舟 中 之 指 可レ掬 也」 の 一句から 暗示 を 受け、 更に 誇張の 筆 を 行って、 何の 
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記錄 にも 全くない 「斷 臂滿レ 舟」 などい ふ、 放膽 無類の 句 を 作った ので あらう。 

この 三篇 いづれ も 名高い 文章で は あるが、 吾等 は 比較の 結果、 最も 拙 いのは 外史で、 其の上 は 左傳、 

そして 最も 優れたの は 『平家』 であると 思 ふ。 何故で あるか。 先づ 『外史』 の 方から 見る と、 此の 場合、 

舟 は 狭し、 人 は 多し、 しかも 舟が 已に乘 手で 一. ばいに なって 居る 處へ、 新手が 追 かけて 来て は 乘.. > 込 

まう とする 所で ある。 巳に 誇張に もせよ、 一艘に 四 五 百 人、 千 人と 乘， り 溢れて 居， り、 しかも 後から 來 

る 者を乘 せまいと、 太刀 長刀で 防いで 居る からに は、 舷側に 指 尖 を 掛ける すら 容易な 事で はなから う 

に、 況んゃ 臂ゃ腕 を かける 隙の あらう 害がない。 已に般 に 臂ゃ腕 を 掛けられぬ 以上 は、 斬られた 臂ゃ 

腕が 船の 中に 落ちよう 害が なく、 尙更斷 たれた 臂で 船が 一ば いになる 害がない であらう。 かう 見る と、 

山陽の 「斷 臂滿 舟」 は、 詞 こそ 壯快 であるが、 一種の 繪 そらごとで、 想像の 働かせ そこねで ある ことが 

解る。 『左 傳』 の 「舟 中 之 指 可 掬 也」 も、 『外史』 よ， り は 誇張が 甚だしくない だけに、 不自然 味 も 少ない 

が、 これ も 明らかに 繪空 事の 空想で ある。 それの みならす、 r 斷臂滿 舟」 とい ひ、 「舟 中 之 指 可 掬 也」 と 

いひ、 いづれ も 事後に 見て 驚くべき 事で、 當座 目前に 見て 感じ 得べき ことで はない。 逃げ 了せ て资、 

人々 が 舟 を 出て 後に、 「いや、 えらい 腕ぢ やない か！」、 「血み どろの 水の 中に、 指が 鎏 へられ て 居る 

わ！」 と 云って 驚かるべき 事で、 敗走して 舟 を 爭ふ當 座に 氣 づき 得る 事で はない ので ある。 かう いふ 


さ さ ど 

不自然な 誇張、 しかも 事後の 發見を 先取， りした 描寫 が、 親切な 描寫 として、 どれ 程の 價 値が あらう。 

是等 に比べる と 『平家』 の 文 は、 有った 通， り を その ま、 書いて 居る だけで あるが、 いかにも 自然で、 

此の 慘儋 たる 光景 を まざ-/^ と 見せて 居る。 流布本が、 指と 云 はやして 「臂 J 肘」 と 云った の もよ い。 

伸びて すがる 手 を、 および 腰に なって 斬る 場合に は、 細かい 指よ， り は 臂ゃ腕 を 斬る 方が 多 かるべき 箬 

ゆぐ へ  は V-  t だ 

だからで ある。 斬られた 臂ゃ 腕の 行方 を斷ら やして、 唯 だ 斬られた 兵 共が、 眞 朱な 恥辱の 身體を 汀に 

さらして 居る、 と 書いた の も 面白い。 斬られた 臂ゃ腕 は、 舟の 中よ. り は 寧ろ 海中に 落ちる であらう 

し、 又 海中に 落ち入った 臂ゃ 腕の 樣 子よ， り は、 臂ゃ腕 を 斬られた 兵 どもの みじめな 樣 子の 方が、 遙か 

し 此の 光景 を 活躍させる からで ある. - 其の上 『平家』 に は、 「敵に 逢うて は 死な やして、 乘 せじと する 

船に 取， りつき 摑み附 き」 とい ふ、 武士道 本位の 皮肉な 批評まで、 輕く 面白く 利かして ある。 要するに、 

平家の 文 は 何の 曲 もな く 有， りの ま、 に 書き流して、 而も 技巧の 曲を盡 くした る 文よ， り も、 多くの 效采 

を收 めた ものである。 空想 を馳せ や、 誇張 を 用ゐ、 やして、 空想 誇張 を 弄んだ 作よ. り も、 更にく よく 

、、、、、、、、、、、、 、 

人生の 眞を寫 した ものである。 

簡 SS1. な說 明で は あるが、 『平家』 の 中には、 處々 に 『左 傳』 や、 『史 記』 や、 『外史』 や、 『源氏』 や、 『枕』 

など を も 凌ぐべき 名文の、 素 知らぬ 振 をして 潜んで 居る ことが、 これで ほ、； 察せられるでぁらぅ。 
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十七 

斯樣な 例 を 詳しく 擧げれ ば澤山 あるが、 煩 はしい から 此の 位に 止める。 さて 『平家物語』 とい ふ もの 

は、 其の 異本が 是れ ほどに 多く、 而 して 單に 其の 卷冊 や、 項目 やに、 多寡 出入の 差異が あるば か，^ で 

なく、 句 位 文 質が 違 ひ、 趣味 風格が 違 ひ、 積極 消極の 關 係まで が 違って ゐて、 而も 其の上に 一 々の 文 

字 文句が、 各 異本に 通じて 三 行 四 行と 同一 に續 くの が 全く 無い とい ふ、 不思議な ものである。 而 して 

其の 凡てが == せめて 其の 中の 一 つな， りと も = 首尾に 通じて 名文で あるならば 結構で あるが、 事 實は之 

れ に反して、 各種の 異本、 いづれ も 精粗、 純雜、 美醜、 巧拙の 混淆で あり、 一方に 振 ひつく やうな 名 

文が あるかと 思 ふと、 一方に は 奥の さめる やうな 粗末な 分子が 交って 居る とい ふ 風の ものである。 こ 

れは 『平家』 其の物の 爲め にも、 日本の 文 學の爲 めに も、 讀 者の 鑑賞の 爲め にも、 極めた る 不幸と 云 は 

ねばなら ぬが、 さて 吾々 は、 今の ま に缺點 だらけで、 本體 のえ 知れぬ 『平家』 を讀ん で、 長へ に滿足 

すべきで あらう か。 

ぎた な  »  , . 

思 ふに、 『平家物語』 の 本體は 偉い ものである。 其の ほろ 穩 くお 粗末に 見える の は 唯 だ 表面の 分 


部分に、 法 格外れ や、 低級 趣味の 塵埃 ゃ糟 粕が附 いて 居る からで、 其の 塵埃 や 糟粕を 取..^ 除けば、 無 

疵の 名作と なるべき ものである。 尙ほ 之れ に 加 ふるに 各種の 異本の 美 所 を 以てすれば、 更に 立派な 名 

作が 出来る であらう。 少なくとも 各 異本の いづ れ にも 優った 佳作が 出來 るで あらう。 又 思 ふに、 『平 

家』 は 元来 偉い 本體 が、 表現 者の 手腕が 足らない 爲 めに、 光る だけ 光. り 得なかった もので、 その 光. り 

得なかった 所 を 光らせん が爲 めに、 前例の ない 多數の 異本 作者が、 競 ひ 起って、 束になって 努力した 

ものである。 而 して 其 等の 異本の 異文が、 然るべ く 取り合され 縫 ひ 合 はされ て、 始めて 本體の 要求す 

る やうな 外形が 出來 べき もので あらう。 

私 は 『平家物語』 を 愛する 餘り、 同時に 今の 『平家』 の爲 めに 惜しむ 餘，. ^、 時々 こんな 事 を 空想した。 

そして それにつ い ての 「法 三 章」 を考 へて 見た。 ざっと こんな ものである。 

第一 一番 優れたと 見える 本 (恐らく 流布本で あらう) を 基礎と して、 其の 缺點 をば、 成るべく 多 

くの 異本に よって 補 ふ 事。 

第二 補足の 材料 は、 必中 旣存の 諸 本 中よりの み 取るべき 事。 

第三 言語、 文體、 人生の 見方 等、 あらゆる 材料 選擇の 標準 を、 平家 時代の 特色に おくべき 事。 

要は、 無理な、 不自然な、 不穩當 な、 或 ひ は 低級な 要素 を 取，. > 去， り、 道理の 立つ、 穩當 な、 上品な 
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要素 を 採.？ 集めて、 自然に 無理な，、 繋ぎ 合に 二-る 辜： したい。 ，tiw« 足の 材» は、 S 重に、 a に B 省 

て 一」 ：- --に な -奚！4 ふ 中からの み 求める こ，. こに そ 一… .r- ill 々がさ か 乙ら。 入 ij?>  ,玎 正- 一  切差控 

へる 辜に した、.： や マら-: ？る材. 辞ん 透锋 標準 を 時 41 ふ 特色に 置いて、 時代の 〈一： . 「、に ま？ 

C  ；-る やうに したいと いふので あ る 『平家 1 つ 異本 は 、數が 多 い ，こに い ふ ものの、 大), y  >  -.  r  r 一  ま、 C 

ョ- へ"、 邏く とも 室 t の 初期までの H に 出来た もので あらう から、 異本 ふ 中, やつ 材料 を？ 

二 一一に V- る こい ふ 事が、 今 B から 見て、 さえ-で 不！ I 和 を 現 V るに. -L 二， こになる ま：、， こ 思 にれ る。 

二 ふ 一 拳 案に いろ/ \ な 意味に 於いて、 W る 困 養な、 一一 丁；； りか、 る 暇つ ぶし ふ 事業で ある。 其の 

上面 aiT な 鶴に 釅 いられる 事の 少ない 事業 だと も 思 はれる- けれどもう ま： 行に. に、 籙倉 時4^ 第一 ふ 文 

學を、 -:H 界 -H 人學ふ 王座に 光- *>耀 かす 所 a ともた-るで. あらう-  士 -; 'lat 骨 » を顆ひ = ぃュ i 

、ふ 所以で ある- 

十八 

『平家 » 語』 は、 箱犟 な： ら * 常に 大きい 題目で、 半生 を擔 つに も 足るべき いろくの 方 1» を 含んで 


居る。 音樂 としての 研究、 史料と して 二』： 究、 作の 成立、 作者、 異本 等に 關 する 硏究、 言語 文章 等. ない： 

表 形式に 關 する 研究 等、 その他に もま だ澤山 あるで あら， つが、 私 は 唯 だ、 作の 與 へる 主なる 趣味、 作 

の 特色の 歷 史的 由来、 作者 創作の 心理、 異本の 文章の 違 ひ 方、 異本の 整理 統 一 に關 する 考案 等に 關し 

て、 簡單な 說明を 試みた に 過ぎぬ。 殊 に践肅 なる 批判に 始終すべき 論文が、 往々 主觀的 抒情に 撗 逸れ 

したの は、 お 恥 かしい 次第で ある。 (大正 九、 九、 五) 

(平家物語の 新 研究 を はリ) 
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